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例言．凡例
1．本書は、国土交通省九州地方整備局（旧　運輸省第四港湾建設局）による福岡空港内西側整備の建設工事に先だっ

て実施した博多区雀居遺跡第13次調査報告書の別冊である。

2．第10、12、13次調査で出土した資料について各分野の先生方に分析、研究を依頼し、その報告をいただいた。

人　骨　　　中橋孝博氏

動物遺体　　西本豊弘氏

昆　虫　　　森　勇一氏

ガラス　　　比佐陽一郎氏

放射性炭素　藤尾真一郎氏

炭化米　　　佐藤洋一郎氏

九州大学

国立歴史民俗博物館

愛知県立明和高等学校

福岡市埋蔵文化財センター

国立歴史民俗博物館

静岡大学

3・各次調査報告では紙数の関係から出土遺物についての詳しい記述ができなかった。その欠を補うために遺物観察

表を作成した。またこの観察表も印刷項目が限られるために全項目をCD－Rに収録している。さらに調査期間中毎

週発行した「雀居遺跡週刊ニュース」の全号も収録し、このうち円形溝について記している第65号は別冊に編集

債直して掲載した。
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第1章　福岡市雀居遺跡（第10－13次調査）出土の弥生前期人骨

中橋孝博．岡崎健泊（九州大学）

はじめに

弥生文化がいち早く開花した北部九州では、縄文晩期から弥生初期にかけて人骨資料の空白期があり、

この間の住人形質の推移を具体的に明らかにすることが、当地における人類学上の重要な懸案の一つ

となっている。福岡空港内から検出された雀居遺跡は、この問題を考える上で非常に重要な遺跡の一

つである。当遺跡では平成4年以降、福岡市教育委員会によって発掘調査が実施され、主に縄文晩期

～弥生前期にかけての環濠や大型掘立柱建物跡、木製農耕具、石包丁、漆製品、紡錘器、あるいは大

陸系の磨製石器などが大量に出土して、近隣の板付遺跡などと共に、北部九州の初期弥生社会に関す

る貴重な情報源となっている。

人類学的に特に当遺跡で注目されるのは、人骨資料の出土も期待できる点で、実際に第7次（1994年）

と第9次調査（1995年）では弥生前期の人骨が出士して、その形質や抜歯風習の痕跡について興味深

い結果が得られた（中橋、2000）。引き続き、1996年に当遺跡で実施された第10次調査、及び1997

年の第12次、1998年の第13次調査でも引き続き人骨資料が出土したので、ここにその検討結果を

報告する。

遺跡．資料．方法

雀居遺跡は、現在の福岡空港の南西端近くで検出され、平成4年以降、福岡市教育委員会による発

掘調査が継続実施されている。ここで取り扱うのは、上記のように第10次（1996年）、第12次

（1弛7年）、及び第13次調査（1998年）で出士したもので、土壌墓やピット（4基）、甕棺墓（1基）、

及び木棺墓（1基）から各々検出された（表1）0　6体の内、乳幼児が半数の3体を占める。人骨の

保存状態はいずれも不良である。土庄や、人為的撹乱による歪みも加わって破損が著しく、計潤、観

察に供し得る資料は一部に限られた。

所属時代は、考古学的な検証作業から、弥生前期の中頃から後半にかけてのものとされ、第13

次調査の土壌墓からはガラス玉が検出されているO

結果

1．第10次調査出土人骨

111．10－1号人骨

東西方向に長軸をもつ第1号木棺墓SAOlに埋葬されていたもので、頭位は東にとり、顔面を右（北）

に向けた状態で検出された。人骨は頭蓋片の他、左右上腕骨、右鎖骨、肋骨、右尺骨、右大腿骨、左

右腫骨が確認された。体部はかなり乱されているため、埋葬姿勢の確認は困難だが、左右肋骨がほぼ

原位置を保った状態で出土しており、その状態から一応仰臥位であったと推測される。

大腿骨などの四肢骨幹長の計測結果から、生後1～2年の幼児骨と見なされる。性別は不明である。

112．10－2号人骨

第1号土壌墓SH01から検出されたもので、頭蓋片の他、左右の肩部（肩肝骨、鎖骨）、右上

肢（上腕骨、前腕骨、指骨）、及び少量の肋骨片が確認された。左上肢や下半身の骨は消失し

ている。
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頭位は北で、顔面を右（西）に向けており、また両肩部の位置関係から、仰臥位であったことが確

認できる。また、右上肢は体側に沿って伸展しているが、その他の部位は骨が欠損しているため、確

認不能である。乳様突起の発達が良好であり、計測はできないが右上腕骨の骨幹の太さ、筋付着部の

発達の良さから判断して、男性と見なされる。また、歯の岐耗がかなり進行していることから、熟年

に達した個体と推定される。

歯が出土しているので、歯式を以下に示す。

／　 M 2　 M I　 P 2　 P l　 ／　 ／　 ／ ／　 Ⅰ2　　 C　 ／　 ／　 ／　 ／　 ／

／　 M 2　 M I　 P 2　 P I　 C　 I2　 Ⅰ1 Il　 ／　 ／　 ／　 ／－　 ／一　一／　 ／

（／：欠損）
、

風習的抜歯については、少なくとも下顎切歯、犬歯の抜去の無いことは確認できるが、上顎の犬歯

については不明である。

1－3－10－3号人骨

土器捨て場と思われる第3甕棺墓SN03から検出されたもので、頭位をほぼ南にとり、顔面を東向

けた右側臥屈肢の状態で埋葬されていた。頭蓋骨片の他、左右上腕骨、右大腿骨、右脛骨、肋骨、脊

椎骨などは確認された。

乳切歯の歯冠は完成していること、下顎第一乳臼歯の3岐頭が融合した状態で、下顎正中縫合はま

だ未融合であること、及び、四肢骨骨幹長（上腕骨：64mm、大腿骨：75mm、脛骨：66mm）から

判断して、生後間もない乳児（0～6月）と見なされる。

2．第12炊調査出土人骨

2－1112－1号人骨

墓域から外れた第1号土壌墓SH01から検出された。骨の遺存状態は悪く、わずかに四肢骨片の痕

跡と、左肋骨だけが確認された。その左肋骨のサイズが10次SNOl出土人骨と同じかやや大きい程度

であることから、やはり乳児期の遺体と推察される。

3－　第13次調査出土人骨

3－1．13－1号人骨

第1土壌墓SH01から検出されたもので、頭位を南東にとった仰臥位で見出された。上肢は左右肘

で強屈し、右手は右肩近くに、左手は胸の中央付近に置いていたことが確認できる。骨としてはその

他に、右の下位肋骨、骨盤、及び大腿骨の近位端が出士した。それ以下の下肢骨は近世の撹乱によっ

て消失している。なお、この土壌墓からはガラス玉3個が出士した。

骨盤の大坐骨切痕の開きが犬きく、大腿骨頭のサイズが小さいことなどから、女性と見なされる。

また歯の岐耗がかなり進行していることから、熟年女性と推定される。

歯式を以下に示す。

／　 ／　 M 2　 ／ ．P l　 ／　 × ？ I l Il　 x ？　 C　　 P I　 P 2　 M l　 ／　 ／

／　 ／ －　M I　 P 2　 P I　 C　 I2　 I l Ⅰ1 Ⅰ2　 ／　 ／　 ／　 M l　 ／　 ／

（／：欠損、×：歯槽膿漏）

遺春状態が悪く詳細な観察が困難だが、左右上顎の側切歯が欠落し、その歯槽部が閉鎖していた可

能性が認められるため、風習的抜歯の疑いが濃い。

3－2113－2号人骨

弥生前期後半に属する第1号甕棺SN01から出土したものである。保存状態は良くないが、一応全

身各部位の骨が回収された。寛骨の形状、及び四肢骨の太さから男性と見なされる。年齢については、
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恥骨結合の形状や歯の岐耗の弱さから、まだ比較的若い成年期の人骨と推測される。

歯式を以下に示す。

M 3　 M 2　 M I　 P ．l　 P 2　　 ×　 Ⅰ1 Ⅰ2 一I l　 I 2　　 ×　　 P I　 P 2　 M I　 M 2　 M 3

／　 ／　 M I　 P 2　 P I　 C　 I 2　 I l ×　　 ／　　 C　　 P I　 P 2　 M I　 M 2　 M 3

（／：欠損、×：歯槽膿漏）

上顎の左右犬歯部の歯槽が閉鎖し、下顎も右の切歯2本、左は中切歯の歯槽閉鎖が確認できる。左

側切歯部は破損のため不明確だが、以上の所見から、上顎左右犬歯、下顎切歯を対象とした風習的抜

歯と見なされる。これは、先に報告した雀居9次2号人骨と同じ型式であり、今回の出土で、同型式

の抜歯風習の存在が再確認された。

以上、今回報告した第10次～13次調査出土の6体は、残念ながら保存状態が悪く、その形態的

な特徴は窺えなかったが、2体の成人男女に新たに抜歯痕が確認できたことに注目したい。9次調査

の報告でも触れたが、北部九州では弥生中期頃になると抜歯風習は急速に廃れていき、しかもこれま

でに確認されている限りでは、当地域の形式は上顎の側切歯を主対象としたもので、上下の犬歯や下

顎切歯を対象とした縄文晩期集団に多い型式とは傾向を異にすることが知られていた（中橋、他、

1985；中橋、1990）。しかし、先年、糸島半島の新町支石基から出土した弥生早～前期人骨では、縄

文集団や西北九州弥生人などに一般的な上顎犬歯と下顎切歯を対象とする型式が確認され（中橋・永井、

1987）、さらに、この雀居で同型式の2体が出土して、福岡平野でもこうした抜歯が弥生の初期には

残存していた可能性が明らかになった。今回の13次人骨の追加によって、そうした状況がほぼ確定

したと言えよう。さらに注記しておきたいのは、今回新たに、上顎側切歯抜去の可能性を示す例が出

土した点である。この型式は土井ヶ浜弥生人でも多く見られ、大陸の古代集団ではごく一般的な型式

である。北部九州において時代と共にこの抜歯型式の頻度がどのように推移するのか、渡来人問題を

考える上でも興味深い課題であり、今後の追加出士が期待される。

また、9次人骨では、この抜歯型式の問題に加え、形態的にはいわゆる渡来系弥生人の特徴を持っ

ていたことが明らかになり、縄文的な抜歯との関係が注目された（中橋・飯塚、1998）。残念ながら

今回の人骨ではそうした点は確認できなかったが、明らかに土着的と見なされる抜歯形式と、大陸集

団に近い形態的特徴がどのように絡み合うのか、当地における縄文～弥生移行期の問題を考察する上

でも興味深い論点になろう。まだ資料が少ない現時点での議論には限界があるが、今後の追加例をま

って改めて考察したいと考える。

文　　献

中橋孝博（1990）：「土井ヶ浜弥生人の抜歯風習」　人類学雑誌98

中橋孝博（2000）：「福岡市雀居遺跡（第7・9次調査）出土の弥生前期人骨」　福岡市埋蔵文化財

調査報告書第635集

中橋孝博・永井昌文（1987）：「福岡県志摩町新町遺跡出土の縄文・弥生移行期の人骨」　志摩町文

化財調査報告書7

中橋孝博．土肥直美・永井昌文（1985）：「金隈遺跡出士の弥生時代人骨」　史跡金隈遺跡、福岡市

埋蔵文化財調査報告書第123集

中橋孝博・飯塚勝（1998）：「北部九州の縄文～弥生移行期に関する人類学的考察」

AnthropologicaIScience，106
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表1．福岡市雀居遺跡第10・12・13次調査出土弥生時代人骨

番号　　　　　時代　　性　年齢　埋葬姿勢　　　　　　　　抜歯　　　　　　備　考

第10次

10－1第1号木棺墓

10－2第1号土壌墓

10．3第3号甕棺墓

第12次

12－1第1号土壌墓

第13次

前期　　　？　幼児

前期中頃　　男　　熟年

前期中頃　？　乳児

前期中頃　？　乳児

仰臥？

仰臥（下肢不明）

右側臥屈肢

右側臥屈肢

13－1第1号土壌墓　　前期中頃　　女　　熟年　　仰臥屈肢？

13－2第1号甕棺墓　　前期後半　　男　　成年　　屈葬

1～2歳

0～6月

表2．福岡市雀居遺跡抜歯人骨

番号
一一　．1－－▲．ロ　ー－一．一一一1田一　戸　　　　　－　土　一、．田一戸・一一一．．一口一　一．－　　　　　－一　　　　一一ロ　　ー－一口　ロー一一一一一一一一一一1

－．－．日一一一一．一一．一一一．．一一H－．．－一一一　Lロー　　　　一一1一こiロー　－土1．－－－1　　　　　　　　　　　　　　－、1田1－u　一　一一一一一一　口

7・1

＜第7次1号土壌墓＞

性　　　　　　年齢

女　　　　　　成年

7－2

＜第7次2号土壌墓＞

K－7

＜第7次7号甕棺＞

13－1

＜第13次1号土壌墓＞

13－2

＜第13次1号甕棺墓＞

女　　　　　　成年

女　　　　　　熟年

女　　　　　　熟年

男　　　　　　成年
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第2章　福岡市雀居遺跡出土の動物遺体

西本豊弘・小林園子（国立歴史民俗博物館）

屋山　洋（福岡市教育委員会）

雀居遺跡では、第10・12・13次発掘調査．の弥生時代前期～中期の遺構・遺物包含層から動物遺体が

出土した。動物遺体の量はテンバコに4箱程度で約720点であり、その大部分は弥生時代前期後半のも

のであった。各遺構から少量づつの出土であり、保存状況は良好とは言えなかったが、できる限りの

ものが採取された。小さな骨片は土とともに一括して採取したものもある。それらのものすべてを分

類し、同定の可・不可まで含めて結果を一覧表に記載した。ごく少量であるが、被熱のため白色化し

たものも一部含まれている。

出土した動物遺体は、貝類・ウニ類・カニ類・魚類・両生類・爬虫類．鳥類・晴乳類など多種にわ

たるが、もっとも多いのはイノシシ類であり破片数で全体の約30％を占めた。なお、この資料の分

類は、まず屋山が実施し、その後西本が分類し本論にまとめた。魚類の分類では樋泉岳二氏の協力を

得たことに感謝致します。

1．貝類

貝類は、第10次調査SK－002から魚骨とともに5点採集された。少なくとも巻貝2種と二枚貝

2種の計4種以上が含まれることを確認したが、保存状況が悪いため、種名の特定はできな

かった。

2．魚類

主に第10次調査SK－001・002からまとまって出土した。アオザメ類、ナマズ、マダィ、タ

ロダィ、ヘダィ、サバ属の一種、コチ類の合計8種含まれているO　サメ類は、歯が合計14原

田土しているが、いずれも細長く鋸歯を持たないタイプである。その中の1点は、歯の基部

に切断根が見られるので、装飾品の未完成品の可能性がある。ナマズは第10次調査SK－001．

002から少なくとも6匹分の胸鰭の棟が出土している。。タイ類は、マダィ、クロダィ、ヘダイ

の3種を確認している。コチ類は大きな歯骨が見られた。サバ属とした椎骨は、マサバより大

きな種であったが種名は同定できなかった。その他に種不明の大型魚類の椎骨破片が2点含

まれていた。

3－　鳥類

本遺跡では鳥類の出土は非常に少ない。カラス類、カモ類、ニワトリ、小型鳥類の4種が認められた。

この中で、ニワトリの上腕骨中間部分は白色化しており、骨質の保存状況が非常に良い。大きさも現

代の白色レグホンの雌よりも少し大型であり、骨体の左右の湾曲も弱い。これらの形状から弥生時代

のものではない。おそらく現代のものであろう。

4．哺乳類

ノウサギ・ネズミ．キツネ・タヌキ・イヌ．ネコ・シカ．イノシシ類．クジラ・ヒトなど

10種がみられた。そのうち最も多いのはイノシシとブタを一括したイノシシ類である。イ

ノシシ類の遺体は四肢骨が少なく歯が多い。その歯も歯冠部のエナメル質だけが残っており、

歯の内部の象牙質や歯根部表面のセメント質はほとんど消失していた。しかし、同一個体と

思われる歯がまとまって出土することが多く、頭蓋骨や下顎骨が部分的に残っている場合も

あったO
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それらの歯からイノシシ類の内容を見ると、本州の縄文晩期のイノシシよりも大きな歯と、

かなり小さな歯まで様々であることが特徴である。また、上顎第2後臼歯では、前後にゆが

んで平面形が菱形を呈するものがあった。第3後臼歯も萎縮して小さくなっているものもあった。

これらの歯の特徴は家畜化に伴ってよく見られるものであり、この資料の中に家畜のブタが

かなり多く含まれていると思われる。しかし資料の数量が少ないことと保存状態がよくない

ので、家畜ブタがどの程度含まれているか数量的に示すことができない。

さて、イノシシ類の最小個体数を推定すると生後3ヶ月程度の幼獣1個体・生後6ヶ月程度

の幼獣1個体・1歳～1．5歳前後の若獣3個体・2歳前後の亜成獣3個体・3才前後以上の成

獣10個体の計18個体となった。3才前後以上の成獣個体が多い傾向がみられ畠。幼獣が少

ないのは、保存状況が悪いため骨質がもろい幼獣の歯や骨は消失したものが多いことが原田

であろう。資料数が少ないことと、保存状況の影響を考えると、捨てられた当初のイノシシ

類の年齢の偏りはよく分からない。

なお、3才前後のほぼ成獣の下顎骨で、下顎枝部分に穴（約18×18cm）があけられている

ものが1点見られた。おそらく儀礼的取り扱いを受けたものであろう。また、下顎骨の外側

には解体痕がみられるものがあった。しかし、下顎骨の大部分は下顎枝部分が失われている

ので、穴や解体痕の頻度は分からない。

イノシシ類に次いで多いのはシカであり、少なくとも3個体分が含まれている。ウサギは

成獣の左下顎と脛骨が各1点出土している。イヌは少なくとも1個体分が出土しており、キツ

ネとタヌキは、頭蓋骨の一部が認められた。ネコの左上腕骨が第12次調査SP－0261から出土し

ているが、この骨は白色化した状態で骨質の保存状態が極めて良好であり、現代のものと見

て間違いないが、一応報告しておくものである。ネズミ類としたものも、ドブネズミ程度の

大きさの右大腿骨であり、骨質の保存状態がよいことから現代のネズミと思われる。イヌは

下顎骨・上腕骨などが出土している。小型犬であるが保存状態が悪いので形質は良く分から

ない。その他にクジラ破片が1点と、海獣の肋骨破片が1点出土している。

なお、ヒトは成人の一部と死産児の骨が出土している。成人は第13次調査SK－117から出土

した左寛骨および左右大腿骨（№3106）であり、別に報告されている埋葬人骨の一部である。

寛骨から見ると、男性であろう。これの他に、胎児または乳児の骨が複数個体出土している。

第10次調査SK－018では、ヒトの小さな頭蓋骨破片・上腕骨・寛骨・大腿骨・脛骨（№3160他）

が一括して出土しており、その大きさから見て死産児であろう。同じく第10次調査SK－018で

ヒトの胎児の寛骨・大腿骨・椎骨（№3096）が出土している。また、第10次調査第Ⅱ面掘り

下げでもヒトの死産児の大腿骨破片が一点（№3167）と第10次調査第Ⅰ面掘り下げで胎児左

大腿骨が出土している（№3194）。これらを見ると少なくとも3個体以上の死産児が含まれて

い去。

51その他

カニの指節19点、ウニ類の棟13本、小型のカエルの骨が魚骨などとともに第10次調査

SK－001・002から出土している。さらに、ウミガメ類の大腿骨1点とスッポンの甲羅破片1点

が認められた。

まとめ

この遺跡では骨質の腐食が進んでおり、取り上げられた資料でも接着剤によってかろうじ
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て骨や歯の表面が確保された資料が大部分であった。したがって、小さな動物や大きな動物の幼獣個

体の大部分が消滅していると推測された。イノシシ類で幼獣の骨が少ないことも保存状況の悪さによ

る偏りであろう。そのような資料の偏りを考慮しても、シカとイノシシ類を比べると、シカ3個体に

対してイノシシ類18個体となり、イノシシ類が多いことが特徴と言える。この特徴は中部地方以西の

弥生遺跡と同じである。イノシシ類の歯を見ると大小のバラエティーが大きく、第2・3後白歯では

萎縮している歯も見られた。これらの形態的特徴から見て、野生のイノシシよりも家畜のブタが多か

った可能性が高い。その他の動物では魚類が比較的多く出土した程度である。ブタとシカと魚類が食

料として重要な役割を持っていたと推測される。

表1．雀居遺跡動物遺体種名一覧

貝類 アカニシ類 －？

ウミニナ類 ？

カキ類 ？

マルスダ レガイ科 ？

イシガイ類

甲殻類 カニ類

ウニ類 ウニ類

魚類 サメ類

マダイ

クログイ

ヘダイ

サバ属

コチ科

ナマズ

両生類 カエル類

爬虫類 ウミガメ類

スッポン

表2．動物遺体種別破片数一覧

分類群　　種　名　　　　破片数

貝類　　　巻貝　　　　　　　　3

二枚貝　　　　　　　5

甲殻類　　カニ類　　　　　19
海胆類　　ウニ類　　　　　　13

魚類 サメ類

マダイ

クロダイ

ヘダイ

タイ科？

サバ属

コチ科

ナマズ

不明

15

1

9

1

2

1

4

1

両生類　　カエル類

爬虫類　　ウミガメ類　　　　1

スッポン　　　　　　1

カメ類　　　　　　1

鳥類　　　カラス類　　　　　1

カモ類　　　　　　1
ニワトリ　　　　　　1

不明　　　　　　　　4

7

分類群　　種　名

晴乳類　　ウサギ

ドブネズミ？

キツネ

タヌキ

イヌ

ネコ

イノシシ

シカ

シカorイノシシ

ヒ上

陸獣

クジラ

不明

2

2

2

1

1

1

6

1

22

46

12

18

02

4

1

55

哺乳類計　　　　　　　　　　572

不明　　　破片　　　　　　　27

総計　　　　　　　　　　　　　724
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表3　出土動物遺体一覧1

面 グリット 遺 構 名 種 名 部 位 名 左右 部 位 名 点数 備 考 ・計 測 値

10 次

Ⅱ P－28 S 0－01　　　　　　　 西側 03007 イノシシ 上顎遊離 歯 左 M 3 1
成獣。小型。M 3長さ30．6，前幅

17．8。
Ⅱ P128 S C－01　　　　　　　 西側 03008 イノシシ ♂ 上顎遊離 歯 左 －犬歯 1 若獣
Ⅱ P－28 S C－01　　　　　　　 西側 03009 イノシシ ♂ 上顎遊離 歯 右 犬歯 1 成獣？
Ⅱ R －28 S C－01　　　　　　　 西側 03058 1
Ⅱ 0 －28 S C・01　　　　　　 東側 03196 陸獣 不 明 破片 2
Ⅱ 0 ．28 S C－01 0 3083 シカ 中手or中足骨 破片 2
Ⅱ 0 －28 S C－01 0 3083 陸獣 不 明 破片 2
Ⅱ 0 －28 S C－01 0 3176 シカ。rイノシシ 肋骨 破片 1
Ⅱ 0 －28 S C－01．02？ 03095 イノシシ 俳骨 破片中間部 1
Ⅱ 0 －28 S C－02 0 3053 サメ類 歯 2 アオザメタイプ。
Ⅱ 0 －29 S C－02 0 3084 イノシシ 歯 破片 1 未出歯。
Ⅱ 0 －29 S C－02 0 3084 不明 不明 破片 5
Ⅱ 0 ．29 S C－02 03 085 シカ。rイノシシ 腰椎 椎体のみ 1 亜成獣。
Ⅱ 0 ．29 S C－02 03 086 イノシシ 下顎破片 連合部 1 被熟あり。焼けて縮小。若？。
Ⅱ 0 －29 S C－02 03 086 不 明 椎骨 1

Ⅲ 0 －29 S C．07 03 090 イノシシ 上顎遊離歯 右 M 3 1
若獣。磨滅なし。M 3長さ34．0，

幅－。

Ⅲ 0．29 S C－07 030 90 イノシシ 臼歯 破片 1
Ⅲ 0－29 S C－07 030 91 イノシシ 下顎破片 連合部破片 1
Ⅲ－ 0．29 S C－07 030 91 イノシシ 頭蓋骨 前頭骨破片 1
Ⅲ 0－27 S K．00 1 030 10 クロダイ 前上顎骨 ’ 左 1
Ⅲ 0－27 S K－00 1 030 11 クログイ 前上顎骨 右 1
Ⅲ 0－27 S K－00 1 030 12 クロダイ 主上顎骨 右 1
Ⅲ 0－27 S K－00 1 030 13 イノシシ 下顎遊離歯 左 乳歯i2 1
Ⅲ 0－27 S K－00 1 0304 1 ウニ類 耕 3
Ⅲ 0．27 SK －00 1 0304 2 コチ科 歯骨 左 1－
Ⅲ 0－27 SK ．00 1 0304 3 カニ類 指節 部 5

Ⅲ 0－27 SK －00 1 0304 4 カエル類 上腕 骨 右　 － 1
Ⅲ 0－27 SK －00 1 0304 5 カエル類 脛俳 骨 1
Ⅲ 0－27 SK －00 1 0304 6 カエル類 大腿 骨 右？ 1
Ⅲ 0－27 SK ．00 1 03047 カエル類 脛月非骨 左 1
Ⅲ 0－27 S K －00 1 03048 ナマズ 胸鮨頼 右 1
Ⅲ 0－27 S K －00 1 03050 不明 椎 骨 一乗同定 1 被熟あり。
Ⅲ 0－27 S K －00 1 03069 不明 歯 1
Ⅲ 0－27 S K －00 1 03070 不明 不 明 破片 少量
Ⅲ 0－27 S K －001 0 3097 イノシシ 頭蓋 骨 頭頂骨 1 若獣ブタの可能性あり
Ⅲ 0 ．27 S K －001 0 3097 イノシシ 中手or中足骨 1
Ⅲ －0 －27 S K －001 0 3097 シカ。rイノシシ 肋骨 破片 1
Ⅲ 0 －27 S K ．002 0 3014 クログイ 前上顎 骨 右 1 30 14～301 6は同一個体
Ⅲ 0 －27 S K ．002 0 3015 クロダイ 主上顎 骨 右 1
Ⅲ 0 －27 S K －002 0 3015 イノシシ 臼歯 破片 8 1－－個分

Ⅲ 0 －27 S K －002 0 3016 クロダイ 歯骨 右 1
Ⅲ 0 －27 S K －002 0 3017 マダイ 主上顎 骨 左 破片 1
Ⅲ 0 －27 S K －002 0 3018 巻 貝 不明 破片 2
Ⅲ 0 －27 S K －002 03 019 クロダイ 角骨 右 1
Ⅲ 0 －27 S K －002 03 020 クロダイ 角骨 左 1
Ⅲ 0 －27 S K －00 2 03 021 ウニ類 頼 10
Ⅲ 0 －27 S K ．00 2 03 022 カニ類 指節部 14
Ⅲ 0 －27 S K －00 2 03 023 イノシシ 上顎遊離歯 左 P4 1 成一獣。大型

Ⅲ 0 －27 S K －00 2 03 025 イノシシ 犬歯 ？ 破片 1

Ⅲ 0 12 7 S K －00 2 03 026 ドブネズミ？ 大腿骨 右 1
成獣。遠位端末骨化。保存状

況から現代のもの
Ⅲ－ 0 －27 SK －00 2 03 027 カエル類 上腕骨 右 1
Ⅲ 0 －27 SK －00 2 030 27 カエル類 脛月非骨 1
Ⅲ 0 －27 SK －002 030 27 カエル類 大腿骨 3

－　Ⅲ 0 －27 SK －002 030 27 不 明 不明 1 破片 10
Ⅲ 0 －27 SK －002 030 28 コチ科 前上顎骨 右 1
Ⅲ 0 －27 SK －002 030 30 ナマズ 胸鯖瀬 左 4
Ⅲ 0 －27 SK －002 030 30 ナマズ 胸鯖瀬 右 5
Ⅲ 0 －27 SK －002 030 31 中型 陸獣 不明 破片胸椎耕状突起 1
Ⅲ 0．27 SK －002 030 34 二枚貝 不明 2 被熟あり。

Ⅲ 0－27 SK －002 030 35 不 明 椎骨 破片 2 大型サカナ
Ⅲ 0－27 SK －002 030 36 タイ科 ？ 椎骨 1
Ⅲ 0－27 SK －002 030 38 サバ属 椎骨 1
Ⅲ 0－27 SK －002 030 39 コチ科 歯骨 右 1
Ⅲ 0－27 SK －002 030 51 タイ科 ？ 不明 破片歯 1
Ⅲ 0－27 SK －002 030 60 コチ科 主上顎骨 左 1
Ⅲ 0－27 S K ．002 030 61 陸獣 肋骨 破片 2
Ⅲ 0－27 S K －002 0306 1 不明 不明 破片 7
Ⅲ 0－27 S K －002 0306 1 不明 不明 破片 少量
Ⅲ 0－27 S K －002 0306 2 不明 歯 1
Ⅲ 0．27 S K －002 03064 アカニシ？ 軸 破片 1
Ⅲ 0－27 S K －002 0306 6 ナマズ 擬 鎖骨 左右 1
Ⅲ 0－27 S K －002 03067 不明 上 不明 破片 少量
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表3　出土動物遺体一覧2

面 グリッ下 遺 構 名 種 名 部 位 名 左右 部 位 名 点数 備 考 ・計 測 値

Ⅲ 0 ，27 SK －002 03068 イノシシ 末節 骨 破片 1

Ⅲ 0 －27 SK ．002 03138 イノシシ 下顎 左 （P4～M 3） 1

若獣M 3第4岐頭まであり。桟の

穴は不明。左右本明，カットマー

ク不明。M l長さ17．0，前幅－，後

幅1218，M 2長さ2215，前幅15．9，

後幅1512，M 3長さ38．0±前幅

18．1。M 2後ろ幅の方が小さい。

Ⅲ 0．2－7 SK－002 03140 イノシシ 下 顎 右 （M 123） 1

成獣－。下顎横に孔あり（径18

mm）。M 23の外側にカットマーク
あり。♂♀不明。M l長さ15．1±，

前幅10．3後幅1114，M 2長さ18．2

±，前幅13．9±，後幅14．9±，M 3

長さ計測不可，前幅14．7±。

Ⅲ 0－26 SK－007 03108 陸獣 不明 破片 1 被熟あり。

Ⅲ 0 －26 SK－007 03190 陸獣 不明 破片 3

Ⅲ P－26 SK －008 03098 サメ類 歯 1 加工品。

Ⅲ 0 ．26 SK －010 03057 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。

Ⅲ 0 －25 SK －012 03106 イノシシ 上顎遊離歯 左 犬歯 1 成獣？

Ⅲ Q －26 SK －014 03055 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。

Ⅲ Q －26 SK －014 03161 イノシシ 歯 1 歯一個分の破片

Ⅲ Q －27 SK －015 03071 イノシシ 上顎 右 －（P3～M 2）． 1

若獣。P3長芋11．5，後幅9．P，P4

長さ1013，幅11．8mm，M l長16．1，

前幅12．0後幅12－．0，M 2長2015，

前幅15－6，後幅16．2．

Ⅲ Q －27 SK 1015 03072 イノシシ 頭蓋骨 右 側頭骨破片 1

Ⅲ 0 127 SK －018　　　　　　 埋土中一括 03135 イノシシ 基節骨 破片 1

Ⅲ 0 －27 SK －018 03096 ヒト胎 児 寛骨 腸骨 2 胎児。3096は同一個体

Ⅲ 0 －27 SK －018 03096 ヒト胎 児 寛骨 坐骨 2 胎児。3096は同一個体

Ⅲ 0 －27 SK －018 03096 ヒト胎 児 椎骨？ 2 胎児。3096は同一個体

Ⅲ 0 －27 SK －018 03109 イノシシ 中手。r中足骨 破片 1

Ⅲ 0 －27 SK －018 03117 ヒト胎 児 寛骨 右 1 胎児。3096より少し大きい。

Ⅲ 0 －27 SK －018 03117 シカ。rイノシシ 不明 破片 2

Ⅲ 0 ．27 SK －018 03165 イノシシ 肩 甲骨 左－ 2 若獣。卜骨かどうか不明。

Ⅲ 0 －28 SK ・018 03179 ヘダイ 前上顎骨 左 1

Ⅲ 0 －27 SK －018 03191 陸獣 不明 破片 1

Ⅲ 0 －27 SK －018－①　　　　 91 03149 イノシシ 肩 甲骨 左 1 成獣。卜骨かどうか不明

Ⅲ 0 －27 SK －018－（①　　　　 92 03160 ヒト胎 児

上腕 骨左 ，

寛 骨左 ，

大腿 骨左 ，

脛 骨破 片

1
胎児もしくは死産児。頭蓋骨破

片も同一か？

Ⅲ 0－27 SK －018－①　　　　 92 03160 ヒト胎児 頭蓋 骨 破片 1 胎児もしくは死産児。

Ⅲ 0－27 SK －018－①　　　　 92 03160 陸獣 不 明 破片 3

Ⅲ 0－27 －SK －018－（①　　　　 95 03115 不明 不 明 破片 3

Ⅲ 0．27 SK の18－②　　　　 71 03147 イノシシ 頭 蓋骨 右 前頭骨，涙骨 1 成獣？

Ⅲ 0－27 SK－018－（②　　　　 77 03163 イノシシ 第 二頚椎 ’ 1 成獣。

Ⅲ 0－27 SK－018－③　　　　 77 03163 陸獣 不 明 破片 2

Ⅲ 0－27 SK－018－③　　　　 78 03116 不明 不 明 破片 1

Ⅲ 0－27 SK－018－（②　　　　 23 03113 カモ類 胸 骨 破片 1

Ⅲ 0 －27 SK－018－④　　　　 24 03111 陸獣 大腿骨 破片骨頭のみ 1

Ⅲ 0 －27 SK一m 8－④　　　　 27 03112 イノシシ 尺骨 左 1 成獣？

Ⅲ 0 －27 SK－018－④　　　　 27 03112 陸獣 不明 破片 2

Ⅲ N －29 SK－027 03073 イノシシ？ 上腕骨 左 1 幼獣？

Ⅲ 0 －27 SK－033　　　　　　 N O －え④ 03153 イノシシ 肩甲骨 －右 1 成獣？卜骨かどうか不明

Ⅲ 0 －26 SK．037 03180 イノシシ 第一預椎 右 破片 1 成獣。

Ⅲ P－26 SK．038　　　　　　 まとまり 03118 陸獣 大腿骨 破片 1

Ⅲ P－27 SK－041　　　　　　 中心部まとまり 03148 イノシシ 脛骨 中間～遠位 1 成獣。

Ⅲ－ P－27 SK －041 03074 イノシシ 距骨 右 1 成獣。

Ⅲ P－27 SK ，041 030ケ4 イノシシ 尺骨 左 近位 1 亜成獣。被熟あり。

Ⅲ Q －26 SK －071 03110 イノシシ 基節骨 右 1 成獣。

Ⅲ P－28 SK ・080　　　　　　 まとまり① 03134 イノシシ 距骨 左 1 成獣？大型

Ⅲ P －28 SK －080　　　　　　 まとまり（① 03134 イノシシ 頭蓋骨 左 頬骨破片 1 大型

Ⅲ P －27 SK －080　　　　　　 まとまり② 03146 イノシシ 脛骨 左 －中間～遠位 1

Ⅲ P －27 SK －080　　　　　　 まとまり② 03146 イノシシ 上腕骨 左 中間～遠位 1 ．成獣？

Ⅲ P－27 SK －080　　　　　　 まとまり（② 03173 イノシシ 上顎 右 （×××）M 123部分 1 歯はすべて脱落

Ⅲ P．27 SK －080　　　　　　 まとまり② 03173 陸獣 不 明 破片 1

Ⅲ P－27 SK －080 03181 シカ 中手。r中足骨 遠位破片 1

Ⅲ 0 －28 SK －115 03075 不明 不 明 7

Ⅲ N ．29 SK －122 03076 シカ 中足 骨 左 近位 1 成獣。

Ⅲ N ，29 SK －122 03076 シカ 鹿 角　 ′ 破片 1
加工品　 （現在の登録番号

03223）

Ⅲ 0．29 SK 一124　　　　　　 南 03077 イノシシ 中手o r中足 骨 犬歯？破片 1

Ⅲ 0．29 SK ．124　　　　　　　 北 03056 イノシシ 歯 関節突起 1 被熟あり。加工品

Ⅲ 0－29 SK －124　　　　　　　 北 03078 イノシシ 下 顎破 片 左 破片 1 幼獣。

Ⅲ 0・29 SK －124　　　　　　　 北 03078 イノシシ 中手。r中 足骨 破片 1 幼獣

Ⅲ 0－29 SK －124　　　　　　　 北 03078 陸獣 不明 1

Ⅲ N －31 SK ．124　　　　　　　 北 03174 イノシシ 第一預椎 1
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表3　出土動物遺体一覧3

面 グリッ 遺 構 名 種 名

ヽ

部 位 名 左右 部 位 名 点 数 備 考 ・計 測 値

Ⅲ N －3 1 ：S K －124　　　　　　　 北

－

03 174 ンカ 角 破片 1
Ⅲ ：．0 －2 9 S K －125　　　　　　 まとまり①

S K －125

030 52 不 明

、ヽ′

不 明 破片 1

Ⅲ 0 －2 9 03 185 陸 獣 不 明 破片 1

Ⅲ ：P －28

葺Q －25

S K －133 030 79 シカ 大腿 骨 右 遠位 1 成獣 。被熟 あり。

Ⅲ S K －14 8 0308 0 ミ ’メ類
．

1 北　 か　　 か ＼日

Ⅲ P －25 S K －149 03168

－

イノシシ

1ヽ

1

下 顎 右 －（×m 4M 12 ） 1

目　　　　　　　　　　 。
若獣 M 1長 さ1 7．1 ±，前幅－後

幅－ ，M 2 長さ17 ．5 ，前 幅13 15，後

幅13 ．7 。小型 。

Ⅲ 0 －3 1 SK －152

SK －162　　　　　　 西

03182 陸 獣

．ヽ′

不 明 破 片 1

Ⅲ 0 －31 0 3183 陸 獣 不 明 破 片 1
Ⅲ ．P －3 1 S K －212 0 308 1 イノシシ

ヽヽ′

寛 骨 左 恥 骨部 1 成 獣。

Ⅲ ：P 13 S K －213 － 0 3082 1コ． ＼日 4

Ⅲ P －3 1 S K －213 03 082 ノウサギ

．

脛 骨 右 遠 位 1
切 痕あり。小 型。金 属器 による

切 断痕多 い。

Ⅲ 0 －28 ．S K －222　　　　　　 まとまり 03 142 クロタイ 歯 骨 右 1

Ⅲ ：0 －2 8 S K ．2 22　　　　　　　 まとまり 03 142 スッポ ン 大 腿 骨 右 1 小型

Ⅲ ：0 ．2 8 S K －2 22　　　　　　 まとまり 03 142 イノシシ 距 骨 左 1 成獣 ？

Ⅲ ：0 ．2 8

－月

S K ．22 2　　　　　　 まとまり 03 142 イノシシ

、ヽ

上 顎 遊 離 歯 犬歯 ？ 1 小型

Ⅲ －　0 ．28
1

：S K －22 2　　　　　　 まとまり 03 14 2 陸 獣 不 明 破片 4
Ⅲ ：0 －28

l

S K －22 2　　　　　　 まとまり 03 14 2 イノシシ ♀

、、′

上 顎 右で （×P l ～P 3） 1 成獣 。少 し磨滅 。

Ⅲ －33 P －00 27 03 119 田． ＼日 1 ノ～～の石婁 晶石　 か7

Ⅲ－ 0 －32 SP －00 35 03120 イノシシ 上 顎 遊 離 歯 右 M 2 1

C／：／　 減Rは≡L日

成獣 ？M 2 長さ15 ．5±，幅 14 ．7 ，

後14 ．0± 。
Ⅲ ：P －3 3 SP －004 1 0312 1 不 明

ヽ

不 明 1

Ⅲ 0 －32 SP －0060 0 3122 イノンシ

ヽ

下 顎 破片 1 M l ？の破片 あり

Ⅲ N t32 SP 一0070 0 3156 ンカ

ヽ

中 手 骨 左 近位 1 成 獣。

Ⅲ N －32 iSP －0070 0 3156 ンカ

ヽヽ

槙 骨 左 破 片 1
Ⅲ N －32 S P －0070 03 156 ノウサギ

1，

下 顎 左 1 成 獣。

Ⅲ N －31 S P －0074 03 123 陸 獣

、ヽ

不 明 破 片 2
Ⅲ P －32 S P －0085 03 124 陸 獣

ヽ

不 明 破片 11

Ⅲ P －32

P －32

S P －0085 03 125 ンカ 角 破 片 1 被熟 あり。未加 工。

Ⅲ S P －0 085 03 186 不 明

ヽ

上 腕 骨 左 遠位 破片 1

Ⅲ P －32 S P －0 085 03 128 ンカ。rイノシシ 不 明 破 片 1

Ⅲ ：0 －28

1

S P ．0 085

SP －00 97　　　　　　 S P －00 98

0309 3 シカ

．ヽ

脛 骨 左 中 間 1 成獣 ？

．Ⅲ P －32 0312 6 陸 獣

ヽ

不 明 破片 1

Ⅲ P －32 SP －00 97　　　　　　 S P －0 129

P －00 97　　　　　　 －S P －0 129

03157 ンカ

　ヽ　　ヽ

中足 骨 中 間部前面 破片 1
Ⅲ P －32 03158 イノンン

ヽヽ

中手 。r中 足 骨 1

Ⅲ P ．3 2 SP －00 97　　　　　　 S P －0 129

SP －009 7

SP －0 13 6

03158 陸 獣

lヽ

不 明 1
Ⅲ P －3 2 03187 陸 獣

，、

不 明 破片 2

Ⅲ Q －32 0 3129 陸 塑 不 墾 破片 1
Ⅲ Q －32 S P －0136

S P ．0150

0 3131 陸 獣

ヽ

不 明 破片 1

Ⅲ 0 －32 0 3130 ン 第 一 至 1

Ⅲ P ．0175 0 3169 カラス類
ヽ

中 手 骨 左 完存 1
長さ5 6 ．7 mm 。ハシブトガラスと同

大

Ⅲ P －0175 03 169 イノシシ 骨 左 1 ’獣ウ

Ⅲ P －0 175 03 169 イノシシ

ヽ

上 顎 遊 離 歯 左 M 2 1
成 獣6 磨 滅少 ない

計 測不可

Ⅲ Q －32 P ．0 192 03 195 ンカ 踵 骨 右 1

Ⅲ P －29 S A ．01

S R －01　　　　　　　 S P －0 013

03 107 不 明 不 明 10
Ⅱ －32 03 188 ノシシ 。r　　 骨 1

Ⅰ
P R －31

～33
水 田　　　　　　　 耕 作土 Ⅲ面 032 13 イノシシ 距 骨 右 1 成 獣。

I－ P R －31

～33

水 田　　　　　　　 耕作 土 下 Ⅱ面 032 14 イノシシ

、ヽ′

寛 骨 右 寛骨 臼 1 成獣 。

Ⅰ i乾田 ？　　　　　　 北拡 耕 下 Ⅰ

？

03198 陸 獣

ヽ

不 明 破片 5
Ⅰ ・，

1

水 田 ．　　　　　 北拡 耕下 Ⅱ

乾田？　　　　　　 北拡 黒粘 中

03199 ンカ

lヽ

第 二 頚 椎 1 成獣 。

Ⅰ ． 0 3197 道、 ＼日 3

Ⅰ P －27 第 Ⅰ面 掘り下 げ　　 № 11

、ヽ

0 3192 イノシシ 模 骨 左 近位 1
成獣 ？近位 幅32 ．4 ，近位 前後

径2 2．1

Ⅰ P －27 i

l

第 Ⅰ面掘 り下 げ　　 № 1 1

、・

0 3192 イノシシ

、、′

距 骨 左 1 成獣 。

Ⅰ P －27 ；第 Ⅰ面掘 り下 げ　　 № 1 1

第 Ⅰ面掘 り下 げ　　 № 12

Ⅰ面掘 り下げ　　 № 05

03 192 陸 獣

　ヽ　　ヽ

不 明 破 片 3

Ⅰ P 127 ！

I

03 189 イノンン 模 骨 右 近 位 1 成獣 。

Ⅰ P －27 ： 03 171 メ類 歯 1 アオザメタイプ

Ⅰ P 12テ Ⅰ面掘 り下げ　　 № 05

や

03 171 イノシシ

　ヽ　　ヽ

上 顎 遊 離 歯

一一．．

右 M 3 1

。
若 獣。磨 滅なし。M 3 長さ35 －3 ，

幅19 ．5 。

Ⅰ P ．27 ！ Ⅰ面掘 り下げ　　　 № 05

Ⅰ面掘 り下げ　　 －№ 05 －

03 171 イノンン

　ヽ　　ヽ

上 顎 遊 離 歯 右 M 3 1 計 測不可

Ⅰ P －2 7 ： 03 171 ． ノンン 回回　ヽ　　　　　止弓、誕虻　 凶 M 3 1 M 3　 さ3 2 2 ＋　 冨－

Ⅰ Ⅱ面掘 り下げ

や

03 194 イノシシ 槙 骨 右 痘位
1

．－1 円　 。
成 獣？小 型 。近位 幅2 8．1 ，近 位

前 後径 18 ．6

Ⅰ I 面掘 り下げ

Ⅱ面 掘 り下 げ　　 S C －01 ・02下 げ

03 19 4 ヒト胎 児

　ヽ　　ヽ

大 腿 骨

一一一一一

左 1 胎 児

Ⅱ 03092 ノンン 顎 遊　 歯 M 3 1 若 獣。未 出歯 。計測 不可
Ⅱ Ⅱ面 掘り下 げ －　　 s c －01 ・02下 げ

Ⅱ面 掘－り下 げ　　 S C －05下

Ⅱ面掘 り下 げ　　 S 0 －0 5下

Ⅱ面掘 り下 げ　　 SC －0 5下

Ⅱ面掘 り下 げ　　 SC －0 5下 －

03092 不 明

　ヽ　　ヽ

ヽ
不 明 破片顎 1

Ⅱ 0 －3 0 ： 03104 イノンン

　ヽ　　ヽ

基 節 骨 右 1

Ⅱ 0 －3 0 ： 0 3105 イノンン

ヽヽ′

基 節 骨 ？ 1

Ⅱ 0 －3 0 ； 0 3105 陸 獣

、ヽ′

不 明 破片 18

Ⅱ 0 －30 ： 0 3103 －中 型 獣 ？ 下 顎 破 片 右 1 歯なし。
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表3　出土動物遺体一覧4

面 グリッ下 遺 構 名 準 名 甲 位 名 左右 部 位 名 点数 備 考 ・計 測 値

Ⅱ 0 －30 第Ⅱ面掘り下げ －　　 SC－05下 03087 イノシシ 脛 骨 破片 1

Ⅱ N －30 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SC－06下 03088 イヌ 上腕 骨 左 遠位破片 1
成獣。関節部のみ。アイヌ犬よ

り小型。
Ⅱ N －30 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SC－06下 03088 シカ 中手。「中足骨 遠位破片 1
Ⅱ N －30 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SC106下 03088 陸獣 不 明 破片 1
Ⅱ N －30 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SC 06下 03089 イノシシ 歯 破片 1 M 3の後部破片。
Ⅱ 0 －29 第Ⅱ面掘り下げ　 ・SG－04 03100 陸獣 不 明－’ 破片 10
Ⅱ N ．29 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SG一04 03164 イノシシ 下顎遊離 歯 P3 1 成獣O
Ⅱ 0 －29 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SG－07 03102 イノシシ ♂ 下顎 左 （××××）11～C 部分 1 成獣。歯なし

Ⅱ 0 －29 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SG－07 03152 イノシシ 脛 骨 － 左 中間～遠位 1 成獣。

Ⅱ P－32 第Ⅱ面掘り下げ　　 SG－03 03127 カメ類 不 明 破片 1
小片の為、海ガメか陸ガメか、背

甲か腹甲かも不明
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　　 SG－15 03132 シカ 中手or中足骨 遠位破片 1 成獣？

Ⅱ N －31 第Ⅱ面掘り下げ　　 №31．32 03155 シカ － 中手or中足骨 遠位破片 1
Ⅱ N －31 第Ⅱ面掘り下げ　　 №31．32 03155 陸獣 不 明 破片 1
Ⅱ N －31 第Ⅱ面掘り下げ　　 №31．32 03162 イノシシ 上腕骨 左 中間 1 成獣？

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　　 P－え 03144 イノシシ 上顎 左 （×××）p234に相当 1 3144亜成獣と同一か？

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　　 P－え 03144 イノシシ 上顎 － 左 －（M 12） 1
成獣？。大型。M l長さ16．9±

，M 2長さ25．3±。
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　 ．P－え 03144 イノシシ 上顎遊離 歯 左 M 3 1 亜成獣。M 3長さ39．4。－

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　　 P－え 03144 イノシシ 下顎 左 －（M 23） 1
成獣。大型。M 2－，M 3長さ　－

3711，前幅1713。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 P－え 03144 イノシシ ♂ 上顎 右 －（××××P4～M 3） 1

亜成獣。M l長さ1813，前幅－，

後幅一，－M 2長さ23．4，前幅19－．9，

後幅18．3，M 3－。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 P－え 03144 イノシシ ♂ 上顎 左 M 12 （M 3） 1

亜成獣。M l長さ18．3，前幅

1511士，後略14．7，M 2長さ24－4，

前幅19．4，後幅18．4，M 3長さ－，

前幅2316±。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03001 シカ 角 先端部 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03002 イノシシ 頭蓋骨 右 側頭骨破片 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03003 シカ。rイノシシ 腰椎 1 若獣。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03004 イノシシ 頭蓋骨 後頭部 1 若獣。未癒着。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03005 シカ 下顎 右 （×××××P2×M 12） 1 成獣M 2少し磨滅。
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03006 イノシシ 頭蓋骨 右 後頭顆 1 大型

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03006 陸獣 不明 破片 1
Ⅱ N 127 第一Ⅱ面掘り下げ 03170 イノシシ 頭蓋骨 右 後頭顆 1 切痕あり。

Ⅱ
N 0 －26

、27

第 Ⅱ面掘り下げ 03202 陸獣 不明 破片 1

Ⅱ
第 Ⅱ面掘り下げ　 票票 ㌘検出用ト

03133 ニワトリ 上腕骨 左 中間 1

若獣？現代の白色レグホン♀よ

り少し大型。保存状況から現代

のもの。骨体の左右への湾曲

も弱い。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 南東隅掘り下げ 03150 シカ 第一預椎 1 成獣。

Ⅱ 第 Ⅲ面掘り下げ － 03210 イノシシ 距骨 左右 1 成獣。

Ⅱ P－33
第 Ⅱ面掘り下げ　 票 雷霊うろこ穴

03201 シカ 肩甲骨 右 1 成獣。被熟あり。

Ⅱ P・33
第 Ⅱ面掘り下げ　 票 悪霊うろこ穴

03201 陸獣 不明 破片 5

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張拡青上 03200 イノシシ 距骨 左 1 成獣。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ 第一渠椎 破片 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ 大腿骨 － 右 中間 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ 大腿骨 右 中間 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ 頭蓋骨 左 切歯骨 1 歯なし

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　　 北拡張区青上 03159 イノシシ 第一預椎 破片 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ 下顎 －右 （×××C ） 1 成獣？犬歯は歯根のみ

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 シカ 距骨 右 1 成獣。

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 シカ 距骨 右 1
Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 陸獣 不明 破片 10
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 不明 尺骨　 － 右 中間 1
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ♀？ 下顎 右 （×××C ）破片 1 成獣？

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ　　 北拡張区青上 03159 イノシシ♀？ 下顎 左 （×××）123C部分 1 成獣？
Ⅱ R －25 第Ⅱ面掘り下げ 03059 イノシシ 上顎遊離歯 左 M 3 1 成獣。M 3長さ31．6，幅－。

Ⅱ 0 －64 第Ⅱ面掘り下げ 03094 不明 不明 破片 少量
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03136 シカ 下顎 右 （P l～3） 1 成獣。

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03136 シカ 角 破片 3
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03136 陸獣 不明 破片 10
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03136 陸獣 肋骨 破片 10
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03137 イノシシ 下顎 右 （M 123） 1 成獣。

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03139 イノシシ 下顎 右 （P4M l） 1
M l長さ18．8，前幅11．7，後幅

11．7。
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03139 イノシシ 下顎遊離歯 右 1 1 未出歯。

－　Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03141 イノシシ 大腿骨 右 中間～遠位 1 成獣。
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ － 03143 イノシシ 上腕骨 右 遠位 1 成獣。大型

Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03143 イノシシ 肩 甲骨 左 1 成獣。
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03143 イノシシ ♀ 頭蓋骨 頭頂骨、側頭骨左、後頭部 1 成獣。
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表3　出土動物遺体一覧5

面 グリット 遺 構 名 種 名 部 位 名 左右 部 位 名 点数 備 考 ．計 測 値

Ⅱ 第 Ⅱ面掘り下げ 03143 イノシシ ♀ 上顎 左 （××××P4～M 3） 1

成獣。M 1長さ17．3，前幅1310，

後幅14．7，M 2長さ－20．5，前幅

15．4，後幅17．0，M 3長さ3219，前

幅20111
Ⅱ －N ．30 第 Ⅱ面掘り下げ 03145 イノシシ 頭蓋骨 1個体分 1
Ⅱ N －30 第 Ⅱ面掘り下げ 03145 イノシシ 上顎 左 （×P4～M 3） 1

Ⅱ N －30 第 Ⅱ面掘り下げ 03145 イノシシ 下顎遊離歯 右 M 3 1
成獣直後。M 3長さ35．3，前幅

15．2

Ⅱ N －30 第 Ⅱ面掘り下げ 03145 イノシシ ♀ 上顎 右 （P l～M 3） 1

亜成獣。Plは歯根のみ。M l長

さ16．0，前幅1218，後幅13．4，M 2

長さ20．5，前幅17．2，後幅

17．1，M 3長さ34．9士，19．7
Ⅱ 0 －27 第 Ⅱ面掘り下げ 03151 イノシシ 第一頚椎 1 成獣？

Ⅱ 0 －27 第 Ⅱ面掘り下げ 03151 イノシシ 上顎遊離歯 右 M 2 1

若獣。磨滅なし。M 2長さ1817，

前幅14．4，後幅14．9。菱形にゆ

がむ。
Ⅱ D－28 第 Ⅱ面掘り下げ 03154 シカ 距骨 右 1 成獣。
Ⅱ P－27 第 Ⅱ面掘り下げ 03167 シカ。rイノシシ 上腕 骨 右 遠位 1
Ⅱ P－27 第 Ⅱ面掘り下げ 03167 シカorイノシシ 不明 破片 1

Ⅱ P－27 第 Ⅱ面掘り下げ 03167 ヒト胎児 大腿 骨？ 左右－ 1
胎児。3096より大きく、別個体

である。

Ⅱ 0－31 第 Ⅱ面掘り下げ 03172 イノシシ 上顎 遊離歯 左？ M 2 1
亜成獣°大型。M 2長さ23．7，前

幅22．2。ブタの可能性あり
Ⅱ 0－31 第 Ⅱ面掘り下げ 03172 陸獣 不明 破片 1
Ⅱ 第Ⅱ面掘り下げ 03177 イノシシ 上腕 骨 右 中間破片 1 下部にイヌの噛痕あり。

Ⅱ 0－27 第Ⅱ面掘り下げ 03184 サメ類 歯 ′1
アオザメタイプ。基部にキザミあ

り°加工品か？

Ⅱ P128 第Ⅱ面掘り下げ 03193 シカ 肩 甲骨 右 1－
成獣。関節部のみ。卜骨かどう

か不明。
Ⅱ 0－27 第Ⅱ面掘り下げ 03203 陸獣 不明 破片 3
Ⅱ 0 －27 第Ⅱ面掘り下げ 03204 イノシシ 頭蓋 骨 頭頂部破片 1－
Ⅱ 0 －27 第Ⅱ面掘り下げ 03205 イノシシ 頭蓋 骨 － 左右 後頭部 1 亜成獣。
Ⅱ P－27 第Ⅱ面掘り下げ 03206 イノシシ 距骨 右 1 成獣。

Ⅱ P－28 第Ⅱ面掘り下げ 03207 シカ 距骨 左右 1 成獣。
Ⅱ P128 第Ⅱ面掘り下げ 03207 陸獣 不明 破片 1
Ⅱ 0 －29 第Ⅱ面掘り下げ 03208 陸獣 不明 破片 2

Ⅱ N －31 第Ⅱ面掘り下げ 03209 イノシシ 模骨 右 近位 1
成獣。近位幅3012±，近位前後

径1913±
Ⅱ Q －24 第Ⅱ面掘り下げ 03211 イノシシ 上顎遊離 歯 右 M 3破片後部のみ 、1 若獣？
Ⅱ Q －25 第Ⅱ面掘り下げ 03212 陸獣 不明 破片 1

12 次

Ⅱ Q －30 SC．01　　　　　　　 南壁 03005 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。
Ⅱ Q －30 S0－01 03001 シカ 中節骨 1 成獣。大型

Ⅱ Q －30 S0－01 03002 イノシシ 上顎遊離歯 左 P4，M 1，M 2 1

・．成獣。M 1－。M 2長さ22．9，前

幅－1617±，後幅15．6±。

菱形にゆがむ。．・
Ⅱ Q －30 SC－01 03002 陸獣 不明 破片 1
Ⅱ Q －30 SC．Ol 03003 不明 不明 破片 1
Ⅱ Q 130 SC．01 03004 イノシシ 上腕骨 左右 遠位 1 成獣。イヌの岐みキズ多い
Ⅲ Q －30 SK －001 03059 シカ 肩甲骨 1 成獣。関節部なし

Ⅲ Q －30 SK ・001 03060 イノシシ 上腕骨 1－成獣。
Ⅲ一一Q －30 SK 一001 03060 イノシシ 頭蓋骨 切歯骨 1 成獣。

Ⅲ Q 130 SK －001 03060 イノシシ 中手。r中足 骨 1 亜成獣。
Ⅲ Q －30 SK －001 03060 陸獣 不明 破片 1
Ⅲ Q －30 SK －001 03060 イノシシ ♂ 上顎 （×）犬歯部分 1 歯なし

Ⅲ P－30 SK ，001 03015 ネコ 上腕骨 左 遠位 1
成獣。保存状況から現代のも

の。
Ⅲ R．30 SK ．003 03014 イノシシ 中手or中足 骨 近位 1
Ⅲ R．30 SK －003 03014 シカ 大腿骨 右 近位 1 成獣。

Ⅲ R－30 SK －005 03006 イノシシ 頚椎 2 若獣
Ⅲ R－30 SK －005 03006 イノシシ 胸椎 －1 若獣 －
Ⅲ R－30 SK －005 03007 イノシシ 寛骨 右 1 成獣。
Ⅲ R－30 SK －005 03007 イノシシ 臼歯 破片 1
Ⅲ R－30 SK ．005 03007 シカ 角 破片 1
Ⅲ R－30 SK －005 03008 イノシシ 中手骨 1 若獣

Ⅲ R－30 SK －005 03008 イノシシ 基節骨 1
Ⅲ R－30 SK －005 03008 イノシシ 上腕骨 右 1 幼獣。小型
Ⅲ R130 SK －005 03008 イノシシ 頭蓋骨 破片 3
Ⅲ R－30 SK ．005 －03008 イノシシ 頭蓋骨？ 破片 2
Ⅲ R－30 －SK －005 03008 陸獣 不明 破片 1 被熟あり。

Ⅲ S－26 SK －006　　　　　　　 おちこみ 03009 イノシシ 臼歯 1 1個分
Ⅲ T ．31 SK －009 03018 イノシシ 尺骨 右 1 成獣？

Ⅲ Q ．35 SK －031　　　　　　 北拡2区 03010 陸獣 不明 破片 1

Ⅲ Q －35 SK －036　　　　　　　 北拡2区 03011 イノシシ 下顎遊 離歯 右 M 3 1
亜成獣。M 3長さ38．6，前幅

17．0。
Ⅲ －Q －35 SK －036　　　　　　　 北拡2区 03011 イノシシ 臼歯 1 1個分
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表3　出土動物遺体一覧6

面 グリット 遺 構 名 種 名 部 位 名 左右 部 位 名 点数 備 考 ・計 測 値

Ⅲ T －31 SP－0058 03062 シカ 角 破片 1 被熟あり。－加工品。

Ⅲ R－30 SP－0062 03013 イノシシ 上顎 右？ 破片 1 小破片のみ。

Ⅲ R130 SP－0062 03013 陸獣 不 明 破片 1 小破片のみ。

Ⅲ Q 130 SP－0263 03016 イノシシ 腰椎 1 成獣。大型

Ⅲ R－30 SP－0264 03017 イノシシ 胸椎 1 成獣。

Ⅲ R－30 SP－0264 03017 イノシシ 下顎 右 dm 2～dm 4部分 1 幼獣M l未出歯アリ

Ⅲ R－30 SP－0264 03017 イノシシ 上顎 右 （M 2） 1 成獣。

Ⅲ R．30 SP －0264 03017 シカ 角 破片 －2

Ⅲ Q．35 SP10594 03019 シカ 角 1 加工品。先端を研磨
Ⅱ R－32 SR－01 03012 イノシシ 上顎 右 （M 3） 1 成獣。磨滅多い。計測不可

Ⅱ R．32 SR－01 03012 陸獣 不明 破片 2

Ⅱ Q．28 第 Ⅱ面遺構検出面 03023 イノシシ 第 一預 椎 1
成獣。上面前後長24．4士，高さ

。
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 1号凹地周辺 03044 クジラ 不明 破片 3 大型クジラの小片

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画⑤ 03035 イノシシ 基節 骨 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画（③．④ 03031 イノシシ 上顎遊 離歯 左 M 3 1
若獣。未出歯。M 3長さ15．9，前

幅20．4。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画⑤ ．④ 03031 イノシシ 臼歯 破片 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2両区画⑤ ・④ 03032 シカorイノシシ 腰椎 1 成獣。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 －2面区画⑤ ．④ 03033 イノシシ 下顎遊 離歯 右 M 3 1
若獣？M3第4岐頭まであり。長 一

さ38．3，前幅15．3。小型。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画⑤ ・④ 03033 イノシシ 槙 骨 右 遠位 1 若獣
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画（③ 03036 イヌ 下顎 右 （P4M l）歯冠欠損 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画⑥ 03036 イノシシ 臼歯 破片 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2両区画⑥ 03037 陸獣 不 明 破片 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2面区画⑥ 03038 イノシシ 肩 甲骨 右 1 若獣

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画26 03043 イノシシ 脛 骨 右 遠位 1 成獣。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画26 03043 クジラ 不 明 破片 1 被熟あり。大型クジラの小片

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画（③ 03034 イノシシ 上顎遊 離歯 右 M 3 1 成獣。未出歯。計測不可

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画（② 03034 陸獣 大腿 骨 遠位端破片 1 若獣骨端のはずれたもの

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画（③・⑫ 03040 イノシシ 下顎破 片 1 被熟あり。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画⑧ 03039 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画⑫ 03041 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。歯冠部分のみ

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 区画⑫2面 03042 イノシシ 上顎遊 離歯 右 M 3 1
若獣。未出歯。M 3長さ32．8，前

幅18．9±。
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 －北拡1区 03045 シカ 中節 骨 1 成獣。イヌ？岐み痕あり

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 北拡1区 03045 シカo rイノシシ 肋骨 破片 2 うち1つにネズミの岐み痕あり。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03061 イノシシ 下顎 1 成獣？

Ⅲ Q 127 第Ⅲ面遺構検出面 03020 イノシシ 肩 甲骨 右 破片 1
Ⅲ Q －27 第Ⅲ面遺構検坦面 03021 イノシシ 尺骨 右 1 大型

Ⅲ Q ．27 第Ⅲ面遺構検出面 03021 イノシシ 模骨 右 近位 1 大型

Ⅲ Q －28 第Ⅲ面遺構検出面 03022 イノシシ 尺骨 左 1
若獣湾曲つよく短い。ブタの可

能性あり。

Ⅲ R －28 第Ⅲ面遺構検出面 03024 イノシシ 肩 甲骨 左 1
若獣 卜骨ではない－。

関節なし

Ⅲ R －28 第Ⅲ面遺構検出面 03024 陸獣 不 明 破片 1

Ⅲ R ．28 第Ⅲ面遺構検出面 03025 イノシシ 不明 破片 1
Ⅲ R －29 第Ⅲ面遺構検出面 03026 陸獣 不明 破片 2

Ⅲ S．29 第Ⅲ南遺構検出面 03027 イノシシ 臼歯 2 M lまたはM 2か？

Ⅲ S－29 第Ⅲ面遺構検出面 03028 陸獣 不明 破片 1
Ⅲ X ．30 第Ⅲ面遺構検出面 03029 陸獣 不明 破片 1

Ⅲ Z－31 第Ⅲ両遺構検出面 03030 イノシシ 上顎遊 離歯 左右 M 3 1
亜成獣。左M 3長さ3119，前幅

17．6。右計測不可。
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03046 イノシシ 下顎遊 離歯 切歯破片 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03047 陸獣 不 明 破片 12
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03048 イノシシ 距骨 右 1 成獣？

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03049 イノシシ 踵骨 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03050 イノシシ ♂ 上顎遊 離歯 犬歯 1 成獣。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03051 不明 不 明 破片 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03052 イノシシ 上腕 骨 1 若獣？

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03056 イノシシ 上顎 右 （P4×）－ 1 M lの歯槽は大きい。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03057 イノシシ －上顎遊 離歯 左 P2？ 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03057 イノシシ 後 臼歯 1 1個分破片

13 次

Ⅲ Ⅰ－33 SK －003 03050 陸獣 不 明 破片 3

Ⅲ Ⅰ－33 SK －003 03053 イノシシ 下顎 左 （P4～M 3） 1

成獣直後。M 1長さ－，前幅

1214，後幅12．4，M2長さ22－2，前

幅15．0，後幅15．8，M 3長さ－，前

幅16．。mm。おそらくM 3第4岐頭

は小型化。M 2中央体厚25．2，

体高 （外側）42．g±mm。下顎根

に孔なし，根外上部にカットマー

ク，顎体内側にも長いカットマー

ク。

Ⅲ I－33 SK －003 03056 不明 不 明 破片 1
切痕あり。下顎筋下に長いカッ

トマーク
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表3　出土動物遺体一覧7

面 グリット 遺 構 名 種 名 部 位 名 左右 部 位 名 点数 備 考 ・計 測 値

Ⅲ G－33 SK －008 03018 イノシシ？ 頭蓋 骨 － 1
Ⅲ G－33 SK －008 03027 イノシシ 指 骨 破片 1 成獣。
Ⅲ G－33 SK 1008 03028 不 明 不 明 － 破片 3
Ⅲ G－33 SK －008 03030 キツネ 頭蓋 骨 後頭骨 1 成獣。大型

Ⅲ G－33 SK －008 03030 シカ 上顎遊 離歯 左 M l 1
成獣。磨滅あり。

M l長さ1610。
Ⅲ L－34 SK －016 03078 イノシシ 末節 骨 左 1
Ⅱ M －31 SK －022 03079 イノシシ 上顎遊離 歯 左 M 3 1 亜成獣。M 3長さ32．前幅19．0。

Ⅲ

Ⅲ

J－32 SK ．028 －　　　　　 2区骨③ 03038 イノシシ 下顎 左 （M 123） 1

l
亜成獣。M l長さ16．3，前幅

11．1，後幅12．1。M 2長さ19，5，

前幅13．8，後幅14．4，M 3長さ－，

前幅16．5±。
J－32 SK －028　　　　　　 2区骨③ 03038 陸獣 肋骨 破片 1

Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨③ 03038 陸獣 不明 破片 － 5

Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨（② 03039 イノシシ 下顎破片 左 関節突起 1
成獣。切痕あり。

03044と接合

Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨（② 03034 イノシシ 下顎 右 （M 3） 1
若獣。未出歯。乾燥のため初

片。変形、萎縮している。
Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨⑤ 03033 不明 不明 1 乾燥のため細片。

Ⅲ J－32 SK ．028　　　　　　 2区骨⑤ 03035 イノシシ 下顎 左 （M 3） 1
成獣直後OM 3長さ33．4±，前

幅16．5一
Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨⑥ 03057 イノシシ 上顎遊離歯 右 M 12 1 幼獣3057と同一個体
Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨⑥ 03057 イノシシ 上顎遊離歯 左 dm 4 1 幼獣3057と同一個体

Ⅲ J－32 SK －028　　　　　　 2区骨⑦ 03036 イノシシ 脛 骨 右 中間～遠位 1 成獣。細片
Ⅲ J－32 SK －049 03047 中小 型獣 不明 破片 1

Ⅲ K －30 SK．081　　　　　　 4区 03011 イノシシ 下顎遊離歯 M 3 1
成獣。M 3長さ33．4，前幅15．9。

小型。

Ⅲ K －30 SK．081　　　　　　 4区 03016 イノシシ 上顎 遊離歯 － M 3 1 成獣。
Ⅲ－ K－29 SK－087　　　　　 ．2区骨（② 03005 イノシシ 下顎 1 バラバラで復元不可。歯はない

Ⅲ K－29 SK ．087　　　　　　 2区骨② 03006 イノシシ 下顎 右 （M 123） 1 成獣。M 3長さ36．3 前幅15．8
Ⅲ K ・29 SK －087　　　　　　 2区骨⑬ 03013 イノシシ 頭蓋 骨 破片 1

1細片
Ⅲ K ・29 SK －087　　　　　　 2区骨⑬ 03071 シカ 角 1 腐食著L L－、

Ⅲ K ．29 SK －087　　　　　　 2区骨⑭ 03072 イノシシ 下顎 右 （P23）部分 1
Ⅲ K －29．SK －087　　　　　　 2区骨⑭ 03072 イノシシ 下顎遊 離歯 左 P3 1
Ⅲ K －29 SK －088　　　　　　 2区骨⑧ 03067 不明 不明 破片 4
Ⅲ K －29 SK －088　　　　　　 2区骨⑨ 03068 陸獣 不明 破片 1

Ⅲ K ・29 SK －088　　　　　　 2区骨⑫ 03010 イノシシ 上顎遊離 歯 M 3 1 若獣。未出歯。計測不可
Ⅲ K －29 SK －088　　　　　　 2区骨⑫ 03014 イノシシ 上顎遊離 歯 P2 1 岐耗あり

Ⅲ K －29 SK －088　　　　　　 2区骨⑫ 03015 イノシシ 歯 M 3？破片 1 成獣？
Ⅲ H －31 SK －101 03019 陸獣 肋骨 ？ 破片 1 被熟あり。

Ⅲ Ⅰ－33 SK ．102　　　　　　 南 03080 陸獣 不明 1 被熟あり。
Ⅲ G －29 SK －105 03017 イノシシ 槙骨 1 成獣。

Ⅲ G －29 SK －105 03022 イノシシ 大腿骨 右 遠位端欠損 1 イヌの噛み痕あり
Ⅲ G －29 SK －105 03023 イノシシ 肩 甲骨 破片 1
Ⅲ G －31 SK －111 03081 イノシシ 後臼歯 破片 1 未出歯。
Ⅲ J－34 SK －117　　　　　　 2区住居壁下 03062 陸獣 不明 破片 少々
Ⅲ J－34 SK －117　　　　　　 2区西堂 03102 陸獣 不明 破片 1
Ⅲ J．34 SK －117　　　　　　 2区西壁 03106 ヒト 寛骨 左 臼，腸骨，坐骨 1 成人。男性か？
Ⅲ J－34 SK ll17　　　　　　　 2区西堂 03108 不明 不明 破片 6
Ⅲ J－34 SK －117　　　　　　 2区西壁 03109 不明 腹椎 1 大型
Ⅲ J－34 SK －117　　　　　　 周辺 03076 陸獣 不明 1
Ⅲ J．34 SK－117　　　　　　 覆土上層 03075－イノシシ ♀ 上顎遊離歯 犬歯？ 1
Ⅲ 1 J－34 SK．117 03040 ヒト 大腿骨 右 近位部近位端近〈 1 成人。

Ⅲ J－34 SK－117 03043 海獣 助骨 破片 1－残存長約13cm

Ⅲ J－34 SK－117 03044 ヒト 大腿骨 右 中間 1
d3040と接合。

03045と同一。
Ⅲ J．34 SK－117 03045 ヒト 大腿骨 左 中間 1 切痕あり。

Ⅲ Ⅰ－34 SK－125 03060 陸獣 不明 破片 11
Ⅲ Ⅰ－35 SK－127　　　　　　 南半 03077－シカ 角 破片 2 被熟あり。
Ⅲ N－31 SP －0156 03083 イノシシ 距骨　 － 左 1 成獣。
Ⅲ K－33 SP －0419 03084－イノシシ 一一 頭蓋骨 頭頂骨 1 若－獣
Ⅲ K－33 SP－0421 03085 陸獣 不明 4
Ⅲ －J－33 SP－0424 03086 陸獣 不明 1
Ⅲ ．J－33 SP－0426 03087 不 明 不明 破片 1

Ⅲ K－32 SP－0452 03088 サメ類 椎 骨 破片 1
被熟あり。孔あり。加工品かどう

かは不明。
Ⅲ K －29 SP－0557 03089 不 明 耕 破片 1 被熟あり。
Ⅲ H －34 SP－0613 03048 イノシシ 上顎遊離歯 右 3 1
Ⅲ H －34 SP－0613 03049 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。
Ⅲ H －34 SP－0613 03074 シカ 角 1
Ⅲ Ⅰ－29 SP－0637 03090 タヌキ 頭蓋 骨 左右後頭骨、右前頭骨 1
Ⅲ H －30 SPl0741 03091 不明 不明 破片 1
Ⅲ H －30 SP－0745 03092 不明 不明 破片 1
Ⅱ G－31 SP－0914 03094 不明 不 明 破片 －1
Ⅲ Ⅱ－29 SP－0924 03095 不明 不 明 破片　－ 1
Ⅲ Ⅰ．28 ：SP－1025 03096 イヌ 模 骨 左 破片中間部 1
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表3　出土動物遺体一覧8

面 グリット 遺 構 名 種 名 部 位 名 －左右 部 位 名 点数 備 考 ・計 測 値

Ⅲ Ⅰ－34 SP－1231 03093 イノシシ 肩 甲骨 右 破片 1
Ⅲ Ⅰ－34 SP－1231 03093 陸獣 不 明 破片 1

Ⅱ Ⅰ－35 SE－01 ． 03082 イノシシ 上顎遊 離歯 左 M 3 1
成獣直後。M 3長さ32．5，前幅

17．3。
Ⅱ F －28 SL－01 03097 小型鳥類 四肢 骨 中間 1 被熟あり。

Ⅱ H －28 SJ－01 03063 イノシシ ♂ 下顎 左 （C ～M 3）部分 1 若獣。保存悪く計測不可。

Ⅱ H －28 SJ－01 03064 陸獣 － 不 明 破片 少々 イノシシ下顎破片か？

Ⅱ Ⅱ－28 SJ－01 03066 不明 不 明 破片 11
Ⅱ 第Ⅱ面遺構検出面 03025 サメ類 歯 1 被熟あり。アオザメタイプ。
Ⅱ 第Ⅱ面遺構検出面 03026 イノシシ 上腕 骨 右 破片 1
Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03024 イノシシ 肩 甲骨 左 遠位部遠位端欠損 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2区西側 03001 イノシシ 下顎 左 （M 123）関節部なし 1

成獣。切痕あり。M 2長さ23．8，

前幅15．9，後幅16．3。M 2中央

骨体高厚26．3，同体高44．0±。

下顎桟切断。M 2．M 3間外側

に直交方向のカットマーク。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面　 2区南側土壌 03020 イノシシ 下顎 右 （M 123） 1

若獣M l長さ1715，前幅12．2，後

幅12．6，M 2長さ22．6，前幅14．2，

後幅14．8，M 3－。

Ⅲ I133 第Ⅲ面遺構検出面　 3区骨⑮ 03037 イノシシ ♀ 下顎 右 （×××P4～M 3）下顎枝欠く 1

成獣。M 2歯根部露出。歯槽

膿漏？M l長さ15．5±，M 2長さ

2013 ，M 3長さ35．9±，前幅

1619。

Ⅲ Ⅰ－33 第Ⅲ面遺構検出面　 3区骨⑮ 03037 イノシシ ♀ 下顎 右 （M 123） 1

成獣直後。下顎根に孔なし。

小型。M l長さ16・1，前幅1015，

後幅11．0，M 2長さ18．5士，前幅

13．3，後幅13．7，M 3長さ33．0±，

前幅15．2。
Ⅲ K －30 第Ⅲ面遺構検出面　 SX －2周辺 03100 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。

Ⅲ
第Ⅲ面遺構検出面 禁 志登完斜面

03032 シカ 中手骨 左 近位～中間遠位端破損 1

成獣。切痕あり。基幹部前面

に直交する短いカットマーク。イ

ヌの噛み跡または自然の磨滅

か？

Ⅲ L－34
第 Ⅲ面遺構検出面 芳志監 禁 り下

03041 イヌ 上腕骨 左 近位 1 成獣。小型 －

Ⅲ L－34
第 Ⅲ面遺構検出面 芳志豊 り下

03042 イヌ 頚椎 全体 1 成獣。やや小型。

Ⅲ L－34
第Ⅲ面遺構検出面 芳志覧 欝 り下

03046
不調 不明 破片 10

Ⅲ L－34
第Ⅲ面遺構検出面　 黒色粘土層掘り下

げ時．杭周辺
03058 イノシシ 棲 骨 ′左－遠位関節面欠損 1 若獣？

Ⅲ L－34
第Ⅲ面遺構検出面　 黒色粘土層掘り下

げ時・杭周辺　 －
03059 陸獣 －不明 破片 1′

Ⅲ
第Ⅲ面遺構検出面 霊欝 北側土層

03021 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。

Ⅲ H－32 第Ⅲ面遺構検出両　 調査出土面 03007 イヌ 上顎遊離歯 3 1 成獣。

Ⅲ J－30 第Ⅲ面遺構検出面　 排水トレンチ 03098 サメ類 歯 1 アオザメタイプ。
Ⅲ H－34 第Ⅲ面遺構検出面 芸農芸箆霊土層

03002 イノシシ 尺骨 近位端なし 1 若獣。切痕あり。

－Ⅲ 由一34
第Ⅲ面遺構検出面 悪霊芸票 土層

03003 不 明 不明　 － 破片 1

Ⅲ Ⅱ－34
第Ⅲ面遺構検出面 悪霊芸箆雷土層

03004 不 明 不明 破片 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03008 イノシシ 脛 骨－ 中間 1
成獣。遺存悪い。中間部細片

化。下端部大きい°

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03009 不 明 不明、 破片 1

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03012 イノシシ 脛 骨 中間 1
成獣。遺存悪い。中間部細片

化

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03054－イノシシ ♀ 下 顎 右 （P3～M 3）下顎枝欠く 1

成獣。切痕あり。全体に小型化

。外側に力一ソトマークあり。
M 1，M 2とM 3の磨耗面に段差

あり。M 1 2は磨耗が外へ傾く。

M l長さ16．8，前幅11．7，後幅

12．3，M 2長さ19．9，前幅

14．2，M 3長さ3110，前幅1611。

Ⅲ 第Ⅲ面遺構検出面 03055 イノシシ 下 顎 左 P3～M 3下顎根欠く 1
成獣。切痕あり。

岐筋窃部にカットマーク

註：Jは切歯，Cは犬歯，Pは前日嵐Mは後臼歯で、dmほ乳臼歯を示す。括弧内は骨体に植立して出土していることを示す。

幼獣は±0．5歳以前の第1後臼歯前出完了以前の個体を示す。
若獣は±1．5歳以前の第2後臼歯前出完了以前の個体を示す。

亜成獣は2～2．5歳の第3後臼歯前出途中、第1岐頭まで磨滅している個体を示し、成獣直後は215～3歳の第3後臼歯前出途中の第2岐頭まで磨滅している個体を示す。
成獣は3歳以上の第3後臼歯第3岐頭が磨滅している個体を示す。

備考．計測値の数値の単位はmmで、－は破損や保存不良のため計測できなかったことを示す。
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写真1魚類・カニ類

1～4・クログイ（11前上顎骨、2．主上顎骨、3．角骨、4・歯骨）、51へダイ主前上顎骨、61マダイ主上顎骨、7．タイ科椎骨、
81コチ科椎骨、9．ナマズ胸鰭頼、10・11．サメ類歯、12・カニ類節指

写真2鳥類．晴乳類

1．シカ下顎骨、2．イノシシ椎骨、3．カラス科中手骨、4・イヌ模骨、5．イヌ椎骨、6．イノシシ距骨、71イノシシ脛骨
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写真3　イノシシ頭蓋骨

1・2．イノシシ頭頂骨、3～6．イノシシ下顎骨
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第3章　福岡市雀居遺跡から産出した昆虫化石について

森　勇一（愛知県立明和高等学校）

1－　はじめに

昆虫はすべての生物群のなかで最も種数が多く，水中（水生昆虫），地表面上（地表性歩行虫），

植物上（樹上性昆虫）など，多様な生活空間に適応して生活しているO食性も食植性から，食肉性．

食糞性．食屍性など多岐にわたる。

昆虫の外骨格はキチン質で構成されており，死後土中に埋もれてからも腐ることなく保存される。

また，昆虫は移動・跳躍に適した3対の脚と飛翔用の2対のはねを有し，環境変化に対する応答性が

最も鋭敏な生物化石（森，1994a）ということができる。遺跡をめぐる古環境の復元にあたり，昆虫

化石（昆虫遺体ともいう）が重要であるのはこのような理由による。

小論では，福岡空港国際線ターミナル整備に伴う建設工事に際し発掘調査された雀居遺跡（福岡県

福岡市博多区）の遺物包含層中より得られた昆虫と，これらが示す意義について簡単に述べる。

2．試料および分析方法

雀居遺跡は，御笠川および那珂川の沖積作用によって形成された福岡平野内に位置しており，弥

生時代早期～前期，弥生時代中期～後期，古墳時代，および古代を中心とした複合遺跡である。本

遺跡では，1991（平成3）年から1998（平成10）年までの8年間にわたる13次の調査により，弥生

時代早期から後期，および古墳時代の遺物包含層が確認され，これに伴って多くの土器や木製農耕

具などが出土し，竪穴住居跡や周溝遺構・掘立柱建物跡なども検出されている（福岡市教育委員会，

2001）。

昆虫分析試料は，計3点（試料1～3）よりなり，弥生時代早期から前期にかけての時期に掘削さ

れたとされる円形溝を埋積する植物片混じりの黒褐色シルトないし粘土層である。試料ごとにみると，

試料1は第10次の円形溝（弥生時代早期～前期）より採取されたとされ，その湿潤重量は265gであ

った。試料2および3は，ともに第13次の円形溝（弥生時代早期～前期）より採取され，湿潤重量は

試料2が280g，試料3では492gであった。

昆虫化石の分析にあたっては，肺別法（森，1999）および泡沫浮遊選別法（森，1999）の両者を併

用して抽出した。師別法は，試料を水に溶かし250〟mの飾上に残存した昆虫の体節片を拾い出す方

法である。また，泡沫浮遊選別法は分析試料を弱アルカリ溶液中で泡立たせ，気泡に付着した昆虫片

を集める方法である。

3．昆虫化石群集

試料1～3の昆虫分析試料より検出された昆虫化石は，24点であった（表1）。なお，検出できた

のは試料3のみで，試料1および2からは1点も発見することができなかった。産出昆虫の主なもの

については，図版1に実体顕微鏡写真を掲げた。検出点数が計24点と少なく，昆虫化石群集というに

はふさわしいものではないが，産出昆虫の特徴について筒単に述べる。

雀居遺跡の円形溝より検出された昆虫化石は，不明種2点をのぞきいずれも地表性歩行虫であった。

食植性昆虫や水生昆虫は産出しなかった。22点の地表性歩行虫のうち，13点が食糞性甲虫，残る9点

は食屍性ないし食肉性および雑食性甲虫で構成され，特異な昆虫群集であるとみなすことができる。



19

種粗成についてみると，人為度の高い裸地的環境下の人糞や獣糞に集まるコブマルエンマコガネ

Onthophagus atripennisが2点検出され，これ以外におそらく同種かこの近縁種に同定されるエンマ

コガネ属Onthophagussp・が2点確認された。その他の食糞性昆虫では，獣糞や人糞に多いマグソコ

ガネAphodiusrectusが計8点，および同種を含むマグソコガネ属Aphodiussp．が1点発見された。

食屍催昆虫ではエンマムシ科Histeridaeが1点，また，屍体にも来るが主に生活ゴミや腐植物，人畜

の汚物などにも多いバネカクシ科StaphyIinidaeが2点，ほかに主に雑食性のオサムシ科Carabidae（オ

サムシ亜科Carabinaeを除く）が計6点検出された。

4－　昆虫相から推定される古環境

全体に昆虫化石の産出点数が少なく，その組成から雀居遺跡周辺の古環境に関する正確な情報を引

き出すことは困難である。筆者がこれまでに蓄積してきた日本各地の遺跡産昆虫の時代別出現傾向（森，

1194a，1999）と，野外における昆虫の生態をもとに，分析試料から得られた昆虫組成より，弥生時代

早期～前期の円形溝付近の古環境について述べる。

昆虫化石が検出された試料3では，地表性歩行虫の出現率が高く，とりわけマグソコガネをはじめ

マグソコガネ属や，コブマルエンマコガネに分類される食糞性昆虫が多数兄いだされた。これらの種

群は，弥生時代では人口集中度の高い大集落の環濠や溝堆積物中（森，1994b，1996）より多産している。

このうち，コブマルエンマコガネは森林内の下草や落莫に覆われた林床には生息せず，人為度の高い

裸地的環境下の獣糞に来集する糞虫（春沢，1989）であるとされ，またマグソコガネは筆者の観察所

見によれば，牛馬やイノシシなど大型草食獣の湿った糞に多い食糞性昆虫である。この結果，弥生時

代早期～前期のころ，雀居遺跡の円形溝付近に，獣糞が存在したことが示される。そして，同一試料

から，汚物．塵芥など生活ゴミの集積した汚染度の高い撹乱地表面上に多いバネカクシ科やオサムシ

科などが検出されていることからもこうした推定が可能である。
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表1．雀居遺跡から産出した昆虫化石

和　　　 名 学　　　 名－ 部　 位 長さ（幅）
m m

備　 考

1 エンマコガネ属 O ntho p ha g u s s p． 上麹片 2．4
2 オサムシ科 C arab id ae 前胸背板片 1．3
3 マグソコガネ A ph。diu s　rectu s （M ots ch u is ky） 右上麹 312 写真 2
4 エンマム シ科 一H isterid ae 前胸背板 2．7 写真 8
5 マグソコガネ A ph。d iu s　rectu s （M 。tSC h u 1s ky） 頭部 1．8 写真 1
6 マグソコガネ A phod iu s　rectus （M otsc h u一sky） 上麹片 1．8
7 コブマルエンマコガネ O ntho p ha g us　dtrip e nn is　W ate rh o us e 頭部 2－8 写真 5
8 オサムシ科 C ara b da e 腹部腹板 3 ．0
9 オサムシ科 C ara b da e 上麹片 2 ．3
10 マグソコガネ Aph。diu s　rectus （M otsc hu一sky） 頭部片 1．3
11 オサムシ科 C ara b id a e 前胸背板片 2 ．3
12 マグソコガネ A ph。diu s　rectus （M otsc hu 1sky） 頭部片 1．2
13 マグソコガネ A ph。diu s　rectus （M otsc hu一sky） 前胸背板 1．4 ・写真 4
14 コブマルエンマコガネ O nth O P ha g us　atrip e nn is　W aterh o use 頭部 2．2
15 工ンマコガネ属 O nth。Pha g us sp． 前胸背板片 ． 2．9 写真 3

16 マグソコガネ A pho d ius一　reCtuS （M otsc hu lsky） 左上麹 312
17 マグソコガネ属 A phO d ius　sp． 上麹片 0．9
18 バネカクシ科 S tap hy inid a e 右上麹 1．8 写真 9
19 オサムシ科 C ara bid a e 鹿部腹板 2．6
20 マグソコガネ A pho d ius　rectu s （M otsch u lsky） 上辺片 119
2 1 ハネカクシ科 S tap hy inid a e 前胸背板 2．0 写真 6 ．
22 オサムシ科 C ara bid a e 上麹片 3．5 写真 7

－23 昆虫片 1nse ct 部位不明 1．6
24 不明甲虫 S card b a e id a e 上麹片 ？ 2．0

図版1・福岡市雀居遺跡から産出した昆虫化石の顕微鏡写真

1．マグソコガネAphodiusrectus（Motschulsky）

頭部　最大幅1．8mm（標本5）

2．マグソコガネAphodiusrectus（Motschulsky）

右上麹　長さ3．2mm（標本3）

3・エンマコガネ属Onthophagussp．

前胸背板片　長さ2．90mm（標本15）

4・マグソコガネAphodiusrectus（Motschulsky）

前胸背板　最大幅1．8mm（標本13）

5・コブマルエンマコガネOnthophagusatripennisWaterhouse

頭部　最大幅2．8mm（標本7）

6．バネカクシ科Staphylinidaegenusandspeciesindet．

前胸背板　最大幅2．0mm（標本21）

7．オサムシ科Carabidaegenusandspeciesindet・

上麹片　長さ3．5mm（標本22）

8・エンマムシ科Histeridaegenusandspeciesindet・

前胸背板　最大幅2．7mm（標本4）

9・バネカクシ科Staphylinidaegenusandspeciesindet．

右上麹　長さ1．8mm（標本18）
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1．マグソコガネ

4．マグソコガネ

7－　オサムシ科

2．マグソコガネ

51コブマルエンマコガネ

8．工ンマムシ科

3－　エンマコガネ属

6．バネカクシ科

91バネカクシ科

図版1福岡市雀居遺跡から産出した昆虫化石の顕微鏡写真
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第4章　福岡市雀居遺跡から出土したガラス製品について

比佐陽一郎・片多雅樹1）・坂本（北村）幸子2）

ガラスは4000年以上前の古代メソポタミアを起源とし、鮮やかな色調から装飾品を中心として世界

各地に広まった。日本では縄文時代に遡るとされるものもあるが、本格的な流通は弥生時代の前期後

半以降であり、金属器などの移入とともに日本列島普及し、弥生文化に彩りを与えたものと考えられる。

一言にガラスといっても、主成分は珪素であるがその他に配合される素材は様々で、これらは幾つか

の種類に分類される。古代のガラス製品も先学による科学的な分析によって組成が明らかにされてい

るが、用いられる素材の種類は技術的な要因は勿論、ガラスが作られる地域や時代を反映しているこ

とから、それらの情報を蓄積し解析することによって、世界規模でのガラスの変遷や流通などが明ら

かにされつつある。

北部九州地域は古より新しい文化の窓口として栄えた土地柄で、ガラス製品も数多く発見されている。

福岡市でも平成11年度の分析装置導入以来、奈良文化財研究所で長年ガラスの研究に携わってこられ

た肥塚隆保氏指導の下、市内やその周辺で出土する資料の分析調査を行い、データの蓄積を進めている。

雀居遺跡でも数は少ないながらもガラス製品の出土が見られ、この中には時期的に古く遡る資料も出

土していることから、その位置づけを目的として材質を中心とした調査を実施した。また併せて市内

における弥生時代のガラス資料についての概観も試みた。

雀居遺跡ではこれまでの13次に及ぶ調査で、10点のガラス製品が出土している。その一覧は、表1

に示すとおりである。いずれも装身具として用いられた玉類で、いわゆる小玉に属する大きさである。

色調からは3種類に分類される。9次調査の950620127がやや緑がかった淡青色、4次の924170001、

5次の931740003が鮮やかな淡青色で、残りの7点は青紺色である。

資料の時期であるが、ガラス小玉は微細な資料であり、単独では使用時、発掘調査時を問わず余程

注意をしないと目に付き難く、どこに紛れ込むか分からない。従って、数がまとまって発見される以

外では出土状況を確実に押さえたり、出土した遺構に明確に伴うと断言できる例は少ない。雀居遺跡

でも4次から9次出土の7点は、5次出土の931740001が古墳時代前期の住居址からの出土である以外、

土壌やピット、包含層から単独で出土したもので、明確に遺構や時期を認定できる資料は殆どない。

供伴する土器類の状況や資料の形状などから、弥生時代から古墳時代前期の広い時代幅の中で考える

必要があるだろう。この様な中で13次調査出土の3点は土壌墓からの出土で、副葬品と考えられる、

確実に遺構に伴うものである。その時期は周囲の状況から前期後半に比定されており、ガラス製品と

しては市内でも最古に属する資料である。

アルキメデス法による「みかけの比重」の測定では、いずれも2．5前後の数億が得られており、こ

の結果からは、これらの玉類が鉛系ではなくアルカリ珪酸塩系のガラスであることが予測された。

またガラスの成形技法を知ることを目的として、実体顕微鏡を用いての観察も行った。小玉の成形

技法としては、心棒に半溶融状態のガラスを巻き付ける「巻き付け技法」、鋳型に溶けたガラスを流

し込む、あるいは細かく砕いたガラス片を鋳型に充填して加熱すlる「鋳型成形技法」、引き延ばして

作られたガラス管を細かく折って、再加熱により破断面を整形する「引き延ばし（後再加熱）技法」

の主に3種類が想定されている。特に「引き延ばし技法」による小玉の製作については中瀬康行氏に

よる実証的且つ詳細な研究があるが、それによればこの方法で作られた小玉には、孔に平行する気泊
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列、あるいはこれが風化により表層に顕わになった「蝕像パターン」の見られることが挙げられ、更

に実験の結果として、引き延ばされた時点で連続していた気泡が、ガラス管の細分化、再加熱の過程で、

加熱の度合いにより徐々に独立化する過程が明らかにされている。

風イヒによるものか、全体に細かいクラックが入ったり気泡自体が少なく観察が困難なものもあったが、

いずれの資料でも引き延ばし技法の痕跡を示すと思われる気泡列が観察された。特に924170002や

981905016、同05017などでは非常に明瞭に観察できる。また気泡以外でも950620127では黄色の色素

が筋を為している状況が見られる。道に924170001や931740003の淡青色の資料では多数の気泡が内在

するものの、それぞれの気泡が独立し殆ど規則性を持たないものも見られる。これらは念入りな再加

熱が行われたと考えられ、前者で極端に形が歪んでいたり、後者で小言面の角が完全に失われて丸く

なっているのは、これを傍証するものと考えられる。

続いてガラスの組成を知るための材質分析を蛍光X線分析により行った。この方法は資料にⅩ線を

照射し、資料に含まれる各元素から発生する、その元素特有のエネルギーを持った二次Ⅹ線を検出器

で捉え、Ⅹ線エネルギーとその強度をピークとして表すものである。ガラス資料の場合、局部的に強

いⅩ線を照射するとその部分が変色を来す現象が起きるため、同じ蛍光Ⅹ線分析法でも、Ⅹ線強度が

小さくても検出感度の優れたエネルギー分散型蛍光X線分析法が有効である。また分析対象が数mm

大の微細な資料であり、Ⅹ線の照射面積を絞った微少領域用の装置を用いている。作業条件は以下の

通り。

分析装置：エネルギー分散型微小領域蛍光Ⅹ線分析装置（エダックス社製／Eade〟plobe）／対陰極：

モリブデン（Mo）／検出器：半導体検出器／印加電圧・電流：20kV．400～500〟A／測定雰囲気：

真空／測定範囲0．3mm¢／測定時間300秒

出土ガラスは長年埋蔵環境下におかれている問に、表層部が風化していることが考えられるため、

正確な値を得るには風化層を除去した上で分析を行うべきである。また組成による種別の判断には、

標準資料を用いて校正を行った上で定量値を算出すべきところであるが、遺物を損傷させずに実施し

たため、今回は定性分析のみに止めている。そのため分析結果は、得られた蛍光Ⅹ線の特徴と相対強

度から判定することになる。

日本の弥生から古墳時代のガラスは、組成により大きくアルカリ珪酸塩ガラスと鉛珪酸塩ガラスに

区分される。アルカリ珪酸塩ガラスは融剤に酸化カリウムを用いるカリガラス（K20．Sⅰ02系）と融

剤に酸化ナトリウムを用いるソーダ石灰ガラスに区別され、更にソーダ石灰ガラスは酸化アルミニウ

ム含有量の高いもの（Na20－A1203－CaO－SiO2系）と、低いもの（Na20－CaO．SiO2系）に区分される。

鉛珪酸塩ガラスには、鉛ガラス（PbO－SiO2系）と鉛バリウムガラス（PbO－BaO－SiO2系）がある。こ

の他、混合アルカリガラス（〔Na20－K20〕－CaO－SiO2系）と呼ばれるものもあるが、発見例は少なく、

その詳細は不明な部分が多い。

分析の結果、今回調査を行った10点は、ピークパターンから大きく2種類に区分される。

一つは淡青緑の資料（950620127）1点で、ガラスの主成分である珪素が最も強いピークとして現

れている他、ナトリウム、マグネシウム、アルミニウム、カリウム、カルシウム、チタン、マンガン、

鉄、銅、鉛といった元素が確認できる。ナトリウムのピークが明瞭に認められる特徴は、ソーダ石灰

ガラスの様でもあるが、カリウムがカルシウムのピークを上回っており、異なる様－相を示している。

風化による成分変化も想定されるが、ナトリウムが明確に見られることと矛盾しており、混合アルカ

リガラスの可能性も考えられる。また鉛が見られるが、鉛珪酸塩ガラスのものほど強くは現れていな

い。混合アルカリガラスは前に記したように、確認例が少なく、系譜や流通に関して不明な部分が多
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い。これまでに示されている事例は古墳時代のものであるが、今回の調査事例は時期が明確でない資

料ということもあり、その位置付けは困難である。類例の増加を待ちたい。

残りの9点では、ナトリウムのピークが殆ど判別できない程度に落ち込み、代わってがノウムがカ

ルシウムを上回っている。これらは二成分系のガラスであるカリガラスの特徴を示す。このうち淡青

色の2点では銅が比較的強く表れており、この元素が着色に関与しているものと考えられる。鉛も検

出され、これは着色に青銅が用いられたことによる影響が考えられているが、詳細は不明である。

青紺色の7点では、微弱であるがコバルトのピークが確認されており、色調からこの元素が着色の

要因物質であると考えられる。またマンガンが非常に強く表れているが、先学による研究では中国産

のコバルト鉱石には豊富なマンガンが含まれていることから、これが用いられたことを示していると

考えられている。がノガラスはアジアに特徴的なガラスで、その流通は弥生時代を中心とし、古墳時

代には次第に衰退するとされる。酸化マンガンの含有量が高いと目される青紺色の資料が含まれてい

ることは、この裏付けにもなるであろう。

4～9次出土の資料に関しては、大きく弥生～古墳の時代幅で捉えるには特に矛盾の無い結果が得
られたといえる。

また13次調査出土の資料であるが、カリガラスは従来、その出現が鉛バリウムガラスに若干後出す

るとされてきたが、今回、初現期の資料でカリガラスの存在を確認することができた。前期に属する

ガラス資料としては、福岡市板付遺跡確認調査で板付Ⅱ式の土器と僕伴する淡緑色小玉が1点、吉武

高木遺跡117号甕棺では金海新式の甕棺から青紺色小玉が1点、佐賀県東山田一本杉遺跡では、やは

り金海式甕棺から小玉4点、同型式の甕棺墓壙から小玉1点が出土している。東山田一本杉SJO78甕

棺墓壙出土の資料は分析によりアルカリガラスとされ、日本でガラスの流通が始まる早い段階から、

鉛系ガラスとアルカリ系ガラスの両者が併存していることが指摘されていたが、雀居遺跡の資料でも

これを追認する結果となった。今後、その系譜を追う上で基本となるデータが得られたと考える。

最後に福岡市内における弥生時代のガラスの様相について若干触れておきたい。市内出土で当該期

に属する（と考えられる）ガラス資料は、42遺跡（同一遺跡でも調査次数毎に計上）から、1797点が

出土している。これらを器種、時代、色調、出土遺構、地域などといった属性で分類すると、まず器

種別では装身具である玉類が99・9％を占め、その中では小玉が98％と大半で、管玉は1．5％、勾玉は4例、

0・2％と少ない。3）

時期的には前期、中期、後期で単純に3区分すると、中期と後期が約45％ずつとなり、この二時期

で9割を占める。この中では中期末から後期前半に属する城南区カルメル修道院内遺跡5次の土壌墓

で715点、博多区宝満尾遺跡1次の箱式石棺で536点と大量に出土し、ガラスにおける画期を形成して
いる。

色調は、風化による変色を免れた資料では青紺色が全体の76％、淡青色が18％と、これら青色系統

で94％を占める。その他では緑色が終末期の西区宮の前遺跡2次C地区1号石棺から65点がまとまっ

て出土している他、数カ所で1～3点程度の出土、インドに源流があるとされる赤色のものが2遺跡

3点（西区今宿五郎江遺跡4次〔後期前半〕で2点、南八幡遺跡9次〔後期後半〕で1点）確認され

ている。4）青色の偏在については、入手する側の晴好や、生産地（製造技術）あるいは流通経路にお

ける制約などが考えられるが、これを解明するには多角的な検討が必要となろう。

出土遺構別では、前出の2遺跡など墓地からの出土が84％と大半を占めるOこの中には1人の被

葬者が百～数百点を保有する状況が見られる○また住居跡からの出土は全体の11％で、南八幡遺跡
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9次の4軒分95点をはじめ、東区蒲田水ヶ元遺跡1次（後期中頃～後半）で5軒分48点、城南区飯倉

D遺跡1次（後期～古墳前期）で32点、博多区比恵遺跡6次（後期～古墳前期）で20点など、まとま

って出土する例が散見される。このうち南八幡では鉄片などの鍛冶関連遺物が、飯倉Dでは鋳型とい

った青銅器生産関連遺物がそれぞれ供伴するが、ガラス玉との関連性については今後の検討課題である。

出土地域別では、比恵遺跡から南八幡遺跡にかけての奴国に比定される地域で、比較的集中が見ら

れる。これには雀居遺跡や席田丘陵上の墓地群も含まれるものと思われる。この他では、当然、青銅

器など稀少遺物の出土地域と重なる部分も見られるが、それ以外でも、まとまって出土する地域もあり、

より大きな広がりを見せている。

材質組成については全点の分析調査は行っていないが、分析を実施したものや観察による推定では、

その大半がアルカリ系のガラスで、鉛系のガラスは少ないことが予測される。

きわめて大雑把であるが、以上が福岡市内の状況である。しかし弥生時代を考える上では周辺でも

前原市や春日市など、クこの中心地を中心に多数のガラス製品が出土している。これまでその一部に

っいての分析調査は行っているものの、全体の把握はできておらず、調査が行われたものも全体量か

らすれば極一部に過ぎないと考えられ、体系的にまとめるには、ほど遠い状況である。弥生時代にお

ける福岡平野の様相について評価を下すにはこれらの調査も不可欠であり、今回は予察としてデータ

の提示に止めておきたい。各遺跡毎の細かいデータや調査報告書の情報などに関しては今回紙幅の関

係から割愛させて頂いた。今後機会を改めて掲載したいと考える。

註
1）福岡市埋蔵文化財センター
2）前福岡市埋蔵文化財課調査員

3）唯一玉以外では西新町8次の容器片があるが、成分分析では弥生時代にはこれまでにない結果となっており、
位置付けが困難な資料である0

4）中尾遺跡でも赤色が1点出土しているとされているが、資料が所在不明のため確認できていない。

参考文献
月巴塚隆保1998「主成分からみた古代ガラスとその歴史的変遷」『保存科学研究集会1998』

奈良国立文化財研究所
月巴塚隆保・小暮律子1998「磯辺大塚古墳出土のガラス製品の自然科学的調査」『磯辺大塚古墳』豊橋市埋

蔵文化財調査報告書第43集　豊橋市教育委員会

小瀬康行1987「管切り法によるガラス小玉の成形」『考古学雑誌』第73巻第2号　日本考古学舎
樋口秀信編1995『東山田一本杉遺跡』九州横断自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書（18）

佐賀県教育委員会

藤田等1994『弥生時代ガラスの研究』名著出版

表1　福岡市雀居遺跡から出土したガラス製品

N o．
調査
次数

遺物登録番号 出土遺構 器種 報告書 掲 載 F ig 時期 色調
（m m ） （g）

比重 観察所 見 種 別
l径 厚 さ 孔径 重量

1 4次 924 17000 1 土 壌 小玉 406 133－1294 弥生後 期後 半？ 淡 壷 3．80 4．05 1．7 0 0．0 8 2．4 5
不定形に歪む。微細な気泡が多数見られる

が、殆ど独立。一部、列を為す部分有り？。
カリガラス

2 4次 924 17000 2 包 含層 小 玉 406 133－1295 弥生後 期後 半 吉 相 3・35 2 ．05 1．44 0．0 3 2．14
比較的整ったドーナツ形。透明度は高く、微

細な気泡が明瞭な列を為している。
カリガラス

3 5次 93 174000 1 住居址 小 玉 40 7 古墳 前期
音 痴

4 ．00 3 ．70 1・49 0 ．07 2 ・47
樽形で歪み有り。やや濁っているが明瞭な気

泡列が観察できる。灰色の小塊が介在。
カリガラス

4 5 次 93 174000 2 ピッ ト 4 、玉 40 7 弥生 ？ 吉相 － 5 ・55 4 ・25 1．92 0 ．15 2 ・33
側面で明瞭な気泡列が多数観怒できる。黒灰

色の不純物が多数介在。
カリガラス

5 5次 93 17400 03 包含 層 小 玉 4 07 弥生 ？ 淡青 5 ・65 2．40 2 ・49 0・09 2 ．49
比較的整ったドーナツ形。透明度は高い。気

泡が多数入るが、殆ど独立し散在。
カリガラス

6 墜 9 50620 127 ピ ット 小 玉 635 150 －72 淡 青緑 2．35 1．55 1．37 0．02 2・83
気泡列と共に黄色の筋が孔の軸側に平行して

入る。

混合アルカリ

ガラス？

7 9次 9 50620 129 包含 層 小 玉 635 153 －14 4 吉相 5．60 2．50 2．40 0・04 2・44
半分程度欠失。孔の軸方向に平行して若干の

気泡列と流璃が見られる°
カリガラス

8 13 次 98190 5016 土壌 墓 小 玉 748 140 －2 弥 生前 期後半 吉相 4．3 5 3・75 1．44 － 0．08 2．44
透明度は高い。孔の軸方向に平行した気泡列

や蝕像が観察される。
カリガラス

9 13 次 98190 5017 土 壌墓 小玉 748 14 0－3 弥 生前 期後 半 吉相 4．7 0 4・0 5 1．4 6 0・12 2．39
全体に細かいクラックが入る。側面に微細な

気泡の列が多数観察できる。
カリガラス

10 13 次 98190 5018 土 壌墓 小玉 748 14 0－4 弥 生前 期後 半 吉相 5．4 5 4．7 5 1・4 2 0・13 2．3 0
1／3程度欠失。風化が著しく亀裂が多数入る。

不明瞭ながら側面に気泡列有り。
カリガラス
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第5章　福岡市雀居遺跡出土土器に付着したススの炭素年代測定

藤尾慎一郎・坂本稔・今村峯雄（国立歴史民俗博物館）

1　調査概要

福岡市博多区福岡国際空港内に所在する雀居遺跡第12次調査の際、出土した弥生時代早期から前期

末に比定される土器に付着したススや煮焦げの年代を調査して、次の点が明らかになった。

7点の試料のうち、4点の試料の年代を得ることができたOそのうち、前期末の1点を除く3点は、板

付Ⅰ式から板付II式にかけての土器についていたススで、紀元前800年を前後する年代に比定された。

これは前期初頭の年代としては従来考えられていたもっとも古い年代より、300年ほど古い暦年代と

なった。これを炭素14年代法や年輪年代法による結果だけでみると、九州北部’・近畿・韓半島南部・

東北北部との関係においてはきわめて整合性のある年代であることがわかった。

2　調査の経緯

雀居遺跡は、福岡市博多区福岡国際空港内に所在する。空港西の整備に伴って調査された、弥生早期

から前期にかけての集落遺跡である。遺跡は日本列島でもっとも早く本格的な水田稲作が始まった板

付遺跡の北に、約1・5km離れたところにあり、御笠川を挟んで対略している。雀居遺跡の初現は、こ

れまでのところ、夜目IIa式からで、典型的な板付Ⅰ吉武が見つかっていないなど、板付遺跡とは異な

る様相をみせる。第4次調査では、夜目IIa式に伴って、青森県是川中居遺跡の大洞系の壷の肩部文

様と類似した大洞C2式土器が見つかっているので、今回の年代測定によって、九州北部と東北北部

の併行関係を知る手がかりが得られると期待された。

3　資料の選定

資料1第12次調査4号凹地出土板付IIc式（前期末）の口縁下よりススを採取

資科2　第12次調査SK29出土夜目IIb式屈曲型二条甕（前期初頭）の頚部からススを採取（写真2）

資華ト3　第12次調査4号凹地南東端部出土板付IIc式の口縁下よりススを採取（写真3）

資料4　第12次調査4号凹地出土亀ノ甲式（前期末～中期初頭）の内面下部よりススを採取

資料5　第12次調査SK35出土板付Ib～IIa式（前期前半～中頃）の口縁下よりススを採取（写真5）

資料6　第12次調査SK24出土板付祖型甕（前期初頭）の口縁下よりススを採取（写真6）

資科7　第12次調査SK24出土板付Ⅰ式甕（前期初頭）の口縁下よりススを採取

4　土器の特徴

従来の土器の年代観によれば、2・6・7が前300年ごろ、5が前3世紀中ごろ、1．4が前2世

紀前半ごろに比定される。これらは6→7→5→1・3と型式変遷する板付系土器と、早期最終末の

突帯文土器である2と、2が有明海沿岸地域で型式変遷した突帯文系甕の4に二大別される。4次調

査で東北の大洞C2式に伴っていたのは、2より一段階古い夜目IIa式である。

これらの土器の調査によって炭素14年代法による年代が出ることはもちろん、2を通じて東北北部

晩期後半期との、また4を通じて有明海沿岸地域前期末段階との併行関係を知ることができるという

意味で、最適な資料選択であった。

ススを計測した結果、年代測定に耐えうるだけの試料の量を有していた、2・3・5・6について、

年代値を計測することができた。

5　資料の処理

土器表面に見られるスス状の炭化物や、口縁部や容器内面に残った調理物に由来する炭化物は、
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写真6

その土器－の使用に伴って付着したものであり年代試料として有用である。

7点の資料から採取された炭化物のうち、20mg以上の試料量が得られなかった資料1以外の6点につ

いてイヒ学的な洗浄処理を施した。まず、80℃の酸溶湊（1N塩酸溶液）で1時間加熱する操作を2回繰

り返した。これにより土壌に由来する炭酸塩が除かれる。次に、80℃のアルカリ溶液（1N水酸化ナ

トリウム溶液）で1時間加熱した。これにより土壌に由来するフミン酸などの有機酸が除かれるが、

同時に炭化物の一部も溶液中に分散して失われる。そのため、アルカリによる処理は溶液を交換して

30分加熱する操作を追加するにとどめた。続いて80℃の酸溶液で30分加熱する操作を2回繰り返し、

アルカリを中和するとともに処理中に吸収した大気中の二酸化炭素を除いた。最後に試料を80℃の純

水で加熱する操作を繰り返し、酸を除いた。以上の操作は、国立歴史民俗博物館に設置した年代測定

試料自動処理装置を用いた。

炭イヒ物にはタールなどの有機物が吸着していることがあるので、試料をアセトンで洗浄してこれを

除いた。純水で再度洗浄し、石英ろ紙上に展開して試料を回収した。

洗浄処理が済んだ時点で、測定可能な試料量が得られたものは資料4以外の5点であった。4～5mg

の試料を採取し、500mgの酸化銅とともにバイコールガラス製アンプルに投じた。これを真空に封じ

切り、850℃の電気炉で2時間加熱して試料を完全に燃焼させた。燃焼により炭化物は二酸化炭素に変

換されるが、同時に生ずる水を除くために、国立歴史民俗博物館に設置されたガラス製真空ラインに

よる精製処理を行った。

精製された二酸化炭素をパイレックスガラス製アンプルに回収した。炭素の重量に換算して1mg以

上の二酸化炭素が得られた資料2、3、5、6の4点について、加速器質量分析計（AMS）による炭素14年

代測定を、（株）地球科学研究所を通じてBetaAnalyticInc．に炭素14年代の測定を依頼した。

6　測定結果

測定結果を表1に示す。測定機関番号は資料それぞれに振られた固有の番号である。炭素14年代と

は炭素14の半減期を5，568年とし、同位体分別効果を補正した炭素14濃度から算出した年数を、西暦

1950年を起点にさかのぼったモデル年代である。単位を14C BPで表し、付された誤差は1標準偏差で

ある。
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表1：福岡市雀居遺跡出土土器に付着した炭化物の年代

資 料番号 測 定機関番号
炭素14年代

出（14C B P ）

暦　 年　 代

2 B eta －172 132 ． 2，560 ±40 8 10 cai B C － 750 calB C

720 cal B C － 530 cal B C

520 cal B C － 520 cal B C

（40・3％）

（54．4％）

（0．5％）

3 B eta －172 133 2，510 ±40・ 790 cal B C － 5 10 cal B C

480 cal B C － 480 cal B C

460 ca1－B C － 440 0al B C

440 cal B C － 420 cal B C

一420一Cal B C ・－ 4 10 cal B C

（90．8％）

（0・5％）－

（1．7％）

（1・6％）－

（1．1％）

5 B eta －172134 2，62 0±40 一890 caI B C L 870 cal B C

860 caI B C － 840 cal B C

一一840 caiB C 一一一750 Cal B C ’－

680 cal B C － 660 caI B C

600 cal B C － 590 cal B C

（3．1％）

（1．0％）

（87・7％）

（2・5？0－）－

（1・2％）

6 B eta －172 135 2，590 ±40 830 cal B C － 750 cal B C

680 cal B C 一 650 cal一B C

640 ca1 B C 一一580一cal B C －

580 ca1 B C 、一一540 caI B C

（69・3％）－

（8．5％）

（11・3％）

（6．5％）

炭素14年代は実際の席上の年代（暦年代）とは一致しないため、暦年代が判明している試料の炭素

14年代と比較して修正する必要がある。国際的には、欧米産樹木の年輪資料の炭素14年代を集成した

修正曲線INTCAL98が用いられている。日本産樹木の測定結果もINTCAL98とよく符合するので、

日本列島で得られる資料への適用も妥当であると考えられる。

修正曲線に基づいた炭素14年代の暦年代への修正の例を、資料6について図1に示す。炭素14年代の

標準偏差とINTCAL98の標準偏差を統計的に計算することで，ある確率密度分布を有する暦年代が

得られる。ところが，修正曲線には凹凸があるので得られる分布は一棟にならない。各資料について，

2標準偏差（95％）の信頼区間を与える暦年代の範囲を図1の下に示す。凹凸のある山は暦年代の確率

分布を示し、最もピークの高い年代の確率が最も高い。表1には得られた暦年代をその確率とともに

記した。

資料3（板付IIc）の暦年代は、90．8％の確率で790～510calBCという約300年近い幅を示し、年代

を絞りきれないデータである。2510±4014CBPという炭素14年代は、図1でも明らかなように修正曲

線がほぼ水平に横たわる部分と重なる。この水平部分は弥生中期後半ごろまで続くため、炭素14年代

法では該当する時期の暦年代を絞りきることが難しい。

一方、中期末から後期初頭に位置づけられている福岡市南区笠抜遺跡の水路から出土した杭は、再

び較正曲線が下降しはじめる起点付近にあたるため、このころから再び年代を高い確率で絞り込むこ

とが可能となり、炭素14年代法が有効な時期に入ってくることがわかる。

さて注目されるのは残りの3点の年代である。この3点を考古学的知見にもとづいて古い順に並べ
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ると、、資料2（夜目Ⅱb式）、資料6（板付狙型甕）、資料5（板付m～Ⅱa式）となり、それぞれ前期初頭、

早期末～前期初頭、前期前半～中ごろとなる。2は前800年ごろと、前600年ごろの二つに大きなピー

クがあるので、十分な絞り込みができない試料である。5と6は、前800年ごろを中心に70～80％の確

率を示している。この債が有効であるならば、前期初頭の年代は前800年ごろとなり、従来の年代観

より300年ほど古い値となる。果たしてこの年代は妥当なのであろうか。チェックする上で参考とな

るデータが複数存在するので検証しておこう。

まず今回、炭素14年代法により分析した福岡市早良区橋本一丁田遺跡と佐賀県唐津市梅白遺跡の夜

目II式、板付Ⅰ式の年代である。詳細はそれぞれの報告書を参照していただくとして、二遺跡とも夜

目II式の年代が前900～前750年に95％の確率で収まることが明らかになっている。これは雀居12次調

査の年代と整合する。つまり従来の編年観より200年ほど古い年代だが、雀居だけが特異であるわけ

ではなく、玄界灘沿岸地域の当該期の遺跡では、一般的な年代であることを意味しているので

ある。

このことは対岸の韓半島南部との関係においても同様である。すなわち夜目IIa式の年代が仮に前

900年ごろを上限とするならば、夜白Ⅰ式や山の吉武は、前10世紀半ばぐらいまでにさかのぼる可能性

が出てくる。前10世紀といえば、従来、韓半島南部で無文土器時代が始まった時期と考えられてきた

年代だけに、その関係が気になるところである。慶尚南道・大坪漁隠遺跡1地区で見つかった110号住

居跡床面から出土した突帯文土器にともなう炭化米の年代が、炭素14年代法により2850±60　YBPの

年代が出ている。弥生時代の始まりが無文土器時代の始まりに近接してしまうなど、弥生時代の開始

年代をめぐる問題に大きな影響を与えることになる。

三つ目は近畿の年輪年代とも整合性を示すデータである。兵庫県東武庫遺跡で見つかった弥生前期

中ごろの木棺の棺材について、年輪年代法により前445年という結果が報告されている。九州北部で

いう板付IIb式に併行する年代が前5世紀中ごろであるならば、今回得られた年代との間に覿齢はなく、

ほぼ整合性がとれているといえよう。

四つ目が東北地方北部の縄文晩期との関係である。冒頭でも述べたように雀居4次調査で大洞C2式

の壷が夜目II式と共伴している。つまり前800年ごろという夜白II式の年代が大洞C2との関係で整合性

をもつかという問題である。

辻誠一郎が青森県是川中居遺跡で採取した植物遺体の炭素14年代法による測定では、晩期前葉の

大洞B式を主体としてBC式が少し混じる時期について前1440～1380年という結果が出ている。これ

はこれまで前10世紀ごろとされた晩期初頭の年代が300年ほど古くなることを意味している。大洞

式はB、BC、Cl、C2式と変遷するので、C2が伴った夜目IIa式の年代が前800年ごろに比定されると

いう。雀居4次調査の成果は、大洞C2式に編年体系のなかでも整合性のある年代を与えているとい

えよう。

以上、雀居のある玄界灘沿岸地域の諸遺跡との関係、対岸の韓早良南部の無文土器時代開始時の年

代との関係、近畿の年輪年代によって出された前期の年代、そして東北北部の晩期中ごろの年代との

関係などすべてにおいて、逆転、交差することはなく、整合性のある年代であることがわかる。

本報告書が刊行される頃には、炭素14年代法による当該期の50点以上の年代が、九州北部はもちろん、

九州南部、九州北東部、さらに漁隠遺跡の同じ住居跡から出土した炭化米を試料に出される予定なので、

さらなるクロスチェックが可能となる。今後はさらに類例を増やしつつ年代の妥当性について考えて

いきたい。

この分析は、日本学術振興会科学研究費平成14年度基盤研究（A・1）（一般「縄文時代／弥生時
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代の高精度年代体系の構築」代表．今村峯雄）の成果の一部を用いている。

1から4は藤尾が、5は坂本が、6は藤尾と坂本が執筆した。

注：分析資料の掲載図面番号は以下の通りです。ご参照ください。

資料1第12次調査4号凹地出土……Fig・265．23／04号凹地出土（登録番号02529）

資料2　第12次調査SK29出土……‥Fig．218－1／SK－029出土（登録番号02225）

資料3　第12次調査4号凹地南東端部出土……Fig．134－1／第Ⅲ面検出面出土（登録番号02520）
資料4　第12次調査4号凹地出土

資料5　第12次調査SK35出土．．

資料6　第12次調査SK24出土‥

資料7　第12次調査SK24出土‥
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質料6
板付祖型甕　Be臨－172135

Fig．268－24／04号凹地出土（登録番号02368）

Fig．229－19／SK－035出土（登録番号02250）

Fig．206－23／SK－024下層出土（登録番号02209）

Fig．206－26／SK－024下層出土（登録番号02204）
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質料5
板付Ib－IIa式　Beta－172134

＼し＼∴
1000　　　　　　800　　　　　　　600　　　　　　　400

1000　　　800　　　600　　　400　　　200

惹監式B酪172133「一一一一一一一一一一／1－－■ヽ一人仙l　一一一一一一一一1
1000　　　　　　800　　　　　　　600　　　　　　　400　　　　　　　200

CaIendaryear（BC）

図1：修正曲線（1NTCAL98）による炭素14年代の暦年代への修正
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第6章　福岡市雀居遺跡出土の炭化米分析

佐藤洋一郎（静岡大学）

柴内住知子（岐阜大学大学院・静岡大学）

1．はじめに

雀居遺跡出土のイネ種子（炭化米）について、その形態およびDNA分析をおこなった。ここでは

その結果について記す。遺跡は御笠川の東岸にあたり標高5m前後を測る沖積地に位置し、弥生時代

早期（縄文時代晩期終末）から古代にわたりヒトの活動が認められている（下村1993，1995，松村

1995，2000，松村．力武1998，力武　2001）0本実験で用いた試料は、第10、12、13次調査で

確認された遺構から出土したものであり、すでに洗浄され、乾燥した状態で送付されてきた。また、

炭化米とマメ科種子とに分類されていた。なお、本研究における「炭化米」とは、黒色を呈した状態

で遺跡から出土したイネの種子をさす。また、マメ科種子に関しては、今回は分析を見送った。

2・分析試料および分析方法

試料の一覧を表1に示す。炭化米は遺構ごとに、光学顕微鏡下で完形のものを50粒選抜した。ここ

でいう完形とは、破損がまったく見られないもの、または一部が破損していても長さと幅の計測に支

障がないものをいう。また、選抜にあたっては「完形の炭化米であること」以外の条仲、つまり形態

や大きさなどの特定の形質については考慮せず、ランダムになるよう注意しながら選抜した。

供試した炭化米は遺構ごとに、スケールとともに写真撮影した（図1）。撮影した写真は四つ切り

サイズに引き伸ばし、写真中のスヶールとの比率を求め、長さ（L；mm）と幅（W；mm）を計測した。

長さはそれぞれの炭化米の最も長い箇所で測定した。幅は長さと垂直に交わる線で一番広い部分を測

定した。また、その計測値から長幅比（L／W）を求めた。玄米の厚さはその登熟度によって変化す

る（星川1975）ので計測を行わなかった。

次に、炭化米を各遺構から選抜した10粒ひとまとめからアルカリーSDS法によって、第13次調

査SK－028からは選抜した1粒ずつからNaOH法によって全DNAの抽出を行った。

油比したDNAは炭化米から抽出されたDNA量は現存のイネの数十分の一であるとされる（柴田

1999）ため、抽出した全DNAは希釈せずそのままPCR（Polymerase chainreacti6n）増幅のテンプ

レートに使用した。なお、植物遺体から抽出されたDNAは微量であり、1回のPCR増幅ではバンド

が確認できない（山中ら　2000）。本実験でも、炭化米由来DNAの1回目のPCR産物からは電気泳動

によるバンドを確認することができなかった。そこでPCR増幅は2回行った。　なお、2回目のPCR

増幅のテンプレートには，1回目のPCR産物を使用した。

プライマーは、葉緑体DNA中のPS－ID（plastid subtype－ID，Nakamuraetal．1997）領域を増幅す

るPS－IDプライマーを用いた。PS－ID領域とは葉緑体DNA中のrp116－rP114遺伝子間の介在配列である。

イネのPS－ID領域の最上流部分には特定数のシトシン（C）の繰り返しとアデニン（A）の繰り返し

配列が確認できる。念のために記すなら、CおよびAは、DNAを構成する4種の塩基（アデニン，チ

ミン（T），シトシン，グアニン（G））のうちの2つである。これらCとAの繰り返し数の組み合わ

せにより、イネ品種輯紳Onicaとindicaに区別することができる（Nakamura etaL1997，1998）。ま

物09才00の場合、温帯紳0面00と熱帯紳09才00に区別することもできる。なお、PS－IDプライマーは

イネ以外の植物にも利用できる、いわゆるユニバーサルプライマーである。

Nakamuraetal．（1997）では、PS－ID領域を含む約550bpを増幅するようにデザインされたプライ
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マーAおよびB（5’－ATCTGCAGCATTTAAAAGGGTCTGAGGTTGAATCAT－3つ　を用いたが、

本実験では、Aプライマーより約120bp下流に位置するA2プライマー（5・

－CGTCGTGGTGGAAAAATCTGGGTACGTATATTT－3つ、およびA2プライマーよりさらに約

70bp下流に位置するA3プライマー（5’－GGTAGCCGTTGTTAAACCAGGTCGAATACTTTATG－3つ

を用いた。炭化米に含まれているDNAは死後の時間が長くそのDNAが断片化されている可能性がある。

そこでプライマーAにかわりA2およびA3を用い、増幅領域を短くしたものである。またプライマー

A3による2回目のPCR増幅部分が、プライマーA2による1回目のPCR増幅領域の内側に設定される

ことにより（このようなPCR法をnested PCRという）、－1回目のPCR増幅時にミスアニーリングに

よって生じたDNA産物が2回目のPCR増幅で誤って増幅されることを防止し、目的のDNAのみが増

幅される効果が期待できるO

PCR産物は1％アガロース上で100V、約30分間の電気泳動を行い、エチジウムブロマイド（EtBr；

1mg／ml）で30分間染色した。染色後、UVトランスイルミネ一夕ーを通して視覚化し、写真撮影を

行い、バンドの有無を確認した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．

バンドが確認されたPCR産物については、カラムを用いて精製し、PS－ID A3プライマーおよび

PS－IDBプライマーを用いて、サイクルシークエンス法によるダイレクトシークエンスを行った。

3．結果

（1）形態的な変異について

本実験で用いた炭化米には籾殻を伴ったものは確認されず、すべてが玄米であることがわかった。

8つの調査区から出土した炭化米の長さと幅の平均値および標準偏差を表2に示す。炭化米の長さの

平均は4．02mmから4．24mmにわたって変異した。また幅の平均は2・49mmから2・78mmにわたって変異

した。長幅比は1．53から1・63にわたって変異した。なお、粒の大きさや形状が時代とともに一定の方

向に動く傾向は認められなかった。

表2にはまた50粒の、炭化米の各計測値の標準偏差つまりばらつきの大きさを示してある。粒長の

標準偏差は017から0．24、粒幅の標準偏差は0．17から0．28にわたって変異した。この値は、同時期の他

の遺跡から出土したものと同程度で、現在の品種における値を大きく超えていた。またばらつきの大

きさが時代とともに変化する傾向はなかった。

（2）DNA分析の結果について

炭化米のDNA分析結果を表3に示す。各遺構から出土した炭化米のうち、第12次調査SK－019周

辺から出土した炭化米についてPS－ID領域を特定することができた。その醐別物onica固有の6C7A

（ccCCCCAAAAAAA）の配列を示した。また、第13次調査SK－028から出土した炭化米のうち13

粒についてもPS－ID領域を特定することができた。13粒のうち12粒の配列勘qponica固有の6C7A

（ccCCCCAAAAAAA）の配列を示した。また、残りの1粒はindica固有の8C8A

（CCCCCCCCAAAAAAAA）の配列を示した。

4．考察

雀居遺跡は北部九州の稲作を伴った遺跡としては代表的な遺跡であり、実際多量の炭化米が出土し

て人々を驚かせた。特に、土坑から多量の炭化米が出土した事実は、この時期この地域の稲作がすで

に近代日本列島の水田稲作社会の原型をなしていたとの推定を補強するものと考えられた。しかし佐
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藤（2α02）は、弥生時代から古墳時代にかけての日本列島の稲作が雑駁で休耕を伴ういわば「縄文稲作」

を引き継いだものであり、単作的、常畑的な現代の稲作とは大きく異なるスタイルを伴っていたと考

えた。この2つの相矛盾する見解のどちらがより事実に近いかはまだ今後の検討を要する研究課題で

ある。

粒の大きさおよび形の変異からは本遺跡出土のイネが本州の他の遺跡と同様に大きなばらつきを示

すことが明らかとなり（表2）、栽培されていたイネに遺伝的な多様性が保たれていたことがわかった。

なおイネの粒の大きさおよび形の変異に関しては、和佐野（1993）や高橋ら（2002）（表4）の研究

がある。和佐野は縄文時代晩期から弥生時代後期の九州北部に分布する12遺跡の炭化米の粒特性を

比較している。遺跡はその分布地域により、九州北西岸域、筑紫平野域、九州北部内陸・北東岸域の

3つの群城に分けている（図2）。そして、炭化米の長さについては、九州北西岸域のものは短粒群、

筑紫平野域、九州北部内陸・北東岸域のものは、やや長粒の円粒性長粒群の2群に大別できるとして

いる。本遺跡は九州北西岸域にあたるが、出土した炭化米の長さが短粒群に属さないものもあり、和

佐野の見解とは必ずしも合致しなかった。このように北部九州1地域をとってみても出土する炭化米

の大きさに関して未知の点が多く残されているというべきである。

DNA分析の結果多くの種子が6C7A型を示したが（表3）、これは出土した炭化米の多くがジャ

ポニカに属するとの従来の報告と軌を一にする。ただし6C7A型は温帯ジャポニカにも熱帯ジャポニ

カにもみられるタイプで、今回の結果からこれらがどちらのジャポニカに属するかの推定はできなか

った。なお今回8C8A型の種子が発見されたが、これはインディカに固有のタイプである。この1粒

の種子がインディカに属するものであったのか、またジャポニカの中にまれにこのタイプのものがあ

るのかは今後の検討課題である。
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表1分析試料一覧

次数　出土区　　　出土遺構　　　遺構の時期　　　　　　　　　　出土遺物

10次　0・28　　　　SC－01

10次　0．28，0．29　　SC・02

10次　0－27　　　　SK．002

10次　N一27　　　　SK－016

10次　Q－24　　　　SK－020

10次　Q－24　　　　SK．020．Ⅰ

10次　Q－24　　　　SK．020－Ⅱ

lO次　Q－24　　　　SK－020－Ⅲ

10次　Q－24　　　　SK．020－Ⅳ

12次　T－32　　　　SK－019

12次　T－32　　　　SK－019

12次　T－32　　　　SK・019周辺

12次　T－32　　　　SK－019周辺

13次　J－32　　　　SK．028

古墳前期

古墳前期

弥生前期～中期前半

弥生前期後半

弥生前潤～中期後半

〃

〃

〃

〃

弥生前期中頃

〃

弥生前期中頃

〃

弥生～古墳

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

炭化米

マメ科種子

マメ科種子

炭化米

炭化米

3甕

図1第13次SK－028より出土した炭化米（目盛りの間隔：1mm）

／

5
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表2　炭化米計測値

平均値＊

佐藤研No．次数　　出土区　　出土遺構　　長さ（mm）　　幅（mm）　　　長幅比（長さ／幅）

02016　10次　　0－28　　　SC－01　　　4・02（±0・24）＊＊　2・49（±0．28）1・63（±0・15）

02017　10次　　0－28，0－29　SC－02　　　4．21（±0・22）　2．62（±0．17）1・61（±0・13）

02018　10次　　0－29　　　SK－002　　　417（±0・24）　2．57（±0・17）1．63（±0．12）

02019　10次　　N，27　　　SK－016　　　4・22（±0・21）　2．61（±0・21）1．63（±0．13）

02020　10次　　Q－24　　　SK－020　　4．14（±0・19）　2・62（±0・18）1．59（±0・11）

02025　12次　　T－32　　　SK－019　　　4．11（±0．20）　2．66（±0・18）　1・55（±0．13）

02028　12次　　T－32　　　SK－019周辺　4．17（±0．21）　2．67（±0．18）1・57（±0．13）

02029　13次　　子32　　　SK－028　　4．24（±0．17）　2・78（±0・17）1・53（±0．10）

＊n＝50

＊＊（）内は標準偏差

表3　現存イネおよび炭化米におけるPS．ID領域の塩基配列

試料　　　　　　PS－ID領域の塩基配列　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Type

rp116　PS－ID

現存イネ，］呼0mCal）TAACCCCCC一一AAAAAAA－GTAGTATTGAAAATAAAAAACCA607A

現存イネ，如8才001）

SK－19周辺

SK－28－1

SK－28－2

SK－28－3

SK－28，4

SK－28－5

SK－28－6

SK－28－7

SK－28－8

SK－28－9

SK－28－10

SK．28．11

SK．28－12

SK－28．13

．．C C C C C C C C AAAAAAAA・．．・．

・・C C C C C C一一AAAAA AA－．・・．・

．・C C C C C C－－AAAAAAA－・・・・・

．・C C C C C C一一AAAAAAA－　…・・

．・C C C C C C一一A A AA A A A－．．・・．

・・C C C C C C一一AAAAAAA一・・・・・

・・c c C C C C一一AA A A A AA－・．．．・

．．C C C C C C一一AAAAAAA－・．．・・

．・C C C C C C一一AAAAAAA－．．・・・

．．C C C C C C－－A AA A AA A－・・・・．

・・・・．．．．・．．・．．．，．．808A

．．・．．・・・…．．…　‥　607A

…　…　‥・…　…　‥・607A

…　…　‥　…　…　…・607A

…　…　…・・…　…．607A

…　…・．…　…・・・．607A

…　…　…　…　‥・・・．607A

・　　　　．　　　　・　　　　．　　　　．　　　　．　　　　．　　　　．　　　　．

．　　　　・　　　　．　　　　・　　　　．　　　　．　　　　・　　　　・　　　　●

．・C C C C C C一一AAA AAA A－　…　…．．．．・

・・C C C C C C一一A AA A A AA－　…　…　…・．

…　…．607A

…　…・し6C7A

…　…・6C7A

…　…・607A

・．・．．・．607A

．．C C C C C C C C AAAAAAA－　…　…　…・・・・…・・・…・8C8A

・．C C C C C C一一AAAAAAA－．…　…　…．・・．．．．・．…・6C7A

・・C C C C C C一一AAAAAAA－　…・・…　…　…・・・．・・．・．6C7A

1）Nakamuraetal．（1997）
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表4　日本各地の弥生時代の遺跡から出土した炭化米（玄米）の長さ，S・D・，およびC・Ⅴ．値

遺跡　　　　　場所　　　　個体数　　平均（mm）　　S・D．　C．V．（％）　文献

三股台　　　　　神奈川県

八女吉田　　　　熊本県

久ヶ原　　　　　東京都

垂柳　　　　　　青森県

登呂　　　　　　静岡県

天王山　　　　　　福島県

長峯岩崎　　　　熊本県

岡原　　　　　　　山口県

宇津木向原　　　東京都

華熟里　　　　　佐賀県

梅坂　　　　　　佐賀県

原ノ辻　　　　　　長崎県

美乃利　　　　　兵庫県

上ノ畑　　　　　熊本県

平城宮跡　　　　奈良県

池上　　　　　　大阪府

平城宮跡　　　　奈良県

10

76

40

10

8

94

20

10

100

57

100

18

240

20

105

222

100

4・71

4．70

4・48

4・41

4・56

4．44

4．47

419

4．53

4・39

4．38

4・79

4．18

4．47

4・52

4．40

4・68

0．16

0・17

0．21

0・22

0．25

0．29

0．30

0．28

0・31

0・31

0．31

0・34

0．31

0．34

0・38

0・41

0．48

3．40

3・66

4・69

5・01

5．48

6．53

6・66

6．68

6．84

7．06

7・08

7．10

7・50

7．67

8．34

9．32

10．26

佐藤敏也（1988）

和佐野（1995）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1971）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1971）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1988）

和佐野（1997）

佐藤敏也（1971）

佐藤洋一郎（1992）

佐藤敏也（1988）

佐藤敏也（1988）

高橋ら（2002）を一部改変

100km

図2　遺跡の区分＊（和佐野1993）による
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別表110次SC－01出土炭化米の計測値

No・　Length（mm）　Width（mm）　　　L／W

1　　　　　3．86

2　　　　　　4・04

3　　　　　　4・04

4　　　　　3．95

5　　　　　4．21

6　　　　　4．39

7　　　　　　4．12

8　　　　　3．95

9　　　　　4．04

10　　　　　3・60

11　　　　　4・04

12　　　　　3．86

13　　　　　4・21

14　　　　　　3．86

15　　　　　3・77

16　　　　　4．21

17　　　　　4．30

18　　　　　4．12

19　　　　　4．21

20　　　　　　4．04

21　　　　　4・04

22　　　　　　3・68

23　　　　　4・04

24　　　　　3・51

25　　　　　4・04

26　　　　　3．86

27　　　　　3・86

28　　　　　3・86

29　　　　　4・21

30　　　　　3．68

31　　　　　4．21

32　　　　　4．21

33　　　　　4．30

34　　　　　4．04

35　　　　　3．86

36　　　　　4・21

37　　　　　4．39

38　　　　　4・12

39　　　　　3・51

40　　　　　4・39

41　　　　　3・95

42　　　　　　3．51

43　　　　　3・86

44　　　　　412

45　　　　　4．04

46　　　　　4．12

47　　　　　3．86

48　　　　　3．68

49　　　　　4．30

50　　　　　4．56

2．63　　　　　　1．47

2・28　　　　　　1・77

219　　　　　　1．84

2．54　　　　　　1．55

2．63　　　　　　1．60

2．81　　　　　　1・56

1・93　　　　　　　214

219　　　　　　1・80

2．28　　　　　　1．77

2・37　　　　　　1．52

2・81　　　　　　1．44

2・19　　　　　　1．76

2．81　　　　　　1．50

2・28　　　　　　1．69

2．28　　　　　　1・65

3．16　　　　　　1．33

2．46　　　　　　1・75

2．63　　　　　　1．57

2．81　　　　　　1．50

2・46　　　　　　1．64

2．46　　　　　　1．64

2．19　　　　　　1．68

2．46　　　　　　1・64

2．11　　　　　　1．67

2．46　　　　　　1．64

2．46　　　　　　1・57

1・93　　　　　　　2．00

2．46　　　　　　1．57

2・46　　　　　　1．71

2．28　　　　　　1．62

3．16　　　　　　1・33

2．46　　　　　　1．71

2．46　　　　　　1．75

2・63　　　　　　1．53

2．63　　　　　　1・47

2．28　　　　　　1・85

2．54　　　　　　1．72

2．72　　　　　　　1．52

2・11　　　　　　1．67

2・81　　　　　　156

2・46　　　　　　1．61

2・11　　　　　　1．67

2．46　　　　　　1・57

2・89　　　　　　1．42

2．54　　　　　　1・59

2・63　　　　　　1・57

2・63　　　　　　1・47

2．28　　　　　　1．62

2．54　　　　　　1．69

3．16　　　　　　1・44

別表210次SC－02出土炭化米の計測値

No．　Length（mm）　Width（mm）　　　L／W

1　　　　　4・21

2　　　　　4．21

3　　　　　3．95

4　　　　　4・21

5　　　　　4．04

6　　　　　4・56

2．72　　　　　　1・55

2．81　　　　　　1．50

2・81　　　　　　1．41

2・37　　　　　　1・78

2・46　　　　　　1・64

2・72　　　　　　1．68

7　　　　　4・21　　　　　　2・98　　　　　　1・41

8　　　　　4．30

9　　　　　4・04

10　　　　　4・56

11　　　　　4・39

12　　　　　3．86

13　　　　　412

14　　　　　4．47

15　　　　　4．56

16　　　　　4．21

17　　　　　4・47

18　　　　　4．12

19　　　　　4・21

20　　　　　4・47

21　　　　　4．21

22　　　　　4・39

23　　　　　4・39

24　　　　　4・39

25　　　　　4．04

26　　　　　3．68

27　　　　　4．21

28　　　　　4．39

29　　　　　4．30

30　　　　　3．95

31　　　　　3・68

32　　　　　3・86

33　　　　　4．21

34　　　　　4．21

35　　　　　4．39

36　　　　　4．12

37　　　　　4．04

38　　　　　4・30

39　　　　　3・86

40　　　　　4・21

41　　　　　4．21

42　　　　　　4・04

43　　　　　3・86

44　　　　　4．21

45　　　　　4・39

46　　　　　4．56

47　　　　　4．21

48　　　　　4．30

49　　　　　4．47

50　　　　　4・12

2・63　　　　　　1．63

2・63　　　　　　1・53

2・81　　　　　　1．63

2．81　　　　　　1・56

2．63　　　　　　1．47

2・63　　　　　　1．57

2・63　　　　　　1・70

2．54　　　　　　1．79

2．54　　　　　　1．66

2・46　　　　　　1．82

2．63　　　　　　1．57

2・63　　　　　　1・60

2・63　　　　　　1・70

2・37　　　　　　1・78

2・63　　　　　　1．67

2・37　　　　　　1・85

2・46　　　　　　1・79

2．54　　　　　　1・59

2・72　　　　　　135

2・63　　　　　　1．60

2・46　　　　　　1・79

2・63　　　　　　1・63

2・54　　　　　　1．55

2．46　　　　　　1．50

2．63　　　　　　1．47

2・81　　　　　　1．50

2．81　　　　　　1・50

2．81　　　　　　1．56

2．28　　　　　　1・81

2・98　　　　　　1・35

2・63　　　　　　1・63

2．37　　　　　　1・63

2・63　　　　　　1・60

2．46　　　　　　1．71

2．46　　　　　　1．64

2・81　　　　　　1・38

2．72　　　　　　1・55

2．28　　　　　　1・92

2．81　　　　　　1．63

2．98　　　　　　1．41

2．46　　　　　　1．75

2．63　　　　　　1・70

2・54　　　　　　1．62
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別表310次SK－02出土炭化米の計測値

NO・　Length（mm）　Width（mm）　　L／W

1　　　　　3．68

2　　　　　3・86

3　　　　　4．21

4　　　　　4・39

5　　　　　4．65

6　　　　　4．04

7　　　　　4・04

8　　　　　3．77

9　　　　　4．21

2．72　　　　　　1・35

2．28　　　　　1．69

2．54　　　　　　1・66

2．46　　　　　1．79

2．63　　　　　　1．77

2．63　　　　　　1．53

2．28　　　　　　1．77

2．63　　　　　1．43

2・28　　　　　1・85

10　　　　4・47　　　　　2．81　　　　1．59

11　　　　4・21　　　　　2．46　　　　　1．71

12　　　　4・21　　　　　2・81　　　　1．50

13　　　　4．12　　　　　2・81　　　　1・47

14　　　　412　　　　　2．81　　　　1．47

15　　　　4．04　　　　　2・46　　　　1・64

16　　　　　3・95

17　　　　　4．56

18　　　　　4・21

19　　　　　4．30

20　　　　　4．65

21　　　　　3・68

22　　　　　4・39

23　　　　　4．04

24　　　　　3．86

25　　　　　4．12

26　　　　　4．21

27　　　　　4・21

28　　　　　3．68

29　　　　　4．12

30　　　　　4・04

31　　　　　3・86

32　　　　　4・21

33　　　　　4．30

34　　　　　4．21

35　　　　　4．39

36　　　　　3．86

37　　　　　4・21

38　　　　　4・21

39　　　　　4．39

40　　　　　4．21

41　　　　　4・30

42　　　　　4．04

43　　　　　4．56

44　　　　　4．39

45　　　　　4．21

46　　　　　4・39

47　　　　　4・12

48　　　　　3・86

49　　　　　4・56

50　　　　　4．04

2．81　　　　　　141

2．63　　　　　1．73

2．81　　　　　1・50

2．54　　　　　　1．69

2・72　　　　　　171

2．63　　　　　　1．40

2．63　　　　　　1．67

219　　　　　1．84

2・46　　　　　　1．57

2・81　　　　　1．47

2．81　　　　　1．50

2．46　　　　　　1・71

2・46　　　　　1．50

2．46　　　　　　1．68

2・63　　　　　　1．53

2．28　　　　　　1．69

2．54　　　　　1．66

2・89　　　　　1・48

2・54　　　　　1．66

2．72　　　　　　1・61

2．46　　　　　1．57

2．54　　　　　　1・66

2．46　　　　　　1・71

2．63　　　　　　1．67

2・46　　　　　　1・71

2．54　　　　　　1．69

2．63　　　　　　1．53

2．46　　　　　　1・86

2．63　　　　　　1・67

2．46　　　　　　1・71

2．37　　　　　　1．85

2・63　　　　　　1・57

2・46　　　　　　1．57

2・72　　　　　　1．68

2．28　　　　　　1．77

別表410次SK－016出土炭化米の計測値

No．　Length（mm）　Width（mm）　　L／W

1　　　　　4．12

2　　　　　4・21

3　　　　　4・12

4　　　　　4．21

5　　　　　4・30

6　　　　　4・12

7　　　　　3．86

8　　　　　4・21

9　　　　　4・39

10　　　　　4・21

11　　　　　4．04

12　　　　　4．39

13　　　　　4・39

14　　　　　4．04

15　　　　　4・30

16　　　　　4・04

17　　　　　4．21

18　　　　　3・95

19　　　　　4．04

20　　　　　4．56

21　　　　4・39

22　　　　　4・12

23　　　　　4．39

24　　　　　4・21

25　　　　　3・68

26　　　　　4・74

27　　　　　4・04

28　　　　　4．04

29　　　　　4・21

30　　　　　4・21

31　　　　3・86

32　　　　　4．21

33　　　　　4・47

34　　　　　4．39

35　　　　　4．21

36　　　　　4・21

37　　　　　4・21

38　　　　　4．39

39　　　　　4・74

40　　　　　4・21

41　　　　　3・86

42　　　　　4．30

43　　　　　4．47

44　　　　　4．21

45　　　　　4・39

46　　　　　4・39

47　　　　　4・39

48　　　　　4・21

49　　　　　4．04

50　　　　　4．39

2．72　　　　　　1．52

2・89　　　　　　1．45

2．46　　　　　　1・68

2・46　　　　　　1・71

2．89　　　　　　1．48

2・81　　　　　1．47

2．46　　　　　　1．57

2．46　　　　　　1．71

2・81　　　　　1・56

2・28　　　　　　1．85

2．46　　　　　　1・64

2．81　　　　　1・56

2．81　　　　　1．56

2・63　　　　　　1．53

2．46　　　　　　1・75

2・37　　　　　　1・70

2．81　　　　　1・50

2・37　　　　　　167

2．63　　　　　　1・53

2．81　　　　　　1．63

2・89　　　　　　1．52

2・81　　　　　1．47

2．28　　　　　　1．92

2．81　　　　　1．50

2．28　　　　　　1・62

2．81　　　　　1．69

2．81　　　　　1．44

2・46　　　　　　1・64

2・72　　　　　　1・55

2・63　　　　　　1．60

211　　　　　1・83

2・63　　　　　　1．60

2．63　　　　　　1．70

2・81　　　　　1．56

2・37　　　　　　1．78

2．63　　　　　　1．60

2．46　　　　　　1・71

2．11　　　　　　2．08

2・72　　　　　　1．74

2・46　　　　　　1．71

2・46　　　　　　1．57

2．54　　　　　　1．69

2・63　　　　　　1．70

2・63　　　　　　1・60

2．98　　　　　　1．47

2．63　　　　　　1・67

2．46　　　　　　1・79

2・46　　　　　　1．71

2．89　　　　　　1．39

2・81　　　　　1・56
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別表510次SK－020出土炭化米の計測値

No．　Length（mm）　Width（mm）　　　L／W

1　　　　　4．04

2　　　　　　3・86

3　　　　　3．86

4　　　　　　3・77

5　　　　　　3．86

6　　　　　4．21

7　　　　　　4・04

8　　　　　4．12

9　　　　　4．04

10　　　　　4・12

11　　　　　4．47

12　　　　　4．04

13　　　　　4．30

2．46　　　　　　1．64

2．46　　　　　　1・57

2・46　　　　　　1・57

2．54　　　　　　1．48

2．63　　　　　　1・47

2．46　　　　　　1．71

2．81　　　　　　1．44

2・63　　　　　　1．57

2・54　　　　　　1．59

2・98　　　　　　1．38

2・63　　　　　　1．70

2・89　　　　　　1・39

2・63　　　　　　1．63

14　　　　　4．04　　　　　　2・63　　　　　　1・53

15　　　　　4・04

16　　　　　4．56

17　　　　　4・04

18　　　　　4．04

19　　　　　4・21

20　　　　　　4・30

21　　　　　4．04

22　　　　　4・04

23　　　　　4・04

24　　　　　　4・04

25　　　　　4・39

26　　　　　4．30

27　　　　　3・95

28　　　　　4．04

29　　　　　4．12

30　　　　　4・30

31　　　　　4．12

32　　　　　4．30

33　　　　　4．21

34　　　　　4．04

35　　　　　3・86

36　　　　　4．21

37　　　　　4．12

38　　　　　4・39

39　　　　　4・21

40　　　　　4・04

41　　　　　4・56

42　　　　　　4．39

43　　　　　4・04

44　　　　　4．47

45　　　　　4．39

46　　　　　3．86

47　　　　　4．21

48　　　　　4．04

49　　　　　4・30

50　　　　　4・04

2・28　　　　　　1．77

2・81　　　　　　1．63

2．46　　　　　　1．64

2・54　　　　　　1・59

2・81　　　　　　1．50

2．63　　　　　　　1．63

2・72　　　　　　1．48

2．81　　　　　　1・44

2・46　　　　　　1・64

2．28　　　　　　1・77

2・63　　　　　　1．67

2．28　　　　　　1．88

2．63　　　　　　1・50

2．63　　　　　　1．53

2．63　　　　　　　1．57

2．63　　　　　　1．63

2．63　　　　　　1．57

2．81　　　　　　1．53

2．81　　　　　　1．50

2・63　　　　　　1・53

2・28　　　　　　1．69

2．37　　　　　　1．78

2．28　　　　　　1．81

2．81　　　　　　1．56

2・63　　　　　　1．60

2．63　　　　　　1・53

2．89　　　　　　1・58

2．46　　　　　　1・79

2．63　　　　　　1．53

2．63　　　　　　1．70

2．89　　　　　　1・52

2．46　　　　　　1．57

2．81　　　　　　1・50

2・81　　　　　　1・44

2．81　　　　　　1・53

2．63　　　　　　1．53

別表612次SK－019出土炭化米の計測値

No．　Length（mm）　Width（mm）　　L／W

1　　　　4．21　　　　　　2．54　　　　　　1．66

2　　　　　4．04

3　　　　　4・30

4　　　　　3．86

5　　　　　4．21

6　　　　　4・21

7　　　　　3．68

8　　　　　4．21

9　　　　　3・95

10　　　　　3．86

11　　　　　3・86

12　　　　　4・21

13　　　　　4・04

14　　　　　4．04

15　　　　　4．39

16　　　　　4．39

17　　　　　4・39

18　　　　　4・04

19　　　　　4．04

20　　　　　　4．04

21　　　　　4．39

22　　　　　4．39

23　　　　　4．56

24　　　　　4・39

25　　　　　4．04

26　　　　　4．39

27　　　　　4．21

28　　　　　4・04

29　　　　　3．86

30　　　　　3．86

31　　　　　4・04

32　　　　　4．04

33　　　　　4．21

34　　　　　4．39

35　　　　　4・04

36　　　　　4・04

37　　　　　4．21

38　　　　　3・86

39　　　　　3．86

40　　　　　3・86

41　　　　　4．04

42　　　　　　4・21

43　　　　　3・86

44　　　　　4・21

45　　　　　4．39

46　　　　　412

47　　　　　4．04

48　　　　　3．86

49　　　　　4．04

50　　　　　4．04

3．07　　　　　　1．31

2・63　　　　　　1．63

2・54　　　　　　1・52

2・54　　　　　　1・66

2．89　　　　　　1．45

2．63　　　　　　1．40

2．72　　　　　　1．55

2・89　　　　　　1．36

2．46　　　　　　1．57

2・63　　　　　　1．47

2・63　　　　　　1．60

2・54　　　　　　1・59

2．81　　　　　　1．44

2．89　　　　　　1・52

2・63　　　　　　1・67

2・72　　　　　　1．61

2・54　　　　　　1．59

2・98　　　　　　1・35

2・72　　　　　　1．48

2・63　　　　　　1．67

2・89　　　　　　1・52

2・63　　　　　　1・73

2・28　　　　　　1・92

2・89　　　　　　1．39

2・46　　　　　　1・79

2・28　　　　　　1・85

2．63　　　　　　1．53

2・28　　　　　　1．69

2・37　　　　　　1．63

2・89　　　　　　1．39

2．37　　　　　　1．70

2．54　　　　　　1・66

2・54　　　　　　1．72

2・63　　　　　　1．53

2・72　　　　　　1．48

2・54　　　　　　1・66

2・81　　　　　　1．38

2．46　　　　　　1．57

2・63　　　　　　1・47

2．72　　　　　　1．48

2・81　　　　　　1・50

2．89　　　　　　1．33

2．63　　　　　　1・60

2．63　　　　　　1．67

2．63　　　　　　1・57

2・81　　　　　　144

2・81　　　　　　1・38

2．63　　　　　　1・53

2．89　　　　　　139
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別表712次SK－019周辺出土炭化米の計測値

NO・　Length（mm）　Width（mm）　　L／W

別表813次SK－028出土炭化米の計測値

No・　Length（mm）　Width（mm）　　L／W

1　　　　　4．34

2　　　　　4．07

3　　　　　4．78

4　　　　　4・25

5　　　　　4．16

6　　　　　3・98

7　　　　　　3．72

8　　　　　4・07

9　　　　　4．42

10　　　　　4．42

11　　　　　4・07

12　　　　　4．25

13　　　　　3．89

14　　　　　4・07

15　　　　　4・34

16　　　　　3．81

17　　　　　4・07

18　　　　　4．42

19　　　　　4．51

20　　　　　3．81

21　　　　　4．34

22　　　　　4・25

23　　　　　4・42

24　　　　　4．25

25　　　　　4・07

26　　　　　4．07

27　　　　　4・16

28　　　　　4・25

29　　　　　4．07
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先週の発掘作業
3月16日　月曜　晴　黄砂

□　消えたムラ

雀居遺跡は、2区～4区の発掘調査を完了し、北

側に設定した拡張区に集中しています。ところが先

週半ばからの雨でべ夕べタになり、まるで水田で発
掘しているような苦労を強いられました。週末から

どうにか天候が回復しましたが、春の天候は長続き

しません。今のうちに一気に遺構検出を済ませないと、

残りの日数が足りません°　雀居遺跡は25日が最終

日です°

「発掘というのは一番最後になって、凄いものが

出るようになっているんです。だから等週は楽しみ

ですよ。本当にそうなったら予算も期日もないので

どうしょうもないんですがね」

作業員の皆さんを激励はしても、気をせかせては

いけません。

「昨年の6月から始めた12次調査も、いよいよ

最後です。10か月間掘ってきたけど、終わりが近

づくと短く感じますね°　毎日のように面白い遺物が

出て感動の連続でしたね。何といっても一番の収穫は、

事故や怪我がなかったことですよ。多い時は80人

を超す人達が働いていたんですから、無事故で済ん

だというのは大手柄です。本当によかったな。これ

も皆さんの協力のおかげです」

北拡張区は9mX25mと東西に長い発掘区です。

ここに40人の作業員が入っているので、遺構検出

もどんどんはかどっています。東寄りでは土器がか

たまっ．こ出始めました。

「予想通りたくさん土器が出てきたね。いま掘っ

ている黒色粘質土は平安時代の水田耕作土の下だから、

平安時代よりも古い時期ということは分かるよね。

これま－ごの発掘では、この黒色粘質士は古墳時代に

堆積し－こいることが分かっています。と言うことは

この土器溜めは、古墳時代のものかな。古墳時代には、

土師器（はじき）と須恵器（すえき）という2種

類の土器があります。土師器は弥生土器と同じよう

に素焼きですが、須恵器は窯で焼いた土器です。赤

茶色の素焼きに対して、須恵器は窯なので焼成温度

が高くなり、堅く焼締って灰色をしています」

姿を現した土器溜めは、赤茶色の土器ばかりで、

灰色の堅い土器はありません。

「高杯や甕の形からするとこれは、古墳時代の土

師器ですね。須恵器は5世紀になって朝鮮半島から

ゾクゾク出てきた土師器

一一一一一－　土一一一一一
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伝えられるので、須恵器が混じっていないことから

すると4世紀の土師器かな」

私が担当した10次、12次調査区ではこれまで2

干箱に近い土器が出土したのに、古墳時代の須悪器
は数点だけでした。

「弥生時代から古墳時代の4世紀には、大きなム

ラがあったのに、5世紀になると、急にムラが姿を
消しているんです」

「力武さん、洪水でムラが流されたとか、台風で

吹っ飛んだとか、災害に巻き込まれたんですか」

「ムラが肖えたり、ムラ人が離村するということは、

よほどの理由があってのことですよ。水害で飲み込

まれたとすると砂層が堆積しているはずだけど、そ

んな痕跡はないし、戦災にあったようでもないしね。

まだ証拠をつかんでいるわけではないけど、水田を

広げるためにムラを集団移動させたのではないかと
想像しているんです」

「終戦間近になってこの飛行場を作る時も、集落

が強制移動させられたんですよ。歴史は繰り返され
たということですか」

「この一帯は、原田（むしろだ）の地名のように、長

方形の水田が〟むしろ〟をきれいに敷き詰めたよう

に並んでいたんです。江戸時代黒田藩内ではもっと

も小さな郡だったんですが、小さくても生産量が多

かったんでしょうね。ところが敗色が濃くなって、

筑豊炭田、ハ幡製鉄、そして福岡や北九州の都市を

守るために軍部は大あわてて飛行場を作ったんです。

農民たちは水田を奪われ、たいへんな苦労だったで

しょうね」

「戦時中のことですから、充分な補償などなかっ

たううし、昨日まで丁寧に耕作していた土地が、戦

争のために奪われ埋め立てられたわけですから無念

だったでしょうね」

「考古学の役目は、そんな農民達の悲しみや苦労

を掘り出しこ戦争という愚力で悲惨な歴史を証言し、

二度と繰り返さないように未来に伝えなければいけ

ません。古墳時代の5世紀にムラが突如として消え

た原因を明らかにすることと並んで、飛行場整地層

の下の様子を調べることも大事なことです。雀居遺

跡発掘の大きな課題の一つです」

考古学の遺物は古いだけが貴重というわけではあ

りません。どれだけその遺物に語りかけ、話を聞き

出せるかです。つまりどんなことを明らかにしよう

と発掘するのかということです。

事回は、飛行場整地層下を時間をかけて調査出来

ませんでしたが、新年度の発掘区では、ぜひ戦争で

強制移動させられた昭和の集落跡も明らかにしたい

ものです。野師
3月17日　火曜　晴

遺跡の遺言を書く

拡張区の西寄りで見つかった土師器の土器溜めは、

割れて細片になっているために、清掃に時間がかか

りそうですが、天気がいいので作業は順調です。

中央より東側では、グリッドごとに遺構検出を学

生たちに任せました。黒色粘賀士層の中で遺構を捜

すという囲難さにもめげず熱心に取り組んでくれた
ので、ほぼ終わりました。

「慣れない士層だったのに、短時間のうちによく

出来たね。今度は自分が遺構検出したグリッドは、

自分で実測しよう°掘った人が実測するというのが

発掘の鉄則だからね。逆に言うと、どんな実測園を

描くかによって掘り方も変わってくるんだ。さらに

言うとどんなスタイルで報告書に載せるかも発掘す
る時から考えておいた方がいいよ」

「発掘の時から報告書の編集を考えるんですか」

「細かな割りつけは無理だけど、士堰や溝の士層

断面は必要なのか、もし必要ならどの方向で断ち切

るのがいいか、また撮影の時に逆光にならないが、

フイルムはモノクロかカラーか。撮影は横位置か縦

位置か、考えることは一杯ある。しかもその判断は、
すぐしないと作業員に的確な指示ができないか
らね」

「だからこそ、発掘は面白いんだ°遺跡は発掘し

てしまうと二度と元に戻せない。唯一残るのは、図

面や写真、そして報告書だけ。遺跡のことを知って

いるのは、担当者だけだから、もっと真剣に報告書

作りに取り組むべきだよ。報告書は永遠に消滅した

遺跡の〟死亡診師吉〟と言われるけど、最後の瞬間

に立ち合った、いや死なせた当事者としては、生前

のようすを生き生きと伝える責任があるはずだよ。

だから完全原稿で印刷に出せない者は、発掘する資
格はない」

発掘という職業は、悲しいものです。

何千年も士の中に眠っていた遺跡を、作業員のみ

なさんと一生懸命に思いを込めて目覚めさせても、

一緒に過ごせるのはほんの一瞬のことです。すぐに

深く削られたり、ビルの基礎抗が打ち込まれて、ゆ

っくり語り合う時間はありません。遺跡を破壊する

ために発掘しているだけで、どう理屈をつけても遺

跡の保存をしているとは思えないのです。

「だから〟死亡診師吉〟だけでは不十分。遺跡の

遺言を書くつもりでいないと申し訳ない。遺跡が私

たちに語ろうとしていたことを充分に聞き取り、細

かく記録する。そのためには、実測や撮影の技術を
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絶えずアップさせる必要がある」

私が出来ないことを言っているので、どうも面映ゆく、

説得力がありません。考古学の未来を担う学生を相

手にすると、ついテンションも上がり気味です°

3月18日　水曜　晴

再びブタ小屋の話

再見　ブタ小屋

この日もいい天気に恵まれて発掘作業は順調です°

西寄りで見つかった土器溜めの下を掘り下げ始め
ましたが、木器が姿を現しました。この1週間はど

んなことが起こるが予想ができなくなってきま

した°

ところで東大生の塚本君は、イノシシ形土偶を卒

論で研究したいとか。そんな塚本君に打って付けの

遺構が多年も見つかりました。

「塚本君、ここに小さな穴が並んでいるだろう。

これ何だと思う？」
「力武さん、穴の大きさは不揃いだけど、よく見

ると四角形に並んごいますね。これも遺構なんです力㌔

いままで見たことがありません」

「分からないのは無理もないよ°　こんな遺構は日

本では雀居遺跡が最初の発見だからね。まだ断定で

きないけど、家畜小屋だと思っているんだ」

10次調査でも最下層の青灰色粘質土層で同じよ

うな遺構が見つかりました°　これらは幅約18cm、

深さ約20cmの満が直径1・6～2．1mの円形か隅丸

方形に巡っており、多くはオリンピックのマークの

ように重なっています°最初は自然の清かと無視し

ていました。弥生時代前期の竪穴住居跡に一部を切

られているものもあり、それからは慎重に掘ること

にしました。

すると狭い溝の底に丸い小さな穴が並んでいるの

がみつかりました。まず細い満を掘り、次に間隔を

開けないで丸太抗を打ち込んだのでしょう。こうな

ると人間がある目的のために作った遺構に間違いが

ありません。

結局、20基も見つかりました。ところがなぜこ

んな遺構を作ったのかがわかりません。ちょうど発

掘参力0していた中国吉林大学の陳園慶先生の話によ

ると、中回の田害のブタ小屋に似ていると言うの

です。

海を渡ってきたブタ

今から2400年前、縄文時代の日本に、米作り、

金属器などの新しい技術や習俗を持つ人達が海を渡

ってやって来ました。米作りの新しいムラができ、

農耕に関わる祭りや祈りが行われるようになります°

ブタ小屋？を掘る塚本君

この時代を弥生時代と呼んでいます°

そんな人達が船出した場所は、中国大陸か、ある

いは朝鮮半島のどこかでしょう。まだ定説はありま

せんが、どちらにしても日本よりも高度に進んだ文化、

社会だったのに、日本に伝わっていない、正確には

日本人が受け付けなかった、必要としなかったもの

もあります°例えば文字、車輪を使った道具、都市

を高い塀で守る考え方、そして家畜などです。

つい最近まで、弥生時代には家畜を飼育していな

かったというのが考古学の常識でした。ブタや牛馬

など確実な帝が掘り出されていなかったからです。

弥生時代は、米作りという農業を始めたからこそ、

縄文時代と区別しているのですが、米だけを食べて

いたわけではありません。主食にするほど収穫して

いたとはとても思えません。とすると縄文時代と同

じように動物、魚介類、山菜、木の実など自然の食

物に相当頼っていたはずです。

雀居遺跡でも弥生時代早期の土壙から、食べかす

として捨てた貝殻や動物の骨が多量に出土しています。

出土した動物の骨は、まだ専門家の鑑定が済んでい

ませんが、鹿、イノシシのようです。

最近の研究によると、弥生時代の遺跡から出土し

ているイノシシと思っていた歯のほとんどが歯槽膿

漏にかかっており、これは野生のイノシシには見ら

れない症状なので、家畜化されていた証拠でイノシ

シではなくブタだと言うのです。ブタは米作りと一

緒に船に乗ってやって来た、弥生人はブタを飼育し、

食糧にしていたということになりました。

最初に弥生時代のブタと確認されたのは、大分県

下郡桑苗（Lもごおり　くわなえ）遺跡でしたが、

その後、佐賀県栗畑（なばたけ）遺跡、吉野ヶ里遺跡、

奈良県唐古鍵（からこかぎ）遺跡、大阪府亀井遺跡、

池上曽根（いけがみそね）遺跡、愛知県朝日遺跡、

神奈川県池子遺跡などで発見例が増えています°

従来の学説を覆したこの新しい見解は、動物学者

の手柄であって、考古学の発掘によって導き出され

たものではありません°今度は発掘を担当する私た

ちが、ブタ飼育の証拠をつかむ番です。
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ブタ小屋を捜せ

「力武さん、発掘でブタの飼育を確認すると言っ

ても、どんな方法があるんですか」

「考古学ではブタの骨を掘り出していたのに、イ

ノシシと区別できなかったわけだ。最近は脂肪酸分

析といって土を調べることによって、ブタの糞尿を

見つけ出すことも出来る。しかしこれも考古学の苦

手な科学分野だからね。考古学で研究対象とするのは、

遺物か遺構だから、まず飼育小屋を捜したらどうだ

ろう。もし、弥生人がブタを放し飼いしていない限り、
粗末な囲いぐらいはあるはずだよ」

「飼育小屋が見つかると家畜がいたことが確定で

きますが、ブタ飼育を証明するような遺物がありま
すかね」

「さて∴遺物として残るものがあるかな。田害の

隣の家は、養豚農家だったので子供の頃よく見てい

たけど、何かあるかな。ブタは牛馬のように耕作や

運搬に使わないからね°鼻輪とか鞍とか荷車などは

ないし、せいぜい餌桶ぐらいかな。そうだ、まだ発

見例はないけど、ブタの絵を描いた弥生土器とか銅

鐸が出てくる可能性は充分あるけどね。あんまり期
待できないかな」

「ブタの骨は全国的に見つかっているのに、飼育

小屋や囲いが発見されていないのはどうしてで
すか」

「放し飼いだったので特別な施設を作らなかった、

小屋は作ったが痕跡を残さない構造だった、それと

も発掘担当者が気がついていない、、、。いろいろ
理由はあるね」

「力武さん、発掘報告書を読んでいると、よく用

途不明という遺構があるでしょう。それらの中に家

畜小屋が紛れ込んでいる可能性はありませんか」

福岡市ではこれまで1000か所を超す遺跡を発掘

してきました。これらのすべてが弥生時代の遺跡で

はありませんが、発掘担当者は地面をなめるかのよ

うに精査するので、もし疑わしい遺構があったとし

たら見逃すはずがありません。しかし、写までは家

畜はいないと思っていたのですから、関心がなく見
えなかったことは充分考えられます。

「正直に言うと、検出した遺構で用途がはっきり

分かるのは少ないんだよ。それに検出していても、

全然別の用途を考えている遺構もあるかも知れないね。

例えば九州の〟周溝状遺構′′とか、関東の〟平地式

建物〟などは、家畜小屋の候補に上げていいかも知
れないな」

”周溝状遺構〝は家畜小屋？

福岡県小郡市の発掘担当者である片岡宏二さんは、

『「周溝状遺構」の検討』という論文を『福岡考古』

という研究誌に4匝0に分けて発表しています。

東区蒲田水ケ元遺跡
0
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弥生時代の集落遺跡から見つかっている「周溝状

遺構」の資料を全国規模で集め、その性格、機能に

ついて考察したものです。片岡さんが集めた115

か所の「周溝状遺構」というのは、満が円形、方形、

楕円形に巡るもので、その大きさは直径7m前後

です。分布の中心は筑紫平野北部（小郡、朝倉、甘

木など）にあり、その時期は弥生時代後期が多いよ
うです。

この遺構は、どんな目的で、どのように使われた

のでしょうか。片岡さんは次のような説を上げ、そ

れぞれの疑問点、反論もつけ力0えています。
1．墓地、墓域説

満に囲まれた中に遺体を埋めた施設がない。
2．住居施設説

一辺2mという小型のものがあり、炉跡や柱穴が
ないことから竪穴住居ではない。
3・祭祀関係説

祭祀に強い関係のある土器や施設が認められ
ない。

片岡さんは一言も家畜小屋の可能性については触

れていませんが、資料分析に当たっては、その可能

性も充分に検討されたことでしょう。

この「周溝状遺構」は、福岡市内でも東区蒲田水

ケ元（みながもと）遺跡、早良区田村遺跡や雀居遺

跡でも5次と12次調査（週刊ニュース39号）で見

つかっています。12次調査では、弥生時代後期の

土器が出土しましたが、他例と同じように埋葬施設
はありませんでした。
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このようにその用途については、まだはっきりし

ませんが、「周溝状遺構」と写回掘り出した〟ブタ

小屋〟　とは、明らかに時期も規模も異なり、1見し

ただけでも異質な遺構ということがわかります。片

岡さんが家畜小屋と推測しなかったのが納得でき

ます。

火山灰に覆われたムラに家畜小屋があった

昨年11月、雀居遺跡の関連資料調査のために東京、

群馬、茨城に出張したことは、第52号で書いてい

る通りです。続きを書き上げなければいけないので

すが、いつもの悪い癖で二日目以降が未報告になっ

ています。

中筋ムうdくらし

火山灰の下から垣根でかこまれた、現在の一軒の屋敷と思われる建築群が発見された°

垣根の中には竪穴式と平地式の住まいなどが同時に存在して、周囲に畑・祭祀場があるこ

となど、黒井峯遺跡とともに屋敷とムラのようすがわかる、全国で初めての発見だった°
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群馬県では、高崎市、前橋市を中心にして数多く

の遺跡を案内していただきました。その中にじっく

り見学したい遺跡がありました。それは渋川市にあ

る中筋（なかすじ）遺跡です。

中筋遺跡は、事から約1500年前、古墳時代中頃

のムラの一部（－単位）で、垣根に囲まれて竪穴住

居4軒、平地武建物6棟、畑、祭祀場などが発掘さ
れました。

これだけだとごく普通の遺跡なのですが、なんと

榛名山の噴火による火砕流に襲われて埋没していた

のです。イタリアのポンペイの街とは、その規模や

出土品の豪華さなど比べようもありませんが、さっ

きまで生活していたそのままの姿が残っていたので

すから、考古学的にはまさに宝の山でした。

竪穴住居の屋根は、カヤを薄く葺いた後に土をか

ぶせ、さらに華を載せており、初めて屋根の構造が

明らかになりました。ここで注目したいのは、「平
地式建物」です。

群馬県黒井峯遺跡の平地式建物

A－．It Ⅱ　　．－A′

木製遺物

漱一一－－O駐一

・－E′

竪穴住居というのは、地面を掘り窪めて屋根をかけ、

生活する床面が地表よりも下になっています。一方、

平地式建物は、地面にそのまま建て、床は地面と同

じ高さになっています。壁の部分だけをわずかに握

り窪めるので、発掘ではなかなか検出出来ません。

中筋遺跡では、厚く火山灰などで覆われてしまった

ので、いつも掘り出せない平地式建物もよく残って

いました。

遺跡パンフレットによると、地面を掘り窪めた竪

穴住居は暖かいので冬に、夏は涼しい平地式住居に

と季節に応じて住み分けたと説明してあり串す°気
持ちは分かりますが果たしてそうでしょうか°物置

とか作業小屋などの別の用途の方が無難な感じがし

ますが。

中筋遺跡の発掘担当者であった大塚昌彦さんは、「円

形平地式建物について」（『土曜考古』第20号

1996年10月）という論文の中で、群馬県とその周

辺地域で発見された円形平地式建物を紹介し、そ

／D

＼
C′

0

［＝＝圭一jm

l・褐色土　　大きさ2－3mmのローム粒を含む。粘性はないがしまりあり。

2．褐色土　　掘りかた，粘性なくしまりなし，大きさ2m程度のローム粒を少量含む。
3．灰色土　　粘性なくしまりなし，粒は7層よりも粗い。
4・黒色土　　粘性はややあるがしまりなし。

5．明褐色土　粘性はないがしまりあり非常にしっかりしている。大きさ2－6mmのロー
ム粒を多量に含む。

6．褐色土　　粘性はないがしまりあり．2層よりも暗い色調。
5無　　　7・灰色土　　粘性はなくしまりなし，粒は細かい。

∈こ二上±＝］　　　0：；＝‡プ。ツ；－■‾．．’）．ノ’．）’叫．珊〝－’一〇

黒井峯遺跡C－147号平地式建物（左．建築資材の痕跡，右・完掘状況）



家畜小屋7　49

の構造や用途などについて論じています。

その論文に集成された円形平地式建物は、直径2

～4mぐらいの大きさぞ、深さ10～20cm、幅20

～50cm程の溝が巡っています。その形状は九州の「周

溝状選構」とよく似ており、片岡さんの三つの説に

作業小屋、物置説を力0えたらどうでしょうか。

また雀居遺跡のブタ小屋によく似た平地式建物も

あります。それは火山灰に覆われた群馬県子持村黒

井華（くろいみね）遺跡のC－147号平地式建物です。

直径2・9mのサイロ風の構造が推定されていますが、

壁体を据える基礎の満は、幅20cm、深さ20cmで、

その中に直径6～8cmの丸太材を30～40cm間隔

で立てています。雀居遺跡のブタ小屋に比べると満

幅が広く、また満の中に立てた丸太の間隔もあき過

ぎですが、細い満を掘ってその中に丸太を立てると

いうのは同じ技術、工法と言えるでしょう。

大塚さんは、韓国の民俗村にも視野を広げ、円形

平地式建物の用途や村落景観の復元に迫ろうとして

いますが、私が望んでいる〟ブタ小屋〟ではありま

せんでした。

それもそのはず、黒井華遺跡の谷向こうの西組（に

しぐみ）遺跡では、別にちゃんと家畜小屋と認定さ

れた遺構があるのです。

その遺構（西組遺跡B－93号平地式建物）は、2

間×5問（約4mX9m）で18本の柱がある切妻

作りの建物です。内部は西側を5区画し、この部分

だけに壁があったようです。各区画ごとに4足の動

物がつけたと思われる凹地があり、年か馬が飼われ

ていたというのです。また壁のない東側の軒下には

長さ9mx幅1・8m、深さ50cmの満がありますが、

ここに排泄物を溜めたようです。この西組遺跡が火

山の爆発で埋没したのは今から1450年前、中筋遺

跡が姿を消した50年後のことでした°

古墳からは、馬具や馬の埴輪などが発見されるので、

古墳時代に馬がいたことは間違いありません。

畠

群馬県西組遺跡

しかし噴火という大災害のお陰で家畜小屋を確認出

来たのですが、逃げまどった農民や家畜たちに対し

て何となく後ろめたさを感じます。

この群馬県よりも　800年も古い雀居遺跡の遺

構は、出来ることなら災害をあてにしないで考古

学の正攻法でブタ小屋を見つけだし、断定したいも

のです。

抑
中国古代の家畜事情

本家本もとの中国ではどうでしょうか。

遣唐使が目指した唐の都長安は、現在は陳西省西

安市という名前に変わっていますが、その東の郊外

8キロに半披（パンポー）遺跡という新石器時代の

有名な遺跡があります。

半披遺跡は、多から約7千年前から5千年前の仰

詔（ぎょうしょう）文化を代表する遺跡です°1954

年の発見以来、数度にわたって発掘調査が行われ、

幅5～6m、深さ5～6mの満で囲まれた環濠集落

とその共同墓地が発見されています。

発掘された48軒の住居は平地式と竪穴式の2種

があり、平面形にはそれぞれ方形、長石形、円形が

あります。1辺が約10mの大型方形住居もあり、

おそらく集落の公共的な施設なのでしょう。

士壙墓、甕棺墓、木棺墓など250墓の墓が発見

され、成人は集落の外の共同墓地に、乳幼児は甕棺

に入れて集落の中に埋葬しています。石製の鍬や鋤

・ご土を耕して粟を作っています。粟の穂は石包丁で
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摘み取り、貯蔵穴に蓄えました。

豚、犬、羊などの骨が発見され、すでに家畜を飼

育していたことがわかります。実際その小屋と思わ

れる遺構が2か所で確認されています。

その遺構は、雀居遺跡のものに比べると全然大き

さが違うのでが、実測図で見るかぎり、地面に残っ

た痕跡はよく一致しています。報告書の一節を九州

大学に留学している黄建秋さんに訳していただきま

した。読みやすいように私風に表現を変えましたので、

もし間違いがあったら私の責任です。

家畜を飼育した囲柵（？）

居住区の北側、つまり大きな環濠とその西側にあ

る2本の小さな溝の問で、細長い囲柵を2基発見し、

それぞれ1号と2号と名付けた。

第1号囲柵跡は、全長7．1m、幅1．8～2．6mの不整

長方形で、やや北東に向いている。

発見された際には、幅20～40cm、深さ20～30cm

の細い一周する小さな溝であったが、溝の鹿部に、

直径約5～10cm、深さ5～10cmの小さな柱穴が

43個見つかった。この遺構の東側の溝には、柱穴が

3個発見され、一直線に並んでいる。この柱穴は、

ほぼ円形で直径13cm、深さ30cmある。南西部と南

東部の隅では、柱穴は見つからなかった。

遺構の南端には、路と思われる踏み締まった堅い

土層があり、出入り口である可能性がある。

第2号囲柵跡は1号とほぼ同じ大きさで、東西の長

さ5．7m、南北の幅2・5mある。保存状態が悪く、北

辺には溝状の遺構が1本しか見つからなかった。東

辺の溝と南辺の溝の一部には、直径4－16cm、深

さ9－50cmの大小不揃いの柱穴が27個発見された。

柱の太さは、その配置する場所と関係があるようで

ある。北東辺と南東辺の隅の柱が最も大きく、南辺

の溝には、直径が同じ柱が等間隔で配置されて

いる。
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以上2基の囲柵跡内では、かまどや居住面などと思

われる住居跡に関連する遺構が見つからなかったこ

とから、家畜を飼養するための園柵のような施設で

はないかと推定している。

さすが中国。雀居遺跡よりも4千年も古い時代の

家畜小屋です。もちろん報告書では？マークをつけ

て断定はしていないし、またどんな動物を飼育して

いたかも触れていません。学問的にきわめて慎重な

のに対して、雀居遺跡では、ブタ小屋と家畜の種類

まで断定しているのは、ちょっと軽率でしょうか。

もっと家畜の歴史や小屋を調べてみましょう°

家畜とは

「力武さん、最初に家畜の定義をちゃんとしてお

かないといけないでしょう。人間の生活に役立つ動

物ならたくさんいますから」

家畜とは、単純に食糧になって仕事もすると考え

ていましたが、実は私もよくわかりません。ある本

によると家畜として次の種類を上げています。

哺乳類

ウシ、／てリウシ、ヤク、スイギュウ、ヒツジ、ヤギ、

ヒトコプラウダ、フタコプラウダ、ラマ、アルパカ、

トナカイ、ブタ、ウマ、□／＼、イヌ、ミンク、フェ

レット、ネコ、ハムスター、マウス、ラット、モル

モット、ウサギ

鳥　類

二っトリ、ウズう、シテメンテョウ、ホロホロチ

ョウ、ハト、アヒル、／＼リケン、ガチョウ、カナリ

ア

魚　類

コィ、キンギョ
昆虫類

カイコ、ミツパテ
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「動物や昆虫のカイコ、ミツパテなどは納得いく

けど、カナリア、キンギョも家畜なんですかね」

「さっきの本では、農用動物、愛玩動物、実験動

物に大きく分けています。カナ1」ヤとキンギョはペ

ットということだろうね。普通に家畜と言う時は、

農用動物だけをさすようだね°農用動物には、肉、乳、

卵、毛皮、羽毛などの畜産物を取る用畜と、農作業

や車を引く仕事をする役畜に分けています。

「ネコが家畜としたら、材木を運ぶゾウ、芸をす

るサル、狩りをするタカやハヤブサの方が、はるか

に役立っているのに家畜に認められていないのは不

思議ですね」

人間の生活に役立つ、南用な働きをしているとい

うことであれば、もっと多くの種類を上げることが

できるでしょう。

「ヘビやカエルは食用になるし、ハトは通信に役

立ちますよ。養殖した魚や貝はどうなるのかな。美

しい真珠を作るアコヤガイも大いに貢献している

けど」

自然の動物や烏を小さい時から飼い慣らしたり、

あるいは捕獲して調教しても、一応人間の命令を聞

いているだけで、いつでも野生に戻ります°つまり

野生の性質を失っていないので、家畜とは言えない

ようです。

厳密には、遺伝的に改良しているかどうかが重要

なようです°とすると、カイコやキンギョは、もっ

とも遺伝的改良が加えられたもので、家畜の代表と

しての資格十分と言うことが出来るでしょう。

「現代はバイオテクノロジーが注目されこいるけど、

何千年も昔の人が遺伝子の組み換えや改良が出来た

んですかね」

「まさか、実験室でするような難しいことはして

いないだろうけど、優良品種を選び出すことは出来

たと思うよ。例えば卵をたくさん産む二っトリとか、

乳を一杯出す雌牛とか、肥り気味のイノシシとかは、

人間にとっては魅力的だから掛け合わせ、交配を繰

り返して、さらに優秀なものを作ったんじゃない

かな」

「とすると、人間が強制的に繁殖を管理して∴人

間に都合のいいように作り変えたものが家畜と言う

ことですか」

「イノシシからブタ、野牛からホルスタイン、野

蚕から家蚕、オオカミからイヌ。どれも長い時間を

かけた品種改良の結果だろうね。二ウトリは、子孫

を残す分だけ卵を産めばいいのに、いまや毎日産む

ようになっているし、カイコは蛸を守るだけの繭で

よかったのに、良質で出来るだけ長い糸を吐き出す

ように強要されているね。動物にとっては、まった

く受難の歴史だね。家畜だけでなく稲や野菜も同じ

だよ」

家畜の定義がなんとなく分かってきました。ネズ

ミを捕らなくなったネコなど、何の役にも立ちませ

んが、人間になれなれしく擦り寄るように愛玩用と

して品種改良をしたわけなので家畜と言うことなの

でしょう。

「家畜化の最初は、野生の群れから隔離しなけれ

ばいけないから、囲いが不可欠だったということに

なるね。だから家畜とは、囲いの中で飼育され、品

種改良されたものと言い換えようが。その囲いは、

動物に応じて、小屋、竹カユ水槽など逃げない施

設を作ったんだよ。そんな意味からも、雀居遺跡の

ブタ小屋発見は大きいね。ただ弥生人が日本のイノ

シシを捕まえてブタにしたのではなく、品種改良が

すでに終わったブタが伝わって来たということにな

っているけどね」

「力武さんの話を聞いていると、人間自身こそ家

畜の代表ではないですか。ヒトとして出現して以来、

群れや家族のルールを守るように仕向けられ、いま

や奥さんの言いなりでしょう」

「なるほどね。家畜も野生から離れると、本来持

っていた能力が次第に薄らいでしまうらしいよ。人

間も体格はよくなったけど、体力も気力もないし、

すぐ病気になりやすいしね。それに家内には頭は上

がらないし」

自分の姿が、肥りきったブタと重なりあって、な

んとも情けない話になりました。

豚のいない中国？

さて、現代中国の家畜事情、特にブタの飼育が

どうなっているのか興味があります°昨年、「地域

文化フォーラム」で長江下流域に出張する機会に悪

まれ、行く先々で農家の庭先を注意深く覗くように

しました。

中国では、明器（めいき）と言って、建物、道具、

田んぼなどの模型を作って墓に副葬する風習があり、

弥生時代と同じころの漢時代には、〟ブタ小屋〟の

明器もあるくらいですから、現代の農家にも屋根つ

きのちゃんとしたブタ小屋があるものと楽しみにし

ていました。そんなに立派でなくても雀居遺跡で想

像しているような丸太抗で囲ったものぐらいは見つ

かるだろうと期待していましたが、小屋どころか、

ブタの姿をまったく見掛けないのです。

毎日出てくる中華料理には、豚肉がふんだんに使

われているのに、ブタはどこに逃げたのでしょうか。

心配になって通訳の黄さんに頼んで農民に質問し

てもらいました。すると、意外な害えが返ってきま

した。

以前はブタの糞尿を肥釉こ利用することもあって

飼っていたが、化学肥料が普及したので飼う必要が
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ないと言うのです°　中国でも大きな養豚場で飼育、

生産されているのでしょう°

私が訪れたのは、上海、南京など中国では最も豊

かな農村地帯だったので、この地域だけの特殊事情

なのかも知れません。では中国の田害ではどうでし

ょうか。

中国責州省のお土産

板付遺跡弥生館の『貫頭衣を織る』講座を指導し

ていただいている福岡県工業技術センター専門研究

員の烏丸貞悪先生は、アジアの織物研究のために

毎年、中国責州省で精力的に調査を重ねられ、その

度に珍しいお土産をいただいています°

「力武さん、面白い土産を見つけて来たよ」

「以前いただいた稲の穂摘み道具は、弥生時代の

石包丁とよく似ていましたね°誰も持っていないか

ら私の宝物ですよ」

「多度も力武さんが見たらさぞ喜ぶだろうと思っ

たけど、残念ながら買って来れなかったのよ」

「えっ、話だけですか」

お土産は写真2枚だけだったので、がっかりです。

しかし、気を取り直してよく見るとただの写真では

ありません。

「えっ、囲いの中にいるのはブタですか？」

「そうです°力武さんが週刊ニュースに書いてい

た雀居遺跡のブタ小屋というのはこれだなと思って

撮影したのよ」

ブタ小屋は、草葺き屋根から伸ばした庇の下にあ

り、一応雨露を避けるようにはなっていますが、い

中国責州省のブタ小屋

かにも粗末な作りです°雑木を無造作に切断した丸

太を数cm間隔で立て並べ、その上部に横材（竹？）

を渡し、蔓を巻いて固定しています。丸太の上端が

潰れていないことからすると、木槌で強く打ち込ん

だのではなく、地面に突き刺したのでしょう。周囲

には雨落ち溝があり、丸太の根本には土を寄せて雨

水の侵入を防ぐ工夫をしています°ブタは1頭°餌

入れなのかバケツが1個ぶら下がっていますが、他

には何もありません°粗末で素朴、いやもっとも合

理的で機能本位の施設です。

「烏丸先生、こんなブタ小屋を接していたんです。

雀居遺跡の遺構から想像していた構造とまったく一

緒です。これで謎が解けました°ブタ小屋に間違い

ありません。弥生時代にブタという家畜を飼育して

いたこが初めて証明できました」

長い間、ブタ小屋と決めかねていた私にとって最

高の土産となりました°廟鋤
韓国のブタ小屋

弥生文化の船出の候補地の一つ、韓国ではどうで

しょうか°

これまで6回渡韓し、遺跡を訪ねて田害も歩きま

したが、ブタを目撃した経験がありません°　日本の

田舎でもブタと出合うことはまずないので、恐らく

どこかでちゃんと飼育しているはずです。そこで韓

国の田害の建物や風景を復元している『韓国民俗村』

で捜すことにしました。

板付弥生のムラを整備復元する時に、この『韓国

民俗村』を参考にしたことは何度も書いた通りです。

日本にも『明治村』のように古い建物を移築復元し

た場所はありますが、それは建物だけであって、中

の道具や当時の風俗まで再現するというこ－とはあり

ません。ところが『韓国民俗村』は、家財道具も農

民も揃え、当時の生活様式のままに暮らしているの

ですからピックリです。しかも何気なく自然な雰囲

気で溶け込んでいるのですから、見学者は、つい話

し掛けたくなります°農民だけではありません。両

班（ヤンパン）の屋敷では、髭を生やした両班が机

に向かって本を読んでいるし、村の鍛冶屋は、汗を

流しながら鉄を鍛えています°森の中からは民俗楽

器の合奏も聞こえてきます。村の広場ではお祭りも

始まりました。

当然、畑には作物が育ち、二ウトリは庭先に干し

てある豆を狙い、おばさんが大声で追い払っていま

す°年や山羊の華を噛む□からは、長い誕が垂れて

います°なんとものどかな情景なので、気持ちもす

っかり落ち着いて時間が過ぎるのを忘れてしまいま

す。

もちろん営業用の施設なので、完全な再現ではな
いと思いますが、韓国各地の家畜小屋を一度に見る

には、これ以上の場所はありません。

ところが『韓国民俗村』は、3度訪ねたことがあ

るのに、肝心の家畜小屋の撮影をしていませんでし

た。幸い板付遺跡弥生館の『貫頭衣を織る』講座の

皆さんが毎年調査旅行に出かけるので、参カロされた
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板付遺跡弥生館指導員の中村先生に撮影をお願いし

ました°　その写真が次の3枚です。

1はアヒル」＼屋で、四隅と入口に太い丸太柱を立て、

斜めの屋根が掛けてあります°壁はなく、丸太をア

ヒルが逃げ出さない程度の間隔で並べ、上部は開い

ています。

2は納屋から棟をのばした小屋で、2間半×1問

半ぐらいの大きな小屋です。丸太を並び立てる方法

は同じですが、間隔が密で、上部は霊網が張ってあ

ります。内部が分かりませんが二っトリかな。

3は広く囲った中にヤギとブタが遊んでいます。

囲いは、数m間隔に丸太抗を打ち込み、横木を渡し、

針金や釘で固定しています。奥にある小屋は、前面

以外の三方は丸太か竹で作った壁が回っています。

3枚の写真のような小屋や囲いは、韓国独特のも

のではなく、誰もが考えるような構造です°1と2

の壁の丸太は、雀居遺跡のブタ小屋と似ていますが、

地面には打ち込んではいないようです°　これは力の

弱いアヒルや二ウトリだったので、強度は必要がな

かったのでしょう。

こんな使い方もある

雀居遺跡のブタ小屋をなんとか認めてもらおうと、

都合のいい資料だけを取り上げました。しかし、最

後に否定的な資料も掲載して、みなさんの判断を待

ちたいと思います。

それは次の写真です°　これは鳥丸先生が先のブタ

小屋と同じ責州省の村で撮影されたものです。円形

に丸太を打ち込み、小枝を編んで50cmほどの壁を

作っています°　囲いの中は燃料の炭粉で、壁に立て

掛けた竪杵で細かく砕くのでしょう。

弥生時代の囲いは、家畜を飼育するだけでなく、

写真のような使い方があったことも考えておくべき

でしょう。実際、発掘によって石器作りの石材や完

成品を穴に入れていたり、蛸壷を円形土壙に収めて

いる例が発見されており、弥生人は以外と整理整頓

が上手だったようです°

中国貴州省の囲い

11韓国民俗村の家畜小屋

21韓国民俗村の家畜小屋

31韓国民俗村の家畜固い

ブタ小屋想像図
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3月19日　木曜　曇後雨

短い竪杵

24日の最終日まで晴れてくれると助かったのに、

午後から雨になりました。北拡張区西寄に広がって

いる古墳時代土器溜めの実測は瀬戸さんが頑張って

いるの．ごすが、細かく割れているのでなかなか手強

い相手です°　もう時間がないので、周囲から掘り下

げていますが、竪杵や丸鍬などの木製農具が出始め

ました°

「最初からこんな木器が出てくると、土器溜めの

下は何が埋まっているかわからないね。それにして

もこの竪杵は、長さが66cmしかないよ。短いので

立っては使えないから、おそらく背の低い臼で座っ

て使うんだろうね。こんな杵を手杵（てぎね）と呼

んでいます°　座って作業すると、あまり力が出せな

いね。力を入れたらいけない材料を撞いていたとい

うことだよね。何だったんだろう°　まさか子供用や

飾りだったわけじゃないだろうし」

那珂久平遺跡では、形は違いますが短い杵が出土

しています。これは重量があり、また端部が平坦な

作りなので押しつぶす使用法を考えました°　前号は

臼のことを書いたので、次号は杵の話にしましょう。

甥

北拡張区の発掘作業

3月20日　金曜　小雨

言い訳ですみません

月一度の埋蔵文化財課合議のために発掘作業は休

みです。

この会議には、毎月、安全衛生小委員会で検討、

作成した安全作業のハンドブックを提出するように

していますが、年度末は報告書作成や発掘の追い込

みなどで、つい専念する時間が少なくなり、計画通

りに出来ませんでした°

この日は、「燃料の取扱いについて」を配付しま

した°発掘現場．整理事務所では、発電機を始めと

して、ストーブなどの暖房器具用などに各種の燃料

を使用しています。

燃料は量の多少にかかわらず十分な注意が必要で

すが、ドラム缶で注文することが多い発掘現場では、

「消防法」など法令の規制の対象になり、使用や保

存（貯蔵）に当たっては条文を守らなければいけま

せん。

このためにはその条文の勉強から始めないと、実

際的なハンドブックは出来ません°　福岡市消防局か

ら『火災予防条例関係例規集』などの関係資料を買

い求め、読みましたが、にわか勉強ではいい内容の

ハンドブックが出来る上がるはずがありません。

最後まで言い訳になりましたが、もう一度熟読し

て作成したいと思っています°

北拡張区の実測作業
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3
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0
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色
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縁
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・器
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径
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径
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台
径
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土
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整
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ア
な

言 田
径
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Ⅱ Ⅱ
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．P

28
・2
9

28
．2
9

S
C
－
0
1‘

S
C
－
01

弥
生

土
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－甕
5
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24
．4
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灰
茶
色
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部

異
姓
）

茶
色

砂
粒

わ
ず
か

。精
良
土

に
近
い

良

P

粗
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ナ
デ

ロ

横
ナ
デ

三
角

形
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帯
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．
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／ヽ
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Ⅱ Ⅰ
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生
土

器
甕
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．5
0　
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．4
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褐

色
灰
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精
良

土
に
近
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堅
緻

横
条

痕
擦

刷
痕
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°
細
身
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手
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強
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作
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凸
帯

三
角

形
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蒲
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生
土
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粒
良
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形
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Ⅱ
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土

器
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ヶ
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時
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Ⅱ
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P
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．
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色
4
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粒
良
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縦
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Ⅱ
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C
－
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1
弥

生
土

器
甕
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2
4．
00
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茶
褐
色
（黒

ず
む
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灰
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わ
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粒
良

ナ
デ

右
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縁
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縦
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－
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縦
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の
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P

2
8．
29

0
1

弥
生
土

器
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5．
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3
1．
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色
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色
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粒
堅
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縁
部
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横
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縦
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Ⅱ Ⅱ
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わ

ず
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縁
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縁
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縁
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縦
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縁
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縦
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／　ヽ
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う
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褐
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－‾。

口
縁
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土
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な
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茶
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灰
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ガ
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光
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灰
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半
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工
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縁
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縁
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Ⅱ
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縁
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デ
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ヶ
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手
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ヶ
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良
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縦
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デ
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所
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良
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デ
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Ⅱ
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茶
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．P

2
8
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ナ
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い
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整
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Ⅱ
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縁
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縦
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縁
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右
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縁
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縦
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縁
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り
の
ナ
デ

36
14

00
68

4
Ⅱ

P
29

S
C
－
0
2

弥
生

土
器

甕
6．
20

2
1．
40

茶
色

（下
半
）
褐

色
赤
茶

色
小

砂
粒

堅
い

口
縁
部

は
横

ナ
デ

ー
体

部
は
粗

い
ハ
ヶ

目
口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
自　

体
部

は
左
上

が
り
の
ナ
デ

刻
み
目
は
上

、下
に
。
条

痕
鋭
利

美
し
い
。

36
15

00
66

8
Ⅱ

P
29

S
C
－
02

弥
生

土
器

甕
3．
55

37
．8
0

灰
色

灰
色

わ
ず

か
に
灰
色

堅
い

口
縁
部

は
横

ナ
デ

’
下
半

は
細

か
な
縦

ハ
ヶ
目

横
ハ

ヶ
目

口
縁

端
の
上

下
に
刻

み
日
。

37
16

0
08
04

－
Ⅱ

0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

S
K
－
03

0
弥
生

土
器

甕
3．
10

20
．2
0

灰
褐

色
灰

茶
色

小
砂

粒
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ
上

ナ
デ

調
整
順
序

横
ナ
デ

か
ら
ナ
デ
上

げ
。
※
水

分
が
多

い
状

態
で
ナ
デ
て
い

る
。

37
17

0
06
94

Ⅱ
0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器

P

甕
3
．8
5

25
．4
0

灰
色

灰
色

砂
粒

わ
ず
か

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
粗

い
縦

ハ
ヶ
目

左
上

が
り
の
ナ
デ

ハ
ヶ
日
粗

い
、雑

。

37
18

0
06
88

Ⅱ
0

2
9

S
C
1
02

弥
生

土
器

甕
5
．5
5

26
．8
0

茶
色

茶
色

小
砂

粒
多

い
が

、表
面

に
は
出
て
い
な
い

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

二
角

形
断

面
の

口
縁

部
か

37
19

0
06
9
1

Ⅱ
0

2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器 月．

甕
5
．5
0

20
．4
0

茶
色

茶
色

小
砂

粒
多

め
良

。
破
片

の
た
め
傾

き
不
正

確
。
も
う
少

し
立
つ

か
。

37
20

00
68
6

Ⅱ
0

2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器

4
．7
5

25
．0
0

つ
す
い
茶
色

つ　
い
茶
色

精
良
土
に
近

い
良

言
縁

部
は
横

ナ
デ　
　

昌
は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

ロ面
の
調　

丁
密

で
な
め
ら
か

37
2
1

00
69
3

Ⅱ
0
．P

28
．2
9
S
C
－
02

弥
生

土
器

甕
5
．7
5

26
．2
0

赤
茶
色

赤
茶
色

砂
粒

高
温

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦
ハ

ヶ
目

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ
上

げ
一一了
‾　
　　
　　
　　
　　
　　
　

。
口
縁
肥

厚
丁

密
な
器
面

調
整

37
22

00
67

1
Ⅱ

0
．P

28
．2
9
S
C
－
02

弥
生

土
器

甕
6
．0
5

28
・4
0

灰
茶
色

茶
色

内
面

砂
粒

露
出

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ　

指
頭

圧
痕

。　
　　
－－
・　
　　
　　
　　
　　
　　
　　。

外
面

ハ
ヶ
目
粗

い
目

37
23

00
69
9

Ⅱ
P

29
S
C
－
0
2

弥
生
土

器
甕

3．
80

33
．8
0

う
す
い
茶
色

灰
茶
色

小
砂

粒
ご
く
わ
ず
か

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ

左
上

が
り
の
ナ
デ

。
体
部

は
内
傾

強
い

3
7
24

00
66
9
．

Ⅱ
0
・P

28
．2
9
S
C
－
0
2

弥
生
土

器
甕

4・
0
0

21
・6
0

赤
茶
色

赤
茶
色

4、
砂

粒
。
雲

母
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ

ヶ
日

ナ
デ

。
口
縁
が

幅
広

い
割
り
に
は
口
径

小
さ
い

3
7
25

00
67
0

Ⅱ
0
・P

28
．2
9
S
C
－
0
2

弥
生
土

器
甕

3．
5
5

24
．8
0

灰
茶
色
（口

縁
上
面
）
灰
茶
色
（言

縁
上
面
）
砂
粒

少
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
ハ
ヶ
目　

下
半

は
左
上

が
り
の
ナ
デ

言　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　。

3
7
26

00
6
98

Ⅱ
P

29
S
C
－
0
2

5駄
生
土

器
甕

5．
5
5

25
一4
0

う
す

い
茶
色

う
す
い
茶

色　
　

′J、
砂
粒

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ハ
ヶ
目
を

重
ね
る

左
上
が

りの
ナ
デ

外
面
の
ハ

ヶ
目
は
2
種
あ
り
。
丸
み

、分
厚
い

つ
く
りの

口
縁

部
。

3
7
27

00
6
95

Ⅱ
0
．P

28
．2
9
S
C
－
0
2

琵ホ
生
土

器
甕

4．
00

26
．6
0

茶
褐
色

茶
褐

色　
　　
　

′Ⅰ
、砂

粒
多

め
良

言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

を
横

ナ
デ
消
し

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
自　

体
部
は
ナ
デ

5c
m
小

破
片

。
器
面

に
砂

粒
露
出

。

37
28

（X
）6
92

Ⅱ
0
．P

28
．2
9
S
C
－
0
2

弥
生
土

器
甕

4．
50

2
8．
60

茶
色　
　　
　　

′赤
茶

色
極

小
砂

粒
堅
い

器
面
調

整
は
丁

寧
。
口
縁

部
粘

土
の
継
ぎ
が

面
白
い

37
29

00
6
87

Ⅱ
0

29
S
C
－
0
2

尋駄
生
土

器
甕

3・
70

2
9．
40

ノ一赤
茶
色　
　　
　　

′赤
茶

色　
　　
　　

ノ1
、砂

粒
多
め
。
表
面

砂
粒

露
出
し
て
い

る
°

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ

ナ
テ
P

。
外

面
ハ

ヶ
日
ナ
デ
消

し
。

37
30

00
6
89

Ⅱ
0
・P

28
．2
9

S
C
－
0
2

5ホ
生
土

器
甕

3．
80

3
2．
00

灰
茶
色　
　

鑑
面
か
ら
）
′ J
、砂

粒
多
め

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

休
部

は
縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ

外
面
色

調
。

訟 適
応

苺 ・．
法1 渦 釉



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
ノ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地

点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

口
．器

受
部
径

最
大
径

底
．脚
裾
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面
調

整

37
31

0
07
45

Ⅱ
0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

S
K
－
0
32

弥
生

土
器

－
甕

5
．3
0

134
．4
0

赤
茶

色
（口

縁
部
上

面
よ
り

内
）灰

茶
色

砂
粒

含
む

－
堅

い
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
調

整
痕

不
明

体
部

は
左
上

が
り
の
ナ
デ

丁
寧
な
つ
く
り
、調

整
。

37
32

0
06
62

Ⅱ
0
・P

28
．2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器

士 宣
4
．8
0

10
．4
0
灰
茶

色
灰

茶
色

1
－
3m

m
大

砂
粒

多
め

。胎
土
粗

い
ナ
デ
上

げ
ナ
デ
上

げ
外

面
幅
約

1
8m

m
へ

ラ
状

の
ナ
デ
。

37
33

0
07
43

Ⅱ
0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

S
K
－
0
32

弥
生

土
器

甕
4
・9
0

6・
70

茶
色

灰
黒
色

1
m
m
以
下

の
砂
粒

多
め

良
縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
逆
時
計

回
り
に
ナ
デ

ナ
デ
？

※
くび

れ
小

さ
い

。 ．11
11

38
34

0
06
83

Ⅱ
0

29
S
C
－
02

弥
生

土
器

士 璽
灰
茶

色
灰

茶
色

砂
粒
含

む
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
パ

ケ
目

刻
み
目
口
縁

下
痢

の
み

割
り
に
ソ
ヤ
ー
7

。

彿
35

0
06
90

Ⅱ
0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器

＝と
r

璽
茶
色

茶
色

砂
粒

少
な
い

が
、密

で
な
い

良
ナ
デ
？

横
ナ
デ　

滑
ら
か

傾
き
、上

、下
？

38
36

0
06
67

Ⅱ
0
・P

28
・2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器

士 亜
2
．9
0

3・
70

灰
色

灰
色

砂
粒

少
。精

良
土

に
近
い

。や
や
軟

質
良

ナ
デ

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ
上

げ

38
37

0
06
6
1

Ⅱ
0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

弥
生

土
器

士 璽E
5
．7
0

10
．2
0
黒
色

土
灰

茶
色

小
砂

粒
（1

m
m
以
下

）多
め

ナ
デ
上

げ
ナ
デ
上

げ
外

面
ミ
ガ
キ
状

の
ナ
デ

な
め
ら
か

。絵
画
ら
し
き
も
の
あ
り
。

38
38

0
11
46

Ⅱ
0
．P

28
．2
9

S
C
－
02

土
製

品
投
弾

3
．8
2

2
．1
7

2
．1
3

灰
茶

色
（図

表
は

黒
斑

）
砂

少
堅

い
焼

成
前

に
キ
ズ
。
絵
画

で
は
な
い
？

43
1

0
13
47

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

05
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
19
・7
5

15
．1
0

18
．6
0

淡
黄

橙
色

一
暗
い

灰
黄

褐
色

淡
黄
橙

色
～
褐

色
密

。径
1
－
2m

m
の
粗

砂
を
少
し
含
む
。
石

英
、長

石
（と

も
に
－
2
m
m
）が

主
体

。他
に

は
、金

雲
母

、角
閃

石
が

若
干
含

む

良
好

胴
下
半

は
パ
ケ
メ
、上

半
は
タ
タ
キ
後

縦

ハ
ヶ
し
て
肩
部

横
ハ
ヶ　

言
縁
部

～
頸

部
は
回
転

的
な
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

や
ナ
デ
、

上
半

は
ヶ
ズ

リ　
頸

部
は
指

ナ
デ　

口
緑
部

は
横
ハ
ヶ
後

回
転

的
横

ナ
デ

口
縁
端
部

は
内
面
摘
ま
み

出
し
が
上
方
へ

曲
が
っ
て
い
る
。

端
部
も
面
取

りし
て
い
る
。胴

下
半
に
煤
付
着

。

43
2

0
13
43

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

08
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
19

・6
0

15
・4
0

19
．2
0

灰
白
一

暗
褐
色

（

ス
ス
に
よ
り
全
体

的

に
ぷ
い
桂
一
暗

褐
色

密
。径

1－
2m

m
の
粗

砂
を
少
し
含
む
。
石

英
（～

2
m
m
）が

最
も
多
い

。他
に
は
長
石

（1
m
m
ほ
ど
）が

少
し

良
好

胴
下
半

は
か
す
れ
た
縦

ハ
ヶ
、上

半
は

縦
．横

ハ
ヶ
後
衛

措
波

状
文　

言
縁

部

～
肩

部
に
回
転

的
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ
、上

半
は
ヶ
ズ

11
口
縁
部

は
ハ
ヶ
メ
後

回
転

的
横

ナ
デ

肩
部
波
状

文
は
回
転
的

横
ナ
デ

に
切

ら
れ
る
。
胴
外

面
や

内
面
下
半

に
煤
付

着
。
鹿

部
内

面
に
指
頭

圧
痕

。一
口
縁

端
部
は
面
取

り
。

43
3

0
13
37

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

06
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

or
D
系

影
響

下
の
B
系

）
20

．3
5

14
．2
0

17
．8
0

浅
黄

橙
色

～
褐
色

（し
か
し
ほ
と
ん
ど

に
ぷ
い
褐
色

～
褐

色

密
。径

1－
2m

m
の
粗

砂
を
少
し
含
む
。
長

石
（～

2
m
m
）、
石

英
（～

2m
m
）が

ほ
と
ん

ど
良
好

胴
下
半

は
工
具
ナ
デ

、上
半

は
縦
．横

ハ
ヶ
メ
後

肩
部

に
櫛
措

波
状

文　
言
縁

部
～
頚
部

は
回
転

的
横
ナ
デ

胴
下

半
は
指

オ
サ

エ
後

ヶ
ズ

リー
と
ナ
デ
、

上
半

は
ヶ
ズ

リ
後
ナ
デ　

頸
部

に
ハ
ヶ

メ
痕　

口
緑

部
は

回
転
的

横
ナ
デ

頸
部
外
面

に
接
合

痕
。
鹿

部
外

面
に
2
～
3回

タ
タ
キ
後

ハ
ヶ
メ
施

す
（小

平
底

の
名

残
あ
る
丸
底

）。
外
面

全
体

に
煤
付

着
。

43
4

0
13
4
1

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

0
1

吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
2
1．
15

15
．4
0

19
．4
0

浅
黄

橙
色

一
に
ぷ

い
黄
橙

色

に
ぷ
い
橙
色

～
褐

色

密
。径

1－
2m

m
の
粗

砂
を
や
や
多

く含
む

。
石
英

（～
2
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

2
m
m
）。

他
に
金

雲
母

が
若

干
み
ら

れ
る

良
好

胴
下
半

は
か
す
れ
た
縦

ハ
ヶ
、上

半
は

タ
タ
キ
後

縦
．横

ハ
ヶ
し
て
肩

部
横

ナ
デ

口
縁

部
は
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

や
ナ
デ
、

上
半

は
ヶ
ズ

リ
後
ナ
デ

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
後
横

ナ
デ

肩
部
外
面

に
櫛
措

波
状

文
廻

る
。胴

外
面

下
半

は
煤

が
厚

く付
着

。
言
縁

端
部

は
面
取

り
。

43
5

0
13
45

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

09
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
20

．7
5

15
．5
0

19
．3
0

淡
橙

一
に
ぷ
い
褐

色
（半

分
は
ス
ス
で

黒
色

）
淡

黄
橙

一
褐
色

密
。径

1～
4
m
m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。
石
英

（～
4
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

2
m
m
）。

他
に
は
、金

雲
母

、角
閃
石

が
若

干
有

り　
－

良
好

胴
下
半

は
タ
タ
キ
後
縦

ハ
ヶ
、上

半
は
夕

タ
キ
後

縦
．横

ハ
ヶ
し
て
肩
部

横
ナ
デ

口
縁

部
は

回
転
的

横
ナ
デ

胴
下

位
は
ケ
ズ
リ
後

ナ
デ
や
指
オ
サ

エ
、

中
一
上

位
は
ヶ
ズ
リ
後
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
や
工

具
ナ
デ
後

回
転

的
横

ナ
デ

肩
部
外
面

に
6ヶ

所
ハ
ヶ
メ
列
点

文
が
廻

る
。
外

面
全
体

に
煤
付

着
。

43
6

0
13
57

Ⅱ
0

2
3

SE
－
0
1

03
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
2
1．
75

16
．1
0

19
・7
0

橙
～
灰

褐
色

（大
半
は
ス
ス
で
黒
色

）
橙

～
褐
灰

色

密
。径

－1－
3
．5
m
m
の
砂
礫

を
少
し
含

む
。

石
英
、長

石
（と

も
に
～
3・
5m

m
）が

ほ
と
ん

ど
。他

に
は
、金

雲
母

、白
色
パ

ミス
が
若

干
み
ら
れ

る

良
好

胴
下
半

は
タ
タ
キ
後
縦

ハ
ヶ
、上

半
は
タ

タ
キ
後

縦
．横

ハ
ヶ　

口
縁

部
～
頸

部
は
回

転
的
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

や
ナ
デ
、

上
半

は
ヶ
ズ

リ
後
ナ
デ　

言
縁
部

は
ハ

ヶ
メ
後

回
転

的
横
ナ
デ

肩
部
の
1
ヶ
所
に
3
行

×
3
列

（計
9個

）
の
列

点
文

あ
り
。

頸
部
下

に
指

頭
圧

痕
。
外

面
全
体

と
内

面
下

半
に
煤
仲

着
。

43
7

0
13
42

Ⅱ
0

2
3

S
E
一
0
1

04
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
23

．6
0

15
．8
0

20
．2
0

灰
白
一

明
褐
灰

色
に
ぷ

い
褐
～
褐

色
密

。径
1
－
4
m
m
の
粗

砂
を
や
や
多

く含
む

。
石
英

（～
4
m
m
）が

最
も
多

い
。他

に
は
、

長
石

（～
2
m
m
）
、金

雲
母
が
み

ら
れ
る

良
好

胴
下
半

は
か
す
れ
た
縦

ハ
ヶ
、上

半
は

縦
・横

ハ
ヶ
後
肩

部
横

ナ
デ　

口
縁
部

は
回

転
的
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

や
ナ
デ
、

上
半

は
ヶ
ズ

リ　
頸

部
に
ハ
ヶ
メ
痕

口
縁

部
は
回

転
的
横

ナ
デ

口
縁

部
内

面
は
平

坦
で
あ
り
、工

具
な
ど
で
横

ナ
デ
し
て

い
る
の
か
。

43
8

0
13
39

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

02
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
23

・6
5

16
．6
0

2
1・4

－0
浅
黄

橙
一
に
ぷ
い

褐
色

に
ぷ
い
褐
色

～
褐

色
密

。径
1
－
2m

m
の
粗

砂
を
少
し
含
む
。
石

英
（～

2
m
m
）が

ほ
と
ん
ど

良
好

胴
下
半

は
か
す
れ
た
縦

パ
ケ
、上

半
は

縦
．横

ハ
ヶ
後
肩

部
横

ナ
デ　

言
縁
部

は
回

転
的
横

ナ
デ

胴
下

位
は
指

オ
サ

エ
、
中
～
上
位

は
ヶ

ズ
リ
後
ナ
デ　

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
後
横

指
ナ
デ

肩
部
外
面

に
9ヶ

所
列

点
文

が
廻
る
。
胴
外

面
下

半
は
煤

が
厚

く付
着
。
口
縁

端
部

は
面
取

り
。

43
9

0
13
40

Ⅱ
0

2
3

S
E
－
0
1

07
吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）
－

27
．0
0

18
・7
0

24
．0
0

に
ぷ
い
橙
色

～
褐

色
に
ぷ
い
橙
色

～
褐

色

密
。径

1
－
2m

m
の
粗

砂
を
少
し
多
く
含
む

。
石
英

、長
石
が
ほ
と
ん
ど

（～
2
m
m
）。

他
に
は
、角

閃
石

、金
雲

母
が

若
干
み
ら
れ
る

良
好

胴
下
半

は
か
す
れ
た
縦

ハ
ヶ
、上

半
は

縦
．横

ハ
ヶ
後
肩

部
横

ナ
デ　

口
縁
部

は
端

部
摘

ま
み
出
し
後
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ
や
指
オ
サ

エ
、

上
半

は
ヶ
ズ

リ
後
ナ
デ　

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
後
横

工
具

ナ
デ

肩
部
外
面

に
5ヶ

所
ハ
ヶ
メ
列
点

文
が
廻

る
。

頸
部

下

に
指
頭

圧
痕

。外
面

全
体

と
内
面

下
位

に
煤

付
着

。
言

縁
端
部

は
面

取
り
。

43
10

0
13
46

Ⅱ
0

2
5

SE
－
0
1

弥
生

土
器

甕
挿

図
番
号

に
ぷ
い
橙

～
に
ぷ

い
褐
色

に
ぷ
い
橙
色

普
通
。
径

1－
2
m
m
の
粗
砂

を
や
や
多

く含

む
。
石
英

（～
2
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で

長
石

（～
1m

m
）他

に
は
、金

雲
母
が

若
干

み
ら
れ
る

や
や

良
好

ロ
縁

部
は
縦

ハ
ヶ
後
横

ナ
デ　

端
部

は

横
ナ
デ
し
て
刻
旧
が
廻

る
胴
部

は
ナ
デ
か　

口
縁
部

は
ハ
ヶ
メ

48
1

0
13
48

Ⅱ
P

24
S
E
－
0
2

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
（1
5．
0
0）

（1
6・
70

）
淡
い
褐

色
一
に
ぷ

い
褐
色

淡
い
褐

色
一
に
ぷ

い
褐
色

密
。径

1
－
3m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。
石
英

（～
3
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

3
m
m
）。

他
に
は
、
白
色
パ
ミ
ス
が
若

干
み
ら
れ
る

や
や 良

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ

端
部
面

取
り
（沈

線
あ
り
）

胴
部

は
ナ
デ　

口
緑

部
は
横

ハ
ヶ
後

横
ナ
デ
？
（磨

滅
）

胴
外

面
上

半
に
煤

付
着

。

48
2

0
13
44

Ⅱ
P

2
4

S
E
－
0
2

06
吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

19
・9
5

14
－－8
5

18
．6
0

灰
白
一

に
ぷ

い
褐

色
（た

だ
し
ス
ミ
に

よ
り全

面
黒
色

）

灰
白
～
に
ぷ
い
褐

色
（た

だ
し
ス
ミ
に

よ
り全

体
的
に
黒

色
）

密
。径

1
－
2m

m
の
粗

砂
を
少
し
含
む
。
石

英
（～

2
m
m
）が

最
も
多
い

。他
に
は
長
石

（～
1m

m
）
や
金
雲

母
が
若

干
良
好

胴
下
半

は
か
す
れ
た
縦

ハ
ヶ
、上

半
は

縦
．横

ハ
ヶ
後
肩

部
横

ナ
デ　

口
縁
部

は
回

転
的
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

や
ナ
デ
、

上
半

は
ケ
ズ

リ
後
丁

寧
な
ナ
デ　

言
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後

回
転
的
横

ナ
デ

肩
部
外
面

に
ハ
ヶ
メ
列

点
文

が
5
ヶ
所
廻

る
。
内
外

面
全

体
に
煤

付
着

°
内
面

頸
部

下
に
指

頭
圧
痕

。

48
3

0
13
38

Ⅱ
P

2
4

S
E
－
0
2

04
吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

24
．1
0

（1
8．
0
0）

22
．6
0

に
ぷ
い
黄
褐

色
に
ぷ
い
黄
橙

色
～

に
ぷ
い
黄
褐

色

密
。径

1
－
2m

m
の
租

砂
を
少
し
含
む
。
石

英
（～

2
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長
石

（
1
－
2m

m
）

や
や

良
好

胴
下
半

は
縦
ハ
ヶ
後
雑

な
ハ
ヶ
、上

半

は
縦

・横
ハ
ヶ
後
横

ナ
デ　

口
縁
部

は
横

ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

、ナ
デ

上
半

は
ヶ
ズ

11
後
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後
横

ナ
デ

肩
部
外
面

に
文
様

的
な
横

ハ
ヶ
が
1
本
廻

り、
最

後
に
櫛

措
波
状
文

が
廻

る
。
内

面
頸

部
下

に
指

頭
圧

痕
。
口
縁

内
面
は
外
面

よ
り
平
坦

。

55
1

0
13
03

Ⅱ
N
～
R
2
2～

24
S
J－

0
1

う
ー
こ
、N

o
．3
・え

ー
ハ
、N

o．
1．
え
ー
こ
、

N
o．
1

吉
武

土
師
器

甕
（A

系
）

3
1．
10

44
．2
0
－

46
・2
0

淡
橙

色
～
淡

黄
褐

色
淡
黄
褐

色
比

較
的

精
良

土
に
4
m
m
ま
で
の
砂
粒

を
少

量
含
む
。
長
石

多
い

。石
英

良
好

胴
部
は
ハ
ヶ
メ
後
突
帯

貼
付　

頸
部

～
口
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後
端

部
に
横

ナ
デ

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ハ
ヶ
メ
後

二
次

口
縁

へ
の
屈

曲
部

に
ナ
デ

突
帯
部

に
山
形
の
ハ

ヶ
メ
列
点

文
。

55
2

0
13
26

Ⅱ
N
～
R
2
2－

24
S
J1

0
1

く
－
ハ

．く
－
ニ

・け
－
ハ

・杭
5
土

器
溜

り

10
吉
武

土
師
器

甕
22

．4
0

赤
褐

～
茶
褐

色
に
ぷ
い
褐
色

～
褐

灰
色

密
。径

1
－
4m

m
の
砂

礫
を
多
く
含
む

。
1m

m
ほ
ど
の
白
色

パ
ミス

（あ
る
い
は
火

山
噴

火
物

！？
）が

最
も
多
い

。次
い
で
石
英

（～
4

m
m
）
。他

に
は
微
細

な
ガ
ラ
ス
が
見
ら
れ
る

普
通

胴
下
半

は
ナ
デ
、上

半
は
粗
い
縦

ハ
ヶ

後
ナ
デ　

口
縁
部

は
ハ

ヶ
メ
後
端

部
に

横
ナ
デ　

頚
部
突

帯
貼
付

後
横

ナ
デ

鹿
部

は
横
ハ

ヶ　
胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ハ
ケ
メ
後

端
部

に
横
ナ
デ

胴
部
上
半

と
下

半
は
元

別々
遺
物

と
さ
れ
て
い

た
が
お
そ

ら
く
同
一

個
体

。
搬
入

品
か

°

55
3

0
13
2
3

Ⅱ
N
、
R
2
2－

24
S
J－

0
1

2
面
、N

o．
10
6、
こ
－
ニ

吉
武

土
師
器

甕
（A

系
）

20
．4
0

橙
一
に
ぷ
い

橙
色

橙
一
に
ぷ
い
橙

色

密
。径

1
－
3m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。
石

英
（～

3
m
m
）
が
最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

2
m
m
）。

他
に
は
、角

閃
石

を
若

干
含

む

普
通

全
面
タ
タ
キ
後

鹿
部

付
近

以
外

に
縦
ハ

ヶ
全
面

縦
ハ

ヶ
後

縦
方
向
指

ナ
デ

外
面
の
タ
タ
キ
と
ハ

ヶ
メ
の
工

具
は
共

通
。

55
4

55
5

0
13
27

Ⅱ
N
～
R
2
2－

24
S
J－

0
1

け
－
ハ

吉
武

土
師
器

甕
（A

系
）

に
ぷ
い
褐

色
に
ぷ
い
褐
色

密
。径

1
～
4m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。
石

英
（～

4
m
m
）
が
最
も
多

い
°他

に
は

長
石

（～
2m

m
）
が
み
ら
れ

る

や
や

良
好

胴
部
は
縦

パ
ケ
後
扁

平
突

帯
貼
付

し
て

横
ナ
デ　

突
帯
に
ハ
ヶ
メ
刻

日
あ

り
ハ
ヶ
メ
（左

上
方
向

へ
の
砂

の
動

き
）

同
時
期

の
在
地

系
甕

の
突
帯

が
頚

部
と
胴

下
位

に
多
い

こ
と
、砂

の
動

き
、突

帯
の
水

平
か

ら
部
位

を
判

断
。

01
32

1
Ⅱ

N
～
R
2
2－

24
S
J－

0
1

2
両
、N

o．
66

、お
－
ハ

吉
武

土
師
器

甕
（A

系
）

18
．0
0

に
ぷ
い
褐

色
ぷ
い
橙
色

密
。径

1
－
3m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

°
石

英
（－

3m
m
）
が
最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

2
m
m
）。

他
に
は
、褐

色
土

粒
が

み
ら
れ
る

普
通

頸
部
突

帯
貼

付
後
横

ナ
デ　

口
縁
部

は
ハ

ヶ
メ
後
横

ナ
デ

頸
部

下
は
ナ
デ

（指
頭

圧
痕

）
言
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後
横

ナ
デ

突
帯
に
は
小

口
列
点

文
。
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法王
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r
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報
告
書

挿
図
番

号
登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
く法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

P　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

d
立
錮出

・屋
ト土

／
又

器
種

器
高

田
．器
受
部
径

恢
大
住

底
．脚
構
高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

5
5
6

0
13
51

Ⅱ
N
、R

22
～
24

S
J－

0
1

か
－
ハ

吉
武
土

師
器

脚
付
小

型
甕

15
・2
0　
　

16
・5
0　
　

14
．0
0　
　

11
．1
艦

完
漂

‾
に
ぶ

に
ぷ
い
褐

色
密

。
径

1－
3m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。
石

英
（～

3m
m
）
、長

石
（～

3m
m
）が

ほ
ぼ

同
量

で
最
多

や
や

良
好

P

脚
部

は
ハ

ヶ
メ
後
ナ
デ　

胴
部

－
口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ

調

脚
部
は
ナ
デ　

胴
部

は
ハ

ヶ
メ
後

ナ
デ

言
縁
部

は
ハ
ヶ
メ
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－
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0
1

2
面
、N

o．
60

、お
－
ハ

吉
武

土
師
器

甕
（B

糸
）

2
8．
80

（1
8．
5
0）

25
．4
0　
　　

5．
0艦

品
漂

‾
に
ぶ

橙
一
に
ぷ
い
褐

色
径

1－
4
m
m
の
砂
礫

を
や
や
多
く
含
む

。石
英

ト
4
m
m
）が

最
も
多
い

。他
に
は
長
石

（～
3m

m
）
が
少

し
み
ら
れ

る
。

良
好

胴
部
は
全

面
大
筋

タ
タ
キ
後

下
半

に
ナ

デ　
言
縁

部
は
横
ナ

デ

胴
下
位
は
す

だ
れ
状
螺

旋
工
具

ナ
デ

、

上
半
は
工
具

ナ
デ　

言
縁
部

は
横
ナ
デ

内
外

面
に
接

合
痕

残
る
。
鹿
部

は
上
げ
底

。
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～
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01
2
両
、N

o．
8
7
、く
一
二

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
16

・9
0

22
．3
5

浅
黄
桂

一
褐
灰

色
浅

黄
橙

一
に
ぷ
い

橙
色

密
。径

1
－
4
m
m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。
石
英

（～
4
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

2m
m
）が

多
い
°
他
に
は
、微

細
な

角
閃
石
が

み
ら
れ
る

普
通

胴
部
は
大
筋

の
タ
タ
キ　

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
工
具

ナ
デ
と
ナ
デ
、上

位
に
指

頭
圧

痕
残

る　
言
縁

部
は
横
ナ

デ
胴
部

外
面

の
ナ
デ
は
接

合
痕

消
し
か
。外

面
の
所
々
に

煤
付

着
。
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～R

22
～
24

S
J
－
0
1

2面
、N

o
．4
6、
お
一
口

吉
武
土

師
器

小
型

甕
（B

系
）

12
．6
0

14
．1
0

13
．6
0

1．
60

に
ぷ

い
褐
色

～
橙

色
に
ぷ
い
褐

色
～
褐

色

中
。
径

1－
4
m
m
の
砂
礫

を
少

し
含

む
。石

英
ト

3m
m
）
が
最

も
多
く
、次

い
で
長

石
（

～
4m

m
）
°他

に
は
、黒

い
砂
礫

（～
2
m
m

、8
m
m
の

塊
も
あ
る
）が

若
干
み
ら
れ

る

良
好

胴
下

位
は
ハ

ヶ
メ
後
ナ
デ
、上

半
は
粗

い
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ハ
ヶ
メ

胴
下
位

は
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
メ
、上

半
は
ハ
ヶ
メ
後

工
具

ナ
デ　

ロ
縁
は
ハ

ヶ
メ

搬
入

品
？

5
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0
13
19

Ⅱ
N～

R
22
－
24

S
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0
1

杭
5
土

器
溜

り
1

吉
武
土

師
器

甕
（A

ま
た
は
B
系

）
16
．3
0

13
．6
0

（1
5
．1
5）

浅
黄
橙

色
浅
黄

橙
色

密
。
径

1－
3
m
m
の
砂
礫

を
や
や
多

く含
む

。石
英

（～
3m

m
）
が
最

も多
い
。
他
に
は
、

長
石

（約
1m

m
）
、1
m
m
以

下
の
ガ
ラ
ス
、

角
閃
石

を
若

干
含

む

や
や

不
良

胴
下

半
は
タ
タ
キ
後

縦
ナ
デ
、上

半
は
タ

タ
キ
後
ハ
ヶ
と
ナ
デ　

言
縁

部
？頸

部
は

ハ
ヶ
後
横

ナ
デ

胴
下
半

は
工
具

ナ
デ
後
ナ
デ

、上
半

は
工

具
ナ
デ　

口
緑
部

？頸
部
は
ハ
ヶ
メ

後
横
ナ
デ

鹿
部

内
面
に
指

頭
圧

痕
？
胴
外

面
下
半
に
煤

付
着

。
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0
1

2
面
、N

o・
25

、お
－
ニ

吉
武
土

師
器

甕
（B
系

）
2
5．
75

17
．0
0

22
．2
5

3．
10

に
ぷ
い
橙

色
一
灰

褐
色

橙
色

－
に
ぷ
い
橙

色

密
。径

1～
4m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む

。石
英

（～
4m

m
）
が
最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（－

2
．5
m
m
）

や
や

不
良

胴
部
は
丁

寧
な
ナ
デ
後

一
部
カ
キ
ナ
デ

言
縁

部
は
横
ナ
デ

胴
下
位

は
カ
キ
ナ
デ
後
丁

寧
な
ナ
デ
、

中
？上

位
は
丁

寧
な
ナ
デ　

口
縁
部

は
横

ナ
デ

カ
キ
ナ
デ

の
工
具

は
草
茎

類
か

。鹿
部
付

近
に
黒
斑

。
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01
2
面
、N

o．
7
7
、き

－
ニ

吉
武

土
師
器

甕
（B

系
）

27
．2
0

19
．4
0

25
．1
0

2．
90

に
ぷ
い
黄
橙

一
に

ぷ
い
黄
褐

色
に
ぷ

い
黄
橙

一
に

ぷ
い
黄
褐

色

密
°径

1
－
3m

m
の
砂

礫
を
少
し
含
む
。
石

英
（～

3
m
m
）が

最
も
多
く
、次

い
で
長
石

（

～
3
m
m
）。

他
に
は
、
1m

m
以
下

の
白
色

細
砂

（火
山
噴

火
物

！？
）
が
少
し
み
ら
れ

る

普
通

胴
下
位

は
螺
旋
夕
タ
キ
後
鹿

部
付

近
ヶ

ズ
11
、
中
位

は
断
続

ハ
ヶ
メ
、上

位
は
ハ

ヶ
メ
後

粗
い
ナ
デ　

ロ
縁

部
は
ハ
ヶ
メ

後
横

ナ
デ

胴
下

位
は
ハ
ヶ
メ
後
放

射
状

に
粗
い
ナ

デ
、中

？上
位
は
規

則
的

な
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ

胴
部
内
面

調
整

は
下
位

が
そ
れ
よ
り上

半
に
切

ら
れ
て
い

る
。目

の
粗
い

ナ
デ
は
革
茎
類

を
束
ね
た
も
の
で
ナ
デ

た
よ

う
な
も
の
。ハ

ヶ
メ
と
タ
タ
キ
は

同
じ
工

具
か

。
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つ
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武

土
師

器
小
型

甕
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系
）

12
．2
5

10
．9
0

12
．2
0

に
ぷ

い
桂
一
褐

灰
色

に
ぷ

い
橙
一
灰
褐

色

密
。
径

1－
3
m
m
の
砂
礫

を
少
し
含

む
。
石

英
（～

3m
m

）が
最

も
多
く
、次

い
で
長

石
（

～
2m

m
）

や
や 良

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ハ
ヶ
メ
後

横
ナ
デ

鹿
部

に
ナ
デ

、指
オ
サ
エ　

胴
部
は
ハ

ヶ
メ
後
指

ナ
デ　

口
縁

部
は
非

回
転

横
ナ
デ

外
面

全
体

に
煤
。
胴
部

外
面

下
位

に
器
面

剥
離

。
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24

S
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－
0
1

2面
、N

o
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2、
く
一
口

吉
武
土

師
器

小
型

甕
（B

系
）

10
．7
5

11
・6
0

12
．0
0

（2
．4
0
）
に
ぷ

い
褐
色

～
灰

褐
色

に
ぷ
い
褐

色
－
に

ぷ
い
橙

色

密
°
径

1－
4
m
m
の
砂
礫

を
少

し
含

む
°
石

英
ト

2m
m
）
、角

閃
石
が
主

で
、他

に
は
、

花
崗

岩
（～

4
m
m
）
、褐

色
土
粒
が

あ
る

や
や 良

胴
下

半
は
タ
タ
キ
後

縦
工

具
ナ
デ
、上

半
は
縦

ハ
ヶ　

口
緑

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
上

下
と
も
ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ

外
面
全

体
に
煤

。
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0
1

き
－
ハ

吉
武
土

師
器

甕
（B
系

、鹿
部
穿

孔
）

2
0．
30

15
．4
0

18
．0
0

2．
9
0
橙
色

～
褐
色

橙
色

～
褐
色

密
。
径

1－
7m

m
の

粗
砂

、小
礫

を
や
や
多

く含
む
。石

英
ト

7m
m

）、
長
石

（一
3
m
m

）が
最

も
多
い
。
他

に
は
白
色
パ
ミ
ス
、角

閃

石
、微

細
な
ガ
ラ
ス
を
若

干
含

む

良
好

全
体

的
に
右
上

が
り
の
太
筋

タ
タ
キ
だ

が
、鹿

部
付
近

は
左

上
が
り

全
体
に
親
別

的
な
左

上
が

りハ
ヶ
メ
後

鹿
部
に
ナ
デ

鹿
部
に
1
ヶ
所
穿

孔
。
内
面

に
一
部

接
合

痕
残

る
。
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0
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け
－
こ
、N

o
・5

吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

22
．3
0

（1
6・
0
0）

20
．3
0

に
ぷ
い
橙

色
～
浅

橙
色

に
ぷ
い
橙
色

～
浅

橙
色

密
。径

1
－
2．
5m

m
の
砂

礫
を
や
や
多

く含
む
。
石
英

ト
2
．5
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

1．
5
m
m
）他

に
は
、角

閃
石
、ガ

ラ
ス
が

少
し
み
ら
れ
る

良
好

胴
下
半

は
縦
ハ
ヶ
、上

半
は
タ
タ
キ
後

断
続

横
ハ
ヶ
そ
し
て
回
転

的
横
ハ

ヶ　
頸

部
は
縦
ハ
ヶ
後

口
縁
部

ま
で
横

ナ
デ

胴
下
半

は
ヶ
ズ
リ
後

指
オ
サ
エ

、上
半

は
ケ
ズ
リ　

頸
部
は
指

圧
痕　

言
縁

部
は
横
ナ
デ

肩
部
に
ヘ
ラ
措
直

線
文

廻
る
。
口
縁
端

部
は
沈

線
状

に
な
る
°
口
縁

部
は
外

面
は

凹
凸
が

あ
る
が
内

面
は
な
い
。
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01
く－
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吉
武

土
師

器
壷

（A
系

？
）

19
．6
0

9
．9
0

17
・5
0

浅
黄
橙

色
～
褐

色
浅

黄
橙

色
～
褐

色

密
。径

0．
5－

1m
m
の
粗
砂

を
多
く
含
む
°

径
2m

m
ほ
ど
の
粗
砂

も
少
し
み
ら
れ
る
。
石

英
（～

2m
m

）が
最

も
多
く
、次

い
で
長

石
（

～
2m

m
）°

他
に
は
、微

細
な
角

閃
石
、ガ

ラ
ス
が
若
干

み
ら
れ

る

良
好

胴
下
半

は
縦

ハ
ヶ
、上

半
は
縦
ハ

ヶ
後

タ
タ
キ

胴
部

は
指
ナ
デ　

口
縁
部

は
ナ
デ

内
面

に
接
合

痕
残

る
。
外
面

全
体

に
磨
滅

。外
面

に
10

cm
大

の
黒
斑

2
つ
、内

面
に
5
cm
大

の
黒
斑

1つ
あ
り。
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ホ
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o
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吉
武
土

師
器

二
重

言
縁
壷

（A
系

）
28
．7
0

14
．3
0

23
．6
0

に
ぷ

い
褐
色

一
灰

褐
色

に
ぷ
い
褐

色
～
灰

褐
色

普
通

。径
1
－
3m

m
の
砂

礫
を
多
く
含
む

。
石
英

（～
3
m
m
）が

最
も
多
く
、次

い
で
長

石
ト

2m
m
）

良
好

鹿
部

付
近

は
タ
タ
キ
後
ハ
ヶ
メ　

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
後

上
半
に
雑

な
縦
ミ
ガ
キ

ロ
線
部

は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ
や
横
ナ
デ

胴
下
位

は
ハ
ヶ
メ
、
中
位

は
工

具
ナ
デ
、

上
位

は
ハ
ヶ
メ
後
一

部
横

に
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ

外
面
に

ⅰO
cm
大

の
黒
斑

2
つ
あ
り
。
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0
1

N
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86

、く
－
こ

吉
武
土

師
器

壷
（B

系
）

19
．7
0

3・
0
0
橙

～
に
ぷ
い
橙
色

に
ぷ
い
橙

色
～
に

ぷ
い
褐

色

精
良

（水
漉

し
で
は
な
い
）径

1
－
4m

m
の

砂
礫
を
や
や
多

く含
む
0
石
英

（～
4
m
m
）

が
最
も
多

く、
次

い
で
長

石
（～

4
m
m
）

普
通

胴
下
位

は
縦
ハ

ヶ
後

縦
へ

ラ
ミ
ガ
キ
、上

半
は
横
ハ

ヶ　
肩
部

に
タ
タ
キ
痕

、最
後

に
雑

な
縦
ミ
ガ
キ　

鹿
部

ミガ
キ

胴
下
位

は
縦
ハ
ヶ
、
中
位
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ
、
上
位
は
横

ハ
ヶ　

頸
部

は
ナ
デ

胴
内
面

に
接
合

痕
あ
り
。
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－
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吉
武
葺

師
器

壷
（B

系
）

16
．0
0

11
．6
5

16
．2
0

に
ぷ
い
橙

一
に
ぷ

い
褐
色

に
ぷ
い
橙

～
に
ぷ

い
褐
色

密
。
径

1～
2m

m
の
粗

砂
を
少

し
含
む

。石
英

（一
2
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長
石

（

～
2
m
m
）

日
通

胴
部

は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
パ

ケ
メ
後

横
ナ
デ

胴
下
半

は
工

具
ナ
デ

や
ナ
デ
、鹿

部
に

ハ
ヶ
メ
痕

、上
半
は
横
指

ナ
デ　

言
縁

部
は
横

ハ
ヶ
後
横

ナ
デ

胴
内
面

に
接

合
痕
あ
り
。外

面
鹿

部
に
黒

斑
。
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0
1

け
－
イ

吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

3
1．
00

14
．7
0－

26
．0
0

4．
70

浅
黄

橙
色

～
に
ぷ

い
褐
色

に
ぷ
い
褐
色

一

密
。径

1
－
3m

m
の
砂

礫
を
多

く含
む

。石
英

（～
3
m
m
）が

最
も
多

く、
次

い
で
長
石

（

～
2
m
m
）他

に
は
、角

閃
石
、
白
色

パ
ミ
ス
、

ガ
ラ
ス
が
少

し
み
ら
れ
る

や
や 良

鹿
部
は
ナ
デ
後

ミガ
キ　

胴
下

半
は
縦

ミ
ガ
キ
、上

半
は
タ
タ
キ
後
ミ
ガ
キ　

ロ
縁

部
は
非

回
転
的
ナ
デ

鹿
部
は
放
射

状
工

具
ナ
デ　

胴
部

は
丁
寧

な
工
具
ナ

デ
や
ナ
デ
、一

部
ハ
ヶ
メ

痕　
口
縁

部
は
非

回
転

的
ナ
デ

鹿
部
外
面

付
近

に
は
タ
タ
キ
痕

あ
り。

頸
部

下
に
接

合
痕

や
指

頭
圧

痕
あ
り
°

58
2
2

0
13
55

Ⅱ
N
～R

22
－
24

S
J－

01
2
面
、お

－
ハ

吉
武

土
師

器　
　

′Ⅰ
、型

二
重
言
縁

壷
（B

系
）．

12
・2
0

3．
80

浅
黄

橙
色

一
に
ぶ

、

い
褐
色

浅
黄
橙

色
～

に
ぷ

い
褐

色

や
や
精

良
。
径

1～
5
．5
m
m
の
砂
礫

を
や
や

多
く含

む
。石

英
（～

5
．5
m
m

）が
最

も
多
く

、次
い
で
長
石

（～
2
m
m
）。

他
に
は
、角

閃
石

が
若
干

み
ら
れ

る

良
好

胴
部
は
ナ
デ
後

雑
な
ミガ

キ
、一

部
ハ
ヶ

メ
痕　

頸
部
は
横

ミガ
キ
後
刻
旧

突
帯

貼
仲

胴
部

は
工
具

ナ
デ　

頸
部
は
ミ
ガ
キ
？
（

磨
滅

）
外
面

に
若
干

接
合

痕
あ
り
。

58
2
3

0
13
12

Ⅱ
N
～R

22
－
24

S
J
－
0
1　
　　
　　
　

をナ
－
こ
、N

o
・1

吉
武

土
師

器
壷

（B
系

）
3
1．
00

16
．2
0

29
・0
0

をこ
ぶ
い
橙
一
明

褐

灰
色

イ
暗

褐
灰

色
径

1－
4
m
m
の
砂
礫

を
や
や

多
く含

む
。
石

英
（～

4m
m
）
、長

石
－（～

2
m
m
）、
花

崗
岩

・
（一

4
m
m
）が

ほ
ぼ
同
量

で
最
も
多

い
。

月
普
通

同
下
位

は
縦

パ
ケ
後
ヶ
ズ
リ
、
中
位
は

ハ
ヶ
メ
、上

位
は
タ
タ
キ　

ロ
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後
さ
ら
に
横
ナ
デ

？

胴
下
位

は
す
だ
れ
状

螺
旋
ハ
ヶ
メ
後

放
く

射
状
ヶ
ズ
リ
、上

半
は
ハ

ヶ
メ
後
ヶ
ズ
リ

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

横
ナ
デ

頚
部
外

面
に
接

合
痕

。
胴
外

面
上

半
の
ハ

ヶ
メ
と
ヶ
ズ
リ

の
工
具

は
同
じ
。

5
8
24

0
13
49

Ⅱ
N
、R

22
－
24

S
J
－
0
1

き
－
ハ

吉
武
土

師
器

壷
（山

陰
系

？
）

（1
2・
60

）
暗
い
褐
灰

色
褐
灰

～
灰
褐

色
密
°
径

1m
m
の
粗

砂
を
少
し
含
む
。
石
英

、
長
石

、ガ
ラ
ス
が
み
ら
れ

る
良
好

肩
部

は
縦
ハ
ヶ　

頚
部

は
横

指
ナ
デ　

月

二
次
口
縁

部
は

回
転
的

横
ナ
デ

同
部
は
ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ　

頸
部
は
ナ
デ

二
次

口
縁

部
は
回

転
的
横

ナ
デ

搬
入

品
か
！？

肩
部
外

面
に
ハ
ヶ
メ
波
状
文

が
一

周
す

る
。

5
8
25

0
13
17

Ⅱ
N～

R
22

－
24

S
J－

0
1

か
－
ホ

吉
武
土

師
器

壷
（D

ま
た
は

山
陰
系

）
16
．9
0

2
9＿
40

む レこぶ
い
橙

一
に
ぶ

ー褐
色

橙
一

に
ぷ

い
褐
色

密
。
径

1－
4
m
m

の
砂
礫

を
多

く含
む
。
石

英
（一

4
m
m
）
と
長
石

（～
3
m
m
）
が
ほ
ぼ

同
量

で
最

も
多
い

。他
に
は
、金

雲
母
、銀

雲
母

、白
色
パ

ミス
、角

閃
石
が

少
し
み
ら
れ

る

剖
同
部

中
位
に
ハ

ヶ
メ
後

上
位

に
連
続

横
月

、ヶ
　

言
頚
部
一
肩

部
は
ハ
ヶ
メ
後
回

転
的
横

ナ
デ

同
部
は
ヶ
ズ
リ　

頸
部

下
は
指
頭

圧
痕

の
後

横
ナ
デ　

ロ
頚

部
は
回

転
的

横
ナ
デ

搬
入
品

か
！？

端
部
は
外
方

に
屈

曲
。

訟 適
応

苺 館 渦 柵



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番

号
器

種
現

高
口
．器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
裾
．高
台
径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

　
棟

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

60
26

01
3
33

Ⅱ
N
～
R
22
－
24

S
J－

0
1

2
面
、N

o
．1
09
、
く－

ホ
吉

武
土

師
器

4
、型

丸
底
壷

5．
75

10
．7
0

9．
90

に
ぷ
い
橙

～
灰
褐

色
に
ぷ
い
橙

～
灰

褐
色

密
。
径

1m
m
前
後

の
粗
砂

が
や
や
多

い
。

角
閃
石

（長
さ
～
1
．5
m

m
）が

最
も
多
く
、次

い
で
ガ
ラ
ス
（長

さ
～
1m

m
）
。他

に
石
英

、
白
色

パ
ミ
ス
、長

石
が
少

し
有

り

や
や

良
好

脚
部

は
タ
タ
キ
後
ナ
デ　

口
縁
部

は
横

ハ
ヶ
後
？
横
ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ　

口
縁
部

は
横

ナ
デ

搬
入
品

か
。
端
部

は
面
取

り
。

60
27

01
3
34

Ⅱ
N
～
R
22
－
24

S
J－

0
1

け
－
ハ
、N

o．
4

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系
）

6．
85

12
．3
0

11
．2
0

浅
黄
橙
色

一
に
ぷ

い
褐

色
浅
黄

橙
色

一
に
ぷ

い
褐
色

精
良

（水
漉

で
は
な
い
）。

径
1m

m
ほ
ど
の

粗
砂

を
若

干
含

む
。石

英
が

ほ
と
ん
ど

良
好

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
後
ナ
デ
、上

半
は
縦

ハ
ヶ
後
横

ナ
デ
、横

ミ
ガ
キ　

ロ
縁

部
は

横
ナ
デ
後
横

ミガ
キ

胴
部
は
工

具
ナ
デ
や
ナ
デ　

口
縁

部
は

ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ

、横
ミ
ガ
キ

60
28

01
3
11

Ⅱ
N
～
R
22
－
24

S
J－

0
1

く
－
ハ

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系
）

9．
40

10
．5
0

11
・2
5

橙
～
に
ぷ

い
橙
色

橙
一
に
ぷ

い
橙
色

密
。径

1
－
2m

m
の
粗
砂

を
少

し
含
む
。
石

英
（～

2
m
m
）や

長
石

（～
1
m
m
）
、微

細
な

ガ
ラ
ス
、角

閃
石
や
橙

色
土

粒
が
見

ら
れ
る

や
や 良

胴
部

は
縦
パ
ケ
後
下

半
に
ケ
ズ
リ
、
頸

部
に
横
ミ
ガ
キ　

ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ

胴
部
は
丁

寧
な
工
具

ナ
デ
や
ナ
デ　

口
縁

部
は
横

ナ
デ

ヶ
ズ
リ
は
乾
燥

し
た
段

階
で
施
し
た
も
の
で
ミ
ガ
キ
に
近

い
。

胴
下
半

に
煤

付
着

。

60
29

01
3
31

－
Ⅱ

N
一一
R
22
～
24

S
J－

0
1

く
一
口
．く
－
ハ

吉
武
土

師
器

有
段
高

杯
（B

系
）

2
2．
70

橙
一
に
ぷ

い
橙
色

橙
一

に
ぷ

い
橙
色

や
や
精
良

。径
1
－
3
m
m
の
砂
礫

を
少

し
含

む
。石

英
（～

3m
m
）
、長

石
ト

3
m
m
）、

角
閃
石

が
み
ら
れ
る
。他

に
1－

7
m
m
の
赤

褐
色
土

粒
が
あ
り

や
や

良
好

杯
体

部
は
ナ
デ
？
、口

縁
部

は
ナ
デ
や
横

ナ
デ
後
横

ミガ
キ

ゴ不
鹿
部

は
ナ
デ
？
、口

縁
部

は
ナ
デ
や
横

ナ
デ

脚
部
と
の
接

合
面
に
は
タ
タ
キ
痕

。
内
外
画

一と
も
タ
タ
キ
が

顕
著
。

60
30

01
3
13

Ⅱ
N
～
R
22
～
24

S
J－

0
1

け
一
口
、N

o
．1

吉
武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
15
．3
0

2
5．
00

13
．0
0
褐

色
～
浅

黄
橙
色

褐
色

一
に
ぷ
い
橙

色

普
通

。径
1－

3
m
m
の
砂

礫
を
多
く
含
む
。

石
英

（～
3
m
m

）が
最

も
多
く
、次

い
で
長

石
（～

2
m
m
）他

に
は
、ガ

ラ
ス
、褐

色
土
粒

を
若

干
含

む

普
通

脚
裾

部
は
ハ
ヶ
メ
や
ナ
デ

、脚
柱

部
は

縦
ミ
ガ
キ
後

屈
曲
部
に
ヶ
ズ
リ　

杯
下

半
は
ナ
デ
、上

半
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ

脚
部
は
鋭

い
工
具

に
よ
る
成

形
後

す
だ

れ
状
螺

旋
ハ
ヶ
メ　

杯
下

半
は
す

だ
れ

状
螺
旋

ハ
ヶ
メ
、上

半
は
ハ

ヶ
メ

脚
裾
部

4ヶ
所

に
調
整

後
の
穿

孔
が

あ
る
。
脚

内
面
屈

曲
部
に
刻
み
が

廻
る
。
杯
部

内
外

面
に
接
合

痕
。

60
31

01
3
28

Ⅱ
N
～
R
22
－
24

S
J－

0
1

え
1
こ
、N

o
．5

吉
武
土

師
器

高
塀

（D
系

）
12
．4
0
に
ぷ
い
橙

～
に
ぷ

い
褐

色
淡
黄

橙
色

～
に
ぷ

い
橙

色

や
や
精
良

（搬
入
で
は
な
い
）
。径

1－
2
m

m
の
粗
砂

を
若

干
含

む
。
石
英

ト
2m

m
）

、長
石

（～
1
m
m
）、
微

細
な
白
色
パ

ミス
（

火
山

噴
火
物

？
）が

有
る

良
好

脚
裾

部
は
不

明　
脚

柱
部

は
縦
工

具
ナ
デ
後
横

ミガ
キ

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ　

脚
柱

部

は
縦

ナ
デ
や
指
ナ
デ
後

屈
曲
部

に
横

ナ
デ

脚
頂
部

に
新

旧
2つ

の
軸

芯
痕

が
あ
る
。
杯
部

と
の
接

合
は
脚

頂
部

凸
面

付
加

法
。
脚

据
部

に
3ヶ

所
穿

孔
。外

面
調
査

は
磨

滅
し
て
不
明

瞭
。

60
32

01
3
14

Ⅱ
N
、R

22
～
24

S
J－

0
1

2
面
、N

o
．8
5
、く

－
ニ

吉
武
土

師
器

高
杯

（C
系

）
14
．2
5

22
．1
5

14
．2
0
に
ぷ
い
黄

橙
色

～
橙

色
明
褐

色

密
。
径

1－
3
m
m
の
砂
磯

を
少

し
含

む
。石

英
（～

3
m
m
）
、長

石
（～

2
m
m
）が

ほ
ぼ

同
量

で
最
も
多

い
。他

に
は
、褐

色
土
粒

、
微

細
な
ガ
ラ
ス
を
若
干

含
む

普
通

脚
部

は
ハ
ヶ
メ
後
屈

曲
部

に
横
ナ
デ

杯
部

は
ハ
ヶ
メ
後

回
転

的
横
ナ
デ
そ

し
て
縦
ミ
ガ
キ

脚
柱
部

は
シ
ポ

リ
後
ナ
デ
、脚

裾
部

は

ハ
ヶ
メ
？

杯
部

は
ハ
ヶ
メ
後

回
転

横
ナ
デ

そ
し
て
ま
ば
ら
な
縦

ミガ
キ

脚
裾
部

に
穿
孔

（串
そ
ら
く4

ヶ
所
）
。軸

芯
痕

あ
り
°外

面

は
磨

滅
．剥

離
が
顕

著
。－

6
0
33

01
3
53

Ⅱ
N
～
R
22
－
24

S
J－

0
1

2
面
、N

o
．6
3
、お

1
ハ

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（B

系
）

8．
20

7．
20

9
．3
0
明
褐
灰

色
一
に
ぷ

い
褐

色

灰
褐

色
一
に
ぷ
い

褐
色

密
。
径

1～
5
m
m
の
砂
礫

を
多

く含
む
。
石

英
（～

4m
m
）
、長

石
（～

5
m
m
）が

ほ
ぼ

同
量

で
最
も
多

い
。他

に
は
、白

色
パ
ミス

が
若
干

み
ら
れ
る

良
好

脚
部

は
タ
タ
キ
後
ハ

ヶ
メ　

受
部
は
ナ

デ
脚

部
は
ハ

ヶ
メ　

受
部
は
ナ
デ

脚
部

の
4ヶ

所
穿
孔

は
調
整

後
。

6
0
34

0
13
29

Ⅱ
N～

R
22
′－
24

S
J－

0
1

2両
、
う
ー
ホ

吉
武
土

師
器

小
型
器
台

（畿
内
系

影
響
の
B
系

）
8．
00

淡
黄
橙

色
～
に
ぷ

い
橙

色

淡
黄
橙
色

～
に
ぷ

い
橙

色

や
や
精

良
（水

漉
で
は
な
い
）
。径

1－
1．
5

m
m
の
粗
砂

を
少

し
含

む
。
石
英

（～
1
．5
m

m
）、
長

石
（～

1m
m
）
、微

細
な
白
色

パ
ミ

ス
（火

山
噴
火

物
？
）が

あ
る

普
通

脚
部

は
縦
工

具
ナ
デ　

受
部

は
縦
ハ

ヶ
後
横

ミガ
キ　

立
ち
上

が
り
は
摘

ま
み

上
げ

な
が

ら
横
ナ
デ

脚
部

は
ナ
デ　

受
部

は
ナ
デ
？

立
ち
上
が

り外
面
に
は
軽

い
沈
線

。

6
0
35

0
13
30

Ⅱ
N～

R
22
～
24

S
J－

0
1

え
ー
ハ
？

吉
武
土

師
器

小
型
器
台

（畿
内
系

影
響
の
B
系

）
8．
4
0

9．
70

10
・9
0
淡

黄
褐

色
～
に
ぷ

い
褐

色

淡
黄
褐
色

～
に
ぷ

い
褐

色

精
良

（水
漉
で
は
な
い
）
。径

1～
2
m
m
の

粗
砂

を
若

干
含

む
。
長
石

（～
2
m
m

）、
石

英
（～

1m
m
）
、微

細
な
ガ
ラ
ス
が

み
ら
れ
る

良
好

脚
部

は
縦
ハ

ヶ　
頚
部

は
横
ナ
デ

受
部

端
は
横

工
具

ナ
デ

脚
部

は
縦
工
具

ナ
デ
後
ナ

デ
、横

ナ
デ

受
部
は
ナ
デ
？

受
部

と
脚
部

の
間
を
充
填

し
て
成

形
か

。脚
部
の
4
ヶ
所

穿
孔

は
調

整
後
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（
C
糸

）
6
．0
0

1
6
．2
0

1
1
．9
0

淡
茶

色
（
肌

色
）

一一一
ki－

淡
茶

色
（
肌

色
）

一E
l－

精
良

良
横

ナ
デ　

鹿
部

は
ケ

ズ
リ
状

ハ
ヶ

日
を
ナ

デ
消

し
底

面
、
回

転
か

（
ヘ

ラ
削

り
状

）
。

7
10

O
P

2
8
．
2
9

Ⅱ　
　　

下
S
0
－

0
1
．
0
2　

下
0
：

2
．2
0

1
0
．6
0

′
・発

′
・発

日
ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
と　

、
’
の　

ナ
デ　
　

ザ
ラ
ッ
ク

8
0
4
6

0
1
1
3
0

Ⅱ
0

．P
2
8
．
2
9

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
S
0
－
0
1
．0

2　
下

吉
武

土
師

器　
　

′j
、
型

丸
底

壷
（
C
系

）
4
・8
0

9
．0
0

（上
半

か
ら
内

面
）

黒
色

（
下

半
）
灰

茶
色

精
良

土
良　

扇縦
ハ

ヶ
後

横
ミ
ガ

キ
胴

部
は

ナ
デ

後
横

ミ
ガ

キ　
ロ

縁
部

は

横
ミ
ガ

キ

。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

。

8
0
4
7

0
0
5
9
2

Ⅱ
0

・P
2
8
．
2
9

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
S
0
－
0
1
．0

2　
下

吉
武

土
師

器

。
口

脚
台

付
き
券

種
1
15
0

1
0
．6
0

う
す

い
茶

色
（肌

色
）

う
す

い
茶

色
（肌

、

色
）

精
良

土
に
近

い
軟

／縦
ハ

ヶ
目

粗
い

横
ハ

ヶ
目

8
1
5
4

8
3

1

0
0
1
9
8

Ⅱ Ⅱ

0
．P

2
8
・
2
9

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ げ

S
0
－
0
1
．0

2　
下

土
製

田
口　
　　
　

糸

田

拓
錘

車

．こ
巳
．

3
．7
8

3
・8
8

2
．0
7

灰
色

　ヽ　
　　
　

．一七
．一一

砂
粒

露
出

ナ
シ

。
雲

母
良

全
面

が
丁

寧
な

ナ
デ

で
滑

ら
か

穿
孔

は
下

か
ら
全

面
に

ナ
デ

で
な

め
ら
か

。

0
0
6
3
2

第
Ⅱ

面
掘

り
下

ず
S
0
－
0
4　

下
吉

武
土

師
器

ロ

璽

‾マ
；

5
．4
0

2
2
．8
0

つ
す

い
発

色
灰

白
色

砂
粒

わ
ず

か
。
精

良
土

で
は

な
い

良
横

ハ
ヶ

日　
下

半
は

縦
ハ

ヶ
目　
　　

ノヽ
ヶ

目
器

形
不

明
。

8
3
2

0
0
6
3
5

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
0
－
0
4　

下
吉

武
土

師
器　
　

′1
、
型　

底
、

C
糸

4
・7
5

1
2
．8
0

1
2
．0
0

明
茶

色
つ
す

い
茶

色
精　

土
ノヽ

ヶ
日

を
横

ナ
デ

消
し　

ミ
ガ
キ

状
ナ

デ
う　
　

の
つ

く
り

調
整

は
や

や

8
3
3

0
0
6
3
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
0
－
0
4　

下
吉

武
土

師
器

51

椀
3
・7
0

1
6
．8
0

う
す

い
茶

色
う
す

い
茶

色　
　

津宥
良

土
良

ノ上
半

は
細

か
な
横

ミ
ガ

キ　
下

半
は

縦
、

ケヽ
目

粗
密

の
ハ

ヶ
目

。　
　　
　　
　　
　

本　
°

3
c
m

の
4
、
破

片
。

8
3
4

0
0
7
3
5

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
0

－
0
4　

下　
　　
　　
　　
　　
　

甕駄
生

土
器

甕
′赤

茶
色

白
茶

色
砂

粒
わ

ず
か

良
擦

刷
痕

擦
刷

痕
二

角
形

突
帯

。

8
3
5

0
0
6
7
9

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
0

－
0
4　

下　
　　
　　
　　
　　
　

尋新
生

土
器

甕
灰

褐
色　
　　
　

′赤
茶

色　
　　
　

香砂
粒

わ
ず

か　
　　
　　
　　
　　
　　

堅
い

横
条

痕
ナ

デ
分

厚
い

三
角

形
凸

帯
。

恥 く
つ 部 苺 巾

法
．

渦 柵



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製
品

〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

口
．器
受
部
径

最
大
径

底．
脚
裾．
舶

径
色

調
胎

土
焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

83
6

00
63
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
4　

下
弥
生
土

器
甕

（凸
帯

）茶
色

（下
半
）灰

黒
色

茶
色

小
砂

粒
良

横
条

痕
ナ
デ

凸
帯

三
角

形
。

83
7

00
6
78

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下
げ

S
0
－
0
4　

下
弥

生
土

器
甕

濃
灰
色

灰
色

砂
粒

わ
ず
か
。
や
や
軟

質
？

横
条

痕
ナ
デ

分
厚

い
三
角

形
凸

帯
。

83
8

00
7
68

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

黒
色

褐
色

小
砂

粒
良

口
縁

突
帯

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

（擦
刷
痕

）
擦

刷
痕

凸
帯

三
角

形
（一

部
刻

み
目

押
圧

の
際
に
、蒲

鉾
形

に
な
る
。

83
9

00
7
36

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

茶
褐
色

茶
色

（下
半

）茶
褐

色
砂

粒
含
む

堅
い

横
条

痕
横

ナ
デ

（擦
刷
痕

）
凸
帯

低
い
蒲

鉾
形

。

8
3
10

00
6
39

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

明
茶
色

明
茶
色

砂
粒

少
（精

良
土
に
近

い
）

横
条

痕
ナ
デ

指
押

さ
え　
　

三
角
形

凸
帯

頂
点

シ
ャ
ー
プ

。

83
11

00
7
03

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

5．
2
0

17
．4
0

褐
色

灰
茶
色

小
砂
粒

口
縁
突
帯
部
は
横
ナ
デ　

下
半
は
横
条
痕

横
条
痕

器
壁

の
厚
さ
が
均
一

で
な
い
。
背
の
高

い
三
角

形
。

83
12

00
6
76

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

2．
10

6
．6
0
（外

底
）半

部
が
黒

斑
（内

底
）う

す
い
灰

茶
色

砂
粒

多
い
。
胎

土
粗

良
外
底

は
ヶ
ズ

リ状
の
ナ
デ

雑
な
ナ
デ

83
13

00
64

0
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

2．
90

7．
0
0
灰

色
（外

底
）や

や
灰
色

砂
粒

多
め
。
胎

土
粗

い
ナ
デ　

外
底
は
ヶ
ズ
リ
状

ナ
デ

83
14

00
64

1
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
－ことr 盟

2．
70

9．
0
0
う
す

い
灰

色
う
す
い
灰

色
わ
ず
か
に
砂
粒

良
ナ
デ　

外
底
は
ヶ
ズ
リ
状

横
条
痕

83
15

00
77

0
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

濃
灰
色

う
す
い
灰

茶
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

良
横

ナ
デ

ナ
デ

2c
m
の
4
、破

片
。
傾

き不
正
確

。

83
16

00
76

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

灰
茶
色

（外
面

白
み
）

灰
茶

色
砂

粒
少

な
い

良
横

ナ
デ

横
ナ
デ

屈
曲
弱

い
。

83
17

00
63

7
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

赤
茶
色

（上
、下

は

茶
褐
色

）
う
す
い
茶

色
小

砂
粒

多
め
°胎

土
粗

口
縁

下
は
斜
行

ハ
ヶ
自　

沈
線

下
は
縦

ハ
ヶ
目

横
ハ
ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ　

指
押

さ
え

調
整
雑

。

83
18

00
63

4
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

3．
10

2
4．
60

（口
縁
端

よ
り
下
）

茶
褐
色

（そ
の
下

）
茶

色

（上
部
）
茶
色

（下
半

）黒
色

内
面

2～
3
m
m
大
の
砂

凝
露
出

多
め

良
口
縁

下
は
縦
ハ
ヶ
目

横
ナ
デ
？

口
縁
部

の
つ
く
り
雑
。

83
19

00
76

5
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

5・
00

2
8．
60

茶
色

（口
縁
端

の
み

茶
褐
色

ぎ
み

）
茶
色

（口
縁

端
の

み
茶

褐
色

ぎ
み
）

4
、砂

粒
少
な
い

堅
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
柵
か

な
ハ

ヶ
目

ナ
デ

外
面
の
ハ

ヶ
目
き
わ
め

て
不
鮮

明
。
口
縁

部
の
屈

曲
4
、さ

く、
刻

み
目
、下

端
の

み
。

83
20

00
67

3
Ⅱ

第
Ⅱ
画
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土
器

甕
6．
45

30
．4
0

（口
縁
上

部
よ
り外

）う
す

い
茶
色

黒
褐

色
極

小
砂

粒
。雲

母
良

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
パ

ケ
目

ナ
デ

83
21

00
68

1
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
C
一
04
　

下
弥

生
土

器
甕

茶
色

う
す
い
茶

色
4
、砂

粒
良

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

直
下

は
縦
ハ
ヶ

目
横

ハ
ヶ
自　

ナ
デ

刻
み
目

下
端

の
み
。

83
22

00
67

5
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

．
S
0
－
04
　

下
弥

生
土

器
甕

6．
85

7．
10

う
す
い
灰

茶
色

黒
灰

色
砂

粒
少

な
め

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

ナ
デ

ナ
デ

外
面
ハ

ヶ
丁
寧

。
時
計
ま
わ
り
。

83
23

00
76

7
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土
器

．ゴビ 璽
3．
90

14
．4
0

茶
色

茶
色

（内
面

茶
色

が
濃

い
）

精
良
土

。
よ
く焼

し
ま
る

良
横

ミ
ガ
キ

横
ミガ

キ
横

ミガ
キ
で
外

面
な
め
ら
か

。
内
面

は
横

ミガ
キ
痕

が
よ
く

残
る
。雑

。外
面

弱
い
ミ
ガ
キ
。
言
縁
端

断
面

方
形

で
は

な
い

丸
み
を
残

す
。

83
24

00
63

6
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土
器

一会 宝
3．
00

2
3．
80

丹
塗
り

丹
塗

り
精

良
土

に
近
い

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ

細
か
い
横

ミガ
キ

内
面
は
細

か
な
横
ミ
ガ
キ
だ
が
、外

面
は
横

ナ
デ
の
後

に
部

分
的

に
ミガ

キ
°
そ
の
効

果
は
う
す

い
。

83
25

00
70

4
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
04
　

下
弥

生
土
器

金 宝
4・
25

2
5．
00

丹
塗
り
（黄

）
丹
塗

り
（黄

）
精

良
土

（白
色

）
良

縦
ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ミガ
キ

口
緑

部
は
横

ミ
ガ
キ　

下
半

は
左
斜

行

の
ハ

ヶ
目

1

83
2
6

00
76

6
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
4　

下
弥
生

土
器

一ccと
，

璽
6．
20

2
9・
60

明
茶

色
う
す
い
茶

色
4
、砂

粒
、胎

土
精

良
で
は
な
い

良
横

ミ
ガ
キ

ナ
デ
？

径
、傾

き
不

正
確

。
体
部

上
半

分
厚

い
つ
く
り
。文

様
へ

ラ
先
で
施

文
。
※

同
じ
文

様
片

他
に
実
測
し
た
。

83
2
7

00
67
4

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
1
0
4　

下
弥
生

土
器

－こと
．

三匿
5．
55

2
7・
00

う
す
い
茶

褐
色

う
す
い
茶

褐
色

砂
粒
少

。
密
で
は
な
い

良
広

言
壷

の
口
縁

か
？

83
2
8

00
67

2
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
4　

下
弥
生

土
器

甕
4．
40

3
1．
20

灰
茶

色
灰
茶

色
4
、砂

粒
堅

い
口
縁
部

は
横

ナ
デ

ナ
デ

外
面

細
か
な
ミガ

キ
？
鉢
か

？

83
2
9

00
68
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
4　

下
弥
生

土
器

－こヒ 宝
う
す
い
茶

色
う
す
い
茶

色
小

砂
粒

良
ナ
デ

？
上

半
は
ナ
デ　

下
半

は
横

ナ
デ

文
様

か
ら
天
地

を
決

め
た
が
、傾

き
不
正

確
。

83
3
0

0
11
60

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
4
．
下

土
製

品
投

弾
－　

3・
97

（2
・2
0）

2
．3
4

灰
色

（タ
テ

に
1／
2

黒
班

）
良

表
面
の
調

整
が

丁
寧

な
た
め

、中
位

で
張

り
が
強
い

。形
状

も
整
っ
て
い

る
。

84
1

0
08
0
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
4　

下
弥
生

土
器

甕
う
す
い
茶

褐
色

う
す
い
茶

色
砂

少
堅

い
横

粂
痕

横
条
痕

三
角
形

凸
帯

°

84
2

0
07
30

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
4　

下
弥
生

土
器

－
甕

灰
白
色

灰
白
色

わ
ず

か
に
小
砂

粒
。
や
や
軟

質
－

良
口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
摩

耗
し
調

整
痕

不
明

横
ハ
ヶ
目
の
後

に
横
ナ
デ
消

し
磨

耗
。
三
角

形
凸
帯
。

84
3

0
08
14

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
赤
茶

色
（口

縁
端

部
黒

色
）

茶
色

小
砂
粒

良
横

条
痕

ナ
デ

低
い
三
角

形
。

84
4

0
08
10

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
淡
茶

色
（一

部
わ

ず
か
に
赤

茶
色

）
淡
茶
色

1
砂

粒
少

良
突

帯
下

方
は
左
斜

行
の
条
痕

ナ
デ
上

げ
三

角
形

凸
帯

°

84
5

∝
）8
13

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
う
す
い
茶

色
（肌

色
）

う
す
い
茶
褐

色
精

良
土

に
近
い

良
ナ
デ

部
分
的

に
ハ

ヶ
日

84
6

0
08
12

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
（や

や
黒

み
）

灰
茶
色

3
m
m
大
砂

粒
良

横
条
痕

横
ナ
デ

三
角
凸
帯

。

84
7

（X
07
4
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
4
．9
0

2
11
20

茶
褐

色
灰

茶
色

わ
ず

か
に
砂
粒

を
含

む
良

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ

三
角

形
突

帯
。

84
8

00
73

1
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
5
．0
0

23
．4
0

う
す
い
灰

茶
色

灰
白
色

砂
粒

少
な
い

良
口
縁

突
帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部
あ
右

上
が
り
の
ナ
デ

ナ
デ
上

げ
背

の
低
い
三

角
形

（本
来
は
）

84
9

00
80
9

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
う
す
い
灰

茶
色

（わ
ず
か
に
外

赤
み

）
う
す
い
灰
茶

色
（わ

ず
か
に
外

赤
み
）

砂
粒

少
良

横
条
痕

ヘ
ラ
状
工

具
の
横

ナ
デ

三
角

形
凸
帯

。

84
10

00
72
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
（凸

帯
頂

部
よ
り
）

黒
褐

色
灰

色
わ
ず
か

に
砂
粒

堅
い

傾
き不

正
確

。
三
角

形
突

帯
。

84
11

00
74
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

壷
9
・2
0

19
．7
0

茶
褐

色
茶

色
砂
粒

少
良

口
縁

突
帯
と
休
部

突
帯

は
横
ナ
デ
外

は
横

条
痕

横
ナ
デ

上
半

部
微

妙
に
凹
凸

。

84
12

00
76
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
7
．2
0

灰
褐

早
灰

白
色

（下
半
）灰

黒
色

小
砂

粒
屈

曲
部

の
上
部

は
縦
の
ハ
ヶ
目

ナ
デ
？

84
13

0
07
62

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
－

3・
40

7．
40

灰
茶

色
（外

底
）

黒
み

灰
茶
色

4
、砂

粒
良

体
部
は
指

押
さ
え　

外
底

は
条
痕

ナ
デ

84
14

00
81
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
3
．6
0

7－
80

う
す
い
灰

茶
色

うす
い
灰
茶

色
砂
粒

少
な
め

良
体
部

は
ナ
デ
上
げ　

外
底
は
粗
い
ヶ
ズ
リ

ナ
デ

84
15

0
07
42

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
2
．8
5

7．
40

う
す
い
茶
色

（内
底

）灰
黒
色

砂
粒

わ
ず
か

。や
や
軟
質

横
条
痕

の
後
に
左

上
が

りの
ナ
デ

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ
上

げ

84
16

00
79
5

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
4
・6
0

7．
40

灰
白
色

灰
白
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ

や
や

軟
質

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

上
げ　

外
底

も
ヘ

ラ
状

工
具
の
ナ

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ

休
部

へ
の
開
き
4
、さ

い
。

84
17

00
81

1
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
－

茶
色

（わ
ず
か

に
黒
み
）

灰
茶
色

小
砂

粒
（表

面
に
は
出
て
い
な
い
）

言
縁

部
は
横

ナ
デ

湾
曲
部
は
ナ
デ

84
18

0
11
3
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
灰
褐

色
茶

色
4
、砂

粒
わ
ず
か

良
口
緑

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

指
押

さ
え

84
19

00
81
5

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
赤
茶

色
灰

茶
色

小
砂

粒
良

縦
ハ
ヶ
目

口
縁

よ
りナ

デ　
横
ハ

ヶ
目　

粗
い

84
2
0

0
07
25

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
4
．2
0

19
．0
0

灰
茶

色
う
す

い
赤
茶

色
4
、砂

粒
。胎

土
密

に
近
い

。雲
母

良
言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

ナ
デ

5
cm

4、
破

片
。
※
ハ
ヶ
目
な
い
。
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報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
果

備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

田
．器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
裾
1高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
潤

外
面

調
整

内
面
調

整

84
2
1

00
7
84

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
甕

1・
20

22
．4
0

う
す

い
赤
茶
色

う
す
い
赤

茶
色

砂
粒
少

な
い

良

84
22

00
7
79

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
甕

6．
90

23
．2
0

灰
褐
色

灰
茶

色
小

砂
粒

。
雲
母

堅
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ハ
ヶ
日
の

後
に
ナ
デ

口
縁
部

は
横

ハ
ヶ
目　

休
部
は
ナ
デ

指
頭
圧

痕
多

い

84
23

00
7
23

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
鉢

5．
35

26
．4
0

濃
灰

色
う
す
い
灰

色
砂

粒
きわ

め
て
少
。
雲

母
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
細
か

な
ハ

ヶ
目

ナ
デ

指
頭
圧

痕　
口
縁

の
外
反

弱
い

°

84
24

00
7
96

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

－
S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
甕

6．
10

2
3．
40

う
す
い
茶

色
赤
茶

色
小

砂
粒

良
口
綾
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ

目
横

ナ
デ
後
に
ナ
デ
上

げ
外

面
ハ

ヶ
目
粗

い
。屈

曲
部

に
は
細
目
の
パ
ケ
目
あ
り。

84
25

00
72

6
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
甕

3・
10

2
2・
80

う
す
い
茶

褐
色

赤
茶

色
．う
す
い
茶

色
小

砂
粒

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ

屈
曲
不

整
O

84
26

00
73

2
Ⅱ

第
Ⅱ
画
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土
器

甕
3．
95

2
1・
00

灰
茶

色
濃
灰

色
小

砂
粒

多
い

堅
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ
ヶ
目

横
ハ
ヶ
目

84
27

′　
00
73

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土
器

甕
3．
70

3
1．
40

茶
色

（口
縁
）
黒
班

茶
色

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

言
縁

部
は
粗

い
横
ナ

デ　
体

部
は
左

斜
行
の
ハ
ヶ
目

85
28

00
72

4
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥
生

土
器

甕
4・
90

2
2・
00

灰
白
色

赤
茶

色
砂

粒
多

い
良

口
緑
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
粗

い
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

ハ
ヶ
は
粗

目
、
明
瞭

。

85
29

00
78

0
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
6．
80

22
．0
0

茶
色

や
や
黒
み

砂
粒
少

良
屈

曲
部

肥
厚

。

85
30

00
78

6
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
5．
40

26
．4
0

う
す
い
灰

色
う
す
い
灰
色

砂
粒
少

盲
写

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

外
面
の
調

整
順

面
白
い

。

85
31

00
79

7
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
4
・0
0

29
．8
0

茶
褐

色
赤
茶
褐

色
極

4、
砂

粒
良

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

縦
ハ
ヶ
日

外
面
色
調

ナ
デ　

指
頭
圧

痕
外

面
ハ
ケ
目
を
横

ナ
デ
消

し
。

85
3
2

0
07
2
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
2．
65

32
．4
0

（口
緑

上
面
か
ら

外
）
赤
茶

色
黒
色

砂
粒
含

む
良
一－．
白
線
部

は
横

ナ
デ　

休
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ　

ー
外

面
や
ヤ
ア
バ
タ
状

に
剥
離

。
※
継

ぎ
目
よ
くわ

か
る
。

85
3
3

0
07
87

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
3．
40

22
・6
0

灰
茶

色
灰

茶
色

小
砂
粒

少
な
め

壷
い

口
縁

醜
ま横

ナ
デ

ナ
デ
上

げ
口
縁

端
断
面
方

形
。
口
縁

下
は
肥

厚
。整

っ
た
形

状
を

な
す
O

85
3
4

0
07
90

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
3
．5
0

37
．4
0

灰
茶

色
灰

茶
色

1
m
m
大
の
砂

粒
多

い
。
特

に
内

面
に
露

出
し
て
い
る

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

85
3
5

0
07
37

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
3
．7
5

6．
10

（外
底
も
）
赤
茶
色

茶
褐
色

小
砂

粒
多
い

良
粗

い
縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

外
面

板
目
丁

寧
。

85
3
6

0
07
92

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
3
．5
0

9．
40

灰
茶

色　
－

灰
黒
色

4
、砂

粒
良

括
れ
部

は
縦

ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

85
3
7

0
07
78

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
4
．2
5

8．
40

灰
茶
色

灰
黒
色

小
砂

粒
多
い
。
胎

土
粗

い
竃
写

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

上
げ

ナ
デ
？

全
体

的
に
磨

耗
。

85
3
8

0
07
64

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
8
．0
0

7
．8
0
う
す
い
灰

白
茶
色

（
外
底

も
）

（内
底

）黒
こ
げ

小
砂

粒
良

縦
パ
ケ
目　

外
底

は
指

ナ
デ

ナ
デ
？

よ
く整

っ
た
形
状

。調
整
も
丁
寧
。
パ
ケ
目
は
逆
時
計

ま
わ
り
。

85
3
9

00
72
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
C
1
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
7
．9
5

7
．7
0
灰

白
色

灰
色

2
～
4m

m
大

砂
粒

多
い

良
縦

パ
ケ
目　

外
底

は
ナ
デ

砂
粒

露
出　

ハ
ヶ

目
時
計

ま
わ
り
。

85
40

00
76
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

甕
7
．0
0

8．
00

茶
色

（下
半
）黒

ず
む

茶
褐
色

小
砂

粒
多

い
良

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

分
厚

い
つ

くり
。

86
4
1

00
81
6

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
0
－
0
5－
　
下

弥
生

土
器

士 璽E
黒
褐
色

黒
褐
色

小
砂

粒
（精

良
土

に
近

い
）

口
縁

部
は
横

ミガ
キ

ナ
デ
上

げ
傾
き
不

正
確

。
ミガ

キ
粗

い
。

86
42

00
80
2

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

－ニ巳
．

蟹
2
．6
3

10
．6
0

丹
準

り
丹

塗
り

精
良
土

堅
い

横
ナ
デ

横
ミ
ガ
キ

内
面

ミガ
キ
痕

明
瞭

な
め
ら
か
で
な
い
。

86
4
3

00
78
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
0
－
0
5　

下
弥
生

土
器

－土
．

：亜
3
．7
5

2
1．
80

丹
塗

り
丹

塗
り
－

精
良
土

に
近

い
。
雲
母

良
横

ミガ
キ
？

丹
塗

り
横
ミ
ガ
キ
？

全
体

に
磨
耗

。
5c

m
小

片
で
傾

き
、径

、不
正

確
°

86
44

00
75
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
C
一
0
5　

下
弥
生

土
器

つと
，

蟹
9
．9
0

23
．0
0

丹
塗

り
灰

茶
色

砂
粒

含
む

良
言
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
左

上
が

り
の
ナ
デ

言
縁

湾
曲
部

は
横
ミ
ガ
キ　

頚
部
は
左

斜
行

の
ハ
ヶ
日
の

後
に
ナ
デ
上

げ
内
面

に
も
垂
れ
て
い

る
が

、明
瞭

で
な
い
。
調

整
や
や
雑

。

86
45

00
72
2

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
0－

0
5　

下
弥
生

土
器

一缶 璽
4
．9
5

24
．4
0

灰
白
色

灰
白
色

精
良
土

良
言
綾

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

ミガ
キ

口
縁

部
は
粗
い
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

器
面

調
整

は
丁
寧

さ
に
欠

け
る
。
器
壁

の
中
は
濃

灰
色

。

86
46

00
73
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥
生

土
器

士 宜
6
．5
0

35
．2
0

灰
茶
色

砂
粒

わ
ず
か

。精
良
土

で
は
な
い

良
粗

い
横

ナ
デ　

ミ
ガ
キ
状
で
は
な
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

頚
部

は
ナ
デ

調
整

丁
寧

で
な
く、
ミ
ガ
キ
の
効
果

な
し
。

86
47

00
76

1
Ⅱ

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥
生

土
器

－こと
ご

笠
3
．7
0

灰
茶
色

灰
茶
色

4
、砂

粒
堅
い

ナ
デ
？

頚
部

は
ナ
デ
上
げ　

指
押

さ
え

8
6
48

00
7
98

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥
生

土
器

虫 宜
4
・0
5

18
．0
0

濃
灰
色

濃
灰
色

iI
n
m
以

下
の
小

砂
粒

－
良

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
上

半
は
横

ミ
ガ
キ　

下
半
に
は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ
上
げ

口
縁
部

の
折

り
曲
げ

肥
厚
。

8
6
49

00
7
89

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥
生
土

器
－こと
．

璽
2．
65

25
．2
0

茶
色

（異
姓

）
茶

色
砂
粒

少
な
い

高
温

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
縦

ミガ
キ

横
ナ
デ

外
面

タ
テ

ハ
ヶ

雑
。

8
6
50

00
7
99

Ⅱ
第

Ⅱ
画

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥

生
土

器
士 宝

5．
9
0

21
・2
0

灰
白
一色

灰
白
色

4、
砂

粒
。
胎

土
粗

い
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
摩
耗

頸
部

は
横

ミ
ガ
キ
状

内
面

横
ミ
ガ
キ

効
果

う
す
い
。

8
6
5
1

00
7
88

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥

生
土

器
つま， 宝

2．
4
5

33
．4
0

灰
褐
色

灰
甲
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

－
堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

上
面
は
ミ
ガ
キ
？

頸
部

は
部

分
的

に
縦
の
ミ
ガ
キ
か

横
ナ
デ

※
言
縁

部
の
粘
土

継
ぎ
が
よ
く
わ
か
る
。

8
6
52

00
7
29

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥

生
土

器
壷　

－
2．
4
0

8
．4
0
灰

色
牢

色
－

精
良

土
。
や
や
軟

質
円
盤

部
Iま
横

ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ　

上

部
は
不

明
調
査

痕
不

明
両
面

な
め
ら
か
。

8
6
53

00
7
94

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥

生
土

器
一文
1

璽E
3．
7
0

7
．5
0
茶

色
茶

色
内
面

1～
3
m
m
大
砂

粒
露
出
。
胎

土
粗

い
－良

横
ミ
ガ
キ

ナ
デ
？

重
み
で
シ
ワ
。分

厚
い
鹿

部
。

8
6
54

00
7
81

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S0

－
0
5　

下
弥

生
土

器
つ5月， 宝

2．
9
5

14
．0
0
丹

塗
り

灰
白
色

精
良

土
良

ナ
デ
上
げ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

内
底

は
指
押

さ
え

外
面

ナ
デ
上
げ

割
り
に
丁
寧

。

8
6
55

00
7
85

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
0
－
0
5　

下
弥

生
土

器
鉢

3．
0
0

22
・0
0

灰
茶
色

灰
黒
色

精
良

土
良

横
ミ
ガ
キ　

摩
滅

で
不
鮮

明
横

ミ
ガ
キ　

摩
滅

で
不
鮮

明
4c
m
小

片
。

8
7
56

00
7
33

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥

生
土

器
甕

3・
5
5

15
．0
0

茶
色

（部
分

的
に

黒
褐
色

）
茶
色

胎
土

、焼
き
は
特

別
な
違

い
は
な
い

良
取
っ
手
は
ヘ

ラ
状
工

具
で
成

形
ナ
デ

？
傾
き
、径

不
正

確
。

8
7
57

00
7
59

Ⅱ
第

Ⅱ
一面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥

生
土

器
鉢

7．
10

18
．4
0

う
す

い
茶
色

う
す
い
茶

色
小
砂
粒

多
く、
胎

土
粗

良
言
縁
部

は
横

ナ
デ

ナ
デ

？
両
面

と
も剥

離
。外

面
あ
ば

た
状
一°

87
58

00
8
07

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥

生
土

器
鉢

5・
00

灰
褐
色

灰
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ
。
精
良

土
良

横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ

両
面
と
もミ

ガ
キ
で
な
め
ら
か
。
傾

き
不
正
確

。
屈

曲
部
よ
り

ハ
ズ
レ
て
い
る
。

87
59

00
7
82

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
0
5　

下
弥

生
土

器
鉢

5．
10

25
．8
0

丹
塗
り
？

－
黒
色

（わ
ず

か
だ

－が
磨

研
風

）

口
縁
部

は
横
ミ
ガ
キ　

磨
研

状　
丹

塗
り
？

口
縁
部

は
横

ミ
ガ
キ

有
段

。

87
60
1

00
8
08

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
．こと
1

査
3．
40

6
．0
0
う
す

い
灰
茶

色
（

外
底
）褐

色
気
味

う
す
い
灰

茶
色

小
砂
粒

多
い

1、
－良

ナ
デ　

外
底
は
ヶ
ズ
リ
状

剥
離

87
61

00
7
91

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
高

杯
9・
40

草
色

茶
色

小
砂
粒

堅
い

全
面
横

ミ
ガ
キ

有不
部
は
ナ
デ

外
面
の
ミ
ガ
キ
丁
寧

で
な
い
。
効
果

う
す
い
。
杯
部

深
み

が
あ
る
形

状
。
貼
付

突
帯

形
状
雑

。

87
62

00
7
93

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
05
　

下
弥

生
土

器
器

台
5．
25

8．
3
0
赤
茶

色
赤
茶

色
4
、砂

粒
。
割

りに
密

良
端
部

は
横

ナ
デ　

上
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

丁
寧
な
調

整
。
※
天

地
逆

か
。

89
1

00
84

3
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
吉

武
土

師
器

甕
（C

系
）

2・
75

喀
黒
色

灰
色

普
通

叩
き
痕

時
計
方

向
の
ヶ
ズ
リ

頸
部

傾
き
不

正
確

。器
壁

3
m
m
と
薄
い

つ
く
り
°内

面
の

ケ
ズ
リ
右

方
向
。

89
2

00
87

6
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
C
一
06
　

下
吉

武
土

師
器

甕
（B

系
）

3．
30

3・
8
0
黒
褐

色
（底

外
）

う
す
い
茶

精
良
土

普
通

横
条
痕

ナ
デ

？
外

面
叩

き
。
内
面

丁
寧

な
ナ
デ
で
な
め
ら
か
。

89
3

00
84

4
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
吉

武
－土

師
器

小
型
丸

底
鉢

（C
系

）
4．
50

13
・4
0

14
．0
0

茶
色

（外
下

半
）

準
色

茶
色

精
良
土

良
目
線
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
細
か

な
ハ

ヶ
目

ナ
デ

小
破
片

で
口
径
不

確
か
°

89
4

00
85

5
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
吉

武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
4．
90

17
．0
0

明
茶

色
明
果

色
4
m
m
大

の
砂
粒

堅
い

横
ナ
デ
後

に
暗
文
風

に
縦
ミ
ガ
キ

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
右

上
が
り

の
ナ
デ

4
、片

で
口
径

不
正
確

。

89
5

00
87

5
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
吉

武
土

師
器

甕
（B
系

）
1．
95

2
8．
00

茶
黒

色
茶
色

砂
粒
少

普
通

細
か
な
縦
ハ

ヶ
目

細
か
な
横
ハ
ヶ
目

甕
の
口
辺

と
し
た
が

う
す
い
つ

くり
で
口
径

も
大
き
す

ぎ
る
°

89
6

00
8
19

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

濃
褐

色
灰
茶

色
砂

粒
少

良
ナ
デ

ナ
デ

傾
き
不
正

確
。
4
、さ

な
三
角

凸
帯

。

89
7

00
86

0
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

茶
色

（一
部

黒
班
）
茶
色

砂
粒

は
と
ん
と
サ

シ
∴

一一・
良

横
条
痕

擦
刷
痕

凸
帯

三
角
形

。
内
面

は
ヘ
ラ
状

工
具

に
よ
る
ナ
デ

？
外

面
粂

痕
雑

°

89
8

00
84

8
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

う
す
い
茶

褐
色

う
す
い
茶

色
砂

粒
少

な
い

良
口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

逆
時
計

回
り
の
擦
刷

痕

亀 価 苺 田
i軸 渦 帥



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

遺
構
名　

－
備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
く法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
晶

〉

挿
図
番

号
器

種
器

高
口
・器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
構
高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面
色

調
外
面

調
整

内
面
調

整

89
9

00
8
18

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
C
1
06
　

下
弥

生
土

器
甕

灰
黒
色

灰
茶

色
砂

粒
わ
ず

か
良

横
条

痕
ナ
デ

蒲
鉾

断
面

垂
れ
気

味
。

89
10

00
84

2
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
鉢

灰
褐

色
灰
褐

色
砂

粒
少

堅
い

横
条

痕
ヘ

ラ
状

工
具

の
横
ナ
デ

（擦
刷

痕
）

89
11

00
84

6
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
1

弥
生
土

器
甕

10
．4
0

2
1．
60

灰
茶

色
茶
色

砂
型

少
堅
い

言
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

言
縁
部

は
横

ハ
ヶ
目
残
る　

下
半
は
ナ

デ

外
面

横
条
痕

は
シ
ャ
ー
プ
。
全
面

に
施
し
た
後

に
胴

凸
帯

を
貼

り付
け
る
。

89
12

00
86

5
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

5．
00

16
．0
0

灰
褐

色
う
す
い
茶

色
わ
ず

か
に
砂
粒

良
横

ハ
ヶ
目
を
ナ
デ
消

し
横

ハ
ヶ
目
を
ナ
デ
消

し
内
外
面

と
も
細
か

な
ハ

ヶ
目
を
部
分

的
ナ
デ
消

し
°

89
13

00
82

2
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

4．
80

17
．6
0

灰
褐

色
灰
色

砂
粒
少

良
口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

休
部

は
ナ
デ

粗
い
横

条
痕

三
角
爽

帯
。

89
14

00
83

3
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

2．
40

6．
10

う
す
い
灰

茶
色

灰
茶
色
（わ
ず
か
に灰

黒
色

1m
m
大

の
砂
粒

良
ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ　

外
底

は
ナ

デ
ナ
デ

89
15

00
83

4
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
0
－
06
　

下
弥

生
土

器
甕

2．
80

6．
4
0
う
す
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凸
帯
よ
り
下
半

）黒
色

、ス
ス

茶
色

口
縁
部

と
突
帯

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ　

下
半

砂
粧

露
出

口
縁
、肥

厚
方

形
断

面
。

10
0
3

00
33

4
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
7

弥
生
土

器 言

甕
4．
90

7・
5
0
赤
茶

色
（黒

斑
、外

灰
茶

色
小

砂
粒

多
め

良
横

条
痕

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ
上
げ　

逆
時
計

10
0
4

00
33

5
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
7

弥
生
土
器

ロ

甕
7．
10

8．
40

茶
色

濃
灰

茶
色

小
砂
粒

多
め

良
縦

ハ
ヶ
目
は
逆

時
計

回
り　

外
底

ナ
デ

砂
粒

露
出　

ナ
デ

？
炭
化

物
し
っ
か
り
し
た
つ
く
り
。

10
0
5

0
03
3
6

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
7

弥
生

土
器

10

甕 ．お

8．
20

7．
45

灰
（白

）色
灰

茶
色

砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

良
縦

の
ハ
ヶ
目　

鹿
部

縁
は
横

ナ
デ

ナ
デ

丁
寧
な
調
整

。

10
0
6

0
03
30

Ⅱ
Ⅱ
面　

り
下
げ

S
G
－
0
7

弥
生

土
器

冤
3．
60

・
30

．0
0

灰
ノ
、色

灰
／
、

砂
粒
き
わ
め
て
少

良
好

口
縁

部
か
ら
｛　
部

は
横
ナ

デ
横

ナ
デ

横
ナ
デ

丁
密

10
0
7

0
03
3
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
G
－
0
7

弥
生

土
器

5．

．お 璽 ロ
ム

3
・8
5

44
．2
0

茶
色

茶
色

小
砂
粒

含
む

良
横

ナ
デ

横
ナ

デ

．1
‾。

丁
寧
な
調
整

。
口
縁
上

面
、横

ナ
デ
の
後

に
部

分
的
に
ミ

ガ
キ
。

10
0
8

0
03
33

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
G
－
0
7

弥
生

土
器

，コ

器
口

10
．3
0

12
．2
0
茶
色

赤
茶
色

小
砂
粒

多
い

良
縦

ハ
ヶ
日

鹿
部

横
ナ
デ

調
整
丁
寧

。
外
面

粗
い
ハ

ヶ
目
。

10
1
1

0
09
84

Ⅱ
Ⅱ
面　

り下
げ

S
G
－
08

弥
生

土
器

8
．9
0

23
．4
0

茶　
色

う
す
い
茶
色

小
砂

粒　
め

普
通

口
′　

旨
は　

ナ
デ　
　

言
は
ハ

ヶ
目

口
縁

。
は
ナ
デ　

下
’′
は
砂
粒

露
出

厚　
の
つ

くり
　
胴
に　

ナ
シ

10
12

0
09
85

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
G
－
08

弥
生

土
器

甕
15

．5
0

25
．6
0

茶
褐
色

う
す

い
茶
色

1
－
3m

m
大

の
砂
粒

多
い

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

砂
粒

露
出

サ

ナ
デ　

指
押
さ
え

。　
　　
　、1
　　
　　
　　
　　
　。

10
1
3

00
98
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
－
08

弥
生

土
器 ロ

甕 一恵

7
．7
0

24
．0
0

う
す
茶
色

（外
面

凸
帯

下
）黒

班
。

一
部
橙

色

う
す

茶
色

砂
粒

少
高
温

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

言
縁

下
は
横

ナ
デ

ナ
デ

10
1
4

00
97
9

Ⅱ
Ⅱ
面　

下
‘

S
G
－
08

弥
生

土
璽

3
．2
0

18
．2
0

／　ヽ
茶

砂
粒

少
。
、　

に
近

い
普
通

ナ
デ

′、ミ
行

ハ
ヶ
目
葬

る
口
径
の

宙　
に
器　

厚
い

10
1
5

00
97
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
08

弥
生
土

器 ロ

－土 寛 一土

灰
茶
色

う
す

い
灰

色
砂
粒

き
わ
め
て
少

普
通

横
ナ
デ

ナ
デ

ロ　
　　ヽ

一　
　　
　　

子　
　
。

文
様

浅
く
不
鮮

明
。
凸

帯
三

角
形

シ
ャ
－
プ
さ
欠
く
。
外

面
ミ
ガ
キ
痕
不
鮮

明
だ
が
な
め
ら
か
。

10
1
6

（X
19
82

Ⅱ
Ⅱ
面　

り
下
げ

S
G
－
0
8

弥
生
土

器
璽E

う　
い
茶
色

う
す
い
茶

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ

精　
土

に
近
い

ナ
デ

左
上

が
りの

ナ
デ

10
1
7

0
11
34

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
8

弥
生
土

器
－こⅠニ
ー

璽 一台

22
．9
0

？3
．9
0

1
1．
90

う
す

い
灰

茶
色

．う
す

い
茶
色

う
す
い
茶

色
砂

粒
少
。
胎
土

密
で
な
い

普
通

幅
広

の
横
ミ
ガ
キ

上
半

は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

外
面
の

ミガ
キ
痕

明
瞭

°文
様
あ
り
。
胴
部

と
鹿
部

は
同
一

個
体
の

可
能
性

が
強

い
が
、直

接
合

し
な
い
°

10
1
8

00
9
83

Ⅱ
Ⅱ
面　

下
げ

S
G
－
0
8

弥
生
土

器
笠

5・
20

4
6．
40

つ　
い
灰

色
う
す
い
灰

色
砂

粒
少

－
普

通
上
’′
は
′、
か
な
ハ
ヶ
目　

下
’′
は
横
ナ
デ

ナ
デ

10
cm

の　
片

傾
き不

正
10
1
9

00
9
81

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
8

弥
生
土

器
・上 里

4．
50

4
9．
80

う
す
茶

色
（肌

色
）

う
す
灰

茶
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ
、胎

土
密
で
は
な
い

高
温

横
ナ
デ

。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

。

10
3
11

00
13
2

Ⅱ
P
．0

31
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
9

弥
生
土

器
甕

2
8．
00

30
．0
0

茶
色

茶
色

小
砂
粒

多
い

良
言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
細
か

な
縦

ハ
ヶ
目

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ

デ
よ
く整

っ
た
形
状

。
調
整

も
丁
寧

。
内
面
鹿

部
近

く
で
指

押
さ
え
。

10
3
2

01
11
7

Ⅱ
P

31
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
9　
　　
　　
　　
　　
　　
　

5駄
生
土
器

iO

甕 10

5．
50

6．
70

う
す
い
灰

褐
色

（外
底
）
赤
茶

色　
一黒
色

1m
m
以

下
め
砂
粒

－
普

通
， 縦

ハ
ヶ
目　

外
底

ナ
デ

ナ
デ

外
面

ハ
ヶ
目

顕
著

く
び
れ
弱

い
。
分
厚

い
つ
く
り。

10
3
3

01
1
16

Ⅱ
P

31
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
0
9　
　　
　　
　　
　　
　　
　

5駄
生

土
器

器
台

10
．9
0

8．
50

′赤
灰

色　
　　
　

′赤
灰

色
1m

m
以
下

の
砂
粒

少
な
め

普
通

縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ　

絞
り
痕

丁
密
な
調
整

軸
や
や
傾

く
※
天

地
逆

だ
ろ
う

10
4
－a

l
00
2
16

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
G
－
1
0　
　　
　　
　　
　　
　　
　

弓駄
生

土
器

－こヒ 重
3．
90
－

8．
00

灰
褐

色
灰

褐
色

1m
m
大
以

下
の
砂

粒
多
い

貢
、 粗

い
ナ
デ

内
底

は
横
ナ
デ　

上
半
は
ナ
デ

－　
　　
　　
　　

。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　1－
　　
　　。

器
面
の
調

整
粗

い

10
4
ーa

2
00
2
12

Ⅱ Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

S
C
－
1
0　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

尋駄
生

土
器

甕 甕

11
．1
0

6
．4
0

18
・4
0

ノ黒
茶

色
茶

色

茶
色

砂
粒
多

め
堅

い

良

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

粗
い
縦
ハ

ヶ
目

上
半
は
粗
い
パ

ケ
日　

下
半

は
ナ
デ

。

口
縁

や
ヤ
肥
1事

。
体
部

凹
凸
目
立

つ
°
ハ
ヶ
日
は
粗
く
雑
。

10
4
－a

3
0
11
27

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
G
－
1
0　
　　
　　
　　
　　
　　
　

5弥
生

土
器

25
．2
0

茶
色

（部
分
的

に
褐
色

）
砂
粒

少
、密

で
な
い

2
種
の
工

具
を
用
い
て
ハ

ヶ
目
。

思 海
面 苺 ．．
法・

滑 畑



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番
号

器
種

器
高

口
．器

受
部
径

最
大
径

底
．脚
構
高
台径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色

調
外

面
調

整
内
面
調

整

10
4－
a
4

0
02
15

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

S
G
－
10

弥
生

土
器

甕
6
．3
0

7
．8
0
灰
茶
色

黒
色

砂
粒

多
い
。胎

土
も
あ
ら
い

堅
い

縦
ハ

ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ

砂
粒

露
出

し
調
整

痕
不

明
外
面

も
丁
寧

な
ハ

ヶ
目
。

10
4－
a
5

0
02
14

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
－
10

弥
生

土
器

甕
7
．4
0

7
．3
0
灰
茶
色

黒
色

小
砂

粒
多

い
き
わ

め
て

良
い

縦
ハ

ヶ
目
の
後

に
ナ
デ

ナ
デ

内
面

は
砂
粒

露
出

気
味

。外
面

は
ハ

ヶ
目
を
ナ
デ

消
し
。

全
体

に
な
め
ら
か
。
鹿
部

、楕
円
形

。

10
4－
b
l

00
24

1
Ⅱ

第
Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
一
1
1

弥
生

土
器

－こと
．

宝
7
・1
5

赤
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ

シ
堅

い
幅
広

の
横

ミガ
キ

上
か

ら
ミガ

キ
状

の
横
ナ
デ　

指
押

さ
え

状
の
縦

ナ
デ

丁
寧

な
ミ
ガ
キ
、ナ

デ
で
は
な
い
が
、な

め
ら
か

。体
．頸

部
の
境
、
粘
土

継
ぎ
目
の
指

圧
痕

。

10
4
－C

l
00

24
5

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

甕
8
．3
0

17
．0
0

茶
褐
争

茶
色

4
、砂

粒
多

い
良

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ヘ

ラ
状

工
具

の
ナ
デ
上
げ

ナ
デ　

縦
の
指
癖

さ
え

傾
き
？

10
4
－C
2

00
24
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

甕
7
．6
5

2
1．
20

灰
黒
色

茶
色

4
、砂

粒
多

め
良

縦
の
ハ
ヶ
日
を
数
回

重
ね
る

口
緑

部
は
横
ハ

ヶ
日　

下
半

は
ナ
デ

10
4
－C
3

00
24
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

甕
9
．0
0

2
1・
20

黒
灰
色

茶
色

小
砂

粒
多

い
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
縦

ハ
ヶ
目

を
ナ
デ

消
し

口
縁

部
は
パ
ケ
目
の
後
に
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ　

指
頭

圧
痕

ハ
ヶ
日
粗

く
、重

ね
て
い
る
。

10
4
－C
4

00
24
6

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

甕
9
．2
0

25
．4
0

灰
褐
色

灰
白
色

砂
粒

少
な
い

堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
左

上
が

り
の
ナ
デ

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

10
4
－C
5

00
25
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

甕
5
．3
0

6
．7
0

（底
）
黒
み

1m
m

以
下

の
砂

粒
き
わ
め
て
多
い

。胎
土

粗
い

良
縦
ハ

ヶ
目
を
横

ナ
デ
で
消

す
砂
粒

露
出

10
4
－C
6

00
25
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

甕
6
．0
0

8
．2
0
灰

茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
な
い

良
ヘ
ラ
状
工

具
で
ナ
デ
上

げ
ナ
デ　

指
押
さ
え

外
面

は
丁
寧

な
ナ
デ

上
げ
。

10
4
－C
7

00
24
9

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

－去
1

璽
4
．8
0

1
1・
40

灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
な
い
が

、胎
土

粗
い

堅
い

ヘ
ラ
状
工

具
で
左

上
が

りの
ナ
デ

ナ
デ　

黒
斑

内
面

に
黒
斑

あ
り
。

10
4－
C
8

00
24
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
12

弥
生

土
器

鉢
2
．0
5

18
．6
0

灰
黒
色

（須
恵
器

風
灰

黒
色

（須
恵
器

風
）

砂
粒

少
。精

良
土

良
、

堅
緻

摩
滅

横
ミ
ガ
キ

言
緑
部

は
先

端
で
小

さ
く屈

曲
す

る
。
4c

m
小
破

片
。

10
4－
d
i

00
99
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
13

弥
生

土
器

甕
8
．1
0

28
．2
0

灰
茶
色

（口
縁
部

）プ
チ
灰
黒

色
灰

茶
色

4、
砂

粒
少

な
い

良
白
線

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

の
後

に
ナ
デ

ナ
デ

外
面

砂
粒

浮
き
出
す
。
外
面

の
調

整
特
徴

。

10
4－
d
2

00
99
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
13

弥
生

土
器

甕
8
．3
5

26
．2
0

黒
色

（黒
斑

）
（口

縁
上

面
よ
り
内

側
）う

す
い
灰

色
1m

m
以
下

の
砂

粒
堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

外
面

粗
い
ハ

ヶ
日
。

10
4－
d
3

00
98
6

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
13

弥
生
土

器
甕

7
．2
0

7
．8
0
灰

茶
色

黒
色

砂
粒

少
。ほ

と
ん
ど
砂
粒

露
出

し
て
い
な
い

普
通

粗
い

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

10
4，
d
4

00
98
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
13

弥
生
土

器
器
台

13
．2
0

8
．4
0
茶
色

茶
色

1m
m

以
下

の
砂

粒
多
い
が

、胎
土

は
密

普
通

縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

外
面

の
調
整

丁
寧

。

10
5
1

0
11
11

Ⅱ
0

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
14

弥
生
土

器
甕

3
．7
0

19
・8
0

う
す
い
灰
茶

色
う
す

い
灰

色
小
砂

粒
多

い
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁
部

は
横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

屈
曲

長
く
強
い

O

10
5
2

0
11
26

Ⅱ
0

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
14

弥
生
土

器
甕

4
．8
0

25
．4
0

灰
色

灰
色

1m
m

以
下

の
砂

粒
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

丁
寧

な
ナ
デ　

滑
ら
か

内
外

面
と
も
調

整
丁

寧
。

10
5
3

0
11
07

Ⅱ
0

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
14

弥
生
土

器
甕

5
．5
0

28
．6
0

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

10
5
4

0
1．1
12

Ⅱ
0

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
14

弥
生
土

器
甕

4
．6
0

30
．8
0

う
す
い
灰
茶

褐
色

う
す

い
灰

茶
色

4、
砂

粒
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

ナ
デ

外
面

砂
粒

露
出

。
口
縁
端

部
褐

色
濃
い
。

10
5
5

0
11
10

Ⅱ
0

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
14

弥
生
土

器
器
台

6
．7
5

9．
80

灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
普
通

縦
ハ

ヶ
日

ナ
デ

外
面

細
か

い
ハ
ヶ
目
不

明
瞭
。

10
5
6

0
11
08

Ⅱ
0

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
14

弥
生
土

器
－こと
1

璽
3
・2
5

7．
6
0

灰
色

灰
色

1m
m

以
下

の
砂

粒
普
通

ナ
デ
上

げ　
外
底

ナ
デ

ナ
デ
上
げ

内
外

と
も
丁
寧

な
ナ

デ
調

査
。

10
6
1

00
18
6

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
15

弥
生
土

器
甕

8
．5
0

21
．6
0

黒
褐
色

灰
茶
色

小
砂

粒
含

む
が
多

くな
い
。
雲

母
堅
い

口
縁

突
帯

部
は
粗

い
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

横
ナ
デ　

工
具

痕
が
残

る
蒲
鉾

形
凸

帯
。
外
面

凹
凸
。
口
縁

波
打

つ
。
内
面

の
横

ナ
デ
に
特
徴

的
O

10
6
2

00
18
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
15

弥
生
土

器
－士 璽E

2
．5
0

24
・0
0

丹
塗

り
丹

塗
り

精
良
土

堅
く、

軟
質
で

ない

口
縁

突
帯

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
縦

ハ
ヶ
日
の
後
に
横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ　

下
半

に
ハ
ヶ
目
残

る
細
か
な
横

ミガ
キ
。
口
径

不
正

確
。

10
6
3

00
35
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
S
G
－
15

弥
生
土

器
士 重臣

10
．8
0

21
・6
0

茶
色

茶
色

精
良

丁
寧

な
横

ミ
ガ
キ
で
滑

ら
か

頸
部

は
ナ
デ　

胴
部
上

半
は
右

上
が

り
の
ナ
デ　

下
半
は
横

ナ
デ

外
面

丁
寧

な
ミ
ガ
キ
で
光
沢

。
内
面

、頸
．胴

部
境
は
横

ナ
デ
9

10
7
1

00
13
1

Ⅱ
第
一Ⅱ

面
掘
り
下

げ
住　

N
o
．3
1．
32

弥
生

土
器

甕
9
・6
0

17
．1
5

茶
色

（外
下
）
黒
色

茶
色

砂
粒

少
堅
い

口
縁

と
屈

曲
部
の
突

帯
は
痍

ナ
デ　

屈

曲
部

上
半

は
横
条

痕
ナ
デ

外
面

の
条
痕

う
す
い

。
内
面
は
ナ
デ

。
口
縁

凸
帯

下
向
き

三
角

形
。
胴

凸
帯

胴
の
ラ
イ
ン
に
つ

な
が

る
°

10
7
2

0
10
54

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．0
7

弥
生

土
器

甕
6
．7
5

18
．6
0

う
す
い
茶
褐

色
う
す

い
肌
色

小
砂

粒
普
通

擦
刷

痕
擦
刷

痕
外
面

粗
い
ナ
デ

本
例

の
み
。

10
7
3

00
13
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
住　

N
o
．3
1．
32

弥
生
土

器
甕

12
．3
0

22
．4
0

黒
褐
色

茶
色

砂
粒

少
良

口
縁

と
屈

曲
部
の
突

帯
は
横

ナ
デ　

外
は
全
面

横
条

痕
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

外
は
横

条
痕　

目
が
粗
い

口
凸
帯

背
の
高
い

三
角
形

。
胴
凸

帯
三

角
形

°

10
7
4

00
17
5

Ⅱ
P

27
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．2
3
以
外

、土
器
に
は
N
o．
11

と
注

記
弥
生
土

器
甕

－
15

．7
5

23
．0
0

黒
褐
色

灰
茶
色

砂
粒

少
な
い

大
変

よ
い

言
縁

部
突

帯
と
屈

曲
部
突

帯
は
横

ナ
デ

屈
曲
上

半
は
粗

い
横

ナ
デ　

下
半

は
横
条

痕
ナ
デ

突
帯

は
口
．休

部
と
も
に
や
や
波
打

つ
。
口
縁

三
角

形
。

体
部

も
同
じ
。
口
縁
に
比

べ
、
間
隔
が

開
い
て
い
る
。

10
7
5

0
12
58

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
南

東
隅
掘
下

げ
弥
生
土

器
甕

17
・1
0

24
．2
0

黄
茶
褐

色
淡

黄
茶

褐
色

ト

灰
褐
色

）

精
良
土
に

1－
2m

m
砂

粒
普

通
量

。
内
面

露
出

良
好

言
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

条
痕

擦
刷

痕　
一
部

に
条
痕
残

る

10
7
6

00
96
4

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
P
－
う
ー
4

弥
生
土

器
甕

2
．2
5

7
．8
0
う
す
い
灰
茶

色
う
す

い
灰

黒
色

砂
粒

少
。
胎

土
密

で
は
な
い

高
温

ナ
デ　

外
底

は
木

葉
痕

細
か
い

ハ
ヶ
目

外
底

葉
脈

痕
後

細
い

工
具

の
雑
な
ナ
デ
°

10
7
7

0
10
48

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．0
4

弥
生
土

器
甕

4
．3
5

7
．0
0
灰

茶
色

黒
褐

色
（炭

化
物

）
（内

底
は
灰
茶

色
）

砂
粒

少
普
通

粗
い
ハ

ヶ
目
の
後

に
ナ
デ
上
げ

ナ
デ　

内
底

縁
に
指

頭
圧

痕
鹿
部

蛇
ノ
目
状

。

10
7
8

0
10
52

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．1
1

弥
生
土

器
甕

7
．6
0

23
．2
0

灰
褐
色

灰
茶
色

4、
砂

粒
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

砂
粒

露
出

口
縁

屈
曲

強
く
短
い
。

10
7
9

0
10
57

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
一
括

弥
生

土
器

甕
4
．5
0

19
．6
0

う
す
い
灰

白
茶

色
う
す

い
灰

白
茶

色
砂
粒

き
わ
め
て
少

高
温

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

ナ
デ

外
面

の
ナ
デ
調
整

丁
寧

。

10
7
10

0
10
56

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
一
括

弥
生

土
器

甕
5
．1
5

22
．2
0

濃
褐
色

う
す

い
茶
色

小
砂

粒
多

い
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

部
分

的
に
横
ナ
デ
消

し
ナ
デ

屈
曲

短
4
、。

10
7
11

0
10
53

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．0
8

弥
生

土
器

甕
11

．6
0

29
．0
0

うす
い茶

色
（外
面
に灰

色
班

う
す

い
茶
色

4、
砂

粒
高
温

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

左
上

が
り
の
ナ
デ

口
縁

4
、さ

く
屈

曲
。

10
8
12

0
12
61

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
北
拡
張

区
粘

質
上

弥
生

土
器

甕
26

．2
0

（2
4
．4
0
）

8
．3
0
橙

色
淡

茶
褐

色
1－

2
m
m
砂
粒

含
む
（量

、普
通

）石
英

・長

石
良
好

体
部

は
縦
パ

ケ
目　

鹿
部
括

れ
部

は
ナ

デ　
指
頭
圧

痕
ナ
デ

内
底
縁

は
指

頭
圧

痕
°

10
8
13

0
10
58

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
一
括

弥
生

土
器

甕
5
・2
0

35
．8
0

う
す
い
茶
色

灰
色

小
砂

粒
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ

口
縁
部

は
粗
い
ハ

ヶ
日　

ナ
デ

10
8
14

0
11
01

Ⅱ
P

28
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
弥
生

土
器

牽
2
・2
0

濃
灰
色

濃
灰
色

精
良
土

堅
緻

横
ミ
ガ
キ　

二
重
弧

文
貼

り付
け

横
ナ
デ

10
8
15

00
96
5

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
P
－
う
ー
4

弥
生

土
器

壷
－

6
・2
0

11
・2
0
う
す
い
灰
褐

色
う
す

い
灰

茶
色

砂
粒

少
（精

良
で
な
い

）
普
通

細
か

な
横

ミ
ガ
キ　

外
底

は
ナ
デ

1
ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

外
面

細
か

な
ミ
ガ
キ
だ
が
、特

に
丁
寧

な
わ
け
で

は
な
い
。

10
8
16

00
17
6

Ⅱ
P

27
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．2
－3
以
外
、土

器
に
は
N
o
・1
1と

注
記

弥
生

土
器

士 室
13

．7
0

茶
色

茶
色

小
砂
粒

多
い

（磨
耗

で
露
出
し
て
い
る
の
で
）

良
ナ
デ
の
後

に
沈
線

に
よ
る
連

弧
文

一
頸
部

上
半

は
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

文
様

連
弧

文
（三

重
線
）
浅
い
沈

線
。
頸

部
、口

縁
の
境

界
は
不

明
瞭

。

10
8
17

0
13
04

Ⅱ
P

27
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．2
3

弥
生

土
器

甕
47

．0
0

（4
4．
00

）
11
．5
0
淡
橙
色

淡
橙
色

1－
2m

m
砂
粒

含
む
が
比
較

的
少

な
い

普
通

10
8
18

0
11
06

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
南
東

隅
掘
下

げ
弥
生

土
器

士
．

璽
3
．0
0

30
．6
0

う
す
い
茶
色

（一

部
褐

色
）

う
す

い
茶
色

（一
部

褐
色

）
砂
粒

少
で
精

良
に
近

い
普
通

口
縁

上
面

に
貼
り
付
け
文　

頸
部
は

暗
文
風

の
縦

ミガ
キ

ナ
デ
？

言
縁
上

面
2列

の
貼

り付
け
°
12

cm
小

片
。

10
8
19

00
96
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
P
－
う
ー
4

弥
生

土
器

高
Ⅰ不

3
．0
0

濃
灰
茶

色
濃

灰
茶

色
小
砂

粒
多

い
。
胎
土

粗
普
通

突
帯

は
横
ナ
デ
な
し

ナ
デ

三
角

凸
帯

（丸
み
）。

細
く、
浅

い
沈
線

不
規

則
。

10
8
2
0

0
10
49

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
一
括

弥
生

土
器

高
巧
こ

6
．7
0

う
す
い
赤
茶

色
（脚

柱
部

）茶
褐

色
（坪

内
）灰

黒
色

小
砂

粒
良

脚
柱

部
は
縦

ナ
デ

杯
部

は
ナ
デ

10
9
2
1

0
10
5
1

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
N
。
．0
2

弥
生

土
器

鋒
9
．4
0

35
．6
0

う
す
い
灰
褐

色
う
す

い
灰
褐

色
砂
粒

少
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

ミガ
キ

／

口
縁

部
は
横
ミ
ガ
キ　

下
半
は
右

上
が

り
の
ナ
デ

中
型

の
鉢
。
内
外

画
丁
寧

な
調

整
。

嶽　
　　

奴
10
9
2
2

0
10
55

Ⅱ
P

2
6

第
Ⅱ
面

掘
り下

げ
N
o
．0
3

弥
生

土
器

鉢
5
．4
0

38
．0
0

茶
褐
色

黒
褐
色

砂
粒

少
堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

ミカ
キ

横
ミ
ガ
キ

内
外

面
横

ミカ
キ

丁
学
°
口
住

や
や
不

正
確

。

10
9
2
3

0
10
50

Ⅱ
P

26
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
N
o
．1
0

弥
生

土
器

鉢
12

．6
0

38
．6
0

う
す
い
肌
色

う
す

い
肌
色

4、
砂

粒
普
通

口
縁

下
は
縦

ハ
ヶ
自　

体
部

は
横
ナ
デ

ナ
デ

内
外

面
と
も
き
わ
め

て
丁
寧

な
調

整
（内

面
や
や

砂
粒

吹
き
出
す

）。
12

cm
の
破

片
口
径
正

。

10
9
2
4

0
11
05

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

南
東

隅
掘

下
げ

弥
生

土
器

鉢
5
・4
0

18
．2
0

茶
褐
色

茶
色

1
－
3m

m
大

の
砂
粒

少
な
め

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
細

か
な
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ
？

胎
土

、調
整

に
他
と
差

な
し
。
や
や
傾

き
不
正
確

°
も
う
少

し
立
つ

か
？

10
9
2
5

0
11
04

Ⅱ
0

27
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

弥
生

土
器

鉢
黒
色

灰
黒
色

極
小

粒
子

の
み

堅
い

ミ
ガ
キ

丁
寧

な
ミ
ガ
キ

内
面

の
ミガ

キ
丁

寧
。

価 苺 器 渦 対
け 取



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面

ク
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
・出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製
品

〉

挿
図

番
号

器
種

器
高

口
・器
受
部
径

最
大
径

劇
帽
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

10
9
2
6

00
19
7

Ⅱ
P

27
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N
o
．2
7

弥
生
土

器
鋒

灰
黒
色

（器
壁
内

は
灰

色
）

黒
灰

色
（黒

色
）

砂
粒

少
。
精

良
土

良
外
面

剥
離　

ミ
ガ
キ
で
あ
ろ
う

ミガ
キ

傾
き
不

正
確

。

10
9
27

0
11
66

Ⅱ
N

27
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
土

製
晶

投
弾

4．
15

2．
5
3

2．
4
8

精
良

土
良

粘
土
の
コ
ネ
が

シ
マ
状

に
の
こ
る
。き

わ
め
て
整
っ
た
形
状

。
調
整
も
丁

寧
。

10
9
28

0
11
54

Ⅰ
P
．Q

27
．2
8

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
土

器 。
言

提
言
土

器

10
9
29

0
11
36

Ⅱ
P

27
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

土
製
田
口

紡
錘

車
4．
3
3

4．
54

1．
44

0．
46

×
0．
49

灰
茶
色

砂
粒

少
良

右
の
方

が
ぶ
厚

い
。
表
面

な
め
ら
か
。

11
1
30

01
2
90

Ⅱ
0

25
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

須
恵
器

月．

南
台
付

碗

士

1．
80

（1
0．
20

）
灰

白
色

灰
白
色

精
良
土

。
黒
色

粒
子

含
む

不
良

回
転
横

ナ
デ　

外
底

は
回
転

へ
ラ
切

り
回
転
横

ナ
デ

1
11

3
1

01
0
99

Ⅱ
Q

23
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

吉
武
土

師
器 ロ

加
飾

＿
重

言
緑
宝

（C
系

）

士

4．
20

茶
色

灰
茶

色
わ

ず
か
に
4
、砂

粒
普

通
文
様

ナ
デ

？

1
11

32
01

10
0

Ⅱ
Q

23
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

吉
武
土

師
器

加
飾
＿

重
言
縁
璽E

（C
系

）
茶
色

灰
黒

色
わ

ず
か
に
砂
粒

普
通

貼
り
付
け
文

様
ナ
デ

10
99

と
胎
土

は
似
て
い
な
い
。

1
11

33
01
36

4
Ⅱ

P
24

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（C

系
）

－こヒ

9．
60

浅
黄

橙
色

～
に
ぷ

い
褐

色
浅
黄

橙
色

一
に
ぷ

い
褐
色

精
良

（水
漉

し
で
は
な
い
）
。径

1m
m
ほ
ど

の
石
英

、長
石

、褐
色

土
粒

が
若
干

み
ら
れ

る
良

好
脚

部
は
縦

へ
ラ
ヶ
ズ

11
後
横

ミガ
キ

受
部

は
横

ナ
デ
後
雑

な
横

ミ
ガ
キ

、立
ち

上
が
り
は
横
ナ
デ

脚
部
は
す
だ
れ

状
螺

旋
パ
ケ
メ　

受
部

は
回

転
ナ
デ
後

回
転

ミガ
キ
や
放

射
状

ミ
ガ
キ

脚
部
に
穿

孔
あ
り　

脚
内
面

奥
の

凹
み
は
軸
痕

と
か
で

は
な
く
成
形

時
の
痕

跡
。

11
1
34

01
10
3

Ⅱ
Q

23
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
璽

4
．9
0

11
．8
0

茶
色

茶
色

精
良
土

良
口
縁
部

は
強
く
横
ナ
デ　

ナ
デ

横
ナ
デ
で
滑

ら
か

言
縁
部

の
つ
く
り
は
シ
ャ
ー
プ

。6
cm

の
小

片
。

11
1
35

01
10
2

Ⅱ
Q

23
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

吉
武

土
師
器

小
型
丸

底
壷

6－
50

9・
40

8
．1
0

う
す
い
茶

色
う
す
い
茶

色
砂

凝
少

良
言
縁

部
は
縦
ナ
デ　

滑
ら
か　

休
部
上

半
は
ナ
デ　

下
半
は
粗

い
ハ
ヶ
日

口
縁

部
は
壙

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

調
整
丁

寧
。
つ
く
り
は
シ
ャ
ー
プ
。

13
3
1

0
07
74

Ⅲ
0
．P

2
9．
30

S
C
－
07

弥
生

土
器

甕
黒
色

茶
色

小
砂
粒

含
む

ナ
デ

横
ナ

デ
低

い
三

角
形
凸

帯
。

13
3
2

0
07
52

Ⅲ
0
．P

2
9・
30

S
C
－
07

埋
土

上
弥
生

土
器

甕
黒
褐

色
う
す
い
茶
色

砂
粒
少

堅
い

横
条
痕

ナ
デ　

指
頭
圧

痕
蒲

鉾
形

凸
帯

。

13
3
3

0
07
5
1

Ⅲ
0
．P

2
9．
30

S
C
－
07

埋
土

上
弥
生

土
器

甕
黒
褐

色
灰

茶
色

砂
粒

含
む

堅
い

口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

粂
痕

左
方

向
の
横

ナ
デ

（擦
刷
痕

）
内

面
ナ
デ
痕

道
時

計
？
外

面
横

条
痕

雑
。

13
3
4

0
07
76

Ⅲ
0
．P

2
9．
30

S
C
－
07

弥
生

土
器

甕
8
．1
0

22
．0
0

茶
色

（下
半
．凸

帯
よ
り
下
）褐

色
赤

茶
色

（下
半

）
褐

色
2
－
3m

m
大

の
砂
粒

含
む

高
温

言
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
擦

刷
痕

横
ナ
デ

上
半
大
き
く開

く。

13
3
5

0
07
73

Ⅲ
0
．P

29
．3
0

S
C
－
07

弥
生

土
器

甕
6
・7
0

28
．4
0

赤
茶
色

う
す

い
灰
茶

色
砂
粒

わ
ず
か

高
温

口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

条
痕

擦
刷

痕
三
角

形
凸
帯
。

13
3
6

0
07
46

Ⅲ
0
．P

29
・3
0

S
C
－
07

埋
土

上
弥
生

土
器

甕
2
．7
5

7
．4
0
灰
褐
色

（外
底

）
赤
茶
色

（内
底

）う
す

い
黄

茶
色

砂
粒

少
な
め

堅
い

体
部

は
ナ
デ
上
げ　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

13
3
7

00
75
4

Ⅲ
0
．P

29
．3
0

S
C
－
0
7

竪
住
と
円
形
溝

の
柱

穴
と
の
切

り
合
い

弥
生

土
器

甕
4
．5
0

8
・8
0
明
茶
色

（外
底

）
灰

黒
色

灰
黒
色

4、
砂

粒
少

な
い
。胎

土
粗
い

高
温

体
部

は
横
条

痕
粗
い
ナ
デ

竪
住

と
円
形
溝

の
柱

穴
と
の

切
り
合
い

。

13
3
8

00
75
3

Ⅲ
0
・P

29
・3
0

S
C
－
0
7

埋
土
上

弥
生

土
器

甕
黒
褐
色

う
す

い
茶
色

4、
砂

粒
含

む
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
細

か
な
縦

ハ
ヶ
目

口
縁
部

は
横
パ
ケ
自　

体
部
は
左

上
が

りの
ナ
デ

小
破
片

で
傾

き
不
正

確
。

13
3
9

00
75
6

Ⅲ
0
．P

29
．3
0

S
C
－
0
7

竪
住
と
円
形
溝

の
柱
穴

と
の
切

り合
い

弥
隼
土

器
甕

2
．0
0

14
．4
0

黒
褐
色

う
す

い
茶

色
4、
砂

粒
堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
縦
ハ

ヶ
目

左
斜
行

の
ハ
ヶ
日

竪
住

と
円
形
溝

の
柱

穴
と
の
切

り
合
い

。

13
3
10

00
77
5

Ⅲ
0
・P

29
・3
0

S
C
－
0
7

弥
生
土

器
甕

4．
6
0

22
．0
0

黒
褐
色

灰
茶
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

言
綾
部

は
横

ハ
ヶ
自　

体
部
は
ナ
デ

小
さ
く屈

曲
、わ

ず
か

に
肥

厚
。

13
3
11

00
4
02

Ⅲ
0
．P

29
．3
0

S
C
－
0
7

S
K
－
12

6
弥

生
土

器
甕

3・
5
0

25
．6
0

黒
色

灰
色

（黒
斑

）
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ

ヶ
日

口
縁
部

は
横

ハ
ヶ
目　

下
半
は
ナ
デ

13
3
12

00
7
50

Ⅲ
0
．P

29
．3
0

S
C
－
0
7

埋
土
上

弥
生
土

器
甕

2．
9
0

30
．4
0

灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

多
め

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

砂
粒

露
出

13
3
13

00
7
55

Ⅲ
0
．P

29
．3
0

S
C
－
0
7

竪
住
と
円

形
溝

の
柱
穴

と
の
切

り合
い

弥
生
土

器
甕

（上
半

）灰
白
色

（
下

半
）
黒
み

灰
白
色

小
砂
粒

堅
い

上
部

よ
り
突
帯
ま
で
は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ

上
げ

三
角
形

突
帯

。
竪
住

と
円
形

溝
の
柱

穴
と
の
切

り
合
い
。

13
3
14

00
74

9
Ⅲ

0
．P

29
・3
0

S
C
－
0
7

埋
土
上

弥
生
土

器
甕

4．
75

19
．6
0

茶
色

灰
茶

色
4
、砂

粒
わ
ず
か

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
粗
い
縦

ハ
ヶ
日

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ
上
げ

外
の
ハ
ヶ
日
は
タ
テ
ハ
ヶ
の
後
に
、斜

め
の
ハ
ヶ
目
を
加
え
る
。

倒
卵
形
の
体

部
。
※
言
縁
下
端
に
刻
み
目
の
可

能
性
が
あ
る
。

13
3
15

00
74

8
Ⅲ

0
．P

29
・3
0

S
C
－
0
7

埋
土
上

弥
生
土

器
甕

4．
50

27
．4
0

灰
茶
色

灰
茶

色
4
、砂

粒
含
む

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
粗
い
ハ

ヶ
目

左
上
が

りの
ナ
デ

外
面
の
ハ

ヶ
目
は
統

一
性

が
な
い
。

13
3
16

00
74

7
Ⅲ

0
・P

29
．3
0

S
C
－
0
7

埋
土
上

弥
生
土

器
甕

4．
10

7．
2
0
赤

茶
色

砂
粒
少

な
い

良
縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ
上

げ
剥

離
くび

れ
弱

い
。
ハ
ヶ
日

時
計

ま
わ
り
。

13
3
17

00
80

0
Ⅲ

0
．P

29
．3
0

S
C
－
0
7

弥
生
土

器
－

甕
7．
40

8．
5
5
灰
色

（鹿
部
端

黒
斑

）
黒
色

内
面

に
わ
ず

か
に
砂
粒

良
体

部
は
縦
パ
ケ
目　

括
れ

部
は
ヘ

ラ
状

工
具

の
ナ
デ　

外
底

は
ヘ

ラ
状
工

具
の

横
ナ
デ

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ
上
げ

頑
丈
な
つ

くり
。

13
3
18

00
75

7
Ⅲ

0
．P

29
．3
0

S
C
一
0
7

竪
住

と
円
形

溝
の
柱

穴
と
の
切

り合
い

痴
生

土
器

皇 室
2．
85

17
．2
0

う
す
い
灰

茶
色

う
す
い
灰

茶
色

砂
粒
含

む
。
精
良

土
で
は
な
い

良
剥

離　
調
整

痕
不

明
横

ミガ
キ

4
cm

の
小

破
片

。外
面

も横
ミ
ガ
キ
で
あ
ろ
う
。
竪
住

と
円

形
溝
の
柱

穴
と
の

切
り
合
い

。

13
3
19

00
77

2
Ⅲ

0
．P

2
9．
30

S
C
－
0
7

弥
生

土
器

甕
5．
35

2
8．
60

丹
塗

り
丹
塗

り
精

良
土

に
近
い

良
縦

ハ
ヶ
目
を
横

ナ
デ
消

し　
丹
塗

り
口
縁

部
は
横

ナ
デ
ー
下

半
は
左

斜
行

の
ハ
ヶ

日
調

整
特

に
丁
寧

で
は
な
い

。

13
3
20

0
07
77

Ⅲ
0
．P

2
9．
30

S
C
－
07

弥
生

土
器

恵 一i
l

10
．1
0

丹
塗

り
ナ
シ

精
良
土

に
近
い

堅
い

横
ミガ

キ　
丹
塗

り
ハ
ヶ
日

内
面
は
粗

目
の
ハ
ヶ

部
分

的
に
ナ
デ

粗
い
調

整
の
マ
マ

。
外
面

は
細
か

い
横
ミ
ガ
キ
だ
が
、丁

寧
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。

13
3
21

0
08
0
1

Ⅲ
0
・P

2
9．
30

S
C
－
07

弥
生

土
器

－こヒ ．喜
．

3．
90

5・
00

茶
色

茶
色

小
砂
粒

堅
い

左
上
が

りの
ミ
ガ
キ

ナ
デ

外
面

細
か
な
ミガ

キ
。

13
3
2
2

0
09
19

Ⅲ
0
．P

2
9．
30

S
C
－
07

埋
土

上
弥
生

土
器

一缶 寮
7
・9
0

6．
60

う
す
い
茶

色
うす

い
灰
黒

色
小
砂

粒
わ
ず
か
に
入

る
。
精

良
で
は
な
い

阜
横

ミガ
キ　

外
底
は
ミ
ガ
キ

ナ
デ

鹿
部
に
沈
線

。接
合

し
な
い
が
、胴

上
半

、頚
部

が
あ
る
。

表
面
磨
耗

し
、
実
測
不

可
。胴

、頸
部

と
の
境

不
明

瞭
°

13
6
1

0
08
68

Ⅲ
N

2
5

S
C
一
08

弥
生

土
器

甕
黒
色

黒
色

1
m
m
大
の
砂

粒
が

内
外

面
露

出
横

条
痕

擦
刷

痕
三
角

形
凸

帯
。

13
6
2

0
08
7
1

Ⅲ
N

2
5

S
C
－
08

弥
生

土
器

甕
5
．7
0

う
す
い
茶
褐

色
う
す

い
茶
色

1
～
2m

m
大

砂
粒

多
い
。
内

面
に
露

出
良

横
条
痕

ナ
デ
？

三
角

形
突

帯
。
外

面
の
条

痕
に
ぷ

い
。

1二
36

3
00

87
2

Ⅲ
N

2
5

S
C
－
08

弥
生

土
器

甕
6
・2
0

20
・8
0

う
す
い
茶
褐

色
茶

色
1
m
m
大
の
4
、砂

粒
。
内
面

に
露
出

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ
上

げ
ナ
デ

内
外

面
ハ

ヶ
目
な
し
。
器
壁

う
す

い
。傾

き
不
正

確
°

13
6
4

00
87
0

Ⅲ
N

2
5

S
C
－
08

弥
生

土
器

甕
5
．2
0

25
．4
0

う
す
い
茶
褐

色
う
す

い
茶
色

極
小

砂
粒

普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

ナ
デ

屈
曲
4
、さ

い

13
6
5

00
86
7

Ⅲ
N

2
5

S
C
－
08

弥
生

土
器

甕
8
．6
5

3
1．4

0
茶
褐
色

茶
色

小
砂

粒　
－

普
通

言
縁

部
－は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

の
ハ
ケ

日
ナ
デ

内
面

砂
粒

露
出
ぎ
み

。
口
縁

内
面

に
小
さ
く突

出
。
上

面
は
へ
こ
み
。

13
6
6

00
87
3

Ⅲ
N

25
S
C
－
08

弥
生

土
器

・こと
1

宝
1．
75

30
．6
0

う
す
茶
褐

色
う
す

い
茶
褐

色
砂
粒

き
わ
め
て
少

。精
良
土

に
近
い

－tぎ
ー0ⅠE

や
や

軟
質

口
縁

部
－は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

13
6
7

00
86
6

Ⅲ
N

25
S
C
－
08

弥
生

土
器

甕
う
す
い
灰
茶

色
明

茶
色

驚
追

横
ナ
デ

横
粂

痕

13
6
8

00
86
9

Ⅲ
N

25
S
C
－
0
8

弥
生
土

器
鉢

3
．7
5

8・
80

う
す
い
茶
色

う
す

い
茶
色

砂
少

。
精
良

土
に
近

い
叢
費

横
ナ
デ

横
ナ
デ

器
壁

厚
め
。
凸

帯
水

平
で
な
い
。

13
6
9

00
87
4

Ⅲ
N

25
S
C
－
0
8

弥
生
土

器
器
台

6．
0
5

10
．2
0

赤
茶
色

赤
茶
色

1－
2
m
m
大

の
砂
粒

普
通

縦
ハ

ヶ
目

部
分

的
に
横
パ

ケ
目

や
や
傾
き
き
つ
く
、天

地
逆
か

。

13
9
1

00
0
43

Ⅲ
N

25
S
N
－
03

SD
－
0
1
8　

65
弥
生
土

器
甕

16
・3
0

22
．6
0

黒
灰
色

灰
茶
色

砂
粒

少
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ

口
縁
部

は
左
上

が
り
の
横
ナ
デ　

指
頭

圧
痕

肥
厚
気

味
の
L
字
形

口
縁

。

14
3
1

0
13
00

Ⅲ
0

3
1

S
N
－
02

上
甕

弥
生
土

器
上
甕

15
．8
0

（2
8．
60

）
25
．8
0

淡
黄
褐

色
一
決

橙
色

淡
黄
褐
色

～
淡
橙

色

比
較

的
精

良
土

に
1m

m
ま
で
の
砂

粒
含

む

。
内
面

に
は
比

較
的
露

出
も
多
い

。長
石
・

石
英

．ウ
ン
モ
多

い
。
赤
色

粒
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

14
3
2

0
13
01

Ⅲ
0

3
1

S
N
－
02

下
甕

弥
生
土

器
下
甕

34
．8
0

（3
4
・0
0
）

7
．5
0
（暗

橙
色
～
）
淡
橙

色
淡
痩

色
比
較

的
精

良
土

に
1m

m
ま
で
の
砂

粒
を
少

し
含

む
良
好

言
縁
部

は
横
ナ

デ　
体
部

は
縦
ハ

ヶ
日

ナ
デ

鹿
部
周

辺
は
指

頭
圧

痕
。

15
4
4

00
0
86

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

灰
黒
色

濃
灰

色
大
き
め
の
砂

粒
少

な
め

良
口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
条
痕

凸
帯
、カ

マ
ボ
コ
。

15
4
5

00
0
紗

Ⅲ
0

27
　

－S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

灰
茶
色

茶
色

堅
い

突
帯

は
棲

ナ
デ　

休
部
は
壙

条
痕

横
ナ
デ　

ー
部
に
横

条
痕

巾
、厚

さ
の
カ
マ
ボ

コ
状

。頂
点
、シ

ャ
ー
プ
°
突
帯

8
8と

類
似

し
て
い
る
が
、外

面
の

条
痕

が
異
な
る
°

15
4
6

00
0
88

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

灰
黒
色　
　　
　

茶
色

砂
粒
少　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

堅
い

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ

凸
帯
、
巾
広
の
カ
マ
ボ
コ
状
だ
が

、頂
点

シ
ャ
ー
プ
。

笥 価 喜 田
法
．

渦 鄭



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．串
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
く法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

言
．器
受
部
径

最
大

径
底．
脚
裾・
舶

径
色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

15
4
7

00
0
93

Ⅲ
O

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

突
帯
頂

部
よ
り
下

、
黒

褐
色

淡
茶

色
砂
粒

良
口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
ナ
デ　

一
部
に
横

条
痕

カ
マ
ボ
コ

突
帯

。ハ
ヶ
目
丁

寧
。

15
4
8

00
0
84

Ⅲ
O

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

6．
5
0

18
．4
0

黒
褐
色

茶
色

砂
粒

少
良

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
粗

い
横
条

痕
割

り
に
細
か
な
横
ハ

ヶ
目

三
角

凸
帯
。
わ
ず
か

に
垂
れ
気

味
。

15
4
9

00
0
74

Ⅲ
－0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

13
．9
0

20
．0
0

茶
褐
色

、下
半

は

黒
褐
色

（ス
ス
）

茶
色

砂
粒

少
な
い

突
帯

は
横

ナ
デ　

休
部

は
縦
ハ
ヶ
目

屈
曲
上

半
は
横

ハ
ヶ
日
を
ナ
デ
消
し

下
半
は
横

ハ
ヶ
目

凸
帯

0三
角
。

15
4
10

00
0
87

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

灰
茶
色

灰
茶

色
砂
粒

少
良

口
緑
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
粗

い
横
条

痕
細

か
な
横
ハ

ヶ
目
の
後

に
横

ナ
デ

内
面

の
調
整

、特
異

。
突
帯
小

さ
な
三
角

形
°

‾　
ク舞
廿　

赤
－撞戸
　　
　　
　　
　　
　　
　　

ネ鼻
尤

15
4
1
1

00
0
91

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

灰
茶
色

茶
色

砂
粒

少
良

粗
い
条

痕
状

の
横
ハ

ヶ
目

ハ
ヶ
目

二
角
ヲヒ

宵
。ヲ
ヒ
帯
の
上

下
に
よ
っ
て
工
具

が
ハ

よ
る
°

如
廿

．．‾
15
4
12

00
0
90

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

3．
8
0

25
．4
0

褐
色

（黒
み
）

明
茶

色
砂
粒

少
な
い

堅
い

言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

横
ナ
ァ

巾
厚
の
大

野
、二

角
形
。

15
4
13

00
0
85

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

2．
8
0

25
．4
0

茶
色

（凸
帯

下
は

黒
み
）

茶
色

（橙
色

に
近

い
）

砂
粒

少
良

擦
刷

状
の
横

ナ
デ

擦
刷
状

の
横
ナ
デ

凸
帯

、1
段

下
が

っ
て
小
さ
な
三
角
形

。

15
4
14

00
0
78

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
鉢

5．
9
0

茶
色

茶
色

小
砂

粒
良

横
ナ
デ

横
ナ
デ

屈
曲
部

丸
み

。

15
4
15

00
0
75

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

12
．0
0

25
．8
0

茶
色
、
（下

半
）黒

渡
茶
色

砂
粒

多
い
が

、表
面

に
露
出

し
て
い
な
い

』一一

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ　

ー

部
に
ハ
ヶ
目
残
る

上
半

は
ナ
デ
上

げ　
下
半

は
横
ハ
ヶ
目

－　
　

赤
．出
一一　

、
15
4
16

00
0
92

Ⅲ
0
－

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
甕

茶
色

茶
色

砂
粒

少
な
い

良
縦
ハ
ヶ
目

ナ
ァ

ニ
角

大
野

。ン
ヤ
ー
プ
、小

さ
い
。

15
4
17

00
08
0

Ⅲ
’0

27
S
K
一
0
0
1

弥
生
土

器
甕

2．
10

7
．6
0
淡

茶
色

淡
茶
色

1－
3
m
m
大
砂

粒
多

い
良

ナ
デ　

外
底
は
粗

い
ヶ
ズ
リ

ナ
デ

調
整
粗

い
。

15
4
18

00
08
2

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
－こヒ 匂互

3．
2
0

13
．2
0
灰

茶
色

灰
色

砂
粒

少
な
い

良
ナ
デ

横
ハ
ヶ
日

15
4
19

00
08
3

Ⅲ
0
－

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
1こた言
．

璽
3．
5
0

14
・8
0
淡
灰
茶

色
淡

灰
茶
色

砂
粒

少
だ
が

、精
良

で
な
い

良
縦
ハ

ヶ
目　

外
底
は
ヘ

ラ
状

工
具

の
ナ

デ
斜

行
ハ

ヶ
目

ハ
ヶ
目
は
細

か
く
精
緻

。径
や
や
不

正
確

。
1／
10
以

下
の

小
破

片
。

15
4
20

00
07
0

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
－土 室

7．
9
0

15
．6
0

黒
灰
色

茶
色

（言
縁
部

、一
部

黒
灰

色
）

小
砂

粒
含

む
が
、堅

緻

・Ⅰ．

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

頸
部
は
ナ
デ

？
口
縁
部

は
横
ミ
ガ
キ　

頸
部
は
ナ
デ
？

傾
き
不

正
確

。

苛　
、　
　　
　
血

す
、

15
4
2
1

00
06
8

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1

弥
生
土

器
・土 璽

3．
10

12
－8
0

灰
茶
色

灰
茶
色

小
砂

粒
。
精

良
で
な
い

－1－．

良
不
鮮

明
だ
が

横
ミ
カ
キ

不
鮮

明
だ
が
横

ミ
カ
キ

頸
部

と
の
境

に
沈

線
1条

。

㎡　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

ね
、

・
15
4
22

00
07
6

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
0
1
－

弥
生
土

器
1Ctご
．

笠
3．
2
0

19
・2
0

灰
茶
色

灰
茶
色

わ
ず
か
に
小

砂
粒

堅
い

細
か

な
横

ハ
ヶ
目

横
ハ
ヶ
目

員
と
一

緒
。
8c

m
の
小
片

O
外
面

は
細
か

よ
ミ
カ
キ
。

15
4
2
3

00
07
9

Ⅲ
0

27
S
K
－
00

1
弥
生
土

器
士 璽E

2．
20

29
．6
0

丹
塗

り
丹

塗
り

砂
粒

少
堅
い

ハ
ヶ
目
の

後
に
横
ミ
ガ
キ

細
か
な
横

ミガ
キ

外
面

な
め

ら
か
で
な
い
。
横
ミ
ガ
キ
の
前
に
、工

具
で
タ
テ

15
4
24

00
07
7

Ⅲ
0

27
S
K
－
00

1
弥
生

土
器

士 璽
7
．0
0

茶
色

茶
色

（赤
味

）
4
、砂

粒

－1－・

良
弧
状

の
横
ミ
ガ
キ

．

ナ
デ

一
部

に
パ

ケ
員
外

、器
面

あ
ま
り
な
め

ら
か
で
な
い
。
ミガ

キ
も
雑
。
ス
ピ
ー
ド
感
あ

り。

立　
　　
　　
　　
　　
　

‾．
1

1　
　　
　　

．．＋ヽ
．

15
4
25

00
06
9

Ⅲ
0

27
S
K
一
00

1
弥
生

土
器

士 璽
灰
茶
色

（一
部
黒
色
）
茶

色
砂
粒

ほ
と
ん
ど
な
し
°精

良
に
近

い
堅
赦

丁
学

な
横

ミ
カ
キ

ナ
ァ

屈
曲

部
は
強
い
横

ナ
ァ

沈
線

は
浅
く
に
ぷ

い
。

15
4
2
6

00
07
2

Ⅲ
0

27
S
K
－
00

1
弥
生

土
器

．土 璽
5
．1
0

黒
褐
色

黒
灰
色

小
砂

粒
含

堅
い

細
か
な
横

ミ
ガ
キ

ナ
デ

文
様

、沈
線

浅
い

。

15
4
2
7

00
07
3

Ⅲ
0

27
S
K
－
00

1
弥
生

土
器

」と 蟹
8
．5
0

6
．9
0
黒
灰
色

灰
茶
色

小
砂

粒
少

な
い

良
外
底

か
ら
体

部
は
細

か
な
横
ミ
ガ
キ

上
半

は
横
ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

内
面

の
調
整

雑
。外

面
ミ
ガ
キ
だ
が
凹

凸
あ
り
、な

め
ら
か

で
な
い

。文
様

は
、
2本

沈
線

に
よ
る
連

続
文

。

15
4
2
8

00
08

1
Ⅲ

0
2
7

S
K
－
00

1
弥
生

土
器

－db
．

璽
2
．8
0

6
・1
0
茶
色

茶
色

小
砂

粒
多

い
良

横
ナ
デ
外

底
は
ヶ
ズ
リ

粗
い
ナ
デ
で
凹

む

15
4
2
9

00
06
5

Ⅲ
0

2
7

S
K
－
00

1
弥
生

土
器

鉢
7
．6
0

2
1．
20

茶
褐
色

淡
茶
褐

色
精

良
土
に
近

い
良

口
縁

部
も
横

ミガ
キ

言
綾

部
も
横
ミ
ガ
キ

表
面

な
め

ら
か
。

15
4
3
0

00
07

1
Ⅲ

0
2
7

SK
－
00

1
弥
生

土
器

鉢
3
．0
0

24
・6
0

灰
色

灰
色

小
砂

粒

JL．
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

奇
、

良
横

ハ
ヶ
目

横
ミ
ガ
キ

5
cm

の
4
、破

片
。
口
径

不
正
確

。

方
め
鉛
か
」
1
往　

正
15
4
3
1

00
06
6

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

1
弥
生

土
器

鉢
3
・7
0

24
．8
0

茶
色

濃
茶
色

砂
粒

少
。精

良
土

で
は
な
い
。芸

母
良

細
か
い
横
ミ
カ
キ

細
か

い
横
ミ
カ
キ

内
面

よ
め
ら
カ
。
口
任

不　
確
°

15
4
3
2

0
00
67

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

1
弥
生

土
器

鉢
3
．8
0

27
．4
0

草
色

濃
茶
色

砂
粒

少
。精

良
で
は
な
い
。
雲
母

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

ミガ
キ

横
ミ
ガ
キ
ーの

後
に
縦

の
ミガ

キ
小
破

片
5
cm

で
口
径

不
明
。
外
面

の
ミ
ガ
キ

（ス
ト
ロ
ー
ク

が
短

い
）。

‾　
　　

奔
一一田
・
冒

15
7
1

0
03
26

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
淡
黄
色

（淡
肌
色

）
淡

黄
色

（淡
肌

色
）
砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ

J．

堅
い

粂
痕

ナ
ァ

二
角

形
天

野
幅

広
レ
ナ。

■8
－

15
7
2

00
38
6

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
褐
色

杢
褐
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
ン

堅
い

横
粂
痕

ナ
ァ

（擦
刷

痕
）

蒲
鉾

形
凸
宵
。 ‾　
　

赤
一一日
．一
　　
　‾
　　
　　

．
’　

ヽ
15
7
3

0
03
2
1

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
褐
色

茶
褐
色

小
砂

粒
良

横
ナ
ァ

擦
刷

痕
左
上

が
り
の
ナ
ァ

や
や
軟

質
。
二
角

大
野

。
正
二

角
形

に
近

し
。

15
7
4

00
32
3

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
色

茶
色

（言
縁

内
面

は
赤

茶
色

）
わ
ず
か

に
砂

粒
良

、
堅

い
口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

粂
痕

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

下
半
は
右

上
が

り

の
ナ
デ

傾
き
不

正
確

。
三
角

形
わ
ず
か

に
上
向

き
。

15
7
5

0
03
28

Ⅲ
0

2
7

SK
一
00

2
弥
生

土
器

嚢
黒
色

茶
色

（口
縁

端
黒

み
）

砂
粒

ほ
と
ん
ど
な
し

堅
い

横
条
痕

ナ
デ　

指
頭
圧

痕
・

高
温

焼
成

。
三
角

形
突

帯
。

15
7
6

00
32
4

Ⅲ
O

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
色

茶
黒
色

砂
粒

わ
ず
か

J＿
　　
　　．
h

良
言
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

条
痕

横
ナ
デ

や
や
軟

質
。
幅
広

、背
の
低
い
三

角
突

帯
。

．一一
一　
　癖

－．田
．

15
7
7

0
03
29

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
茶

色

→オ
・

4
、砂

粒
わ
ず
か ・J

L

良
横

条
痕

横
パ

ケ
冒

二
角

ヲモ
宵

。

る
二　

赫
甘
・

15
7
8

0
03
22

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
発

色
1
m
m
大
の
砂

粒
良

横
条
痕

横
ナ
ァ

堅
い

。丸
み
の
あ　

＿
角

矢
野

°

15
7
9

0
03
20

Ⅲ
0

2
7

SK
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
茶

色
わ
ず
か

に
砂
粒

良
一
横

条
痕

横
ナ
デ

（擦
刷

痕
）

外
面

調
整

小
口
ナ
デ
。
三
角

形
°
背
が

高
い　

刻
み
目

特
徴

的
°

㎡　
　、

15
7
10

00
32
7

Ⅲ
0

2
7

S
K
－
00

2
弥
生

土
器

甕
う
す
い
茶

褐
色

う
す
い
茶
褐

色
小

砂
粒

／J－

良
口
縁

突
帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
擦

刷
痕

．その
一）
，

ナ
デ　

粘
土
接

合
痕

口
縁

波
打

つ
。
傾

き
不
正
確

。
外
面

条
痕

（擦
痕
）
明
瞭

で
な
い
。
三
角

形
凸

帯
。

ロ
’

、
j
さ
六
二
角

癖
廿

15
7
11

00
3
17

Ⅲ
O

2
7

S
K
－
00

2
弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
茶

褐
色

砂
粒
少

な
い

や
や
軟
横

粂
痕

の
後

に
右

上
が

りの
ナ
ァ

横
ナ
ァ

器
壁

っ
す
V

。ノ
、

よ
＿　

大
冊

。

15
7
12

00
3
18

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生

土
器

甕
5・
20

19
．6
0

黒
灰

色
黒
灰
色

小
砂
粒

きわ め
て 良

痍
ナ
デ

横
ナ
デ

言
縁

部
ゆ
る
や
か
に
外

湾
。
須

恵
器

質
°
突
帯

分
厚

い
三

角
形

、垂
れ
気
味

。

15
7
13

00
3
15

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生

土
器

甕
5．
20

（灰
）黒

色
（灰

）黒
色

砂
粒
ほ
と
ん
ど
な
し

堅
緻

屈
曲
部

下
半

は
粗

い
横

条
痕

上
半
は
横
ナ
デ　

下
半
は
右
上

が
り
の

ナ
デ

三
角
突
帯

、頂
点
割

に
シ
ャ
ー
プ

。

15
7
14

00
3
16

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生

－土
器

甕
、

5．
90

（上
半
）
灰
茶

色
（下

半
）
灰
黒

色
茶
色

1－
2m

m
大
の
砂
粒

。
雲

母
な
し

屈
曲
部
上

半
は
構
い
嘩

ナ
デ
（擦

刷
痕
）

突
帯

は
横

ナ
デ

丁
寧
な
ナ
デ

三
角
形
突

帯
。

15
7
15

00
3
14

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生
土
器

甕
5・
40

黒
色

（凸
帯
よ
り上

は
褐
色

）
茶
色

砂
粒
少　

－
良

横
条
痕

上
半
横
ナ
デ　

下
半
は
横

ハ
ヶ
目

三
角
凸

帯
。

15
7
16

00
3
13

Ⅲ
b

27
S
K
－
0
02

弥
生
土

器
甕

10
．0
0

茶
色

茶
色

砂
粒
含

む
が
胎

土
あ
ら
くな

い

⊥

堅
い 1

屈
曲
部

上
半

は
粗

い
ハ
ヶ
日
（条

痕
状
）

下
半

は
細
か
な
パ
ケ
目

　ヽノ′．
一　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

ハ

上
半
は
左
上

が
り
の
ナ
ァ　

下
半

は
細

か
な
横

ハ
ヶ
目

三
角
突

帯
。

個
－．－
　ご

15
7
17

00
32

5
Ⅲ

0
27

S
K
一
0
02

弥
生
土

器
甕

茶
色

茶
褐

色
砂

粒
ほ
と
ん
ど
な
し
。
雲

母
堅

緻
細

か
な
斜

町
ハ
ヶ
目　

下
半

は
縦

ハ
ヶ
目

一

横
ハ
ヶ
目

凸
冊
ナ

ン
。

口
縁

部
粗

い
ハ
ケ
目
、内

外
細
か

い
ハ
ヶ
目
。
外

面
は
ハ

ヶ
目
－の

後
ナ
デ
消

し
？

15
7
18

00
3
19

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生
土

器
甕

15
・7
5

2
3・
90

灰
茶
色

茶
褐

色
（下

半
）

黒
色

小
砂
粒

多
い

、IJ
．　
　　
　や

－
良

口
緑
部

は
横
ナ
ァ　

下
半

は
細
か
な
ハ

ヶ
目

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
日　

下
半
は
左

上
が

り
の
細

か
な
ハ

ヶ
目

‾
、
、工

目　
　

‾
や上

げ
15

7
19

00
3
10

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生
土

器
撃

－　
5．
00

6．
8
5
茶

色
茶
色

砂
粒
わ
ず

か

、ヽ／－L
　　
　　
　
句テ

・

良
粗

い
ハ
ヶ
目　

括
れ
部
は
ナ
ァ

1　
尤ヽ

／、

ヘ
フ
状　

7て
の
ナ
ァ

ナ
－．

形
状
．調

整
と
も
整　

て
い
る

15
7
20

00
3
11

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

口
／＼

4．
95

7．
6
0
ノヽ

′
、砂

一迫
　

め
。芸

、
よ　

ハ
7－

ソ　
　　

ロ　
　　
　　

つ　
　　

。

15
7
2
1

00
3
09

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生
土

器
甕

6．
05

91
0
0
茶

色
草
色

’曲

小
砂
粒

含
む

卑 ／

細
か
な
縦

の
ハ
ヶ
目

．△
一　
　　

豆
出
番
ざ
が

指
頭
圧

痕　
ナ
デ

∠ゝ
面
細

か
尤
横

ミ
ガ
キ

外
面
細

か
な
ハ

ヶ
目
（ソ

フ
トな

ナ
デ
上
げ
）痕

跡
わ
ず

か
。

丁
寧
な
調

整
15

8
22

00
2
96

Ⅲ
0

27
S
K
1
0
02

弥
生
土

器
1ゴlC
r

璽
4．
55

9．
80

色
猥　

色
精　

土
堅

緻
∃三
両

溜
か
な
横
、
カ
キ

∃三
　　
　　
　

よ　
、

「－
よ　
　

。

15
8
23

00
3
06

Ⅲ
0

27
S
K
－
0
02

弥
生
土
器

．こ土ゴ
・

蟹
3．
15

16
．4
0

茶
色

灰
黒

色
小

砂
粒

多
い

J＿
、

普
横

ナ
デ

ソL
　　
　l
．

横
ナ
デ　

下
半
砂
粒

露
出

一一
・　
　　ノ1
ム。
．一

器
壁
内

部
は
灰

黒
色

。

恕
楠
出
精
弥
」
娼
鰯
械

15
8
24

00
3
05

Ⅲ
0

27
S
K
1
0
0
2

弥
生
土

器
．全 室

2．
15

19
．4
0

茶
色

）ニ・
・

茶
色

一一七l
一一

4
、砂

粒
混

入

、－L

良
横

ミ
カ
キ　

段
部

に
細
か
な
ハ
ヶ
日

赤

横
ナ
ア
の
後
に
ハ

ヶ
目

　ヽヽ

口
練

塀
方
形

。
滑
瞭

よ
段

を
つ

くる
°

訂面
汀

優
力
積

整　
た
だ
し　

縁
功

は
条
疾

っ
く

2
－　
　

－
宜

2
2

粂
ノヽ

妙
迫　
　　

少
な
い

苧
な
構

ナ
チ

、　
　　
　　

、　
7・

早
ま　
　

。
～
～　
　　

塀　
　

県　
。

15
8
25

15
8
26

00
30
8

00
30
7

Ⅲ Ⅲ

。 0

7 27
S
K
－
0
0
2

′ヽ 弥
生
土

器
」と 璽

3．
90

23
．2
0

赤
茶
色

（丹
塗
り

か
？）

茶
色

小
砂
粒

。
精

良
土
に
近

い
良

縦
の
細

か
な
ハ
ヶ
日
の
後

に
横
ミ
ガ
キ

口
縁
部

は
横

ミ
ガ
キ

8
cm

の
小

破
片

。

海
面 苺 ．．
盛

滑 翔
十

q ＼
1



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
遺

構
名　

－
備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

田
．器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
裾
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面
調

整
内
面

調
整

15
8
27

00
30
3

Ⅲ
0

26
・2
7

S
K
－
0
0
2

弥
生
土

器
一缶 査

4．
40

黒
（褐

）色
茶
褐

色
わ

ず
か
に
砂
粒

（精
良
土

）
良

ミガ
キ
で
滑
ら
か

上
半
は
ヘ

ラ
状
工

具
で
横

ナ
デ

沈
線
、三

条
、平

行
で
な
い
、浅

い
。
磨
研

°

15
8
28

00
3
12

Ⅲ
0

26
．2
7

S
K
1
0
0
2

弥
生
土

器
一つヒ
1

室
3．
50

6．
15

茶
色

黒
色

精
良
土

良
体

部
は
横

ミ
ガ
キ　

鹿
部

は
右
上

が
り

の
ミガ

キ
状　

外
底

は
ナ
デ

横
ミガ

キ
円
盤
状
鹿

部
。

15
8
29

00
3
01

Ⅲ
0

2（
5．
27

S
K
－
0
02

弥
生
土

器
鉢

2－
60

23
．0
0

黒
灰

色
濃
灰

色
砂

粒
ご
く
わ
ず
か

だ
が
密
で
は
な
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
ハ
ヶ
日

を
ナ
デ
消
す

口
緑

や
ヤ
波

打
つ

。6
cm

の
小

破
片
。

15
8
30

00
30

2
Ⅲ

0
26

・2
7

S
K
－
0
02

弥
生
土

器
鉢

4．
00

2
1．
00

茶
褐

色
（黒

斑
ぎ

茶
褐

争
精

良
良

横
ミ
ガ
キ

横
ミガ

キ　
滑

ら
か

さ
を
欠

く　
下

半
に

ハ
ヶ
日

器
面
の
調

整
丁

寧
。
5
cm

の
小

破
片

。

15
8
3
1

00
30

4
Ⅲ

0
26

．2
7

S
K
－
0
02

弥
生
土

器
鉢

4・
70

2
1・
80

茶
色

茶
褐

色
砂

粒
ほ
と
ん
ど
な
し
。
胎
土

密
で
は
な
い

良
口
縁
部

は
細
か
な
横

ミガ
キ　

下
半

は

ナ
デ

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
左
上

が
り
の
ナ
デ

5
cm

足
ら
ず
の
小

破
片

。

15
8
32

00
29

9
Ⅲ

0
26

・2
7

S
K
－
0
02

弥
生
土
器

鉢
4．
50

3
7．
60

茶
褐

色
黒
褐

色
小

砂
粒

多
い

。胎
土
粗

。
4m

m
大

の
砂

粒
も
混

入
良

口
縁
部

は
横

ハ
ヶ
日
の
後
に
ナ
デ　

下
半

は
ミガ

キ
細

か
な
横

ミ
ガ
キ

ロ
縁

外
面

は
湾

曲
の
た
め
か
横

ミガ
キ
な
し
。

15
8
33

00
29

7
Ⅲ

0
26

．2
7

S
K
－
0
02

弥
生

土
器

鉢
3．
50

40
．8
0

茶
色

茶
色

小
砂
粒

わ
ず
か
だ
が

、精
良
で
な
い

良
言
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

口
綾

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

外
面
砂
粒

が
渾

き
出
す

（露
出
で
は
な
い
）。

15
8
34

00
29

8
Ⅲ

0
26

．2
7

S
K
－
0
02

弥
生

土
器

鉢
3．
80

4
2．
80

茶
色

茶
色

わ
ず

か
に
4、
砂

粒
。
雲

母
良

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
ハ

ヶ
日
の

後
に
横

ミ
ガ
キ

横
ミガ

キ
言
綾

部
は
肥

厚
し
、丸

み
を
も
つ

。2
9
7の

高
杯
と
は
屈
一曲

部
が
異
な
り
、浅

鉢
か
？

15
8
35

00
30

0
Ⅲ

0
2
6．
2
7

S
K
－
0
02

弥
生

土
器

鉢
5．
90

37
．5
0

茶
色

茶
色

小
砂
粒

含
む
が

、胎
土

密
良

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
細
か

な

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
ナ
デ

内
外

面
、幅

広
の
横
ミ
ガ
キ
。器

面
凹
凸
、な

め
ら
か
で
は

な
い
0
5c

m
の
小
破

片
。
傾

き
、径

は
不

正
確

。

16
0
1

00
05

6
Ⅲ

q
2
6．
2
7

S
K
－
00

6
弥
生

土
器

甕
灰
茶

色
淡
茶
色

小
砂
粒

横
ナ
デ

指
頭

圧
痕

三
角

凸
帯

。

16
0
2

00
06

3
Ⅲ

Q
2
6．
2
7

S
K
－
00

6
ベ
ル
ト

弥
生

土
器

甕
茶
色

茶
色

砂
粒

少
な
い

良
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ

や
や
軟

質
か

？

16
0
3

00
05

8
Ⅲ

Q
2
6．
2
7

S
K
－
00

6
弥
生

土
器

甕
灰
茶

色
灰

茶
色

砂
粒

少
な
め

良
横

ナ
デ

ナ
デ

三
角

突
帯

。

16
0
4

0
00
5
9

Ⅲ
q

2
6．
2
7

S
K
－
00

6
弥
生

土
器

甕
灰
黒

色
茶

色
砂
粒

少
良

突
帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ

三
角

突
帯

°

16
0
5

0
00
64

Ⅲ
Q

2
6．
2
7

S
K
－
00

6
ベ
ル
ト

弥
生

土
器

甕
灰
茶

色
灰

茶
色

砂
粒

少
良

突
帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ
？

16
0
6

0
00
6
1

Ⅲ
Q

2
6．
2
7

S
K
1
00

6
弥
生

土
器

甕
1．
80

7．
15

淡
茶

色
淡

茶
色

1
－
2m

m
大

の
砂
粒

多
い

良
体

部
は
条

痕
ナ
デ
？

調
整

あ
ら
い
。

16
0
7

0
00
57

Ⅲ
Q

2
6．
2
7

SK
－
00

6
弥
生

土
器

甕
灰
黒
色

淡
茶
色

4
、砂

粒
少

良
口
緑

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
糸田

か
な
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

16
0
8

0
00
62

Ⅲ
q

2
6．
2
7

SK
－
00

6
ベ
ル
ト

弥
生

土
器

甕
茶
色

茶
色

砂
粒

少
良

縦
ハ
ヶ
目

横
ナ
デ　

パ
ケ
目
残

る

16
0
9

0
00
55

Ⅲ
Q

2
6．
2
7

SK
－
00

6
弥
生

土
器

甕
2
．7
0

19
．8
0

茶
褐
色

淡
茶
色

1
m
m
大
の
砂

粒
良

口
縁

部
横

ナ
デ　

休
部
縦

ハ
ヶ
目

条
痕

を
横

ナ
デ
消
し

6
cm

の
小
破

片
。

16
0
10

0
00
60

Ⅲ
q

2
6．
2
7

SK
一
00

6
弥
生

土
器

甕
灰
色

灰
色

砂
粒

少
良

横
ナ
デ

横
ナ
デ

3
cm

の
小
破

片
。

16
0
11

0
00
54

Ⅲ
q

2
6．
2
7

SK
－
00

6
弥
生

土
器

甕
3
．3
5

47
．0
0

灰
色

灰
色

小
砂

粒
多

い
良

言
縁

部
横

ナ
デ　

体
部
縦

ハ
ヶ
目
ナ
デ

消
し

横
ナ
デ

端
部

の
上

下
端

に
工

具
の
木

目
。

16
4
1

0
12
3
1

Ⅲ
P
．q

2
6．
2
7

SK
－
00

7
2
12

弥
生

土
器

甕
灰
茶
色

褐
色

小
砂

粒
多

い
良

粗
い
条
痕

丁
寧

な
横

ナ
デ

外
面

の
条
痕

あ
ら
い
が

、内
面

の
横
ナ
デ
は
丁

寧
。

16
4
2

0
12
28

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

SK
－
00

7
0
－
1
64

弥
生

土
器

甕
黒
褐
色

肌
色

小
砂

粒
良

口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

条
痕

ナ
デ

刻
み
日

直
三
角
形

（頂
点

丸
み
）
。

16
4
3

0
11
84

Ⅲ
P
・Q

26
．2
7

S
K
－
00

7
埋
土

中
一
括

弥
生

土
器

甕
灰

色
灰

色
砂
粒

あ
る
が

、精
良

に
近
い

O焼
き
が
い
い

た
め

良
横

条
痕

横
ナ
デ

刻
み
目
は
1つ

は
左
か

ら
右
へ

入
れ

込
む
。

16
4
4

0
11
85

Ⅲ
P
．Q

26
・2
7

S
K
－
0
0
7

埋
土

中
一
括

弥
生

土
器

甕
灰

茶
黒

色
灰

茶
色

砂
粒

少
堅
い

口
縁

突
帯

部
は
横
ナ

デ　
体

部
は
横

条
痕

横
ナ
デ

16
4
5

0
12
25

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
00

7
弥
生

土
器　

－
甕

茶
色

（赤
み

）
灰

茶
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

な
い

良
口
嫁

突
帯

部
は
横
ナ
デ　

体
部
は
横

条
痕

ナ
デ

台
形

凸
帯

。

16
4
6

00
00
3

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

弥
生
土

器
甕

淡
肌
色

（わ
ず

か

に
茶

色
）

淡
肌
色

砂
粒

少
良

横
条

痕
横

ナ
デ

三
角

突
帯

。

16
4
7

0
12
23

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

弥
牛
．土

器
甕

黒
褐
色

灰
茶
色

砂
粒

多
め

良
口
縁

突
帯

部
は
横
ナ
デ

わ
ず
か
に
横
条

痕

16
4
8

0
12
30

Ⅲ
P
・Q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

弥
生
土

器
甕

茶
褐
色

茶
色

1－
2
m
m
大
砂

粒
多

い
良

体
部

は
左
上

が
り
の
擦
刷

痕
横

の
擦

刷
痕

16
4
9

0
12
37

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

弥
生
土

器
甕

2．
7
5

24
．6
0

灰
黒
色

灰
色

砂
粒

グ
良

口
縁

突
帯

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
ナ
デ

突
帯

カ
マ
ボ
コ
。

16
4
10

0
12
16

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

04
5

弥
生
土

器
甕

3．
3
0

22
．6
0

茶
黒
色

灰
茶

色
砂
粒

少
良

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
ナ
デ

う
す
手
の

つ
く
り。

条
痕
は
浅

い
雑
で
は
な
い
。
3点

接
合

円
形
と
な
ら
な
い

径
不
明

。

16
4
1
1

0
12
17

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

12
9

弥
生
土

器
甕

6．
4
0

21
．6
0

濃
灰
色

灰
色

砂
粒

少
堅
い

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

上
半
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

休
部

反
転

し
、突

帯
を
巡
ら
せ

る
だ
ろ
う
°
器
壁

う
す
手

し
っ
か

りし
た
つ
く
り
。

16
4
12

00
4
78

Ⅲ
P
．q

26
・2
7

S
K
－
0
0
7

20
7

弥
生
土

器
甕

16
．0
0

29
．2
0

黒
褐
色

茶
色

1－
2
m
m
大
の
砂

粒
良

口
縁
突

帯
部

は
雑
な
横
ナ
デ　

屈
曲

部
上

半
は
横
ナ
デ　

下
半

は
縦
の
条

痕
雑

な
横

ナ
デ

器
壁

うす
手
の

つ
く
り。

条
痕

叩
き
状

（上
半

部
）
。外

面

の
調
整

は
あ
ら
い
。

16
4
13

0
12
38

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
0
7

弥
生
土

器
甕

4．
30

20
．6
0

黒
褐
色

灰
色

（口
縁
上

部
灰
茶

色
）

砂
粒

少
良

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
ナ
デ

三
角
爽

帯
頂

点
シ
ャ
ー
プ
。
張

り付
け
は
や
や
雑

巾
が

一
定
で
な
い
。

16
4
14

0
11
76

Ⅲ
－
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

7．
00

16
．8
0

黒
色

灰
茶

色
砂
粒

少
良

粗
い
縦

ハ
ヶ
目

横
ナ
デ

口
径
不

正
確

。

16
4
15

0
12
19

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
07
　

－
弥

生
土

器
甕

3．
50

21
．2
0

灰
茶
色

（や
や
赤

み
）

灰
茶

色
小

砂
粒

多
い

良
、

高
温 か

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

休
部

は
横

条
痕

ナ
デ

刻
み
目
三
角
形

。
深
く
直

雑
不

規
則

。て
の

口
縁
部

の

可
能
性

大
。

16
4
16

0
12
18

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
牛
－土

器
甕

5．
80

19
・6
0

黒
褐
色

灰
茶

色
小

砂
粒

含
む
が
露
出

し
て
い
な
い

良
口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

上
半
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

間
隔
の
あ
る
条
痕

（重
ね
な
い
）。

16
4
17

00
4
77

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
07

2
4
2

弥
生
土

器
甕

9．
60

23
．8
0

（口
縁
よ
り下

）黒
褐

色
茶
色

砂
粒

少
堅
い

言
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

休
部

は
粗

い
縦
ハ
ヶ
日　

下
半
は
横

条
痕

左
上
が

りの
ナ
デ　

粘
土

接
合

痕
外

の
ハ
ヶ
目
雑

。
外
面

叩
き
状
に
条

痕
。

16
4
18

00
0
05

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

う
す
い
灰

（白
）色

（や
や
褐
色

）
う
す
い
灰

（白
）色

砂
粒
少

良
、

や
や

軟
質

横
条
牢

ナ
デ

？
本

来
は
角

形
突

帯
だ
が

、刻
み
目
が
連
続

し
て
い

る
た
め

に
蒲

鉾
状

に
な
る
。
S
D
－
7で

は
本

例
の
み

。

16
4
19

00
0
04

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

灰
色

灰
茶

色
砂

粒
少

良
横

条
痕

？
横

ナ
デ

背
の
高
い

幅
広

の
三
角

形
刻

み
目

浅
く
、シ

ャ
ー
プ
で
な

い
右

か
ら
か
？

16
4
20

00
0
06

Ⅲ
P
・q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

灰
茶

色
灰

（白
）色

砂
粒
少

良
横

条
痕

ナ
デ

背
の
ひ
く
い
三
角
形

。

16
4
21

01
2
22

Ⅲ
P
．Q

26
・2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

赤
茶

色
灰
茶

色
小

砂
粒

露
出

良
口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

ナ
デ

ナ
デ

背
の
高
い
カ
マ
ボ
コ
。

16
4
22

01
2
27

Ⅲ
P・
q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

黒
褐

色
灰
茶

色
口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

縦
ハ

ヶ
目

横
ナ
デ

16
4
23

01
18
6

Ⅲ
P
・Q

26
．2
7

S
K
－
0
07

埋
土
中
一

括
弥

生
土

器
甕

灰
茶

黒
色

灰
色

1－
2
m
m
大
砂
粒

多
い

良
言
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

休
部

は
横

条
痕

ナ
デ

磨
耗
し
て
い
な
い
。

16
4
24

01
2
24

Ⅲ
P
．Q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

褐
色

（部
分

的
黒

色
）

灰
茶

色
砂

粒
良

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ

16
4
25

01
2
20

Ⅲ
P
．q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

黒
灰

色
灰
茶

色
小

砂
粒

少
な
め

良
口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ

ナ
デ

16
4
26

01
22

1
Ⅲ

P
・Q

26
．2
7

S
K
－
0
07

弥
生
土

器
甕

橙
色

（他
と
特
に

異
色

）
砂

粒
少

良
口
緑
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

の
横

条
痕
不

鮮
明

ナ
デ

傾
き
不
正
確

。

16
4
27

01
22

6
Ⅲ

P
．q

26
．2
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縁
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縦
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台
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／－L
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縁
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．Q
2
6
．2
7

S
K
－

0
0
7

1
2
9

弥
生

土
器

甕
黒

色
灰

発
色

2
－

3
m

m
大

砂
粒

多
い

良
口

縁
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ヶ
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ヶ
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茶
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ガ

キ

1
6
6

6
0

0
1
2
0
3

Ⅲ
P
．
Q

2
6
．2

7
S
K
－

0
0
7

1
3
3

弥
生

土
器

1こ
lコ
－

璽
4
．2
0

16
．0
0

灰
茶

色
灰

茶
色

小
砂

粒
。
義

母
、
カ

キ 、
－
ハ

、
ヶ　

の
後

に
横

ナ
－
や

一一ヽ 横
ハ

ヶ
目
の

後
に

横
ナ

－
や

－ヽ　
　　
　　

。

口
径

不
明

1
6
6

6
1

0
1
2
0
2

Ⅲ
P
．
Q

2
6
．2

7
S
K
－

0
0
7

弥
生

土
器

士 軍
2
．2
0

2
3
．4
0

灰
茶

色
（
丹

塗
り
）

灰
茶

色
（丹

塗
り
）

精
良

土

、
・J
一　
　

ム　
　　
　　
　　
　

．弓
手
・

良
柵

か
レ

縦
ノ　

日　
華　

し　
　

ア
ず　

～
、

7
．

ミ
ガ

キ

．
1
・

小
破

片
の

た
め

傾
き

口
径

不
明

1
6
6

6
2

0
1
2
0
5

Ⅲ
P
．
Q

2
6
・2

7
S
K
－

0
0
7

1
4
2

弥
生

土
器

．こ
ヒ

璽
灰

ノ
、
色

灰
／
、
色

3
m

m　
の

砂
弘

。
脂

土
あ

ら
い

。
義

母
ミ
カ
キ

横
、

　ヽ　
三E
　　
　

。

弥
生

土
器

．虫 璽
里

灰
色

濃
灰

色
わ

ず
か

に
砂

粒
。
精

良
に

近
い

良
ナ

デ　
滑

ら
か

ナ
デ

外
面

色
調

。

1
6
6

6
3

1
6
6

6
4

0
1
1
9
4

0
1
18

2

Ⅲ Ⅲ

P
．
Q

P
．
Q

2
6
．2

7

2
6
．2
7

S
K
－

0
0
7

S
K
－

0
0
7

埋
土

中
一

括

／
1

弥
生

土
器

－こ
土ゴ
1

璽
4
・6
0

灰
茶
色

（一
部

黒
色

）
灰

茶
色

精
良

土
。
わ

ず
か

に
砂

粒
（小

さ
い

）

・
ご
臆　
　　

．

良
ナ

デ
？

ミ
）で

ナ
デ

？

ナ
－
・

部
分

的
に

横
象

痕
状

の
ナ

デ

径
、傾

き
不

正
確

。
三

条
の

三
角

文
か

（
直

線
で

は
な

い
）
。

最
大

径
部

に
強

い
張

り
が

あ
り
、体

部
は

扁
求

状
と
な

る
か

°

径
不

正
確

P
一缶

／　ヽ
ノ　ヽ

歩
駈

少
。　
　　
　　
　　

ヽ
－ヽ、

ロ　
　　
　　

～　
　

ラに
。

1
6
6

6
5

1
6
6

6
6

0
1
17

7

0
1
2
4
6

Ⅲ Ⅲ

P
・Q

P
・Q

2
6
・2
7

2
6
．2
7

S
K
－

0
0
7

S
K
－

0
0
7

／
＼

弥
生

土
器

一缶 璧
1
．4
0

4
．4
0

淡
茶

色
灰

色
（白

が
強

い
）

精
良

土
良

細
か

な
ミ
ガ

キ
ナ

デ

1
6
6
6
7

0
1
1
8
8

Ⅲ
P

．Q
2
6
．2
7

S
K
－

0
0
7

1
2
0

弥
生

土
器

．こ
土ゴ
1

勺
互

2
．1
0

6
．9

0
濃

灰
黒

色
灰

茶
色

良
横

ミ
ガ
キ

ナ
デ

調
整

丁
寧

。
き
れ

い
な
円

盤
と
は

な
ら
な

い
が

、
側

面
ま

で
ミ

ガ
キ

を
加

え
て

い
る

。

1
6
6
6
8

0
1
1
8
3

Ⅲ
P

．Q
2
6
・2
7

S
K

－
0
0
7

埋
土

中
一

括
弥

生
土

器
＝巨
．

冤
3
．5
0

8
．4

0
灰

茶
色

（
わ

ず
か

に
褐

色
）

灰
茶

色

、l
一

小
砂

粒
多

い
。
こ

－の
時

期
療

有
の

テ
ラ
サ　

ー

J、
、諌

恵
廿
日

有

良
粗

い
横

条
痕

六ヽ　
ヽ

ナ
デ

細
か

を
ハ

ヶ
目

ロ
－ニヒ

′　ヽ
／ヽ

／　ヽ
′
、
γ　

。　
　　
　　

ヽ
′－
　　
　

ノ
1
6
6
6
9

1
6
6
7
0

0
1
1
9
7

0
1
1
9
5

Ⅲ Ⅲ

P
．Q

P
．Q

2
6
．2
7

2
6
・2
7

S
K

－
0
0
7

S
K

－
0
0
7

0 1
2
9

／
＼

弥
生

土
器

．つた
ゴ1

璽
4
．7
0

1
5
．0

0
淡

茶
色

（
丹

塗
り

の
可

能
性

あ
り
）

黒
色

1
－

2
m

m
大

の
砂

粒
多

い
。
精

良
土

で
は

な
い

。
露

出
は

し
て

い
な
い

良
左

斜
行

の
ハ

ヶ
目　

一
部

ナ
デ

消
し

外
底

は
ナ

デ

㎡　
如

苫
立　
　　

一　
　

一
。

条
・

と

横
条

痕
残

る
底

径
不

正
確

。

口
径

、
傾

き
不

正
確

。
器

面
の

調
整

丁
寧

。

口
綾

部
波

立
つ

か
？
※

破
片

1
7
8

口
縁

部
も
同

一
個

体

か
？
接

合
し
な

い
。

全
面

丁
密

な
横

ミ
ガ

キ
小

破
片

1
0
c
m

ぐ
ら

い
。

1
6
6
7
1

0
12

2
9

Ⅲ
P

・Q
2
6
．2
7

S
K

一
0
0
7

弥
生

土
器

鉢
7
．5

0
1
4
・6
0

茶
褐

色
（
体

部
下

茶
褐

色
（
体

部
下

わ
ず

か
に

小
砂

粒
堅

い
口

縁
突

背
部

は
強

レ
横

ナ
ア　
　

痕

な
る

ミ
ガ

キ
状

の
ナ

デ

1
6
6
7
2

0
12

3
5

Ⅲ
P

．Q
2
6
．2
7

S
K

－
0
0
7

1
8
4
．
1
8
7

弥
生

土
器　

－
鉢

1
0
．2
0

1
7
．0
0

灰
黒

色
（
黒

色
に

近
い

）

灰
黒

色
（
黒

色
に

近
い

）

里

小
砂

粒
多

い
（露

出
）

J、
、甚

4
、

良

堅
い

横
ナ

デ
？

横
ミ
ガ

キ

口
縁

部
は
横

ミ
ガ

キ　
下

半
は

ナ
デ

横
ミ
ガ
キ

1
6
6
7
3

0
1
2
3
3

Ⅲ
P

．Q
2
6
．2
7

S
K

－
0
0
7

2
2
4

弥
生

土
器

鉢
4
・3

0
2
3
．8
0

2
3
・6

0

黒
色

灰
茶

色

灰
ハ
‥
色

灰
茶

色

砂
粒

少

砂
粒

少
良

、、

言
縁

は
横

条
痕

を
横

ナ
デ

消
し　

体
部

は
ナ

デ
横

ナ
デ

口
縁

部
は
横

ミ
ガ

キ　
下

半
は

右
上

が

り
の

ナ
デ

一一一7
‾－
　　
　　
　　
　　
　　
　

。

ミ
ガ

キ
痕

ナ
シ

。
小

破
片

（
5
c
m

）
。

調
整

も
丁

寧
し
っ
か

り
し
た

つ
く
り
。

言
綾

部
は

山
形

？
鹿

部
や

や
凹

凸
。

高
杯

と
考

え
た

が
S
K
O
0
7
に

は
こ
の

－
片

の
み

お
と

は

1
6
6
7
4

0
1
2
3
4

Ⅲ
P
．Q

2
6
．2
7

S
K

－
0
0
7

2
1
8

弥
生

土
器

鉢
4
．1
0

1
6
6
7
5

0
1
2
3
6

Ⅲ
P
．Q

2
6
．2
7

S
K

一
0
0
7

2
3
4

弥
生

土
器

鉢
7
・0
0

2
7
．4

0
茶

色
一茶

黒
色

砂
4
、

堅
緻

口
縁

部
は

横
ミ
ガ

キ

ロ
嫁

部
は

横
ナ
デ　

体
部

下
半

は
横

ナ
デ

1
6
6
7
6

0
1
2
0
6

Ⅲ
P
．
Q

2
6
．2
7

S
K

一
0
0
7

2
1
5
・9

7
？
．
2
1
3
．
1
2
0
0
r
7
2
0
接

合
弥

生
土

器
彿

9
．3
0

2
6
・
8
0

茶
色

灰
茶

色
1
m

m
大

の
砂

粒
良 良

口
縁

部
は
横

ミ
ガ

キ

1
6
6
7
7

0
1
2
1
2

Ⅲ
P
・
Q

2
6
．2
7

S
K

－
0
0
7

弥
生

土
器

高
杯

淡
灰

色
灰

茶
色

わ
ず

か
に
砂

粒
や

皐

軟
質

横
ナ

デ
横

ナ
デ

同　
　　
　　
　　
　

～　
　

　ヽ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

。
胎

土
別

。

1
6
6
7
8

0
1
2
0
0

Ⅲ
P
．
Q

2
6
．2
7

S
K

－
0
0
7

0
0
7

弥
生

土
器

高
杯

3
・5
0

茶
色

灰
茶

色
砂

粒
少

な
い

が
、
精

良
七

は
な
い

良
突

帯
あ

横
ナ

デ　
杯

部
は

粗
い

ハ
ヶ

目

残
る

杯
部

内
面

は
横

ナ
デ

？

海
面 苺 ．1
法． 滑 翔
l

亀



報
告

書

挿
図
番
号

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッド

遺
構

名
備

考
．出

土
地

点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

月l 器
種

器
南

口
．器

受
部
径

最
大
径

底
．脚
裾
一高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調
整

備
考

様
式
な
ど

ロ

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色

調
外

面
調

整
内
面
調

整

16
6
7
9

0
11
9
1

Ⅲ
P
・Q

2
6．
2
7

SK
－
00

7
0
37

弥
生

土
器

甕
3
．2
0

6．
60

横
ナ
デ　

外
底

は
粗
い
ヶ
ズ
リ

ナ
デ
？

16
6
80

0
12

11
Ⅲ

P
．Q

2
6・
2
7

SK
－
00

7
弥
生

土
器 l0

高
杯

2
．5
0

14
．2
0
灰

色
黒

色
良

横
ナ
デ

横
ナ
デ

壷
の

口
綾
部

と
形
状

が
異

な
る
こ
と
か

ら
脚
部

と
し
た
。
高

杯
で
は
小

さ
い
。

16
9
1

0
10
19

Ⅲ
P

25
S
K
－
00

8
弥
生

土
器

甕
灰

褐
一色

灰
色

砂
粒

少
堅
い

横
条

痕
ナ
デ

16
9
2

0
10
18

Ⅲ
P

25
S
K
－
00

8
弥
生

土
器

甕
2
．9
0

25
．8
0

茶
色

う
す

い
茶
色

砂
粒

少
普
通

横
ナ
デ

横
ナ
デ

16
9
3

0
10
17

Ⅲ
P

25
S
K
－
0
0
8

弥
生
土

器
甕

5．
5
0

24
．8
0

茶
色

灰
茶
色

2m
m
以

下
の
砂

粒
普
通

白
線

部
は
横
ナ
デ　

下
半
は
左

上
が
り

の
ナ
デ

ナ
デ

言
縁
の
屈

曲
小

さ
い

。

16
9
4

0
10
20

Ⅲ
P

25
S
K
－
0
0
8

痴
生
土

器
甕

7．
5
0

う
す

い
茶
色

（凸
帯

下
）

う
す
い

茶
黒
色

う
す
い
灰

茶
色

砂
粒
少

な
い

良
突
帯

上
半

は
擦

刷
痕　

下
半

は
横

条
痕

剥
離

し
砂
粒

露
出

内
面
剥

離
。
凸
帯

背
の
高

い
三
角

形
。

16
9
5

・0
10
12

Ⅲ
P

23
S
K
－
0
08

弥
生
土

器
－

甕
1

3．
00

7
．4
0
う
す
い
灰

茶
色

（外
底

）う
す
い
灰

黒
色

う
す
い
灰

茶
色

砂
粒

少
普
通

部
分

的
に
横
粂

痕　
外
底

は
ヶ
ズ
11
状

わ
ず

か
に
横
条

痕
5c
m
の
小

片
。

16
9－
6

0
10
11

Ⅲ
P

25
S
K
一
0
08

弥
生
土

器
甕

4．
90

8．
4
0
灰

茶
色

（内
底
よ
り上

）黒

色
砂

粒
少

高
温

縦
ハ
ヶ
目
の
後
に
ナ
デ
消

し　
外
底

に
木
葉

痕
左

上
が

りの
ナ
デ

葉
脈
に
注

意
。

16
9
7

01
0
10

Ⅲ
P

－2
5

S
K
－
0
08

弥
生
土

器
甕 つ土ざ

7．
00

8．
10

灰
茶

色
灰
黒

色
（炭

化
物

）
1m

m
以

下
の
砂

粒
多

い
普

通
縦
ハ
ヶ
日　

外
底

ナ
デ

ナ
デ

外
面

ハ
ヶ
目
粗

い
。鹿

部
蛇
ノ
日
。

16
9
8

01
0
15

Ⅲ
P

25
S
K
－
0
08

弥
生
土

器
重

2．
80

灰
茶

色
灰
茶

色
胎

土
精

良
良

ミガ
キ

頸
部
ナ
デ
上

げ
4
cm

の
小

片
。傾

き
径
不

正
確

1彿
9

01
0
13

Ⅲ
P

25
S
K
－
0
08

弥
生
土

器 に．

．全 室E 士
1

4．
00

18
．4
0

灰
茶

色
う
す
い
灰

茶
色

砂
粒
少

普
通

横
ナ
デ

口
縁

部
は
部

分
的

に
横
ハ
ヶ
日　

下
半

は
横

ミガ
キ

。

16
9
10

01
0
14

Ⅲ
P

25
S
K
－
0
08

弥
生
土

器
璽巨

2．
20

2
2．
00

褐
色

褐
色

4
、砂

粒
良

内
外

面
丁
寧

な
調

整
。外

面
な
め
ら
か

。

16
9
11

01
0
16

Ⅲ
－P

25
S
K
－
0
08

弥
生
土
器

『．

高
杯

4
．2
0

24
．4
0
灰
茶

色
灰

茶
色

（内
面
端

部
）
黒
色

砂
粒
少

良
縦

ハ
ヶ
目　

細
い
ミ
ガ
キ
状
の
横

線
ハ
ヶ
メ　

上
半

は
ナ
デ

17
1
1

0
09
6
1

Ⅲ
P

25
S
K
－
00

9
弥
生

土
器

甕
1－1
．7
5

8．
20

茶
色

灰
黒
色

小
砂
粒

（
白
色

）
普

通
ナ
デ　

括
れ

部
は
右
上

が
り
の
ナ
デ

ナ
デ

整
っ
た
器
形

、調
整

。
17

1
2

0
09
62

Ⅲ
P

25
S
K
－
00

9
弥
生

土
器

甕
8
．6
0

11
．1
0
茶
色

濃
茶
色

砂
粒

少
な
い

普
通

ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

外
面
粗
い
パケ

目後
け

デ
。器

壁厚
く
し
っか

りし
たつ

くり
外
面
に調

赦
且
の
キズ

17
3
1

0
09
44

Ⅲ
0

2
5

S
K
－
0
10

弥
生

土
器

甕
12
．0
0

19
．6
0

灰
黒

色
灰

秦
色

砂
粒

少
普
通

堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
左

上
が

り
の
ナ
デ

ナ
デ

。　
　　
　　
　一正
．′ヽ

　　
　　
。

胴
部

に
わ
ず
か

に
張

り
。

17
3
2

0
09
48

Ⅲ
0

25
SK

－
0
10

弥
生

土
器

甕
7
．9
5

22
．0
0

う
す
い
茶
褐

色
う
す

い
茶
色

わ
ず
か

に
砂

粒
普
通

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

を
横

ナ
デ
消

し　
下

半
は
左

上
が

り
の

ナ
デ

ナ
デ

17
3
3

0
09
49

Ⅲ
0

25
SK

l
Ol

O
弥
生

土
器

甕
10

．2
0

28
．0
0

茶
色

灰
茶
色

小
砂

粒
多

い
。
雲
母

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

外
面

二
種

の
ハ
ヶ
目
。
口
緑
に
刻

み
な
し
。
肥
厚

気
味

断
面

方
形

。

17
3
4

0
09
45

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
1
0　

－
弥
生

土
器 に1

甕
96

．0
0

29
．6
0

濃
灰
色

灰
色

砂
粒

少
堅
い

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

ナ
デ

17
3
5

00
95
0

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
1
0

弥
生

土
器

甕
5
．3
0

23
．6
0

茶
色

茶
褐
色

砂
粒

少
な
め

良
口
線

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

外
面

丁
寧

な
ハ

ヶ
目
。
口
線

内
傾

。
胴

張
り
倒

卵
形

。

17
3
6

00
95
1

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
1
0

弥
生

土
器

甕
7．
6
0

25
．0
0

赤
茶
色

赤
茶
色

極
小

砂
粒

良
（高
温
）
言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

外
面

ハ
ヶ
自
器

壁
う
す
手
。

17
3
7

00
95
2

㎡
0

25
S
K
－
0
1
0

弥
生
土

器
甕

8・
2
0

33
．4
0

灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

わ
ず
か

堅
緻

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
日

ナ
デ

調
整
丁

寧
。

17
3
8

00
95
8

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
1
0

弥
生
土

器
甕

4．
2
0

8
．0
0
灰

茶
色

灰
褐

色
1m

m
以

下
の
砂

粒
晋
通

（堅
い
）
ナ
デ
上
げ　

外
底

ナ
デ

ナ
デ　

指
押

さ
え

外
面

は
ナ
デ

。
17
3
9

00
95
7

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
1
0

弥
生
土

器
甕

3．
3
5

10
．0
0
灰

白
色

黒
色

2－
3
m
m
大
の
砂

粒
多
い
。
胎
土

粗
普

通
横
ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

砂
粒
が

多
い
の

で
モ
ロ
イ
。

17
3
10

00
9
59

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
1
0

弥
生
土

器
甕

6．
7
0

7．
60

う
す
茶

色
灰
色

1m
m
以

下
の
砂

粒
多

い
普

通
縦
ハ
ヶ
目

1外
底

は
押

さ
え

ナ
デ

？
割
に
丁
寧

外
面

調
整

°

17
3
1
1

00
9
60

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
10

弥
生
土

器
甕

8．
00

7．
9
0
灰

茶
色

灰
茶

色
砂

粒
少

堅
い

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ
上

げ　
外

底
縁

は
横

ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ
上

げ
外

面
の
調

整
丁
寧

。

17
3
12

0
11
73

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
10

弥
生
土

器
－こヒ 璽

5．
50

淡
灰
茶

色
淡
灰

茶
色

精
良
土

良
頸
部

は
横

ミ
ガ
キ　

胴
部

は
ミガ

キ
？

頸
部
は
ナ
デ

内
外
面

と
も
ナ
メ
ラ
カ
。

17
3
13

00
9
55

Ⅲ
0

25
S
K
－
0
10

弥
生
土

器
－』2
1

璽
茶

色
う
す
茶

色
小

砂
粒

良
横

ナ
デ

ナ
デ

文
様

3
本

沈
線
－。

17
3
14

00
94

7
Ⅲ

0
25

S
K
－
0
10

？
？

2．
20

30
．0
0
茶
色

茶
色

（内
面
に
帯

状
に
褐

色
）

砂
粒
少

良
ナ
デ
上
げ

ナ
デ

8
cm

の
小

破
片

。
傾
き
不

正
確

。

17
3
15

00
95

6
Ⅲ

0
25

S
K
－
0
10

弥
生
土
器

器
台

5．
85

11
．2
0
灰
茶

色
（下

端
、言

縁
）橙

茶
色

灰
茶

色
（下

端
、口

縁
）
橙
茶

色
1m

m
以

下
の
砂
粒

良
一縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

17
3
16

00
94

6
Ⅲ

0
25

S
K
－
0
10

吉
武

土
師
器

甕
（B

系
）

5．
30

18
．0
0

う
す
い
灰

茶
色

う
す
い
灰

茶
色

ト
2m

m
大
の
砂
粒

多
、内

面
露
出

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ハ

ヶ
目

体
部
は
ハ
ヶ
目
残

る
外

面
叩

き
状
だ
が

、頚
部

に
も
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、叩

き
の

可
能
性

う
す
い
。

17
3
17

00
95

4
Ⅲ

0
25

S
K
－
0
10

吉
武

土
師
器

甕
（B

系
）

黒
色

灰
黒
色

精
良
土

堅
緻

叩
き

ハ
ヶ
目

傾
き不

正
確

。

17
3
18

00
95

3
Ⅲ

0
2
5

S
K
－
0
10

吉
武

土
師
器

甕
（B

系
）

灰
褐

色
う
す
い
茶
色

砂
粒
少

。精
良
土

に
近
い

堅
緻

叩
き

ハ
ヶ
日

17
6
1

0
10
7
8

Ⅲ
Q

2
6

S
K
－
0
11

弥
生

土
器

甕
灰
色

灰
褐
色

砂
粒

わ
ず
か

普
通

一
部
横

条
痕

横
ナ
デ

（擦
刷

痕
休
部

湾
曲
気
味

。
17
6
2

0
10
70

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
0
11

弥
生

土
器

甕
う
す
い
灰

茶
色

－
うす

い
灰
茶

色
砂
粒

少
普
通

言
縁
突

帝
都
は
横
ナ
デ　

体
部

は
剥

離
横
ナ
デ

背
の
低

い
三

角
形

凸
帯

。
17
6
3

0
10
69

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
0
11

弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
茶

褐
色

砂
粒

少
普
通

口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

横
ナ
デ

三
角

形
凸
帯

シ
ャ
ー
プ
。

17
6
4

0
10
79

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
0
11

弥
生

土
器

甕
茶
色

茶
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ
シ

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

刻
み

目
上

端
に
達

し
な
い
。

17
6
5

0
10
7
1

．Ⅲ
Q

2
6

SK
－
0
11

弥
生

土
器

甕
6
．5
0

2
1．
60

茶
色

（や
や
赤

み
）
茶

色
（や

や
赤

み
）
小
砂

粒
の
み

高
温

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

横
ナ
デ
下

半
は
ナ
デ

刻
み

日
浅

く
不

鮮
明

。
17
6
6

0
10
62

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
0
11

弥
生

土
器

甕
8
．6
0

28
．0
0

灰
褐
色

う
す

い
灰
色

砂
粒

少
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

体
部

に
張
り
、言

縁
垂
れ
気

味
。外

面
の
調

整
丁

寧
。

17
6
7

0
10
65

Ⅲ
Q

2
6

S
K
－
0
11

弥
生

土
器

甕
4
．6
0

26
．4
0

灰
白
茶

色
灰

白
茶
色

砂
粒

わ
ず
か

横
ナ
デ

内
外

面
丁

寧
な
横
ナ
デ

。

17
6
8

0
11
79

Ⅲ
Q

2
6

S
K
－
01

1
弥
生

土
器

甕
7
．3
0

36
．0
0

ス
ス
？　

－
雲
母

。
微
粒

砂
わ
ず

か
に

良
横

ナ
デ

ナ
デ

特
に
丁

寧
で
は
な
い
が
、重

厚
な
つ

くり
。

17
（0
9

0
10
66

Ⅲ
Q

2
6

S
K
－
01

1
弥
生

土
器

甕
4
．3
5

34
．4
0

拳
色

茶
色

小
砂

粒
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ハ
ヶ
目
を

ナ
デ
消

し
ナ
デ

9c
m
小

片
の
た
め
、傾

き
不
正
確

。
も
う
少
し
立
つ

か
？

17
6
10

　
0
10
68

Ⅲ
Q

26
S
K
－
01

1
弥
生
土

器
甕

3・
2
0

33
．6
0

濃
灰
色

濃
灰
色

小
砂

粒
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
左

上
が

り
の
ナ
デ

ナ
デ

口
縁
端

唇
状

。

17
6
11

0
10
67

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

3．
10

36
．4
0

1
灰

茶
色

灰
茶
色

4、
砂

粒
普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
左

上
が
り

の
ナ
デ

横
ナ
デ

17
6
12

0
10
77

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

5，
5
5

7
．9
0
灰

茶
色

灰
茶
色

小
砂

粒
普
通

縦
ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ナ
デ
消

し
－

ナ
デ

外
面

ハ
ヶ
目
を
横
ナ
デ
消

し
。

17
6
13

0
10
73

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

6．
6
0

7
．2
0
灰

茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
な
い

普
通

縦
ハ
ヶ
日　

外
底
ヶ
ズ
リ
状

－
ナ
デ

鹿
部

直
立

し
、大

き
く開

く、
面

白
い
形

状
。

17
6
14

0
10
76

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

5・
80

6
．5
0
う
す

い
茶
色

灰
茶

色
砂
粒

少
な
い

良
縦
ハ
ヶ
目　

外
底

ヶ
ズ
リ
状

ナ
デ

外
面
の
ハ

ヶ
日
丁

寧
。

17
6
15

0
10
72

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

4．
40

8
・3
0
灰

茶
色

灰
黒

色
小

砂
粒

普
通

粗
い
縦

ハ
ヶ
目　

－外
底

ナ
デ

ナ
デ

分
厚
い

つ
く
り。

17
6
16

0
10
75

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

6．
50

6
．0
0
赤

茶
色

灰
黒

色
1m

m
小

砂
粒

多
い

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

ナ
デ

ナ
デ

外
面
は
細

か
い
ハ

ヶ
目
。

17
6
17

01
0
74

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

8．
20

11
．8
0
灰

白
色

灰
黒

壷
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ
。胎

土
密
で
な
い
が
、よ

くこ
ね
て
い
る

普
通

縦
ハ
ヶ
田　

外
底

指
ナ
デ

ナ
デ

大
型
甕

の
鹿
部

。

17
6
18

01
0
60

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
甕

2．
50

17
．4
0

茶
色

（や
や
赤
み
）

茶
色

（や
や
赤

み
）
砂

粒
少

普
通

ナ
デ
上
げ

頸
部
は
横

ミガ
キ
状

の
横

ナ
デ

17
6
19

01
0
59

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
壷

5．
50

茶
色

灰
黒

色
小

砂
粒

。
内
面

は
砂
粒

露
出

普
通

横
ナ
デ

ナ
デ

17
6
2
0

01
0
64

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

弥
生
土

器
一女 ！匿

7．
55

8．
0
0
う
す
い
茶

色
う
す
い
灰

茶
色

4
、砂

粒
普

通
横

ミガ
キ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

内
外
面

と
も
丁
寧

な
ナ
デ

。

17
6
21

01
0
63

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

？
脚

台
付

き
器
種

6．
90

12
・0
0
う
す
い
茶

色
う
す
い
茶

色
小

砂
粒

普
通

縦
ハ
ヶ
目　

一
部

ナ
デ
消
し

脚
端
部

は
横

ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ナ
デ

17
6
22

01
0
61

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
1
1

？
？

3．
50

5．
70

7．
00

う
す
い
茶

色
う
す
い
茶

色
小

砂
粒

普
通

横
ナ
デ

ナ
デ

壷
の
頸
部

の
形
状

を
し
て
い
る
が
、器

壁
が
厚

く、
径

が
4
、

さ
い
こ
と
か
ら
こ
の
部

の
単
独

か
。

17
7－
a
l

00
57

9
Ⅲ

0
25

S
K
－
0
12

弥
生
土

器
甕

3．
90

27
．0
0

茶
色
（わ
ず
か
に赤

茶
色
）－
茶
色

1－
3m

m
大

の
砂
粒　

－
良

横
条
痕

横
ナ
デ

蒲
鉾
形

凸
帯

。
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報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上
段

：土
器　

下
段
：土

製
品
〉

挿
図
番

号
器

種
器

高
口
．器

受
部
径

最
大

径
底
．鵬

．高
台
径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

17
7
－a

2
00
58

0
Ⅲ

0
25

S
K
－
0
12

弥
生
土

器
甕

茶
色

茶
色

砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

良
横

条
痕

横
ナ
デ

17
7
－b

l
00
43

9
Ⅲ

Q
26

S
K
一
0
13

弥
生
土

器
甕

赤
茶

色
（白

色
っ

ぽ
い
）

白
灰
色

砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

堅
い

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

（擦
刷

痕
）

横
条
痕

三
角
形

凸
帯

。

17
7
－b

2
00
44

0
Ⅲ

Q
26

S
K
－
0
13

ベ
ル
ト

弥
生
土

器
甕

灰
白
色

灰
白
色

砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

良
口
縁
突
帯

部
は
横
ナ
デ　

下
半
は
横

条
痕

横
条
痕

の
後
に
ナ
デ

背
の
ひ
くい

三
角

凸
帯

。
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Q
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S
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弥
生
土
器

甕
7．
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17
．6
0

灰
黒

色
（黒

み
が

多
い

）
灰
黒

色
砂

粒
少

な
い

良
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦
の
ハ

ヶ

目
ナ
デ　

中
位
に
指

頭
圧

痕
口
縁

端
先
細

丸
。
刻
み

目
上

端
ま
で
近

い
。
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Ⅲ

Q
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弥
生

土
器

甕
4．
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2
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茶
色

（口
縁
端

部
少

し
褐
色

）
茶
色

（口
縁

端
部

少
し
褐
色

）
小

砂
粒

含
む

良
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

直
下

か
ら
縦

の
ハ

ヶ
日

ナ
デ

口
嫁

上
面

は
ふ
く
ら
み
。
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Q
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S
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－
0
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弥
生

土
器

甕
6．
90

3
8．
80

灰
茶

色
灰

茶
色

小
砂
粒

多
い

。雲
母
°
内

面
、砂

粒
露

出
良

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

突
帯

は
貼

り付
け
後

に
横
ナ
デ

口
縁

部
に
一

部
ハ
ヶ
目
残
る　

強
く横

ナ
デ　

こ
の
下

部
は
指

頭
圧

痕
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9
1

01
00

3
の

Q
25

S
K
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14

弥
生

土
器

甕
5．
90

2
3．
60

茶
褐

色
茶
褐
色

小
砂
粒

多
め

堅
い

斜
行
ハ

ヶ
目

横
ナ
デ
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Ⅲ
Q

25
S
K
－
0
14

弥
生

土
器

甕
6．
20

22
．2
0

う
す
茶

色
う
す
茶
色

砂
粒
き
わ
め

て
少

普
通

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

ハ
ヶ
は
粗

目
、下

方
の
順

。
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Ⅲ
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25

S
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0
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弥
生

土
器

甕
．

9．
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26
・（泊

茶
褐

色
灰

褐
色

小
砂
粒

普
通

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

休
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

口
縁

上
面

の
調

整
に
特
徴

。
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Ⅲ

Q
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5
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0
14

弥
生

土
器

甕
9．
65

23
．4
0

黒
褐

色
（ス

ス
仲

着
）

灰
茶
色

砂
粒
少

堅
い

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

外
面
は
ハ
ヶ
目
を
重

ね
る
°
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Ⅲ
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5

S
K
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0
14

弥
生

土
器

甕
5．
70

2
8．
00

う
す
い
茶

色
（肌

色
）

う
す
い
茶
色

（肌
色

）
砂

粒
ナ
シ
。
精
良

土
普

通
口
緑
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

横
ハ

ヶ
目　

下
半

は
ナ

デ
調

整
丁

寧
。
シ
ャ
ー
プ
な
つ
く
り
。
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Ⅲ
Q
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0
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弥
生

土
器

甕
7
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0

27
．6
0

う
す
い
灰

茶
色

う
す
い
灰
茶

色
砂

粒
少

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

を
横
ナ
デ
消

し
ナ
デ

口
縁

肥
厚

し
た

台
形

。
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Ⅲ
Q
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5

S
K
1
0
14

弥
生

土
器

甕
5
．7
0

34
．0
0

茶
色

黒
斑

小
砂
粒

や
や
多

め
普

通
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ
で
滑

ら
か
。
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Ⅲ
Q

2
5

S
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0
14

弥
生

土
器

甕
3．
95

6．
25

灰
色

灰
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

普
通

縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ

外
面
ハ
ヶ
目
は
逆
時

計
。
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9
9
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Ⅲ
Q

2
5

S
K
一
0
14

弥
生

土
器

甕
6
．2
0

6．
60

う
す
い
灰

茶
色

灰
茶
色

1
m
m
以
下

の
砂
粒

多
い

普
通

縦
ハ
ヶ
口　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ
上

げ

17
9
10

0
09
99

Ⅲ
Q

2
5

S
K
－
0
14

弥
生

土
器

寧
6
．1
5

8・
10

赤
茶

色
赤

茶
色

1
m
m
以
下

の
砂
粒

多
い

。表
面
に
砂

粒
露

出

普
通

や
や

軟
質

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

ナ
デ

ナ
デ
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9
11

0
09
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Ⅲ
Q

2
5　

－
SK
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0
14

弥
生

土
器

甕
7
．6
0

7．
90

う
す
い
茶

色
灰

黒
色

砂
粒

多
くな

い
普

通
縦

ハ
ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ

縦
ハ

ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

17
9
12

0
09
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Ⅲ
Q

2
5

SK
－
0
14

弥
生

土
器

甕
8．
00

9．
00

う
す
い
橙

茶
色

黒
褐
色

（炭
化
物

）
1
－
3m

m
大

砂
粒

多
く
な
い

高
温

縦
ハ
ヶ
目　

括
れ
部

は
横
ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ

縦
ハ

ヶ
目　

括
れ
部

は
横
ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ

外
面

ハ
ヶ
日
粗
い
。
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Ⅲ
Q

2
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SK
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0
14

弥
生

土
器

甕
9
．6
0
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20

濃
灰

茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
堅

い
縦

ハ
ヶ
目　

鹿
部
縁

は
横

ナ
デ　

外
底

は
細

い
ヘ
ラ
状
工
具

の
横

ナ
デ

ナ
デ
上

げ　
丁

寧
で
滑

ら
か

整
形

、調
整
と
も
割

に
丁
寧

。
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Ⅲ
Q

2
5

SK
－
0
14

土
製

品
投

弾
3
．5
4

2
．2
3

2
．2
8

灰
黒

色
（遺

灰
）

砂
粒

少
な
い

良
断
面

や
や
長

丸
。
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Ⅲ
Q

2
7

SK
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0
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弥
生

土
器

鉢
6
．2
0

（3
4．
60

）
灰
色

灰
白
～
黒

灰
色

精
良
土

に
2■

3
m
m
の
砂
粒

を
少

し
含

む
良
好

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

口
縁
下

は
縦
ハ
ヶ

日　
突

帯
下

は
ミ
ガ
キ

ミガ
キ
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0
12
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Ⅲ
Q

2
7

SK
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0
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弥
生

土
器

甕
9
．7
0

（2
2．
80

）
灰
褐

色
灰

褐
色

3
m
m
ま
で
の
砂
粒

多
く含

む
。長

石
．ウ

ン

モ
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
上

半
は
縦

ナ
デ　

下
半

は
ハ

ヶ
目

ナ
デ
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3

0
12
83
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Q

2
7

SK
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0
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弥
生

土
器

甕
9
・5
0

（2
7．
50

）
橙
色

（や
や
湊

）
橙

色
（や

や
湊

）
2
～
3m

m
砂

粒
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ
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12
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Ⅲ
Q

2
7

SK
－
0
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弥
生

土
器

甕
5
．8
0

（2
8．
00

）
淡
橙

色
灰

橙
白
色

1
m
m
ま
で
の
砂
粒

含
む
°や

や
精

良
土

°
ウ

ン
モ
．長

石
良
好

口
縁

部
は
丁

寧
な
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

18
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Q

2
7

SK
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0
15

弥
生

土
器

甕
6
．6
0

3
1．
80

灰
色

灰
色

1
m
m
以
下

の
砂
粒

多
い

。雲
母

良
横

ナ
デ

ナ
デ

外
面

の
横

ナ
デ
調
整

は
丁
寧

。
凸
帯

は
ニ
ブ
イ
。
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Q
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弥
生

土
器

甕
6
．0
0

（3
1．
80

）
灰
橙

色
橙

～
淡
橙

色
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－
5m

m
砂

粒
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ
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Q
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SK
－
0
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弥
生

土
器

甕
9
．8
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淡
橙

色
～
灰

橙
白

色
－

淡
橙
色

～
灰
橙

白
色

1
－
2m

m
砂

粒
を
多
く
含

む
。石

英
多

。
ウ

ン
モ
多

良
好

口
縁

部
は
丁

寧
な
横

ナ
デ　

突
帯
下

は

縦
ハ
ヶ
目
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ナ
デ
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Q
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生

土
器
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9
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（3
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80

）
赤
橙

色
（口

縁
上

部
の
み
灰

褐
色

）

赤
橙
色

（言
縁
上

部
の
み
灰

褐
色

）
1
m
m
程
度

の
砂
粒

を
非

常
に
多

く含
む
。
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石
・石

英
多
O
茶

．茶
褐
色

粒
含

む
良
料

口
緑

部
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横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

の
後

委
ナ
デ

ナ
デ
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生

土
器
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明
茶
色

（わ
ず
か

に
赤
み
）

小
砂

粒
多
い

横
ナ
デ

ナ
デ

体
部

外
面

は
、ま

ず
斜

め
の
ハ
ヶ
目
を
全

面
に
施

し
、2

条

の
凸

帯
を
貼
り
付
け

て
横

ナ
デ
を
加
え
て
い
る
。
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橙
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不

明
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デ
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デ
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器
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淡
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橙

色
灰
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白
色
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程
度

の
砂
粒

多
い
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m
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粒

含
む

良
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縦
ハ
ヶ
目　
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底

は
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デ

ナ
デ
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生

土
器
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0
橙
色

不
明
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m
砂

粒
多

く含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
目　
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底
は
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デ
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デ　
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化
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器
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9
．0
0
橙
灰

白
色

橙
灰

白
色
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砂
粒
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む
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英

多
良
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底
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デ

ナ
デ
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器
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デ
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器
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色
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む
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器
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灰
褐
色

淡
橙
色
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較
的
精

良
土
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し
含

む
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橙
白
色
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白
色
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良
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含
む
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灰
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程
度
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砂
粒

を
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し
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は
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褐
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灰
褐
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褐

色
～
灰

茶
白
色
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強
の
砂

粒
多

。
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－
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砂
粒

少
し

。
ウ
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モ

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
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明
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部
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生

土
器
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褐
色

灰
茶
色

（下
半
）

黒
班

砂
粒

堅
い

言
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

条
痕

横
ナ
デ
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刷

痕
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面

丁
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な
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痕
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形
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縦
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縁
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縁

部
は
横

ナ
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縦
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縁
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台
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縁
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茶
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よ
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縁
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縦
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近
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縁
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縁
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茶
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縦
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縦
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ヶ
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縦
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7

00
10
9

Ⅲ
q

26
S
K
－
0
80

弥
生
土

器
甕

11
．7
0

18
．2
0

口
縁
と
体

部
突

帯
は
横

ナ
デ　

屈
曲
部

上
半

は
粗

い
横
粂

痕　
下
半

は
ナ
デ

ヘ
ラ
状

工
具

？の
横

方
向
の
ナ
デ

22
4
8

00
97

1
Ⅲ

q
26

S
K
－
0
80

ま
と
ま
り①

弥
生
土

器
甕

4．
90

19
．4
0

灰
茶

色
う
す
い
茶

色
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

普
通

上
半

は
縦

ハ
ケ
目　

下
半

は
横
ナ
デ

坂
状
工

具
の
ナ
デ
上

げ
内

面
の
調

整
が

特
徴

。

22
4
9

00
8
87

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
80

ま
と
ま
り（
②

弥
生
土

器
甕

3．
10

17
．4
0

灰
茶

色
灰
茶

色
良

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

休
部
ナ
デ

言
縁

い
び
つ

。
凸
帯

背
の
高

い
三
角

形
。

22
4
10

00
97

2
Ⅲ

Q
26

S
K
－
0
80

ま
と
ま
り（
①

弥
生
土

器
嚢

8・
20

2
1．
20

灰
黒

色　
　　
　

茶
色

砂
粒
少　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

堅
緻

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ

凸
帯

と
ち
ら
も
幅

広
の
三

角
形

。

8 滴
痘 苗 叫

法
・

渦 柵



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量
と
特

徴
〈法

量
上
段

：土
器　

下
段

：土
製
品

〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

口
．器
受
部
径

最
大
径

底・
脚
裾．
高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

22
4
1
1

00
12
7

Ⅲ
q

26
S
K
－
0
80

弥
生
土

器
甕

黒
褐
色

灰
色

砂
痕

少
良

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
縦

の
条

痕
の
後

に
ナ
デ
を
加

え
る

横
ナ
デ

甕
胴
屈

曲
部
の
小
破

片
°
凸
帯

上
向

き
の
三
角

形
。

22
4
12

00
12
8

Ⅲ
q

26
S
K
一
0
80

弥
生
土

器
甕

淡
赤
茶

色
－

灰
色

砂
粒

少
堅
い

屈
曲
部
突

帯
は
横
ナ
デ　

下
半
は
横

条
痕

横
ナ
デ　

ー
部

に
横

条
痕

残
る

凸
帯

垂
れ
気

味
貼

り
付
け
あ
ら
い
°

22
4
13

00
8
88

Ⅲ
q

26
S
K
－
0
80

ま
と
ま
り②

弥
生
土

器
甕

6・
40

灰
茶
色

灰
茶

色
砂
少

堅
緻

（夜
目

で
は

珍
しい 程
）

屈
曲
部
上

半
は
細
か

な
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

外
面

の
ハ
ケ
日
丁

寧
。凸

帯
幅
広
の

三
角
形

。

22
4
14

00
8
84

Ⅲ
q

－
26

S
K
－
0
80

ま
と
ま
り②

弥
生
土

器
甕

2．
90

7
－5
0
（底

も
）灰

茶
色

灰
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
少

だ
が
、胎

土
は
密

で
な
い

普
通

雑
な
横
ナ
デ　

外
底

は
ヶ
ズ
リ

粗
い
ナ
デ

22
4
15

00
17
9

Ⅲ
q

26
S
K
－
0
80

弥
生
土

器
甕

2・
00

6．
6
0

赤
茶
色

（外
底

周
縁

）赤
茶

色
（中

心
部

）灰
黒
色

（内
底
）
灰
色

3m
m
大

の
砂
粒

良
ナ
デ　

外
底
は
ヶ
ズ
リ
状

ヘ
ラ
状

工
具

の
粗
い
ナ

デ

22
4
16

00
17
7

Ⅲ
q

26
S
K
一
0
80

弥
生
土

器
甕

2．
20

8．
80

茶
色

茶
色

1－
2
m
m
大
砂

粒
多

い
良

横
ナ
デ　

外
底
ヶ
ズ
リ
状

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

22
4
17

00
17
8

Ⅲ
q

26
S
K
－
0
80

弥
生
土

器
甕

2．
40

8．
8
0
灰
茶

色
灰
茶

色
砂

粒
少

な
い
が
緻

密
で
も
な
い

良
ナ
デ
の
後
に
ナ
デ
上

げ　
外

底
縁

は
横

ナ
デ

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

22
4
18

00
88

6
Ⅲ

q
26

S
K
－
0
80

ま
と
ま
り（
②

弥
生
土

器
甕

4．
25

2
0．
20

茶
色

茶
色

砂
粒
少

普
通

体
部

ナ
デ

上
げ

ナ
デ

器
壁
う
す

い
。

22
4
19

00
12
1

Ⅲ
Q

26
S
K
－
0
80

弥
生
土

器
甕

黒
褐

色
灰
茶

色
砂

粒
少

良
口
緑
部

下
は
細

か
な
縦
ハ
ヶ
目　

下
半

は
ナ

デ
左

上
が

りの
ナ
デ

22
4
20

00
97

0　
－
Ⅲ

Q
26

S
K
－
0
80

－
ま
と
ま
り①

弥
生
土

器
甕

10
．8
0

2
4．
60

茶
褐

色
う
す
い
茶

色
砂

粒
少

普
通

上
半

は
縦

ハ
ヶ
目　

下
半

は
斜
行

ハ
ヶ

目
口
緑

部
は
横

ハ
ヶ
目　

下
半
は
斜
行

ハ
ヶ
目

内
外
面

と
も
き
わ
め
て
丁

寧
な
調
整

。
細
か
な
ハ
ヶ
日
。
言

縁
の
屈

曲
4、
さ
い
。

22
4
21

0
01

18
Ⅲ

q
26

S
K
－
08

0
弥

生
土
器

甕
9．
90

2
4．
80

灰
黒

色
灰
色

砂
粒
少

良
体

部
は
左

上
が

りの
細

か
な
ハ
ヶ
目

こ
の
後

に
口
縁
部

を
横

ナ
デ
す
る

体
部
は
左

上
が

りの
細

か
な
ハ
ヶ
目

内
外
面

と
も
調
整

は
同

じ
工
具

細
か
い
°

22
4
22

0
08
9
1

Ⅲ
q

26
S
K
－
08

0
ま
と
ま
り（
②

弥
生
土
器

甕
7．
10

2
3．
60

赤
胴

色
濃
灰

褐
色

1m
m
大

の
砂
粒

多
め

堅
い

体
部

は
粗

い
ハ
ヶ
目

ナ
デ　

指
押

さ
え

外
面
の
ハ

ヶ
目
不

鮮
明

。

22
4
23

0
01

12
Ⅲ

Q
26

S
K
－
08

0
弥

生
土
器

甕
淡
灰

色
淡
灰

色
小

砂
粒

多
い

良
口
縁

部
は
横
ナ
デ　

体
部
は
縦
の
ハ
ヶ
目

ナ
デ

3
cm

の
破

片
。や

や
磨

耗
。

22
4
24

0
01
80

Ⅲ
q

26
S
K
－
08

0
弥

生
土
器

甕
4
・2
0

7・
60

茶
色

茶
褐

色
4
、砂

粒
多
い

－
良

細
か
な
縦
ハ

ケ
日　

一
部
ナ
デ

消
し

ナ
デ　

指
頭

圧
痕

22
5　

25
0
01

16
Ⅲ

q
26

S
K
－
08

0
弥
生

土
器

－こヒ 璽
4
．1
0

14
．0
0

黒
色

磨
研

黒
色

磨
研

胎
土

灰
色

。精
良
土

堅
い

細
か
な
横
ミ
ガ
キ

細
か
な
横
ミ
ガ
キ

表
面
な
め
ら
か

。

22
5
26

0
01

13
Ⅲ

q
26

S
K
－
08

0
弥
生

土
器

士 璽E
丹
塗

り
精

良
土

に
近
い

細
か
な
横
ミ
ガ
キ

細
か
な
横
ミ
ガ
キ

外
の
丹

塗
り
痕
不

明
。
内

は
あ

ざ
や

か
。
内
外

面
細

か
な

横
ミガ

キ
。

22
5
27

0
01

ⅰ5
Ⅲ

Q
－

26
S
K
－
08

0
弥
生

土
器

－ニヒ ！匿
3．
15

2
0．
60

灰
茶

色
灰
茶

色
砂

粒
少

（精
良
で
な
い
）

堅
緻

ハ
ヶ
目
の
後

に
丁
寧

な
横

ナ
デ

ハ
ヶ
日
の
後

に
丁

寧
な
横

ナ
デ

6
cm

の
破

片
。外

面
な
め
ら
か

。

22
5
28

0
08
85

Ⅲ
Q

26
S
K
－
08

0
ま
と
ま
り
②

弥
生

土
器

甕
3．
00

2
2．
00

丹
塗

り
灰
茶

色
砂

粒
は
少

な
い
が
、密

で
は
な
い

堅
い

口
緑
部

は
横
ナ
デ　

丹
塗

り
部

分
的

に
横

ハ
ヶ
日

頸
部
は
直

に
立
つ

。
口
縁
端

肥
厚

し
、凹

状
と
な
る
。

22
5
29

0
01

14
Ⅲ

Q
26

S
K
－
08

0
弥
生

土
器

．ヨヒ
．

－…－
6．
55

14
．6
0

茶
色

（丹
塗
り
う
す

い
）

砂
粒
少

（精
良
に
近

い
）

良
言
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

ミ
ガ
キ

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

体
部

に
ハ
ヶ
目

が
一
部
残

る
器

面
の

凹
凸
め

だ
っ
。

22
5
30

0
01
82

Ⅲ
Q

2
6

－S
K
－
08

0
弥
生

土
器

一つと
．

璽
2
・2
0

5．
60

黒
色

黒
色

1m
m
大
の
砂

粒
（精

良
で
な
い
）

良
横

ミガ
キ

ナ
デ

底
径
不
明

O内
外

面
と
も
細
か
な
ナ
デ
、ミ
ガ
キ
で
な
め
ら
か
。

22
5
31

0
01
8
1

Ⅲ
q

2
6

S
K
一
08

0
弥
生

土
器

－土 室
4
．6
0

9．
4田

灰
茶

色
（外

底
）

黒
色

気
味

灰
茶

色
小

砂
粒

多
い

（粗
で
あ
る
が
、焼

成
よ
い
た

め
、堅

緻
な
印

象
）

左
上
が

りの
ナ
デ　

一
部

に
細
か

な
ハ

ヶ
目　

丹
塗
り

ナ
デ

内
外
面

と
も
剥
離

。外
面

部
分

的
に
細
か

い
ハ
ヶ
目
。丹

塗
り痕

。
底

．体
部

と
の
接

合
よ
く
見
え
る
。

22
5
32

0
01

11
Ⅲ

Q
2
6

S
K
－
08

0
弥
生

土
器

鉢
灰
色

（下
部
は
黒

み
）

灰
色

砂
粒
少

な
い

普
通

横
ナ
デ

横
ナ
デ

3
cm

の
破

片
°

22
5
33

0
01

10
Ⅲ

q
2
6

SK
－
08

0
弥
生

土
器

鉢
灰
色

灰
色

砂
粒
ナ
シ

全
面
剥

離
し
調
整

痕
不

明
全

面
剥
離

し
調

整
痕

不
明

4
cm

の
小

破
片

。

22
5
34

0
09
66

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
08

0
ま
と
ま
り
①

弥
生

土
器

鉢
4
．2
0

14
．6
0

う
す
い
茶

色
う
す
い
茶
色

精
良
土

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

ミ
ガ
キ

細
か
い
横
ミ
ガ
キ

内
外
面

丁
寧

な
調

整
で
な
め
ら
か
。
口
緑
外

面
以

外
も

丹
塗
り
の
可
能

性
ア
リ
。

22
5
35

0
09
67

Ⅲ
q

2
6

SK
－
08

0
ま
と
ま
り
②

弥
生

土
器

鉢
4
．5
0

23
．8
0

う
す
茶
色

灰
褐
色

砂
粒
少

（精
良
で
な
い
）

普
通

口
縁

部
は
横

ミ
ガ
キ　

下
半

は
ナ
デ

下
半
は
ミガ

キ
状

の
ナ
デ

5
cm

小
破

片
。

22
5
36

00
88
9

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
08

0
ま
と
ま
り
②

弥
生

土
轟

鉢
5
．6
0

19
．8
0

灰
茶

色
灰
茶
色
（下

半
）灰

黒
色

砂
粒
き
わ
め
て
少

。
雲
母

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
剥

離
横
ミ
ガ
キ　

下
半
は
ナ
デ

外
面

剥
離
。
言
緑

肥
厚

。

22
5
37

00
11
9

Ⅲ
q

2
6

SK
－
08

0
弥
生

土
器

鉢
4
．2
0

24
．8
0

灰
茶

色
灰

褐
色

砂
粒
少

な
い

。雲
母

良
剥

離
横
ミ
ガ
キ

外
面
剥

離
。
鉢
か

。6
cm

小
破
片

。
や
や
傾
き
不

正
確

。

22
5
3
8

00
96
8

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
08

0
ま
と
ま
り
（①

弥
生

土
器

鉢
う
す
い
赤

茶
色

う
す
い
茶
色

小
砂
粒

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ

口
縁

部
は
ミ
ガ
キ
状

の
ナ
デ　

屈
曲
部

は
横

条
痕

内
外
面

丁
寧

な
調

整
。
3
cm

の
破

片
傾

き
不
正

確
。

2
25

3
9

00
96
9

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
08

0
ま
と
ま
り
①

弥
生

土
器

－
鉢

9
．2
0

34
．8
0

灰
黒

色
灰

黒
色

1
m
m
以
下

の
砂
粒

堅
い

横
ナ
デ

細
か

い
横
ミ
ガ
キ

口
径

35
cm

近
い
大
鉢

。
田
縁

内
面

微
妙

な
凹
凸
。

2
25

4
0

0
01
17

Ⅲ
Q

2
6

SK
－
08

0
弥
生

土
器

鉢
4
．0
0

25
．2
0

明
－茶

色
明
茶
色

小
砂

粒
少

堅
い

横
ナ
デ

ミ
ガ
キ
で
は
な
い
が
、ヘ

ラ
状

工
具

に
よ

る
細

か
な
横
ナ
デ

6
cm

の
4
、破

片
。傾

き
、口

径
不
正

確
。

22
6
1

0
11
13

Ⅲ
0

3
1

SK
－
08

5
ま
と
ま
り

弥
生

土
器

－虫 璽
3
．6
0

8．
60

黒
色

うす
い
白
茶
色

2
m
m
大
の
砂

粒
多

い
。
胎
土

粗
普
通

ミ
ガ
キ
状

の
ナ
デ　

外
底

は
丁

寧
な
ナ
デ

ナ
デ

22
6
2

0
11
14

Ⅲ
0

3
1

SK
－
08

5
ま
と
ま
り

弥
生

土
器

甕
4
．7
0

3
1．
40

う
す
い
灰

色
うす

い
灰
色

1
m
m
以
下

の
砂
粒

多
い

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

細
か

い
ハ

ケ
目

左
上

が
り
ナ
デ

厚
め
の
器
壁

。
口
縁
端

断
面
方
形

°

22
6
3

0
11
15

Ⅲ
0

3
1

SK
－
08

5
ま
と
ま
り

弥
生

土
器

甕
7
．5
0

34
・0
0

赤
茶

色
赤

茶
色

1
－
3m

m
大

の
砂
粒

多
め

。胎
土
粗

い
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

休
部
は
横

ナ
デ

体
部

は
ナ
デ

口
縁

内
面

特
徴

的
。
三

角
形

断
面

分
厚

い
。

22
8
1

0
11
2
1

Ⅲ
0

30
SK

－
09

1
ま
と
ま
り

弥
生

土
器

轟
6
．8
6

28
．2
0

赤
茶

色
灰

色
小
砂

粒
多
い
。．
雲
母

。
外
面

露
出

°
1m

m
以

下
の
砂
粒

多
い

普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ

．体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

22
8
2

0
11
20

Ⅱ
0

30
SK

－
09

1
ま
と
ま
り

弥
生

土
器

器
台

12
．2
5

8
．0
0

灰
茶
色

（上
端
部

）

や
や
橙
色

灰
茶
色

（上
端
部
）

や
や
橙

色
砂
粒

き
わ
め
て
少

。－
精
液

で
は
な
い

良
好

縦
ハ

ヶ
目

絞
り
痕

外
面
の
ハ
ヶ
目

4段
か
？

22
8
4

脚
50
7

Ⅲ
S
K
－
11

4
弥
生

土
器

甕
6
．6
0

灰
茶
色

（凸
帯

よ
り

下
）
黒
灰
色

小
砂

粒
堅

い
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
－は
縦

ハ
ヶ
目

突
帯

は
横

ナ
デ

摩
耗　

砂
粒

露
出

口
縁

部
を
欠
く
。
如
意

形
凸

帯
三
角
形

頂
点

わ
ず
か

に
丸

み
。

22
8
5

00
57
5

Ⅲ
0

27
S
K
－
11

6
弥
生

土
器

甕
3
．1
0

19
．4
0

（凸
帯
よ
り
下
）褐

色
明
茶
色
（口
縁
上
面
赤
み
）
精

良
土

に
近

い
良

口
縁

突
帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

上
半
は
横
ナ
デ　

下
半
は
左

上
が
り
の
ナ
デ

凸
帯

三
角

形
。

22
8
6

00
45
5

Ⅲ
N

27
S
K
－
11

7
弥
生

土
器

七 宝
3
．7
5

13
・4
0
灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

堅
い

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ

上
げ

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ

22
8
7

∝
）4
54

Ⅲ
N

27
S
K
－
11

7
弥
生

土
器

鉢
4
．0
0

24
．8
0

灰
色

灰
黒
色

精
良
土

良
横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ
は
そ
れ
ほ
ど
丁
寧

で
は
な
い
。
第
付

の
鉢

か
？

22
8
8

00
43
6

Ⅲ
SK

－
12

0
弥
生

土
器

－こヒ 璽
3
・9
0

9
・6
0

黒
色

（わ
ず
か

に
黒

色
（わ

ず
か

に
精

良
土

口
縁

か
ら
頸

部
は
横

ミガ
キ

言
縁

突
番
部

は
横
ミ
ガ
キ　

頸
部
は
横

ナ
デ

丁
寧

な
調

整
。

22
8
9

00
43
5

Ⅲ
S
K
－
12

0
弥
生

土
器

士 璽
9
・6
0

20
．8
0

赤
茶
色

赤
茶
色

精
良
土

－
堅
緻

調
整

丁
寧

。
内
面

の
調
整

は
粗
い

。

2
28

10
00

57
6

Ⅲ
S
K
－
12

1
弥
生

土
器

甕
6
・2
0

22
．4
0

茶
色

（わ
ず
か

に
茶

色
（口

縁
内
側
）
小
砂

粒
多

い
口
縁

部
は
縦

ハ
ヶ
自　

体
部

は
左
上

が
り
の
ナ
デ

ナ
デ　

指
押
さ
え

内
面

露
出

。

2
28

11
lX
）5
77

Ⅲ
S
K
－
12

1
弥
生

土
器

甕
2
．8
0

27
．4
0

茶
色

茶
色

砂
粒

ほ
と
ん
ど
ナ

シ
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ

左
上

が
り
の
ナ
デ

丁
寧

な
横

ナ
デ
調
整

。

2
28

12
00

56
1

Ⅲ
N

2
8

S
K
－
12

2
弥
生

土
器

虫 璽巨
2
・9
5

14
．6
0

舟
塗

り
丹

塗
り

砂
粒

含
み

、精
良

土
で
な
い

良
横
ナ
デ　

丹
塗
り

横
ナ
デ

全
面

横
ナ
デ

（ミ
ガ
キ
痕

ナ
シ
）

2
28

13
00

55
9

Ⅲ
N

2
8

S
K
－
12

2
弥
生

土
器

甕
1．
65

7
．1
0
褐
色

褐
色

4
、砂

粒
良

ナ
デ　

ー
部

に
ハ
ケ
目　

外
底

は
ヶ
ズ

11
ヘ
ラ
状
工
具

の
ナ
デ

2
28

14
00

56
0

Ⅲ
N

2
8

S
K
－
12

2
弥
生

土
器

甕
5
・1
0

7
．1
0
赤
茶
色

黒
褐
色

4、
砂

粒
。胎

土
密

で
な
い

縦
条

痕
の

後
に
ナ
デ　

外
底

は
丁
寧

な
ナ
デ
で
滑

ら
か

ナ
デ

23
1
1

0
02
82

Ⅲ
S
K
一
12

4
北

弥
生

土
器

甕
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
良

言
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ

ヘ
ラ
状

工
具

の
横

ナ
デ

内
面

の
ナ
デ
調
整

ソ
フ
ト
°

海 香 園 滑 翔
叶 番



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ

ノッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製
品

〉

挿
図
番

号
器
種

器
高

口
・器
受
部
径

最
大
径

底．
脚
裾．
高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調
整

備
考

様
式

な
ど

．器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

2
31

2
00

26
3

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥

生
土

器
甕

茶
褐
色

灰
（白

）
色

砂
粒

少
な
い

良
口
緑

突
帯

部
は
横
ナ
デ

雑
な
ナ
デ
（嘩

刷
痕

）

2
31

3
00

28
7

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生
土

器
甕

黒
褐
色

茶
色

（突
帯

上
面

よ
り
一
部

赤
色

）
砂
粒

わ
ず
か

（粒
子

の
大
き
い

もの
は
な
い

）
横
条

痕
の
後

に
縦
条

痕
ヘ
ラ
状

工
具

で
乾
く
横
ナ
デ

三
角
形

背
が

高
い
、頂

点
シ
ャ
ー
プ

°

2
31

4
00
2
62

Ⅲ
S
K
－
12
4

弥
生
土

器
甕

褐
色

赤
茶

色
砂
粒

少
良

口
縁

突
帯

部
か
ら
体

部
は
横

ナ
デ

横
条
痕

残
る

2
31

5
00
2
81
′

Ⅲ
S
K
－
12
4

北
弥

生
土

器
甕

（凸
帯
頂
点

よ
り下

）

茶
褐

色
赤
茶

色
小

砂
粒

わ
ず
か

良
口
縁

突
市

部
は
痍
ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
ナ
デ

2
31

6
00
2
80

Ⅲ
S
K
－
1
24

北
弥

生
土

器
甕

茶
褐
色

灰
（白

）色
砂

粒
少
な
い

良
左
上

が
り
の
ナ
デ

口
縁
部

は
指
頭

圧
痕

が
挙

に
並

ぶ　
′

下
半

は
縦

の
ナ
デ

外
面
の

ナ
デ
調
整

。

2
31

7
　

00
2
85

Ⅲ
S
K
－
1
24

北
弥

生
土

器
甕

茶
色

（わ
ず
か
に

茶
色

砂
粒

少
な
い

良 （や
や

軟
質
）
横
条

痕
横

条
痕

三
角
形

突
帯

、背
が

高
い

。

23
1
8

00
2
83

Ⅲ
S
K
－
1
24

北
弥

生
土

器
甕

（黒
）褐

色
灰
茶

色
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

良
横

条
痕

左
上
が

りの
ナ
デ

三
角
形

に
近
い
蒲

鉾
形

。

23
1
9

00
27

7
Ⅱ

S
K
－
1
24

北
弥

生
土

器
甕

黒
褐

色
灰
茶

（部
分

的
に

砂
粒
少

な
い
。
精
良

に
近
い

高
温

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

横
条
痕

外
、ヘ

ラ
状
工

具
の
横

ナ
デ
。

23
1
10

00
26

1
Ⅲ

S
K
－
1
24

弥
生
土

器
甕

4．
80

2
1・
40

黒
灰

色
灰
茶

色
わ

ず
か
に
砂
粒

。
雲
母

な
し

良
口
緑
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

条
痕

ナ
デ

口
縁
波

打
つ

。

23
1
11

00
25

7
1Ⅲ

S
K
－
1
24

弥
生
土

器
甕

9．
80

2
3．
80

褐
色

（一
部
赤

茶
色

）
灰
茶

色
砂

粒
少

、密
で
は
な
い

高
温

口
緑
部

か
ら
屈

曲
部
ま
で
は
横
ナ
デ

屈
曲
部

下
半

は
横

条
痕

部
分

的
に
横

条
痕
残

る　
ナ
デ

以
外
に
器

壁
う
す
い

。

23
1
12

00
26

8
m

S
K
－
1
24

北
弥

生
土
器

甕
8．
30

2
2．
60

黒
褐

色
黒
褐

色
砂

粒
少

な
い

堅
い

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

の
条
痕

工
具
に
よ
る
ナ
デ

三
角
形

凸
帯

。刻
み
目
、棒

状
工
具

、大
4
、不

規
則
。
外

の
条
痕
が

タ
テ
で
特
徴

的
。

23
1
13

0
02
84

，Ⅲ
S
K
－
1
24

北
弥
生

土
器

甕
4
．2
0

2
6・
60

褐
色

茶
色

2
m
m
大

の
砂
粧

わ
ず
か

堅
い

部
分

的
に
縦
の
条

痕
横

ナ
デ

三
角
形

突
帯

一
段

下
－。

23
1
14

0
02
60

Ⅲ
－

S
K
－
12

4
弥
生

土
器

甕
14
．8
0

2
7．
60

黒
褐

色
、ス

ス
茶
色

砂
粒
少

な
い
が
、密

で
は
な
い

良
好

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

休
部

は
横

条
痕　

煤
付

着　
凹
凸

あ
り

壙
条
痕

内
外
面

同
じ
工
具

で
横
条

痕
。
垂

れ
気
味

の
蒲
鉾

形
突

帯
。

23
1
15

0
02
7
8

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
黒
褐

色
灰
黒

色
砂

粒
少

な
め

良
横

条
痕　

部
分
的

に
縦
条

痕
強

く横
ナ
デ　

下
半
は
左
上
が

りの
ナ
デ

三
角
形

突
帯

、背
が

高
い
。

23
1
16

0
02
59

、一m
S
K
－
12

4
－

弥
生

土
器

甕
4
．1
5

2
5．
80

濃
灰

色
灰
色

砂
粒
き
わ

め
て
少
°
雲
母

良
線

状
に
縦

の
ナ
デ

口
縁

部
は
左

上
が

り
の
ナ
デ　

体
部
は

ナ
デ

凸
帯
ナ
シ
。

23
1
17

0
02
89

、Ⅲ
S
K
－
12

4
1

北
弥
生

土
器

甕
灰
色

灰
色

（わ
ず
か

に
赤
茶

色
）

砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ
。や

や
軟
質

良
ナ
デ

ナ
デ

三
角
形

突
帯

、口
縁

に
ほ
と
ん
ど
接
す

。

23
1
18

．
0
02
92

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
灰

白
色

灰
白
色

砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

良
横

ナ
デ

（擦
刷
痕

）
横

ナ
デ
（擦

刷
痕

）
ひ
ら
た
い

蒲
鉾

形
凸

帯
。

23
1
19

0
02
86

Ⅲ
S
K
－
1－2

4
－

北
弥
生

土
器

甕
灰

（黄
）
色
、肌

色
灰

（黄
）色

、肌
色

砂
粒
少

な
い

。精
良

に
近

い
良

横
条
痕

ナ
デ　

粘
土
接

合
痕

23
1
20

0
02
9
1

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
1

褐
色

赤
秦

色
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

堅
赦
、

高
温

横
ナ
デ

（擦
刷
痕

）
横

ナ
デ
（擦

刷
痕

）
内

外
の
調

整
痕

き
わ
め
て
ソ
フ
ト　

刻
み
日
特
徴

的
。

23
1
21

）
0
02
90

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
黒
褐

色
茶
色

わ
ず
か

に
砂
粒

堅
い

横
ナ
デ

左
上
が

りの
ナ
デ

23
1
22

0
02
88

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
茶

（褐
）色

茶
（肌

）色
1m

m
大
砂

粒
わ
ず

か
良

棒
状
工

具
で
横

ナ
デ

ナ
デ

外
、棒

状
工
具

で
横
押

さ
え
ナ
デ
。
蒲
鉾
状

凸
帯

、端
部

よ
り
下
が

っ
た
位

置
。

23
1
23

0
02
79

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
茶

色
砂

粒
き
わ
め
て
少

堅
緻

横
条
痕

ナ
デ　

粘
土
接

合
痕

も
う
少

し
傾

くか
？

23
1
24

0
02
94

、
Ⅲ

SK
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
茶
褐

色
茶

（下
手

、褐
色

）
わ
ず
か

に
砂
粒

良
屈

曲
部

下
半

は
軽

い
ナ
デ

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ

痕
凸

帯
の
貼
付

け
波

打
つ

。

23
1
2
5

0
02
93

－Ⅲ
SK

－
12

4　
－

北
弥
生

土
器

甕
6
．1
0

（凸
帯

よ
り上

）赤
茶
色

（下
）灰

褐
色

赤
茶
色

小
砂

粒
を
わ
ず

か
に

良
屈

曲
一部

上
半

は
斜

行
条

痕　
下
半

は
横

条
痕

横
ナ
デ

2
31

2
6

0
02
95

Ⅲ
SK

－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
3
．9
0

黒
色

灰
茶
色

P
屈

曲
部

下
半

は
斜

行
条

痕
ナ
デ

調
整
は
内
外

と
も
雑

。径
、傾

き
、不

正
確
。
蒲
鉾

形
（低

い
凸
帯
）
。

2
32

2
7

00
26
5

Ⅲ
SK

－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
2
・5
0

4．
80

灰
茶

色
黄

灰
色

砂
粒

少
豪
妄

ナ
デ

粗
い
ハ

ヶ
日
一

部
に
残

る

2
32

2
8

0
02
72

Ⅲ
SK

－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
2
．1
0

7．
00

茶
色

（胎
土
内

少

し
赤

み
）

茶
色

（胎
土

内
少

し
赤
み

）
砂
粒

少
高
温

横
条
痕　

外
底

に
木
葉

痕
？

横
条

痕
が

一
部

に
残

る
1／
8小

破
片

。

2
32

2
9

00
27
0

Ⅲ
SK

－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
3
．2
0

7・
55

赤
茶

色
（底

）黒
茶
色

茶
色

砂
粒

少
な
い

。精
良
で
は
な
い
が
良

左
上
が

りの
条

痕　
括
れ
部

は
ナ
デ
上

げ　
外
底

は
ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ

ナ
デ

調
整
は
丁
寧

。

2
32

3
0

0
11
72

Ⅲ
S
K
－
12

4
弛

弥
生

土
器

甕
3
．6
5

8・
30

灰
茶
色

灰
茶
褐

色
1
－
2m

m
大

の
砂
粒

良
体

部
は
縦

ナ
デ　

外
底

は
雑

な
ミ
ガ
キ

状
の
ナ
デ

炭
化

物　
調
整

痕
不

明
ぶ
厚

い
つ
く
り
。調

整
雑

。

2
32

3
1

00
26
9

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
1．
70

8．
40

灰
琴
色

灰
茶
色

小
砂

粒
良

ナ
デ

工
具

の
押
さ
え

接
合
部
で
剥

離
。

2
32

32
00

10
0

Ⅲ
S
K
－
12

4
ま
と
ま
り

弥
生

土
器

甕
1
1
60

7
．0
0
茶
色

茶
色

砂
粒

少
な
い

良
体

部
は
左

上
が
り
の
ナ
デ
上

げ　
外

底
は
ケ
ズ
リ

外
面

同
様

に
ヘ
ラ
状

工
具
の
ナ
デ
上

げ
内

面
調
整

丁
寧

。
外
面

器
面

凹
凸
ア
リ

調
整

も
粗
い
。

2
32

3
3

00
27
4

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

恵 三匿
6
・3
0

灰
（白

）茶
色

（淡
茶
色

）
灰

（白
）茶

色
（湊

茶
色
）

精
良
に
近
い

。砂
粒
少

良
横

条
痕

ハ
ヶ
目
の
後

に
ナ
デ
上

げ
調

整
は
丁
寧

。
器
形

不
明

。

2
32

34
00

27
1

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

甕
10

．2
0

9
．6
0
灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

。
た
だ
し
密

で
な
い

良
ヘ

ラ
状
工

具
の
ナ
デ

上
げ　

粗
い
ハ

ヶ

目
と
「な

る

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ
上

げ
後

に
軽
く
ナ

7－
外
面

の
ナ
デ
上

げ
で
、表

面
の
粘

土
や
や
さ
さ
く
れ
る
。

2
34

35
00

09
5

Ⅲ
S
K
－
12

4
ま
と
ま
り

弥
生

土
器
－

一撃
25

・0
0

15
．4
0

35
．5
0

赤
茶
色

（大
き
い

黒
班

）
茶

色
砂
粒

（普
通
）
－

普通 （嘩
酬

黒灰
色）

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

頚
部

は
縦

の
細

か
な
ミ
ガ
キ　

胴
部

は
横
ミ
ガ
キ

口
縁

部
は
横
ミ
ガ
キ　

頸
部
は
強

くナ
デ
上

げ　
胴

部
は
ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ

上
げ

外
面

細
か

な
ミ
ガ
キ
。
内
面

整
形

時
の
指

圧
痕

。

2
34

36
00

25
6

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥
生

土
器

壷
7
・5
0

10
．8
0

丹
塗

り
灰

色
灰

白
色

。－
精

良
土
。
雲

母
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
は
縦

の
ミガ

キ　
暗

文
風

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

胴
部

は
ナ
デ

ー－
口
縁

・頸
部
の
境

は
段
な
し
。

2
34

37
00

26
6

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

一文
．

蜃
15

・0
0

37
．7
0

丹
塗

り
茶

色
（下

半
）褐

色
精

良
土
に
埠

ⅴ一
。
雲
母

良
上
半

部
は
パ

ケ
目
の
後

に
細

か
な
横

ミ
ガ
キ　

下
半
は
斜

め
の
ミガ

キ
ナ
デ

外
面

は
細
か

な
ミ
ガ
キ
（前

に
ハ

ヶ
目
、上

半
部

の
み
）。

破
片
の
た

め
傾
き
、径

、不
正

確
。

2
34

38
00

10
1

Ⅲ
S
K
－
12

4
ま
と
ま
り

弥
生
土

器
－土 宜

13
・4
0

29
・5
0

黒
色
磨

研
黒

褐
色

砂
粒

少
（精

良
で
は
な
い

）
堅
い

細
か

な
横

ミ
ガ
キ
の
後

に
粘
土

紐
を
貼
り

付
け
て
連
弧

文
で
飾
る

頚
部

は
横
ナ
デ　

胴
部

は
ナ
デ　

部
分

的
に
粗

い
パ
ケ
日
残

る
外
面

丁
寧

な
ミガ

キ
（研

磨
風

）。

2
34

39
00
2
76

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生

土
器

－こヒ 盤
3
．7
0

8
．6
0
灰

茶
色

喀
色

精
良
土

良
横
ミ
ガ
キ　

外
底
は
ナ
デ

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

内
面

へ
ラ
状

工
具
に
よ
る
ナ
デ
。外

面
細

か
な
ミ
ガ
キ
。
器

壁
均

一
の
厚

み
の
あ
る
つ
く
り
。

2
34

40
00
2
64

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥
生
土

器
－こヒ 宜

5
．1
5

8
・9
0
丹
塗

り
う
す

い
茶
色

精
良
土
に
近

い
良

横
条

痕　
外
底

は
糸田
い
ヘ

ラ
状

工
具

で
ナ
デ　

ミ
ガ
キ
状

ナ
デ

丁
寧

な
調

整
。

2
34

4
1

00
2
75

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生
土

器
甕

2
・7
0

12
．0
0
茶

色
灰

白
色

砂
粒

少
な
く
、精

良
土

良
横
ミ
ガ
キ　

外
底
は
ナ
デ
で
滑

ら
か

ナ
デ

5c
m
の
4、
破

片
。

2
34

42
00
2
73

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
重
幸

器
一cc月チ 室

5．
3
0

12
・0
0
灰

白
色

茶
褐
色

小
砂

粒
良
、

や
や
軟

細
か

な
縦

ハ
ヶ
目

ハ
ヶ
目
を
重
ね
る

2
34

43
00
2
58

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥

生
土

器
鉢

6．
4
0

24
．0
0

黒
色

黒
色

精
良

土
堅
緻

全
面

に
細
か

な
横

ミガ
キ

全
面

に
細

か
な
横
ミ
ガ
キ

細
か
な
ミ
ガ
キ
（細

い
腺

）
。

2
34

44
00
2
67

Ⅲ
S
K
－
12

4
北

弥
生
土

器
鉢

8．
10

40
．0
0

赤
果
色

赤
茶
色

砂
粒

少
な
い
が
密

で
な
い

高
温

横
ナ
デ

横
ナ
デ

40
cm

口
径
の
大

型
だ
が
内
外

は
横
ナ
デ
。
丁
寧
で
あ
る
。

2
38

1
00
5
03

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥

生
土

器
甕

赤
茶
色

赤
茶
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

良
口
縁

突
帯

部
は
横
ナ
デ

横
ナ
デ

変
形
突

帯
。

2
38

2
00
5
01

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥

生
土

器
甕

黒
褐
色

茶
色

砂
粒

少
良

擦
刷

痕
ロ
緑
突

帯
部

は
横

ナ
デ

三
角
突

帯
。

2
38

3
00
4
99

Ⅲ
S
K
－
12

4
弥

生
土

器
甕

うす
い
茶
褐

色
灰

茶
色

砂
粒

わ
ず
か

良
横
条

痕
凸
帯

垂
れ
気

味
。蒲

鉾
形

一
周

し
な
い
。
刻
み

目
小

さ
く

に
ぷ
い
。

冠 価 苺 小
誌
．

澗 柵



報
告
書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺 構 面
グ

1ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

器
種

器
高

口
．器
受
部
径

最
大
径

底
．卿
裾
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

2
38

4
00

49
8

Ⅲ
S
K
－
12

5
弥
生

土
器

甕
5
．5
0

2
1．
60

赤
褐
色

茶
色

1
－
3m

m
大
砂

粒
堅

い
口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

粂
痕

粗
い
横

条
痕

を
ナ
デ
消

し
外
面

条
痕

整
っ
て
い
る
。

三
角

形
突

帯
頂

点
シ
ャ
ー
プ
°外

面
一

部
に
叩

き
状
の

条
痕

O
へ
ラ
状
工

具
に
よ
る
ナ
デ

（擦
刷
痕

）。
口
縁

へ
こ

み
あ
り
。

23
8
5

00
49
7

Ⅲ
S
K
－
12

5
弥
生

土
器

甕
6
．4
0

17
．4
0

（凸
帯
よ
り
下
方

）
茶
褐
色

明
茶
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

良
口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
擦

刷
痕

　ヽ′

口
綾

部
は
ナ
デ　

体
部

は
擦

刷
痕

23
8
6

00
25
5

Ⅲ
S
K
－
12

5
ま
と
ま
り
（②

弥
生

土
器

甕
1
1．
40

17
．4
0

灰
茶
色

灰
色

砂
粒

き
わ
め
て
少

Jヽ．

堅
緻

口
縁

突
帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

条
痕 ゑ

横
ナ
デ

（擦
刷

痕
状

）
1

凸
帯

台
形

。
下
方
に
垂
れ

気
味

。
内
面
工
具

に
よ
る
ナ
デ
。

る
二　

形
23
8
7

00
50
0

Ⅲ
SK

－
12

5
弥
生

土
器

甕
灰
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
な
い

JヽL

良
横

荒
痕 赤

一匪1
・

横
条
痕

ふ
く
ら
み
の
あ　

＿
角

／
。

蒲
鉾

形
の
凸
帯

、□
縁

上
に
盛

り上
が
る
。

23
8
8

00
24
0

Ⅲ
K
－
12

5
1

言
／＼

火
／
、

火
／
、

砂
粒
は
少

な
い

。
日　

で
は
な
い

口　
ヲヒ

野
口

は
、

ア　
　　

は　
ァ

7－
　－

－2
38

9
00

25
4

Ⅲ
SK

一
12

5
ま
と
ま
り
（②

弥
生

土
器

甕
赤
茶

色
赤

茶
色

良
、

高
温

縦
ハ
ヶ
日
の
後

に
ナ
デ
上

げ
逆

時
計

回
り
に
粗

い
ハ
ヶ
目

一

一一8
戸

凸
帯

は
低

い
蒲
鉾

形
。
条
痕

は
浅
い

が
明
瞭

。

23
－8
10

0
04
96

Ⅲ
SK

－
12

5
弥
生

土
器

甕
－

8．
65

24
．0
0

赤
茶
色

（口
の
凸
帯

と
下
半
は
茶
褐
色
）

砂
粒

な
く蜜

、J
－A

良
、

堅
い

横
条
痕

口
縁

突
市

部
は
横

ナ
デ　

左
上
が

りの
ナ
デ

（擦
刷
痕

）

l
三

角
形

突
帯

頂
点

丸
み
。
条

痕
平

行
整

っ
て
い
る
。

23
8
11

0
05
02

田
SK

－
12

5
弥
生

土
器

甕
赤
茶

色
赤

茶
色

4
、砂

粒
合
も

良
横

条
痕

強
い
横

ナ
ァ

擦
刷

痕

23
8
12

0
02
39

Ⅲ
SK

－
12

5
ま
と
ま
り
①

弥
生

土
器

甕
2
．5
0

2
1．
00

赤
茶

色
赤
茶
色

1
m
m
大
の
砂

粒
多

い
高

温
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦

ハ
ヶ
目

／、

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
日　

下
半

は
横
ナ
デ

㎡　
立

調
整
や
や
雑

。

23
8
13

0
02
36

Ⅲ
SK

－
12

5
ま
と
ま
り
（①

弥
生

土
器

甕
6．
70

26
．8
0

（赤
）茶

色
灰

茶
色

砂
粒

良
一
口
緑
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

を
部
分

的
に
ナ
デ
消

す

㎡　
　　
　　
　　
　

，や
　
ク声
一一日
一・
　
、′
　　

ハ

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
目　

下
半

は
左

上
が

り
の
ナ
デ

5
cm

小
破
片

。外
面
ハ

ヶ
目
粗

い
。
如
意
屈

曲
強

い
。

23
8
）路

一一
d
ぬ
紡

、
lⅢ

錬
一
12

5
ま
と
ま
り
①

弥
生

土
器

甕
7
．2
0

26
．4
0

灰
（自

）色
灰

（白
）色

砂
粒
少

良
口
縁
部

は
横

ナ
7
－　

2㌣
河
上
半

は
縦

ハ
ヶ
目　

下
半
は
横

パ
ケ
目

目
線

部
埠
横

ハ
ヶ
目　

下
半

は
ナ
デ

班
土
や
わ
ら
か
い
う
ち
に
整
形

し
て
い
る
。

23
8
15

0
02
2
1

Ⅲ
SK

1
12

5
ま
と
ま
り
（①

弥
生

土
器

甕
5．
30

2
1．
60

茶
色

茶
色

1－
3m

m
大

の
砂
粒

良
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

言
縁

部
は
横

ハ
ヶ
自　

体
部

は
ヘ

ラ
状

工
具
に
よ
る
ナ
デ

口
径

不
正

確
。5

cm
の
破

片
。外

面
の
ハ

ヶ
日
は
雑

。

ノC
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

．　
　　
　－L　
　　
　　ヽ
　′

23
8
16

0
02

18
Ⅲ

S
K
－
12

5
ま
と
ま
り
①

弥
生

土
器

甕
10
．7
0

34
．4
0

灰
黒

色
赤
茶

色
砂

粒
含

む
良

口
縁
部

と
体
部

突
帯

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
目　

下
半
は
指
押

さ
え
状
の

ナ
デ
上

げ

口
径

き
わ
め
て
大

。
※
体

部
下

半
で
接
合

し
て
い
る
破

片

は
内

面
が
褐

色
に
変

化
し
、と

て
も
同

一
個
体

と
は
思

え
な

い
。

23
8
17

00
2
19

Ⅲ
S
K
－
1
25

ま
と
ま
り
（①

弥
生

土
器

甕
8．
50

34
．6
0

黒
褐

色
灰
茶

色
砂

粒
少

な
い

（蜜
で
は
な
い

）
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

突
帯

上
半

は
縦
ハ
ヶ
目　

下
半

は
横
パ

ケ
目　

ど
ち
ら
も
粗
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ナ
デ　

体

部
は
縦

の
ハ

ヶ
目

言
縁

部
は

横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
ハ

ヶ
目

ヲ
ヒ　
　　
　　
　　
　　

。

外
面

下
半

は
砂

粒
露

出
。
外

面
の
ハ

ヶ
日

数
回

重
ね

る
。

2
5
0

15

2
5
0
1
6

0
0
1
0
8

0
0
4
1
1

Ⅲ Ⅲ Ⅲ

P P P

3
0

3
0

S
K

－
2
1
3

S
K

－
2
1
3

5 5 5

弥
生

土
器

ホ
生

土
器

甕 甕 －土
・

璽

1
0
・5

0

6
．8

0

2
8
．4

0

8
・2
0

ノ褐
色　
　　
　　

ノ

灰
茶

色

茶
色

黒
色

灰
茶

色

砂
粒

多
め

砂
粒

多
め

だ
が

、
内

面
の

み
露

出

普
通

良 良　
木縦

の
粗

い
ハ

ヶ
目

縦
ハ

ヶ
目　

外
底

は
ナ

デ

口
縁

部
は

横
ハ

ヶ
目　

下
半

は
ナ

デ

へ
ラ
状

工
且

の
ナ

デ
上

げ

刻
み

目
口

縁
下

端
の

み
。

2
5
0
1
7

0
0
4
0
6

3
0

S
K

ー
2
1
3

駄
生

土
器

、
3
．5

0
茶

褐
色

わ
ず

か
に

小
砂

粒
雑

な
横

ミ
ガ

キ
左

上
が

）の
ナ

デ
凸

帯
が

巡
る

か
。

（
わ

く
〇 部 苺 ・1

法． 渦 柵



報
告

書

登
録

番
号

遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

準
構

名
備

考
．
出

土
地

点

土
器

（
土

製
品

）
の

法
量

と
特

徴
〈
法

量
上

段
：土

器
下

段
：土

製
品

〉

挿
図

番
号

器
種

器
高

口
．器

受
部
径

最
大

径
底
．柳
瀬
．高
台
径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内

面
色

調
外

面
調

整

㎡　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

／ヽ

内
面

調
整

田　
　　
　　
　　

立　
　　
　

、　
や　

・
’

2
5
0

1
8

0
0
4
0
5

Ⅲ
P

3
0

S
K

－
2
1
3

弥
生

土
器

一台 宝
3
．7
0

1
8
．0
0

茶
色

茶
色

き
わ

め
て

砂
粒

少
良

口
縁

部
は

横
ナ

デ　
下

半
は

縦
ハ

ヶ
目

口
緑

か
ら
頸

部
は

横
ミ
カ

キ
状

内
面

に
粘

土
貼

り
つ

け
。

2
5
0

1
9

0
0
4
0
7

Ⅲ
P

3
0

S
K

1
2
1
3

弥
生

土
器

鉢
一一

3
．6
0

2
5
・4
0
－

丹
塗

り
丹

塗
り

精
良

土
良

横
ミ
ガ

キ
で

滑
ら

か
横

ミ
ガ

キ
で
滑

ら
か

4
c
m

の
小

破
片

傾
き
不

正
確

。
口

縁
端

部
細

い
横

ミ
ガ

キ
教

条
°
ミ
ガ

キ
外

面
が

丁
寧

。
痕

跡
不

明
瞭

。

2
5
0
2
0

0
0
4
0
3

Ⅲ
P

3
0

S
K

－
2
1
3

弥
生

土
器

甕
7
．8
0

3
4
・1
0

遺
灰

茶
色

灰
茶

色
砂

粒
は

少
な

い
良

縦
パ

ケ
目
を

横
ナ

デ
消

し　
突

帯
下

半

は
縦

ハ
ヶ

目

右
上

が
り
の

ナ
デ

三
角

形
突

帯
が

水
平

で
な
く
、
文

様
の

可
能

性
あ

り
。

2
5
0
2
1

0
0
4
0
4

Ⅱ
P

3
0

S
K

－
2
1
3

弥
生

土
器

甕
2
．6
0

4
5
．8
0

（言
縁

部
上

一
頸

部
）
黒

灰
色

灰
色

砂
粒

少
な

い
良

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦

ハ
ヶ

目
横

ナ
デ

肥
厚

し
た

口
縁

継
ぎ
目

明
瞭

。

2
5
0
2
2

0
0
9
8
9

Ⅲ
S
K

－
2
1
5

弥
生

土
器

甕
7
．0
0

7
．1
5

う
す

い
茶

色
灰

茶
色

砂
粒

少
な
い

－Ⅰ．

良

並
、

縦
ハ

ヶ
目

。b′
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

′．
　　
　

－．
。ヽヽ

′

ナ
デ 庸　
　　
　　

一，
・　
　

’

ハ
ヶ

目
粗

い
。

2
5
0
2
3

0
0
9
8
8

Ⅲ
S
K

－
2
1
5

弥
生

土
器

－こ
ヒ

璽
巨

4
．7
5

7
．0
0

つ
す

い
赤

茶
色

つ
す

い
茶

褐
色

1
m

m
以

下
の

砂
粒

多
い

音
通

縦
ハ

ヶ
日
を

縦
ナ

ァ
消

し
丁

等
な

ナ
ァ　

滑
ら
か

2
5
0
2
4

0
1
1
2
5

Ⅲ
P

3
1

S
K

－
2
2
1

弥
生

土
器

甕
1
2
．8
0

2
6
．4
0

灰
茶

色
（
口

縁
上

面
）
赤

茶
色

灰
茶

色
（
口

縁
上

面
）
赤

茶
色

1
m

m
以

下
の

砂
粒

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ

目
ナ

デ
外

面
の

ハ
ヶ

目
丁

寧
。
上

よ
り
6
．5
c
m

の
長

さ
。

2
5
1
1

0
1
2
5
2

Ⅲ
R

2
4

S
K

－
2
1
4

弥
生

土
器

甕
2
．6
0

（
2
4
．6
0
）

赤
灰

白
色

淡
黄

橙
色

1
m

m
程

度
の

砂
粒

や
や

多
良

好
口

縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ

目

を
横

ナ
デ

消
し

横
ナ

デ

2
3
1
2

0
1
？
5
0

Ⅲ
R

2
4

S
K

－
2
1
4

弥
生

土
器

甕
3
．2
0

（
3
1
．8
0
）

明
橙

色
明

橙
色

1
m

m
ま
で

の
砂

粒
や

や
多

。
3
～

5
m

m
砂

粒
少

量
。
長

石
多

。
石

英
．ウ

ン
モ

．赤
色

粒
良

好
言

縁
部

は
横

ナ
デ

横
ナ

デ

2
5
1
3

0
1
2
5
1

Ⅲ
R

2
4

S
K

－
2
1
4

弥
生

土
器

甕
4
．6
0

（7
・9
0
）

赤
橙

色
灰

褐
色

1
－

2
m

m
砂

粒
普

通
量

。
長

石
多

い
。
ウ

ン

モ
．石

英
良

好
縦

ハ
ヶ

目　
外

底
ナ

デ
ナ

デ

2
5
1
4

0
1
2
5
6

田
R

2
4

S
K

－
2
1
4

弥
生

土
器

皇 室
2
．3
0

（
1
4
．
10

）
黄

橙
色

灰
褐

色
精

良
土

良
好

横
ミ
ガ

キ
横

ミ
ガ

キ

2
5
1
5

0
1
2
5
4

Ⅲ
R

2
4

S
K

－
2
1
4

弥
生

土
器

甕
3
．1
0

（
8
．6
0
）

灰
白
色

灰
白

色
精

良
土

に
1
m

m
ま

で
の

砂
粒

少
量

良
好

横
ナ

デ
指

頭
圧

痕

2
5
1
6

0
1
2
5
5

Ⅲ
R

2
4

S
K

－
2
1
4

？
？

2
．2
0

（
2
4
・8
0
）

灰
褐

色
茶

褐
色

1
m

m
ま
で

の
砂

粒
普

通
量

良
好

横
ナ

デ　
下

半
ハ

ヶ
目

ヶ
ズ

リ
状

2
5
1
7

0
1
2
5
3

Ⅲ
R

2
4

S
K

－
2
1
4

弥
生

土
器

全 軍
2
．9
0

（
3
8
．8
0
）

淡
橙

色
淡

橙
色

1
－

3
m

m
砂

粒
多

く
含

む
。
石

英
．ウ

ン
モ

・

長
石

良
好

横
ナ

デ
横

ミ
ガ

キ

2
5
3

1
0
0
8
2
9

Ⅲ
N

3
0
．
3
1

S
K

－
2
1
9

弥
生

土
器

甕
黒

色
灰

茶
色

わ
ず

か
に
小

砂
粒

良
口

縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
左

斜
行

の
ハ

ヶ
目

左
上

が
り
の

ナ
デ

蒲
鉾

n
近

い
三

角
形

凸
帯

。

2
5
3

2
0
0
8
3
1

Ⅲ
N

3
0
．
3
1

S
K

－
2
1
9

弥
生

土
器

甕
う
す

い
茶

褐
色

う
す

い
灰

茶
色

砂
粒

き
わ

め
て

少
良

右
斜

行
の

ハ
ヶ

目
口

縁
部

は
横

ハ
ヶ

目　
下

半
は

左
斜

行

の
ハ

ヶ
目

外
面

ハ
ヶ

目
粗

い
。
内

面
は

雑
、
不

規
則

。

2
5
3

3
0
0
8
3
2

Ⅲ
N

3
0
・
3
1

S
K

－
2
1
9

弥
生

土
器

・ニ
ヒ

軍
2
．0
0

17
．0
0

灰
茶

色
（
口

縁
上

面
よ
り
内

面
）
褐

色
4
、
砂

粒
堅

い
ミ
ガ

キ
状

で
滑

ら
か

ナ

ミ
ガ

キ
状

で
滑

ら
か

　ヽヽ

5
c
m

足
ら
ず

の
小

片
の

た
め

、
口

径
不

正
確

。
残

片
で

は

1
7
c
m

と
4
、
さ

い
。

一一法
上　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

．壬≡
－

2
5
3

4
0
0
8
2
8

Ⅲ
N

3
0
．
3
1

S
K
一

2
1
9　

－
弥

生
土

器
．土 璽

5
．3
0

2
4
・8
0

灰
茶

色
灰

茶
色

4
、
砂

粒
わ

ず
か

良
口

縁
部

は
横

ナ
ァ

粗
い

横
ミ
カ

キ
状

凸
宵

小
さ
い

二
角

形
や

や
垂

れ
丸

味
。

2
5
3

5
0
0
8
3
0
－

Ⅲ
N

3
0
．
3
1
－
S
K
－

2
1
9

弥
生

土
器

．コ
』
．

亜
う
す

い
茶

色
う
す

い
茶

色
精

良
土

に
近

い
良

ナ
デ

ナ
デ

羽
状

文
や

や
雑

°

2
5
3

6
0
0
8
2
6

Ⅲ
N

3
0
．
3
1

S
K
－

2
1
9

弥
生

土
器

甕
7
・8
0

10
．0
0

5
．8
0

灰
茶

色
灰

茶
色

小
砂

粒
多

い
口

縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

に
ハ

ヶ
目
残

る　
下

半
は
粗

い
ナ

デ

ナ
デ

上
げ

厚
め

の
器

壁
。

2
5
3

7
0
0
8
2
7

Ⅲ
N

3
0
・
3
1

S
K
－

2
1
9

弥
生

土
器

甕
1
2
．8
0

19
．4
0

茶
褐

色
（
一

部
異

姓
）

灰
茶

色
1
－

2
m
m

大
砂

粒
内

外
面

に
露

出
言

縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ

目
口

縁
部

は
ナ

デ
上

げ
拓

本
が

い
い

か
？

2
5
3

9
0
1
3
6
6

Ⅲ
N

3
0

S
K
－

2
1
9

吉
武

土
師

器
低

脚
杯

（B
系

）
6
．0
0

（
1
5
．
3
0
）

4
．8
0

灰
白

色
～

浅
黄

橙

　ヽ　
　
一
月・一
一

浅
黄

橙
色

　ヽ　
　

）
㎡－・
．

密
°
径

1
－

3
m

m
の

砂
礫

が
少

し
含

む
。
石

英
（～

2
m

m
）
が

最
も
多

く
、
次

い
で

長
石

（
～

1
m

m
）
。
他

に
は

、
微

細
な

金
雲

母
が

み
ら

れ
る

普
通

並
’

低
脚

取
付

け
後

横
指

ナ
デ　

杯
部

は

ハ
ヶ

メ －．一
・　
　　

、

す
だ

れ
状

螺
旋

ハ
ヶ

メ　
端

部
は

横
ナ

デ

－　．
　－

2
5
3

8
0
1
1
2
2

Ⅲ
N

3
0

S
K
－

2
1
9

吉
武

土
師

器
小

型
器

台
8
．2
0

1
2
．6

0
つ
す

発
色

り
す

発
色

胎
土

、精
良

土
昌

通
横

ナ
ァ　

滑
ら
か

ナ
ァ

イ
／　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

1

脚
外

面
丁

早
よ
ナ

ァ
°

ミ
ガ

キ
で

内
外

面
割

に
ナ
メ

ラ
カ

。
た

だ
し
器

面
は

凹
凸

が

目
立

つ
。
言

縁
端

は
少

し
内

側
に

傾
く
。

2
5
7

1
0
0
3
4
0

Ⅲ
0

2
7

S
K
1

2
2
0

か
た

ま
り

弥
生

土
器

鉢
8
・4
0

1
6
．2
0

淡
茶

色
黒

色
（黒

斑
）

ミ
ガ
キ

横
ミ
カ

キ
の

後
に

暗
文

風
に

細
か

い
ミ
カ

キ
を

加
え

る

2
5
7

2
0
0
0
9
9

Ⅲ
0

2
7

S
K
－

2
2
0

か
た
ま

り
弥

生
土

器
甕

1
7
．5
0

2
4
．6
0

濃
茶

色
明

茶
色

砂
粒

多
い

良

口
縁

部
は

横
ナ

デ　
体

部
上

半
は

縦

ハ
ヶ

目　
下

半
は
ミ
ガ

キ
状

の
ナ

デ
割

り

に
丁

寧

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ

目　
下

半
は

ナ
デ

器
面

の
調

整
丁

寧
。
底

径
か

ら
す

る
と
図

は
口

径
が

大
き

い
。

2
5
7
3

0
0
0
9
8

Ⅲ
0

2
7

S
K
－

2
2
0

か
た
ま

り
弥

生
土

器
甕

1
8
．8
0

2
0
・6
0

茶
褐

色
茶

色
1
m

m
大

の
砂

粒
。

多
く
な
い

（
表

面
の

露
出

少
）

良
口

縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ヘ

ラ
状

工

具
の

ナ
デ

上
げ

1

左
上

が
り
の

ナ
デ

反
転

す
る
と
大

き
な
底

径
と
な
る

。
口

縁
や

や
波

打
つ

。

2
5
7
4

0
0
3
3
7

Ⅲ
0

2
7

S
K
－

2
2
0

か
た
ま

り
弥

生
土

器
甕

8
．6
0

2
8
．6
0

黒
褐

色
（
ス

ス
）

茶
色

砂
粒

入
良

口
縁

部
は

横
ナ

デ　
体

部
は

珊
か

な
ハ

ヶ
目
の

後
に

ナ
デ

消
し

J　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

1
1

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

左
上

が
り
の

ナ
デ

器
壁

厚
め

。
言

縁
小

さ
く
外

反
（肥

厚
）
。

2
5
7
5

0
0
0
9
6

Ⅲ
0

2
7

S
K
－

2
2
0

か
た
ま

り
弥

生
土

器
甕

2
1
．3
0

2
8
・6
0

茶
黒

色
（
中

央
部

の
み

）

一一譲
－・

茶
色

－）
iト

小
砂

粒
。
外

面
に

露
出

し
て

い
な

い
。
雲

母

／ヽ－L
　　
　　
　　
　　
　　

、／一
1－－

口
縁

部
は

縦
ハ

ヶ
日

の
後

に
横

ナ
ァ

体
部

は
縦

ハ
ケ

目

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ

自　
体

部
は

ナ
デ

調
整

は
丁

寧
。
外

面
あ

ら
い

目
の

ハ
ヶ

目
く
り
返

し
て

い
る
°

口
縁

竜
山

丸
み

断
面

－
　ヽ
つ．

口
′＼

／　ヽ
一′　ヽ

′
、
妙

柾　
。　

迫
寸
■
「
ン

メ
両　
　　
　　
　

。
2
5
7
6

2
5
7
7

0
0
3
3
9

0
0
3
4
3

Ⅲ
0

　
2
7

S
K
－

2
2
0

か
た
ま

り
弥

生
土

器
甕

5
．8
0

8
．4
0

ヘ
ラ

状
工

具
の

ナ
デ

上
げ

ナ
デ

※
鹿

部
中

央
部

が
盛

り
上

が
っ
て

い
る

。
通

常
の

甕
と
異

な
る

こ
と
か

ら
、
最

初
か

ら
コ

シ
キ

を
意

識
し
て

い
る
か

？

す　
　

嶽　
　　
　

ヽ

2
5
7
8

0
0
3
4
1

Ⅲ
0

2
7

S
K

－
2
2
0

か
た

ま
り

弥
生

土
器

甕
4
．5
5

6
．0
5

明
茶

色

一一一
k．一
一

明
茶

色
精

良
土 1／1
－．

良
ミ
ガ

キ　
外

底
は

ヘ
ラ
状

工
具

の
擦

刷

痕
ミ
ガ

キ
で

滑
ら
か

と
な

る

’
′
ま　

－
。

内
外

面
と
も
ミ
カ

キ
。
ミ
カ

キ
自
体

は
特

に
丁

字
と
い

っ
事

で

は
な
い

。

－
　ヽ
つ一

10
／＼

一′ヽ
／　ヽ

ノ
、
妙

迫
ノ
＼

パ　
　　
　　
　　
　　
　

フ
‾

2
5
7
9

2
5
7
1
0

0
0
3
3
8

0
0
1
0
5

Ⅲ

0 0

2
7

2
7

S
K

－
2
2
0

弥
生

土
器

1こと
ヂ

璽
2
2
．9

0
1
0
．5
0
赤

茶
色

茶
色

砂
粒

少
な

め

、
・土

盛　
　

ム　
、

良
胴

部
上

半
は

横
ミ
ガ

キ　
下

半
は

左
斜

行
の

ミ
ガ

キ

上
半

は
ヘ

ラ
状

工
具

の
横

ナ
デ　

下
’
′

は
縦

の
ナ

デ
上

げ

‾
・
上

げ

外
面

ミ
ガ

キ
風

。
内

面
の

ナ
デ

も
割

り
に

丁
寧

。

外
面

の
ミ
ガ

キ
は

丁
密

で
は

な
い

　ヽ
／．

51
／
＼

1こヨ
ここご

：∈
匿

ノヽ
ノ
ヽ

′
、

砂
粒　

、
言　
　

い
7
．　

＿
ロ　

P
X
土　

、　
7
－

7
－

一一1
‾　
　　
　　
　　
　　
　

。
2
5
7
1
1

2
6
0

1

0
0
3
4
2

0
0
3
5
2

Ⅲ Ⅲ

0 0

2
7

3
1

S
P
－

0
1
1
0

弥
生

土
器

甕
黒

色
茶

色
砂

粒
ナ

シ
。
密

良
口

縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

条
痕

横
ナ

デ
（擦

刷
痕

）
蒲

鉾
形

凸
帯

。

。
赤

．．田
．・
有
性　
　　
　　
　　
　　
　　

′文
，

2
6
0
2

0
0
3
6
2

Ⅲ
0

3
1

S
P
－

0
1
1
0

弥
生

土
器

甕
明

茶
色

明
茶

色
精

良
土

堅
赦

口
縁

部
は

横
ナ
デ　

体
部

は
細

か
な
パ

ケ
目

横
ナ

デ
（擦

刷
痕

）
外

、
ハ

ケ
目

細
く
ン

ヤ
ー

フ
。
ヲ
ヒ
同

日
の

低
い

二
角

形
。
智

な
刻

み
目
で

蒲
鉾

形
と
な

る
。

2
6
0
3

0
0
3
6
1

Ⅲ
0

3
1

S
P
一

0
1
1
0

弥
生

土
器

甕
黒

色
灰

茶
色

（黒
斑

）
砂

粒
少

な
い

J一
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

着　
　　
　

や

良
突

帯
は

横
ナ

デ　
外

は
横

条
痕

口
縁

部
は

横
ナ

デ　
体

部
は

斜
行

ハ
ヶ

日

払
立　
　　
　　
　　

－
。　
　　

立

横
ナ

デ
5
c
m

の
4
、
破

片
。
密

な
た

め
に

凸
帯

が
蒲

鉾
形

と
な

る
。

本
来

は
三

角
形

だ
ろ

う
°

2
6
0
4

0
1
2
5
7

Ⅲ
0

3
1

S
P
－

0
1
1
0

弥
生

土
器

甕
2
4
．8
0

（2
1
・0
0
）

8
．0
0
橙

～
淡

橙
色

橙
～

淡
橙

色
砂

粒
を
や

や
含

む
が

、
内

外
と
も
蕗

出
が

ほ

と
ん

ど
な

い
た

め
不

明

良
好

ナ
デ

口
縁

部
は

横
ハ

ヶ
自　

体
部

上
半

は
ヘ

ラ

状
工

具
の

押
さ
え　

下
半

は
指

頭
圧

痕
2
6
0
5

0
0
4
7
6

Ⅲ
0

3
1

S
P
一

0
1
1
0

弥
生

土
器

甕
1
6
．5
0

2
2
．
6
0

黒
褐

色
褐

色
小

砂
粒

良
口

縁
都

は
横

ナ
ァ　

体
郡

は
摩

耗
し

て

い
る

が
部

分
的

に
縦

ハ
ヶ

目

ロ

2
6
0
6

0
0
1
0
3

Ⅲ
0

3
1

S
P
一

0
1
1
0

弥
生

土
器

一cc
月，

軍
2
7
・9
0

1
2
．0
0

2
7
．
6
0

6
．9
0

赤
み

の
あ

る
茶

色
茶

色
精

良
土

堅
緻

ヽ

全
面

に
細

か
な
横

ミ
ガ

キ

ミ
）
で
キ

口
縁

部
は

横
ミ
カ

キ　
頸

部
は

縦
の

ナ

デ　
胴

部
は

ナ
デ

ー
器

壁
薄

い

上
半

壙
ナ

－
や

器
面

細
か

な
横

ミ
カ

キ
。
痕

跡
が

不
鮮

明
は

と
な

め
ら
か

。

胴
部

が
占

め
る

部
大

き
い

。

内
外

調
整

丁
密

田
－土 ：或

日
7
－

打　
　　

．－
．。

2
6
0
7

2
6
0

8

0
1
1
0
9

0
0
4
6
9

Ⅲ Ⅲ

0 0

3
1

3
1

S
P
－

0
1
1
0

S
P

－
0
1
1
0

′ヽ 弥
生

土
器

．こ土
文．

寛
6
．6
0

6
．6
0

茶
色

茶
色

精
良

土
良

横
ミ
ガ

キ
で

光
沢

～
横

ミ
ガ

キ
ミ
ガ

キ
で

光
沢

。
全

面
ミ
ガ

キ
。
た

だ
し

丁
寧

で
は

な
い

。
器

面
や

や
凹

凸
が

あ
る
。

価 苺 ．・
法・

渦 柵 Cね 1
－
1



報
告
書

挿
図
番

号
登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上
段

：土
器　

下
段

：土
製

晶
〉

5．
器

種
器
高

口
．器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
裾
・高
台
径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
棟

式
な
ど

、
器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外
面

色
調

内
面
色

潤
外

面
調

整
内
面

調
整

26
0
9

00
4
84

Ⅲ
0

31
S
P
－
01

10
弥

生
土

器
一女 1書
1

9・
85

3
0．
60

う
す
い
茶

色
う
す
い
茶

色
精

良
土

に
近
い

堅
し、

言
縁
部

は
縦
の
細

か
な
ハ
ヶ
目
の

後
に

頸
部

に
か

け
て
横

ミ
ガ
キ

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

頚
部

は
細
か
な

ハ
ヶ
目

外
面
剥

離
。
本

来
は
、全

面
に
細
か

い
ハ
ヶ
目
。後

に
横
ミ

ガ
キ
を
加

え
る
。

26
0
10

26
0
11

01
03

3

00
35

3

Ⅲ Ⅲ

0 0

31 31

S
P
－
0
1
10

S
P
－
0
1
10

弥
生
土
器

甕 虫

11
．6
5

2
9．
00

（言
縁
の
上

面
も
）

灰
褐

色
（一

部
に

ス
ス
）

灰
色

砂
粒
少

。
胎
土

や
や
粗
い

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ

内
外

面
と
も
調
整

丁
寧

。

′＼
蟹

3．
90

8．
80

茶　
黒

ノヽ
′
、
妙

立　
い

デ　
ー

、
ミガ

一
立　

＼

26
0
12

0
04
79

Ⅲ
0

31
S
P
－
0
1
10

弥
生

土
器

甕
6
・4
0

8．
10

茶
色

（一
部
赤

み
）
灰

色
砂
粒

多
め

良

ロ　
ー、

縦
ハ
ヶ
目

7
．

ナ
デ　

内
底
近

く
は
ヘ
ラ
状

工
具

で
横

の
押

さ
え

部
ノ
ヶ
日
（内

面
）
。

26
0
13

2
60

14

0
01
95

0
03
5
1

Ⅲ Ⅲ

0 0

3
1

3
1

SP
－
0
1
10

－

SP
－
0
1
10

弥
生

土
器

弥
生

土
器

高
杯

吉
有不

6
．5
0

（脚
柱

）赤
茶
色

（杯
）黒

灰
色

（脚
柱

）黒
色

（杯
）

黒
灰
色

小
砂

粒
多
い

良
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

脚
柱
部

は
縦

の

ナ
デ

杯
部

は
ナ
デ

整
っ
て
は
い
な
い
が
確

か
な
整

形
。

2
60

15
0
01
96

Ⅲ
0

3
1

SP
－
0
1
10

／＼ 弥
生

土
同　

ヽ
3
．1
0

赤
茶
色

′ヽ、

赤
茶
色

1m
m

以
下

の
砂

粒
多
い

良
杯
部

ハ
ヶ
目　

突
帯

は
横
ナ
デ

突
帯

貼
付

け
の
前

に
ハ

ヶ
目
。

．
／＼

r司
　
ヽ

1
・

′ヽ
　　
　　
　　ヽ

ノヽ
　　
　　
　　
　　
′　ヽ

砂
粒　
　　

少
か　
　　

いヽ
ミ
）ヂ

、　
　

ミ）
で

、
’

別
辞

26
4
1

00
34
8

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
08

5
弥
生

土
器

甕
淡
灰

（赤
）
色

淡
灰
色

4、
砂

粒
多

め
良

口
口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

言　
　

、　
　　
　　
　　

7－
横

ナ
デ

盟
′
、　

／　
）
。

凸
害

蒲
鉾

形　
口
縁

棚
内

は　
’反
し

2
64

2
00

34
9

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
08

5
弥
生
土

器
甕

胎
土

、淡
灰

色
。
精

良
土

。丹
塗
り

田

口
緑
部
は
横
ナ
デ　

下
半
は
粗
い
ハ
ヶ
目

口
縁
部

は
横

ハ
ヶ
日　

下
半
は
ナ
デ

巾
7
、

ノ°
　　

輔　
　

折
り
込　

て
丸
く
肥
厚

。

器
面
ナ

デ
。

2
64

3　
－

26
4
4

00
34
7

00
34

6

Ⅲ Ⅲ

P P

・
31 1

S
P
－
00

8
5

S
P
－
00

弥
生
土

器 言

甕
茶

褐
色

一一一と．
一一

茶
色

4
、砂

粒
堅
い

口
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

に
ハ
ヶ

目
わ
ず
か

に
残
る

ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

蒲
鉾
形

（本
来
は
三

角
形

。

／＼
／　ヽ

／　ヽ
－

m
m　

J、
珪

7　
　

、′

26
4
5

00
3
50

Ⅲ
P

31
S
P
－
00

8
5

弥
生
土

器
甕

（凸
帯
よ
り下

）黒
色

茶
色

Eデ

小
砂
粒

（1
～
2
m
m
大
）
わ
ず
か

堅
い

ロ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

艮

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

条
痕

7
．

横
条
痕

内
、条

痕
。
外
、
内
面
よ
り条

痕
が

浅
い
、ナ

デ
を
加
え
る
。

凸
帯

背
の
高

い
三
角

形
。

26
4
6

26
4
7

00
34

4

00
48

1

Ⅲ Ⅲ

P P

31 31

S
P
－
00

85

S
P
－
00

85

弥
生
土

器 。

甕
11
．8
0

2
4．
20

茶
黒
色

（ス
ス
）

茶
色

小
砂
粒

良
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
細

か
な
ハ

ヶ
目

ナ
デ　

指
頭
圧

痕

／ヽ
2．
60

3
0・
40

黒
ノヽ

1m
m　

砂
粒
含

い
ハ
の
ハ　
　　
　

デ
潤

緑
部
は
構

ハ
／1
）l
／一
　　
　　
　　一一．
．や

26
4
8

00
13

3
Ⅲ

P
31

S
P
－
00

85
弥
生

土
器

甕
13
・9
0

26
．6
0

7．
40

茶
色

（灰
色
が

か
る
）
（凸

帯
よ
り
下

は
黒
色

）

茶
色

（灰
色

が
か

る
）

砂
粒
少

良
口
縁
と
屈

曲
部
の
突

帯
は
横

ナ
デ　

休
部

は
細
か

な
縦

ハ
ヶ
目

1コ

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

の
ナ
デ

ど
ち
ら
も
ミガ

キ
状

と
な
る

複
に
横
す
ず

。

内
面
は
タ
テ
の
ナ
デ
上

げ
ミ
ガ
キ
状
と
な
る
。外

面
は
細

か
な
ハ
ヶ
目
。
や
や

上
げ
底

。外
底

も
内
面
と
同
じ
よ
う
に
ミ
ガ

キ
。

26
4
9

0
04
80

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
0
85

弥
生

土
器

甕
3
．9
0

6．
60

赤
茶

色
赤

茶
色

（上
半
）

黒
ず
む

1
－
2m

m
大

の
砂
粒

高
温

外
底
は
ヶ
ズ
リ
状
の

ナ
デ　

休
部
は
初

か
い

縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ

外
面

は
な
め
ら
か
O

26
4
10

0
11
74

ⅲ
P

3
1

SP
－
0
08

5
弥
生

土
器

－コ巳
．

宝
7
．6
0

16
．8
0

精
良
土

良
口
縁

か
ら
頸

部
は
横

ミガ
キ

口
縁

部
は
横
ミ
ガ
キ　

頸
部
は
ナ
デ

右
下

が
り
気
味

。
土
器

を
逆

時
計

方
向

に
ま
わ
し
、斜

め
下
か

ら
左
上

に
ミガ

キ
上

げ
た
か
？

小
さ
な
三

角
形

凸
帯

。
26
4
11

00
48
3

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
08

5
弥
生

土
器

－土 冤
6
．5
0

茶
色

（下
半

）褐
色

灰
黒
色

1
m
m

大
砂
粒

多
め

良
頚

部
は
ナ
デ
上

げ　
胴

部
は
左

上
が

り

の
ナ
デ

頸
部

と
の
境
は
横

ミガ
キ　

胴
部

は
右

上
が

りの
ナ
デ

2
64

12

2
64

13

00
34
5

4

Ⅲ Ⅲ

P
3
1

S
P
－
0
08

5
弥
生
土

器 言

鉢
3．
20

25
．6
0

黒
色
、
光
沢

茶
色

（緑
が

か
る
）、

光
沢

精
良

土
良

全
面

横
ミ
ガ
キ
で
滑
ら
か

全
面

が
横
ミ
ガ
キ
で
滑
ら
か

5c
m
小

破
片
。

00
82

P
3
1

S
P
－
0
08

5
弥

生
土

7・
10

27
．4
0

黒
黒

土
に
近

い
ミ
ガ
キ

ミ
ガ
キ

∠ゝ
玉石

ミガ
キ

2
65

1

2
65

2

00
36
8

00
3
59

Ⅲ Ⅲ

P
3
1

S
P
－
00

8
6

弥
生
土

器 ，0

士 璽 －土

5．
5
0

15
．0
0

茶
色

茶
色

（黒
斑

）
精
良

土
良

横
ミ
ガ
キ

一一ヽ
口
縁
部

は
横

ミ
ガ
キ　

頸
部
は
左
上

が
りの

ナ
デ

∃三
　
、　
　

。

言
縁

内
側
、黒

色
文

様
。文

様
は

言
縁

部
外

に
な
い

。ミ
ガ
キ
は
内

側
が
や

や
細
か

い
。

2
65

3
Ⅲ

P
3
1

S
P
－
00

8
6

弥
生
土

器 P

笠 ．土
5・
90

15
・6
0

（明
）茶

色
（明

－）茶
色

精
良

。密
。
雲
母

わ
ず
か
に
入

る
堅
緻

全
面

が
横
ミ
ガ
キ

横
ミガ

キ

2
65

4
00
4
71

00
10
2

Ⅲ
P P

3
1

3
1

S
P
－
00

8
6

S
P
－
00

8
6

弥
生
土

器 言

文 士

3．
85

灰
色

（黒
斑

）
黒
色

小
砂
粒

良
横

ミ
ガ
キ

頸
部
は
左

上
が

りの
ナ
デ

小
破
片

。

／＼
蟹

20
．6
0

2
6．
60

ノヽ
淡
ノ
、

砂
粒

少
。
’　
　

で
な
い

全　
こ
糸

、な
　

ミ）
で

デ

26
5
5

00
3
60

Ⅲ
P

31
S
P
－
00

86
弥

生
土

器
皇 室

22
・0
0

32
．4
0

4
0．
30

灰
茶

色
灰
茶

色
（ほ

と
ん
ど

が
黒

斑
）

小
砂
粒

多
い

が
、器

壁
が
う
す
い

つ
く
り

／　
　　
　　
　　
　＿－ヽ

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
ヘ
ラ
状
工

具
の
横

ミガ
キ　

効
果
は
薄

い
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

＝
、ロ
　　
　

多
重
一口
　
～　

、　
。

頸
部
の
調
整

。整
形

．調
整

と
も丁

寧
な
つ
く
り、
仕
上

が
り
。

26
5
6

00
36

7
Ⅲ

P
31

S
P
－
00

86
弥

生
土

器
轟

3・
75

7．
60

灰
茶

色
（一

部
赤

み
）

灰
茶

色
（一

部
赤

み
）

1－
2
m
m
大
の
砂

粒
多

い
高

温
縦

ハ
ヶ
目　

外
底

は
粗
い
ナ
デ

剥
離
し
不

明
鹿

部
丸

く突
出
。

26
7
1

00
37

8
Ⅲ

P
31

S
P
－
0
0
97

弥
生
土

器
甕

6．
40

19
．0
0

灰
褐

色
灰
褐

色
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

堅
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ
ヶ
目

文
様

風
の
沈

線
－

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
右

上
が

り
の
ナ
デ

26
7
2

0
03
77

Ⅲ
P

31
S
P
－
0
0
97

弥
生

土
器

甕
9
．9
0

2
1－
60

灰
茶

色
（黒

斑
）

灰
茶

色
砂
粒

き
わ
め
て
少

堅
い

口
縁

下
は
縦
ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ナ
デ

体
部
は
ハ
ヶ
目

言
縁

部
は
横
ハ

ヶ
目　

下
半

は
ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

26
7
3

0
03
69

Ⅲ
P

31
SP

－
0
09

7
弥
生

土
器

甕
7
．4
0

23
．0
0

黒
褐

色
（口

縁
の

内
側

ま
で
）

茶
色

4
、砂

粒
少

な
い

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
左

ナ
デ
ア

ゲ
左
上

が
り
の
ナ
デ

26
7
4

00
37
0

Ⅲ
P

3
1

SP
－
0
09

7
弥
生

土
器

甕
18

．1
0

25
．2
0

黒
色

（ス
ス
）全

面
茶

色
（口

縁
部
は

褐
色

）
砂
粒

少
な
い

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

左
上
が

りの
ナ
デ

指
頭
圧

痕
傾
き
不

正
確

。

26
7
5

00
37
6

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
09

7
弥
生

土
器

甕
1
1・4

0
8．
70

灰
茶
色

黒
色

1
～
3m

m
大

の
砂
粒

粗
い
縦
ハ
ヶ
目
の
後
に
縦

の
ナ
デ
上

げ
さ
ら
に
縦
ハ

ヶ
目　

括
れ
部

は
横

ナ
デ　

外
底

は
ミガ

キ
状
の
ナ
デ

ヘ
ラ
状
工
具

の
ナ
デ
上

げ
表
面

に
は
露
出

し
て
い
な
い
。
し
っ
か
り
し
た
つ

くり
。

26
7
6

00
37
9

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
09

7
弥
生
土

器
甕

9．
10

38
．0
0

戻
茶
色

灰
茶
色

砂
粒

少
な
い

良
口
縁

下
は
縦

ハ
ヶ
目
の
後

に
横
ナ
デ

口
縁
部

は
横
パ
ケ

目　
下
半

は
左

上
が

りの
ナ
デ

丁
寧

な
調

整
°

2
69

1
00

36
3

Ⅲ
P

3
1

S
P
1
0
13

6
弥

生
土

器 言

甕
赤
茶
色

灰
茶
色

4、
砂

粒
良

口
縁

部
直

下
は
縦
ハ

ヶ
目　

下
半

は
斜

行
ハ

ヶ
日

口
縁
部

は
横
ハ
ヶ
目　

下
半
は
ナ
≠
上

げ
4c

m
の
小

破
片
。
傾

き不
正
確

。

2
69

2
00

37
3

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
13

6
弥

生
土

器
5．
00

25
．0
0

灰
黒

灰
4
、砂

拉
わ

やか
。
雲
母

言
縁

部
は　

ナ
デ　
　

部
は
ハ
ヶ
日

上
が
りの

ナ
デ

2
69

3
00
3
75

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
13

6
弥

生
土

器 に－

甕
8．
85

黒
褐
色

茶
褐

色
1m

m
大

の
砂
粒

。
胎
土

密
で
な
い

良
言
縁

下
は
縦
ハ
ヶ

目　
突

帯
は
壙

ナ
デ

そ
の
下

半
は
ハ
ヶ
目

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

ハ
ヶ
目
粗

い
（目

は
細

い
）
。

26
9
4

00
3
74

Ⅲ
P

3
1

S
P
－
0
13

6
弥

生
土

器
5．
30

32
．4
0

濃
灰

色
灰

色
1m

m　
の
砂
粒　

い
口
縁

下
は
縦
ハ
ヶ
目
後
に　

ナ
デ

ナ
デ

口
縁　

肥
厚

全　
に　

耗
26

9
5

00
3
64

Ⅲ
P

31
S
P
－
0
13

6
弥

生
土

器 に．

甕
3．
20

6・
6
0
茶
色

（黒
斑

）
茶
色

小
砂
粒

多
い

良　
′細

か
な
縦
ハ

ヶ
目

粗
い
ハ
ヶ
目

口　
　　
　　

。　
　　
　　

、－　
　　
　
。

外
と
内
の

工
具

は
異

な
る
。

26
9
6

00
35

5
Ⅲ

P
31

S
P
－
01

36
弥

生
土

器
7．
10

7．
6
0
灰

ノ、
色

灰
ノ、
色

コ
ゲ
で
黒

小
砂

立　
め

1
m
m
大
は
ナ
イ

ハ
ヶ
目

ナ
デ

底
か

ら　
孔　
　

し
た
か

？
26

9
7

00
36

5
Ⅲ

P
31

S
P
－
01

36
弥

生
土

器
甕

4．
90

7．
0
0
濃
灰

色
黒
色

（コ
ゲ
）

4
、砂

粒
。
粗
い

堅
い

縦
ハ
ヶ
自

横
ナ
デ　

指
頭
圧

痕
26

9
8

00
37

2
Ⅲ

P
31

S
P
－
01

36
弥

生
土

器
甕

81
30

7．
0
0

1－
3m

m
大

の
砂

粒
き
わ
め

て
多

い
良　

′縦
ハ
ヶ
自　

外
底

砂
粒

露
出

ナ
デ

全
体
的

に
磨

耗
し

砂
粒

露
出
し
て

い
る

26
9
9

00
35

7
Ⅲ

P
31

S
P
－
0
1
36

弥
生
十
一器

甕
7・
70

8．
60

赤
茶

色
赤
茶

色
4
m
m
大
の
砂

粒
も
入
り
胎
土

粗
い

良
柵

か
な
パ
ケ
目　

括
れ

部
は
指

頭
圧

痕
ナ
デ

　ヽγ
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

。
外

面
（や

や
）砂

粒
露

出
26
9
10

00
17

2
Ⅲ

P
31

S
P
－
0
1
36

弥
生

土
器

－こと
．

ヨ夏
灰
黒

色
（黒

斑
）

茶
黒

色
胎

土
精

良
密

良
横

ミガ
キ
で
滑

ら
か

ナ
デ

。
外

面
ミ
ガ
キ
で
な
め
ら
か

26
9
11

0
03
56

Ⅲ
P

31
S
P
－
0
1
36

弥
生

土
器

一女 盤 台

茶
色

灰
茶

色
砂

粒
わ
ず
か

。
精
良

で
は
な
い

良　
く頸

部
は
粗

い
横
ミ
ガ
キ　
　　
　　
　

く頸
部

は
ナ
デ
上

げ

°

胴
部
は
左
上

が
り
の
ナ
デ　

文
様

全
体
不

明
。

26
9
12

0
03
7
1

Ⅲ
P

31
S
P
－
0
1
36

尋駄
生

土
器

璽E
5
・6
0

10
・5
0
7濃
灰

色
灰

色
内
底

黒
色

砂
粒
は
微
粒

子
の
み

良
横

ミガ
キ

ナ
デ

内
底

は
ヘ
ラ
状
エ

ロ
の
ナ
デ　

内
底

が
盛

り上
が
る

26
9
13

0
01
88

Ⅲ
P

31
S
P
－
0
1
36

弓新
生

土
器

高
杯

2
．0
0

26
．2
0

7茶
褐

色
（黒

み
が

濃
い
）　
　　
　

7茶
褐
色

（黒
み
が

′
濃
い
）

J、
砂

粒
。胎

土
粗

良
、剥

離
し
調
整

痕
不

明
杯
部

は
横
ナ
デ

7－3
．　
　　
　　
　　
　　
　
．－・．
　　
皿　
　　
　　
　　
　
°

内
面
調
整

丁
寧

。
な
め

ら
か
。
隆
線

文
の
壷

、小
破

片
°

26
9
14

0
03
54

Ⅲ
P

3
1

SP
－
0
13

6
尋新
生

土
器

一

言

高
杯

3
．9
0

′赤
茶
も

（杯
）灰

黒
色

（脚
）
′

黒
色

J、
砂

粒
多

い
長

石杯
部
は
ヘ

ラ
状
工

具
の
ナ
デ　

脚
柱

部
ま
縦
ハ

ヶ
目

杯
部

は
ヘ
ラ
状

工
具

の
ナ
デ

27
1
1

0
04
86

Ⅲ
3
1

SP
－
0
02

8
弓駄
生

土
器

甕
2
・0
0

26
．4
0

つ
す
い
茶
色

う
す

い
茶
色　
　

′1
、砂

粒
良

口
縁
部
は
横
ナ
デ　

体
部
は
縦
の
ハ
ヶ
目

左
上

が
り
の
ナ
デ

口
輝
部

丸
み

。

短 軸 苺 山
喜

．
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報
告
書

登
録

番
号

00
48
5

遺 構
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

弓

土
器

（土
製

器
種　
　　
　　
　　

器
高　

言
．器
受
部
径

最
大

径
底腑

高
台径
　　
　　

色
調

胎
土

段
：土

焼 成

言口
調

整
備

考

挿
図

番
号

27
12

面 Ⅲ
S
P
－
0
02

8

様
式

な
ど

ホ
生

土
器

器
種

甕

長
さ 3
．0
0

幅 27
．0
0

厚
さ

孔
径

古

外
面

色
調

（言
縁

部
の
み
）
う

（
す
い
灰
褐

色
（他

ま
うす

い
灰
茶

色
川

内
面

色
調

口
綾
部

の
み
）
う

す
い

灰
褐

色
（他
　

′
まう

す
い
灰
茶

色
）

密1、
砂

粒
多

め
。
雲
母

む粒
心

良 良

外
面

調
整

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

左
上
が

り
の
ナ
デ

黒
班

濃
い
°
表

面
な
め
ら
か

。

27
1
3

0
11
39

Ⅲ
SP

－
0
02

8
土
製

品
投
弾

甕

4
・1
9

5
・1
0

2
・1
0

2
．0
8

灰
色

黒
色　
　　
　

ノ豊
（下

半
、黒

ず
′断

址3
′

J、
砂

粒
堅

い
屈

曲
部

の
上
下
は
横

粂
痕　
　　

、粗
い
ナ
デ

三
角

形
凸

帯
（頂

点
丸
み
）
。

S
P
一
0
0
41

弓新
生

土
器

27
1
5

27
1
6

0
04
72

00
47
4

Ⅲ Ⅲ
S
P
－
0
0
4
1

甕駄
生

土
器

5．

甕 －こヒ

2
－6
0

6．
40

ノ茶
色　
　　
　　

ノ

里
色

茶
色

茶
色

（下
半

）里
斑

、砂
粒
ほ
と
ん
ど
ナ

精
良
土

堅
緻

堅
い

外
底
は
ヘ

ラ
状

工
具
の
ナ

デ　
体

部
は

ナ
デ
上

げ

横
ミガ

キ
で
滑

ら
か

ナ
デ

丁
寧
な
横
ナ
デ　

ミガ
キ
で
は
な
い

27
1
7

00
48

7
Ⅲ

S
P
1
00

4
1

S
P
－
00

4
2　
　　
　　
　　
　　
　

弓駄
生

土
器

璽
ノ （口

縁
上
面

よ
り
）う

小
砂
粒

砂
粒
少

（1
－
2m

m
大

）

良 良

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

休
部

は
縦
ハ
ヶ
目

口
縁
部

は
横
ナ
デ

体
部
は
右
上

が
り
の
ナ
デ

粗
い
ハ
ケ
日
の
後

に
ナ
デ

パ
ケ
目
、粗

目
。

27
1
8

00
47

5
Ⅲ

S
P
－
00

4
1

弓駄
生
土

器
甕

3．
70

2
2．
00

′赤
茶

色
す
い
褐

色

灰
褐

色
27

1
9

00
47

3
Ⅲ

S
P
－
00

4
1

弥
生
土

器
甕

1・
60

2
4．
40

灰
褐

色
火 茶
色

野
生3

′
砂

粒
ほ
と
ん
ど
ナ
シ

堅
い

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

休
部

は
縦
ハ
ヶ
目

横
ナ
デ

沈
線
が

一
番
最

後
。

27
1
10

00
4
88

Ⅲ
S
P
－
00

4
1

S
P
－
00

4
2

弥
生
土

器

弥
生
土

器

甕 甕

3．
30

5・
7
5

2
2．
80

28
．4
0

茶
色

茶
色

茶
褐
色

．′ヽ 茶
色

（内
面
に
わ

ず
か

に
黒

ず
む
）

明
茶

色

ダ
弘

小
砂
粒

砂
粒

心

高
温

堅
い

ロ
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
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縁
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縁
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縁
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ヶ
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滑
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滑
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磨
耗

。他
に
鉢

言
縁
小

片
ア
リ
。
同
一
体

と
判

断
し
た
。

器
壁

凹
凸

め
だ
つ
が

、器
面

の
調
整

は
た
し
か

。脚
の
可

能
性

も
あ
る
が

？器
形
が

不
明

。

器
面

丁
寧

な
調
整

。特
に
内
面

。

2
72

2
6

0
11
35

Ⅲ
S
P
－
0
16

0
弥
生
土

器
1こと
． ，…．

27
2
2
7

00
16
3

Ⅲ
S
P
－
0
16

2
弥
生

土
器

鉢
4
．3
0

17
．2
0

灰
黒
褐

色

茶
色

’′
沢

あ
り

小
砂

粒
多

い
。
雲
母

ア
リ

砂
粒

少
な
い
が

、胎
土

は
密
で
な
い

砂
粒

わ
ず
か

良
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

屈
曲
部

下
半

は
剥
離

で
調
整

痕
不

明
横
ミ
ガ
キ

ミガ
キ
状

の
横

ナ
デ

横
ミ
ガ
キ

27
2
2
8

0
01
89

Ⅲ
SP

－
0
16

8
弥
生

土
器

鉢
6
・4
0

20
．6
0

茶
色

′ヽこ

．良 良

横
ナ
ァ

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
縦

の
ナ
デ

27
2
29

0
01
90

Ⅲ
S
P
－
0
1
68

弥
生

土
器

－ゴビ
．

璽 甕

5
．5
0

1．
60

29
・0
0

20
．4
0

褐
色

、光
沢

あ
り

茶
褐

色

一k
．－1

褐
色

、光
‡

茶
色

灰
茶

色

断
軋

砂
粒
少

砂
粒
き
わ
め

て
心

牽
母

良
㎡
・　
　

－す
　　

半
は
縦

ハ
ヶ
目

横
条
痕

横
ナ
デ

口
縁

部
手

ぐ
つ

ね
状
。
口
縁

上
面

に
放
射
状

の
条

線
あ
り

。
調
整

痕
か

？
内

外
面

丁
寧
な
ナ
デ
。

27
2
30

00
19

2
Ⅲ

S
P
－
0
2
20

弥
生
土
器

言
縁

部
は
横

ナ
ァ　

下

横
ナ
デ

27
2
31

00
19
1

Ⅲ
S
P
－
0
2
20

弥
生
土

器
．コ巳
．

璽
1．
90

2
5．
40

灰
発

色
グ
址　
　　
　　

二タ
。
こ式

～
2　

大
の
砂

粒
堅
い

横
ナ
デ　

下
半
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

タ
テ
の
ハ

ヶ
日
整

っ
て
い
る
。

27
2
32

27
2
33

00
19
3

00
17
0

Ⅲ Ⅲ

S
P
－
02

20

S
P
一
02

2
3

弥
生
土

器

弥
生
土

器

甕
．

甕

茶
色

茶
褐

色

茶
色

茶
色

一一月捻
．　
　　
1′

1　
m
m　
　　

断
弥

砂
粒
少

な
い
が
、密

で
は
な
い

良 良
、

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
左

上
が
り
の
ナ
デ

言
縁
突

帯
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
横

粂
痕

言
綾
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

横
条
痕

（擦
刷

痕
？）

ナ
デ

凸
帯

一
段
下

に
断
面

蒲
鉾

に
近
い

。1
7
1と

同
一
袋

。

‾　
　

廿　
　　
　　
　

が
る
）

27
2
34

00
18
4

Ⅲ
S
P
－
02

2
3

弥
生
土

器
甕

黒
灰
色

外
凸
野
上

半
ま
で

灰
色 一一一は
1－

わ
ず
か
に
小

砂
粒

わ
ず
か
に
砂

粒
。
精

良
に
近
い

1－
2
m
m
大

の
砂
粒

や
や

軟
質 良

二
角

凸
宵

（口
縁
よ
り一

段
下　

。

5c
m

の
4
、破

片
。

2
72

35
00

17
1

Ⅲ
S
P
－
0
22

3
弥

生
土

器
甕 甕

2．
4
0

2
．4
0

19
．4
0

10
．2
0

茶
色

－茶
色

（外
底

）や
や

褐
色

赤
発
色

茶
色

良

言

横
ナ
デ

㎡　
か
せ

立　
ま　
　

‾や
　
屈

曲
部

の

ナ
デ

18
4と

同
袋

。

－．一一，・ヽヽ
　′

2
72

3
6

00
18
3

Ⅲ
S
P
－
0
22

3
弥
生

土
器

27
8
1

00
16
2

Ⅳ
第
Ⅳ
面

遺
構

検
出
面

円
形
周

溝
2．
3の

上
面

弥
生

土
器

甕
8
．8
0

2－
1．
00

黒
色

茶
色

1
－
2m

m
大

の
砂
粒

少
な
い

小
砂

粒
少
°
雲
母

2
－
3m

m
大

の
砂
粒

多
め
。胎

土
粗

い

言
縁

大
計

部
横
ナ
ァ　
　　

ロ

上
下
は
細
か

な
横

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

ミガ
キ

ー横
粂
痕　

外
底
は
ナ
デ

横
ハ
ヶ
目

屈
曲

部
内

面
は
横
ナ
ァ

消
し
。

3
cm

の
小

片
の

た
め
、傾

き
不

正
確

（も
う
少

し
立

つ
か
）
。

整
っ
た
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
。
体

部
外

面
粗
い

条
痕

。
27
8
2

0
01
6
1

Ⅳ
第
Ⅳ

面
遺
構

検
出
面

円
形

周
溝

2
・3
の
上
面

1弥
生

土
器

鉢
赤
茶

色

茶
色

（部
分
的

に
赤
灰

）

灰
色

（わ
ず

か
に

黒
色

）

灰
黒
色

黒
灰
色

良
横
ナ
ァ

ヘ
ラ
状
工

具
の
ナ
デ
上

げ
1

第
Ⅳ
面
遺

構
検

出
面

円
形

周
溝

2
．3
の
上
面

弥
生

土
器

甕
2．
50

6．
70

良

27
8
3

00
16

0
Ⅳ

．甕
茶
色

lm
In
大
の
砂

粒
良

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

蒲
鉾

断
面

（台
形

に
近

い
）
。

第
Ⅳ
面
遺

構
検

出
面

第
Ⅳ
面
遺

構
検

出
面

円
形

周
溝

7
．8
．9
の
上

面

円
形
周
溝

7
．8
．9
の
上

面

弥
生
土

器

弥
生
土

器 言

27
8
4

27
8
5

00
16
5

00
16
4

Ⅳ Ⅳ
甕

2
7
5

8．
0
0

灰
黒
色

灰
茶
色

茶
色

（や
や

黄
み
）

淡
灰

黒
色

砂
粒
少

砂
粒
少

な
い
が
胎

土
あ
ら
い

良 良

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

ナ
デ
（擦

刷
痕
？
）

左
上

が
り
の
条
痕

横
ナ
デ
（擦

刷
痕

）

ナ
デ　

部
分

的
に
横

条
痕

三
角
形

。外
面
剥

離
。

や
や
磨

耗
。

嶽　
　　
　　

一一一．
°

27
8
6

00
16
8

Ⅳ
第

Ⅳ
面

遺
構
検

出
面

円
形
周

溝
7
．8
．9
の
上

面
弥

生
土

器 5．

甕 －ゴビ
1
5
0

12
．0
0
赤

茶
色

赤
茶

色
1m

m
大

の
砂
粒

。
精
良

で
は
な
い
が

密
阜

外
底

に
か
け
て
丁
寧

な
ナ

デ
粗

い
ナ
デ

外
面
は
底

ま
で
丁

学
な
ナ
ア
で
な
め
ら
か
°

2
78

7

2
78

8

00
16
9

00
16
7

Ⅳ Ⅳ

第
Ⅳ
面

遺
構
検

出
面

第
Ⅳ
面

遺
構

検
出

面

円
形
周

溝
7
・8
．9
の

上
面

円
形
周

溝
7
．8
・9

の
上
面

弥
生
土

器

弥
生

土
器 言

正 甕
4．
10

5
．8
0
赤

茶
色

灰
茶
色

灰
草
色

茶
色

1～
2
in
m
大
砂

粒
－

砂
粒

多
め

高
温 良

横
条

痕
の
後

に
左

上
が
り
の
細
い

ナ
デ

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

条
痕

ナ
デ

粗
い
横

ナ
デ

外
面
は
横

条
痕

の
後

に
へ

フ
状

工
具

で
ナ
ァ
上
げ

（ミ
カ

キ
で
は
な
い
）
。

や
や
磨
耗

。

27
9
1

00
15
6

Ⅳ
P

27
S
S
一
0
1

家
畜
小

屋
弥
生

土
器

甕
灰
茶
色

灰
茶
色

小
砂

粒
少

砂
粒

ほ
と
ん
ど
無
し

砂
粒

少

良
屈

曲
部
突

帯
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

ナ
デ

横
ミ
ガ
キ
だ
が
滑

ら
か
で
な
い

、
横

方
向

の
ナ
デ
（擦

刷
痕

？）

ナ
デ ミガ

キ

三
角

形
突

帯
。

内
外

両
横

ミガ
キ
だ
が

光
沢

ナ
シ
な
め
ら
か

で
も
な
い

。

三
角

突
帯

。
15

5
と
同
一

袋
。

27
9
2

0
01
57

Ⅳ
P

27
SS

－
0
1

家
畜
4
、屋

弥
生

土
器

甕

27
9
3

（X
01
58

Ⅳ
P

27
S
S
－
0
1

家
畜

小
屋

弥
生

土
器

甕
灰
色

灰
色

里

良 堅
レ

横
、

ナ
デ

27
9
4

0
01
54

Ⅳ
S
S
－
0
4
－
1

家
畜

小
屋

弥
生

土
器

甕
黒
褐

色
…
、褐

色

灰
茶
色

黒
灰
色

グ
址
二グ

砂
粒
少

1m
m
大

膏
母

良
ナ
デ　

外
底

は
粗

い
ナ
デ

ヘ
ラ
状
工

具
の
押

さ
え

27
9
5

00
15
5

Ⅳ
S
S
－
04

－
1

－　
9

家
畜

小
屋

家
畜
小
屋

－弥
隼

土
器

弥
生
土
器

甕　
′一

甕

3．
50

9．
60

赤
茶

色

灰
茶

色

グ
址
二タ

。　
　　
　

。－1つ
ロ（

砂
粒
少

な
い

良
言
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

J

右
上

が
り
の
ナ
デ

幅
広

い
低
い

三
角

形
頂

部
つ

ぶ
れ
る
。

外
面

剥
離

し
条

痕
苛

め
ら
れ

な
い

蒲
鉾
凸

帯
。

27
9
6

27
9
7

27
9
8

00
15
9

00
15
2

00
15
3

Ⅳ Ⅳ Ⅳ

P
28

S
S　

O

S
S
1
10

S
S
－
11

承
田

家
畜

小
屋

家
畜
小

屋

弥
生
土

器

弥
生
土

器

甕 甕

茶
褐

色

濃
茶

褐
色

茶
褐

色

茶
褐

色

砂
粒
少

砂
粒
少

良

堅
し

口
緑

部
は
横

ナ
ァ　

下
半

は
剥

離

、
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

は
横

ナ
デ

ナ
ァ

ナ
デ

・
．　
・　
　　
　　
　．
　　
　・

低
い
台
形

状
断

面
。

海 苺 ．1
法・ 滑 対
廿 巴



報
告

書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺　構 面

遺
構

名
備

考
．
出

土
地

点

土
器

（土
製

品
）
の

法
量

と
特

徴
〈
法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

器
種

口　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

河
口　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

打
）

よ
、　
　　
　　
　　
　

言
白　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

鼠　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

口
闊　
　　
　　
　　
　　
　

一
一　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

．
．

2
9
4

1

2
9
4

2

0
13

6
9

0
1
3
7
0

Ⅱ Ⅱ

1 1

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

縄
文

土
器　
　　

鉢

縄
文

土
器　
　　

鉢

田　
　

多
さ　

－＋
孔

雀　
外

面
色

調　
　

内
面

色
調　
　　
　　
　　
　　
　　

一
成　
　　

外
面

調
整　
　　
　　
　　

内
面

調
整　
　　
　　
　　
　　
　

旨
考

芸
至

芸　
明

茶
色　

滑
石

多
い

。
ム

．　
良

磨
滅

し
て

欄　
　

磨
軋

て
不

明　
　

霧
雷

謁
語

恕
票

誤
認

㌍
構

要喜
音

一ご
．

春
．
CCC

h　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
こ
．ニ

′
、奔

－
赤

茶
色　
　　

滑
石

多
い

°
別

片
と
は

胎
土

が
異

な
る　
　

良
好

磨
滅

し
て

不
明　
　　
　　
　　
　

磨
滅

し
て

不
明　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

希

1　
』
ヒ

登
録

番
号

0
4
3
6
8

遺 構 面 Ⅰ

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名

水
田

備
考

．出
土

地
点

石
器

の
法

量
と
特

徴
－　
　　
　　

．1出．
し－．．、
．ノ’1
ゾ1”
‘．．．／
－．1－’
．．し．く
’、．－
、Ⅱ．
／－．°
－．／．5
．．3
．．Ⅱ．
杭．、
．．ん思

．Ⅰ、11
こ．1－ン
1－IC．
1．く11た
ぷ
ダニ‘シ
）美－耳
深－Ⅰ
古，こ
－，掘

悦
，じこ器
械
冊

言

挿
図

番
号

2
0

14

木
器

の
特

徴

器
種

管
玉

打
製

石
鉄

法
量

（c
m

．g
）

石
材

備
考

切
断

面
上

下
平

行
で

な
い

。
正

円
で

な
い

°
中

心
か

ら

ズ
レ

ル
°

種
類

木
取

り
樹

種
備

考
長

さ
幅

厚
さ

孔
径

重
さ

2
1

1
0
4
0
9
9

Ⅰ
P

2
7

水
田

C
－

4

D
－

2

0
．7

1
8

5 0　
　

1
5
5　
　

0
4

0
．4

0

3　
　　

0
．1
5

0
8
0
04

里
曜

石
2
1
2

0
4
1
1
4

Ⅰ
S

2
4
な

ど
‾
水

田
C
－

4
打

製
石

鍍
1．
6
0　
　

1
．7
5　
　

0
4
0

0
9
0
0

里
曜

石

両
面

と
も
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

1
両

面
に

剥
片

面
を

2
1
3

0
4
0
9
7

Ⅰ
P

2
7

水
田

D
－

2
打

製
石

鍍
1
．9

5　
　

1
．7
0　
　

0
5
0

1
4
0
0
黒

曜
石

～
・　
　

残
す

。
脚

部
欠

損
。

両
面

に　
け
片

面　
　　

・
′　

虹
支

2
1
4

2
1
5

2
1
6

0
4
1
6
6

0
4
0
9
8

0
4
1
1
3

I I I

S P S

2
4
な
ど

2
7

2
4
な
ど

’
水

田

水
田

水
田

C
－
4

D
－
2

C
1
4

打
製

石
鉄

打
製

石
鉄

打
製

石
鉄

I
・9

2
．2

2
．3

0　
　

1
．6

0　
　

1
．6

0　
　

1
．4

5　
　

0
．5

0　
　

0
．6

0　
　

0
2

0
0
・8
0
0
黒

曜
石

一
郭　
　

多
く
残

す
。
平

基
…
、
王

。

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。

一
部

に
し
前

面
を

残
す

。
両

面
と

も
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

両
面

に
は　

江　
面

を　
　　
　　
　

ル
カ

0 0

1
．6
0

0
6
0
00

黒
曜

石

里
曜

石

2
1
7

0
4
1
0
0

Ⅰ
P

2
7

水
田

D
－
2

打
製

石
鉄

2
．3
0　
　

1
6
0　
　

0
4
0

0
8
0
0

里
曜

石
～　

承
片　

残
す

。
裏

面
は

グ
稚

め
°

両
面

に
剥

片
両

虎
2
1
8

0
4
1
2
7

Ⅰ
Q

2
3
な

ど
水

田
0
－

3
打

製
石

鍍
2
・8
0　
　

2
3
5　
　

0
9
5

5
0
0
0

チ
ャ

ー
ト

弱
軌

下
面

多
く
残

す
。

両
面

に　
　　

を　
　

、
′　

鑑
賞

2
1
9

2
1

10

0
4
1
5
3

0
4
0
5
0

I I

R S

2
0
な

ど

ズ
ど

水
田

B
－

3
ト
レ
ン

チ
打

製
石

鉄

磨
製

石
鍍

扁
平

片
刃

石
斧

5
・3
5　
　

1
・9

5　
　

0
・8

0
7
．4
0
0

貢
岩

～
剥

片
面　

残
す

。
平

基
…
、
量

。

両
面

を
丁

寧
に

調
整

°
基

部
の

つ
く
り
出

し
が

明
ら

か

で
な
い 士　

ノ

2
1
1
1

0
4
0
7
9

I
P
R

2
4
g

3
1
～
3
3

水
田

水
田

C
－

4
4
．3
0

5
．4

0

1
．2
0

2
9
0

0
．2
0

0
9
0

1・
6
0
0

2
7
8
0
0

緑
レ

ン
片

岩

安
山

国

ほ
ぼ

花
形

。
薄

手
の

作
り
で

、
明

確
な
稜

は
持

た
ず

、
研

磨
痕

も
認

め
ら
れ

な
い

。

研
磨

が
雑

で
あ

る

2
1
1
2

2
1
1
3

0
4
1
2
1

0
4
1
0

I
P
R

3
1
／～

3
3

水
田

砥
石

磨
製

石
斧

砥
石

5
．6

0
1
・9
0

0
・9
0

石
本　
　　
　　

。

1
9
．6
0
0
頁

岩
裏

面
の

上
部

欠
損

。
長

方
形

を
呈

す
る

。
全

面
を

砥
石

と
し

て
使

用
し
て

い
る

。

2
1
1
4

1

0
4
0
5
4

I I

P

P
R

2
7

3
1
～

3
3

水
田

水
田

D
■
2

6
．2
0

1
0
．2
0

6
．3
0

4
9
0

2
．7
0

4
2
5

16
4
．0
0
0

2
8
3
9
0
0

頁
岩

流
紋

付
質

凝
灰

田

裏
面

及
び

下
半

部
欠

損
。
研

磨
さ
れ

て
は

い
る
が

敲

打
痕

を
残

す
°

表
土

両
側　
　　
　　

－
2
1
1
5

0
4
0
8
3

I
水

田
D

－
2

石
斧

（再
加

工
品

）
7
．9
0

7
7
0

2
4
0

2
2
7

7
0
0

ル
、
石　

l火
石

吉
武

叫

裏
両

側
面

使
用

し
て

レ
る
。

研
磨

痕
は　

落
ま

た
ま　
　　
　　
　　
　

尤

2
5

2
4

2
5
2
5

0
4
0
5
2

0
4
0
5
3

I I

第
I

面
掘

り
下

げ

第
Ⅰ

面
掘

り
下

げ

磨
製

石
斧

打
製

石
鉄

4
．5
5

3
．3
0

7
．1
0

1
・7
0

3
．5
0

0
9
0

1
5
1
．3
0
0

3
7
0
0

一玖
　

石

玄
武

若

里
曜

石

艮　
剥　

」
を
風

化
し
て

い
て

み
ら
れ

よ
い

・コ
基

部
欠

損
。
裏

面
も
研

磨
が

施
さ
れ

る
が

充
分

で
は

な

く
、
剥

離
面

や
や

残
す

。

両
面

に
剥

片
面

を
3
4
2
8

0
4
1
3
6

Ⅱ
P

2
8

S
C

－
0
1

西
面

打
製

石
鍍

2
．0
0

1
3
0

0
4
5

0
6
0
0

里
曜

石

～
・　
　

多
く
残

す
。

両
面

に
剥

離
面

を　
　

・
′　

鍍
≠

3
4
2
9

0
4
1
5
6

Ⅱ
P

－　
2
8

S
C

－
0
1

打
製

石
鍍

2
・2
0

1
8
0

0
4
0

0
9
0
0

里
曜

石
残

す
。
平

基
…
、量

。

両
面

す
Ⅰ　
　　
　

・
′　

盤

3
4
3
0

0
4
1
5
7

Ⅱ
P

2
8

S
C

－
0
1

床
面

（
東

側
）

磨
梨

石
鉄

垂
飾

品 言

4
－4
5

1
．2
5

0
．4
0

2
・6

0
0

頁
岩

に
剥

離
面

を
残

す
。
平

基
。
、、
茎

。

有
茎

式
磨

製
石

赦
。
茎

を
欠

損
。
研

磨
痕

を
多

く
残

す

が
、
裏

面
の

稜
は

は
っ

き
り
し
て

い
な

い
。

3
4
3
1

3
4

3
2

0
4
0
8
2

0
4
1
5
8

Ⅱ Ⅱ

0 P

2
8

S
C

－
0
1

2
．
1
5

1
・6
0

0
．4
0

1
．6

0
0
結

晶
片

岩
小

片
の

み
の

残
存

。
楕

円
と
思

わ
れ

る
孔

が
、片

面
か

ら
穿

た
れ

て
い

る
。

　ヽ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

ノ∠ゝ
　　

サ
2
8

S
C
－

0
1

垂
飾

田
口

3
．0
5

1
．8
0

0
．6
0

5
・7
0
0
結

晶
片

岩
両

面
カ

ら
穿

た
れ

た
孔

が
1
つ

あ
り
、
三

両
に

研
摩

痕

が
残

る
。

3
4

3
3

0
4
15

9
Ⅱ

0
2
8

S
C
－

0
1

甲
側

石
錬

磨
製

石
斧

砥
石

5
．1
5

6
・7
5

0
．7
0

4
1
・7
0
0

頁
岩

基
部

の
み

残
存

。
両

面
共

に
研

磨
さ

れ
て

い
た

と
思

わ

れ
る

が
、
風

化
に

よ
り
擦

痕
－は

ほ
と
ん

ど
観

察
さ
、れ

な
い

？

3
8
3
9

4
3

1
1

0
4
1
6
3

0
4
0
8
4

Ⅱ Ⅱ

0
．P

P

2
9
．
3
0

2
5

S
C
－

0
2

S
E

－
0
1

7
．1
0

6
．7
0

5
．0
0

2
4
0

4
．7

5

1
6
0

2
2
2
・7
0
0

4
5

4
0
0

玄
武

岩

流
紋

山
質

凝
灰

叫

大
幅

に
欠

損
。
断

面
形

は
楕

円
形

で
あ

る
と
思

わ
れ

る
。

表
裏

面
お

よ
び

l

6
1

1
0
4
0
2
1

Ⅱ
O

・P
2
3

S
J
－
0
1

2
面

、
え

ー
ホ

2
面

、
N
o
．7

2
（
遺

物
取

り
上

げ
番

号
）
、

か
－
ハ

ズ
一一

ニ

砥
石

9
．5
0

2
．2

5
1
．8
0

ル
′　

石　
　

火
石

側
面

を
使

用
。

　ヽヽ
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

1
－11
1　
　　
　　
　　

言
7
5
．6
0
0

泥
岩

方
柱

状
の

砥
石

。
下

哺
部

欠
損

し
て

い
る

。
上

部
敵

打

痕
あ

り
。

．〈ゝ
　　
　　

ヶ
6
1
2

6
1
3

0
4
1
0
8

0
4
0
6
1

Ⅱ Ⅱ

P

P
．Q

2
4

2
3

S
J
－
0
1

S
J
－

0
1

す
り
石

石
錘

9
．3
0

9
0
0

6
・0
0

2
8
0

5
・9
0

2
7
0

4
7
6
．2

0
0

9
4
9
0
0

凝
灰

岩

滑
石

王
面

的
に

磨
耗

し
て

お
り
、
加

工
痕

、使
用

痕
が

確
認

で
き
る

も
の

は
少

な
い

。

有
溝

6
1
4

0
4
1
0
9

Ⅱ
Q

？
4

砥
石

1
1
．7
0

5
．8
5

3
．7
5

子
の

面
（表

裏
）
と
貫

通
孔

の
み

の
面

と
で

な
る

。

立　
サ
吉　
　

・　
　　
　

田
S
J
－

0
1

S
J
一一

0
1
．

S
．J
－

0
1

き
－

ハ

く
－

こ
、N

o
．2

（
遺

物
取

り
上

げ
番

号
）

2
面

、
く
－
ハ

3
8
6
・
10

0
砂

岩
表

面
中

央
部

に
蔽

打
に
よ
る

と
心

わ
れ

る
凹

み
が

認
め

ら
れ

早
。
砥

石
と
の

兼
用

と
思

わ
れ

る
。

6
1
5

6
1
6

0
4
14

5

0
4
1
2
0

Ⅱ Ⅱ

Q Q

2
3

2
4

石
皿

扁
平

片
刃

石
斧

1
6
・7
0

4
5
0

1
8
．9
0

2
9
0

4
．1
0

1
0
0

－
1
8
3
0
．0
0
0

2
5
3
0
0

礫
岩

珪
質

頁
因

表
面

左
下

方
に

敲
打

痕
が

認
め

ら
れ

る
。
右

側
面

に

溝
状

に
研

磨
。
砥

石
と
し
て

も
使

用
？

基
部

6
1
7

0
4
0
3
2

Ⅱ
R

2
4

S
J
－

0
1

2
面

、
N

o
．
1
0
5
（
遺

物
取

り
上

げ
番

号
）

、
こ

－
ハ

彿
錘

車
4
．2
0

6
．1
0

0
．8
0

＿
石

公
言

の
み

－

2
5
．7
0
0

頁
岩

中
央

に
両

面
か

ら
穿

た
れ

た
孔

。
ほ

ぼ
全

面
研

磨
。
下

半
分

欠
損

。

6
1

8
0
4
0
3
3

Ⅱ
Ⅳ
～
R

2
2
へ
一
24

S
J
－

0
1

2
面

、
N

o
．0

2
石

皿
1
8
．3
0

1
3
・5

0
6
．6

0
1
7
8
0
．0
0
0

・流
紋

岩
質

凝
灰

岩
両

面
と
も
使

用
が

顕
著

で
あ

る
。
楕

円
形

円
礫

使
用

。

6
4
a
9

8
1
4
8

0
4
1
4
7

0
4
15

1

Ⅱ Ⅱ

Q 0

2
4

2
8

S
土

0
1　
　　

2

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ　
　　

S

面
、
N
o
．7

5
（
遺

物
取

り
上

げ
番

号
）

の
下

0
－

0
1
．
0
2　

下
げ

把
頭

飾
り

砥
石

6
．5
0

5
6
0

7
．7
0

5

4
．8
0

2
3
9
・0
0
0

を暗
灰

色
の

石
材

（
石

材
中

こ
黒

灰
色

の
粒

子
が

観
察

さ
れ

る
）

J、
月刃

振
り
部

径
3
．9
c
m
。
木

柄
の

形
状

に
合

わ
せ

た
楕

円
形

の
敲

打
痕

あ
り
。
方

柱
上

段
部

が
円

形
に

調
整

さ
れ

、

非
常

に
丁

寧
な

つ
く
り
。
こ
れ

は
方

柱
付

十
一字

形
把

頭

飾
で

、
類

例
と
し
て

は
伝

平
壌

、
黄

海
南

道
信

用
、
京

畿

道
上

読
書

里
、
忠

清
南

道
秀

木
里

、
慶

尚
北

道
南

山

な
ど
が

あ
り
、
秀

木
里

の
も
の

と
形

状
が

近
く
，国

内
で

の

厳
密

な
意

味
で

の
同

一
型

式
は

な
い

。

8
1
4
9

0
4
1
5
2

Ⅱ
0

2
8

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ　
　　

S

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ　
　　

S

0
－

0
1
．0

2　
下

げ

0
－
0
1
．0

2　
下

げ

砥
石

6
．9
0

．0
0

4
．3
0

1
．1
0

2
．3
0

4
7
・9
0
0

石
0

9
3
・2
0
0

石
）妙
石

表
面

に
浅

い
凹

み
あ

り
、
使

用
が

顕
著

で
あ

る
。

砂
岩

上
部

に
敲

打
痕

み
ら

れ
る
。
左

側
欠

損
。
表

面
の

使
用

頻
度

は
高

い
。

l
8
1
5
0

0
4
1
5
5

Ⅱ
N

2
9

砥
石

7
．2
5

6
．2
0

2
．0
0

1
4
0
．4
0
0

石
J砂
岩　
　　
　　

去側
線

稜
を

成
し

、
右

側
面

も
砥

面
と
し

て
利

用
。
裏

面
欠

員
。

8
1
5
1

8
1
5
2

0
4
1
5
4

0
4
1
2
8

Ⅱ Ⅱ

N P

2
9

2
9　

第第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ　
　　

S

Ⅱ
面

掘
り
下

げ　
　　

S

0
－
0
1
．0

2　
下

げ

0
－
0
1
．0

2　
下

げ　
　　
　　
　

手磨
製

石
斧

丁
製

石
廠

4
．9
0

6
・0

0
4
・
1
0

1
8
7
．7
0
0

玄
武

岩
研

磨
痕

は
正

面
中

央
に

施
さ
れ

る
が

他
は

敲
打

痕
を

残
す

。
断

面
形

は
楕

円
形

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

1
1
．9
0

1
・3
0

0
．3
0

0
．4

0
0

ハ黒
曜

石
両

面
の

縁
に

剥
片

面
を

残
す

°

忠 海
痘

苗 ・．
法・

渦 柵



報
告

書　
　　
　　

遺

言
グ

リ
・・
ド

遺
構

名

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ　
　　

S

備
考

．
出

土
地

点

0
1
0
1
．0

2　
下

げ　
　　
　　

奉

石
器

の
法

量
と
特

徴
　

木
器

の
特

徴

種
類　
　

木
取

り　
樹

種　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

備
考

器
種

法
量

c
m

・g
石

材
備

考

挿
図

番
号

8
1
5
3

登
録

番
号

0
4
1
5
0

面 Ⅱ
0

ツ 2
8

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

方
錘

草
3
．2
0

5
・6

0
0
．9

0
1
9
．0
0
0

番

0
6
0
0

鶴
板

若

里
曜

石

下
半

分
欠

損
。
右

半
分

は
表

面
は

く
落

。
中

央
に

孔
が

穿
た

れ
る

。
全

面
研

磨
。

両
面

に
多

く
剥

片
面

を
残

す
。
平

基
無

茎
。

8
3
3
1

0
4
0
2
9

Ⅱ
0

2
9

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ　
　　

S
0
－
0
4　

下
打

製
石

鉄

旬

1
．6
5

4
2
5

1
15
0

4
1
0

0
．3
0

0
4
0

6
3
0
0

頁
若

研
磨

痕
等

は
見

ら
れ

な
い

。
－

8
7
6
3

0
4
0
1
7

Ⅱ
P

3
1

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ　
　　

S
0
－
0
5　

下
石

乱
丁

砥
石

4
0
0

2
・5
5

2
．3
0

3
4
・4
0
0

番砂
岩

棒
状

の
砥

石
。
上

下
部

欠
損

。
全

面
使

用
O
使

用
頻

度
は

ど
の

面
も
ほ

ぼ
同

じ
。

下
半

部
欠

損
。
断

面
は

楕
円

形
を

呈
す

る
。
器

表
面

は

滑
ら
か

で
あ

る
。

8
7
6
4

0
4
0
1
8

Ⅱ　
－

P
3
1

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ　
　　

S

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

0
－
0
5　

下 下
砥

石
3
．9
5

1
－7
0

0
・6
0

7
．6
0
0

頁
若

8
7

6
5

8
7

6
6

0
4
0
1
9

－　
0
4
16

0

Ⅱ Ⅱ

P 0

3
1

3
0

S
0
－

0
5

S
0
－

0
5　

下
紡

錘
車

5
．8
0

5
．8
0

1
．0
0

4
7
．2
0
0

結
晶

片
岩

中
央

に
両

面
か

ら
の

穿
た

れ
た

孔
。
ほ

ぼ
全

面
を
荒

く

研
磨

し
て

い
る
が

、研
磨

方
向

は
不

明
瞭

。
所

々
に

は
く

落
あ

り
。

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

紡
錘

車
5
6
0

5
5
0

0
．9
0

4
3
．7
∝

）
結

晶
片

岩
中

央
に

両
面

か
ら

穿
た

れ
た

孔
°
全

面
研

磨
。
方

向
は

不
明

瞭
。

断
面

は
凸

＝
レ
ン
ズ

形
。
大

幅
に
欠

損
。

（
基

部
、
刃

部
、

裏
面

）

－

8
7

6
7

－
0
4
－1
6
1

Ⅱ
0

3
0

S
C
1

0
5　

下

磨
製

石
斧

不
明

け

7
3
0

5
4
0

2
．3
0

1
4
6
．
1
0
0

玄
武

岩

9
0
4
9

9
5
7

0
4
0
2
3

－

0
4
1
8
0

Ⅱ Ⅱ

N P

3
1

3
2

S
C
1

0
5　

下

S
G
一

0
3

1
1
．6
5

2
3
0

8
・4

5

1
1
5

1
．6

5

0
4
0

2
5
2
．6
（X

l

0
8
0
0

粘
板

岩

里
曜

石

板
状

で
、
周

囲
は

敲
打

さ
れ

、
一

部
研

磨
が

施
さ
れ

て

い
る
箇

所
も
あ

る
°

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

1
1
2

1
0
4
1
3
9

Ⅱ
Q

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
打

製
石

鉄
里

曜
石

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
裏

面
は

や
や

少
な

め
。

1
1
2

2
0
4
0
8
9

Ⅱ
P
．
Q

2
7
．
2
8

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

鉄

u

1
．3
0

1
6
0

1
．2
0

1
1
5

0
．4

5

0
3
0

0
．5
0
0

0
．5
0
0

里
曜

石

。

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
平

基
無

茎
。

1
1
2

3

1
1
2
4

0
4
1
3
8

0
4
0
0
4

Ⅱ Ⅱ

Q R

2
3

2
4

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

打
製

石
鉄

打
製

石
鉄

1
．4
5

1
．3
0

0
．4
0

0
・5
0
0

1
3
0
0

黒
曜

石

皇
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
一

部
自
然

面
を

残
す

。
平

基

無
茎

。

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。
平

基
無

茎
。

1
12

5
0
4
13

5
Ⅱ

P
3
1

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

鉄
2
．2
0

1
－6
5

0
．4
0

ロ　
と
も　
　

面
を

1
1
2
6

1
1
2
7

0
4
ⅰ
3
4

0
4
14

0

Ⅱ Ⅱ
N

3
1

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

打
製

石
鉄

打
製

石
鉄

1
．9
0

2
．
10

1
・2
5

1
．6
0

0
．3
0

0
．5
0

0
．5
0
0

1
．4
0
0

黒
曜

石

黒
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
脚

部
欠

損
。

剥
片

両
面

に
多

く
剥

片
面

を
残

す
。
足

部
一

部
欠

損
。

．
瓜　
　　
　

田

1
1
2
8

0
4
0
6
7

Ⅱ
Q

2
4

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

錬
2
．2
0

1
．9
0

0
．5
0

1
．4
0
0
黒

曜
石

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。
先

塙
欠

損
。

・
′　

叙
支

1
1
2
9

0
4
0
3
6

Ⅱ
0

3
0　

－
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
打

製
石

錬

り

2
．5
0

2
4
0

1
．5
0

1
4
5

0
・4
0

0
5
0

1
．0

0
0

1
0
0
0

黒
曜

石

里
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。
平

基
…
、王

。

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
平

基
無

茎
。

1
1
2
1
0

1
1
2

1
1

0
4
0
1
5

0
4
0
1
3

Ⅱ Ⅱ

0 0

3
1

2
8

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

打
製

石
鉄

打
製

石
錬

り

2
．6
0

3
1
0

2
．2
0

2
2
0

0
・4
0

0
5
0

1
．4
0
0

2
6
0
0

黒
曜

石　
一

里
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。
脚

部
欠

損
。
平

基
無

茎
。

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

1
1
2

1
2

0
4
0
9
2

Ⅱ
Q

2
5

Ⅱ　
掘

り
下

げ
打

製
石

鍍

0
・5
0
0

1
8
0
0

黒
曜

石

里
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
°
脚

部
一

部
欠

損
。
平

基

無
茎

。

両
面

に
多

く
剥

片
面

を
残

す
°
平

基
無

茎
。

1
1
2

1
3

0
4
1
2
9

Ⅱ
P

2
4

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ
打

製
石

鉄
1
．7
0

1
．2
5

0
．4

0

1
1
2

1
4

0
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2
8

Ⅱ
P

2
4

第
一Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

鉄
2
．3
0

1
．7
0

0
．6
0

0
．9
0
0

4
3
0
0

黒
曜

石

ガ
‾
ス

質
安

山
岩

主
要

剥
離

を
残

し
、
両

サ
イ
ド
か

ら
の

剥
片

面
を

残
す

。

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
平

基
無

茎
。

1
1
2

1
5

0
4
0
6
5

Ⅱ
P

2
5

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

鉄
2
．3
0

1
．7
0

0
．3
5

0
4
0
9
4

Ⅱ
2
5

Ⅱ　
出　

下
げ

iJ
石

3
．3
0

2
．5
0

0
－6
0

フ

黒
曜

石

里
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。
脚

部
が

節
理

面
で

割
れ

て
い

る
可

能
性

あ
り
。

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
脚

部
欠

損
。

1
12

1
6

1
12

1
7

0
4
0
6
8

Ⅱ
Q

2
4

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

鉄
2
．7
0

1
．4
0

0
．6
5

2
．4
0
0 0

1
1
2
1
8

0
4
0
4
0

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
砂

の
と
こ
ろ

打
製

石
鉄

3
．3
0

1
．3
5

0
．3
5

1
．3
0

。

1
1
2
1
9

0
4
1
3
7

Ⅱ
P

2
7

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ
打

製
石

鉄

け

3
．
1
0

4
6
0

1
．2
0

1
5
5

0
．6
5

0
5
0

2
・
10

0

3
4
0
0

黒
曜

石

里
曜

石

両
面

に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

両
面

に
多

く
の

剥
片

面
を
残

す
。

1
1
2
2
0

1
1
3
3
0

0
4
0
9
1

0
4
1
4
6

Ⅱ Ⅱ

0
2
7

第
Ⅱ

面
掘

り
下

げ

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

打
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0
4
1
4
1

Ⅲ
0

2
9

S
K
－

1
2
5

ま
と
ま
り
①

打
製

石
鉄

．
3
．0
5

2
．3
0

0
．5
0

2
．0
0
0

黒
曜

石
両

面
に

多
く
の

剥
片

面
を
残

す
。

2
4
1
3
7

0
4
1
7
9

Ⅲ
P

2
9

S
K
－

1
2
5

ま
と
ま
り
①

磨
石

6
・2
5

5
．6
0

5
．0
0

2
5
9
．6
㈱

石
英

斑
岩

？
上

部
に

使
用

に
よ
る
と
思

わ
れ

る
稜

を
も
つ

。
破

損
部

に

敲
打

痕
み

ら
れ

る
。

2
4
4

2
6

0
4
1
6
5

Ⅲ
0

3
1

S
K
－

1
6
2

砥
石

7
．1
0

2
．5
5

1
・6
0

4
9
・9
0
0

砂
岩

下
部

欠
損

。
上

部
、
両

側
面

敵
打

痕
あ

り
。
表

面
下

半

部
使

用
頻

度
高

い
。

2
5
3

1
0

0
4
0
4
5

Ⅲ
N

3
0
．
3
1

S
K
－

2
1
9

磨
製

石
斧

4
．8
0

6
．5
0

1
．6
0

7
5
．0
0
0

玄
武

岩
刃

部
、
基

部
と
も
大

幅
に

欠
損

°

2
5
3

1
1

0
4
0
4
6

Ⅲ
N

3
0
．
3
1

S
K
－

2
1
9

石
鎌

6
2
5
．0
0

1
1
．0
0

1
．4
0

1
3
5
．4
0
0

頁
若

基
部

欠
損

。
背

面
は

つ
く
ら
れ

て
い

な
い

。
両

面
研

磨

さ
れ

て
い

る
が

、
調

整
痕

残
る

。

2
6
7

7
0
4
1
7
8

Ⅲ
－
P

3
2

S
P
－
0
0
9
7

磨
製

石
斧

9
．7
0

8
．4
0

3
．3
5

4
0
8
．9
0
0

粘
板

岩
裏

面
大

幅
に

欠
損

。

2
6
7

8
0
4
1
1
9

Ⅲ
P

3
2

S
P
－
0
0
9
7

方
柱

状
片

刃
石

斧
7
．1
0

2
・8
0

3
・0
0

1
0
2
．6
0
0

頁
岩

裏
面

の
研

磨
が

顕
著

。
先

端
部

に
刃

こ
ぼ

れ
。

2
6
7

9
0
4
1
7
7

Ⅲ
P

3
2

S
P
－
0
0
9
7

砥
石

7
．6
0

6
．9
0

1
．9
0

7
8
－4
0
0

頁
岩

2
面

を
砥

石
と
し
て

使
用

。

2
7
1
4

0
4
1
8
3

Ⅲ
－

S
P
－
0
0
0
2

石
剣

4
．4
0

3
．0
0

0
．7
0

9
．8
0
0

頁
岩

裏
面

は
は

げ
落

ち
、
表

面
の

み
残

存
す

る
。
石

剣
の

一

部
°

2
7
1
2
2

0
4
1
7
5

Ⅲ
P

3
3

S
P
－
0
0
9
0

石
棒

状
石

器
5
．5
0

2
．9
0

2
．5
0

5
0
．1
0
0

砂
岩

下
部

破
損

°
頭

頂
部

は
敲

打
に

よ
り
平

坦
面

を
使

い
出

し
て

い
る
。

2
7
2

3
7

0
4
1
7
6

Ⅲ
P

3
3

S
P
一
0
1
7
6

た
た

き
石

5
．8
0

5
．2
0

4
・1
0

2
0
0
．0
0
0

玄
武

岩
円

偏
礫

の
円

周
を

使
用

。

多　
　

言
Ⅰ三
　
一一
の
uv

の
uy

讃
挨宰

2
3

1

．一　
　

命　
　

コ－

9
0
0
0
2

Ⅰ

l
一一一．
ⅴ－
　苅
田

水
田

杓
子

形

杓
子

で
あ

ろ
う
か

。
柄

は
長

く
、
身

部
の

幅
は

狭
い

。
ヶ

ズ
リ
痕

が
顕

著
に

残
る
。
柄

部
は

面
取

り
さ
れ

る
。
身

の
端

部

は
そ

れ
程

薄
く
は

な
く
、外

形
の

ラ
イ
ン

に
沿

っ
て
両

面
と
も
明

瞭
に
稜

が
残

る
。

2
3

2
9
0
0
0
3

Ⅰ
水

田
雑

具
部

材

用
途

不
明

品
。
雑

具
類

だ
と
思

わ
れ

る
。
幅

1
0
．3
c
m

、
厚

さ
3
．5
－

1
5
c
m

、
残

存
長

3
6
．7

c
m
の

板
状

で
、
短

片
の

一

端
は

其
っ

す
ぐ
且

つ
垂

直
に

落
ち
る

形
状

、
も
う
一

端
の

外
形

ラ
イ
ン

は
丸

く
弧

を
措

い
て

い
る
。
欠

損
し
て

い
る
為

弧
の

延
長

線
が

ど
の

よ
う
に
な

る
か

不
明

で
あ

る
。
長

辺
は

一
方

の
側

が
厚

さ
3
．5
c
m

を
持

ち
、
一

方
は

端
よ

り
約

3
c
m

手
前

か
ら
徐

々
に

斜
め

に
け

ず
り
落

と
さ
れ

1
．5
c
m

の
厚

さ
と
な
る

。
そ

の
側

面
の

－
箇

所
に

幅
3
．7
c
m

、
高

さ

1
．1
c
m
、
深

さ
3
．5
c
m
の

穴
が

削
り
に
よ

り
作

ら
れ

る
。
穴

は
け

ず
り
に

よ
り
平

滑
ま
面

を
な

す
が

奥
は

け
ず

り
残

し
の

た

め
の

凹
凸

が
あ

る
。
表

裏
面

と
も
に
連

続
し
た

ヶ
ズ

リ
痕

が
よ
く
残

る
。

ヶ
ズ

11
の

幅
は

通
っ
て

い
る

柾
目

に
影

響
さ

れ
て

い
る
。

2
3

3
9
0
0
1
1

Ⅰ
水

田
翠

櫛　
－

乾
燥

の
た

め
変

形
し
て

い
る

。
出

土
時

の
写

真
で

は
外

形
の

ラ
イ

ン
は

も
っ
少

し
丸

み
が

あ
っ
た

よ
っ
だ

。
ま

た
図

上
で

は
歯

が
末

広
が

り
に

な
っ
て

い
る

が
、
そ

れ
は

上
端

部
の

縮
み

と
歯

間
に

詰
ま
っ

た
土

の
為

で
あ

ろ
う
。
（
現

場
で

バ
イ

ン
ダ
ー

処
理

さ
れ

て
お

り
土

を
取

り
除

く
こ
と

は
不

可
能

。
）

2
3

4
9
0
0
0
1

Ⅰ
水

田
下

駄

小
児

用
と
思

わ
れ

る
。
前

方
の

鼻
緒

孔
は
幅

の
中

央
に

あ
り
、
左

右
ど
ち

ら
の

下
駄

か
は

不
明

で
あ
る

。
後

歯
は

片

方
が

磨
耗

し
て
磨

り
減

っ
て

い
る
。
歩

行
時

の
磨

り
減

り
だ

と
思

わ
れ

る
が

、
歯

の
磨

耗
の

割
り
に

は
鼻

緒
孔

周
囲

の

紐
ず

れ
が

見
ら
れ

な
い

か
°
縦

断
面

で
後

方
鼻

緒
孔

が
斜

め
に

通
っ
て

い
る

の
は

ヶ
ズ

リ
に

よ
り
本

来
付

け
ら
れ

た

角
度

で
あ

る
。
表

面
は

平
滑

に
仕

上
げ

ら
れ

る
。
歯

の
片

側
だ

け
が

磨
り
減

っ
て

い
る
の

で
、
歩

き
方

に
癖

が
あ

っ
た

の
だ

ろ
う
。

2
4

5
9
0
0
1
2

Ⅰ
水

田
鎌

柄
？

側
面

を
貫

通
す

る
溝

状
の

孔
を

持
つ

こ
と
よ
り
鎌

柄
か

。
全

体
的

に
丁

寧
な

つ
く
り
。
表

面
滑

ら
か

°
径

3
m

の
小

孔

が
2
箇

所
、
錐

に
よ
る
穿

孔
か

、
ほ

ぼ
垂

直
で

周
囲

に
は

ひ
び

割
れ

な
ど

は
な

い
。

4
3

1
2

9
0
0
0
5

Ⅰ
Q

2
5

S
E
－

0
1

コ
や

形

用
途

不
明

品
。
全

面
細

か
い

ヶ
ズ

リ
成

形
で

あ
る

。
中

心
か

ら
欠

損
し
た

木
錘

を
端

部
を

け
ず

っ
て

再
利

用
し
た

と
も

考
え

ら
れ

る
が

、
他

の
木

錘
に

比
べ

て
も
か

な
り
小

さ
く
、
ま
た

側
面

全
体

に
わ

た
っ

て
き
れ

い
に

け
ず

ら
れ

て
い

る
こ

と

等
、
や

や
そ

の
特

徴
が

異
な

る
。
全

く
別

の
用

途
を
考

え
る
か

、小
形

で
や

や
精

製
の

木
錘

の
再

加
工

品
と
す

る
か

。

ケ
ズ

リ
痕

は
明

瞭
に

残
る

。

4
8
4

9
0
0
0
4

Ⅰ
P

2
4

S
E
一

0
2

雑
具

部
材

柾
目

1－什

針
葉

樹
厚

さ
1
．4
c
m
程

の
平

滑
な

板
材

に
仕

上
げ

、
一

辺
に

切
れ

込
み

（
お

そ
ら
く
装

飾
で

あ
ろ

う
か

）
を
い

れ
て

い
る

。
表

裏

面
に

は
お

そ
ら
く
ヤ

1げ
ン
ナ

で
け

ず
っ

た
と
思

わ
れ

る
ヶ

ズ
リ
痕

が
見

え
る

。

▼　
　　
　　

．
2
0
7
1
8

9
0
0
0
8

Ⅰ
S
K

－
0
3
9

注
）
F
i
g
．2
0
5
に

出
土

遺
物

あ
り

桂
根

心
抜

き
針

葉
樹

底
面

は
平

坦
に
な

る
よ
っ
ヶ
ス

リ
。
鹿

部
か

ら
上

に
8
cm

の
と
し

ろ
で

ヶ
ス

1
に

よ
り
段

を
作

り
住

を
細

く
す

る
。

2
0
7
1
9

9
0
0
0
7

Ⅰ
S
K

－
0
4

注
）
F
i
g
．2
0
5
に

出
土

遺
物

あ
り

桂
根

芯
抜

き
針

葉
樹

底
面

は
平

坦
に
な

る
よ
う
ヶ
ズ

リ
。

2
7
2
3
8

9
0
0
1
0

Ⅰ
S
P
－

0
1
3
1

桂
根

芯
抜

き
広

葉
樹

横
断

面
は

楕
円

形
で

あ
る

。
鉄

分
が

錆
び

付
き
硬

く
表

面
を

覆
っ
て

い
る
。

2
7
3
3
9

9
0
0
0
9

I
S
P
－

0
1
1
3

桂
根

芯
持

ち
広

葉
樹

底
面

中
央

を
や

や
凸

型
に

ヶ
ズ

リ
。
腐

蝕
の

た
め

ヶ
ズ

11
痕

見
に

く
い

。

2
7
3
4
0

9
0
0
0
6

Ⅰ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
N

O
－
え

ー
1

柱
根

芯
持

ち
広

葉
樹

底
面

中
央

を
や

や
凸

型
に

ヶ
ズ

リ
。

．
は
一美

．
3．
6

報
告

書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．
出

土
地

点

金
属

器
・
ガ

ラ
ス

玉
・骨

角
器

の
法

量
と
特

徴
自
然

遺
物

（
炭

化
米

／
種

子
／貝

類
／
骨

類
）
の

法
量

と
特

徴

種
類

法
量

（
c
m

．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左

右
残

存
状

況
占 薮

備
考

．計
測

値

長
さ

幅
／径

厚
さ
／
孔

径
重

さ
比

重

Ⅱ
2
2
－
2
4

S　
－
0
1

袋
状

鉄
斧

1
1
6
0

4
6
0

2
6
0

17
0
0
0
0

6
6

1
0

0
6
0
0
1

N　
R

J

掘　
げ

貨
泉

2
2
0

0
9
0
×
0
・8
5

1
・6
0
0

1
2
6

1
0
6
0
0
3

Ⅱ
第

Ⅱ
面　

り
下

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

ス

圭
銅

製
鋤

先
6
5
0

8
8
0

1
3
0

1
1
2
．1
4
8

1
2
6
2

未
掲

載

0
6
0
0
2

0
6
0
0
4

Ⅱ Ⅱ
N

3
0

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

日 銭

3
4
3
4

0
3
0
9
9

Ⅱ
0

2
8

S
C

－
0
1

不
明

品
．
3
．9
0

0
．8
0

0
．6
5

2
．2
0
1

鹿
の

中

手
骨

ま

た
は

中

足
骨

黒
色

。
断

面
三

角
形

の
棒

状
を
呈

す
。
両

端
を
欠

損
。

三
面

中
一

面
に
縦

方
向

の
溝

を
有

す
が

、
こ

れ
は

骨
の

内
側

が
残

存
し
た

た
め

で
、
素

材
の

持
つ

自
然

の
も
の

で
あ

る
。

骨

海
面

苺 ・．
法与

渦 柵 Cわ ざ



報
告
書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リッ

ド
遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉

．骨
角
器

の
法
量

と
特
徴

自
然
遺
物

（炭
化
米

／種
子
／貝

類
／骨

類
）の

法
量

と
特
徴

挿
図
番
号

種
類

法
量

（c
m
・g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位
名

左
右

残
存

状
況

占 薮
備
考

．計
測
値

長
さ

帽
／径

厚
さ
〝
L径

重
さ

比
重

34
35

0
30
58

Ⅱ
R

2
8

S
C
－
01

西
側

弓
弓耳

3．
70

1．
25

1．
20

2．
0
73

鹿
の
角

先
端
は
欠
損

。
先
を
砥
石

の
よ
う
な
も
の
で
研
磨

す
る
。

角
シ
カ

鹿
角

1

16
9
12

0
30
98

Ⅲ
P

26
S
K
－
0
0
8

不
明
品

3
．7
0

1．
05

0．
45

2．
8
15

サ
メ
の

歯

サ
メ
は
ア
オ
ザ
メ
タ
イ
プ
。
黒
色

、光
沢

あ
り。

歯
根

部
両

面
を
丁

寧
に
研
磨

。
歯

サ
ブ
類

歯
1
加

工
品
。

2
28

15
03

22
3

Ⅲ
N

28
S
K
－
12

2
刺
突

具
4
・7
0

1．
00

0
．5
5

3．
2
85

鹿
の
角

断
面

楕
円

形
状

に
近
い
棒

状
を
呈
す

。全
面
剥

離
。

先
端

は
摩
滅

。
骨
鉄

ま
た
は
ヤ
ス
と
想
定

。
角

シ
カ

鹿
角

破
片

1
加

工
品

2
34

47
03
0
56

Ⅲ
0

12
9

S
K
1
1
2
4

北
不
明

品
2
．3
0

0
・7
0

0
．3
0

0．
60

8
イ
ノ
シ
シ

の
犬

歯
？

白
色

（被
熱

の
た
め
）
扁
平

棒
状

に
加
工

し
、一

端
を

細
く
呈
す

る
。
穿
孔

を
等

間
隔
に
三

点
以
上

、両
側

か

ら
施
す

。溝
は
素
材

の
持

つ
自
然
の

も
の
。

歯
イ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅰ
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Ⅱ
面

骨
イ
ノ
シ
シ

寛
骨
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田
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拡
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区
坪
下

Ⅰ
骨

陸
獣
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破
片
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31
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Ⅰ
水
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北
拡
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Ⅱ
骨
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°
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骨
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獣
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片
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31
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Ⅰ
P
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第
Ⅰ
面
掘

り下
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．0
5

歯
サ
メ
類
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ア
オ
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メ
タ
イ
プ
。
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P
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Ⅰ
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げ
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イ
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シ
シ
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顎
遊
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右
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1
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．5
。

－

2
5

0
31
7
1
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P
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Ⅱ
面
掘

り下
げ

N
o
・0
5

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊

離
歯

右
M
3

1
計
測

不
可

。
2
5

0
31
7
1

I
P

2
7

第
I
面
掘

り下
げ

N
o
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右
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P
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第
Ⅰ
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掘
り下

げ
N
o
．1
2

骨
イ
ノ
シ
シ

模
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右
近
位

1
成
獣
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Ⅰ
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第
Ⅰ
面

確
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げ
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骨
イ
ノ
シ
シ

境
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1
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近
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Ⅰ
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イ
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シ
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Ⅰ
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19
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第

Ⅰ
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掘
り
下

げ
骨

イ
ノ
シ
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右
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1
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位
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Ⅰ
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Ⅱ
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Ⅱ
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片
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Ⅱ
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S
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－
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イ
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シ
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1
成

獣
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さ
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。
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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歯
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Ⅱ
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片
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Ⅱ
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片
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b
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Ⅱ
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Ⅱ
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熱
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縮
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Ⅱ
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．
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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Ⅱ
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・3
士
。

10
7

03
14
4

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
歯

イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊

離
歯

左
M
3

1
亜

成
獣

。
M
3長

さ
39
．4
。

10
7

03
14
4

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ

下
顎

左
（M

23
）

1
成

獣
。大

型
。
M
2－

■
M
3長

さ
37
・1
，前

幅
17
．3
。

皿
百
一

後
幅

－　
長

さ
2　

4
．削

菖
19

9
後

幅

10
7

03
14
4

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ　

♂
上

顎
右

（×
×
×
×
P
4－

M
3）

1
亜

成
獣

。
M
l
長
さ
18

．3
，削

幅
，後

田
，M

2　
　

3・
，削

帽
．
，後

帽

18
．3
，M

3－
。

一止
．
一　
　　
　　
　
／　

一　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

一一一削
石
1
0
／）
弱

10
7

0
31
44

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ　

♂
上

顎

口　
　

／8

左
M
12

（M
3）

体
ゝ

1 1

亜
成

獣
。
M
l
長
さ
18
・3
湖

幅
15

．1
士
，後

幅
14

．7
，M

2長
さ
24
・4
，削

削
9・
4
，後

幅
18

．4
，M

3長
さ
－

，前
幅

23
．6
±
O

10
7

0
31
45

Ⅱ
N

30
Ⅱ　
　　
　

げ
イ
ノ
ン
γ

ぶ
、　

日
1

10
7

0
31
45

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ

上
顎

左
（×

P4
－
M
3
）

1

ノご
10
7

0
31
45

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
歯　

－
イ
ノ
シ
シ

下
顎
遊

離
歯

右
M
3

1
成
獣

直
後

。M
3
長
さ
35
．3
，削

幅
15
．2

－1と
．・
石
10

10　
4生

高石
10
7

0
31
45

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ　

♀
上

顎

ヌ

右
（P
l～

M
3）

－
1
亜
成

獣
。
P
lは

歯
根

の
み
。
M
l長

さ
16

．0
，削

幅
12

・8
，後

幅
13

．4
，M

2長
さ
20

・5
，

前
幅

17
．2
，後

幅
17
．1
，M

3長
さ
34
．9
士
，1
9・
7

成
獣

10
7

0
31
50

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
南
東

隅
掘

下
げ

骨
ン′
カ

第
一
頚

椎
1

。

10
7

0
31
5
1

Ⅱ
0

2
7

第
Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ

第
一
頚

椎
1
成
獣

？

．L
LHL
一一一一一
　　
　　
　　
　

ノ〈
　　
　一一一一一
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

．一
　　
　　
．°

10
7

0
31
5
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊

離
歯

右
M
2

1
若
獣

。磨
滅

な
し
。M

2長
さ
18
・7
，削

酎
4．
4，
後

幅
14
・9
°菱

形
に
ゆ
が
む
。

10
7

0
31
54

Ⅱ
D

2
8

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
シ
カ

距
骨

右
1
成
獣

。

10
7

0
31
55

Ⅱ
N

3
1

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

土
器

か
た
ま
り　

N
o
3
1．
3
2

骨
シ
カ

中
手
。r
中
足

骨
遠
位

破
片

1

10
7

0
31
55

Ⅱ
N

3
1

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

土
器

か
た
ま
り　

N
o
3
1．
3
2

骨
陸
獣

不
明

破
片

1

10
7

0
31
59

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

北
拡

張
区

青
上

骨
イ
ノ
シ
シ

第
一
頚

椎
破

片
1

10
7

0
31
59

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

大
腿
骨

右
中

間
1

10
7

0
31
59

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

大
腿
骨

右
中

間
1

10
7

0
31
59

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

頭
蓋
骨

左
切

歯
骨

1
歯
な
し
。

10
7

0
31
59

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

第
一
頚

椎
破

片
1

10
7
－

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

右
（×

×
×
C
）

1
成
獣

？犬
歯

は
歯
根

の
み
。

10
7

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
シ
カ

距
骨

右
1
成
獣

。

10
7

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
シ
カ

距
骨

右
1

10
7

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
陸
獣

不
明

破
片

10

10
7

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
不

明
尺
骨

右
中
間

1

10
7

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ　

♀
？

下
顎

右
（×

×
×
C
）
破
片

1
成

獣
？

10
7

03
15

9
Ⅱ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ　

♀
？

下
顎

左
（×

×
×
）
Ⅰ2
3
0
部
分

1
成

獣
？

10
7

03
16
2

Ⅱ
N

31
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

土
器
か
た
ま
り　

N
o
．3
1
．3
2

骨
イ
ノ
シ
シ

上
腕

骨
左

中
間

1
成

獣
？

10
7

03
16
7

Ⅱ
P

27
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
上
腕

骨
右

遠
位

1

10
7

03
16
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨

ム

不
明 、

息

破
片

1

胎
児
。
30
9
6よ

り
大
き
く、
別
個

体
で
あ

る
。

10
7

03
16
7

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
ヒ
ト
脂
児

大
腿

日
？

左
右

1

10
7

03
17
0

Ⅱ
N

27
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

頭
蓋

骨
右

後
頭
顆

1
切

痕
あ
り
。

一LⅠ
・
百　
　　
　　
　　
　　
　　
　

ムヒ
10
7

10
7

03
17
2

03
17
2

Ⅱ Ⅱ

0
31

第
正
面
掘

り
下
げ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

歯 骨

イ
ノ
シ
シ

陸
獣

上
顎

遊
徒

歯

不
明

左
？

破
片

M
2

1 1

亜
成
獣

。
大
型

。M
2
長
さ
23

．7
，前

幅
22

．2
。
フ
タ
の
可

陀
性

あ
り°

－

10
7

10
7

03
17
7

03
18
4

Ⅱ Ⅱ
0

27

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨 歯

イ
ノ
シ
シ

聖
類

上
腕

骨

歯

右
中
間
破

片
1 1

下
部
に
イ
ヌ
の
噛
痕

あ
り
。

ア
オ
ザ
メ
タ
イ
プ
。基

部
に
キ
ザ
ミ
あ
り
。
加
工

品
か

？

ノ鱗
．　
　　
　　
　

息　
　

せ、
10
7

03
19
3

Ⅱ
P

28
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

骨
シ
カ

肩
甲
骨

右
1
成

獣
。
関

即
部

の
み
。
卜
円
か
と
っ
か
不

明
。

10
7

10
7

03
2
00

03
2
01

Ⅱ Ⅱ
P

33

第
Ⅱ
面
掘

り
下
げ

第
Ⅱ
面

掘
り
下
げ

北
拡
張

区
青

上

北
拡
張

区
う
ろ
こ
穴

の
上
付

近

骨 骨

イ
ノ
シ
シ

シ
カ

距
骨

肩
甲
骨

左 右
1 1

成
獣
。

成
獣
。
被

熟
あ
り
。

32
01

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
骨

陸
獣

不
明

破
片

5

10
7

10
7

10
7

0 03
20
2

03
20
3

Ⅱ Ⅱ

N
・0 0

26
．2
7

27

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

骨 骨

陸
獣

陸
獣

不
明

不
明

破
片

破
片

1 3

10
7

03
20
4

Ⅱ
0

27
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ

頭
蓋
骨

頭
頂

部
破

片

／宅

1

10
7

03
20
5

03
20
6

Ⅱ Ⅱ

0 P

27 27

第
Ⅱ
面

掘
り
下

げ

第
Ⅱ
面

掘
り下

げ

骨 骨

イ
ノ
シ
シ

イ
ノ
シ
シ

頭
蓋
骨

距
骨

左
右 右

後
頭

部
1 1

亜
成
獣

。

成
獣

。
10
7

Ⅱ
P

28
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

シ
カ

距
骨

左
右

1
成

獣
。

10
7

10
7

10
7

0
32
07

0
32
07

0
32
08

Ⅱ Ⅱ
O

29
－

第
Ⅱ
面

掘
り下

げ

第
Ⅱ
・面

掘
り下

げ

骨 骨

陸
獣

陸
獣　

一

不
明

不
明

、

破
片

破
片

1 2

、　
こ－L

15
　　
　　
　　

’　
．1・
一言告

受弘
Ⅰ：g
一

Ⅱ
N

3
1

第
Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

イ
ノ
シ
シ

横
骨

右
近
位

1
成

獣
。近

位
幅

30
．2
士
，近

位
削
後
任

19
．3
士
。

10
7

10
7

0
32
09

0
32
10

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り下
げ

骨
イ
ノ
シ
シ

距
骨

左
右

l
成
獣

。

価 苺 ・1
喜

渦 柵 恕



報
告
書

登
録
番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉

．骨
角
器

の
法
量

と
特
徴

自
然

遺
物

（炭
化
米

／種
子
／員
、類

／骨
類
）
の
法
量

と
特
徴

挿
図
番
号

種
類
、

法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位
名

左
右

残
存

状
況

占 薮
備

考
・計

測
値

1
長

さ
帽
／径

厚
さ
／孔

径
重

さ
比
重

10
7

0
32
1
1

Ⅱ
Q

24
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
歯

イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊
離

歯
右

M
3破

片
後

部
の
み

1
若

獣
？

10
7

0
32
12

Ⅱ
Q

25
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

陸
獣

不
明

破
片

1
10
7

03
21
8

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

10
7

03
21
9

Ⅱ
Q

27
第

Ⅱ
面

掘
り下

げ
骨

10
7

03
22
0

Ⅰ
P
．Q

32
第

Ⅰ
面

掘
り
下

げ
骨

10
7

03
22
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
骨

10
7

03
22
2

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下

げ
骨

10
7

05
0
12

Ⅱ
第

Ⅱ
面

掘
り
下
げ

種
子

10
7

05
0
22

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

南
東
隅

掘
下

げ
種

子

10
7

05
0
23

Ⅱ
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

南
端

種
子

10
7

05
0
24

Ⅱ
0

27
第

Ⅱ
面
掘

り
下
げ

貝
類

13
1

03
0
90

Ⅲ
0

29
S
C
－
0
7

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
右

M
3

l
若

獣
。
磨

滅
な
し
。
M
3長

さ
34

．0
，幅

－
。

13
1

03
0
90

Ⅲ
0

29
S
C
－
0
7

歯
イ
ノ
シ
シ

白
歯

破
片

1
13

1
03
0
91

Ⅲ
0

29
S
C
1
0
7

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

破
片

連
合
部

破
片

1

13
1

03
09

1
Ⅲ

0
29

S
－C
－
0
7

骨
イ
ノ
シ
シ

頭
蓋

骨
前

頭
骨

破
片

1
13
8

概
報

Ⅲ
N

25
S
N
－
0
3

骨
ヒ
ト　

－
乳
児

（生
後
0
－
6
月
）。

14
4　

－
03

10
7

Ⅲ
P

29
S
A
－
0
1

骨
不

明
不
明

10
14
4

概
報

Ⅲ
P

28
S
A
－
0
1

骨
ヒ
ト

生
後

1－
2
年
の
幼

児
骨

。

14
9

概
報

Ⅲ
0

27
S
H
－
0
1

骨
ヒ
ト　

♂
熟
年

°

15
0
a

05
0
18

Ⅲ
q

24
S
K
－
0
20

Ⅰ
炭
化

米
炭
化

米
分

析
済
。

15
0
a

05
0
19

Ⅲ
q

24
S
K
－
0
20

Ⅱ
－

炭
化

米
炭
化

米
分

析
済
b

15
0
a

05
02

0
Ⅲ

q
24

S
K
－
0
20

Ⅲ
炭
化

米
炭
化

米
分

析
済
。

15
0
a

05
02

1
Ⅲ

Q
2
4

S
K
－
02

0
Ⅳ

炭
化

米
炭
化

米
分

析
済

。
15
0
a

0
50

17
Ⅲ

q
2
4

S
K
－
02

0
炭
化

禾
炭
化

米
分

析
済

O
15
0
b

0
31
5
3

Ⅲ
0

2
7

S
K
－
03

3
骨

イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨

右
1
成
獣

？卜
骨
か

ど
う
か
不

明
。

15
0
C

0
30
75

Ⅲ
0

2
8

SK
－
1
15

骨
不
明

不
明

7
15
0
d

0
30
80

Ⅲ
q

2
5

SK
－
14

8
骨

ウ
ミ
ガ
メ
類

甲
羅

破
片

1
背
甲
か

腹
甲
か

不
明

。

15
0
e

0
31
68

Ⅲ
P

2
5

SK
－
14

9
骨

イ
ノ
シ
シ

下
顎

右
（×

m
4
M
12
）

1
若
獣

M
l長

さ
17

・1
士
，前

幅
－

後
幅
－

，M
2長

さ
17
．5
，前

幅
13
．5
，後

幅
1
3．
7
。

小
型

。

15
0
f

0
31
42

Ⅲ
0

2
8

SK
－
22

2
ま
と
ま
り

歯
タ
ロ
ダ
イ

歯
骨

右
1

ⅰ5
0
f

0
31
42

Ⅲ
0

2
8

S
K
－
22

2
ま
と
ま
り

骨
ス
ッ
ポ
ン

大
腿
骨

右
1
小

型
。

15
0
f

0
31
42

Ⅲ
0

2
8

S
K
－
22

2
ま
と
ま
り

骨
イ
ノ
シ
シ

距
骨

左
1
成

獣
？

15
0
f

0
31
42

Ⅲ
－0

2
8

S
K
－
22

2
ま
と
ま
り

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊

離
歯

犬
歯

？
1
小

型
。

15
0
f

03
14
2

Ⅲ
0

2
8

S
K
－
22

2
ま
と
ま
り

骨
陸
獣

不
明

破
片

4
15
0
f

03
14
2

Ⅲ
0

2
8

S
K
－
22

2
ま
と
ま
り

骨
イ
ノ
シ
シ　

♀
上

顎
右

（×
P
l～

P
3）

Ⅰ
成

獣
。少

し
磨

滅
。

15
0
g

03
11
9

Ⅲ
Q

3
3

S
P
－
0
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Ⅱ
0

32
S
P
－
0
03

5
歯

イ
ノ
シ
シ

上
顎
遜

離
歯

右
M
2

1
成

獣
？M

2
長
さ
－1
5・
5士

，幅
14
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ

0
27

S
K
－
0
0
1

骨
ウ
ニ
類

辣
3

15
2

03
04

2
Ⅲ

0
27

S
K
－
0
0
1

骨
コ
チ
科

歯
骨

左
1

15
2

03
04

3
Ⅲ

0
27

S
K
－
0
0
1

骨
カ
ニ
類

指
節
部

5
15
2

03
04

4
Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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④
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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右
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
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Ⅲ
q

32
S
P
－
0
13

6
骨

陸
獣

不
明

哀
片

1
27

1
03

12
1

Ⅲ
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⑳
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⑪
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⑩
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Ⅰ
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⑰
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Ⅰ
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⑰
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Ⅰ
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②
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Ⅰ
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回
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川
底

土
師

吉
皿

1．
50

（1
4．
20

）
（1
1．
4
0）

赤
褐
色

赤
褐
色

径
0
．5
m
m
程

の
長
石

な
ど
を
含

む
。褐

色
良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ

15
2
1

02
64
0

Ⅰ
Ⅴ

2
6

水
田

（上
面

）
⑪
sL

O
l

川
岸

土
師

器
杯
身

3
．5
5

（1
3．
20

）
7
．7
0
褐

色
褐

色
径
0
．5
m
m
程
の

長
石
を
少

し
含
む

。褐
色

粒
子

を
持

つ
良
好

回
転

ナ
デ　

鹿
部
は

回
転
へ

ラ
切

り後

に
ナ
デ　

墨
書

「太
」

内
底

は
阿
恵
ナ
デ

の
後
に
ナ
デ

把 海
痘

苗 ．．
法

渦 細



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

挿
図

番
号

－　
器
種

器
高

田
．器
受
部
径

最
大
径

底
の
裾
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色

調
外
面

調
整

　
内
面
調

整

15
22

02
65
9

Ⅰ
水

田
（上

面
）

水
槽

西
側
水

田
面

土
師

器
皿

1．
90

（1
2－
90

）
6．
00

浅
黄
灰

褐
色

浅
黄
灰

褐
色

精
良

良
好

鹿
部

は
回
転

へ
ラ
切
り　

墨
書

回
転

ナ
デ

24
1

02
65
0

I
水

田
（下

面
）

土
器

注
口
土
器

白
褐
色

白
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多
く
含
む

良
好

鹿
部

は
回
転

へ
ラ
切
り

内
底

は
ナ
デ

残
存

長
：5
・O
cm

。

24
2

02
65
2

Ⅰ
水

田
（下

面
）

トレ
ン
チ

（耕
作
土

と
そ
の
下

）
土
製

品
投
弾

4
・3
5

2
．1
5

2．
2
0

マづ
ル（
黒艶

、自
雛

、赤
馳

精
良

良
好

24
3

02
65
3

Ⅰ
水

田
（下

面
）

土
製

品
投
弾

3
・7
5

2
．6
0

2．
10

黒
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
く
持
つ

良
好

24
4

02
64
9

Ⅰ
水

田
（下

面
）

弥
生
土

器
甕

1
1・
30

22
・1
0

白
褐
色

、こ
げ
茶

色

白
褐

色
、こ

げ
茶

色

径
3
m
m
程
の
石

英
・長

石
を
多
く含

む
。
褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

言
綾

部
は
壙

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

24
5

02
65
1

Ⅰ
水

田
（下

面
）

手
づ

くね
土

器
手
づ

くね
土

器
3
．7
0

4．
2
0

自
褐
色

白
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多
く
含
む

良
好

指
押

さ
え

指
押

さ
え

24
6

02
65
5

Ⅰ
水

田
（下

面
）

発
掘

区
北
部

窪
地

土
師
器

皿
1．
4
0

（1
0．
脚

）
（7
．3
5）

鹿
部

は
回
転

へ
ラ
切
り

ナ
デ

24
7

0
11
31

Ⅰ
Z

30
水

田
（下

面
）

土
師
器

皿
1．
2
0

10
．1
0

回
転

ナ
デ　

鹿
部
は

回
転
へ

ラ
切

り
回
転

ナ
デ

2
4
8

02
65
4

Ⅰ
水

田
（下

面
）

発
掘

区
北
部

窪
地

土
師
器

皿
1．
6
0

（9
．7
5
）

3
．9
0
自
褐
色

白
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

を
含

む
良
好

回
転

ナ
デ

回
転

ナ
デ
の
後
に
ナ
デ

2
4
9

02
65
6

Ⅰ
水

田
（下

面
）

発
掘

区
北
部

窪
地

土
師
器

椀
1・
9
0

（8
．㈲

）
黒
灰
色

黒
灰
色

径
1m

m
程
の

長
石

を
少

し
含

む
良
好

高
台
は
横
ナ
デ

ナ
デ
の
後
に
ミ
ガ
キ

2
4
10

02
65
7

Ⅰ
水

田
（下

面
）

発
掘

区
北
部

窪
地

須
恵
器

杯
身

灰
色

灰
色

径
1m

m
程
の

長
石

を
多

く含
む

良
好

回
転

ナ
デ

内
底

は
ナ
デ

2
8
1

－　
02

32
2

Ⅱ
T

34
第

Ⅱ
面

遺
構

検
出

面
弥

生
土

器
士 璽E

ナ
デ　

貼
り付

け
文　

器
形
不

明　
壷
か

磨
滅

し
て
不

明

2
8
2

02
59
1

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
水

田
弥

生
土

器
支
脚

8．
5
0

5
．9
0
白
褐

色
白
褐

色
径
2
m
m
程

の
砂

粒
（石

英
・長

石
な
ど
）を

多
く
含
む

。
良
好

ナ
デ　

指
押
さ
え

2
8
3

02
13
8

Ⅱ
S

29
第

Ⅱ
面

遺
構

検
出

面
SK

－
00

4周
辺

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

16
．1
0

（1
8．
㈱

）
（2
2
．㈱

）
明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

1m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

は
縦
ハ

ヶ
日
後
横

ハ
ヶ
目
、ま

ば
ら

な
櫛

状
工

具
痕　

口
縁
部

～
肩
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は

回
転
的

横

ナ
デ

2
8
4

02
13
9

Ⅱ
S

29
第

Ⅱ
面

遺
構

検
出

面
SK

－
0
0
4周

辺
吉

武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（B
系

）
8．
9
0

明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

1m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
上

半
は
規

則
的

な
ハ

ヶ
目
後
所

々
へ

ラ
描

線
刻　

一
次

口
縁

は
横
ナ
デ

胴
上

半
は
規
則

的
な
ハ
ヶ
目　

一
次

口
縁
は
横

ナ
デ

（頸
部

に
ハ
ヶ
日
残
る
）

口
縁
の
屈

曲
部
接
合

面
に
は
接
着

を
強
め
る
た
め
の
刻
み

目
あ
り　

内
面

に
は
接

合
痕
あ
り　

復
元
頚
部
径

：1
1
cm

。

2
8
5

02
14
0

Ⅱ
S

29
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

S
K
－
0
0
4周

辺
吉

武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

1m
m
以

下
の

石
英

．長
石
．雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

二
次

口
縁

部
は
細
密

横
ミ
ガ
キ

二
次

口
縁
部

は
ハ
ヶ
目
後

暗
文

風
縦

ミ
ガ
キ

2
8
6

02
14
1

Ⅱ
S

29
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
両

S
K
一
0
0
4周

辺
吉

武
土

師
器

低
脚

器
台

（鉢
！？
）

明
黄
褐

色
一
明

橙
褐

色
明

黄
褐
色

一
明
橙

褐
色

1m
m
以

下
の

石
英

．長
石
．雲

母
を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

低
脚

部
は

回
転
的

な
横

ミガ
キ

低
脚

部
は
ハ
ヶ
日
後
中
心

付
近

ナ
デ

杯
鹿

部
は
ナ
デ

脚
裾

の
段
部

に
ハ
ヶ
日
列

点
文

や
鋸
歯

文
を
廻
ら
し
外

面
か
ら
焼
成

後
穿

孔
。

3
0
1

02
6
02

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

北
拡
張

区
5
区

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
）

34
・6
0

（2
5
．4
0
）

26
．6
0

白
褐

色
白
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
・石

英
を
含

む
良
好

縦
パ

ケ
目

口
縁
部

は
横
ハ
ヶ

目　
休

部
上

半
は
左

斜
行

ハ
ヶ
目　

下
半

は
右
斜
行

ハ
ヶ
目

内
面
鹿

部
炭
化

物
付

着
°
外
面

煤
付

着
。

3
0
2

02
2
84

Ⅱ
T

3、4
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

甕
（B

系
）

19
．8
0

15
．2
0

18
．3
0

暗
褐
色

暗
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
縦
ハ
ヶ　

言
縁
部

は
ナ
デ

胴
部

は
縦
ハ
ヶ
目　

口
縁

部
は
ナ
デ

外
面

に
煤

付
着
。

3
0
3．

02
7
40

Ⅱ
Z

34
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

甕
（B

系
）

16
．9
0

（1
7
．3
0
）

20
．0
0

淡
白
褐
色

淡
白
褐
色

径
1－

4m
m
程
の
石
英

．長
石
を
多

捌
こ含

む
良
好

胴
部

は
大
筋

夕
タ
キ　

ロ
縁
部

～
頸
部

は
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
～
頚

部
は
ナ

デ
外
面

に
煤

付
着
。
内
面

に
炭
素

吸
着

。

3
0
4

02
2
85

Ⅱ
T

34
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

甕
or
壷

（B
系
）

3．
00

5
．6
0
暗
白
褐
色

暗
白
褐
色

径
1～

2m
m
程
の
長
石

・石
英
を
多

め
に
含
む

良
好

鹿
部

と
そ
の
付
近

は
ナ
デ

鹿
部

は
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
メ

内
外

面
に
焦

げ
や
煤
が

付
着

。

3
0
5

02
5
99

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

14
．8
0

（1
7
．8
0
）

（2
0
．7
0）

白
褐

色
茶

白
褐
色

径
1
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．長

石
）を

多
く

含
む
°
褐
色

の
粒

子
が
見

ら
れ
る

良
好

胴
部

は
縦
ハ
ヶ
後

雑
な
横
ハ

ヶ　
口
綾

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は
回

転
的
横

ナ
デ

3
0
6

02
3
20

Ⅱ
T

34
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

壷
（B

系
）

17
．3
0

15
．8
0

（2
4
．6
0）

淡
白
褐
色

淡
白
褐
色

径
1
－
3m

m
程

の
長
石

・石
英

を
多

く含
む

良
好

胴
上

半
は
タ
タ
キ
後

ハ
ヶ
目　

口
縁

部
は
縦
ハ
ヶ
目

胴
上

半
は
ハ
ヶ
白　

田
縁

部
は
ハ

ヶ
日

後
ナ
デ

外
面

に
黒
斑

あ
り。

3
0
7

02
5
89

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

二
重

言
縁
壷

（山
陰
系

）
7．
70

時
日
褐
色

白
褐

色
径
1
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．長

石
）を

多
く

含
む

（雲
母

も少
し
含

む
）

良
好

言
縁

部
は
横
ナ
デ　

頚
部

ナ
デ

横
ナ
デ　

胴
部

は
ヶ
ズ
リ

3
0
8

02
3
19

Ⅱ
T

34
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（A
系

？）
9．
10

（2
2
．9
0
）

白
褐

色
白
褐

色
径
1
－
3m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

良
好

頸
部

は
ハ
ヶ
目
後

ナ
デ　

二
次

口
縁

部

は
ハ
ヶ
目
後

ナ
デ

頸
部

は
パ

ケ
目　

二
次

口
縁
部

は
ハ
ヶ

日
後

ナ
デ

二
次

口
縁
部

に
は
鋸
歯

形
に
線

刻
。

3
0
9

02
3
21

Ⅱ
T

34
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（A
系

？）
10
．7
0

（2
1．
40

）
淡

赤
褐

色
白
褐

色
小

片
の
長
石

を
含

む
。
褐
色

粒
子

を
含

む
良
好

一
次

口
縁

～
二

次
口
縁

は
ナ
デ

一
次

口
縁
～
二

次
口
縁

は
ナ
デ　

頸
部

下
は
ナ
デ

内
面

に
煤

付
着

°

30
10

02
6
65

Ⅱ
T

27
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

黒
粘
2
面

吉
武
土

師
器

高
杯

（C
系

）
8．
30

（2
2
．7
0
）

乳
赤
褐

色
乳
赤

褐
色

や
や
精

良
。
褐
色
粒

子
含
む
－

良
好

脚
櫨

部
は
縦

工
具
ナ

デ　
杯

部
は
下

半
に
ハ
ヶ
目
後
全
体

に
横

ミガ
キ

脚
柱
部

は
ナ
デ　

杯
部

は
ハ

ヶ
目
後

暗
文

ミ
ガ
キ

脚
部

内
面
以

外
は
丹

塗
りか

。

30
11

02
6
01

Ⅱ
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

北
拡
張

区
吉

武
土

師
器

高
杯

（D
系

）
12
．1
0

18
．3
0

10
．8
0
赤

白
褐
色

赤
白
褐
色

精
良

（褐
色

の
粘

土
を
含
む
）

良
好

脚
柱

．裾
部
と
も
に
ハ
ヶ
目
後
横

ナ
デ

杯
部

昼
ハ
ヶ
目
後
横

ナ
デ

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
日　

脚
柱

部
は
工

具
痕

後
ナ
デ
や
指

オ
サ

エ　
ゴ不

部
は
ハ

ヶ
目

後
暗
文

ミガ
キ
や
ナ
デ

脚
頂
部

は
凸
面

付
加

法
。脚

屈
曲
部
に
2
ヶ
所
穿

孔
°

30
12

02
6
96

Ⅱ
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

吉
武
土

師
器

有
段
高

杯
（B

系
）

12
．0
0

（1
8
．8
0）

（1
4．
40

）
淡

赤
褐
色

～
淡

白
褐

色
黒

白
褐
色

径
1
～
3m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多

め
に
含

む
良
好

脚
裾

部
は
上

．下
半
と
も
ハ
ヶ
目
後
横

ミ
ガ
キ　

脚
柱

部
は
横

ミガ
キ　

杯
下

半
は
ハ
ヶ
目
、上

半
は
ナ
デ
や
ま
ば
ら
な
横
ミ

ガ
キ

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
目
後

ナ
デ　

杯
部

下
半

は
ハ

ヶ
目
、上

半
は
ナ
デ

脚
裾
部

に
は
段

上
半
に
千

鳥
型
穿
孔

8ヶ
所

、段
下
半

に
千
鳥
型
穿

孔
12
ヶ
所
。
外
面

に
黒

斑
、内

面
に
炭

素
吸

着
。

30
13

02
5
25

Ⅱ
Z

34
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

吉
武
土

師
器

小
型
高

杯
5．
60

明
橙

色
～
浅
橙
色

明
橙

色
～
浅

橙
色

精
良
土

に
1－

2m
m
砂
粒
を
わ
ず
か
に
含
む

良
好

脚
柱

部
は
ナ
デ

ナ
デ

外
面
色

潤
。

30
14

02
6
64

Ⅱ
S

28
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

黒
粘
2
両

（図
入

り
）

吉
武
土

師
器

低
脚
高

杯
（B

系
）

　
8・
80

12
・9
0

9．
4
5
乳

赤
褐
色

～
白
褐

色
乳
赤

褐
色

～
白
褐

色
や
や
精

良
良
好

脚
部

は
ハ

ヶ
日
後

縦
ミ
ガ
キ　

頸
部

に
横

へ
ラ
ナ
デ　

杯
部

は
ま
ば
ら
な
ミガ

キ
後
放

射
状

暗
文
ミ
ガ
キ

脚
部

は
ハ
ヶ

目
後
ナ
デ　

杯
部

は
放
射

状
暗
文

ミガ
キ
後

端
部

に
ナ
デ

．
脚

部
内
面
以

外
は
丹

塗
りか

。

30
15

02
6
66

Ⅱ
T

27
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

黒
粘
2
両

吉
武
土

師
吉

小
型
器

台
（C

系
）

2．
40

9・
10

自
褐

色
白
褐

色
や
や
精

良
。褐

色
粒

子
含

む
良
好

受
部

全
体

横
ナ
デ

受
部
全

体
横

ナ
デ

脚
部
と
の
接
合

面
が

残
る
。

30
16

02
3
39

Ⅱ
T

34
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（B

系
）

9・
10

10
．9
0
暗

赤
褐
色

暗
赤

褐
色

径
1
－
2m

m
程

の
長
石

・石
英
を
多

く含
む

。褐
色
粒

子
を
持
つ

良
好

脚
部

は
縦
ミ
ガ
キ　

頸
部

は
ナ
デ

脚
下
半

は
ハ
ヶ
目
、奥

は
ナ
デ　

受
部

は
磨

滅
し
て
不
明

脚
部
の

4ヶ
所

に
穿
孔

。

30
17

02
6
62

Ⅱ
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

取
上
げ

区
画
⑦

、耕
作

土
と
黒
色

流
路

の
西
側

吉
武
土

師
器

一
一
小

型
壷

7．
20

（8
・4
0）

5．
60

乳
黒
色

乳
黒

色
や
や
精

良
良
好

ナ
デ

ナ
デ

30
18

02
5
90

Ⅱ
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

吉
武
土

師
器

小
型
鉢

（B
系

）
6．
70

（9
．5
0）

9．
50

赤
褐

色
暗
赤

褐
色

径
1
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．長

石
）
を
多

め
に
含

む
°
褐
色

の
粒
子

が
見

ら
れ
る

良
好

ナ
デ

す
だ
れ
状
螺

旋
ハ

ヶ
目

30
19

02
6
68

Ⅱ
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

区
画
（9

、黒
粘

2両
吉

武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系

）
7・
40

13
．0
0

11
．3
0

自
褐

色
～
褐

色
白
褐

色
～
暗
褐

色
や
や
精

良
良
好

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
、上

半
は
ハ
ヶ
目
後

ナ

デ　
口
縁

部
は
工

具
ナ
デ

鹿
部

は
工

具
ナ
デ
後

ナ
デ　

胴
部

は
ナ

デ　
言
縁

部
は
ハ
ヶ
日

30
20

02
6
00

Ⅱ
第

Ⅱ
面
遺

構
検

出
面

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系

）
6．
80

9．
10

（2
0
．4
0）

赤
褐

色
赤
喝

色
径

2
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．衰

石
．雲

母
）
－

が
少
量

見
ら
れ
る

良
好
．胴

部
は
縦
ハ
ヶ
目
後

頸
部
に
横

ナ
デ

、

下
半

は
磨

滅
し
て
不

明　
口
縁
部

は
横

ナ
デ

胴
部

は
横

ナ
デ　

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ

全
体
を
化
粧

土
で
覆

っ
た
感

が
あ
る
。

30
21

02
5
92
．

Ⅱ
第

Ⅱ
画
遺

構
検

出
面

手
づ
く
ね
土
器

手
づ
く
ね
椀

4．
50

5・
30

赤
褐

色
～
暗
褐
色

暗
褐

色
径

1
m
m
程

の
砂
粒

（石
琴

．長
石
）
を
含
む
。

良
好

指
押

さ
え

ナ
デ

30
22

02
6
67

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

黒
粘
2
面

手
づ
く
ね
土
器

鉢
4．
20

8・
30

乳
赤
褐
色

乳
赤

褐
色

径
1
m
m
程
の
長

石
を
含
む

。褐
色

粒
子
を

持
つ

良
好

ハ
ヶ
目
、鹿

部
は
ナ
デ

指
押
さ
え
、ナ

デ

30
23

02
6
90

Ⅱ
Z

33
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

椀
3・
80

8．
50

淡
白
褐
色

淡
白
褐

色
径

2
m
m
程
の
石

英
を
多
く
含

む
良
好

指
押

さ
え　

ナ
デ

ナ
デ

30
24

02
5
27

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

椀
一一一一

5．
80

（1
4
．6
0）

浅
橙
色

黄
褐

色
精

良
土

良
好

ナ
デ　

鹿
部
は
ヶ
ズ
リ
状
の

ナ
デ

上
半

は
左

斜
行

の
ハ
ヶ
目　

下
半
は
ナ

デ

30
25

02
5
93

Ⅱ
第

Ⅱ
面

遺
構
検

出
面

吉
武
土

師
器

有
孔
鉢

（B
系

）
10
．3
0

16
．2
0

1．
9
0
赤
褐

色
～
白
褐
色

赤
褐

色
～

白
褐

色
径

0
．5
m

m
程

の
砂

粒
（石

英
．長

石
）
を
少

し
含
む

。褐
色
の
粒

子
が
見
ら
れ
る

良
好

ナ
デ

上
半

は
左

斜
行

の
ハ
ヶ
目　

下
半
は
縦

ハ
ヶ
目

孔
径

：0
．8
c
m
。

海
面 苺 器 渦 帥 巴



報
告

書

挿
図
番

号
登

録
番

号
遺 構 面

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点
土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈単

量
上
段

：土
器　

下
段
：土

製
品
〉

田　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

口
一一一一．L一
　　
　　
　　
　　
　　
　ノ　
　　
　　
　　
　　′

器
種

田

器
高

口
．器

受
部
径

最
大

径
底
．脚
構
高台

径
色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

潤
外

面
調

整
内
面

調
整

35
2

02
6
19

Ⅱ
R
．S

34
・3
5

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

甕
（B

系
）

．
2
2・
10

（1
6．
0
0）

（2
0．
0
0）

暗
褐

色
暗
褐

色
径

2m
m
程

の
長
石

．石
英

．小
片

の
雲

母
を

多
く含

む
。

良
好

胴
部
は
ハ
ヶ

目　
口
縁

部
一
肩

部
は
回

転
的
横

ナ
デ

胴
下
位
指

押
え
後

ナ
デ
、中

一
上
位

は
ケ
ズ
リ　

口
縁
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

内
外

面
全

体
に
煤

付
着

。

35
3

02
62
0

Ⅱ
R
．S

3
4．
3
5

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

甕
（C

系
）

2
61
70

（1
8．
0
0）

（2
5・
5
0）

白
褐
色

、暗
褐

色
白
褐
色

、暗
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

．石
英

．小
片
の
雲

母
を

多
く含

む
。褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

胴
部
は
細

筋
タ
タ
キ
後

下
半

に
縦
ハ
ヶ

目　
口
縁

部
は
回
転

的
横
ナ
デ

鹿
部
は
ナ
デ　

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は
回
転
的

横
ナ
デ

内
外

面
に
煤

が
付

着
。

35
4

0
26
1
1

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

01
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
1
1．
70

13
．3
0

17
．4
0

白
褐
色

白
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

・石
英

を
含
む

良
好

胴
上
半

は
縦
パ
ケ
目
後
肩

部
に
横
ハ

ヶ
日　

田
縁

部
は

回
転
的
横

ナ
デ

胴
中
位
は
ヶ
ズ
リ
、上

位
～
頚
部

は
ナ
デ

や
指
頭

圧
痕

後
横

ハ
ヶ
目　

口
縁

部
をま

外
面
肩

部
に
ヘ

ラ
描
沈
線

文
が
廻

る
外

面
に
煤
付

着
。

35
5

02
60
7

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J
－
0
1

N
o
．1

吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
12

．1
0

16
．1
0

（1
9．
00

）
暗
褐
色

、黒
色

暗
褐
色

、黒
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め

に
含

む
良
好

胴
部
は
パ
ケ
日
後

口
縁

部
～
肩

部
に
回

転
的
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
綾

部
は

回
転

的
横

ナ
デ

外
面

全
体

に
煤
付

着
。

35
6

02
63

1
Ⅱ

R
．S

34
．3
5

S
J
－
0
1

吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

12
．8
0

（1
3．
40

）
（1
9．
40

）
白
褐
色

白
褐

色
径
2
m
m
程

の
長
石

・石
英
を
多
く
含
む

良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
日
後

口
緑

部
～
肩

部
に
回

転
的
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は

回
転
的

横
ナ
デ

外
面

肩
部

に
櫛

措
波
状

文
が
廻

る
。外

面
に
黒
斑

。

35
7

02
61
2

Ⅱ
R
．S

34
・3
5

S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

15
・1
0

（2
7
・9
0
）

白
褐

色
自
褐

色
径

1－
3m

m
程

の
長

石
．石

英
な
ど
を
多

く
含
む
。
褐
色

粒
子

を
持
つ

良
好

胴
上

半
は
ハ

ヶ
目　

口
縁
部

～
頸
部

は
横
ナ
デ

閲
上

半
は
ヶ
カ

ナ　
果

部
に
ハ

ヶ
日

田
緑
部

は
横
ナ
デ

外
面
肩

部
に
ヘ

ラ
措

沈
線

文
が

廻
る
。外

面
に
煤

付
着

。

3
5
8

02
6
21

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
o
r山

陰
系

）
25
・4
0

25
・4
0

灰
褐
色

灰
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
・石

英
を
多

く含
む
。

良
好

胴
部

は
縦
ハ
ヶ
日
後
中
位

に
横
ハ

ヶ
目
、

上
位

～
頸
部

に
回
転

的
横
ナ
デ

鹿
部

は
ヶ
ズ
ー1
後

ナ
デ　

胴
部

は
ヶ
ズ

リ
、下

半
は
ハ

ヶ
日
？

外
面
肩

部
に
櫛

描
波

状
文

が
廻

る
。
外
面

下
半

に
煤
仲

着

3
5
9

02
6
33

Ⅱ
R
・S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

19
．6
5

（1
7
．2
5）

（2
2
．1
0）

灰
褐
色

灰
褐

色
径

1
m
m
程
の
長

石
．石

英
を
多
く
含
む
。
褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

胴
部

は
縦
ハ
ヶ
目
後
部

分
的

に
横

！、
ヶ

目　
口
縁
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

O

外
面
全

体
に
煤

付
着

。

35
10

02
60

6
Ⅱ

R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

N
o．
1

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

8．
20

（1
4
．2
0）

16
・2
0

暗
砲

色
暗
褐

色
径

1m
m
程
の
長

石
を
多
く
含

む
。
褐
色

の
粒

子
を
持

つ
良
好

胴
上
半

は
パ
ケ
目　

口
縁

部
－
頸

部
は

回
転

的
横
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

外
面
全

体
に
煤

付
着

。

35
11

02
63

0
Ⅱ

R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

7．
60

（1
3
．2
5）

14
．9
0

白
褐

色
自
褐
色

径
1m

m
程

の
砂
粒

を
多
く
含
む

（長
石

．石
英

）
良

好
胴

上
半

は
ハ
ヶ
目
後

肩
部

横
ナ
デ

？
口
縁
部

は
横
ナ
デ

胴
上
半

は
ヶ
ズ
リ　

言
縁

部
は
横

ナ
デ

径
の
1／
4の

残
存
部

に
対

し
、2

ヶ
所

に
列

点
文

あ
り
。

36
12

0
26
27

Ⅱ
料
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系
）

6．
10

白
褐
色

白
褐
色

径
2m

m
程

の
長

石
を
含
む

良
好

脚
裾
部

は
横
ナ
デ
、脚

柱
部

は
縦
工

具
ナ
デ

？
杯

部
下

半
は
ナ
デ

脚
裾
部

は
ハ

ヶ
目
、脚

柱
融

ま
シ
ポ

リ
痕

に
ナ
デ　

杯
鹿
部

は
ナ
デ
後

放
射
状

ミ
ガ
キ

内
外
面

に
煤

が
付

着
。

36
13

0
26
25

－寧
R
．S

34
．3
5

S
J－

01
吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系
）

12
．6
0

18
．4
0

（1
2
・2
9）

赤
褐

色
赤

褐
色

径
2m

m
程

度
の
長

石
．石

英
を
多
く
含
む

良
好

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
日
、脚

柱
部

は
縦
ナ
デ

杯
下

半
は
ナ
デ
、上

半
は
ハ
ヶ
日
後

ナ
デ

脚
裾

部
は
ナ
デ　

j不
鹿

部
は
ナ
デ

、上
半

は
ハ

ヶ
目
後
工

具
ナ
デ

脚
裾

部
に
3
ヶ
所

穿
孔

。
内
外

面
に
黒
斑

あ
り
。

36
14

02
62
6

Ⅱ
R
・S

34
．3
5

S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
高
杯

（C
系
）

6
．1
5

19
．7
0

白
赤
褐

色
白
赤
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

を
少

し
含

む
°褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

磨
滅
し
て
不

明
磨
滅

し
て
不

明
脚
部

と
の
接

合
面

が
残
る
。

36
15

02
63
4

Ⅱ
R
．S

34
－．3
5

S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

高
杯

（D
系
）

（1
8．
80

）
（1
1・
7
5）

赤
白
褐

色
赤

白
褐
色

小
片

の
長

石
を
含

む
。
褐
色

粒
子

を
持

つ
良
好

脚
部
は
ハ
ヶ
目
後

ミ
ガ
キ
や
ナ

デ　
杯

下
半
は
ミ
ガ
キ

？、
上

半
は
ハ
ヶ
目
後
粗

脚
裾

部
は
羽
状

ハ
ヶ
日
、脚

柱
部

は
ナ

デ
1
杯

鹿
部

は
ハ
ヶ
目
、上

半
は
パ

ケ
自

後
ま
ば
ら
な
縦

ミ
ガ
キ

脚
柱

部
の
屈

曲
部

付
近

に
2ヶ

所
穿
孔

。
外
面

に
黒
班

あ
り
。

3
6
16

02
61
0

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

丸
底

壷
（B

系
）

11
．9
0

（1
4
・4
0
）

16
－2
0

白
褐

色
～
暗
褐
色

白
褐

色
～
暗

褐
色

径
2
m
m
程

の
長

石
・石

英
を
多

捌
こ
含
む

良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
目　

口
縁

～
肩

部
は
ナ
デ

胴
部

は
ハ
ヶ
目　

口
縁
部

は
ナ
デ

内
外

面
と
も
胴

下
半

に
黒
斑

。

3
6
17

02
6
13

Ⅱ
R
．S

34
・3
5

S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

台
付

の
甕
。r
壷

4．
3
5

14
．1
0
白
褐

色
白
褐

色
径
1
m
m
程
の

石
英

．長
石
を
多
く
含
む
。
褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

脚
部

は
ナ
デ

脚
部

は
ナ
デ

、指
オ
サ
エ

胴
部

と
の
接
合

面
残

る
。
接

合
面

や
内
面

に
黒
斑
あ

り。

36
18

02
6
09

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

丸
底
壷

19
．3
0

15
．3
0

2
2．
00

暗
褐
色

暗
褐

色
径

2m
m
程

の
長

石
を
含

む
良
好

胴
部
は
パ
ケ
目
（中

位
以

下
は
剥

離
し
て

い
る
）

言
縁

部
は
ハ
ヶ
目
、端

部
は
ナ
デ

胴
部

は
ケ
ズ
リ　

頸
部

下
は
ハ
ヶ

目

口
縁
部

は
ナ
デ

36
19

02
6
15

Ⅱ
R
・S

34
．3
5

S
J－

0
1ノ

1
吉

武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系

）
6．
00

（1
1．
60
）

10
．3
0

赤
褐

色
華
褐

色
精
良

良
好

鹿
部

は
ミガ

キ　
胴

部
も
口
縁

部
もハ

ヶ

目
後

細
密
横

ミ
ガ
キ

鹿
部

は
工

具
ナ
デ
後

ナ
デ　

胴
部

は
ナ

デ　
口
縁

部
は
ハ
ヶ
自

外
面
鹿

部
に
赤

斑
あ
り
。

36
20

02
6
18

Ⅱ
R
．S

34
・3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

10
．0
0

10
．7
0

12
・9
0

白
褐

色
白
褐
色

精
良

良
好

胴
下

半
は
磨
滅

し
て
不

明
－、上

半
は
ハ

ヶ
目　

口
縁
部

は
ナ

デ
胴

部
は
ハ
ヶ
目　

口
縁
部

は
ハ

ヶ
目

36
21

0
19

13
Ⅱ

R
・S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

小
型
丸

底
壷

8．
10

12
．8
0

白
褐

色
白
褐
色

径
1m

m
程

の
泉

石
．雲

母
を
多

く含
む
。

良
好

胴
部

は
ハ

ヶ
日
後

？下
位

に
縦
ミ
ガ
キ
、

中
位
に
横

ミガ
キ
を
細

密
に
施

す
胴

下
位

は
パ

ケ
目
後

ナ
デ
、中

一
上

位
は
ハ
ヶ
日

胴
一部
外

面
下

半
に
黒

斑
。

36
2
2

0
26
23

Ⅱ
R
．S

3
4・
35

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

小
型
丸
底

壷
10
．0
0

12
・8
0

赤
褐

色
赤
褐

色
径

1m
m
程

の
長

石
．小

片
の
雲
母

を
含

む

。
褐
色

粒
子
を
持
つ

良
好

胴
部
は
ナ
デ

？
－
肩

一
口
緑

部
は

回
転

的
横
ナ
デ

鹿
部
は
ハ
ヶ
日
後
ナ
デ　

胴
部

は
ハ
ヶ

目　
口
線

部
は

回
転
的

横
ナ
デ

外
面
胴

部
に
黒
斑

や
赤

斑
あ
り
。

36
2
3

0
26
22

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

01
吉
武

土
師
器 言

長
頸
壷

（B
系

）

払
表芸

／∧
．惑

18
．1
0

（1
3．
10
）

（1
4．
50

）
赤
褐

色
赤
褐
色

精
良

－
良

好
胴

部
は
ナ
デ

？
肩

～
口
頚

部
は
ハ
ヶ

目
後

回
転
的

横
ナ
デ

胴
下
～
中
位

は
ハ

ヶ
自　

頸
部

下
は
粘

土
紐

接
合

痕
あ
り　

口
頸
部

は
ハ
ヶ
目

後
回
転

的
横
ナ
デ

外
面
胴

部
に
黒
斑

や
赤
斑

あ
り
。

36
24

0
26
08

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

01
吉
武

土
師

器
＿
重

言
縁

冤
A
糸

暗
褐

色
暗
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

を
含

む
良
好

ナ
デ

磨
滅

？
横
ハ

ヶ
目

内
面
に
炭
素

吸
着

36
25

02
60
5

Ⅱ
R
・S

34
．3
5

S
J
－
0
1

串
式

土
師

器
壷

（B
系
）

9
．8
0

（3
1・
50

）
暗
白
褐

色
暗
白
褐

色
精

良
良
好

胴
上
半

に
ハ

ヶ
目　

頸
部

は
ナ
デ

胴
上

半
は
ハ
ヶ
目　

頸
部
下

に
指
頭

圧
痕

。

内
面
の
粘
土

紐
接

合
痕

が
明

瞭
。

36
26

02
63
2

Ⅱ
R
・S

34
．3
5

S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
短
頸

ヒ
サ

ゴ
壷

（東
海
系

）
8
・0
5

9
．3
0
－

褐
一色

褐
色

径
2m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多
－め

に
含

む　
－良
好

肩
部

は
縦
パ

ケ
目
後
ミ
ガ
キ

ー口
頚
部

は
ミ
ガ
キ

胴
上

半
は
ナ
デ　

頚
部

は
工
具

ナ
デ

口
頚

部
は
ナ
デ

胎
土

な
ど
か
ら
在

地
産
と
思

わ
れ
る
。

3
6
27

02
61
4

Ⅱ
R
・S

34
．3
5

g
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

ロ

鉢　
－

9
・9
5

（2
7．
50

）
c

暗
褐
色

暗
褐
色

径
2
m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多
く含

む
。
褐

色
の
粒

子
を
持

つ
良
好

器
表

面
が

剥
離

し
て
不

明
鹿
部

か
ら
口
縁

部
へ

掻
き
上
げ
る
ハ
ヶ

目

3
6
28

02
6
16

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

、
埠

C
3・
10

11
・6
0

褐
色

褐
色

精
良

良
好

体
部

下
半

は
ケ
ズ

リ　
口
縁

部
は
ナ
デ

工
具

ナ
デ
？

3
6
29

0
19
21

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器　

′
椀

4．
10

（1
1．
40

）
白
褐

色
白
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

を
少

量
含

む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

全
面

細
密

横
ミ
ガ
キ

ミガ
キ
後
ナ
デ

36
30

02
6
17

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

椀
3．
9
0

12
．4
0

褐
色

褐
色

精
良

良
好

体
部

下
半

は
ケ
ズ
リ
、上

半
は
ハ
ヶ
目

す
だ
れ
状
螺

旋
ハ

ヶ
目
後

鹿
部

に
ナ
デ

36
31

01
9
20

Ⅱ
R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

椀
3．
40

13
．7
0

褐
色

褐
色　

－
径

1
m
m
程
の
砂

粒
を
含
む

良
好

体
部

下
半

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は
ナ
デ

ハ
ヶ
目
後
工

具
ナ
デ

、ナ
デ　

口
縁

部
は
ナ
デ

外
面

に
黒

斑
あ

り、
そ
の
周

囲
は
赤

斑
。

37
32

01
9
31

Ⅱ
R
・S

34
・3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（C

系
）

8．
20

9．
50

11
．6
0
灰

褐
色

灰
褐

色
精

良
良
好

脚
部

は
ナ
デ　

受
部
－
頸

部
に
ヶ
ズ
リ

立
ち
上

が
り
は
横
ナ
デ

脚
部

は
ハ
ヶ
目
後
ナ
デ　

受
部
は
ハ
ヶ

日
後
ナ
デ　

立
ち
上

が
り
は
横

ナ
デ

脚
部
に
2
ヶ
所

焼
成

後
穿

孔
。

37
33

02
62

9
Ⅱ

R
．S

34
．3
5

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（C

系
）

9．
00

9－
50

（1
2．
70

）
赤
褐

色
赤
軍

色
精

良
良
好

脚
下

半
は
ハ
ヶ
日
、上

半
は
ナ
デ　

受
部
は
工

具
ナ
デ　

立
ち
上
が

りは
横

ナ
デ

脚
一部

は
ハ
ヶ
目
、奥

部
に
工
具

痕　
受

部
は
放
射
状

工
具
ナ
デ　

立
ち
上
が

り
は
横

ナ
デ

脚
部
に
穿

孔
（2
孔

？
）。

頸
部

に
沈
線

。

37
34

02
62

8
Ⅱ

R
・S

34
・3
5

S
J－

0
1

N
o．
1

吉
武

土
師
器

小
型
器

台
（C

系
）

81
80

10
・0
0

（1
2
．0
0）

赤
褐

色
赤
褐

色
精

良
良

好
脚

部
は
縦

ハ
ヶ
日
後

ナ
デ　

ー受
部

は
ナ

デ　
立

ち
上

が
り
は
横

ナ
デ

脚
部
は
ハ
ヶ
目
後
ナ
デ
、奥

部
に
工

具
痕　

受
部
は
ハ
ヶ
目
後
ナ
デ　

立
ち
上

が
りは

横
ナ
デ

杯
．脚

の
接
合

は
脚

頂
部

凸
面
付

加
法
。
脚
部

に
穿
孔

（2
孔

？）
。

37
3
5

0
26
24

Ⅱ Ⅱ Ⅱ

R
．S Q Q

3
4．
35

S
J－

0
1

尋

床
面

掘
り
下

げ　
　　
　　
　　
　　

弓吉
武

土
師
器

′
大

型
甕

（A
系
）

1こ土
ゴ．

宜 甕

（3
2．
00

）－

自
由
色

白
褐
色

径
2m

m
程

度
の

長
石

．石
英
な
ど
を
多

く含
む

良
好

良
好

良
好

胴
下
半

は
横
ハ
ヶ
後

縦
ハ
ヶ　

扁
平

突
帯
貼

付
し
て
ナ
デ
付
け
後

項
面

に
横

ハ
ヶ
目
を
廻

ら
す

胴
下
半

は
ハ

ヶ
目

甕
棺
で
あ
ろ
う
。外

面
に
黒

斑
あ

り。
傾

き推
定
。

須
元

口
径

：3
5c

m
前
後

。

42
1

0
21
05

3
0

S
C
－
0
1

ホ
生

土
器

黄
褐

色
黄

褐
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

頸
部

は
ナ
デ

？
ミガ

．キ

42
2

0
21
10

3
0

S
C
－
0
1

駄
生

土
器

橙
褐
色　
　

朗
色　
　

編
笠

冒
㌘

英
・長

石
を
少
し
、雲

母
を

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
目
の
後

に
横
ナ
デ

体
部

は
ナ
デ

詮 価 苺 ・
・

i田

渦 畑



報
告

書

挿
図
番

号
登

録
番

号
遺 構 面

遺
構

名
備

考
．出

土
地

点

土
器

（土
製

晶
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

器
種

器
高

口
．器

受
部
径

最
大
径

底
・脚
構
高台

径
色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式
な
ど

器
種
－

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

42
3

0
21
0
9

Ⅱ
Q

30
S
C
一
0
1

床
面

弥
生
土
器

甕
橙
褐

色
橙
褐

色
1m

m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

横
ナ
デ

横
ナ
デ

復
元
口
径

：3
0
cm

前
後

。

42
4

0
21

11
Ⅱ

Q
30

S
C
－
0
1

弥
生
土
器

－全 句至
15
・2
0

11
．6
0
明
橙

褐
色

一
明
黄

褐
色

明
橙

褐
色

一
明
黄

褐
色

3
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

ハ
ヶ
日
の
後

に
縦

の
ミ
ガ
キ

ナ
デ
の
後

に
部
分

的
に
ミ
ガ
キ

42
5

02
10
3

Ⅱ
Q

30
S
C
－
0
1

土
製
品

投
弾

3．
85

2．
05

明
黄

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

42
7

02
10
8

Ⅱ
Q
－

28
S
C
－
0
1

埋
土

中
吉

武
土

師
器

椀
4．
30

（8
．6
0）

明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

2
m
m
以

下
の
石

英
・長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

良
好

ナ
デ

、端
部

は
横

ナ
デ

ナ
デ
、端

部
は
横

ナ
デ

外
面
に
黒

甕
。

42
8

02
10
7

Ⅱ
Q

28
S
C
－
0
1

埋
土
中　

－
吉

武
土

師
器

椀
（B
系

）
4・
60

12
．2
0

4．
10

黄
褐

色
黄
褐

色
2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む　

－
良

好
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

鹿
部

縁
は
縦

ハ
ヶ

目　
外

底
は
ナ
デ

口
縁

部
は
横

ナ
ァ　

下
半

は
す

だ
れ
’

螺
旋
ハ
ヶ
目

42
9

02
10
4

Ⅱ
Q

30
S
C
－
0
1

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

10
．0
0

（1
0
．0
0）

暗
黄

褐
色

暗
黄

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
・雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

は
ハ

ヶ
目
後
ナ
デ

か　
口
縁
部

は
横

ナ
デ

胴
部
は
工

具
ナ
デ

（ハ
ヶ
目
？
）

口
縁

部
は
横
ナ
デ

／

42
10

02
10
1

Ⅱ
Q

30
S
C
－
0
1

吉
武
土

師
器

小
型
甕

（1
1・
00
）

9．
40

黄
褐

色
黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
．

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

は
条
痕
の
よ
っ
な
ハ

ヶ
目　

口
縁

部
ハ
ヶ
目

胴
部
は
ヶ
ス
リ
に
近

い
ナ
ァ　

口
緑

部
は
横

ナ
デ

42
11

02
10
2　

－
Ⅱ

Q
30

S
C
－
0
1

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
鉢

（C
系

）
暗

黄
褐
色

暗
黄

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
・長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
。
精
良

良
好

磨
滅

し
て
不

明
胴

部
は
磨

滅　
口
縁
部

は
ハ
ヶ
目

言　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

J、
　　
　

立

42
12

02
10
0

Ⅱ
Q

30
S
C
－
0
1

吉
武
土

師
器

壷
（B
系

）
6．
40

5．
5
0
黄
褐

色
黄
褐

色
5m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や

や
多
く
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

鹿
部

は
大
小
の
圧

痕　
胴

下
位

は
ミカ

キ

ノく

胴
下
位

は
工
具

ナ
デ

内
面
は
器

表
面

が
弾

け
飛
ぶ

（外
面
も
少
し
）。

鹿
部
仲

近
黒
斑

。

立　
　　
　　

一　
、
、　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

、
、
．

42
13

02
10
6

Ⅱ
Q

28
S
C
一
0
1

埋
土
中

吉
武
土

師
器

高
杯

（B
系
）

（2
4
．0
0）

黄
褐

色
黄
褐

色
1m

m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

杯
部

下
半

は
ハ

ヶ
目
後
ミ
カ
キ
、上

半
は

ハ
ヶ
目

杯
鹿
部

は
磨
滅

し
て
不

明
、上

半
は
ハ

ヶ
目

杯
部
外

面
に
煤

状
の
黒

い
付

着
物

あ
り、
液

体
状

に
垂
れ

て
い

る
。

43
14

02
2
53

Ⅱ
Q
－

30
　

－S
P
－
00

0
1

南
半
分

吉
武
土

師
器

鉢
（B
系

）
5．
00

11
・7
0

4．
2
0
暗

白
褐
色

白
褐

色
径

1
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．長

石
）
を
含

む
（雲

母
も
少

み々
ら
れ
る
）

良
好

口
縁
部

は
壙
ハ
ヶ

自　
体

部
下

半
は
縦

ハ
ケ
目

ハ
ヶ
日

43
15

02
2
54

Ⅱ　
－

Q
30

S
P
－
00

0
1

南
半
分

弥
生
土

器
高
杯

10
．1
0

10
．3
0

赤
褐
色

．
赤
褐

色
径

3
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．長

石
）
を
多

く

含
む

良
好

杯
部

は
細

か
な
横

ミガ
キ　

脚
部

は
縦

－
の
ミガ

キ　
全
面
丹

塗
り

杯
部

は
一棟

ミガ
キ　

脚
部

は
細
か

な
横

ハ
ヶ
目

4
6
1

01
8
88

Ⅱ
Q

34
S
K
一
0
30

吉
武
土

師
器

甕
（D
系

）
12
．3
0

（1
4
．6
0）

16
．4
0

白
褐

色
白
褐

色
径

1
m
m
程
の
長

石
・石

英
を
多

く
含
む
。

良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
目　

口
縁
部

は
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
ハ
ヶ
H
後

横
ナ
デ

外
面

に
煤

付
着

。
内
面

に
炭
素

吸
着

°

4
6
2

01
8
89

Ⅱ
－

Q
34

S
K
－
0
30

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（0
系

）
7．
80

（1
1．
00
）

10
－4
0

淡
赤
褐

色
淡
赤

褐
色

径
1
m
m
程
の
長

石
を
多

く含
む

。褐
色
粒

子
を
持
つ

良
好

胴
下

半
は
ケ
ズ
リ
後

、上
半

は
ハ

ヶ
目
後

に
細
密
横

ミ
ガ
キ　

ロ
緑

部
は
細

密
横

ミガ
キ

胴
部

は
ナ
デ　

頸
部

下
は
工

具
ナ
デ

言
縁
部

は
ハ
ヶ
目
後

端
部

に
ナ
デ

4
7
1

02
2
59

Ⅱ
T

29
S
P
－
0
15

8
吉

武
土

師
器

甕
（B
系

）
25
．4
0

（1
9
．9
0
）

（2
3
．3
0）

3
．4
0
白
褐

色
一
黒

褐
色

黒
褐

色
径
2
m
m
程
の
砂

粒
（石

英
．長

石
）を

多
く

含
む

／　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　一
一一1ゴー
　　
　　
　A

良
好

胴
下

半
は
粗
い

ハ
ヶ
目
、
（上

半
は
磨
滅

し
て
不

明
）

鹿
部

は
ナ
デ　

口
縁
部

は
ナ
デ

J　
立　
　　
　　
　

－や
　　
　
立　
　　
　

－・

胴
部

は
ナ
デ
後

ヶ
ズ
リ　

言
縁
部

は
ナ

7－
外
面

に
煤

付
着

。

5
6
1

02
2
75

Ⅱ
T

39
S
W

一
0
1

／＼
8・
20

26
．0
0

24
．6
0

′　ヽ
径
2m

m
王
の　

・
失　
　

言
口
確　

言
は　

ナ
ァ　
　

口
は
ナ
ァ

7－

5
6
2

02
2
74

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

弥
生
土

器
甕

5．
10

（3
5
．6
5
）

灰
褐
色

灰
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横
ナ
デ

ナ
デ

5
6
5

0
11
81

Ⅱ
T

35
S
W

－
0
1

吉
武
土

師
器

台
付

甕
14
．1
0

16
．1
5

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
指

オ
サ
エ

、
上
半

に
ナ
デ　

口
縁

部
は
ナ
デ

胴
部

は
パ

ケ
メ　

ロ
縁
部

は
ナ
デ

外
面

頚
部

に
接

合
痕
が
沈

線
状

に
残
る
。

5
6
3

02
28
3

Ⅱ
－

T
39
　

－S
W

－
0
1

土
製

品
紡
錘

車
4・
8
3

2．
6
0

1．
30

白
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

．石
英

．小
片

の
雲
母

を
多
く
含
む

良
好

ナ
デ

5
6
4

02
27
1

Ⅱ
T

39
S
W

一
0
1

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
or
B
系
）

6．
5
0

（1
4
・5
5
）

茶
褐
色

茶
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
め
に
含

む
良
好

胴
部

上
半

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ナ
デ

立　
　　
　

，・
　　
　
㎡　
立　
　　

b　
　　
　　

／1

胴
部

上
半

は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ハ
ヶ

メ
後
ナ
デ

外
面

に
煤
付

着
。

56
6

0
19
95

Ⅱ
T

39
S
W

－
01

吉
武
土

師
器

甕
（B

系
）

15
．4
0

（1
9．
75

）
28
．3
0

黒
褐
色

～
白
茶
褐

色
黒

褐
色

～
自
茶
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

．石
英
を
含
む

放　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

会

良
好

胴
部
は
ナ
ァ　

口
縁
都

は
指

オ
サ
エ

後
ナ
デ

胴
部

は
浅

い
ハ
ヶ
メ
と
ナ
デ

（磨
滅
）

’
L
O
ケ
ツ
？
箱　

‾消
し

外
面

に
接

合
痕
が
若

干
残

る
。

鹿
部

は
J、
平

底
56

7
02

26
8

Ⅱ
T

35
S
W

－
01

吉
武
土

師
器

柑
（B

系
）

5．
9
0

1．
80

白
褐
色

黒
褐
色

佳
1m

m
大
の

長
石

・石
英
を
多
く
己
む

放　
　　
　　

言　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

．仝
ト

良
好

胴
下

半
は
タ
タ
キ

、′
　
Ⅰ　
　　
　　
　　
　

く《
　立

胴
下

半
古
ハ
ヶ
メ
・後

ナ
7
7

’′
ま　

ズ
1　

敵
立　

は
ハ
ヶ
目

氏
ロ　

′　
　

氏
。

56
8

02
27
2

Ⅱ
T

39
S
W

1
01

吉
武
土

師
器

甕
（C

系
）

黒
褐
色

白
茶

褐
色

僅
1m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
く
己
－む

公乙
　　
　　
　

ロ　
　　
　　
　　
　

ー一一1志
せ
■各

良
好

胴
上

半
は
細

筋
タ
タ
キ　

頚
部

は
横

ナ
ァ

胴
上

半
古
ヶ　

ノ　
頸
部

下

日
外
面

肩
部

に
櫛
措

波
状

文
後
櫛

描
首
線
文

が
廻

る
56

9
56

9
Ⅱ

T
39

S
W

－
01

吉
武
土

師
器

甕
褐
色

住
1m

m
程

の
長
石

．石
其
を
己
む

良
好

磨
滅

し
て
不

明
磨
滅

し
て
不

粥
目
口　

～　
　　
　　
　

穆
耀
椚
葡
厘
．　
　　
　　

°

56
10

02
27
3

Ⅱ
T

39
S
W

－
01
1

吉
武

土
師

器
甕

（D
一系

）

士

4
．2
0

（1
6．
00

）
白
褐
色

白
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め

に
含

む

4又
　　
　　

ロ　
　

ゴ、、
．止　
　　

A

良
好

言
縁

部
～
肩

部
は
横

ナ
デ

㎡
、

ま　
叫

鋼
上

半
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
横
ナ
デ

‾
次
口
縁
部

は
ナ

‾。

外
面

に
煤
付

着
。

外
面

に
鋸
歯

形
の
線

刻
あ
り

56
11

02
26
9

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

式
土
師

器
二
重

口
′　

さだ
5
．5
0

19
・4
0

′
、　

．
色

′
、

色
．

色
住

1m
m

王
の
砂

址
を　

己
む
。

＿
／

口
縁

日
も　
ナ
ァ

／　
　　

口　
　　

7．
し－
、　
　　
　
／、
　
更
クC
　　
　
。

56
12

02
27
0

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

吉
武

土
師

器
二
重

口
縁

壷
（山

陰
系

）
6
．2
0

（2
2．
80

）
白
褐
色

白
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

・石
英

．小
片

の
雲

母
を

多
く含

む
良
好

口
縁

部
～
頚

部
は
回

転
的
横

ナ
デ

口
縁

部
～
頸
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

56
13

0
11
80

Ⅱ
T

35
S
W

1
0
1

古
式

土
師

器
二
重

口
縁

壷
（A

系
）

12
・4
0

（2
5．
20

）
白
褐
色

白
褐

色
径

2m
m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む
。

良
好

肩
部
は
ノー
ケ
目
後

ナ
デ　

言
縁
部

．頚
部

と
も
ナ
デ

胴
上

半
は
ハ
ヶ
目　

頸
部
は
指

頭
圧

痕

後
ナ
デ　

口
頸

部
は
ハ
ヶ
目　

端
部
は

横
ナ
デ 、
立　
　　

ヒ1
　　
　　
　　
　　

‾す
　　

立

頸
部

刻
目
突
帯

貼
付

後
ナ
デ
付

け
。
口
頸
部

内
面

に
黒

斑
？
。

56
14

0
11
79

Ⅱ
T

35
S
W

－
0
1

吉
武

土
師

器
高
杯

（B
系
）

9
・2
0

12
・7
0
黒
褐

色
黒

褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

め
に
含

む

ノ　
　　
　　
　　
　ロ
　　
　　
　　
　　
　　
ー一一は
－・　
　　
　　
A

良
好

脚
部
は
縦

ミガ
キ

立　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

や．△
・　
　
ヰ

脚
柱

あ
ま指

オ
サ

エ
や
ナ
ァ
、裾

部
は

縦
ミ
ガ
キ

脚
頂

部
の
接

合
面

は
凹

面
を
呈
す
る
。

56
15

0
22
79

Ⅱ
T

35
S
W

－
0
1

吉
武

土
師

器
高
杯

（C
系
影

響
下

の
B
系

）
6
．9
0

（2
0．
00

）
白
褐
色

白
褐
色

径
2
m
m
程
の

長
石

．石
共
を
多
く
己
む
。
褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

杯
部
は
ハ
ヶ
目
が
残
る
が
三

体
が
磨

滅
し
て
不
明

杯
鹿

部
は
ナ
デ
、上

半
は
ハ

ケ
目

脚
部

と
の
接

合
面

が
残
る
。

56
16

0
22
8
1

Ⅱ
T

39
SW

－
0
1

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系

）
13
．7
0

23
．7
5

（1
2
．4
5）

灰
褐

色　
－

戻
褐
色

径
2
m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む

良
好

全
面
磨

滅
し
て
不

明
全
面

磨
滅

し
て
不

明　
脚
柱

部
は
シ
ポ

リ
痕

サ　
　
ー。
　　

立

脚
裾

部
は
4
ヶ
所

穿
孔

。
杯
内

面
に
黒
斑

あ
り
。

径
3
m

ほ
ど
の
軸

芯
痕

が
貫

通
。
杯
部

と
の
接
合

面
残

る
脚
裾

に
焼
成

前
穿

孔
。

別
項

部
内
面

に
軸

芯
痕

あ
り
°脚

裾
部

の
4
カ所

に
外
面

か
ら
焼

成
前

穿
孔

°

56
17

0
22
80

Ⅱ
T

35
SW

－
0
1

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系

）
8．
70

白
褐
争

白
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英

を
含

む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
目
、脚

柱
部

は
縦
ミ
ガ
キ

立ヽ　
　　

ハ

脚
柱

部
は
シ
ポ
リ
痕

に
ナ
ァ
、裾

部
は
ナ

デ

立ヽ　
　　
　　

‾・
56

18
0
19
9
3

Ⅱ
T

39
S
W
－
0
1

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系

）
12
．3
0

（1
3
．5
5）

赤
褐

色
赤
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

良
好

脚
裾

部
は
ハ
ヶ
メ　

脚
柱
部

は
縦

工
具

ナ
デ　

時
下
半
は
ナ
デ
、上

半
は
ハ
ヶ
メ

脚
柱

部
は
ナ
ァ

、裾
部

は
ハ

ヶ
メ　

杯

鹿
部
は
ナ
デ
、上

半
は
ナ
デ

56
19

02
27

7
Ⅱ

T
39

S
W
－
0
1

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系
or
山

陰
系

）
12
．4
0

（1
4．
5
5）

（1
6
．5
0）

白
赤
褐

色
白
赤
褐

色
径

1m
m
程

の
長

石
を
含
む
。
褐
色

粒
子

を

持
つ

良
好

脚
裾
部

は
ナ
デ　

脚
柱
部

は
ハ
ヶ
日

杯
部
は
ナ
デ

脚
屈

曲
部

に
指
頭

圧
痕

後
裾

部
に
か

け
て
ナ
デ　

脚
柱

部
は
シ
ポ
リ
痕　

杯
部

下
半

は
ナ
デ

、上
半

は
ハ
ヶ
目
？

脚
柱

部
一
杯

鹿
部

へ
軸
芯

痕
が
貫

通
°
脚
裾

部
に
6
カ

所
穿

孔
。

、　
　　
　　一

56
20

02
27

8
Ⅱ

T
39

S
W
－
0
1

吉
武
土

師
器

高
杯

（B
系
）

9・
60

（1
6
．0
0
）
白
褐

色
白
褐
色

径
2m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多

く含
む

良
好

脚
裾
端

部
に
ナ
デ　

脚
柱

部
に
縦

ミカ
キ

脚
部
は
全

面
ナ
デ　

杯
鹿

部
は
ナ
デ

杯
鹿

部
は
円
盤
形

粘
土

を
充

填
。脚

屈
曲
部

付
近

に
4ヶ

所
焼
成

前
穿
孔

。

56
21

02
26

7
Ⅱ

T
39

S
W
－
0
1

吉
武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系

）
5．
90

（1
1・
60
）

11
・1
0

白
赤

褐
色

白
赤
褐

色
小

片
の

雲
母

、長
石

を
含

む
。褐

色
粒

子
を

持
つ

4又
　　
　

口　
　　
　　

車　
　

ふ
む

良
好

良
好

胴
部

は
ナ
デ　

口
縁

部
は
ナ
デ

指
押
さ

1

胴
部
は
ナ
デ　

口
縁
部

は
ハ
ヶ
目

56
22

75
1

02
2
82

02
3
04

Ⅱ Ⅱ

T U U

35 31

S
W
1
0
1

S
W

－
0
2

弥
生
土

器

弥
生
土

器

器
台

甕 甕 甕

土
日

7．
80

（6
．7
0）

3
．6
0

淡
黄
褐
色

淡
黄

褐
色

径
1m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

言
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ

内
外
面

に
焦
げ
や

煤
が
付

着
。

7
5
2

02
2
99

Ⅱ
32
．3
2

S
W

－
0
2

弥
生
土

器
白
黄

褐
色

白
黄

褐
色

径
1
m
m
程

の
長

石
．4
＼片

の
雲
母

を
多
く

含
む

良
好

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

直
下

は
横
ミ
ガ
キ

状　
下
半

は
縦

ハ
ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

7
5
3

02
2
94

Ⅱ
31

・3
2

S
W

－
0
2

弥
生
土

器
8．
70

白
褐

色
白
褐

色
径

1
m
m
程
の
長

石
．石

英
を
多

く含
む
。
褐

色
粒
子

を
持
つ

パ
ケ
メ　

鹿
部
ナ
デ

胴
部
は
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ

価 苺 器 渦 難 戦



報
告
書

挿
図
番
号

登
録

番
号

遺 構 面
グ

ノッ
ド

遺
構

名
備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器　
下
段

：土
製
品

〉

器
種

器
同

田
．器
又
部
憧

最
大
僅

底．
脚
部
南
口僅
又　
　　
　　
　

色
調

胎
土

焼 成
調
整

備
考

／
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
潤

内
面

色
調

75
4

02
31
4

Ⅱ
U

31
・3
2

S
W

－
0
2

弥
生
土

器
・甕

15
・6
0　
　

15
．0
0

6．
3
0
暗

白
褐
色

暗
白
褐

色
径

2
m
m
程

の
長

石
・石

英
を
多
く含

む
°
褐

色
粒
子

を
持

つ
良
好

外
面

調
整

言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

か

内
面
調

整

ナ
デ

7
5
5

02
3
09

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

弥
生
土

器
甕

9．
7 0
　　

18
．9
0

暗
褐

色
暗
褐

色
径

2m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

め
に
含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
日

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
日　

下
半

は
ナ
デ

炭
化
物
付

着

75
6

02
3
10

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

S
W
－
0
2

S
W
－
02

弥
生
土
器

甕
11
．5
0

（2
2
．9
0）

径
2m

m
程

の
長

石
・石

英
を
多

く含
む

良
好

言
緑
部

は
壙

ナ
デ　

体
部

は
細

か
な
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ　

炭
化
物

付
着

75
7

02
3
18

Ⅱ
U

31
．3
2

弥
生

土
器

甕
11
．9
0

（3
2．
8
0）

暗
白
褐

色
暗
白
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

・雲
母

を
多

め
に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
目　

下
半

は
ナ
デ

75
8

0
23

17
Ⅱ

U
3
1．
3
2

弥
生

土
器

甕
12

．6
0

（3
3．
70

）
黒
褐

色
黒

褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

・石
英

．小
片
の
雲

母
を

多
め
に
含
む

良
好

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

煤
ナ
デ

75
9

0
23
16

Ⅱ
U

3
1．
3
2

SW
－
02

弥
生

土
器

甕
16

．7
0

24
．0
0

暗
灰
褐

色
暗

灰
褐

色
径

1－
2
m
m
程
の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

75
10

02
31
2

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
02

弥
生

土
器

甕
18
．8
0

7
．0
0
淡

黄
白
褐
色

淡
黄

白
褐

色
径
2
m
m
程

の
長
石

・石
英
を
多
く
含
む

良
好

体
部

上
半

は
縦
ハ
ヶ
日　

下
半
は
縦

の
ミガ

キ
状

ナ
デ　

下
半
に
炭
化

物
付

着

7
5
1
1

02
31

1
　
Ⅱ

U
3
1．
32

S
W

－
0
2

弥
生
土

器
甕

4．
7
0

（3
4
．4
0
）

赤
褐
色

赤
褐

色
小
片

の
長
石

．雲
母

を
含

む
。褐

色
粒

子
を

持
つ

良
好

口
綾
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

横
ナ
デ

7
5
12

02
2
88

　
Ⅱ

U
32
　
－S

W
－
0
2

弥
生
土

器
甕

肌
色
、一

部
暗

灰
色

肌
色

、一
部
暗
灰

色
石
英

．長
石
粒

を
含

む
。
ま
た
、黒

輝
す
る
鉱

物
粒

子
を
多
く
含
ん
で
い
る

良
好

ナ
デ　

ー
部
に
縦
ハ

ヶ
自　

釣
状

文
ナ
デ

　
7
5
13

02
3
15

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

弥
生
土

器
蓋

8．
40

6．
6
0
白
赤

褐
色

～
暗
赤

褐
色

白
赤

褐
色

～
暗
赤

褐
色

径
2
m
m
程
の
長

石
．石

英
を
多

く
含
む
°
褐

色
粒
子

を
持

つ
良
好

縦
ハ
ヶ
目　

摘
み

部
は
ナ
デ

ナ
デ　

指
押

さ
え

75
14

75
15

02
3
13

02
29

1

Ⅱ Ⅱ

U U

31
．3
2

31
．3
2

S
W
－
0
2

S
W
－
0
2

弥
生
土

器

弥
生
土
器

甕 甕

5．
40

7．
9
5
暗
黄

褐
色

、．
、l
／

径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

ノて

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

括
れ

部
は
ナ
デ
を
加
え
る

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

炭
化
物

付
着

′＼
7．
50

7．
一　
′　ヽ

一　
′　ヽ

又
m
m

王　
　

・
英　
　

含
ハ
ハ　
　　
　

民　
デ

デ
76

16

76
17

02
33

3

02
33

5

Ⅱ Ⅱ

U U

31
．3
2

31
．3
2

S
W
－
0
2

S
W
－
0
2

弥
生

土
器

弥
生

土
田

一会 ！匿 1こヒ
13
．3
0

（1
7・
3
0）

径
2m

m
程
の
砂

粒
を
多

め
に
含
む

11

良
好

全
面
横

ミガ
キ　

肩
部

に
文

構
口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
ナ
デ

／＼
更

8．
7

15
・2

日
日

径
m
m

畳
の　

・
英　
　

含
撮
立　
　　

デ
（
、　

ァ
7－

76
18

76
－1
9

0
23
30

0
23
36

Ⅱ Ⅱ

U U

31

3
1．
3
2

SW
－
02

SW
－
02

弥
生

土
器

弥
生

土
器

－こと
．

．≡－ 士

暗
白
褐

色
暗
白
褐

色
径

2m
m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

ノ

良
好

言　
　　
　　
　　
　　
　　
　

、田

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

76
2
0

02
33
4

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
02

／ヽ 弥
生

土
器

璽E 一つヒ

5
・5
0

（1
1
．0
0）

暗
褐

色
暗
褐
色

径
2
m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多

く含
む

ノ（

良
好

横
ミガ

キ
剥
離

78
2
1

02
29
6

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
02

′＼
室

マ5

9
．2
0

10
．8
0
黒
褐
色

黒
褐
色

径
2
m
m
程

の
長
石

．石
英
を
含
む

良
好

横
ミ
ガ
キ　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

丁
A
／
、

7
．3
0

2
2．
40

22
・0
0

径
～

m
m

葦
の　
　

含
P
、　

ハ　
　　
　　
　　

占　
ハ

離
酎　

ハ　
　　
　

㎡　
立　

ハ
』止
．立

78
22

02
30
8

Ⅱ
Ⅴ

33
S
W

－
02

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
）

自
赤
褐
色

白
赤

褐
色

径
1～

2m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

め
に
含

む
良
好

日　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　田

胴
部

？口
綾

部
は
ハ
ヶ
メ　

さ
ら
に
頸

部

の
突

帯
も
ハ
ヶ
メ
で
貼

付
け
る　

端
部

は
ナ
デ

田　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　口

胴
部

は
ハ

ヶ
メ　

ロ
綾
部

は
ハ
ヶ
メ

端
部

は
ナ
デ

端
部

面
取

り
。

7
8
23

02
29
7

Ⅱ
U

32
S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
）

．　
21
・3
0

16
・4
0

17
．2
0

淡
赤
褐

色
～

白
褐

色
淡

赤
褐
色

～
白
褐

色
径
1
－
2m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

良
好

胴
部

は
酪
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
縦

ハ
ヶ

メ

胴
部

は
工

具
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ

後
ナ
デ

胴
部

に
黒

斑
あ

り。

7
8
24

02
3
32

Ⅱ
Ⅴ

33
S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

壷
（B
系

）
淡

赤
白
褐

色
淡
赤

白
褐
色

径
1
m
m
程

の
長

石
・石

英
を
多

め
に
含

む
良
好

肩
部

は
磨

滅
し
て
不

明
（ミ
ガ
キ
？
）

そ
の
上
に
突

帯
貼
付

後
工

具
で
横

に
ナ

デ
付
け

頸
部
下

は
指
オ
サ
エ

、ナ
デ

扁
平
突

帯
に
格

子
目
状
線

刻
。
言
綾

部
と
の
接

合
面
残

る
が
、そ

こ
に
粘
土

を
密

着
さ
せ
る
た
め
の
ハ
ケ
目
施

す
内
面
に
接

合
痕

あ
り
。

頚
部
に
接

合
痕

あ
り。

外
面
胴

部
下

半
に
黒
斑

あ
り
。

8
25

02
30

1
Ⅱ

U
31
・3
2

S
W
－
0
2

吉
武
土

師
器

小
型
甕

11
．1
0

（9
・9
0）

11
．3
0

2．
50

淡
灰

褐
色

淡
灰

褐
色

径
1
m
m
程

の
長

石
を
含
む

良
好

胴
下

半
は
ハ
ヶ
臥

上
半

は
ハ

ヶ
自
後

ナ

デ　
口
縁

部
は
ハ
ヶ
目

胴
下
半

は
雑

な
工
具

ナ
デ
、上

半
は
工

且
ナ
デ
後
ナ
デ　

口
縁
部

は
ハ
ヶ
目

78
26

02
28

9
Ⅱ

U
32

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
吉

小
型
甕

8．
10

（1
1
．3
0）

10
・3
0

焦
げ
褐
色

焦
げ
褐

色
径

1m
m
程

の
砂
粒

を
含
む
。
褐
色

粒
子

を
－

持
つ

良
好

全
面
ハ

ヶ
目
後
？
ナ
デ

胴
部
は
工
具

ナ
デ　

口
縁
部

は
ナ
デ

外
面
鹿

部
に
黒
斑

あ
り
。

78
2
7

78
2
8

0
23
26

0
22
90

Ⅱ Ⅱ

U U

3
1－
3
2

3
1－
3
2

S
W
－
02

S
W
－
02

吉
武

土
師
器 言

小
型
甕 マ5

12
．3
0

12
．0
0

13
・5
0

淡
暗

赤
褐

色
淡
暗
褐

色
径

2m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

め
に
含
む

良
好

胴
部
は
ハ
ヶ
目　

口
綾

部
～
肩

部
は
ナ

テ
P

胴
部

は
ナ
デ　

言
縁
部

は
ナ
デ

外
面
に
黒
斑

や
器

面
剥

離
、内

面
に
炭
素

吸
着

あ
り
°

J
／　ヽ

日
日

ノ
、　
　

．牽
き　

含
．1－＿

立　
　

デ　
叫
「1
止

目　
　
‾
。

78
2
9

0
22
95

Ⅱ
U

3
1．
32

SW
－
02

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
暗
褐
色

暗
褐
色

－＝5
1

小
片

の
長

石
．石

英
を
多

め
に
含
む

良
好

一・一
　日

胴
部
上

半
は
大
筋

夕
タ
キ　

ロ
縁
部

は

氏
言　
　　

7マ
　

フ－

胴
上

半
は
ナ
デ　

口
縁

部
は
ナ
デ

ー
内
面

に
黒
斑

。

78
30

02
30
5

Ⅱ
Ⅴ

33
S
W

－
02

吉
武

土
師

器
小
型

甕
（B

系
）

1
1．
70

12
．0
0

淡
黄
褐

色
淡

黄
褐

色
径

1m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多
く
含

む
。褐

色
粒

子
を
持

つ
。
黒
色

粒
子

を
持

つ
良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ナ
デ

胴
下

半
は
ヶ
ズ
リ
、上

半
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
ナ
デ

外
面

は
二
次

焼
成

。
内
面

は
炭

素
吸
着

。

7
8
3
1

02
28
6

Ⅱ
U

32
S
W

－
02

吉
武

土
師
器

－こと
　　
　　
一

室だ
10

．6
0

（1
2．
80

）
17
．4
0－

暗
白
褐

色
暗

白
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英

・小
片

の
雲
母

を
含
む

良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
目　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
日
後

ナ
デ

言
胴
部

は
工

具
ナ
デ
後

ヶ
ズ
リ　

頚
部

に
指
頭

圧
痕
残

る　
口
縁

部
は
ナ
デ

外
面

に
煤

付
着

。

7
8
32

02
2
98

Ⅱ
U

3
1・
32

S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

甕
（B

系
）

9・
2
0

（1
6．
90

）
暗
白
褐
色

暗
白
褐
色

径
2
m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む

良
好

胴
部

は
大
筋

タ
タ
キ　

ロ
縁

部
は
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ　

口
縁
部

は
工

且
ナ
デ

内
外
面

に
煤
が

付
着

。

7
8
33

02
3
03

Ⅱ
U

31
S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

甕
（C

系
）

11
．9
0

（1
5
・0
0）

18
．7
0

暗
黄
褐

色
暗

黄
褐
色

径
1
－
2m

m
程

の
石

英
を
多
め
に
含
む

良
好

胴
上

半
は
タ
タ
キ
後

ハ
ヶ
目　

口
縁

部
は
回
転

的
横

ナ
デ

ノ．ヽ 胴
上
半

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は
回
転

的
横

ナ
デ

口
縁
端

部
面

取
り
。
外
面

に
煤
、
内
面
に
炭

素
吸
着

。

78
34

02
30

6
Ⅱ

Ⅴ
33

S
W
－
0
2

吉
武
土

師
器

－
甕

（D
系
）

7．
20

（1
4
．7
0）

淡
灰

黄
褐

色
淡
灰

黄
褐

色
小

片
の
砂

粒
を
多
く
含
む

（黒
雲
母

を
含
む
）

良
好

胴
上

半
は
縦
ハ

ヶ
後

横
ハ

ヶ　
口
縁

部
～
肩

部
は
横
ナ
デ

胴
部
上

半
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
横
ナ

デ
外

面
肩

部
に
櫛

措
波

状
文

廻
る
。
内
外
面

に
焦

げ
や
煤

が
付
着

78
35

02
30

2
Ⅱ

U
31

S
W
－
0
2

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

14
・7
0

（1
8
．1
0）

19
．8
0

暗
褐

色
暗
褐

色
径

1
一
2m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多

く含
む

良
好

胴
部

は
縦
．横

ハ
ヶ
目
？後

ナ
デ　

口
縁

部
は
回
転

横
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
（中

位
に
指

頭
圧

痕
が

残
る
）

口
縁

部
は

回
転

的
横
ナ
デ

。

外
面
に
煤

付
着

。
内
面

に
炭

素
吸

着
。

78
36

02
29

2
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

7．
85

15
．9
0

自
褐

色
自
褐
色

径
1m

m
程

の
長

石
．石

英
を
含

む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

胴
一部
上

半
は
ハ
ヶ
目
後
肩

部
に

回
転

的
横

ナ
デ　

言
縁
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

外
面
肩

部
に
列

点
文

が
廻
る
。

78
37

02
28
7

Ⅱ
U

3
1．
3
2

S
W
－
02

吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

15
．8
0

（1
5．
80
）

17
．5
0

黒
色

黒
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

を
多
く
含
む

良
好

胴
下
半

は
ハ
ヶ
目
、上

半
は
縦

ハ
ヶ
後

横
ハ
ヶ　

言
縁
部

は
横

ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は
横

ナ
デ

外
面
は
煤
付

着
。
内
面
は
炭

素
吸

着
。

78
3
8

0
22
93

Ⅱ
U

3
1・
3
2

S
W
－
02

吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
9
・4
0

（1
4．
10
）

17
．5
0

白
褐
色

白
褐
色　
　　
　

4 至
1m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

良
好

胴
部
は
縦

ハ
ヶ
目
後
横

ハ
ヶ
目　

口
縁

部
～
頸
部

は
回
転

的
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
は

回
転

的
横

ナ
デ

内
外

面
に
焦

げ
や
煤

が
付

着
。

78
3
9

0
23
00

Ⅱ
U

3
1・
3
2

SW
－
02

吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
17

．0
0

（1
7－．
20

）
2
1・
60

黄
褐
色

黄
褐
色　
　　
　

4埜
1m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

良
好

－胴
上
半

は
縦
ハ
ヶ
後
横

ハ
ヶ　

口
縁

部
～
肩

部
は
回
転

的
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ

リ　
言
縁

部
は
回
転

的
横

ナ
デ

内
面

に
焦
げ
や

煤
が
付

着
。

80
40

02
32
3

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
02

吉
武

土
師

吉　
　

′J、
型

壷
1
1．
00

10
．7
0

13
．4
0

暗
白
褐

色
暗

褐
色　
　　
　

′J
、片

の
長

石
を
含
む

良
好

月同
部
は
ハ
ヶ
目　

口
縁

部
は
ナ
デ　

月同
部

は
工
具

ナ
デ
？
（工

具
痕
あ

り）

言
縁

部
は
ハ
ヶ
目
後
ナ
デ

外
面

に
煤
付

着
°

80
4
1

02
32
5

Ⅱ
U
．W

3
1．
32

S
W

－
02

吉
武

土
師

器　
　

′Ⅰ、
型
丸

底
壷

（畿
内
系
影

響
B
系

）
10

．2
5

11
．0
0

13
・2
0

暗
赤
褐

色
暗

白
褐
色

精
良

良
報

同
下
半

は
ま
ば
ら
な
ミガ

キ
、上

半
一
口

豪
部

は
ハ
ヶ
目
後

細
密

横
ミ
ガ
キ　
　　

古鹿
部

は
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
日　

胴
部

ま横
ハ
ヶ　

口
綾
部

は
横
ハ

ヶ
外
面

に
煤

付
着

°

8
0
42

02
32
7

Ⅱ Ⅱ Ⅱ

V
．W Ⅴ U

3
1・
32

S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

長
頚

壷
12
．7
0

（－8
・3
0
）

11
．4
0

．′白
褐

色
白
褐

色　
　　
　

4至
2
m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
め
に
含

む
良
好

月

良
好

良
好

同部
は
ナ
デ　

口
頚

部
は
ハ

ヶ
目
後

ナ
月

デ
同
部

は
工

具
ナ
デ
後

ナ
デ　

田
頸
部

は
工

具
ナ
デ
や

ナ
デ

外
面
胴

部
に
二

次
焼

成
や

煤
付

着
あ
り
。

8
0
43

02
3
38

3
1

S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

長
頚
壷

（C
系
）

8．
3
0

13
．0
0

赤
褐
色　
　　
　　

′赤
褐

色　
　　

4至
1
－
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
含

む
O褐

色
粒

子
を
持
つ

言
頸
部

は
ハ
ヶ
日
後

細
密

横
ミ
ガ
キ　
　

ノ
、ヶ

目
後

暗
文
風

縦
ミ
ガ
キ

外
面

口
頸
端

部
は
二

次
焼

成
。

8
0
4
4

02
3
24

31
・3
2

S
W

－
0
2

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

14
．7
0

（4
1．
80
）

暗
褐
色　
　　
　

淡
白
褐
色　
　　

ノ 径
2
m
m
程
の
長

石
．小

片
の
雲

母
を
含
む

一
次

口
縁

は
ハ

ヶ
目　

二
次

口
縁
は
ハ

月
ヶ
目
後
ナ
デ

同
上
半

は
ハ
ヶ
目　

頚
部

は
ハ
ヶ
目

口
縁
部

は
ハ

ヶ
目
後

ナ
デ

口
緑
部

突
帯

は
貼
付

後
ナ
デ

付
け
°
内
面

に
黒
斑

あ
り。

（
。
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報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番

号
器

種
器

高
口
．器

受
部
径

最
大
径

底
．脚
裾
－高
台
径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

80
45

02
32

9
Ⅱ

U
33

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

壷
（C

系
8・
20

19
．7
0

白
褐
色

白
褐
色

径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

頸
部
～
肩

部
は
ハ
ヶ
目
後
細

密
横

ミガ
キ　

二
次

口
縁
部

は
細
密

横
ミ
ガ
キ

胴
上
位

は
ナ
デ　

頸
部
～
二
次

口
縁

部
は
細

密
横

ミ
ガ
キ

口
頸

部
に
煤

付
着

。
内
面

胴
上
位

は
点
状

に
剥
離

。

80
4
6

02
33

1
Ⅱ

U
33

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

1こヒ 璽E
6．
30

（1
9
・7
0）

自
黄
褐

色
白
黄
褐

色
径

1m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

め
に
含
む

良
好

口
縁
部

は
ハ
ヶ
目　

口
縁
部

上
半

は
ナ

デ
口
縁

部
は
ハ

ヶ
目　

口
縁
部

上
半

は
ナ

デ

80
47

02
30

7
Ⅰ

Ⅴ
33

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

二
重

口
縁

甕
（山

陰
系
）

6．
90

（1
7
．6
0）

白
黄
褐

色
白
－黄
褐

色
径

1－
2m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め

に
含

む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

口
縁
部

？肩
部

は
横

ナ
デ

胴
部
上

半
は
ヶ
ズ
リ　

口
縁
部

は
横
ナ

デ

80
4
8

02
32

8
Ⅱ

U
31

．3
2

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

壷
（－D

系
）

2
4．
50

16
・2
0

（2
7
・7
0）

白
褐

色
白
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め
に
含

む
。

褐
色
粒

子
を
持
つ

良
好

胴
部

は
縦

ハ
ヶ
日
後

肩
部

に
横
ハ

ヶ
目

口
縁

部
～
頸
部

は
回
転

的
横

ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

頚
部

は
ナ
デ

や
指
オ

サ
エ　

ロ
縁

部
は
回
転

的
横

ナ
デ

外
面
に
煤

付
着

。

80
4
9

02
33

7
Ⅱ

Ⅴ
32

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系

）
5．
90

11
・2
0

10
．5
0

や
や

精
良

°褐
色
粒

子
を
持

つ
良

好
胴

部
も
口
縁
部

も
細
密
横

ミ
ガ
キ

鹿
部
は
工

具
ナ
デ
後

ナ
デ　

胴
部
は
ナ

デ　
口
縁
部

は
ハ
ヶ
目

80
50

01
19

2
Ⅱ

Ⅴ
32

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

低
脚
付

4、
型

丸
底

壷
（C

系
）

9・
00

12
．5
0

9．
20

径
1m

m
程

の
長

石
．石

英
．小

片
の

雲
母

を

含
む

良
好

低
脚
頸

部
は
細

密
横

ミガ
キ　

接
合

部

は
ナ
デ
付

け　
壷

胴
部

一
口
縁

部
は
細

密
横
ミ
ガ
キ

低
脚
裾

部
は
す
だ
れ

状
螺

旋
ハ
ヶ
目

壷
胴
部

は
放

射
状

縦
ミ
ガ
キ　

ロ
縁
部

は
縦

ミガ
キ
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Ⅱ
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．3
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W
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2

吉
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土
師
器
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型
器

台
（B

系
）

6．
20

（7
．6
0）

淡
黒

褐
色

淡
黒

褐
色

径
1m

m
程

の
長

石
を
多
め
に
含

む
良

好
脚

裾
部

は
ナ
デ　

脚
柱
部

は
工
具

ナ
デ

脚
裾
部

は
ナ

デ　
受

部
は
ナ
デ
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Ⅲ

U
33

S
W
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2

吉
武

土
師
器

小
型
器

台
（C

系
）

3．
15

9．
80

暗
褐

色
～
白
褐

色
暗
褐

色
～
白
褐

色
や
や

精
良

良
好

受
部

は
細

密
横

ミガ
キ
、端

部
に
横

ナ
デ

受
部
に
放
射

状
ミ
ガ
キ
、端

部
に
横
ナ
デ

受
部
外

面
に
沈

線
あ
り
。
内
外

面
に
煤
付

着
。受

部
底

は

使
用
に
よ
る
磨
滅

。
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31

．3
2
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W
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2

吉
武

土
師
器

小
型
器

台
（C

系
）

2．
50

9．
65

淡
赤

褐
色

淡
赤

褐
色

や
や

精
良

。褐
色
粒

子
を
持

つ
良

好
受

部
は
ナ
デ

、立
ち
上
が

りは
横

ナ
デ

受
部
は
ナ
デ
、立

ち
上
が
り
は
横
ナ

デ
脚

部
と
の
接

合
面

が
残

る
（脚

頂
部

凸
面
付

加
法

）。
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S
W
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2

吉
武

土
師
器

椀
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10

11
．7
0

白
褐

色
赤
褐

色
径

2m
m
程

の
石

英
．長

石
を
多

め
に
含
む

良
好

ヶ
ズ
リ
後

ハ
ヶ
目　

端
部

は
ナ
デ

体
部
下

半
は
ミ
ガ
キ
状

ナ
デ
、上

半
は
ナ

デ
外

面
に
煤

、内
面

に
炭
素

吸
着

。

80
55

02
34

6
Ⅱ
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．3
2

S
W
－
0
2

吉
武

土
師
器

椀
5．
00

11
．2
0

暗
褐

色
暗
褐

色
径

1m
m
程

の
長

石
を
多
め
に
含

む
良

好
ナ

デ
（一

部
ケ
ズ
リ
？
）

体
部
下

半
は
ミ
ガ
キ
後

ナ
デ
、上

半
は
ヶ

ズ
リ

葉
脈
の
よ
う
な
線

刻
あ
り
。
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土
師
器

椀
5．
90

8・
80

暗
白
褐
色

白
～
暗
赤

褐
色

径
1m

m
程

の
長

石
を
多
め
に
含

む
良

好
指

オ
サ
エ
、
ナ
デ

指
オ
サ

エ
、ナ

デ
内
外
面

に
黒
斑

あ
り。
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．3
2
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W
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0
2

吉
武

土
師
器

椀
5．
50

8．
50

暗
褐

色
暗
褐

色
径

1m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

め
に
含
む

良
好

指
オ
サ
エ
、
ナ
デ
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オ
サ

エ
、ナ

デ
外

面
に
黒

斑
あ
り
。
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師
器
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褐
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黒
褐

色
径

2
m
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程

の
石

英
．長

石
を
多

く含
む

良
好
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オ
サ
工
、
ナ
デ

指
す
サ

エ
、ナ

デ
全

体
的

に
炭
素

吸
着

。
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．3
2
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W
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2

吉
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土
師
器
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．7
0
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褐

色
白
褐
色

径
2m

m
程

の
石

英
．長

石
を
多

め
に
含
む

良
好

全
面
縦

ハ
ヶ
目
後

部
分

的
に
横

ハ
ヶ
日

体
部
下

半
は
ナ
デ
、上

半
は
工

具
ナ
デ

外
面
に
煤

、内
面

に
焦
げ

。
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師
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褐
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暗
白
褐

色
径

1
～
3m

m
程

の
砂
粒

を
多

め
に
含
む

良
好

脚
柱

．裾
部

と
も
に
縦

ハ
ヶ
目
後

ミガ
キ
状

の
縦
ナ
デ

（屈
曲
部
に
ハ
ヶ
目
痕

残
る
）

脚
裾
部

は
ハ

ヶ
目
後

ナ
デ
、脚

柱
部

は

ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ　

受
部
は
ミ
ガ
キ
？

脚
柱
．裾

部
に
縦
直

列
に
穿

孔
。粘

土
溜

りか
ら
受
部

・脚
部

間
穿

孔
後

に
受
部

調
整

や
脚
部

穿
孔

O
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W
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吉
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土

師
器

高
杯
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系

）
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．5
0

白
赤

褐
色

暗
白
赤

色
径

1
～
2m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め

に
含

む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

全
面
磨

滅
し
て
不
明

脚
裾
部

は
工
具

ナ
デ　

杯
部
は
ミ
ガ
キ

？
杯

部
内

面
に
炭

素
吸

着
あ
り
。
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吉
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師
器
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系

）
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12
．0
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淡

赤
褐
色

淡
赤

褐
色

や
や
精
良

。褐
色
粒

子
を
持

つ
良

好
脚

裾
部
は
ハ
ヶ
目
、
肺
柱

部
は
縦
ハ

ヶ
脚

裾
部

は
ハ
ケ
目
、脚

柱
部

は
指
ナ
デ

脚
屈

曲
部
に
2
ヶ
所
穿

孔
。脚

頂
部

は
杯
部

と
の
接
合

面
か

ど
う
か
微

妙
。
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吉
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土

師
器

高
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系
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1・
20

）
赤

白
褐
色

赤
白
褐

色
小

片
の

長
石

．石
英
を
多
め

に
含

む
。褐

色
粒

子
を
持

つ
良

好
全

面
磨

滅
し
て
不
明　

脚
柱
部

は
縦

工
具

ナ
デ
？

全
面
磨

滅
し
て
不
明　

脚
柱

部
は
ナ
デ
杯

．脚
の
接

合
部

に
工
具

痕
。
脚
裾

部
に
4
ヶ
所
穿

孔
。
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14

1
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2
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）
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2
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W
－
0
3

吉
武
土

師
器

甕
or
壷

9．
90

茶
褐

色
茶
褐

色
径

1
m
m
程

の
長

石
・石

英
．小

片
の
雲
母

を
多

く含
む

良
好

胴
下

半
は
縦
ハ
ヶ

目
胴

下
半

は
ヶ
ズ

リ　
鹿

部
は
指

オ
サ

エ

？
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1

02
11
2

Ⅱ
R

31
S
R
－
0
1
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．②

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
）

2
8．
60

16
．6
0

2
1．
60

明
黄
褐

色
明
黄

褐
色

6
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や

多
く
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

鹿
部

は
ナ
デ　

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
ハ

ヶ
メ

外
面
に
黒

斑
。
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2
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5

Ⅱ
R

31
S
R
－
0
1

③
．④

吉
武
土

師
器

二
重

言
緑
壷

（A
系
）

12
．6
0

2
5．
20

3
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

肩
部

は
ハ
ヶ
自　

頸
部

は
ハ

ヶ
目　

二
次
言
縁

は
横
ナ
デ

頸
部
下

は
ハ
ヶ
自　

頚
部

は
ナ
デ　

口

頸
部
全

体
は
ハ
ヶ
目

頚
部
に
刻

目
突

帯
貼

付
後

横
ナ
デ

付
け
。
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3
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11
3

Ⅱ
R

31
S
R
－
0
1

⑤
吉

武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（A
系
）

25
．2
0

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

－
6m

m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

胴
上

半
は
ハ
ヶ
目　

頸
部

は
ハ
ヶ
目

二
次

口
縁
部

は
ハ
ヶ
日
後

横
ナ
デ

胴
上
半

は
ハ
ヶ
目　

頚
部

に
指
頭

圧
痕

口
頸

部
全
体

に
ハ
ヶ
自

頸
部
刻

日
突

帯
貼

付
後

ナ
デ
付
け

。

12
4
4
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11
4
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R

31
S
R
1
0
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④
吉

武
土

師
器

二
重

口
嘩
壷

（A
系
）

34
．7
0

25
．0
0

3
1・
50

明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
．

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

胴
下
位

は
太

筋
タ
タ
キ
、
中
一
上

位
は
ハ

ヶ
目　

一
次

口
縁

は
ハ
ヶ
日　

二
次
口

縁
は
ハ
ヶ
目
後
横
ナ

デ

胴
部
は
ハ
ヶ
日　

一
次

言
縁
は
ハ
ヶ
目

二
次

口
縁

は
ハ

ヶ
日
後

ナ
デ

ノ工

外
面
胴

部
下

位
に
突

帯
貼

付
後

横
ナ
デ
付

け
。
頸
部

突
帯

貼
付

後
横

ナ
デ
付

け
。頚

部
突

帯
と
口
縁

屈
曲
部

に

ハ
ヶ
目
列

点
文
が

廻
る
。
外
面

に
黒
斑

。
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X
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30
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1

第
Ⅲ
面
遺
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検

出
面
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0
1

弥
生
土

器
一台 ヨ互

36
．8
0

22
．8
0

10
．1
0
淡

赤
褐

色
淡
赤

褐
色

径
1
－
2m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

め
に
含

む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

頸
部

は
摩
耗　

胴
部
は
横
ミ
ガ
キ　

鹿
部
縁

は
縦
ハ
ヶ
目

頸
部

は
ハ
ヶ
日
の
後

に
ナ
デ　

胴
部
の

一
部

に
ハ
ヶ
目
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9
2

02
6
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Ⅲ
イ

31
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

S
G
－
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1

弥
生
土

器
．cヒ 亜

7．
00

（3
2
・0
0）

白
褐

色
淡

暗
白
褐

色
径

1
－
3
m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多
く
含
む
。

褐
色
粒

子
を
持
つ

良
好

摩
滅　

ミ
ガ
キ
？

ミ
ガ
キ

？
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9
3
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6
84

Ⅲ
Z

31
第
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面
遺

構
検

出
面

S
G
－
0
1

弥
生
土

器
－こ土， 宜

2．
80

5．
4
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白
褐

色
白
褐

色
や
や
精

良
良
好

ナ
デ

ナ
デ

13
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1

0
11
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7

Ⅲ
ア

30
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

S
G
－
0
2

弥
生
土

器
甕

23
．9
0

22
．4
0

8・
2
0
淡

赤
褐

色
淡
赤

褐
色

径
1
－
3m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

め
に
含

む
良
好

横
条

痕　
鹿

部
は
ナ
デ

ナ
デ

13
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2

01
10
8

Ⅲ
Z

32
第
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面
遺

構
検

出
面

S
G
－
0
2

弥
生
土

器
4
、型

壷
11
．5
0

7．
55

10
．1
0

4・
60

灰
茶
褐

色
～
暗
橙

色
灰
茶

褐
色

～
暗
橙

色
微

～
1
m
m
大
砂

粒
を
比

較
的

多
く
含
む
。

（長
石
．石

英
．金

雲
母
）
や
や
精

良
良
好

横
ミ
ガ
キ　

鹿
部

に
穿
孔

言
縁
部

は
横

ミ
ガ
キ　

下
半

は
ナ
デ
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3
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6
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Ⅲ
Z

32
第
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面
遺

構
検

出
面

S
G
一
0
2

弥
生
土

器
小

型
壷

15
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9．
30

15
．1
5

6
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橙

色
～
浅

橙
色

橙
色

～
浅
橙

色
微

砂
粒
含

む
。
（長

石
．石

英
．金

雲
母

（多
））

精
良

良
好

横
ミ
ガ
キ　

焼
成

後
の
4
、孔

？
横

ナ
デ
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4

02
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Ⅲ
Z

31
第
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面

遺
構
検

出
面

S
G
－
0
2

弥
生
土

器
こⅠコ
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璽
6．
0
0

12
．8
0

黄
赤
褐

色
黄

赤
褐
色

径
1
－
3m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

良
好

口
縁
部

は
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は
横

ミガ
キ

文
様

ナ
デ
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0
5

02
6
80

Ⅲ
ア

30
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

S
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－
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2

弥
生
土

器
－こヒ 璽
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．3
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暗
白
褐
色

暗
白
褐
色

径
1
m
m
程
の
長

石
－．石

英
を
多
く
含
む

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

下
半

は
横
ミ

ガ
キ

ナ
デ　

鹿
部

周
辺

は
横
ミ
ガ
キ
状
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Ⅲ
Z

31
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

S
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0
2
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生
土

器
鉢
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0

（1
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）

灰
褐
色
（摩

滅
部
分
は

赤
昧
お
び
た
灰

白
色
）
黒
灰

色
～
灰

褐
色

精
良

土
良
好

口
縁

部
は
摩

滅　
下

半
は
横

ミガ
キ
？

摩
滅　

一
部

に
横
ミ
ガ
キ
残
る
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第
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構
検

出
面

S
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0
2

弥
生
土

器
鉢
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8
0

（2
0
．4
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）

黒
褐
色

黒
褐

色
径
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m
程
の
長

石
・石

英
を
多
く
含
む
。
金

雲
母

片
を
持
つ

良
好

横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ
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砂
粒
少

。
精

良
に
近
い

1　
以　
　

0、
、′土

日
通

高
温

並
’

横
条

痕

横
条

痕　
下
半

は
斜

行
条

痕
を
加
え
る

ナ
デ

横
条
痕

の
後

に
ナ
デ
消

し

22
7
10

02
79

2
Ⅲ

Z
31

S
K
－
0
35

弥
生
土

器
甕

9
20

茶
里
色

つ　
ノ
、

茶
色

m
m　

下
の
砂

粒

■
J、
、止
　
－

日
通

並
、

横
条
痕

横
ナ
デ　

屈
曲
部

は
粗

い
ハ
ヶ
目

22
7
11

22
7
12

02
78

3

02
78

8

Ⅲ Ⅲ

Z Z

31 31

S
K
－
0
35

S
K
－
03

5

弥
生

土
器

弥
生

土
器

甕 甕

2．
90

4
00

7・
40

7
35

ノヽ
／ヽ、ヽ

灰
茶

色

沈
灰

茶
色

ノ　ヽ 灰
茶

色

沈
灰
茶

色

わ
ず

か
に
砂
粒

1m
m
以
下

の
砂
粒

日
通

高
温

－‾L
．、
日

屈
曲
部

上
方

は
横

条
痕

横
条
痕　

括
れ
部

は
ナ
デ　

外
底

は
ヶ
ズ
リ

ナ
デ　

屈
曲
部

は
部
分

的
に
横

条
痕

ナ
デ　

炭
化
物

付
着

22
7
13

－
0
27
89

．Ⅲ
Z

3
1

S
K
－
03

5
弥
生

土
器

鉢
4
20

15
60

次　
ノ、

茶
褐

色
次

火
／、

茶　
色

砂
粒

ッ
。
4～

5
m
m
の
砂
粒

も
あ
る

尚
温

並
、

体
部
ナ
デ
上

げ　
括

れ
部

は
指
押

さ
ぇ

／

ナ
デ

－

22
7
14

22
7
15

0
27
90

02
79

1

Ⅲ Ⅲ

Z Z

3
1

3
1

SK
－
03

5

S
K
－
03

5

弥
生

土
器

弥
生

土
器

鉢 鉢

茶
色

灰
茶
色

ノ
、褐

黒
色

里
色

砂
粒

少
だ
が
、精

良
で
な
い

精
良
に
近
い

J、、
′⊥

日
通

普
通

並
、

口
縁

部
は
横
条
痕　

下
半

は
斜
行

条
痕

口
縁

部
か

ら
体
部

は
横

ナ
デ

㎡

部
分

的
に
条

痕

口
縁

部
は
左
上

が
り
の
ナ
デ　

体
部

は
強
い
横

ナ
デ

2
29

16
02

80
1

Ⅲ
Z

3
1

S
K
－
0
3
5

弥
生
土

器
鉢

火
／
、

太
褐
色

一・一1ユ
ー・

極
小

砂
粒 ゴ、、
止

日
通

並
’

口
縁

部
は
横

ナ
デ

㎡

横
ミ
ガ
キ

2
29

17

22
9
18

02
7
96

Ⅲ
Z

3
1

S
K
－
0
3
5

l0
鉢

9．
3
0

22
．8
0

クR 黒
褐
色

余
褐
色

茶
碗

色

極
小

砂
粒

1m
m
以

下
の
砂

粒

竃
通

普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

摩
滅

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

直
下

は
縦
ハ

ヶ
自

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ

弥
生
土

器
右

上
が

りの
ナ
デ

22
9
19

02
7
80

Ⅲ
Z

3
1

S
K
－
0
35

弥
生
土

器
甕

黒
褐
色

茶
色

1m
m
以

下
の
砂

粒
。
砂
粒

少
普

通
口
綾
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ハ
ヶ
目

口
縁
下

は
粗
く
下
半

は
細
か

い
ハ
ヶ
自

22
9
20

02
25

0

02
25

1

Ⅲ Ⅲ

Z Z

31 31

S
K
－
0
35

S
K
－
03

5
5弥

生
土

器

ホ
生

土
器

甕 甕

2
7．
00

2
5
90

2
31
70

22
40

暗
褐

色

白
褐

色

暗
褐

色　
　　
　

4

白
褐
色　
　　
　

ノ至
1m

m
程

の
石
英

・長
石

を
多

め
に
含

む
。

又　
　　
　　

言　
　　
　
一IJ－
　　
　　
　　

A

良
好

′口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

上
半

は
左

斜
行
の
ハ

ヶ
目　

下
半

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ　

炭
化
物

付
着

炭
素
年
代

測
定

。
済

°

22
9
21

0
28
0
3

Ⅲ
Z

31
S
K
－
03

5
弓駄
生

土
器

甕
－4

30
6
40

J炎
灰

茶
色　
　　

′

灰
褐

色

Ⅰ
赤
廿
色

王
1m

m
程

の
石
共

．長
石

を
言
む
。

J、
、止

良
好

並
、

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ

22
9
22

0
27
79

Ⅲ
Z

31
SK

－
03

5
5ホ
生

土
器

甕
6
．9
0

1

9．
20

、発

灰
褐
色

灰
茶
色

極
小

砂
粒

精
一良

で
は
な
い
が
、砂

粒
き
わ
め

て
少

日
通

普
通

′

並
’

縦
ハ
ヶ
目

縦
ハ
ヶ
自
－　
　　
　　
　　
　　
　　
　

ノナ
デ
、指

オ
サ

エ
ー

立　
　　
　

．－
。

22
9
2
3

0
27
98

Ⅲ
Z

3
1

SK
－
03

5
甕駄
生

土
器

－土
．

宝
6
70

．
・
灰
茶

色

里
褐
色

ヶヽ
日　

鹿
部
は
ナ
ァ

22
9
2
4

02
80
0

Ⅲ
Z

3
1

S
K
－
03

5
尋弥
生

土
器

一缶 蟹
2
60

7
70

火
、　
　　
　　

有

廿
色

グ
粒

少
だ
が
、精

良
土
で

は
な
い

ノー　ヽ

日
通

並
、

ミ
カ
キ
状

の
横

ナ
デ　
　　
　　
　　
　

く頚
部

は
ナ
デ
上
げ

2
29

2
5

02
80
4

Ⅲ
Z

3
1

S
K
－
03

5
5ホ
生

土
器

－コ巳
．

璽
6
60

7
30

／
茶
色

余 廿
色

精
良
土
に
近

い

淑
′土　

光
出
色
て勺

Ⅰ
実

日
通

並
、

ミ
カ
キ
状

の
横

ナ
デ

剥
離

1

2
29

2
6

2
29

27

02
78

1

02
78
7

Ⅲ Ⅲ

Z Z

3
1

3
1　

SS
K
－
0
3
5

K
－
0
3
5

5 5駄
生
土

器

ホ
生
土

器

甕 甕
7．
7
0

4
7
0

ノ
13

．0
5
つ

9
10

ノ
’
す
い
灰
茶

色　
っ

茶
色

発　
　　
　　
　

布
’す

い
灰

茶
色　

碇

茶
色

直
小

砂
粒

（精
良
で
は

よ
い
）

砂
粒

少

J・
hl－

日
通

縦
ハ

ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

普
通

縦
ハ

ヶ
日　

外
底
は
ナ
デ

並
’　
　　

－
e

丁
寧

な
ナ
デ

剥
離

土
工

－
．．

．
．．
．
．．
．
．．
■
．．

．．
．
．十

22
9
2
8

02
79
4

Ⅲ
Z

3
1　

S
K
－
0
3
5

弓駄
生
土

器
－こ土ゴ
．

室
5
40

．　
　　
　一ノ

13
80

．
ノ′

灰
褐
色

′
灰
褐

色
O、
砂

粒
多

い 5　
＝

日
通

並
、

ナ
ァ

′、

ナ
デ

2
31

1

23
1
2

01
8
91

Ⅲ
Q

34
　

S
K
－
0
36

5駄
生
土

器
．こことゴ
・

三度
17
．5
0

9．
20

18
．0
0

白
褐

争

火　
　　
　　
　　

垂

白
褐
色　
　　

4 ノ〈歩
拉
少

（精
良

で
よ
い
）

至
2
m
m
程
の
石

英
．長

石
を
多

め
に
、小

片
の

雲
母

を
少

し
含

む
。褐

色
粒

子
を
含
む

言

日
通

、

良
好

ヵ縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

口
縁
か

ら
頚
部

は
横

ナ
デ　

胴
部

は
細

ーな
横

ミ
ガ
キ　

外
底

は
ナ
デ

剥
離

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
ナ
デ

02
25

2
Ⅲ

Q
34
　

S
K
－
0
36

弥
生
土
器

－土
1

笠
8．
90

（2
3
．8
0）

暗
白
褐

色
暗
白
褐

色　
　

ず ′至
1－

2
m
m
程

の
長
石

多
く
、小

片
の
雲
母

石
英

を
含

む 。　
　　
　　
　　－L

良
鞘

口
縁

部
は
横

ナ
デ

賓
部
は
部

分
的　

望

こ縦
ハ
ヶ
日

頸
部

は
横
ハ

ヶ
目　

下
半

は
ナ
デ

23
4
1

0
22
6
1

Ⅲ
S

32
　

S
P
－
0
2
53

①　
　　
　　
　　
　　
　　
　

事駄
生

土
器

－
一女 ！匿

30
．0
0

（4
3・
80

）
白
褐
色　
　　
　

白
褐
色　
　

冒至
2m

m
程

の
砂
粒

（石
英

．長
石

．雲
母

）
良

多
く
合
も

好
ミ
ガ
キ　

痕
跡

は
不
明

瞭　
　　
　　

イヒ
粧

土
を
乗
せ

て
工
且

ナ
デ　
　　
　

ナ
デ

23
4
2

0
22
57

Ⅲ
S

3
2　

SP
－
0
2
53

②　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

弓 駄
生

土
器　
　　

甕
8
．6
0

8．
20

白
褐
色　
　　
　

黒
・、褐

色　
　

甕
己

又
1m

m
程

の
砂

粒
（石

英
・長

石
．雲

母
）

良
多

く
含
む

好
豊

喘
ハ
ヶ
目

外
底

は
ナ
デ

指
押

ナ
デ

。

。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

ズ
ー

ト
－

乾 価 雷 山
i．

・

滑 飾



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番

号
器

種
器

高
口
・器

受
部
径

最
大
径

底
．脚
構
高台

径
色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

　
様

式
な
ど　

－
器

種
－長

さ
幅

厚
さ

孔
径

外
面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

査
内
面

調
整

23
7
1

02
26

5
Ⅲ

R
30

S
P
－
0
2
64

⑱
弥
生

土
器

甕
27

・3
0

23
．6
0

暗
赤

褐
色

暗
赤
褐

色
径

2m
m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め
に
含
む

。
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

23
7
2

02
26

3
Ⅲ

R
30

S
P
－
02

64
⑪

弥
生

土
器

甕
2
8．
30

24
．5
0

8．
50

径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

23
7
3

02
26

4
Ⅲ

R
30

S
P
－
0
2
64

⑧
弥
生

土
器

士 宴
19
．4
0

（1
9．
8
0）

9．
20

暗
褐

色
暗
褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

を
含

む
。
褐
色

粒
子

を

持
つ

良
好

酎
βは

縦
の
ミガ

キ　
胴
部

は
上
半

は

縦
の
ミガ

キ　
下
半

は
横

ミ
ガ
キ

頚
部

ナ
デ

ー

23
7
4

02
26

2
Ⅲ

R
30

S
P
－
0
2
64

⑪
弥
生

土
器

．CCi
ゴ，

璽
2
7．
70

34
．9
0

8．
90

白
褐
色

一
黒
褐

色
白
褐
色

径
3m

m
程

の
砂
粒

（石
英

．長
石
）を

多
く

み
ら
れ
る

良
好

ミ
ガ
キ　

突
帯
は
横
ナ
デ

工
具
ナ
デ

24
3
8

02
25

6
Ⅲ

S
29

S
P
－
0
0
5
1

土
製

品
投

弾
4
．7
5

2
．4
0

2
．4
0

暗
褐

色
精

良
良
好

24
3
9

02
25

5
坤

R
28

S
P
－
02

68
土
器

注
口
土
器

暗
赤

褐
色

暗
赤
褐

色
径

1m
m
程

の
砂
粒

（雲
母

．長
石
）を

少
し

含
む
（清

製
品

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
）

良
好

ナ
デ

24
5
16

02
25

8
Ⅲ

W
34

S
P
－
0
5
40

弥
生

土
器

甕
12
．2
0

6．
80

赤
褐

色
暗
褐
色

径
3m

m
程

の
砂
粒

（石
英

．長
石
）を

多
く

含
む
。

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ヶ
ズ

リ状
ナ
デ　

指
押
さ
え

24
5
17

02
26
0

Ⅲ
Ⅹ

35
S
P
1
0
5
42

吉
武

土
師
器

高
杯

（A
系

or
B
系
）

12
．2
0

13
．8
0
赤
褐

色
赤

砲
色

径
2m

m
程

の
砂
粒

（石
英

．長
石
）を

多
く

含
む

良
好

脚
柱
部

は
縦
ハ
ヶ
メ
？
（磨

滅
し
て
不

明
瞭

）
脚
裾

部
は
ハ
ヶ
メ
や
工
具

ナ
デ
後
ナ
デ

？
脚

柱
部

は
工

具
痕

あ
り　

杯
鹿
部

脚
内
部

に
成

形
後

粘
土

を
充

填
。

26
0
1

02
77

6
Ⅲ

X
．Y

27
～
30

S
W
－
04

下
層

弥
生

土
器

甕
8．
10

15
－4
0

濃
茶

褐
色

茶
色

1
－
3m

m
大

砂
粒

普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
部

分
的

に
ハ
ヶ
目

砂
粒

露
出

26
0
2

0
27
7
7

Ⅲ
X
．Y

27
～
30

S
W
－
04

下
層

弥
生

土
器

甕
3．
30

7．
40

明
茶

色
（部

分
的

に
橙
色

）
1
－
3m

m
大

砂
粒

多
め

高
温

ナ
デ

内
底

は
措
押

さ
え　

炭
化
物

付
着

26
0
3

02
2
10

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W
－
0
4

下
層

弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
5．
70

7．
50

白
褐
色

黒
褐
色

径
1m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

ナ
デ

ナ
デ　

炭
化
物

付
着

ヽ
26
0
4

02
2
11

Ⅲ
X
．Y

27
■〉
30

S
W
－
04

下
層

弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
6．
50

7・
50

赤
白
褐

色
黒
褐
色

径
1m

m
程

の
砂
粒

を
多

く
含
む
。

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

指
押
さ
ぇ

26
0
5

02
68

9
Ⅲ

Y
30

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
8．
40

7．
00

淡
暗
褐
色

淡
暗
褐

色
径

2－
3
m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む

良
好

摩
耗
で
調

整
痕
不

明
調
整

痕
不

明

26
0
6

02
20

3
Ⅲ

X
．Y

27
～
30

S
W
－
0
4

下
層

弥
生

土
器

士 璽
黒
褐

色
白
褐
色

径
2m

m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む

良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

26
0
7

02
20

2
Ⅲ

X
．Y

27
－
30

S
W
－
04

下
層

弥
生

土
器

こ亡
．

璽E
赤

白
褐

色
赤
白
褐

色
径

2m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む
。
褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

26
0
8

02
20

1
Ⅲ

X
．Y

27
～
30

S
W
－
0
4

下
層

弥
生

土
器

．ゴヒ
一

軍
白
赤
褐

色
白
赤
褐

色
径

1m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む
。
褐

色
粒
子

を
持

つ
良

好
ナ
デ　

文
様

ナ
デ

26
0
9

0
22
0
0

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W
－
04

下
層

弥
生

土
器

士 里
11
．1
0

12
．4
5

4．
70

暗
赤

褐
色

暗
赤
褐

色
径

2m
m
程

の
砂
粒

を
多

め
に
含

む
。

良
好

ミ
ガ
キ　

や
や
不

鮮
明　

肩
部
に
文

様
ナ
デ

26
0
10

02
19

5
Ⅲ

X
．Y

27
～
30

S
W
－
0
4

下
層

弥
生

土
器

－ヨE
，

宝
4
・j
o

（1
1．
00
）
黄
褐

色
自
褐
色

径
2m

m
程

の
長

石
を
多
く
含
む
。
褐
色

粒
子

を
持

つ
良

好
縦

ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

26
0
1ⅰ

02
19

6
Ⅲ

X
．Y

27
・－
30

S
W
－
04

下
層

弥
生

土
器

主 文
6．
00

8．
50

白
褐
色

白
褐
色

径
2m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多
め
に
含

む
。
良
好

左
斜
行

の
ミガ

キ　
鹿

部
縁

は
縦

ハ
ヶ

目　
外

底
ヶ
ズ
11
状
の

ナ
デ

ナ
デ

26
0
12

02
19

9
－

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W
－
0
4

下
層

弥
生

土
器

－土 宝
5．
60

（9
．2
5）

白
褐
色

一
赤

白
褐

色
白
褐
色

径
3m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む
。

良
好

ミ
ガ
キ
？

ナ
デ

26
0
13

02
49

9
Ⅲ

Z
28

S
W
－
04

弥
生

土
器

．ここ1
ご．

璽
6．
60

10
．1
0
赤

味
を
帯

び
た
灰

褐
色

淡
橙
色

～
赤

味
を

帯
び
た
灰

白
色

1
－
2m

m
砂

粒
、多

く
含
む
。
石
英

多
い

。
内

外
と
も
露

出
あ
り

普
通

ミ
ガ
キ
状
の
ナ
デ

ナ
デ

26
0
14

02
69

7
Ⅲ

‘Y
30

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

ゴビ
一

室
2
1－
50

15
．8
0
白
褐
色

淡
灰

褐
色

径
1－

3
m
m
程

の
砂

粒
多
し

良
好

左
斜
行

の
ミ
ガ
キ

ナ
デ

26
2
1

02
43

2
Ⅲ

Ⅹ
28

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
’

18
．7
0

17
．1
0

6．
50

浅
橙

色
～
灰

黄
色

比
較
的

精
良

土
に
1
－
2m

m
砂

粒
少

量
含

む
普

通
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

縦
の
ミガ

キ

26
2
2

0
26
5
8

Ⅲ
Y

29
S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
一1
9・
80

22
．6
0

赤
桃

色
赤
桃
色

比
疎
的

精
良

土
。
1
m
m
程

度
の
砂

粒
少
し

含
む
。
石
英

な
ど

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

や
や
摩
滅

体
部
上

半
は
左
斜

行
の

ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ
上

げ

26
2
3

02
44

2
Ⅲ

Ⅹ
28

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

草
2
7．
00

2
11
50

20
．4
0

淡
茶
褐
色

～
灰
褐

色
溌
茶
褐

色
3
m
m
ま
で
の
砂

粒
を
非
常

に
多
く
含
む
O
粗

い
．土

普
通

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ケ
目

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

26
2
4

02
40

0
Ⅲ

Y
29

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
20

・1
0

（2
3・
6
0）

淡
橙

色
淡
橙
色

精
良
土

。
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
含
む
。
石

英
．長

石
。器

面
の
露

出
は
少

な
い

普
通

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

体
部
は
丁
寧

な
ナ
デ　

下
半
は
磨

耗

26
2
5

02
38

9
Ⅲ

Ⅹ
30

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

甕
19
．7
0

16
．－8
0

7．
10

淡
橙

色
茶
褐

色
～
灰
褐

色
1－

2m
m
の
砂

粒
を
多

く含
む

。石
英
多

い
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

沈
線

下
方

は
横

ハ
ヶ
目　

下
半

は
縦

ハ
ヶ
目

上
半
は
ナ
デ
上

げ　
下

半
は
左

上
が

り

の
ナ
デ

26
2
6

02
43

8
Ⅲ

Ⅹ
28

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
3
2．
20

（3
0．
4
0）

30
・5
0

淡
茶

褐
色

～
灰
褐

色
1

淡
茶
褐

色
3
m
m
ま
で
の
砂

粒
を
多

く含
む
。
石
英

多
い
°

雲
母

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ　

下
半

は
炭

化
物

26
2
7

02
43

7
Ⅲ

Ⅹ
28

S
W
－
0
4

弥
生
土
器

甕
12
．2
0

（2
3
．2
0）

淡
橙
色

淡
橙

色
1m

m
程
度

の
砂
粒

多
い

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

言
縁

部
は
横

ハ
ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ
？

摩
耗

26
2
8

02
45

3
Ⅲ

Y
28

S
W
－
0
4－

弥
生

土
器

甕
5．
50

（2
0．
6
0）

茶
褐

色
橙
色

3
m
m
ま
で
の
砂
粒

あ
り
°
1m

m
内
が
多

い
。

長
石
．石

英
・褐

色
粒

子
。
内

面
露
出

多
い

普
通

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

下
半

も横
ナ
デ

ナ
デ

26
3
9

02
43

1
Ⅲ

Y
29

S
W
－
0
4－

弥
生
土

器
甕

2
4．
40

2
3．
50

2
2．
90

黄
褐
色
～
茶

褐
色

黄
褐

色
－

1－
2m

m
砂

粒
を
非

常
に
多

く含
む

普
通

口
縁
端

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦
ハ

ヶ
目

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

体
部

は
摩
滅

26
3
10

02
4
16

Ⅲ
Y

29
S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

2
8．
00

3
3．
30

淡
茶
褐
色

～
赤
橙

色
黄
茶

褐
色

3
m
m

の
砂
粒

を
比

較
的

多
く
含
む
。
石

夷

多
い
。
内
外

面
と
も
低

く
露
出

普
通

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

左
上
が

りの
ナ
デ　

中
位

は
横

ナ
デ

26
3
11

02
40

2
Ⅲ

Y
29

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

17
一5
0

2
5．
20

2
4．
10

灰
褐
色

～
淡

橙
色

浅
橙

色
1－

2
m
m
の
砂
粒

を
非

常
に
多

く含
む
。
石

英
．長

石
多
い

普
通

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

磨
耗　

調
整
痕

不
明

26
3
12

02
49

8
Ⅲ

Z
27

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
轟

2
4．
20

2
7．
30

2
5．
80

や
や
赤
味
を
お
び
た

灰
白
色

～
灰
褐

色
や
や
赤
味
を
お
び
た

灰
白
色
一
茶
褐
色

1m
m
程
度

の
砂
粒

含
む
。
内
外
と
も
露

出
あ
り

普
通

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

休
部

は
左

上
が
り

の
ナ
デ

ナ
デ　

下
半

に
炭
化
物

26
3
13

02
39

2
Ⅲ

X
30

S
W
－
0
4

弥
生
土

器　
－

甕
14
．6
0

（2
6
．8
0）

2
5．
70

茶
褐
色

茶
褐

色

1m
m
ま
で
の
砂

粒
を
多

く含
む
。
内
面
胴

下
半
以

外
は
露

出
な
し
。石

莱
・長

石
．雲

母
良

好
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

湾
曲
部

は
横

ハ
ヶ
自　

体
郡
上

半
は
ナ

デ
上

げ　
下
半
は
ナ
デ

26
3
14

02
3
91

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

18
．0
0

29
．0
0

茶
褐
色

～
灰

褐
色

灰
褐

色
～
茶

褐
色

3m
m
ま
で
の
砂

粒
を
多

く含
む
。
石
英
多

い
普

通
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
柵
か
な
縦

ハ
ヶ
目　

煤
付

着
湾

曲
部

は
指
押
さ
え　

ナ
デ

26
3
15

02
4
54

Ⅲ
Y

28
S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

2
5．
70

33
．7
0

3
2．
90

淡
茶
褐
色

～
灰
褐

色
淡
茶

褐
色

1－
2m

m
の
砂

粒
多

い
。石

英
．長

石
な
ど
。

※
1ヶ

所
だ
け
3
m
m
X
4m

m
大

の
黒
曜
石

（
？）
片

あ
り
。外

面
、沈

線
直
下

普
通

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ハ
ヶ
目

口
綾

部
は
横

ミガ
キ　

休
部

は
ナ
デ

2
63

16
02
4
36

Ⅲ
Ⅹ

28
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

19
．8
0

（2
8
－8
0）

2
8－
40

灰
黄
色

～
灰

褐
色

淡
茶

褐
色

2m
m
ま
で
の
砂

粒
多
く
含
む

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

口
縁
部

は
横

ハ
ヶ
自　

体
郡
上

半
は
左

上
が
り
の
ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

上
げ

2
64

17
02
3
61

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

吉
武
土

師
器

甕
13
・4
0

（2
1．
00
）

浅
橙
色

浅
橙

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
含
む
。
石

英
．長

石
．
普

通
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

横
ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

商
店 苺 器 滑 討
け

一
一
1

e



報
告

書

挿
図
番

号

遺
登

録
番

号　
構 面

グ
リ
ッ
ド　
　　
　

遺
構

名
備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製

品
）の

法
量
と
特

徴
く法

量
上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

5．
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

言
一一一一．L一

器
種

田

器
高

ロ
．器
受
部
径

最
大

径
底
．鵬

．高
台
径

色
調

胎
土　
　　

慧
調

整
．

備
考

様
式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

26
4
18

0
23
9
6

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W
－
0
4

弥
生

土
器

甕
3
1．
90

（2
7．
7
0）

8・
10

茶
褐

色
茶
褐
色

微
砂
粒

と
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
あ
り
。長

石
．雲

母
多

い
。
石
英

な
ど
。
比
較

的
精

良
土

普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

田
揖
斐

は
縦
ハ

ヶ
目　

鹿
部
周

辺
は
縦
の

ミガ
キ
状

‘
言
縁

部
は
横

ハ
ヶ
日　

下
半

は
ナ
デ

26
4
19

0
23
95

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
24

．0
0

（3
1．
0
0）

浅
橙

色
一
灰

白
色

浅
果
色

2m
m
ま
で
の
砂
粒

を
多

く含
む
が
、器

面
へ

の
露

出
は
少

な
い

°石
英
多

い
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

休
部

は
縦

の
ミ

ガ
キ
状

26
4
20

0
24
48

Ⅲ
Y

2
8

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
28

．9
0

3
1．
90

30
．8
0

茶
褐

色
～
赤
橙

色
淡

褐
色

1
m
m
程
度

の
砂
粒

多
い

普
通

口
縁

部
と
突

帯
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ　

下
半
は
摩

滅

2
64

2
1

0
23
66

Ⅲ
Ⅹ

2
8

SW
－
04

弥
生

土
器

大
型

甕
（1
9．
20

）
（5
3．
20

）
（5
5．
80

）
灰

白
色

（や
や
赤

み
帯
び
る
）

灰
白
色

（や
や
赤

み
帯

び
る
）

比
較

的
精

良
だ
が

、断
面

で
は
小
さ
な
気

孔
が
多

く見
え
、空

気
の
含
み

が
多
か
っ
た
よ
う

だ
。
1～

5
m
m
ま
で
の
砂

粒
を
含
む
。
内
外

面
と
も
露

出
は
な
い
。
石
英

多
い

。長
石
な

ど
。

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ハ
ヶ
目
の

後
に
ナ
デ
消

し
外

面
色
調

口
綾
部

は
横
ナ
デ　

湾
曲

部
は
横

ハ
ヶ
目　

下
半

は
ナ
デ

2
65

22
02

36
5

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
大
型

甕
（1
5．
20

）
（5
1．
20

）
淡
橙
色

淡
橙
色

2－
3
m
m
程
度

の
砂
粒

を
比
較

的
多

く含

む
。
石
英

多
い
。
褐
色

粒
子

も
つ

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

上
半

は
横

ナ
デ　

下
半

は
縦

の
ナ
デ

2
65

23
02
5
29

Ⅲ
X
．Y

27
へ
一3
0
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

67
．6
0

53
．0
0
－

57
．0
0

14
．0
0
明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

4m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．赤

褐
色
粒

を
少

し
含

み
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む
。

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ

炭
素
年

代
測

定
。
済

°

26
8
24

02
3
68

Ⅲ
X

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

14
・5
0

（2
1．
00
）

浅
橙
色

明
橙

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
比
較

的
多

く含
む
。

石
英

・長
石

．赤
色

粒
普

通
言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
自

ナ
デ　

下
半

に
炭
化

物
付

着
炭

素
年

代
測

定
。
湊

°

26
8
25

02
4
33

Ⅲ
X

28
S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

15
・7
0

2
4－
80

淡
橙

色
淡
橙

色
1～

2
m
m
砂
粒

、比
較

的
多

く含
む

普
通

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

を
重
ね

る
ナ
デ

26
8
26

02
44

3
Ⅲ

Ⅹ
28

S
W
－
0
4

弥
生
土
器

甕
2
5．
10

（2
1．
30
）

（2
1
・3
0）

7．
10

浅
橙

色
浅
橙

色
1－

2m
m
の
砂
粒

多
く
含
む
°
石

英
．長

石
普

通
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
日

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ
？

摩
耗

26
8
27

02
39

4
Ⅲ

Ⅹ
30

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

言

甕
2
6．
00

（2
4．
0
0）

黄
橙

色
一
浅

橙
色

浅
橙

色
2
～
3m

m
程

度
の
砂

粒
を
比

較
的

多
く
含

む
普

通
言
緑
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
目

粘
土
接
合

部
は
横

に
指
押

さ
え

26
8
28

02
47

5
Ⅲ

Y
27

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
5・
50

（2
6．
8
0）

灰
褐

色
茶

褐
色

1
－
2m

m
砂

粒
含

む
良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
デ

26
8
29

0
24
25

Ⅲ
Y

2
9

S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
11
．7
0

18
．2
0

浅
橙

色
～
灰

褐
色

浅
橙
色

1
～
2m

m
砂

粒
、比

較
的
多
い

普
通

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
ハ
ヶ
日
の
後

に
横

ナ
デ　

体
部

は
左

上
が

りの
ナ
デ

26
8
30

0
23
88

Ⅲ
X

3
0

SW
－
04

弥
生

土
器

甕
13

・9
0

（2
3・
80

）
灰

白
色

黄
褐
色

1
－
2m

m
の
砂

粒
非

常
に
多

く
、器

面
に
も

露
出
。
石
英

多
い

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

横
ナ
デ
の
後

に
ナ
デ
上

げ

26
8
3
1

0
24
46

Ⅲ
Y

2
8

SW
－
04

弥
生

土
器

甕
37

．5
0

36
．5
0

8．
30

淡
茶
褐

色
～
灰

褐
色

1
m
m
大
の
砂

粒
多

い
O
長
石

多
い
。
石

英
な
ど

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

鹿
部

は
ナ
デ

ナ
デ　

口
綾

部
と
内
底

に
は
指
頭

圧
痕

26
9
3
2

02
42

1
田

Y
29

S
W

－
04

弥
生

土
器

甕
35

．1
0

（2
8．
30

）
9
．4
0
灰

茶
褐

色
灰

茶
褐

色
1
－
3
m
m
砂
粒

多
く含

む
。
石
英

．長
石
多

い
。
雲
母

。
内
面

、露
出

な
し
。
外
面

、摩
滅

部
分

を
除
い
て
露

出
な
し

普
通

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

休
部
は
縦

ハ
ヶ
日

ナ
デ
上
げ

2
69

33
02
4
26

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

19
．g
O

（3
0．
00

）
灰

黄
褐

色
～
灰

褐
色

灰
黄
褐

色
～
灰

褐
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
を
比

較
的

多
く
含
む
。

内
外

と
も
露
出

な
い

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ

2
69

34
02
4
14

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

26
．2
0

（3
4
．0
0
）

茶
褐
色

茶
褐

色
～
灰

褐
色

1－
2
m
m
砂
粒

を
比

較
的
多

く含
む

。内
面

に
多
く
露
出

。
石
英

多
い
。
雲

母
普
通

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

26
9
35

02
4
64

Ⅲ
Ⅹ

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

12
．0
0

（3
8
．4
0）

淡
橙
色

淡
橙

色
2m

m
ま
で
の
砂

粒
含
む
。
雲

母
．長

石
．石

英
。
内
外

と
も
少

し
露

出
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
パ
ケ
目

体
部
上

半
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
左

上

が
りの

ナ
デ

ー

26
9
36

02
4
15

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

31
．0
0

（3
6
・2
0）

淡
茶
褐

色
～
灰

白
色

淡
茶

褐
色

～
灰
褐

色
1m

m
大

の
砂
粒

を
含

む
。
石
英

多
い
。
雲

母
。
内
面

は
露
出

し
て
い
る

普
通

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
日

ナ
デ

27
0
37

02
4
78

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

3・
50

（4
0
．4
0）

明
橙
色

明
橙

色
良
好

横
ナ
デ

横
ナ
デ

27
0
38

02
47

7
Ⅲ

Y
27

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

4．
60

（4
6
．4
0）

淡
茶
褐
色

黄
味
帯
び
た
灰
白
色

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ

横
ナ
デ

27
0
39

02
47

6
Ⅲ

Y
27

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

7．
10

（叫
．0
0）

淡
茶
褐
色

淡
茶
褐
色
～
灰
褐
色

1－
3
m
m
ま
で
の
砂
粒

少
し

良
好

口
綾
部

か
ら
体

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

27
1
40

02
47

1
Ⅲ

Y
27

S
W
1
0
4

弥
生
土

器
甕

5．
40

7．
7
0
明

橙
色
～
淡

橙
色

1－
3m

m
ま
で
の
砂
粒

を
比

較
的
多

く含
む
。
良

好
ハ

ヶ
目　

外
底

は
指

押
さ
え

ナ
デ　

炭
化
物

27
1
41

02
47

2
Ⅲ

Y
27

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

6．
60

7．
10

比
較

的
精

良
土
。
微
砂

粒
多
い
。
2
－
3
m

m
砂

粒
少

し
良

好
縦

ハ
ヶ
目　

外
底

は
丁
寧

な
ナ

デ
ナ
デ

27
1
42

0
25

14
Ⅲ

X
．Y

2
71－

30
S
W
－
0
4

東
壁

D
層

弥
生

土
器

甕
7
．0
0

（9
・4
0）

黒
灰

色
精

良
土

。3
m
m
ま
で
の
砂

粒
少

し
。
長

石
多

い
。
石
英

。微
小
等

母
多

い
良
好

縦
ハ
ヶ
目　

左
斜

行
の
ナ
デ
を
加
え
る

丁
寧

な
ナ
デ

27
14

3
0
24
90

Ⅲ
Y

27
S
W
－
04

弥
生

土
器

甕
11
・7
0

淡
橙

色
淡
橙

色
1－

2m
m
砂

粒
、比

較
的
多
い

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ　

ー
ナ
デ　

部
分
的

に
炭
化

物

27
1
4
4

0
23
54

Ⅲ
Ⅹ

31
SW

－
04

弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
7
．0
0

7．
40

明
橙

～
浅
橙

色
灰

茶
褐

色
1
－
2m

m
大

の
砂
粒

を
多
く
含
む
。
ま
た
8
m

m
大

の
砂
礫

普
通

縦
ハ
ヶ
目　
　

ナ
デ　

ミ
ガ
キ
状

内
底

指
押

さ
え

孔
径

：9
m
m
．。

27
1
4
5

0
23
53

Ⅲ
Ⅲ

3
1

SW
－
04

弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
8
．3
0

浅
橙

色
浅
橙
色

1
－
2m

m
の
砂

粒
を
多

く含
む
（石

英
．長

石
．雲

母
）

普
通

粗
い
縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ　

内
底
指

頭
圧

痕
孔
径

：2
・4
cm

。

27
1
4
6

0
16
09

－
Ⅲ

Ⅹ
3
1

S
W

－
04

弥
生

土
器

13
．2
0

8．
1－0

浅
橙

色
～
灰

白
色

灰
白
色

3
m
m
ま
で
の
砂
粒

を
多

く
含
む

（石
英
多

い

。
長
石

．雲
母
な
ど
）

普
通

ヘ
ラ
ナ
デ

ナ
デ　

内
底
縁

は
指
押

さ
え

孔
径

：1
．2
cm

。

27
1
4
7

02
41

1
Ⅲ

Y
29

S
W

－
04

弥
生

土
器

甕
14

．1
0

9
．5
0
浅
橙
色

～
浅
黄

色
浅

橙
色

～
浅
黄

色
1
－
3m

m
の
砂

粒
多

く含
む
。－
石
英

．長
石

多
い

。雲
母
な
ど

普
通

ミ
ガ
キ
に
近

い
ナ
デ

ナ
デ

2
72

4
8

02
35
8

Ⅲ
Ⅹ

3
ⅰ

S
W

－
04

弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
7
．2
0

7
．3
0
灰

白
色

灰
褐
石

1m
m
ま
で
の
砂
粒

を
含

む
ナ
デ
上

げ
ナ
デ　

炭
化
物
付

着
孔
径

：8
m
m
。

2
72

4
9

02
43
4

Ⅲ
Ⅹ

2
8

S
W

－
04

弥
生
土

器
甕

9
．1
0

（9
・0
0）

淡
橙
色

灰
褐
色

3m
m
ま
で
の
砂
粒

を
含

む
。

普
通

縦
ハ

ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

2
72

5
0

02
46
3

Ⅲ
Ⅹ

27
S
W

－
04

弥
生
土

器
甕

9．
80

8
．9
0
淡
橙
色

黄
褐
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
含

む
良
好

縦
ハ

ヶ
自　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

指
頭
圧
痕

2
72

5
1

02
46
2

Ⅲ
Ⅹ

27
S
W

－
04

弥
生
土

器
甕

9．
3
0

9
．1
0
淡
橙
色

～
赤
橙

色
淡
橙

色
～
赤
橙
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
が
多
い

。長
石
多

い
°

雲
母

．石
英

良
好

縦
ハ

ヶ
日　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

炭
化

物

27
2
52

0
12
95

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

8・
0
0

7
．5
0
浅
黄
橙

色
浅

黄
橙
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
を
含

む
ヘ
ラ
ナ
デ　

括
れ
部
は
指

押
さ
え

ナ
デ　

内
底

は
指
押

さ
え

27
2
53

02
4
88

Ⅲ
Y

27
S
W

1
0
4

弥
生
土

器
甕

8．
10

8
．3
0
赤

橙
色

～
淡
橙

色
や
や
赤

味
を
お
び

た
灰

白
色

1～
3
m
m
砂
粒

を
比

較
的
多
く
含
む
O

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

27
2
54

02
4
89

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

9．
00

9
．4
0
淡

橙
色

灰
褐

色
1－

3
m
m
砂
粒

を
比

較
的

多
く
含
む
。

良
好

縦
パ
ケ
目　

部
分
的

に
ナ

デ
消
し　

外
底
は
指

ナ
デ

ナ
デ　

炭
化

物
付

着

27
2
55

02
3
67

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

（鹿
部
穿

孔
）

10
．0
0

9．
30

、浅
橙
色

～
灰

白
色

浅
橙

色
～
灰

白
色

2m
m
ま
で
の
砂

粒
比
較

的
多

く含
む

。石
英
．長

石
他

普
通

縦
ハ
ヶ
目　

括
れ
部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

孔
径

：0
．9
c
m
。

27
2
56

02
44

5
Ⅲ

Y
28

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

9．
20

（1
2．
00

）
赤

橙
色

～
淡
橙
色

赤
橙

色
～
淡

橙
色

1－
3m

m
の
砂

粒
を
非
常

に
多

く含
む

。石
英

．長
石

多
い
。
雲

母
他

良
好

縦
ハ
ヶ
目
の
後
に
ナ
デ　

外
底

は
指
押

さ
え

ナ
デ　

炭
化

物
厚

く付
着

27
2
57

02
4
65

Ⅲ
Ⅹ

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

18
．6
0

6．
10

・淡
橙
色
一
灰

橙
色

淡
橙

色
一
灰

黄
色

1－
3
m
m
砂

粒
が
比
較

的
多

い
良

好
縦

ハ
ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ　

指
押
さ
え

丁
寧
な
ナ
デ

27
2
58

02
47

0
Ⅲ

Y
27

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
甕

8．
30

6．
20

・淡
橙

色
浅
橙

色
や

や
精

良
土

に
1
m
m
程

度
の
砂
粒

多
い
。

良
好

縦
ハ
ヶ
目

外
底

は
ナ
デ

石
英
多

い
。
長
石

．雲
母

・黒
粒
？

丁
寧
な
ナ
デ

h
1 定 価 苗 田

法
・

渦 帥



報
告
書

挿
図
番

号
登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

器
種

器
高

口
・器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
構
高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

27
2
59

02
4
03

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

17
・7
0

12
・5
0
黄

褐
色

黄
褐

色
1－

2
m
m
砂
粒

含
む

普
通

縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

外
底
炭

化
物

。

27
2
60

02
39
9

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

20
．6
0

10
．4
0
浅
茶
褐

色
～
灰

褐
色

浅
茶

褐
色

～
灰

白
色

3m
m
程

度
の
砂

粒
を
多

く含
む
。石

英
．長

石
が
多

い
普

通
縦
ハ
ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

磨
耗

2
72

6
1

02
44
7

Ⅲ
Y

28
S
W

－
04

弥
生
土

器
大
型

甕
24
．7
0

14
・1
0
茶

褐
色

一
決
茶

褐

色

茶
褐

色
一
決
茶
褐

色

卜
3
m
m
ま
で
の
砂

粒
を
多
い

。石
英
．雲

母
．長

石
．褐

色
粒

子
良
好

体
部

は
縦
パ
ケ
目　

鹿
部
は
ナ
デ　

外

底
は
指

押
さ
え

ナ
デ　

内
底

は
楷
押

さ
え

27
3
62

02
44
4

Ⅲ
Y

28
S
W

－
04

弥
生
土

器
蓋

11
・1
0

7
・1
0
淡
茶
褐

色
～
灰

褐
色

淡
茶

色
比
較

的
精

良
な
土

に
1－

2m
m
の
砂

粒
含

む
。
露
出
な
し
。長

石
．雲

母
．石

英
な
ど

良
好

縦
ハ

ヶ
目　

摘
み
部
は
ナ
デ

丁
寧
な
ナ
デ
の
後

に
横
ミ
ガ
キ

2
73

6
3

02
42
8

Ⅲ
Y

29
S
W

1
04

弥
生
土

器
蓋

9．
2
0

6
．1
0
淡
橙
色

～
灰
褐

色
淡
橙

色
～
灰

褐
色

2m
m
ま
で
の
砂
粒

を
含

む
。
雲
母

．石
英

良
好

縦
ハ

ヶ
目　

一
部
に
横

ミガ
キ

横
ハ
ヶ
目

2
73

64
02

43
0

Ⅲ
Y

29
S
W

－
04

弥
生
土

器
蓋

14
．2
0

7
．3
0
灰

褐
色

～
淡
茶

色
茶
褐

色
～
灰

褐
色

1－
3
m
m
砂
粒

を
多

く
含
む

普
通

縦
ハ

ヶ
目

丁
寧

な
ナ
デ

2
75

65
02

42
3

Ⅲ
Y

29
S
W

－
04

弥
生
土

器
ミニ

チ
ュ
ア
壷

5．
9
0

7・
20

3
．0
0
灰

黄
褐

色
灰

黄
褐
色

1m
m
ま
で
の
砂
粒

を
少

量
含

む
。長

石
．雲

母
．石

英
良
好

頚
部

は
縦
ナ
デ
の
後

に
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は
ナ
デ
後

に
横
ミ
ガ
キ

ナ
デ

？

2
75

6
6

0
15
19

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
04

北
半

弥
生
土

器
ミニ

チ
ュ
ア
壷

7・
4
0

4．
2
0

3
．2
0
灰

褐
色

灰
褐

色
～
浅
黄
色

1m
m
ま
で
の
砂
粒

を
少

量
含

む
普
通

口
縁

か
ら
頚

部
は
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は

横
ミ
ガ
キ　

下
半
は
縦
ミ
ガ
キ

ナ
デ

2
75

67
02

44
1

Ⅲ
X

28
S
W

－
04

弥
生
土

器
ミニ

チ
ュ
ア
壷

6・
7
0

（9
．1
0
）

4
．6
0
赤
橙
色

赤
橙

色
2m

m
ま
で
の
砂

粒
が

多
い
。
内
外

表
面

と
も

露
出

羞 言
ナ
デ　

押
さ
え　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

押
さ
え

2
75

6
8

　
02

37
4

Ⅲ
X

30
S
W

－
04

弥
生
土

器
ミニ

チ
ュ
ア
壷

8．
10

（5
．9
0
）

（4
．2
0
）
灰

褐
色

一
黄
灰

色
灰
褐

色
～
黄
灰

色
1－

2
m
m
程
度

の
砂
粒

を
比
較

的
多

く含
む
。
石
英

多
い

普
通

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
は
雑
な
ミ
ガ

胴
部

下
半
は
ナ
デ

2
75

6
9

02
40
6

Ⅲ
Y

29
S
W

－
04

弥
生
土

器
ミニ

チ
ュ
ア
壷

10
．8
0

6．
2
0

9．
10

4
．3
0
浅
黄
色

灰
白
色

1m
m
程

度
砂

粒
を
少

し
含
む
が

、露
出

な

し
。
雲

母
・長

石
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
上

半
は
左

斜
行

の
ハ
ヶ
目　

下
半

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

2
75

7
0

02
37
8

Ⅲ
X

30
S
W

－
04

弥
生
土

器
小
型

壷
9．
9
0

（5
．2
0
）

10
．0
0

4
．3
0
橙
色

～
茶

褐
色

橙
色

1m
m
ま
で
の
砂
粒

を
少

量
含

む
。

良
好

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

縦
ハ

ヶ
目
の
後

に
横
ミ
ガ
キ

ナ
デ　

指
押
さ
え

2
75

7
1

02
47
9

Ⅲ
Y

27
S
W

－
04

弥
生
土

器
ミニ

チ
ュ
ア
壷

10
．0
0

6
．3
0

9．
10

4
．4
0
灰
褐
色
～
淡
橙
白
色

灰
褐
色
～
淡
橙

白
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
を
少

し
含

む
普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
は
ミ
カ
キ

口
縁
部

は
横
ミ
カ
キ　

内
面
は
ナ
ァ

2
75

7
2

02
38

1
Ⅲ

Ⅹ
30

S
W

－
04

弥
生

土
器

lC巳
．

∃互
13

．4
0

（7
・2
0
）

12
．7
0

3
．3
0
浅
橙
色

一
灰
褐

色
浅

橙
色

1－
2m

m
程

度
の
砂

粒
を
多
く
含
む
°
石

英
多
い

－L

良
好

口
綾

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
ナ
デ
上

げ
胴

部
は
横

ミガ
キ

ナ
デ

2
75

7
3

02
4（
57

Ⅲ
Y

27
S
W

－
04

弥
生

土
器

士 室
4
．7
0

10
．8
0

黄
茶
褐

色
黄

茶
褐

色
比
較

的
精

良
土

に
微
砂

粒
を
少
し
含

む
良
好

横
ミ
カ
キ

横
ミ
カ
キ

27
5
7
4

02
44
0

Ⅲ
Ⅹ

2
8

S
W

－
04

弥
生

土
器

－こ土
ゴ．

璽
16

．1
0

（9
．5
0
）

15
・3
0

5
．2
0
黄
褐
色

一
浅
黄

色
黄

褐
色

～
浅
黄

色
比
較

的
精

良
土

に
1m

m
弱

の
砂
粒

を
少

し

含
む

良
好

言
縁

端
部

は
横

ナ
デ　

全
面
横

ミ
ガ
キ

口
頚
部

は
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は
ナ
デ

27
5
7
5

02
38
3

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
04

弥
生

土
器

－土 更
15

．2
0

10
．9
0

15
．6
0

6
一4
0
黄
褐
色

5
m
m
ま
で
の
砂
粒

を
多

く
含
む
。
石
英

多
い

普
通

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
は
ミ
ガ
キ

ミガ
キ　

下
半

は
ナ
デ　

内
底

は
指
押

さ
え

27
5
7
6

02
46
8

Ⅲ
Y

2
7

S
W

－
04

弥
生

土
器

．こと
．

璽
7
．5
0

（1
7．
40

）
淡
橙
色

一
赤
橙

色
淡

橙
色

～
赤
橙

色
精

良
土
に

1－
2
m
m
の
砂
粒

含
む
。
内
外

面
と
も
多
く
露
出

普
通

口
縁

端
部

は
横
ナ
デ　

頸
部

は
縦
ハ
ヶ

日
の
後
に
横

ミガ
キ

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
目　

頸
部

は
ナ
デ

27
5
7
7

0
24
09

Ⅲ
Y

2
9

S
W

－
04

弥
生

土
器

．土 更
10

．3
0

（1
7．
70

）
黒
褐

色
～
黄
茶

褐
黄

茶
褐

色
1
～
2
m
m
の
砂
粒

含
む

。石
英

・長
石

－
良
好

口
緑

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
縦

ハ
ヶ
日

の
後

に
横

ナ
デ　

胴
部

は
横

ミ
ガ
キ

横
ナ
デ　

ー
部

に
指
頭

圧
痕

27
5
7
8

0
24
22

Ⅲ
Y

2
9

SW
－
04

弥
生

土
器

士 璽
10

－8
0

（1
7．
40

）
灰
褐

色
黄

灰
褐

色
1
－
2
m
m
砂
粒

を
比

較
的
多
く
含
む
。
長

石

．石
英

．雲
母

良
好

口
縁

部
は
ナ
デ
後

に
横

ミ
ガ
キ　

頸
部

は
ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ミガ
キ

口
縁

部
は
ナ
デ
の
後

に
横

ミ
ガ
キ　

頸
部
は
ナ
デ

27
5
7
9

0
24

17
Ⅲ

Y
2
9

SW
－
04

弥
生

土
器

一つ1
ゴ．

重
12
．7
0

15
．8
0

黒
灰

褐
色

黄
褐
色

比
較
的
精

良
土

。
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
少

し
含

む
。
石
英

．長
石

。頸
部
接

合
の
箇

所
に
の
み
3
m
m
大
砂

礫
あ

り。
内
面

露
出

⊥．
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　廟

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
縦

ハ
ヶ
目

の
後

に
横
ミ
ガ
キ　

胴
部

は
横
ミ
ガ
キ

言
縁

部
は
横
ミ
ガ
キ　

頸
部
は
ナ
デ
上

げ　
胴
部

は
ナ
デ

上
げ　

指
頭

圧
痕

一一・
　　
　b
－

27
5
80

0
24
29

Ⅲ
Y

2
9

SW
一
04

弥
生

土
器

－こヒ 璽
7
．5
0

茶
褐

色
灰

白
色

1
m
m
砂
粒

含
む
。
内

面
や
や
蕗

出
良
好

横
ミカ

キ
ナ
ァ　

指
頭
圧

痕

27
5
81

0
24

19
Ⅲ

Y
29

SW
－
04

弥
生

土
器

－土 璽
20

．3
0

（1
8．
20

）－
28

．8
0

黒
褐

色
黒
褐
色

1
－
3m

m
砂

粒
を
比
較

的
多

く含
む
。
長
石

．石
英

。
露
出
な
し

良
好

頸
部
は
縦

ハ
ヶ
目
の
後

に
横
ナ
デ　

胴
部

は
横
ミ
ガ
キ

頸
部

は
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は
摩

耗

27
5
82

0
23
79

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W
－
04

弥
生

土
器

こiこ
ゴ．

璽
9
．2
0

（1
9．
40

）
明
淡

橙
色

明
淡
橙

色
1－

2m
m
程

度
の
砂

粒
を
比

較
的
多

く含
む
。
石
英

多
い

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
ハ

ヶ
目
の

後
に
ナ
デ
上
げ

言
縁

部
は
横
ミ
ガ
キ　

頸
部

は
ナ

デ
下
半

は
指
押

さ
え

27
5
83

0
24
6
1

Ⅲ
Y

28
S
W
－
0
4

弥
生

土
器

－土 竺匿
8．
20

（1
5．
4
0）

浅
赤

橙
色

浅
赤
橙

色
1～

2m
m
砂

粒
多

い
。
内
外

と
も
露
出

あ
り

普
通

頸
部
上

半
は
ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ナ
デ

下
半
は
ナ
デ
の
後

に
ミガ

キ　
胴
部

は
粗

い
ハ
ヶ
目

頚
部

は
ナ
デ
の
後

に
横

ミ
ガ
卑　

下
半

は
ナ
デ

27
5
84

0
23
70

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W
－
0
4

弥
生

土
器

－ニヒ 軍
7
．1
0

（1
5・
2
0）

灰
黄

色
黄
褐

色
普

通
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

頸
部

は
縦

ハ
ヶ
日

の
後

に
横
ミ
ガ
キ

頸
部

は
ミ
カ
キ
状

の
ナ
ァ　

胴
部

は
ナ

デ

27
6
85

02
4
18

Ⅲ
Y

29
S
W
－
0
4

弥
生
土

器
．ニヒ 璽

10
．8
0

（1
7・
80
）

灰
黄
褐
色

灰
黄

褐
色

～
黄
褐

色

1－
5m

m
ま
で
の
砂
粒

を
多

く含
む
。
中
で
も

、2
－
3
m
m
大
の
砂

粒
多

い
。
貼
付

突
帯

に
も
5
m
m
大
の
礫

含
む
。露

出
は
少

な
い

（露
出
は
摩
滅

の
た
め
）

良
好

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

頸
部

は
ナ
デ

上
げ

一
部

に
ハ
ヶ
日　

胴
部

は
横

ミ
ガ
キ

頸
部
は
ナ
デ

27
6
86

02
46

9
Ⅲ

Y
27

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
－ニ巳
．

璽
7．
20

（1
8．
80
）

淡
橙

色
～
灰

白
色

淡
橙

色
2
m
m
ま
で
の
砂

粒
が

比
較

的
多
い

。比
較

的
精

良
土
。
石

英
多

い
。
長
石

．褐
色

粒
子

？表
面
は
露

串
。
特
に
内

面
に
露

出
多
い

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

頸
部

は
縦
ハ
ヶ
日

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
に
一

部
横

ハ
ヶ
日　

頸
部
は
ナ
デ

27
6
87

02
4
87

Ⅲ
Y

27
S
W
一
0
4

弥
生
土

器
－こヒ 当互
　

’
12
．5
0

（2
7
・0
0）

（明
橙
色

～
）淡

橙

色

2－
3
m
m
砂

粒
比
較

的
多

い
。
内
外
面

と
も

、露
出
多

い
良

好
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

口
縁
下

方
は
縦

ハ
ヶ
目
の
後

に
横

ナ
デ　

頸
部

下
半

は
ハ

ヶ
日

頸
部
は
ミ
ガ
キ　

ロ
縁

部
に
文
様

27
6
88

02
40

4
Ⅲ

Y
29

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
．土 璽

（3
1．
60
）

灰
褐
色

～
灰

黄
色

灰
褐

色
～
灰

黄
色

1－
3
m
m
の
砂
粒

多
く
含
む

。石
英
多

い
。

雲
母

普
通

頚
部

は
横

ナ
デ　

胴
部
は
横

ミガ
キ

頚
部
は
ミ
カ
キ　

胴
部

は
左
上

が
り
の

ナ
デ

27
6
89

02
3
77

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
七 重

8．
50

（1
4
．6
0）

黒
灰
色

．ヽ

黄
褐

色

．ヽ

2m
m
ま
で
の
砂

粒
を
含

む
。石

英
他

■
胤

融、
、止
A

良
好

横
ミ
ガ
キ　

上
半

に
文
様

胴
部
上

半
は
指
押

さ
え　

下
半

は
ミガ

キ
状

の
ナ
デ

ナ
－す

27
6
90

02
4
82

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

机　
土

ロ
台 璽

1．
黄

1ノ
／

に
ず　
砂

址
己
む

ミ
カ
キ

7－

27
6
9
1

02
4
52

Ⅲ
Y

28
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
．ゴヒ
一

里
明

橙
色

～
淡
橙
色

明
橙

色
～
淡

橙
色

2m
m
ま
で
の
砂

粒
多

い
。
内
外

と
も
露

出
。

石
英

．褐
色
粒

子
良
好

ナ
デ

ナ
デ

27
6
92

02
3
55

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
．ニヒ 宝

灰
褐
色

灰
褐

色
1血

m
ま
で
の
砂

粒
を
含

む
良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

27
6
93

02
4
97

Ⅲ
Z

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
士 璽

淡
茶
褐

色
淡
茶

褐
色

1m
m
ま
で
の
砂

粒
含

む
。
雲
母

、長
石

、石
英

良
牢

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

27
6
94

02
3
60

Ⅲ
X

3
1

S
W

1
0
4

弥
生
土

器
皇 軍

浅
橙
色

（一
部
丹

あ
り）

浅
橙

色
（一

部
丹

あ
り
）

1m
m
ま
で
の
砂

粒
を
少

量
含

む

4、
、諦
鼻
4
、日

A

普
通

並
’南

横
ナ
デ　

文
様

横
ナ
デ　

指
押
さ
え

ナ
，や

27
6
95

02
35
9

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

弥
生
土

田
．こと
．

望
灰

灰　
色

1m
m　
　

の
砂

址
を
少
量

己
む

【∃
退

ナ
ァ

7
．

27
6
96

－
02

35
6

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
－こヒ 璽

暗
橙
色

・
暗
橙

色
2m

m
ま
で
の
砂

粒
少
し
含
む

良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

海
癌 苺 ．・
誌・ 渦 柵 ト
－

1

笥



報
告
書

挿
図
番

号
登

録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド　
　　
　

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点
土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上
段

：土
器　

下
段

：土
製

晶
〉

器
種　
　　
　　
　　
　　

器
高

○

口
．器
受
部
径

最
大

径
底
．脚
裾
．高
台
径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備

考
様

式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

27
6
97

02
35

7
Ⅲ

Ⅹ
31

S
W
－
0
4

弥
生
土

器 ロ

．上 宝 士

黒
色

浅
黄

色
1m

m
ま
で
の
砂

粒
を
少
量

含
む
。
ま
た
、5

m

m
大

の
砂
礫

も
含
む

普
通

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

27
6
98

02
5
18

Ⅲ
X
．

2
7′
－
30

S
W
－
0
4

東
壁

D
層

弥
生

土
器

－0

盤 台

明
橙

色
～
淡

橙
色

橙
白
色

1
m
m
程
度

の
砂
粒

、比
較
的

多
い

良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

27
6
99

0
24
5
9

Ⅲ
Y

28
S
W
－
0
4

弥
生

土
器

－…1
精

良
土

に
微

砂
粒

を
少
し

－
良
好

ナ
デ

ナ
デ

27
6
10
0

0
24
60

Ⅲ
Y

28
S
W
－
04

弥
生

土
器

虫 盤
精

良
土

に
卜

2
m
m
の
砂
粒

少
し
。他

、
微

砂
粒

含
む

良
好

ナ
デ

ナ
デ

27
6
10
1

0
24
57

Ⅲ
Y

2
8

S
W
－
04

弥
生

土
器 －0

．女 甕 一女

6
．3
0

や
や
赤
味

を
お

び
た
灰

白
色

や
や
赤
味

を
お
び

た
灰

白
色

比
較
的

精
良
土

に
1m

m
程

度
？
砂

粒
少

し
良
好

ナ
デ

ナ
デ

27
6
10
2

0
23
69

Ⅲ
Ⅹ

3
0

SW
－
04

弥
生

土
器

璽
2
9．
40

灰
、

2
－
3m

m
畳
更
の
砂

立
を　

含
む

普
通

ミ
ガ
キ

ミガ
キ
、
、の

ナ
デ

2
76

10
3

0
23
7
1

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
04

弥
生

土
器

・こヒ 冤 つと
．

明
橙
色

浅
橙
色

微
砂

粒
を
含
む

。精
良
。
長
石

．石
英

．雲
母

良
好

ナ
デ

ナ
デ

2
76

10
4

02
45
8

Ⅲ
Y

28
S
W

－
04

弥
生

土
器

璽 ．ニヒ

黄
褐
色

淡
黄
色

比
較

的
精

良
土

°
1－

2
m
m
砂
粒

少
し

良
好

ナ
デ

ナ
デ

27
6
10

5
02

48
3

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生

土
器

軍
灰

黄
色

3一
黄
色

1m
m
程

度
砂

粒
少

し
。
比

賢
的

、
ミガ

キ
ナ
デ　

目　
さ
え

27
8
10

6
02

37
2

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
立 璽

21
．3
0

（3
1・
10

）
7
．7
0
黒
褐
色

淡
茶
褐

色
1－

2
m
m
程
度

の
砂
粒

を
比
較

的
多

く含
む
。
石
英

多
い

普
通

胴
部

上
半

は
細
か
な
横

ミガ
キ　

下
半

は
縦
の
ミ
ガ
キ

上
半

は
ナ
デ　

下
半

は
横
ミ
ガ
キ　

内

底
は
ナ
デ

27
8
10
7

02
4
49

Ⅲ
Y

28
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
士 亜

（3
0
．2
0）

10
．0
0
黄

褐
色

淡
橙

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
非
常

に
多
く
含
む

。
石
英

．長
石
多

い
。
雲
母

な
ど

普
通

横
ミ
ガ
キ

ナ
デ　

内
底

縁
は
指

頭
庄

痕

27
8
10
8

02
4
05

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
－士 璽

22
．5
0

（2
6
．6
0）

茶
褐
色

灰
褐

色
～
黄

褐
色

1m
m
ま
で
の
砂

粒
を
含

む
。
（石

英
、長

石
、

雲
母
な
ど
）

良
好

胴
部

は
ミガ

キ　
頸

部
は
一

部
に
ハ
ヶ

日
胴

部
上

半
は
ナ
デ

．

27
8
10
9

01
55

7
Ⅲ

Y
27

S
W
－
0
4

弥
生
土

器
－こヒ 璽

16
．4
0

2
1．
45

8・
30

浅
黄
橙
色

黒
灰

色
～
灰

白
色

砂
礫
を
多

量
に
含
む

（石
英

．長
石
多

い
。

金
雲
母

少
な
い
）

普
通

部
分

的
に
パ
ケ
目　

下
半

は
斜
行

ハ
ヶ

目
の
後

に
斜

行
ミガ

キ　
外

底
は
ナ
デ

上
半
は
左
斜

行
の
パ
ケ
目　

下
半

は
ナ

デ　
指
頭

圧
痕

27
8
11
0

02
4
12

Ⅲ
Y

彿
S
W
－
0
4

弥
生
土

器 ロ

．ヨヒ
－

冤
17
．6
0

（1
3
．4
0）

（2
2
．仲

）
浅

黄
色

黄
褐

色
1－

2
m
m
の
砂
粒

多
く
含
む
。
内
外

と
も
露

出
。
石
英

・長
石

普
通

言
縁
部

は
ナ
デ

摩
滅　

ナ
デ

？

27
8
11

1
02
40

1
Ⅲ

Y
29

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

蓋
13
．6
0

1．
90

茶
褐

色
～
黒

褐
色

灰
白

橙
色
．橙

色
1m

m
程
度

の
砂
粒

を
含

む
良

好
部

分
的
に
ハ
ヶ
目

ナ
デ

27
8
11
2

02
48

4
Ⅲ

Y
27

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

一女 璽E
3．
60

（8
．2
0）

赤
橙

色
～
灰

褐
色

赤
橙

色
－
灰
褐

色
精

良
土

に
微
砂

粒
多

い
。
長
石

．雲
母
．褐

色
粒
子

多
い

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

胴
部

は
横

ミ
ガ
キ

ナ
デ

27
8
11
3

0
24
8
5

Ⅲ
Y

2
7

S
W
－
04

弥
生

土
器

－ニ月
ざ

璽E
2．
80

（1
7．
8
0）

灰
黄

色
～
灰

褐
色

灰
黄
色

～
灰
褐

色
精

良
土

に
微

砂
粒

含
む
。長

石
多

い
。
雲

母
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

27
8
11
4

0
25
07

Ⅲ
X
．

27
．～
30

S
W
－
04

東
壁

B
層

土
器

注
口
土
器

6
．6
0

2
－3
0

2
・4
0

0．
60

淡
橙

色
（～

赤
味

を
帯

び
た
灰

白
色

淡
橙
色

（～
赤

味
を
帯

び
た
灰
白
色

1
m
m
程
度

の
砂
粒

多
く
含

む
。石

英
．長

石
．雲

母
普
通

摩
滅　

調
整
不

明

27
8
11
5

0
24
93

Ⅲ
Y

2
7

SW
一
04

土
器

任
口
土
器

7
．2
0

0
．8
0
淡
橙
色

淡
橙
色

1
m
m
ま
で
の
砂
粒

少
し
含
む

良
好

ミ
ガ
キ

2
80

11
6

0
24
20

Ⅲ
Y

2
9

SW
－
04

弥
生

土
器

士 璽E
26

．7
0

（3
9．
20

）
淡
橙
色

一
灰
褐

色
淡

橙
色

～
灰

白
色

2
m
m
ま
で
の
砂
粒

を
少
し
含

む
。
石
英

．長
石

．雲
母

良
好

言
綾

部
は
横

ナ
デ　

頸
部
は
縦

ハ
ヶ
目

の
後

に
横

ミ
ガ
キ　

胴
部

は
ハ
ヶ
日
の

後
に
横

ミガ
キ

頚
部

は
細
か
で
丁

寧
な
横

ミガ
キ　

胴
部
は
や
や
粗

雑
な
横

ミガ
キ

28
0
霊

Z
02

36
4

Ⅲ
Ⅲ

3
1

S
W

－
04

北
半

弥
生

土
器

大
型

壷
（？
1．
㈱

）
14

．4
0

淡
黄
色

．淡
橙
色

～
灰

褐
色

．灰
黄

色
淡

橙
色

．淡
黄
色

1
－
3
m
m
の
砂
粒

も
多

く含
む
。
石
英

多
い

°
長
石

。
露
出
少

な
い
°
全
体

に
脆

く
、パ

サ
バ
サ
し
た
状
態

。
普
通

書
通

剥
離　

調
整

痕
不

明

28
1
1
18

02
51
9

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

D
層

弥
生
土

器
Ciこざ 璽

3．
9
0

（4
0
．4
0
）

淡
黄
橙

色
淡

黄
橙
色

1m
m
ま
で
の
砂
粒

多
い
。
内

面
へ

の
露
出

は
多
い
が

、粒
が

小
さ
い

た
め
、滑

ら
か

な
感

じ
。
石
英

多
い

。金
雲
母

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ

頚
部

は
ナ
デ

28
1
1
19

02
4
39

Ⅲ
Ⅹ

28
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

11
．7
0

（4
6
．4
0）

灰
白
色
～
灰

褐
色

灰
褐

色
1m

m
ま
で

の
砂

粒
が
多
い

。3
m
m
程
度

の
砂
粒

も
少
し
含

む
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

突
帯

上
方

は
横

ナ
デ　

下
方
は
ナ
デ
を
重
ね
る

ナ
デ

28
1
12
0

02
4
55

Ⅲ
Y

28
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
大

型
壷

12
．0
0

（4
8
．2
0）

淡
橙
色

～
灰

褐
色

淡
茶

褐
色

1～
2
m
m
の
砂
粒

含
む

。長
石
多

し一一
。
雲

母
片

比
較

的
大

き
く、
多

い
良
好

口
緑
部

は
横
ナ
デ　

頚
部

は
ミガ

キ
状

の
ナ
デ

横
ハ
ヶ
目

28
1
12

1
02
4
95

Ⅲ
X
．

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

D
層

弥
生
土

器
大

型
壷

4．
50

（5
4
．8
0）

明
橙
色

明
橙

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
多

い
。
長
石

多
い
。
石

英
．雲

母
良
好

口
縁
部

は
ナ
デ　

下
半
は
横

ミガ
キ

口
縁

部
は
横

ハ
ヶ
目
の
後
に
横

ナ
デ

頸
部
は
ナ
デ

28
1
12
2

02
4
94

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
大

型
壷

8・
50

（7
7
．2
0）

淡
橙
色

淡
黄

褐
色

1～
3
m
m
砂

粒
多
い
。
石

英
多

い
。褐

色
粒

子
普

通
口
縁
部

は
横
ナ
デ　

警
備

は
ナ
デ

粗
い
ハ
ヶ
目

28
2
12
3

02
3
85

Ⅲ
X

30
S
W
－
0
4

弥
生
土

器
士 宜

3．
20

4・
70

黒
色

黒
灰

色
微

砂
粒

と
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
含

む
。長

石
多
い

。石
英

普
通

横
ミガ

キ　
外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

28
2
12
4

02
5
15

Ⅲ
X
．Y

2
7－

30
S
W
－
0
4

東
壁

D
層

弥
生
土

器
甕

2．
50

6．
90

淡
赤
橙
色

－
赤
味
帯
び
た
灰

白
色

良
好

ナ
デ
押

さ
え　

外
底
に
木

葉
痕

ナ
デ
押

さ
え　

逆
時
計

回
り

28
2
12
5

02
43

5
Ⅲ

Ⅹ
28

S
W
－
0
4

弥
生

土
器

－土 璽
5．
70

10
．2
0
暗
橙

色
淡
橙

色
比

較
的

精
良

な
土

。
1m

m
程

度
の
砂

粒
を

比
較
的

多
く
含
む
。
長

石
．石

英
．雲

母
良
好

ミ
ガ
キ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

28
2
12
7

0
23
7
3

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W
－
04

弥
生

土
器

大
型
甕

14
・8
0

10
・4
0
黄
褐

色
黄
褐
色

1
m
m
程
度

の
砂
粒

を
含

む
。
石
英

多
い

普
通

縦
ハ
ヶ
目　

鹿
部
付

近
は
横

ミ
ガ
キ

ナ
デ

28
2
12
8
－

0
24
9
1

Ⅲ
Y

2
7

SW
－
04

弥
生

土
器

・恵 一喜
一

9
．2
0

9．
10

黒
褐

色
淡

茶
褐

色
1
－
3m

m
砂

粒
含

む
。
内
面

に
は
、や

や
露

出
。石

英
．雲

母
良
好

横
ミガ

キ　
外

底
は
ナ
デ

丁
寧

な
ナ
デ

2
82

12
9

0
15
25

Ⅲ
W

2
9

S
W

－
04

弥
生

土
器

士 雲霞
10

．7
0

10
．1
0
淡
橙

色
淡

黄
橙

色
2
－
3m

m
程

度
の
砂

粒
多

く含
む
。
石
英

多
い

。雲
母

良
好

磨
耗　

ナ
デ
？

ナ
デ
上
げ

－　
指
頭

圧
痕

2
82

13
0

0
23
80

Ⅲ
Ⅹ

3
0

S
W

－
04

弥
生

土
器

大
型

壷
5．
50

12
．2
0
浅
黄
色

～
黄

白
色

浅
黄
色

普
通

ナ
デ

ナ
デ　

内
底
は
押

さ

2
82

13
1

02
45
6

Ⅲ
Y

2
8

S
W

－
04

弥
生

土
器

大
型

壷
8
・6
0

20
．1
0
淡
橙
色

黄
褐
色

一
浪
黄

褐
色

2
－
3m

m
砂
粒

多
く含

む
。
内
外
と
も
、少

し
露
出

良
好

ナ
デ

ナ
デ　

指
頭
圧
痕

2
82

13
2

02
41
3

Ⅲ
Y

29
S
W

1
04

弥
生

土
器

大
型

壷
14
．0
0

15
．3
0
浅
橙
色

浅
橙
色

1
■
3
m
m
の
砂
粒

多
く含

む
。
石
英

多
い
。

長
石

．雲
母

良
好

上
半
は
左
斜
行

の
ハ
ヶ
日
の
後

に
ミ
ガ
キ

状　
下
半

は
横

ミガ
キ　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ

2
84

13
3

02
48

1
Ⅲ

Y
27

S
W

－
04

弥
生
土

器
鋒

3．
4
0

（1
0
．4
0
）

灰
褐
色

灰
褐

色
精
良

土
。
1
m
m
弱
砂
粒

少
し
。
微
砂

粒
多

い
。
長
石

・雲
母

良
好

口
縁

部
は
横
ミ
ガ
キ　

体
部
は
ナ
デ

横
ミ
ガ
キ

2
84

13
4

02
37
5

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

一
04

弥
生
土

器
鉢

7．
6
0

（1
3．
00

）
4
．9
0
浅
橙
色

浅
橙

色
～
灰

褐
色

2m
m
ま
で
の
砂
粒

を
比

較
的

多
く
含
む
。

石
英

多
い

良
好

口
縁

部
は
横
ナ

デ　
部
分

的
に
横

ミガ
キ

部
分

的
に
横
ミ
ガ
キ

2
84

13
5

02
38
2

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
鉢

7・
10

（1
2
．3
0
）

4
．8
0
明
橙
色

～
赤
橙

色
灰
褐

色
1m

m
ま
で
の

砂
粒

を
含

む
。
長
石
多

い
普

通
言
縁

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ　

突
帯
は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

2
84

13
6

02
50
8

Ⅲ
Ⅹ
・

27
′～
30

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

弥
生
土

器
鉢

11
．3
0

（1
7
．2
0）

8・
4
0
赤

橙
色

～
灰

褐
色

灰
褐

色
2～

3
m
m
砂
粒

比
較

的
多

い
。
石
英

．長
石

普
通

体
部

は
ナ
デ　

外
底

は
平
滑

体
部
上

半
は
横

ハ
ヶ
目　

下
半

は
ナ
デ

28
4
13
7

02
39
3

Ⅲ
Ⅹ

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
鉢

10
．5
0

（1
7
．5
0）

灰
褐
色

灰
褐

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

。長
石
多

い
（器

面
の
露

出
は
な
い
）

良
好

言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
目

上
半
は
横

ミガ
キ　

下
半

は
縦

の
ミ
ガ
キ

28
4
13
8

02
4
08

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器　
　　

鉢
10
・5
0

2
1・
70

7．
4
0
灰

白
色
～
黄

褐
色

灰
褐

色
～
黄

褐
色

1－
2m

m
の
砂

粒
多

く
含
む
。
石
英

・長
石　

普
通

口
嫁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ハ
ヶ
目

鹿
部

は
ナ
デ

ナ
デ

一
一
1

く
⊃

恥 部 苺 巾
i田 渦 帥



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器
下

段
：土

製
品

〉

挿
図
番

号
器

種
器

高
口
．器
受
部
径

最
大

径
底
・臓

．高
台径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面
色

調
外
面

調
整

内
面
調

整

28
4
13
9

02
5
28

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
鉢

12
．8
0

15
・0
0

7
．0
0

6m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多
く
、雲

母
を
少
し
含

む
良
好

口
縁
部

は
ハ
ヶ
目　

鹿
部

括
れ

部
は
ナ

デ
言
縁
部

は
横

ハ
ヶ
自　

体
部
は
ナ
デ

28
4
14
0

02
3
90

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

9．
70

（2
／．
00
）

橙
色
～
灰
褐

色
浅
橙

色
1m

m
ま
で
の
砂

粒
を
含

む
が
、器

面
へ

の
露
出

は
な
い
。
石

英
．長

石
．雲

母
な
ど

普
通

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ　

指
押

さ
え　

下
半
は
ナ
デ
上

げ

28
4
14

1
02
4
27

Ⅲ
Y
？

29
？

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
鉢

14
．1
0

（3
0
．0
0）

黄
褐

色
淡
黄

褐
色

比
較

的
精

良
土

に
1m

m
前
後

の
砂
粒

を

含
む
°
長
石

．石
英

．雲
母

良
好

口
縁
部

は
ミ
ガ
キ
状

の
ナ
デ　

体
部

は

ハ
ヶ
目
の
後

に
ミガ

キ
口
縁
部
は
壙

ナ
デ　

体
部

は
－横

ミ
ガ
キ

28
4
14
2

02
5
10

Ⅲ
Ⅹ
・Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

手
づ
く
ね
土
器

手
づ
く
ね
土

器
1．
40

淡
茶
褐
色
～
灰
褐
色

淡
茶
褐
色
～
灰
褐
色

精
良

土
良
好

ナ
デ

ナ
デ

28
4
14
3

02
4
80

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

手
づ
く
ね
土
器

手
づ
く
ね
土

器
5．
10

4．
90

3
・2
0
明

橙
色

～
淡
橙
色

明
橙

色
～
淡

橙
色

1－
2
m
m
砂
粒

少
し
含
む

普
通

指
押

さ
え

ナ
デ　

指
頭

圧
痕

28
4
14
4

02
3
86

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

3．
60

4．
6
0

1m
m
程

度
の
砂

粒
を
含
む

。石
英

多
い

普
通

横
ナ
デ

ミ
ガ
キ
状
の
ナ
デ

28
4
14
5

02
5
09

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

手
づ
く
ね
土
器

手
づ
く
ね
土

器
3．
∝
）

3．
2
0
淡
茶
褐
色
～
灰
褐
色

淡
茶
褐
色
～
灰
褐
色

精
良

土
°
微
砂

粒
含

む
良
好

ナ
デ
押
さ
え

ナ
デ

28
4
14
6

02
3
62

Ⅲ
Ⅹ

31
S
W

－
0
4

手
づ
く
ね
土
器

鉢
4．
00

4．
6
0
浅
橙

色
．灰

色
浅
橙

色
．灰

色
2m

m
ま
で
の
砂

粒
比

較
的
多
く
含

む
。石

英
・長

石
．雲

母
な
ど

指
押

さ
え

指
押
さ
え

28
4
14
7

02
3
84

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
鉢

9．
80

5・
6
0
浅

黄
色

一
灰

褐
色

灰
黄

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
少
量

含
む
。
石
英

．

長
石

．雲
母

普
通

縦
パ
ケ
日

ナ
デ

上
げ　

指
押

さ
え

28
4
14
8

02
4
07

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
4
、型

甕
9．
70

黒
灰

色
暗
黄

褐
色

1m
m
砂
粒

を
少
量

含
む
。
長
石

・石
英

良
好

左
斜
行

の
パ
ケ
目
の
後

年こ
ミ
ガ
キ

縦
の
ミ
ガ
キ

28
4
14
9

02
4
10

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
甕

11
．4
0

8．
5
0
黄
褐

色
灰
黄

褐
色

1－
3
m
m
ま
で
の
砂
粒

を
比
較

的
多

く含
む

。石
英

．長
石
な
ど

普
通

部
分

的
に
縦
ハ

ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

28
4
15
0

02
5
05

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

B
層

弥
生
土

器
台

付
甕

？
5・
40

10
．4
0
赤

味
を
帯
び
た
灰

白
色

、部
分

的
に

赤
桃

色

赤
味

を
帯

び
た
灰

白
色

、部
分

的
に

赤
桃

色

精
良
土

に
3m

m
ま
で
の
砂
粒

含
む
°
石

英
・

雲
母

．長
石

良
好

縦
ハ
ヶ
目　
　

工
具

ナ
デ　

胴
部
底

は
ナ
デ
、押

さ
え

外
面
に
丹

塗
り
あ
り

28
4
15

1
02
37

6
Ⅲ

X
30

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
浅

鉢
5．
30

（2
0
・2
0）

灰
白
色

黒
灰

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
多
く
含

む
。

良
好

剥
離　

調
整
痕
不

明
横

ミガ
キ

28
4
15
2

02
4
24

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
台

付
鉢

3・
20

6．
5
0
や
や
赤

味
を
お
び

た
灰

白
色

灰
褐

色
2m

m
ま
で
の
砂

粒
を
含

む
。長

石
．雲

母
．

石
英

普
通

ナ
デ

ナ
デ

28
4
15
3

02
3
87

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
高

杯
5．
10

（2
7
・4
0）

灰
黄
色

灰
黄

色
1m

m
ま
で
の
砂

粗
を
含

む
。長

石
の
微

砂
粒

多
く°

他
、石

英
．雲

母
な
ど

良
好

細
か
な
横

ミガ
キ

横
ミガ

キ　
杯
部

下
半

は
斜
行

ミガ
キ

28
4
15
4

－　
02
4
66

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
不

明
9・
10

淡
茶

褐
色

淡
茶

褐
色

1－
2m

m
砂

粒
を
含
む

。内
面
、露

出
普

通
粗

い
ハ
ヶ

目
ナ
デ

28
4
15
5

02
5
13

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

弥
生
土

器
？

16
・0
0

（2
2
．6
0）

淡
灰

褐
色

（や
や

赤
味
あ
り
）

赤
味

帯
び

た
灰

白
色
～
灰

褐
色

1－
3
m
m
砂
粒

多
い
。
石

英
．雲

母　
－

良
好

体
部

は
ナ
デ　

上
端

部
は
縦

ハ
ヶ
目

下
半

は
横

ナ
デ

ナ
デ　

上
端

部
付

近
は
横

方
向

ナ
デ

下
端
部

は
深
さ
2c
m
程
決

ら
れ
て
い

る
。
用
途
不

明
。

28
5
15
6

02
4
92

　Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
器

台
12
．2
0

9．
10

明
橙

色
一
決
橙
色

明
橙

色
～
淡

橙
色

精
良
土

。
1m

m
ま
で
の
砂
粒

含
む
が
少

な

い
。長

石
．褐

色
粒

子
良
好

指
押

さ
え　

券
面

は
以
外

と
滑

ら
か

28
5
15
7

02
3
98

Ⅲ
Y

29
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
器

台
4・
20

6．
30

浅
橙

色
浅
橙

色
～
灰

黄
色

精
良
土

に
微
砂

粒
（長

石
．雲

母
）
、3

－
4
m

m
大

の
砂

礫
（長

石
．石

英
）
を
少

量
良
好

ナ
デ

ナ
デ

28
5
15
8

02
50

6
Ⅲ

X
．Y

27
・－
30

S
W

－
0
4

東
壁

B
層

弥
生
土

器
背

形
器

台
4．
90

7．
50

灰
褐

色
～
黄
味

帯
び
た
灰

白
色

黄
茶

褐
色

1m
m
程

度
砂

粒
と
4
－
5m

m
大

砂
礫

あ
り

。砂
礫

は
そ
れ

程
多

くは
な
い

良
好

ナ
デ

ナ
デ

28
5
15
9

02
5
11

Ⅲ
Ⅹ
・Y

27
′－
30

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

弥
生
土

器
器

台
明
橙

色
一
決
橙
色

明
橙

色
～
淡

橙
色

精
良
土

。
わ
ず
か
だ

が
、砂

粒
含
む

良
好

指
押

さ
え

28
5
16
0

02
47

3
Ⅲ

Y
27

S
W

－
0
4

弥
生
土

器
器

台
9．
70

（7
．9
0）

明
橙

色
明
橙

色
精
良

土
。
1m

m
ま
で
の
砂
粒

多
い
。
2
m
m

大
少

し
含

む
良
好

ナ
デ
？

摩
滅

横
ナ
デ

28
5
16

1
02
5
12

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

弥
生
土

器
器

台
12
．7
0

7．
20

明
橙

色
～
淡
橙
色

明
橙

色
～
淡

橙
色

1－
2
m
m
砂
粒

、－比
較

的
多

い
。
石
英

．長

石
．雲

母
良
好

縦
ハ
ヶ
目　

上
端

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

28
5
16
2

02
5
04

Ⅲ
X
．Y

27
～
30

S
W

－
0
4

東
壁

B
層

弥
生
土

器
器

台
7．
70

9
．6
0
橙

色
（～

淡
橙
色

）
橙
色

（～
淡

橙
色

）
1－

2
m
m
砂
粒

多
く
含
む

。石
英
多

い
。
雲

母
良
好

縦
ハ
ヶ
目　

摩
滅

ナ
デ

28
5
16
3

02
3
97

Ⅲ
Y

29
S
W

一
0
4

弥
生
土

器
器

台
13
・2
0

9
．7
0
明

橙
色

浅
橙

色
精
良

土
。
微
砂

粒
多

い
（長

石
．雲

母
多
い

）。
1m

m
砂

粒
少

量
あ

り
良
好

縦
ハ
ヶ
日

指
押
さ
え

胴
部
最

4、
径

：6
・9
cm

。

28
5
16
4

02
4
74

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

弥
生
土

器
器

台
16
－．4
0

7．
70

9
．3
0
淡

橙
色

淡
橙

色
2m

m
ま
で

の
砂

粒
比
較

的
多
い

。長
石
多

い
。石

英
．雲

母
。
内
外

面
と
も露

出
。
器

壁
厚

く
、重

量
感
あ
り
。
外
面

、摩
滅

気
味

良
好

縦
ハ
ヶ
日

ナ
デ

28
6
16
6

01
3
98

Ⅲ
Z

28
S
W

－
0
4

土
製
品

紡
錘
車

4．
50

1．
50

0
．5
0
黒
褐

色
比
較

的
精

良
土

。砂
粒
の
露

出
は
な
い

良
好

28
6
16
9

02
3
63

Ⅲ
Ⅹ

31
S
W

－
0
4

土
製
品

、
紡

錘
車

5．
10

1．
00

0
．6
0
灰
褐

色
微

小
な
砂

粒
を
少
量

含
む

ナ
デ

28
6
17
0

02
4
50

Ⅲ
Y

28
S
W

－
0
4

土
製
品

紡
錘
車

4．
40

1．
80

明
橙
色

微
砂
粒

多
い
。精

良
土

。
（雲

母
多

い
）

良
好

28
6
17

1
01
5
21

Ⅲ
Ⅹ

31
S
W

－
0
4

土
製
品

紡
錘
車

（5
・2
0）

（1
．3
0）

0．
7
0
灰

白
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
を
含
む

（石
英

が
多
い

）

28
6
17
2

02
5
16

Ⅲ
Ⅹ
・Y

27
－
30

S
W

－
0
4　

－
東

壁
D
層

土
製
品

紡
錘
車

5．
00

1．
50

0
・8
0
明

橙
色

（～
淡
橙

色
）

1m
m
大

砂
粒

多
い

。長
石
多
い

。3
～
4
m

m
砂

粒
少

し
含

む
良
好

ナ
デ

28
6
17
3

02
4
96

Ⅲ
Z

27
S
W

－
0
4

土
製
晶

投
弾

4．
80

2．
70

黒
灰
色

精
良

土
良
好

28
6
17
4

02
5
17

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

東
壁

D
層

土
製
品

投
弾

3・
30

2．
20

2．
20

明
橙
色

～
淡
橙

色
精
良

土
良
好

ナ
デ

28
6
17
5

02
4
86

Ⅲ
Y

27
S
W

－
0
4

土
製
品

投
弾

3．
70

1．
80

黄
橙
色

～
灰
白
色

精
良

土
良
好

28
6
17
6

02
4
51

Ⅲ
Y

28
S
W

－
0
4

土
製
品

投
弾

3．
20

1．
70

明
橙
色

精
良

土
に
微
砂

粒
含

む
－

良
好

ナ
デ

32
1
1

02
5
37

Ⅲ
Ⅹ

28
S
W

－
0
5

N
o．
1

弥
生
土

器
甕

黄
褐
色

黄
褐

色
径
2m

m
程

の
長
石

を
多
く
含
む

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ

ナ
デ

3
21

2
02
5
40

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

白
褐

色
白
褐

色
径
2m

m
程

の
長
石

．石
英

を
多

く含
む

ノ　
　　
　　
　　
臼　
　　
　　
　　
　　

一日
一一．
　　
　　

A

良
好

言
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
斜
行

ハ
ヶ

日

－一
　　
　　
寸　
　　

′・

ナ
デ 1

3
21

3
02
5
32

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

一
0
5

弥
生
土

器
甕

8・
50

（2
0
・7
5）

黒
褐
色

黒
褐

色
径
2m

m
程

の
長
石

．石
共

を
多

く
己
む

良
好

言
縁
部

は
横
ナ
ァ　

体
都
は
縦
ハ

ヶ
目

言
縁
部

は
横

ハ
ヶ
目　

体
部
は
ナ
ァ

3
21

4
1

02
5
63

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
鉢

9・
20

（1
9
．0
0）

径
1
m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む

ノ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

J－

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ー．す
　　
　　
立　
　　

′、

ナ
デ 立　

　　
　　

‾・
3
21

5
02
5
38

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
5・
80

30
．4
0

白
褐
色

、赤
白
褐

色
褐
色
、赤

白
褐
色

径
2
m
m
程
の
砂

粒
を　

く含
む

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
ア　

体
部
は
縦
ハ

ヶ
目

体
部

は
ナ
ァ

3
21

6
02
5
41

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

径
2
m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む
。褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

ナ
デ
？

摩
耗

で
調
整

痕
不

鮮
明

ナ
デ

3
21

7
02
5
42

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

黄
褐
色

黄
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

ナ
デ　

調
整
不

明
ナ
デ

3
21

8
02
5
31

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

褐
色

褐
色

径
1
m
m
程
の

長
石

．石
英
・小

片
の
雲
母

を
多
く
含
む

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

に
煤
付

着
ナ
デ

3
21

9
02
5
36

Ⅲ
Ⅹ

28
S
W

－
0
5

N
o
．1

弥
生
土

器
甕

褐
色
、
白
褐

色
．

褐
色

、
白
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

32
1
10

02
5
39

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

赤
褐
色

～
白
褐
色

赤
褐

色
～
白
褐
色

径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
．小

片
の
雲

母
を

多
く
含
む

良
好

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
日

ナ
デ

3
21

11
02

53
0

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

5・
80

（2
9・
10

）－
自
褐

色
自
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

．石
英
を
多
く
含
む
。
褐

色
粒

子
を
持
つ

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

？
ナ
デ

3
21

12
02

53
4

Ⅲ
Ⅹ

2
8

S
W

一
0
5

N
o
．1

弥
生
土

器
甕

（3
．0
5
）

（3
5．
60

）
褐

色
褐

色
径

1m
m
程
の

長
石

．石
寒
を
多
く
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

海 苺 器 渦 翻 し
一

一
l

Q ＼
0



報
告

書

登
録
番

号
遺

グ
リ
ッド

塵ヽ．
備

考
．出

土
地

点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

言
挿

図
番
号

構 面
退
構

名
－

器
種

器
局

口
．器

受
部
径

最
大
径

底
－脚
裾
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式
な
ど

言

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内

面
色

潤
外

面
調

整
内
面

調
整

32
1
13

0
25
33

Ⅲ
Ⅹ

32
SW

－
0
5

弥
生

土
器

′
、　

、　
色

赤　
色

、　
色

径
2
m
m

豊
の
長

石
．石

英
を　

く　
む

口
繰

言
は　

ナ
デ　
　

旨
は
ナ
デ

ナ
デ

32
1
14

0
25
35

Ⅲ
Ⅹ

2
8

SW
－
05

N
o
．1

弥
生

土
器 『．

甕

一一l2）
－1

褐
色

、黒
褐

色
褐

色
、黒

褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

．石
英
を
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

摩
耗

で
不

鮮
明

ナ
デ

32
1
15

02
56
0

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
05

弥
生

土
器 ロ

甕
蓋

3
．0
5

4
．9
0
赤
褐
色

径
2
m
m
程
の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ　

指
押
さ
え

32
1
16

2

02
55
3

Ⅲ
X

3
1

S
W

－
05

土
層

あ
ぜ

新
層

．ⅱ
Ⅰ　
　　
主

弥
生

土
器 田

甕
5
．0
0

9
．1
0
黄
白
褐

色
灰

褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

を
多

く含
む

良
好

縦
パ

ケ
目
－
外

底
は
指

押
さ
え

ナ
デ

3
1
17

0
16
17

Ⅲ
W

32
S
W

－
05

東
塙

（日
灰
色

粘
土

層
）

弥
生
土

器 に．

甕
5．
80

7
・4
5
赤

白
褐

色
赤

白
褐
色

径
3
m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む

良
好

縦
ハ

ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ

炭
化

物
付

着
に
よ
り
不
明

内
面

に
炭
化

物
付

着
。

3
21

18
02

55
5

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
05

弥
生
土

器
甕

6・
4
0

7
．5
0
白
褐

色
、

白
褐

色
径

1m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む
。

良
好

縦
ハ

ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

斜
行

ハ
ヶ
日

3
21

19
02

55
6

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
05

弥
生
土

器 言

甕
12
・1
0

7
．6
0
赤

白
褐
色
、
白
褐
色

赤
白
褐
色

、白
褐
色

径
2
m
m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

縦
ハ

ヶ
目　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

炭
化

物
付

着

32
1
20

02
55
1

Ⅲ
Ⅹ

31
S
W

1
0
5

弥
生
土

器 言

甕
4．
9
0

8
．3
0
黄

褐
色

黄
褐

色
径
2m

m
程

の
長

石
．石

英
を
多

く含
む

良
好

縦
ハ

ヶ
目　

括
れ
部

は
ナ

デ
ナ
デ

32
1
2
1

02
55
2

Ⅲ
Ⅹ

31
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

6・
00

7
．6
0
赤

白
褐
色

、灰
褐
色

赤
白
褐
色

、灰
褐
色

径
2
m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む

良
好

紺
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

炭
化
物

32
1
22

02
5
54

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器 11

甕
6．
30

6
・1
0
赤

褐
色

赤
褐

色
径

1
m
m
程
の
長

石
．石

英
を
多

く
含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
自　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

32
1
23

02
5
57

Ⅲ
X

32
S
W

－
0
5

弥
生
土

器
甕

7・
90

7
．7
0
白
褐

色
白
褐

色
径

2m
m
程

の
長

石
．石

英
を　

く含
む

良
縦
ハ
ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

炭
化

物
付

着

32
2
24

02
54

9
Ⅲ

Ⅹ
32

S
W

－
0
5

弥
生
土

器 に．

皇 室
E

－』
，

自
赤

褐
色

白
赤
褐

色
径

1
m
m
程

の
砂

粒
を
多
く
含
む
。
褐

色
粒

子
を
持

つ
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ

ナ
デ

32
2
25

02
54

3
Ⅲ

Ⅹ
32

S
W
－
0
5

弥
生
土

器
里 ．Ci
コ－

黒
色

黒
色

精
良

良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

32
2
26

02
54

5
Ⅲ

Ⅰ
37

S
W
－
0
5

新
層

弥
生
土

器 月．

璽E －土

黒
色

黒
色

4
、片

の
砂

粒
を
含

む
良

好
ナ
デ　

文
様

ナ
デ

32
2
27

02
54
4

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W
－
0
5

弥
生
土

器 口

璽 一女

褐
色

褐
色

径
2m

m
程

の
砂

粒
を
含
む

良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

32
2
28

02
54

8
Ⅲ

Ⅹ
32

S
W
－
0
5

弥
生
土
器

璽
褐
色

褐
色

径
1m

m
程

の
砂
粒

を　
く
含
む
。

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
デ

ナ
デ

32
2
29

0
25
47

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W
－
0
5

弥
生

土
器

ロ

1圭
一

空 士

白
赤
褐

色
白
赤
褐

色
径

1m
m
程

の
砂
粒

を
含
む
。
褐
色

粒
子

を
持

つ
良

好
口
縁

部
は
横

ナ
デ

ナ
デ

32
2
30

0
25
50

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W
1
0
5

弥
生

土
器

笠
灰
褐

色
灰

褐
色

径
1m

m
程

の
長
石

・石
英

を
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

頸
部
は
ナ
デ

32
2
31

0
25
46

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W
－
0
5

弥
生

土
器

－こlC
一

室E
2
．9
0

（4
6・
5
5）

白
褐
色

自
褐
色

径
2m

m
程

の
長
石

．石
英
を
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
ナ

デ
32
2
32

0
25
59

Ⅲ
Ⅹ

32
S
W
1
05

弥
生

土
器

・立 里 ．Cよ
ゴ．

5
．4
5

（1
1．
20
）
白
褐
色

白
褐
色

径
2m

m
程

の
砂
粒
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磨
痕

み
ら
れ

ず
°

5
8

2
6

0
4
0
1
5

Ⅱ
T

3
9

S
W

－
0
1

扁
平

片
刃

石
斧

3
．6
0

2
．1
0

0
．9
0

1
2
・0
0

頁
岩

基
部

。
右

側
面

に
顕

著
な

研
磨

が
見

ら
れ

な
い

°
－

5
8

2
7

0
4
2
1
5

Ⅱ
T

3
9

S
W

－
0
1

不
明

石
器

2
．6
0

2
．2
0

1
．0
0

6
．9
0

滑
石

匂
玉

な
ど
の

装
身

具
？
器

面
は

研
磨

さ
れ

て
い

る
が

、
や

わ
ら
か

い
石

材
の

た
め

、
大

4
、
の

傷
が

あ
る

。

5
8

2
8

0
4
0
1
6

Ⅱ
T

3
9

S
W

－
0
1

石
包

丁
4
．1
5

7
．（
X
O

0
．4
0

1
3
．
10

頁
岩

刃
部

の
み

残
存

。
顕

著
な

加
工

痕
は

ほ
と
ん

ど
認

め
ら

れ
な

い
．

5
8

2
9

0
4
2
1
7

Ⅱ
T

3
9

S
W

1
0
1

不
明

石
製

品
1
4
．8
0

8
．8
0

4
．8
0

8
6
2
．0
0

石
材

を
取

り
出

す
途

中
の

も
の

か
？
赦

密
な

層
（
3
．仇

m
m

以
下

）
と
粒

の
あ

ら
い

層
が

交
互

に
重

な
っ

て
い

る
。
浅

い
沈

線
が

長
軸

方
向

に
走

る
。

8
1
1

0
4
2
1
8

Ⅱ
U

3
1

S
W

－
0
2

大
型

蛤
刃

石
斧

8
・0
0

7
．1
0

3
19
5

4
1
3
．0
0

器
面

は
風

化
．
侵

蝕
の

た
め

、
少

し
多

孔
質

に
な

っ
て

い

る
。
磨

石
も
し

く
は

敵
石

に
転

用
さ
れ

た
可

能
性

が
高

い
。

8
1
－2

0
4
2
1
9

Ⅱ
U

3
1
．3

2
S
W

－
0
2

キ
リ

5
．0
0

2
．5
0

3
2
．9
0

砂
岩

微
妙

な
沈

線
が

一
周

す
る

。

8
1
3

－　
0
4
0
1
8

Ⅱ
U

3
3

S
W

－
0
2

砥
石

7
．5
0

2
・6
0

2
．4
0

8
3
．3
0

凝
灰

岩
両

端
が

欠
損

（折
れ

面
の

風
化

が
進

ん
で

い
る
）
。

8
1
4

0
4
0
1
9

Ⅱ
Ⅴ

3
2

S
W

－
0
2

砥
石

1
3
．0
0

7
．3
0

6
．5
0

7
2
1
．6
0

砂
岩

三
角

錐
状

を
呈

す
。
4
両

と
も
に

使
用

。

8
1
5

0
4
0
2
0

Ⅱ
U

3
1
．3

2
S
W

－
0
2

紡
錘

車
2
．6
5

5
．1
0

0
．4
5

9
．5
0

頁
岩

下
半

分
欠

損
0
研

磨
痕

が
表

面
面

に
多

少
認

め
ら
れ

る
が

、
剥

落
が

著
し
い

。

8
1
6

0
4
0
2
1

Ⅱ
U

3
1
－3

2
S
W

－
0
2

磨
製

石
斧

9
・1
0

7
．5
0

3
．5
0

3
6
1
．6
0

玄
武

岩
剥

離
面

、
敲

打
痕

多
く
残

す
。
刃

部
正

面
右

側
へ

斜　
一

項
し

て
い

る
。

1
3
3

1
0

0
4
2
6
7

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
S
G
－

0
2

句
玉

6
．0
5

3
．5
0

1
・2
5

0
・3
5

2
7
．4
0

両
側

穿
孔

と
思

わ
れ

る
。
穿

孔
後

、
孔

周
囲

の
研

磨
行

わ
れ

る
。
頭

長
部

に
1
0
条

、
頭

部
に
4
条

の
刻

み
を

も
つ

。

淡
緑

灰
色

を
な

す
。
埋

没
．
発

掘
時

等
、
後

世
の

細
か

い
傷

が
入

っ
て

い
る
が

、本
来

は
お

そ
ら
く
磨

き
こ

ま
れ

、

な
め

ら
か

な
肌

面
を
な

し
て
い

た
と
思

わ
れ

る
。

1
3
3

1
1

0
4
1
4
5

Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

S
G
－

0
2

磨
J
石

斧
1
9
．3
0

7
・3
0

5
．0
0

9
8
5
．1
0

玄
武

岩
大

型
の

磨
製

石
斧

°
裏

面
大

き
く
欠

損
し
て

い
る

。

1
3
8

1
0
4
0
9
2

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
（9

、
黒

粘
1
面

打
J
石

鉄
1
．8
0

1
．8
0

0
．4
0

0
．9
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

多
く
残

す
。
平

基
無

茎
。

1
3
8

2
0
4
0
7
4

Ⅲ
ア

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
J
石

鉄
1
．6
5

1
．2
0

0
．4
0

0
．6
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

残
す

。
先

端
部

欠
損

。

1
3
8

3
0
4
2
2
3

Ⅲ
Z

3
4

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
き
右

鉄
2
．1
5

1
．5
0

0
・3
0

0
．6
0

黒
曜

石
風

化
面

は
残

っ
て

い
な

い
。

1
3
8
4

0
4
0
2
3

Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

下
層

打
J
石

鉄
1
．9
0

1
．8
0

0
．4
0

0
．9
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

多
く
残

す
。

1
3
8

5
0
4
0
2
4

Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

下
層

打
J
石

鍍
2
一6
0

1
．7

5
0
．5
0

1
．4
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

多
く
残

す
。
平

基
無

茎
。

1
3
8

6
0
4
0
7
9

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
④

．
⑤

、
2
両

打
J
石

鍍
1
・8
0

1
．5

5
0
．3

0
0
．6
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

残
す

。
脚

部
欠

損
。

1
3
8
7

0
4
0
7
8

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
黒

粘
1
両

打
製

石
鍍

1
・8
0

1
．9

0
0
，5
0

1
．3
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

残
す

。

1
3
8

8
0
4
0
8
0

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
④

．
（③

、
2
両

打
製

石
鉄

2
．5
0

1
．7

0
0
．6

0
1
．9
0

黒
曜

石
両

面
に

剥
片

面
を

多
く
残

す
。
先

端
部

欠
損

。
平

基
無

茎
。

1
3
8
9

0
4
2
5
3

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
水

田
－

石
鉄

3
・4
0

l
・7

0
0
．4

3
1
・7
0

サ
ヌ

カ
イ
ト
？

欠
損

有
。

1
3
8

1
0

0
4
0
7
5

Ⅲ
ア

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
製

石
鉄

2
．7
5

1
．7

0
0
．4

5
1
．2
0

黒
曜

石
両

面
に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

1
3
8

1
1

0
4
0
8
8

Ⅲ
U

3
5

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
製

石
鉄

3
・6
0

2
・
1
0

0
・5

0
3
・8
0

サ
ヌ

カ
イ
ト

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。

1
3
8

1
2

0
4
0
8
2

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
⑤

．
⑫

、
黒

粘
1
面

打
製

石
鉄

2
．5
0

1
．6

0
0
．4

0
1
．4
0

黒
曜

石
両

面
に
剥

片
面

を
残

す
。
表

裏
面

の
一

部
と
、
側

線
一

周
を
研

磨
成

形
さ
れ

て
い

る
。

1
3
8

1
3

0
4
0
7
6

Ⅲ
イ

3
3

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
製

石
鉄

1
．6
0

1
．3

0
0
・4

0
0
．6
0

黒
曜

石
両

面
に
剥

片
面

を
残

す
。
先

端
部

、
脚

部
一

部
欠

損
。

－

1
3
8

14
1

0
4
0
9
0

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
5
区

打
製

石
鉄

1
．9
0

1
．4

0
0
．3

5
0
．7
0

黒
曜

石
両

面
に
剥

片
面

を
残

す
。

1
3
8

1
5

0
4
0
9
1

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
取

上
げ

図
画

⑦
、
耕

作
土

と
黒

粘
．流

路
の

西
側

打
製

石
鉄

2
．3
0

1
・6

0
0
．3

5
1
・1
0

黒
曜

石
平

基
無

茎
。
剥

片
面

を
両

面
と
も
多

く
残

す
。

1
3
8

1
6

0
4
0
8
6

Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
製

石
鉄

2
．1
0

1
．7

0
0
．4

0
1
．1
0

黒
曜

石
両

面
に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。

1
3
8

17
0
4
0
7
7

Ⅲ
ウ

3
4

第
Ⅲ

．面
遺

構
検

出
面

打
製

石
鉄

2
．5
0

1
．9

0
b
・4

0
1
．5
0

サ
ヌ

カ
イ
ト

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
脚

部
欠

損
。

1
3
8

1
8

0
4
0
6
9

Ⅲ
U

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
製

石
鉄

2
．1
0

1
．7

0
0
・3

5
0
．8
0

サ
ヌ
カ

イ
ト

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
先

端
部

、
脚

部
一

部
欠

損
。

1
3
8

1
9

0
4
0
6
8

皿
．T

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
画

打
石

鉄
2
．4
0

1
．
8
0

0
．5

0
1
・2
0

サ
ヌ
カ

イ
ト

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。
脚

部
欠

損
。

1
3
8
2
0

0
4
0
8
3

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
（
9
．
⑫

、
黒

粘
1
両

打
石

鉄
2
．7
0

2
．2

0
0
．4

0
1
．4
0

黒
曜

石
両

面
に
剥

片
南

を
残

す
。

1
3
8
2
1

0
4
0
8
4

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
⑫

、
2
面

打
石

鉄
2
．5
0

1
．6

0
0
．5

0
1
．6
0

黒
曜

石
平

基
準

茎
鉄

。
両

面
に

剥
片

面
を

多
く
残

す
。

1
3
8
2
2

0
4
0
7
3

Ⅲ
W

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
石

鍍
2
．3
0

1
．9

5
0
．3

0
－

1
．2
0

黒
曜

石
両

面
と
も
剥

片
面

を
残

す
。

1
3
8
2
3

0
4
1
4
7

Ⅲ
ア

3
3

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

打
石

鉄
4
・6
0

2
．4

0
0
．7

0
5
・4
0

チ
ャ
ー

ト
両

面
に
剥

片
面

を
多

く
残

す
。
脚

部
欠

損
。

1
3
8
2
4

0
4
0
8
1

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
⑤

、
黒

粘
1
面

打
製

石
鍍

3
・2
0

1
．3

0
0
．9

0
3
．9
0

サ
ヌ
カ

イ
ト

両
面

に
剥

片
面

を
残

す
。

1
3
8
2
5

0
4
1
5
9

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
耕

作
土

と
黒

粘
、
流

路
の

西
面

ス
ク

レ
イ
パ

ー
2
．0
0

5
・8

0
0
．6

0
7
・3
0

ガ
ラ
ス

質
安

山
岩

つ
ま
み

付
ス

ク
レ
イ
パ

ー
。
つ

ま
み

部
一

部
折

損
。

1
3
9
2
6

0
4
0
7
0

Ⅲ
U

3
3
．3
4

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
鉄

2
．4
0

1
・2

5
0
．3

5
1
．3
0

頁
岩

先
端

部
、
基

部
及

び
左

側
面

欠
損

。
正

面
中

央
に
稜

が
あ

る
が

、
裏

面
は

明
瞭

で
は

な
い

。

海 苺 出
法
・

渦 舗 ト
－ 篭



報
告

書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地

点

石
器

の
2

　ヽ　
ロ

法
量

と
特

徴
木

器
の

特
徴

器
種

法
重

（c
m

．
g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

考
長

さ
幅

厚
さ

孔
径

重
さ

1
3
9

2
7

0
4
1
6
2

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
磨

梨
石

鍍
2
．9
0　
　

1
．9
0　
　

0
．2
5

2
．3
0

頁
岩

上
部

欠
損

。
全

面
に

丁
寧

な
研

磨
が

施
さ
れ

て
い

る
°

1
3
9

2
8

0
4
0
8
7

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
磨

製
石

鍍
4
・6
0　
　

1
・3
0　
　

0
．3
0

1
・4
0

頁
岩

有
茎

式
磨

製
石

鉄
。
裏

面
は

剥
落

し
て

い
る

。
全

面
に

荒
い

研
磨

痕
を
残

す
。

1
3
9
2
9

0
4
1
4
6

　
Ⅲ

ア
3
0

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
磨

製
石

鍍
4
．2
5　
　

1
．3
0

0
．6

0
4
．5
0

雲
母

片
岩

先
端

部
及

び
基

部
欠

損
。
全

面
を
研

磨
し
て

い
る
が

、

研
磨

痕
は

顕
著

で
は

な
い

。

1
3
9
3
0

0
4
0
7
1

Ⅲ
U

3
3
．3
4

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
鉄

2
．4
0

1
．8

0
0
．5

5
1
・9
0

安
山

岩
先

端
部

の
み

残
存

。
研

磨
痕

は
ほ

と
ん
ど

認
め

ら
れ

な

い
。

1
3
9
3
1

1
3
9
3
2

9
4
0
9
7

0
4
1
4
0

Ⅲ Ⅲ

S Z

2
7

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
粘

2
面

石
剣

1

4
．1
0

3
．5

0
0
．8
0

6
・5
0

頁
岩 LL
J

基
部

欠
損

。
中

央
部

に
表

裏
と
も
稜

を
な
す

。
丁

寧
に

研
磨

し
て

い
る

°

13
9
3
3

0
4
2
5
1

Ⅲ

石
剣

1
0
．3

0
4
．4
5

0
・8
0

3
1
．8
0

頁
石

P
一一1

基
部

欠
損

。
先

端
部

分
、
研

磨
面

剥
落

。

北
拡

張
区

水
田

石
剣

2
・3

0
4
．0
0

0
・8
4

6
．0
0

流
紋

石
？

欠
損

有
。
対

馬
産

の
石

材
。

－ュ1
1．

1
3
9
3
4

0
4
0
9
9

Ⅲ
T

2
7

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
粘

2
面

石
剣

3
．3

0
3
．2
0

0
．4
0

4
・1
0
頁

岩
先

布
部

及
び

裏
面

欠
損

し
て

い
る

°
表

面
左

半
分

は

節
目
に

そ
っ

て
抜

け
落

ち
て

い
る

。

1
3
9
3
5

0
4
10

4
、
Ⅲ

U
3
7

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
剣

5
．0
0

3
．1
5

0
－8
0

1
8
．9

0
頁

岩
先

端
部

欠
損

。
研

磨
さ
れ

中
央

に
稜

を
有

す
る

°
裏

面

は
自

然
剥

落
し
て

い
る

。

1
4
1
3
6

0
4
12

7
皿

Y
2
9

第
m

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
6
．2
5

10
・4
0

0
・7
5

5
9
．4

0
粘

板
岩

全
面

に
研

磨
が

施
さ
れ

て
い

る
。
背

面
は

面
を

程
し

、

両
側

か
ら

穿
孔

さ
れ

て
い

る
。

1
4
1
3
7

0
4
1
2
5

Ⅲ
Y

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
8
．8
0

1
3
．4
0

0
．7
5

1
4
6
・8
0

頁
岩

右
半

分
欠

損
。
表

裏
面

に
剥

落
し
た

と
思

わ
れ

る
部

分

が
多

く
見

ら
れ

る
。

1
4
2

3
8

0
4
0
6
2

Ⅲ
Z

．
34

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
5
・0
0

5
・9
0

0
．8
0

2
9
．2
0

頁
岩

刃
部

を
両

面
か

ら
作

り
出

し
て

い
る

°
背

面
に
は

丁
寧

な
研

磨
が

施
さ

れ
て

お
り
、
面

を
呈

す
る
。

1
4
2

3
9

1
4
2
4
0

0
4
1
5
3

0
4
1
4
4

Ⅲ Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

区
画

（
②
、
2
面

’
る
し　

近

石
包

丁

旬

5
．7
0

5
・7
0

0
．9

0
3
6
．2
0

頁
岩 上L
J

刃
部

は
両

面
か

ら
調

整
°
基

部
欠

損
。
背

緑
は

面
を

呈

し
て

い
る

。

フ
弘

7
．

7
．1

3
．4

、
石

言　
、1

、　
寧

こ
つ　
　　
　

い
。

1
4
2
4
1

0
4
1
3
9

Ⅲ
Z

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
3
．5
0

7
．㈱

0
．4

0
12

．8
0

頁
岩

刃
部

の
み

残
存

。
風

化
に
よ

り
、
調

整
痕

は
不

明
瞭

に

な
っ

て
い

る
°

14
2
4
2

0
4
1
0
2

Ⅲ
T

3
5

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁　
－

5
．0
5

8
－．3
0

0
・5
0

3
1
．6
0

頁
岩

右
半

分
欠

損
。
全

面
を
研

磨
し

て
い

た
も
の

と
思

わ
れ

る
が

、
風

化
に
よ

り
研

磨
痕

は
認

め
ら
れ

な
い

。

14
2
4
3

0
4
1
4
8

Ⅲ
イ

3
2

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
5
．3

5
7
．7
5

0
．3
0

1
6
．2
0

頁
岩

右
半

分
欠

損
。
穿

孔
は

両
側

か
ら
穿

た
れ

て
い

る
°
風

化
が

著
し
い

。

1
4
2
4
4

0
4
1
3
6
－

Ⅲ
Z

3
d

第
Ⅲ

百
道

構
検

出
面

，且

石
包

丁
？

5
．3

0
6
．4
0

0
．7
0

2
5
．
8
0
泥

岩
全

面
に

粗
い

研
磨

が
施

さ
れ

て
い

る
。
ま
た

、
孔

は
両

側
か

ら
穿

た
れ

て
い

る
。

1
4
2
4
5

1
4
2

4
6

0
4
2
5
0

Ⅲ
第

Ⅲ
面

退
構

検
出

面
北

拡
張

区
石

包
丁

4
・0

0
5
．1
0

0
．8
0

2
0
．3

0
輝

線
凝

灰
岩

？
欠

損
有

。

0
4
2
5
8

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
6
区

2
層

石
包

丁
8
．5
0

6
．2
0

0
．5
5

4
7
．2

0
粘

板
岩

？

1
4
2

4
7

0
4
1
1
1

Ⅲ
W

3
1

第
m

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
3
．9
0

5
．6
0

0
．6
0

1
3
．
10

安
山

岩
全

面
が

研
磨

さ
れ

て
お

り
、
刃

部
は

両
面

か
ら
調

査
さ

れ
て

い
た

と
思

わ
れ

る
。

1
4
2

4
8

0
4
1
0
6

Ⅲ
Ⅴ

3
5

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
鎌

4
・3
0

6
．9
0

1
．0
0

3
9
．5
0

安
山

岩
基

部
欠

損
。
刃

部
は

両
線

か
ら

調
整

研
磨

さ
れ

て
い

る
。

1
4
2
4
9

0
4
2
5
7

Ⅲ
Ⅲ

面　
　　

出
面

北
払　

メ
5
メ

1
石　

？
8
．3
0

4
．5
0

0
13
－
0
．5

1
7
19
0

全
、
に　

田
を

お
び

る
。

1
4
2
5
0

0
4
0
5
0

Ⅲ
Z

3
4

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

石
鎌

－

′

5
．8
5

5
．5
0

1
．4
0

6
4
・6
0

玄
武

岩

LL
－

基
部

及
び

先
端

部
欠

損
。
裏

面
は
研

磨
痕

が
顕

著
で

は
な

い
。

1
4
4
5
1

1
4
4
5
2

0
4
1
5
0

Ⅲ Ⅲ

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
粘

1
面

扁
平

片
刃

石
斧

′

3
．3
0

1
．5
0

0
．6
0

5
．3
0

頁
石 1－1
1

全
体

的
に

丁
寧

な
整

形
。

0
4
1
0
5

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

－ヽ由
1

扁
平

片
刃

石
斧 ノ多

．

3
．5
0

0
．9

0
0
．8

0
4
．9
0

頁
石

研
磨

方
向

は
不

明
瞭

。

1
4
4
5
3

1
4
4
5
4

0
4
1
1
5

0
4

2
4

Ⅲ Ⅲ

Ⅹ
2
9

第
Ⅲ

面
退

構
検

出
面

届
平

片
刃

石
斧

ヽ
′　
　　
　　
　　

ノL
ト

5
．5
0

1
．2

0
1
・2

0
14

．6
0

頁
岩 上L

l　
－

左
側

面
の

1
部

欠
損

。

14
4
5
5

1

0　
6

Ⅲ

Y
2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

里
、

扁
平

片
刃

石
斧

　ヽ
′

3
．1
0

2
・6

0
0
．6

0
10

．1
0

頁
石 lJ

J

基
部

。

14
4
5
6

4
1

5

0
4
1

Ⅲ

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

洩

ハ
、、
粘

1
両

扁
平

片
刃

石
斧

　ヽヽ
　ヽ
　　
　
ノ
5
．

2
．3
0

1
・3
0

1
．
1
0

5
．4
0

頁
石 lJ

J

刃
部

の
一

部
。
全

面
を
丁

寧
に

研
磨

し
て

い
る

。

1∠
4

5
7

3
7

0
4

6
Ⅲ

Y
3
0

第
Ⅲ

面
退

構
検

出
面

方
柱

状
石

斧

′ヽ　
　　
　　
　　

ノh
ト

4
．0
5

1
・5
0

1
・4
0

1
1
．1
0

頁
石 LU

刃
部

一
部

の
み

。
丁

寧
に
研

磨
さ

れ
て

い
る

°

1
6

Ⅴ
3
4

Ⅲ
5
．4
0

2
．0
0

1
．2
0

1
7
．4
0

、
石　

－
吉

と
、l

員
。　

狼
の　

言
、
日　

7
、0

14
4
5
8

0
4
1
5
1

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
（9

、
黒

粘
1
面

扁
平

片
刃

石
斧 ノウ
）．

4
．
8
0

1
．9
0

0
．7
0

1
0
．4
0

頁
岩

基
部

、左
側

欠
損

。
刃

部
と
側

面
以

外
は

研
磨

が
雑

。

14
4

5
9

0
4
1
1
8

Ⅲ
Ⅹ

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

塵ヽ
・

扁
平

片
刃

石
斧

′

5
・4

0
1
．2
0

1
．0
0

1
3
・2
0
頁

岩 Li
J

右
側

面
1
部

欠
損

。

1
4
4

6
0

0
4
1
1
7

Ⅲ
X

3
0

第
Ⅲ

面
退

構
検

出
面

，貞
一

扁
平

片
刃

石
斧 ノ5
　、

6
．3

0
1
・2
0

0
．9
0

1
4
．1
0
頁

石
ほ

ぼ
全

面
を

丁
寧

に
研

磨
し
て

い
る

。

1
4
4

6
1

0
4
1
6
0

Ⅲ
第

Ⅲ
面

退
構

検
出

面
属

平
片

刃
石

斧 ノ6
1．

6
・4
0

3
．0
0

0
．9
0

3
4
．6
0
頁

岩

LU

刃
部

右
側

欠
損

。

1
4
4

6
2

0
4
1
3
8

Ⅲ
Y

3
0

Ⅲ
局

’　
　　

斧
7
．
10

3
・5
0

1
・4
0

8
3
．6
0
・
iL

、
石

質
凝

灰
岩

ほ
ぼ

全　
石　

。
寧

な　
多
。

－

1
4
4

6
3

0
4
12

6
Ⅲ

Y
2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

方
柱

状
石

斧
4
．4
0

0
・9
0

1
．5
0

1
3
・8

0
頁

岩
刃

部
の

一
部

。
欠

損
後

に
上

部
調

整
し

て
い

る
。

1
4
4

6
4

0
4
1
3
5

Ⅲ
Z

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

方
柱

状
石

斧 　ヽ　
　　
ノウ
　
．

4
．9
0

0
．6
0

2
．5
5

8
・2

0
頁

岩
刃

部
の

一
部

の
み

残
存

。
欠

損
面

は
完

全
に

磨
果

し
，田

て
い

る
。

1
4
6

6
5

0
4
2
5
9

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
6
区

2
層

扶
入

柱
状

石
斧

1
1
．0
0

2
．6
0

3
．3
0

1
9
9
．9
0

1
4
6

6
6

0
4
1
12

Ⅲ
W

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

挟
入

方
柱

状
片

刃
石

斧

　ヽヽ
　
、　
　

ノ4
）．

7
．8
0

3
．1
0

3
．0
0

15
6
．9
0

玄
武

岩

111

両
側

面
は

敵
打

で
終

了
し

て
い

る
。
刃

部
欠

損
。

1
4
6
6
7

0
4
1
3
0

Ⅲ
Y

3
2

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

方
柱

状
石

斧
9
．0
0

2
．3
0

3
．2
0

13
8
．1
0

頁
石

鼻
面

に
階

段
状

の
剥

離
を

残
す

。

1
4
6
6
8

0
4
1
3
2

Ⅲ
Z

2
8

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
方

柱
状

石
斧

　ヽ　
　

　ヽ　
　　
ノ，
．

5
・5
0

2
．9
0

3
．5
0

6
6
．7
0

頁
岩

基
部

、
刃

部
欠

損
。
側

面
は
稜

を
研

出
し

て
い

る
が

、
や

や
丸

み
も
も

つ
。

1
4
6
6
9

0
4
1
5
7

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
水

田
方

柱
状

石
斧

ノ2
　、

1
1
．2
0

2
．0
5

4
．5

0
1
4
1
．5
0

、粘
板

岩
表

面
中

央
に
や

や
決

り
が

あ
る

。

1
4
7
7
0

0
4
2
6
0

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
石

斧
1
3
．7
0

5
・8

0
4
．4

0
5
5
6
．0
0

玄
武

岩
？

14
7
7
1

0
4
1
5
8

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
磨

製
石

斧
14

．0
0

7
．3

0
3
．7

5
5
0
3
．7
0

〉旋
灰

岩
裏

面
大

幅
に

欠
損

。
全

体
的

に
敲

打
施

す
。
研

磨
は

一
部

の
み

。

14
7
7
2

0
4
1
3
1

Ⅲ
Z

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
筆

1
3
．0
0

6
．8

0
4
．6
0

6
6
8
・0
0

玄
武

岩
刃

部
欠

損
。
全

面
研

磨
さ
れ

て
い

る
が

、
基

部
は

敲
一打

痕
を
や

や
残

す
。

14
7
7
3

0
4
1
1
0

Ⅲ
W

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

　
8
．4
0

6
．6
0

4
．4
0

4
0
2
．8
0

安
山

岩
－　
　　

（断
面

楕
円

形
°
敲

打
の

ち
研

磨
が

施
さ
れ

る
が

充
分

で

ま
な

い
。
刃

部
欠

損
。

14
7
7
4

0
4
1
0
7

Ⅲ
W

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

uま
L

磨
製

石
斧

ノ1
．

7
．1
0

7
．4
0

4
．6
0

2
6
0
．4
0

玄
武

岩
刃

部
の

み
残

存
。
丁

寧
に
研

磨
さ

れ
て

い
る

°
左

上
方

蔽
打

痕
み

ら
れ

る
。
使

用
に
よ

る
も
の

？

1
4
8
7
5

0
4
2
2
8

Ⅲ
Z

3
4

第
Ⅲ

面
退

構
検

出
面

太
型

蛤
刃

石
斧

8
・2
0

7
．8
0

4
．1
0

3
4
6
．0
0

器
面

は
風

化
．浸

蝕
の

た
め

、
少

し
多

孔
質

。
－

l一
一

ト
－

l

Q 海
痘

苗 田
i
出

潮 柵



報
告

書

挿
図

番
号

登
録

番
号

・

遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
・
出

土
地

点

石
器

の
法

量
と
特

徴
木

器
の
特

徴

器
種

法
量

（
c
m

・g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

考

長
さ

幅
厚

さ
孔

雀
重

さ

1
4
8
7
6

0
4
2
5
6

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
石

斧
8
・9
0

6
．
8
0

4
．7

0
4
10

．0
0

玄
武

岩
？

欠
損

有
°
明

確
な

二
次

的
調

整
が

と
り
あ

え
ず

見
ら
れ

な
い

の
で

、
石

斧
の

欠
損

品
と
し

た
。
調

整
に

関
す

る
記

述
は

判
別

し
に

く
い

状
況

だ
っ

た
た

め
、
あ

い
ま
い

に
記

入
し

て
い

る
。

1
5
0
7
7

0
4
1
6
8

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
排

土
磨

製
石

斧
15

．0
0

7
．4
5

4
．
1
0

7
4
8
．1
0

玄
武

岩
断

面
楕

円
形

。
刃

部
付

近
と
く
に
丁

寧
に
研

磨
。
他

敲

打
痕

残
る

。

1
5
0
7
8

0
4
1
2
9

Ⅲ
Y

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

12
．5
0

8
．0
0

2
．9

0
4
2
8
．5
0

玄
武

岩
刃

部
及

び
下

半
部

は
研

磨
が

さ
れ

、側
線

に
や

や
稜

を

呈
す

る
。

1
5
0
7
9

0
4
1
0
8

Ⅲ
W

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

1
1
．5
0

7
．6
0

3
．
3
5

5
3
4
．2
0

玄
武

岩
研

磨
さ
れ

て
い

る
が

、
敲

打
痕

、
剥

離
面

多
く
の

こ
す

。

1
5
0

8
0

0
4
1
4
2

－　
Ⅲ

Z
3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

1
1
．7
0

7
．6
0

3
．
3
0

4
7
8
．3
0

玄
武

岩

一一一
．、
L1－
－．

全
体

的
に

敲
打

の
み

施
し
て

い
る

が
、
側

面
に
や

や
研

磨
を

施
し

て
い

る
。

ロ
憧

＿
1

玄
昌　
　

貝
。　
　　
　

訂
「
け
汐
。

1
5
0

8
1

1
5
2

8
2

0
4
0
6
1

0
4
0
9
6

Ⅲ

Z R

3 3
1

過

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

方
柱

状
石

斧
1
2
．3
0

4
．8
0

4
．2
0

4
4
0
．9
0

全
面

に
研

磨
を
施

し
て

い
る

が
充

分
で

は
な

く
、敲

打

痕
多

く
残

る
。
側

面
と

の
間

に
稜

を
つ

く
り
出

し
て

い
る
。

1
5
2

8
3

0
4
1
2
8

Ⅲ
Y

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

方
柱

状
石

斧
7
．1
0

5
．9
0

2
．5
0

1
9
6
．4
0

頁
岩

全
面

研
磨

を
施

し
て

い
る

上
部

に
も
敲

打
痕

あ
り
。

1
5
4

8
4

0
4
2
5
4

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

拡
張

区
大

型
蛤

刃
石

斧
1
3
．2
0

7
．9
0

4
．4
0

7
6
8
・0
0

玄
武

岩
？

欠
損

有
。
明

確
な

二
次

的
加

工
痕

（
敲

打
痕

e
t
c
）
が

見
ら

れ
な

い
の

で
、
と
り
あ

え
ず

石
斧

の
欠

損
晶

と
し

て

処
理

。

1
5
4

8
5

0
4
1
5
6

－
Ⅲ

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

北
拡

張
区

水
田

磨
製

石
斧

1
3
．5
0

6
．8
0

4
．9
0

7
1
0
．8
0

玄
武

岩
全

体
的

に
研

磨
さ

れ
て

い
る
が

、
側

面
に

や
や

敲
打

痕

残
す

。
側

面
は
研

出
さ
れ

、
稜

を
な

す
。

1
5
4

8
6

0
4
1
1
3

Ⅲ
W

3
5

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

1
0
．6
0

8
．4
5

4
．8
0

6
4
2
．
10

安
山

岩
基

部
欠

損
。
全

体
的

に
風

化
が

は
げ

し
く
、
磨

耗
し
て

い
る

。

ロ

1
5
4

8
7

0
4
14

1
Ⅲ

Z
2
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

9
．1
5

8
．0
0

4
．0
0

5
0
0
．2
0

玄
武

岩
断

面
楕

円
形

。
基

部
欠

損
し
て

い
る
が

研
磨

痕
が

み
ら

れ
る

。
再

加
工

し
て

い
る
と
思

わ
れ

る
。

1
5
4

8
8

0
4
15

4
Ⅲ

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

区
画

⑤
．⑳

、
黒

粘
1
面

磨
製

石
斧

6
．1
0

6
．1
0

3
．7
0

1
9
3
．5

0
玄

武
岩

基
部

の
み

残
存

。

ロ　
　　
　　
　　
　　

ー－』
．

1
5
4

8
9

0
4
16
4

Ⅲ
Q

2
7

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
粘

1
面

磨
製

石
斧

9
．3
0

3
．8
0

3
．0
0

1
4
0
．8

0
頁

岩
左

半
分

、
基

部
欠

損
。
や

や
敲

打
面

を
残

す
が

、
比

較

的
丁

寧
に
研

磨
し
て

い
る

。

ノ

1
5
4

9
0

0
4
15

5
Ⅲ　

－
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区

画
⑳

、
2
両

磨
製

石
斧

7
．7
0

5
．1
5

3
．0
0

1
8
5
・0

0
玄

武
岩

研
磨

が
さ
れ

て
は

い
る

が
、
不

整
形

で
あ

る
。
基

部
欠

損
。
刃

部
先

端
に
磨

滅
し

た
痕

が
み

ら
れ

る
。

1
5
6
9
1

0
4
0
9
8

Ⅲ
T

2
6

第
Ⅲ

面
遺

構
痍

出
面

黒
粘

2
面

砥
石

5
．5
0

1
．6
0

1
．4
0

1
2
．2

0
頁

岩
上

面
、
底

面
を

含
め

、
全

面
使

用
。
両

側
面

の
や

や
上

部
側

に
一

条
の

溝
。

1
－5
6
9
2

－
0
4
1
0
3
－

Ⅲ
U

3
3　

－
果

Ⅲ
一面

遺
構

検
出

面
砥

石
7
．5
0

0
．8
0

0
．6
0

6
．2
0
頁

岩
砥

石
？
4
面

研
磨

し
て
い

る
。
下

部
は

意
図

的
に

基
部

の
よ

う
な
も
の

を
作

り
出

し
て

い
る

。

遺　
爽
出

面
北

拡
張

区
砥

石
6
9

3
0

対
馬

産
？

1
5
6
9
3

15
6
9
4

0
4
2
5
5

0
4
1
1
6

m Ⅲ
Ⅹ

2
9　

－第
Ⅲ

面　
構

ヰ

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

ム

砥
石

6
．
1
0

2
．2
0

1
．3
0

2
6
．3
0

泥
岩

両
方

向
か

ら
の

穿
孔

°
破

損
し

て
い

る
面

を
除

く
、
5
両

全
て

を
砥

石
と
し

て
利

用
。

15
6
9
5

0
4
0
9
3

Ⅲ
q

2
7

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
粘

1
両

砥
石

6
．0

0
5
．5
0

4
．5
0

1
9
0
．5
0

流
紋

岩
質

凝
灰

岩
外

面
の

砥
石

。
底

面
も
砥

石
と
し

て
使

用
さ
れ

て
い

る
。

15
6
9
6

0
4
1
6
1

Ⅲ
Y

1
3
2

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

砥
石

9
・5

0
6
・8
0

4
．
10

2
4
1
．2
0
砂

岩 l一一1
1

2
両

使
用

6
正

面
は

中
央

部
が

凹
む

。
右

側
面

も
湾

曲

す
る
。

Ey
）

。
1
5
6
9
7

1
5
7
9
8

0
4
1
0
0

0
4
1
4
9

Ⅲ Ⅲ

T エ

2
7

3
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

第
Ⅱ

一面
遺

構
検

出
面

Ⅱ
面

砥
石

3
0
．9
0

6
．4
0

5
．
10

1
3
2
6
．5
0

凝
灰

質
砂

岩
大

型
の

砥
石

。
裏

面
は
欠

損
°
側

面
に

稜
を
も
ち

四
面

を
呈

す
る

°

1
5
7
9
9

0
4
0
1
7

Ⅲ
T

3
4

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

磨
製

石
斧

5
．5
0

6
．9

5
4
．2
0

1
7
3
．6
0

玄
武

岩

ト－1
）

裏
面

、研
磨

面
大

幅
に

剥
落

し
て

い
る

。
研

磨
痕

は
や

や
見

え
る

。

1
　ヽ　
　　
　　

。　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

己
か　
　　
　　

。
1
5
7

10
0

1
5
7

10
1

0
4
1
6
3

0
4
1
3
4

Ⅲ Ⅲ

Q Z

2
7

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

。
‥
粘

1
両

凹
石

10
．7
0

8
・9

5
．
3
．8

0
5
2
8
．3
0

ry 花
崗

岩

完
形

。
表

裏
面

中
央

部
に

、
蔽

打
で

で
き
た

か
と
思

わ

れ
る
浅

い
凹

み
が

認
め
ら

れ
る

。

1
5
7

10
2

0
4
1
5
2

Ⅲ
－

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

区
画

⑤
、
黒

粘
1
両

磨
製

石
鉄

4
．3
0

1
．9

0
0
．9

0
7
・6
0

安
山

岩 P
一一．

全
面

的
に

研
磨

さ
れ

て
い

る
が

、
研

磨
痕

は
顕

著
で

は

な
い

。

一　
ま　
　

0　
　

日
．
1

．
・

・
●

ヽ
。　
　　
　　
　

、
　ヽ　

。ヽ
1
5
7

1
0
3

0
4
0
6
0

Ⅲ
Z

3
4

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面

ヱ
C

打
製

石
斧

7
7
0

5
2
0

0
7
0

4
2
1
0

粘
板

岩
研

磨
面

は
剥

離
し

て
い

る
。

1
5
7

1
0
4

1
5
7

1
0
5

0
4
0
5
7

0
4
2
5
2

Ⅲ Ⅲ

Z
3
1、

第
Ⅲ
面

退
構

検
出

面

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面

下
層

北
拡

張
区

水
田

不
明

品
4
．8
0

3
．9
0

2
．1
5

3
6
．9
0

凝
灰

質
砂

岩
？

欠
現

有
。
木

製
品

の
土

掘
り
具

に
形

は
似

て
い

る
よ

う

に
見

え
る
が

、
こ
れ

だ
け

で
は

判
ら
な

い
の

で
不

明
品

。

1
5
9

1
0
6

0
4
0
5
9

Ⅲ
Z

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
．出

面
砥

石
10

・1
5

8
．3
0

1
・2
0

8
8
．9
0

粘
板

岩
両

面
使

用
し
て

い
る

薄
型

の
砥

石
。
左

側
に

向
か

っ
て

薄
く
な

る
。

′

1
5
9

1
0
7

0
4
1
3
3

Ⅲ
Z

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

未
製

品
（
打

製
）

7
．5
0

9
．3
0

1
・2
0

14
6
．1
0

粘
板

岩
中

央
に

穿
孔

あ
り
。
貫

通
は

し
て

い
な

い
。
表

面
に

は
研

磨
痕

。

1
5
9

1
0
8

0
4
0
6
3

Ⅲ
Z

3
4

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

円
形

石
錘

7
．9
0

1
2
．9
0

5
．2
0

6
8
3
．1
0

滑
石

片
岩

半
分

欠
損

。
中

央
の

孔
は

両
面

で
や

や
ず

れ
て

い
る

。
．

′－
L．
　　
　　
　　

一山
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

．△
－　
　

。

1
5
9

1
0
9

0
4
1
4
3

Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

う
る

し
付

近
魚

錘
1
1
．2
0

2
．9
5

0
・6
5

4
0
・2
0

頁
岩

元
形

。
上

下
輔

に
決

り
が

入
っ

て
お

り
、
正

面
が

研
磨

さ

れ
て

い
る

。

ほ
ぼ

完
形

°
両

側
か

ら
孔

を
穿

っ
て

お
り
、
全

面
に

研
磨

痕
が

認
め

ら
れ

る
。

1
6
0

1
1
0

0
4
10

9
Ⅲ

W
3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

勾
玉

4
．6
0

2
．4
0

0
．8
0

1
1
．9

0
蛇

紋
岩

1
6
0

1
1
1

0
4
0
9
5

Ⅲ
R

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

垂
飾

品
3
．4
0

1
．8
0

0
．5
0

4
．2
b

冶
石

両
側

か
ら

穿
た

れ
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部
欠

損
。

2
8
7
1
7
8

0
4
0
4
3

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

辺
石

斧
7
．3
0

6
．0
0

4
．0
0

2
7
3
．5
0

玄
－
’
岩

言　
　

。
u
縁

に
2　

・っ
叉
を　
　

る
。

2
8
7

1
7
9

0
4
0
4
2

Ⅲ
Ⅹ

3
0

S
W

－
0
4

磨
製

石
斧

9
．5

0
6
．7
0

4
．6
0

4
4
9
・6
0
凝

灰
岩

刃
部

欠
損

。
．丁

寧
に

研
磨

。
一

部
研

磨
面

剥
落

。
－

2
8
7

1
8
0

0
4
1
2
1

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

北
半

砥
石

7
．5
0

5
．5
0

3
．4
0

1
6
4
．2

0
砂

岩

主
に

1
両

を
使

用
。
裏

面
中

央
と
上

部
に

、
わ

ず
か

に
研

磨
が

み
ら
れ

る
。
全

体
を
敲

打
後

、
使

用
し
て

い
る

と
思

わ
れ

る
。

2
8
7

1
8
1

0
4
12

2
Ⅲ

X
3
1

S
W

－
0
4

北
半

磨
製

石
斧

7
・2
0

6
．4
0

4
・3
0

3
2
8
．
1
0
玄

武
岩

断
面

形
は
楕

円
形

で
あ

る
。
刃

部
欠

損
し

て
い

る
が

、

蔽
打

痕
が

あ
り
、
再

加
工

し
て
い

る
と
思

わ
れ

る
。

2
8
7

1
8
2

0
4
0
4
6

Ⅲ
X

2
8

S
W

－
0
4

石
氏
石

1
3
．5
5

6
．8
0

4
・3
0

4
4
5
．6
0

砂
質

凝
灰

岩
4
面

を
呈

し
て

い
る
。
特

に
正

面
、
左

側
面

は
使

用
頻

度

が
高

く
、
－1凹

み
が

み
ら
れ

る
。

2
8
8

1
8
3

0
4
0
5
4

Ⅲ
Ⅹ

2
9

S
W

－
0
4

／ポ
イ
ン

ト
5
．2
0

1
．9
0

0
．9
0

5
．7
0

／黒
曜

石　
－

両
面

に
多

く
剥

片
面

を
残

す
。
先

端
部

欠
損

。

2
8
8

1
8
4

0
4
0
2
2

Ⅲ
Ⅹ

3
0

S
W

－
0
4

ド
リ
ル

4
．3
0

l
・6
0

0
．9
0

4
・3
0

．黒
曜

石
両

面
に

多
く
剥

片
面

を
残

す
。
先

端
部

欠
癌

。

2
8
8

1
8
5

0
4
1
2
0

Ⅲ
X

3
0

S
W

－
0
4

扇
平

片
刃

石
斧

5
．1
0

2
・9
0

1
．8
0

4
4
．3
0

’凝
灰

岩
基

部
欠

損
°
表

面
左

右
両

端
は
研

磨
途

中
？
右

側
面

側
と
左

側
面

一
部

に
敲

打
痕

が
残

る
。

2
8
8

1
8
6

0
4
0
5
2

Ⅲ
X

3
0

S
W

－
0
4

砥
石

5
．3
0

2
．3
0

4
・6
0

9
3
．4
0
－珪

質
貫

岩
3
面

を
砥

石
と
し
て

使
用

。

h
－

ト
－

1

恥 部 苺 ・・
法．

渦 柵



報
告

書

登
録

番
号

遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．
出

土
地

点

石
器

の
法

量
と
特

徴
木

器
の

特
徴

挿
図

番
号

一　
番

種

法
量

（
c
m

1g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

2
8
8
1
8
7

腑
5

Ⅲ
Y

2
7

S
W

－
0
4

石
剣

9
・1
0

3
．6
0

0
．3
5

1
3
．5
0

頁
岩

鏑
は

つ
く
り
出

さ
れ

て
い

な
い

。
刃

部
の

研
磨

痕
を

わ
ず

か
に

残
す

。

2
8
8
1
8
8

0
4
2
2
6

Ⅲ
Ⅹ
・Y

2
7
－
3
0

S
W

－
0
4

石
包

丁
5
・7
0

4
．4
0

1
．
10

3
1
．1
0

粘
板

岩
？

敲
打

痕
が

残
る
。

2
8
8
1
8
9

0
4
2
2
2

Ⅲ
X
．Y

2
7
－
3
0

S
W

－
0
4

北
西

端
最

下
層

磨
製

石
鉄

3
．0
0

1
．9
0

0
．6
3

4
．0
0

2
8
8
1
9
0

0
4
0
6
4

Ⅲ
X
．Y

2
7
ノ～
3
0

S
W

－
0
4

東
壁

C
層

磨
製

石
鉄

4
．6
01

1
．9
0

0
．8
0

4
・8
0

粘
板

岩

裏
面

は
半

分
以

上
剥

落
し

て
い

る
。
1全

面
に

主
と
し
て

、

横
方

向
の

研
磨

痕
を
残

す
。

2
8
8
1
9
1

0
4
2
2
5

－Ⅲ
X
．Y

2
7
′－
3
0

S
W

－
0
4

石
包

丁
8
．1
0

2
．9
0

0
．6
0

2
1
．1
0

孔
径

：0
．5

3
m

m
。
蔽

打
痕

は
な

い
。

2
8
8
－1
9
2

0
4
2
2
4

Ⅲ
Y

2
7

S
W

－
0
4

石
包

丁
5
．3
0

3
．8
0

0
．6
5

1
3
・7
0

穿
孔

時
の

敲
打

中
に

割
れ

た
可

能
性

あ
り
。

2
8
8
1
9
3

0
4
2
2
1

Ⅲ
Y

2
9

S
W

－
0
4

石
包

丁
1
3
．8
5

4
．9
0

0
．7
0

6
2
．3
0

孔
径

：5
・4

－
5
・5
m

m
孔

間
長

：2
．7
5
c
m

°
孔

直
上

は

器
壁

が
や

や
薄

い
た

め
、
研

磨
が

達
し
て

お
ら
ず

、
敲

打
痕

を
残

し
て

い
る

。
体

部
と
刃

部
と

の
境

は
不

明
瞭

。

両
刃

で
あ

る
。

2
8
8
1
9
4

0
4
0
5
3

Ⅲ
Ⅹ

2
8

S
W

1
0
4

紡
錘

車
未

製
品

7
．1
5

5
．6
0

0
．5
0

9
7
・2
0

滑
石

片
岩

縁
辺

に
剥

離
が

見
ら
れ

る
。
発

掘
の

際
に
つ

い
た

と
思

わ
れ

る
キ

ズ
が

数
カ
所

あ
り
。

2
8
8
1
9
5

0
4
2
6
9

Ⅲ
Y

2
7

S
W

－
0
4

石
錐

？
5
．1
0

1
．2

－1
．6

1
．2

．1
．4

1
7
．6
0

2
8
8
1
9
6

0
4
2
7
0

Ⅲ
Y

2
8

S
W

－
0
4

石
錐

？
5
．5
0

1
．0

一2
．
1

1
．0

－2
．2

3
0
．7
0

2
8
8
1
9
7

0
4
2
2
9

Ⅲ
Y

2
7

S
W

1
0
4

不
明

石
製

品
5
・9
0

1
．9
0

2
8
．4
0
砂

岩
投

弾
の

未
製

品
？

2
8
8
1
9
8

0
4
0
4
8

Ⅲ
Y

2
7

S
W

－
0
4

砥
石

1
0
．5
0

1
2
．0
0

4
．6
0

9
2
8
．1
0
砂

岩
表

面
と
左

側
面

を
使

用
し
て

お
り
、
浅

い
凹

み
を
呈

す
る
。

2
8
9
1
9
9

0
4
0
4
7

Ⅲ
Y

2
7

S
W

－
0
4

円
形

石
錘

6
．6
5

1
2
．7
0

2
．4
0

2
3
8
・5
0

滑
石

片
岩

表
裏

面
の

剥
落

、
割

れ
が

著
し
い

。
両

面
か

ら
孔

が
穿

た
れ

て
い

る
。

2
8
9
2
0
0

0
4
0
5
5

Ⅲ
Ⅹ

　
3
0

S
W

－
0
4

す
り
石

8
．5
0

6
．8
0

6
．8
0

6
9
5
．2
0

ビ
ン

岩
全

体
的

に
磨

耗
し
て

い
る
。

2
8
9
2
0
1

0
4
0
5
6

Ⅲ
Y

2
9

S
W

－
0
4

軽
石

7
・9
0

9
．5
0

6
－2
0

6
0
．8
0

軽
石

不
整

楕
円

形
。
所

々
凹

み
、
キ
ザ

ミ
が

あ
る
が

、
統

一
的

で
は
な

い
。

2
8
9
2
0
2

0
4
0
4
9

Ⅲ
X
．Y

2
7
－
3
0

S
W

－
0
4

西
不

明
品

1
1
．3
0

9
．3
5

4
．
10

6
7
5
．9
0

玄
武

岩
裏

面
中

央
に

、
浅

く
蔽

打
痕

み
ら
れ

る
。
表

面
と
裏

面
で

は
色

調
が

異
な

る
。

3
2
3
13
9

0
4
0
2
6

Ⅲ
Ⅹ

2
8

S
W

－
0
5

磨
製

石
斧

3
．2
5

8
．5
0

4
．4
0

2
1
3
．5
0

玄
武

岩
基

部
の

み
残

存
。
裏

面
欠

損
。
や

や
敲

打
痕

残
る

。

3
2
3
4
0

0
4
0
2
9

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
5

す
り
石

6
．4
0

3
・3
0

3
．2
0

1
0
2
．4
0

安
山

岩
完

形
°
上

下
面

を
使

用
し

て
い

る
。

3
2
3
4
1

0
4
0
2
5

Ⅲ
Ⅹ

3
2

S
W

－
0
5

石
鎌

3
・6
0

4
・9
0

4
．0
0

1
1
．0
0

頁
岩

基
部

欠
損

。
両

側
か

ら
刃

を
つ

く
り
出

し
て

い
る
。
研

磨

痕
は

顕
著

で
は

な
い

。

3
3
3
2
4

0
4
2
3
1

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

石
包

丁
5
・9
0

4
・8
0

0
．4
5

2
5
．4
0

復
元

孔
間

径
：2

．6
c
m

3
3
3
2
5

0
4
2
3
3

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

石
包

丁
1
5
．0
0

4
．0

0
0
．5
0

2
8
・4
0

頁
岩

先
端

部
の

み
残

存
。
風

化
に

よ
り
、
細

部
の

調
整

は
認

め
ら
れ

な
く
な

っ
て

い
る
。

3
3
3
2
6

0
4
0
3
0

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

石
包

丁
3
．7
0

5
．
1
0

0
．5
0

13
．2
0

頁
岩

先
端

部
の

み
残

存
。
風

化
に

よ
り
、
細

部
の

調
整

は
認

め
ら
れ

な
く
な
っ

て
い

る
。

3
3
5
2
7

0
4
2
3
0

Ⅲ
Z

．
2
9

S
W

－
0
6

磨
製

石
剣

1
2
．5
0

4
．0

0
0
．9
0

5
8
．0
0

3
3
5
2
8

0
4
2
3
2

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

磨
製

石
剣

17
．0
0

3
．6

5
0
．7
0

8
5
．9
0

折
れ

た
磨

製
石

剣
を

、
何

か
に

転
用

し
よ
う
と
し

た
可

能

性
あ

り
。
刃

部
端

は
面

取
り
さ
れ

て
い

る
。

3
3
6
2
9

0
4
0
3
8

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

磨
製

石
斧

9
．4
0

7
．9

0
4
．8
0

5
7
7
13
0

玄
武

岩
基

部
欠

損
。
断

面
楕

円
形

。
裏

面
に
敲

打
痕

残
す

。

3
3
5
3
0

0
4
0
3
4

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

磨
製

石
斧

9
．6
0

6
．3

5
4
・9

0
4
6
1
・4
0

凝
灰

岩
基

部
欠

損
。
全

体
的

に
丁

寧
に
研

磨
。－
刃

部
使

用
痕

顕
著

。

3
3
5
3
1

0
4
0
2
8

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

磨
製

石
斧

15
．1
0

3
・6

0
4
・4

0
3
0
4
．1
0

凝
灰

岩
左

半
分

欠
損

。
刃

部
は

丁
寧

に
研

磨
さ
れ

て
い

る
が

、

そ
の

他
は

そ
れ

ほ
ど
で

も
な

い
。

3
3
5
3
2

0
4
0
3
9

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

磨
製

石
斧

1
1
．8
0

　
7
．
8
0

4
．5

5
6
7
8
．9
0

玄
武

岩
断

面
形

は
ほ

ぼ
楕

円
形

O
全

面
敵

打
。
裏

面
剥

落
し

て

い
る
。

3
3
6
3
3

0
4
1
7
0

Ⅲ
Ⅹ

2
9

S
W

－
0
6

砥
石

9
．7
0

4
．2
0

3
．7

0
1
8
8
・6
0

砂
岩

棒
状

円
礫

の
下

部
を
砥

石
と
し

て
使

用
。
上

端
、
側

面

に
も
一

部
研

磨
部

あ
り
。
そ
れ

以
外

の
部

分
は

敵
打

痕

あ
り
。

3
3
5
3
4

0
4
0
3
5

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

方
柱

状
片

刃
石

斧
5
．4
0

3
．1
0

3
．
1
0

7
4
．2
0

頁
岩

刃
部

の
み

残
存

。
全

面
や

や
剥

離
面

を
の

こ
す

が
、
丁

寧
に

研
磨

さ
れ

て
い

る
°

3
3
6

3
5

0
4
0
3
2

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

砥
石

4
．1
0

3
．4
0

2
．6

0
6
9
．5
0

砂
岩

3
面

使
用

。
1
両

剥
離

面
以

外
、
一

部
使

用
。

3
3
6

3
6

0
4
0
3
3

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

砥
石

4
．0
0

2
．6
5

2
．5

0
3
6
．4
0

砂
岩

下
面

に
溝

が
1
粂

み
ら
れ

る
。
正

．
裏

面
は

平
坦

だ
が

、

上
、
下

、
右

側
面

は
使

用
頻

度
が

高
く
挟

れ
て

い
る
°

3
3
6

3
7

0
4
0
3
1

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

凹
石

8
．1
0

7
・0
0

3
15
0

3
7
1
・4
0

バ
ン

レ
イ
岩

表
裏

両
側

面
中
央

部
に
浅

い
凹

み
が

認
め

ら
れ

る
。
ほ

ぼ
円

形
。

3
3
6

3
8

0
4
0
2
7

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

凹
石

1
4
・0
0

1
0
．3
0

5
．8
0

1
1
6
9
．9
0

ハ
ン

レ
イ
岩

半
分

欠
損

。
表

裏
面

中
央

部
に

蔽
打

に
よ
る

と
思

わ
れ

る
凹

み
が

認
め

ら
れ

る
。

3
3
6

3
9

0
4
0
3
6

Ⅲ
Z

2
9

S
W

－
0
6

紡
錘

車
3
．7
0

6
．5
0

0
．9
0

3
2
．6
0

結
晶

片
岩

下
半

分
欠

損
。
中

心
部

に
い

く
に

つ
れ

て
、
厚

み
が

増

し
て

い
る

報
告

書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺 構 面

遺
構

名
備

考
．出

土
地

点

石
器

の
法

量
と
特

徴
木

器
の

特
徴

器
種

法
量

（c
m

．g
）

石
材

備
考

種
類

一　
木

取
り

樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

1
8

2
3

9
0
0
5
6

Ⅰ
水

田
（
上

面
）

Ⅰ
区　

耕
作

土
円

形
曲

物
在

自
針

葉
樹

曲
物

の
底

板
と
思

わ
れ

る
。
2
箇

所
に

木
釘

を
差

し
込

ん
だ

跡
が

あ
る
。
木

釘
で

側
板

と
結

合
す

る
タ
イ
プ

は
蓋

板
よ
り

底
板

に
使

わ
れ

る
こ
と
が

多
い

と
い

う
こ
と
か

ら
、
こ
れ

も
底

板
で

は
な

い
か

と
判

断
し
た

。
側

線
は

ヶ
ズ

リ
で

あ
る
。
上

下
方

向
か

ら
直

角
に

、
あ

る
い

は
や

や
斜

め
に

角
度

を
つ

け
て

け
ず

っ
て

い
る

。
曲

物
底

に
よ
く
見

ら
れ

る
刃

傷
は

こ

れ
に

は
認

め
ら
れ

な
い

。

1
8

2
4

9
0
0
2
3

．
Ⅰ

水
田

（上
面

）
1

耕
作

土
円

形
曲

物

直
径

2
0
，2
セ

ン
チ

の
曲

物
の

底
あ

る
い

は
蓋

板
で

あ
る

。
側

板
連

結
の

為
の

一
つ

並
ん
だ

孔
と
は

別
に
、
そ

れ
ら
と

は
9
0
度

離
れ

た
位

置
に

小
孔

が
直

線
状

に
存

在
す

る
。
確

認
出

来
る

の
は

3
箇

所
だ

が
、
位

置
的

に
考

え
て

実
際

は
4
箇

所
あ

っ
た

の
も
と
推

測
さ
れ

る
。
補

修
孔

か
？
内

面
一

部
に

は
側

板
の

位
置

を
決

め
る

針
書

き
線

が
残

る
。
内

面
中

央
の

一
部

と
外

面
全

面
に

刃
傷

あ
り
。

ノ　
．一
・一
　　
　
′　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

一　
　

言　
　　
　

』ヽ
ll
　　
　

h

18
2
5

9
0
0
2
5

Ⅰ
水

田
（上

面
）

耕
作

土
円

形
曲

初
柾

目
針

葉
樹

復
冗

直
径

2
0
，5

セ
ノ
チ

。
内

面
に

は
側

薇
が

あ
た

っ
て

い
た

痕
跡

が
色

調
の

珪
い

で
残

る
。
側

板
連

結
孔

に
は

束

縛
の

た
め

の
樹

皮
が

残
存

。

田
．Ⅰ

水
田

上
面

円
形

曲
物

側
板

と
の

綴
じ
孔

が
1
箇

所
に

2
孔

残
る

。
底

（童
）板

で
、
側

板
よ
り
は

み
出

す
タ
イ

フ
の

も
の

と
心

わ
れ

る
。

1
8
2
8

1
8
2
9

9
0
0
7
4

9
0
0
7
3

Ⅰ
水

田
（上

面
）

楕
円

形
曲

物
在

自
腐

蝕
は

げ
し

く
残

り
悪

い
。
残

存
率

と
し

て
は

4
分

の
1
程

度
か

。

海 苺 器 渦 耕 土
■
▲

L一
一
▲

C
心



報
告
書

挿
図
番

号
登
録

番
号

遺 構 面
遺

構
名

備
考

．出
土

地
点

石
器
の

法
量

と
特
徴

　ヽ　
言

木
器

の
特

徴

器
種

法
要

cm
．g

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

重
さ

18
30

90
10
3

Ⅰ
水

田
（上

面
）

方
形

曲
物

在
自

針
葉
樹

一
部

に
側
板

の
あ
た
っ
て
い
た
痕

跡
が

あ
る
た
め

内
外
面

の
判
別

が
可

能
で
あ
っ
た
。
内
外

面
と
も
刃
傷

が
つ

くが
特
に
外

面
の
刃

傷
は
お
び
た

だ
し
く
、狙

代
わ
り
に
使

わ
れ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
周
囲

が
熟
を
受
け
黒

く炭
化

し
て

い
る
。

18
31

90
07

2
Ⅰ

水
田

（上
面
）

水
田

（上
面
）

不
明

板
状

。
中
央
で
縦

軸
方

向
に
湾

曲
す
る
。
中
央

の
孔
は
ヶ
ズ
リ
に
よ
る
も
の
か
不

明
。
節
が

抜
け
た
孔

の
可
能

性
も

あ
る
。

18
32

90
1
13

Ⅰ
不
明

柾
目

針
葉

樹
横

断
面
や
や
長

方
形

～
方
形

。そ
れ

ぞ
れ
の

面
は
平
滑

に
丁
寧

に
仕
上

げ
ら
れ

る
°
－
箇

所
に
決

りあ
り。

両
側

か
ら
刃
を
入
れ

て
浅
い
溝

を
作

っ
て
い
る

18
26

．2
7

9
00
58

Ⅰ
水

田
（上

面
）

円
形

曲
物

〈側
板
．

底
（蓋

）板
在

自
針
葉
樹

。

底
（蓋

）板
と
側
板

が
そ
れ
ぞ

れ
－

部
残
存

。
底
（蓋

）坂
に
は
側

板
と
の
結

合
孔

が
1箇

所
の
み
確
認

で
き
る
。
お
そ
ら

くす
ぐ
隣
に
も
う
Ⅰ箇

所
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
°や

や
不

明
瞭
で
あ
る
が

、側
板

の
当
た
っ
て
い
た
痕
跡

が
見

受
け
ら
れ

る
。
側
板

に
は
底
（蓋

）板
と
の
結

合
穴

が
1箇

所
と
、側

板
の
重
な
り
部
分

の
結
合

箇
所

が
残

る
。
B
側
板

同
士

の
結

合
は
三
段

内
綴

じ
で
あ
る
。側

板
の

重
な
る
部

分
は
、外

側
の
板

の
先

端
か

ら
約
4
cm

の
部

分
の

内
側
を
け
ず

り薄
く
し
重

ね
て
い
る
°

2
1
33

90
11
5

Ⅰ
水

田
（上

面
）

取
上

げ
区
画
⑦

、耕
作
土

と
黒
色

流
路

の
西
側

不
明

板
目

－
針
葉
樹

幅
約
1，
6
cm

の
角
棒
状

で
一
方

の
端
部

は
欠
損

、も
う
一

方
の
端

部
は
一

面
か
ら
斜

め
に
け
ず

ら
れ
窄
ま
る
。
径

1

cm
程

度
の
正

円
形
の
穴

（貫
通
せ

ず
）が

2箇
所
残

存
。穴

の
内
面

の
ヶ
ズ
リ
は
鋭
利

な
刃
物

に
よ
っ
て
施
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。穴

の
底

は
平
ら
で
あ
る
。

二
つ
の
孔

に
は
際
立
っ
た
使
用

痕
は
な
い
。
表

面
は
丁

寧
な
ヶ
ズ
リ
で
あ

る
。
図
化

し
て
い
な
い
面

は
ほ
ぼ
全
体

が
薄

く剥
が
れ
て
い
る

2
1
34

90
0
69

Ⅰ
水

田
（上

面
）

不
明

2
1
35

90
04

6
Ⅰ

水
田

（上
面
）

木
筒

板
目

針
葉
樹

。

長
軸

方
向
の
ヶ
ズ
リ
痕

を
残
す

面
が
あ

る
が
、
字
を
消
し
た
際
の
も
の
で
あ
る
可
能

性
も
あ
る
。
頭
部

は
や
や

角
ぼ
っ

た
楕

円
形
に
近

い
。
くび

れ
部
は
両

側
か

ら
台
形

状
に
切

り取
ら
れ
て
形

作
ら
れ

て
い
る
。く

び
れ
部

に
は
紐

で
縛

っ
た
よ
う
な
跡
は
な
い
。
表
面

に
は
字
は
皇

か
れ
て
い
な
い

2
1
36

90
07

0
Ⅰ

水
田
（上

面
）

墨
書

華
串

板
目

月≡i
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　。

頭
部

に
8字

形
の
墨

書
（？
）。

非
常

に
薄
い
作

り
だ
が
、頭

部
と
下

部
の
尖

っ
た
形

状
は
比

較
的
シ
ャ
－
プ
な
ヶ
ズ
リ

で
成
形

さ
れ
る
°
胴
部

は
刃
物

で
割

り
裂
き
、そ

の
後
ヶ
ズ
リ
か
。
ヶ
ズ
リ
痕

は
残

っ
て
い

な
い

。下
部
の
－

部
は
や
や

黒
っ
ぼ
く変

色
し
て
い
る
。（
原

田
？）

2
1
37

90
12
7

Ⅰ
水

田
（上

面
）

1
両　

取
り
上
げ

区
画
⑮

X
－2
2

人
形

2
1
38

9
01
30

Ⅰ
水

田
（上

面
）

ヒ
ョ
ウ
タ
ン
。

21
3
9

9
01
29

Ⅰ
水

田
（上

面
）

ヒ
ョ
ウ
タ
ン

49
1

90
06
2

Ⅱ
S

35
水

田
（上

面
）

鋤

。

柄
と
身
と
が

は
ぼ
－
直

線
を
な
す

－
木

鋤
で
あ
る
。肩

は
若

干
下
が

る
が

角
肩

と
い
え
る
。
身
部

の
横
断

面
形

は
前

後
面
の

区
別

が
不

明
瞭
で
、
中
央
で
や
や
膨

ら
む
紡
錘

形
で
あ
る
。
身
部

断
面

形
で
の
前

後
面

の
区
別

は
難
し
い

が
、柄

下
部

か
ら
身

部
に
か
け
て
片
面

に
の
み
ヶ
ズ
リ
が
な
さ
れ
低
い
段

を
作

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
ヶ
ズ
リ
面
が
後

面
か

。
身

下
端

よ
り約

5c
m
が
刃

部
か

。側
線
が

薄
く
つ
く
ら
れ
る
。

5
1
2

90
01
3

Ⅱ
R

34
水

田
（上

面
）

ナス
ビ・
形

木
製

品
広
葉
樹

完
形
で
は
あ
る
が

、腐
蝕

の
た
め
特

に
歯
部

の
残
り
が
悪

い
。歯

部
の
一

部
に
ヶ
ズ
リ
残
存

、刃
部

が
見
受

け
ら
れ
る
。

頭
部
は
ヶ
ズ
リ
に
よ
り
面
取

り
。ヶ

ズ
リ
の
方

向
は
上

か
ら
下
へ

。側
面
に
も
ヶ
ズ
リ
残
存

。
歯
部

の
厚
み

は
6ミ

リ
と
薄

く
、開

墾
具
と
し
て
は
不

向
き
か
。
整

地
具
か

。

繊
維
材

°
53

90
12
8

Ⅱ
T

39
水

田
（上

面
）

6
1
30

90
0
43

Ⅱ
T

39
水

田
（上

面
）

鍬
柄

芯
抜

き
広

葉
樹

ヶ
ズ
リ
痕

は
見

ら
れ
な
い
が

丁
密
な
作

りで
あ
る

残
存

状
態

が
非
腺

に
よ
い

6
1
31

90
0
15

Ⅱ
T

39
S
P
－
04

85
二

又
鍬

広
葉
樹

一戸
　　
　　
　　
　

。　
　　
　

心
、　
　

吊　
－　
　

。

直
柄

式
の
二
又
鍬

で
、整

っ
た
長

方
形

の
柄
孔

を
持

つ
。
着
柄

角
度

は
46

度
と
や
や
狭
い

か
。
頭
～
肩
部

へ
は
な

だ
ら
か

に
広

が
り
、全

体
の
約

2分
の

1の
長

さ
の
と
こ
ろ
で
身

幅
は
最
大

と
な
る
。
そ
し
て
歯

端
部

へ
向
け
て
徐

々
に

内
窄

ま
り
と
な
る
。
欠
損

し
て
い
る
た
め
不

明
だ
が

、歯
部

の
内
縁

の
ラ
イ
ン
は
真
っ
す
ぐ
に
伸

び
て
い
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。頭

部
側

面
は
面

取
り
加
工

さ
れ

る
。

64
3
2

9
00
88

Ⅱ
T

3
9

S
P
－
0
4
36

平
鍬

一
一

曲
柄

平
鍬

。
上

端
欠
失

。
欠

損
部

は
あ
る
が

残
り
は
よ
い

。
両

側
面

の
ヶ
ズ
リ
も
単
位

こ
そ
見

て
取

れ
な
い
が

明
瞭
に

残
る
。
笠

の
下

の
く
び
れ

か
ら
、若

干
で
あ

る
が
外

湾
し
つ
つ

幅
を
増

し
且

つ
刃
部

の
両
側

は
ほ
ぼ

平
行

し
て
長

く
の

び
る
。
刃

部
の
端

部
は
中

央
が

尖
る
。
笠
部

は
片
側

は
厚

さ
8
mm
な

の
に
対

し
も
う
片

側
は

厚
さ
S
用山

と
薄

く
な
る
。
欠
損

に
よ
る
も
の

で
は
な
い

。
製

作
時
か

ら
か
。
笠

の
下
の

く
び
れ

部
に
紐
ず

れ
等

の
痕

跡
は

な
い
。
刃

部
先

端
よ
り
上

5c
m
は
、片

面
に
は
小

さ
な
傷

が
刃

部
と
平

行
に
走

り
、
も
う
片

面
は
表

面
が

や
や
凹

凸
し
て

い
る
。
ヶ
ズ

リ
仕

上
げ
が

雑
で
あ
っ
た
か

、土
に
打

ち
込

ん
だ

際
に

表
面

が
削

ら
れ

た
な
ど

を
考

え
た

。

64
33

90
08
7

Ⅱ
T

39
S
W

－
01

ナ
ス
ビ
形
木

製
品

埋
没

中
に
多
少

の
変
形

は
し
て
い
る
が
、腐

蝕
は
あ
ま
り進

ん
で
い

な
い

。欠
損
箇

所
は
多

い
が
外
形

ラ
イ
ン
は
ほ
ぼ

生
き
て
い
る
。厚

さ
5
～
6
m
mと
全

体
的
に
薄
い

。笠
部

は
両

方
と
も
欠

損
し
て
い
る
が
、欠

損
後
の
磨

耗
が

見
ら
れ

、
紐

ず
れ
に
よ
る
窪
み

と
も
受
け
取

れ
る
部

分
あ

り。
表
面

に
細

く浅
い
刃

傷
あ

り

64
34

90
0
14

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

停
泥
？

広
葉
樹

。

腐
蝕

の
た

め
原

形
を
留

め
て
い
る
範

囲
が

不
明
確

で
あ
り
、図

上
で
は
原
形

と
し
て
い

る
上
端

ラ
イ
ン
と
下
端

ラ
イ
ン

は
欠

損
線

で
あ
る
可

能
性
あ

り。
上

下
方

向
に
若
干

の
反

りが
あ
る
。
柄
孔

よ
り
上
部

は
厚
み
が

増
す
。
柄
孔

は
上

下
方
向

に
長
い
楕

円
形

で
あ
る
。
ヶ
ズ

リ
痕
は
－

部
に
残

る
。
下
半

部
に
被

熱
の
痕

跡
あ

り。

64
35

90
00

4
Ⅱ

T
39

S
W
－
0
1

竪
杵

（手
杵

）
芯
持
ち

広
葉
樹

小
ぶ

り
の
杵

で
あ
る
。鴇

き
部
と
握

り
部
の
境

界
明
瞭

°起
り部

に
は
内
湾

す
る
工
具

痕
が
あ

り、
ヤ
リ
ガ
ン
ナ
に
よ
る
ヶ

ズ
リ
と
推

測
さ
れ

る
。
鴇

き
部
は
丸

み
を
帯

び
て
い
る
こ
と
か
ら
、工

具
に
よ
る
ヶ
ズ
リ
の
後

磨
か

れ
た
可
能

性
が
あ

る
。

鴇
き
部

端
部

は
一

方
は
丸
み
を
帯
び

る
が

、も
う
一
方

は
切

断
痕
を
残

し
、磨

耗
も
少

な
く、

凹
凸

の
多
少
あ
る
平
坦

面
を
成
す

。
そ
れ
程
使

い
込
ま
れ

た
端
部

で
は
な
い
感
じ
。起

り
部
中
央

に
溝
状

の
窪

み
有
り
。
鴇
き
部

の
一
部

に
樹
皮

残
る
。

69
．3
6

90
09

8
Ⅱ

T
39

S
W
－
0
1

楔
？

芯
持
ち

広
葉
樹
－

鍬
柄

の
端
部

か
と
も
考

え
た
が

、横
断

面
で
い
う
上

面
が

平
坦

に
ヶ
ズ
リ
成

形
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、下

部
端

が
折
損

後
の
磨

耗
面

と
考
え
る
に
は
さ
さ
く
れ
等

が
全

くな
く
、刃

物
に
よ
りつ

くり
出
さ
れ
た
面

と
見
え
る
こ
と
か
ら
鍬

柄
で
は
な

い
と
す
る
。
用
途
不

明
。楔

等
で
あ
ろ
う
か
。
径
約

3c
m
の
広
葉
樹

の
枝

を
使

用
。
一

部
に
樹
皮

残
る
。

69
3
7

9
01
16

1
Ⅱ

T
3
9

SW
－
0
1

不
明
（板

材
）

針
葉
樹

幅
6c
m
の
板
材

。
端
部

は
面
取

りさ
れ
、側

面
も
比
較

的
き
れ
い
に
け
ず
ら
れ

る
。
平

滑
な
面
を
持
ち
丁
寧

な
つ
く
り
。

69
3
8

90
08
5

Ⅱ
T

3
9

S
W

－
0
1

下
層

有
孔
板

材
柾

目
針
葉

樹
－
箇
所

に
孔
が

残
る
。孔

の
形

は
長
方

形
で
長

辺
は
ほ
ぼ
平

ら
に
短
辺

の
う
ち
上
部

に
近
い
方

は
斜

め
に
け
ず

ら
れ

る
。
上

部
は
丸

～
隅
丸

に
成

形
さ
れ
る
。変

形
の

た
め
調
整

痕
は
見

え
な
い
が
、全

体
的
に
み
て
丁
寧

な
作

り
と
は

い
え
な
い
。

69
39

90
0
86

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

織
機

？
在
自

針
葉
樹

先
端
を
尖
ら
せ
た
端

部
か
ら
な
だ
ら
か
な
肩
部

を
作

り
身
部
と
な
る
°身

の
背
部

側
は
両

面
と
も
段

を
持

つ
。
全
体

的

に
腐

蝕
し
て
お
り残

り
悪
い
O

6
9
40

90
14
1

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

雑
具
部
材　

－
柾
目

／
針
葉
樹

柾
目
の
美

し
く
通
っ
た
薇
材

。片
面

ほ
ぼ
中
央

に
深

さ
約

3m
m
、幅

1，
7
cm

の
決

り込
み
が

あ
り、
こ
こ
に
別

の
木
材

を
組

み
合
わ
せ

樺
皮

で
縛
っ
て
い

た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
樺

皮
を
通
し
た
後
、残

っ
た

隙
間
に
厚

約
2m

の
楔

を
打

ち
込
ん
で
い
る
。
板
の
両

端
に
は
径

約
4－

5
mm
の
孔

が
貫

通
し
て
い

る
。
板
の

両
面

に
は
無

数
の
刃
傷

が
残
る
O
組

み
合

わ
せ
て
い
た
部

材
を
ば
ら
し
た
後
狙

板
と
し
て
再
利

用
し
た
か
°
樺
皮

の
上

に
も
刃

傷
は
付

く
。た

だ
し
、決

り部
が
あ
る
方
の

面
で
は
中
央

付
近

に
刃
傷

が
見

ら
れ
な
い
。
（組

み
合

わ
せ

た
状
態

で
刃
傷

が
付

け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

か
？
）

ト
－

1

ト
－

㎡
ゝ

適
応

苺 器 渦 鄭



報
告
書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

石
器
の
法

量
と
特

徴
木

器
の
特

徴

器
種

．法
量

（c
m
・g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重
さ

7
1
4
1

9（
沿
75

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

腰
掛
？

横
木

取
り
。

（広
葉

樹
）

全
体

に
丁

寧
な
ヶ
ズ

リ
が
成

さ
れ
て

い
る
よ
う
－だ

が
、腰

掛
裏

面
の
両

脚
間

は
や
や
ケ

ズ
リ
が

粗
く
凹
凸

が
あ

る
。
長

軸
方
向

に
は
緩

や
か
に
反

り
上

が
り
、両

端
に
は
折

り
返
し
が

あ
る
。
短
軸

方
向

に
は
背

中
側

か
ら
足

側
に
か

け
て
緩

や
か
に
傾

斜
す
る
。
脚

は
逆

台
形

で
あ
り
、外

側
に
ひ
ら
く
。
腰

掛
に

し
て

は
低
い

の
で
胡

坐

を
か
い

て
腰

掛
け
た
か

、あ
る
い

は
枕

と
し
て
使

用
し
た

可
能

性
も
あ
る
。

71
42

90
04
2

Ⅱ
T

39
S
W

－
01

木
錘

（芯
持
ち
）

（広
葉

樹
）

両
端
と
中
央

部
を
ヶ
ス
リ
。
一

部
に
は
樹
皮

残
る
。
被

熱
の
痕
跡

あ
り
。

71
43

90
08
0

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

木
錘

芯
持

ち
広
葉
樹

両
端

と
中
央

の
く
び
れ

部
以

外
は
ケ
ズ
リ
加

工
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
中
央

く
び
れ
部

は
磨

耗
の
た
め
緩

や
か

な

稜
で
あ
る
。
全
体

に
磨

耗
、変

形
が

進
む

。

71
44

90
01
8

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

木
錘

芯
持

ち
広
葉
樹

木
の
幹

を
そ
の
ま
ま
使

用
し
て
お
り
、
中
央
の

く
び
れ
部

と
両

端
の
切

り取
り
以

外
は
工
具

痕
が
な
い
。
樹

皮
が

一
部

に
残
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、樹

皮
を
剥

が
ず

に
使

用
し
た
よ
う
で
あ
る
。

未
掲
載

90
15
2

Ⅱ
T

39
S
W

－
0
1

編
み
か
ご

未
図
化

。

87
1

90
03
9　

′
Ⅱ

U
3
1・
32

S
W

－
02

平
鍬

柾
目

広
葉
樹

柄
孔

は
半
分

以
土

穴
損

し
て
い

る
が
、
お
そ

ら
く長

方
形

で
あ

る
°
身

幅
は
刃

先
に
向

か
う
に

つ
れ

広
く
な

る
。
中
央

付
近

一
刃

先
ま
で
は
幅

は
ほ
と
ん
ど
同

じ
で
あ
る

。
縦

断
面

形
は

、柄
孔

一
身

中
央

や
刃

先
革
り

ま
で
は

ほ
ぼ

同
じ
厚

さ
で

、そ
れ

よ
り
先

は
緩

や
か
に

厚
み
が

減
じ
る
。横

一断
面

形
は

中
央

付
近

が
や
や

膨

ら
む
。
刃

先
は
一

直
線

で
は
な
く
緩

や
か

に
カ
ー
ブ

を
描

く
。
柄

孔
に
は
両

方
か

ら
病

を
差

し
込

ん
だ

痕
跡

が
残

る
。

87
2

9
00
27

Ⅱ
U

3
1・
32

SW
－
02

平
鍬

広
葉

樹

や
や
角

を
残

し
た
東

部
、長

方
形

の
柄
孔

を
持

つ
。
肩

は
徐

々
に
広
が

り
、欠

失
部
が

あ
る
た
め
刃

部
の

形
状　

－

は
不
明

だ
が

、お
そ
ら
く徐

々
に
広

が
っ
た
ラ
イ
ン
は
刃

部
に
か

け
て
や

や
窄

ま
る
形
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
わ

れ

る
。
着

柄
角
度

は
3
1度

と
鋭

角
で
あ
る
。
柄
孔

の
上
下

線
と
も
両

面
か

ら
け
ず

り
出
さ
れ
て
い

る
。
側

線
以
外

の

ヶ
ズ

リ
痕

は
残
っ
て
い

な
い

。側
線

は
ほ
ぼ

直
角

に
落

ち
る
よ
う
に
け
ず

ら
れ

、平
ら
な
面
を
途

中
ま
で
作
る
。
柄

－

孔
よ
り刃

部
に
か
け

て
の
身
厚

が
や
や
厚

い
か

。

87
3

9
00
32

Ⅱ
U

3
1・
32

SW
－
0
2

鍬
柾

目
広

葉
樹

頭
部

と
柄

孔
の
2
分

の
1の

み
残
存

。
頭

部
は

中
央
を
山

型
に
且

つ
薄
く
つ

くる
。
柄
孔

は
長

辺
は
短

辺
の
長

さ

の
2
倍
強

と
、縦

辱
な
長

方
形
で
あ
る
。
着

柄
角

度
は
58

度
と
や

や
広
い

。

87
4

9
00
64

Ⅱ
U

3
1・
32

S
W
－
0
2

周
辺　

（水
田
耕
作

土
下
）

鍬
組

み
合
わ
せ

具
鍬

。
楔
。

87
5

9
00
65

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

鍬
組

み
合
わ
せ

具
鍬

。
組
み
合

わ
せ
具

°

乾
燥

の
た
め
本
来

の
厚

み
を
残

さ
な
い
。
着
装

具
装

着
部

分
の
全

長
は
18

，3
セ
ン
チ
で
あ
り
、弥

生
時

代
の

も
の
よ
り

短
い
。

　ヽ　
　．っ
．　
　　
　　
　　
’　
′

87
6

90
02
9

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

鍬
柄

（組
み
合
わ

せ
具

）

89
7

90
00

6
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

周
辺　

（水
田
耕

作
土

下
）

ナス
ヒ
や形

木
製
品

広
葉
樹

頭
部

に
は
面
取

りの
痕

跡
残

り
比
較

的
ソ
ヤ
ー
フ
な
稜
を
成
す

。歯
部
は
両

面
よ
り
斜

め
に
ヶ
ス
リ
成

形
。

89
8

90
00

9
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

ナス
ヒ
．形

木
製
品

広
葉
癖

笠
の

く
び
れ
部

か
ら
刃

部
ま
で
は
緩

や
か
な
カ
ー
ブ
を
描

く。
刃

部
の
両

側
？
？と

も
に
中

心
軸

に
対

し
て
平
行

に
走

り
、幅

も
一

定
し
て
い
る
。
刃

部
の
窄

ま
り
方

も
滑

ら
か

で
あ
る
。
両

刃
部

間
の
隙

間
は
、刃

先
に
向
か

っ
て

少
し
ず

つ
広

が
る
。
柄

を
付

け
た
部

分
の

痕
跡
は
見

ら
れ
な
い

。工
具

痕
の
残

り
悪
い

が
、
お
そ
ら
く
長

軸
方

向

の
ヶ
ズ
リ
成
形

。

89
9

90
10
0

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

二
又

鍬
？

広
葉
樹

2分
の
1以

上
欠
失

し
て
い
る
た
め
二

又
鍬

と
断

定
は

出
来

な
い

が
、外

縁
の
緩

や
か
な
カ
ー
ブ
の
具

合
や

歯
部

の
つ

く
り出

し
方

、材
質

が
広
葉

樹
で
あ
る
こ
と
、厚

さ
等

二
又
鍬

を
推
想

さ
せ
る
。
歯
部

の
ヶ
ズ
リ
は
外

縁
側

と

内
縁

側
で
け
ず

り出
し
の

面
の

方
向

が
違

う
。
要

す
る
に
歯
部

の
横

断
面
形

は
平

行
四

辺
形

に
な
る
°
一
般

的

に
二
又

鍬
で
多
い

形
は
内
縁

が
其

っ
す

ぐ
、外

縁
の
み
カ
ー
ブ
す

る
も
の

だ
が
、本

例
は
違
う
よ
う
で
あ
る
°
表
面

一
部

．に
刃

傷
お

よ
び
ヶ
ズ
リ
痕

残
る
。
ま
た

上
部

の
一

部
は
被

熟
し
炭

化
し
て
い

る
。

89
10

90
07

7
Ⅱ

U
31

・3
2

S
W

－
0
2

±
又

鍬
広

葉
樹

二
又

鍬
の
片

歯
部

に
似
る
が
、薄

い
作

りで
あ
る
°側

辺
の

一
部

に
決

ら
れ

た
よ
う
な
所

が
あ
る
が
、磨

耗
も
な
く割

れ

た
場
合

の
よ
う
に
新

鮮
な
面
が

で
て
い

る
。
人
為

的
な
決

り
か
不
明

。
表
面

は
滑
ら
か

な
仕

上
げ

。二
又
鍬

と
考
え
る

と
、内

側
の
刃

部
と
な
る
側

線
は
や

や
鈍
い
稜

を
持

つ
。

89
11

90
11
9

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

二
又

鍬
？

形
状

か
ら
考

え
る
と
二
又

鍬
の
歯

部
が

最
も
近
い

か
°
側

線
は
ヶ
ズ

リ
を
施
さ
れ
る
が

、厚
み

は
残
る
。
刃

部
に

は
適

さ
な
い

か
。
片

面
（ヶ

ズ
リ
の

あ
る
面
）は

炭
化

し
て
い

る
。
ヶ
ズ
リ
の
稜

は
明

瞭
に
残

っ
て
お

り
、鍬

で
あ
っ
た

と
し
て
も
あ
ま
り使

用
さ
れ

て
な
い
の
で

は
と
思

う
。

と　
　

－　
′台
誓
／斥
あ
る

9
1
12

90
0
60

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

周
辺　

（水
田
耕

作
土

下
）

横
鍬

中
央

の
隆
起

部
は

は
っ
き
り
と
し
た
稜

を
持

た
ず

、丸
く
仕
上

げ
ら
れ

て
い
る
°
N
o
．9
0
06

1
ほ

ぼ
同
形

腰
で

が
、
こ
ち
ら
の
方
が

や
や

肉
厚

な
作

り
で
あ
る
こ
と
と
、隆

起
部
が

丸
み
を
持

つ
こ
と
で
異

な
る
。

柄
の

把
手

部
。
逆

三
角
形

あ
る
い

は
半

円
形

の
す
か

し
が
あ
い
て
い

る
も
の
と
思

わ
れ
る
°前

後
面

は
比
較

的
平

坦
に
、上

下
面

は
丸
み
を
持
っ
て
作

ら
れ
て
い

る
。

9
1
13

90
0
33

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
0
2

鍬
柄

柾
目

広
葉
樹

9
1
14

90
0
95

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

一
0
2

鋤
柄

広
葉
樹

把
手
端

部
。
上
部

辺
は
や
や
太

く
し
っ
か

り
と
し
て
い
る
。
側
辺

は
徐

々
に
先

細
り
と
な
る
。
残

り
は
よ
い
が

ヶ
ズ
リ

痕
は
見

え
な
い

。
内
屈

曲
部

も
明

確
な
稜

は
出
て
い
な
い

。
断
面

は
楕

円
形

に
近

い
が

前
後

面
は
わ
り
と
平

坦

に
作

ら
れ

る
。

9
3
15

90
00
5

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
0
2

横
鍬

（エ
ブ
リ
）

広
葉
樹

約
1／
2
残

存
。
僅

か
な
湾

曲
に
よ
り
実

測
面
を
前
面

と
し
た
。
前

面
上

線
は
斜

め
に
、横

線
は
断

面
隅
丸

方
形

に

な
る
よ
う
ケ
ズ
リ
成

形
。
右
横

縁
部

中
央

で
角

を
な
し
歯

先
に
向

か
っ
て
窄
ま
る
が
、そ

の
側
面

は
平

坦
で
あ
る
°

歯
は
三
本

残
存

し
、外

側
ほ
ど
小

さ
く
な
る
°
（エ

ブ
リ
の
用

途
か
ら
考

え
る
と
土
に
接

す
る
面

が
少

し
で
も
広

い
方

が
適
す

る
と
考
え
ら
れ
る
が

、本
例
は

歯
部

に
向

か
っ
て
窄
ま
る
形

状
で
あ

る
。
破

損
な
ど
何

ら
か
の

事
情

で
こ
の

よ
う
な
形

を
な
す
の
か

？
）

93
16

90
00
7

Ⅱ
U

3
1．
32

SW
－
02

掘
棒

広
葉
樹

身
部
は

一
方

の
面

は
平
坦

に
、他

方
の
面

は
柄

か
ら
や
や

身
部
先

端
に
い
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
窪

ま
せ

る
。
（窪

ま
せ

た
面
で
土

を
か
き
上

げ
た
と
思
わ
れ

る
。）
全

体
に
ヶ
ズ

リ
痕
の

残
り
が
悪

い
。特

に
柄

部
は
木

目
の
突

出
が

目
立

つ
。
身
部

（平
坦

な
方
）に

は
植

物
が

付
着

。
肩
部

な
で
肩

。

I
．　
　

ど
‾

が
張

る
と
考

Ⅰ
ら
れ
る

身
の
側

’刀
に
ヶ
ズ
リ
痕

ら
し
き
も
の
あ
り

身
の
一
方

の
面

に
斜

め

93
17

9
00
76

Ⅱ
U

3
1．
3
2

SW
－
02

堀
棒

芯
持

ち
広
葉
樹

両
側

に
1，
5
cm

ほ　
屑　
　　
　　

え　
　

。　
　

剋
～　
　　

艮　
　　
　　

°
方

向
の
細

か
い
傷

あ
り
°
－

93
18

9
01
32

Ⅱ
U

3
1．
3
2

S
W
－
02

竪
杵

芯
持
ち

広
葉

樹

欠
損

及
び

乾
燥

の
為

ひ
ど
く変

形
し
て
い
る
と
思

わ
れ

る
。
竪

杵
本

来
の
丸

み
は
な
く
な
り平

た
く
な
っ
て
い

る
°

図
化

し
た
面

は
比

較
的
表

面
が

残
っ
て
い
る
が
反

対
面
は
握

り
部
を
除

き
全

て
欠
損

し
た
状
態

で
あ
る
。
ま
た
下

端
か

ら
20
c
m
程

度
は
炭
化

し
て

い
る
。現

存
す
る
握

り部
の
径

は
3c
m
弱

で
あ
る
が
乾

燥
に
よ
り縮

み
が

あ
る
と

思
わ
れ

、本
来
は
も
う
少

し
太

か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

海 苺 ・・
法i

渦 柵 ト
－
．

l一
一

Ⅰ

。
1



報
告
書

挿
図

番
号

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

石
器
の

J

J　
一望
．

法
量

と
特
徴

木
器
の
特

徴

器
種

五　
cm

・g
石

材
備
考

種
類

木
取

り
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

重
さ

95
19

90
04

9
Ⅱ

U
31

．3
2

S
W
－
0
2

竪
杵

芯
持
ち

広
葉

樹

鴇
き
部

お
よ
び

揺
さ
部

と
握

り
部

と
の
境

付
近

に
丁

寧
な
ヶ
ズ

11
痕

が
残

る
。
鴇

き
部

端
が

半
円
に

近
い
方

を
A
、
そ
の

反
対

の
や

や
凹

凸
が

あ
る
方

を
B
と
す

る
と
、A

の
側

で
は
鴇

き
部

端
に
近

い
と
こ
ろ
で

ヶ
ズ

リ
の

方
向

が
逆

転
す

る
所

が
あ

り
、B

の
場

合
そ
れ

が
鴇

き
部

端
か

ら
や

や
離

れ
た
所

に
あ
る
°
B
側

の
握

り
部

の
始

ま
り
は
、
鴇

き
部

に
比

べ
ヶ
ズ

リ
が

細
か

く
な
る
。
摘

き
部

横
断

面
は
A
側

、B
側

そ
れ

ぞ
れ

1
9本

、
20

本
の
ヶ
ズ

リ
で

一
周

す
る
。
鴇

き
部
端

は
両

方
と
も
磨

耗
し
て
丸

み
を
帯

び
る
が

一
方

は
や

や
凹

凸
を
残

す
。
揺

き
部

と
擦

り
部

の
境

は
明

瞭
で
は

な
い
。
鴇

き
部

横
断

面
形

は
両

側
と
も
正

円
に
近

く
、
振

り
部

の
そ

れ
は

楕
円
形

で
あ

る
。
最

大
幅

は
結

き
部

と
損

き
部

端
と
の

境
に
あ

り
、握

り
部

と
の
填

ま
で
は
わ

ず
か
に

狭

ま
る
程

度
で
あ

る
。

95
20

90
00
2

Ⅱ
U

3
1・
32

S
W

－
02

竪
杵

芯
持

ち
広
葉
樹

ほ
ぼ

完
形

。
鴇

き
部

と
握
り
部

の
境

界
明

瞭
。
長
軸

と
平

行
に
鴇

き
部

を
ヶ
ズ

リ
成
形

し
た
後

に
、
握
り
部

と
鴇

き

部
端

を
ヶ
ズ
リ
。鴇

き
部

端
は
一
方

は
丸

く
、他

方
は
若

干
凹

凸
は

あ
る
が

ほ
ぼ
平

坦
。端

部
の
表
面

は
ど
ち
ら
と

も
滑

ら
か

で
あ
り
、双

方
使

用
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
°
振

り部
の
ヶ
ズ
リ
稜

は
磨

耗
し
や
や

甘
く
な
る
。所

々
に

工
具
で
削

り
取

っ
た
よ
う
な
傷

あ
り
。

9
5
2
1

90
0
16

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

竪
杵

芯
抜

き
広

葉
樹

鴇
き
部

端
は

、一
方

は
丸

く他
方

は
平

坦
で

、い
ず

れ
も
磨

耗
し
て
い

る
。平

坦
な
端
部

を
持

つ
結

き
部

は
、振

り

部
に
い
く
に
つ

れ
て
徐

々
に
径

を
減

じ
る
が

、丸
い
端

部
を
持

つ
揺

き
部

は
ほ
ぼ

直
線

的
で
あ
る
。
鴇
き
部

と
振
り

部
の

境
は
不
明

瞭
で
稜
線

等
な
し
。

96
－a
2
2

90
14

9
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

田
下

駄

建
築

部
材
と
も
考
え
ら
れ
る
。
断
面

が
台
形

に
な
っ
て
い
る
が
こ
れ
は
木

取
り
（木

目
）の

関
係

か
ら
と
思

わ
れ

、柾

目
と
平
行

に
切

断
し
て
あ
る
。
く
び
れ
（操

り
）が

二
箇
所

あ
る
。
一
箇

所
は
刃

物
で
深

さ
約
7
～
8
mm
程

け
ず
ら
れ

て
作
ら
れ
て
い

る
が

、も
う一

箇
所

は
け
ず

りに
よ
る
も
の
で
は
な
く
紐

等
に
よ
る
束

縛
痕
あ

る
い

は
幅
約

1
。m

の
も

の
が
角

に
長

時
間
押

圧
さ
れ
て
で

き
た
よ
う
な
跡
で
あ

る
O

96
－b

l
l

90
09
0

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
02

擢
or
鋤

擢
あ

る
い

は
鋤

の
可

能
性

が
指

摘
で
き
る
が

断
定

で
き
ず

。
鋤

と
考

え
る
場

合
、
身

幅
等

は
問

題
な

い

が
柄

長
が

長
す

ぎ
る
。
鋤

と
し
て
機

能
で
き
な
い

。
肩

部
の

存
在

よ
り
、鋤

と
－し

て
の
脚

で
土

中
に
踏

み

込
む

と
い

う
要

素
は
持

つ
。
全

体
長

よ
り
確

の
可

能
性

が
近

い
か

。
（北

九
州

長
行

遺
跡

出
土

の
権

は

全
体

長
1
0
2c

m
、
柄

長
70

，8
cm

）柄
端

部
は
比

較
的

残
り
よ
い

が
、他

は
腐

蝕
が

す
す

む
°
片

方
の

肩

部
を
欠

損
す

る
。
権

で
あ

る
な
ら
片

方
は
斜

め
に
お

ち
る
肩

部
の

可
能

性
も
あ
る
。
鋤

で
あ
る

な
ら
残

る

肩
部

と
同

様
張

り
出

し
て
い

た
と
思

わ
れ

る
。
身

部
の

腐
蝕

が
ひ
ど
く
、断

面
形

も
原

形
を
留

め
て

い
る

可
能

性
低

い
か

。
刃

部
の
存

在
は
不

明
。
た
だ

し
端

部
に

向
け
て

厚
み
が

減
じ
て

い
た
こ
と
は
推

測
で

き
る
。

96
－b

12
90

14
0

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

竪
杵

芯
持
ち

広
葉
樹

中
央

に
節

帯
を
持

つ
タ
イ
プ
。
鴇

き
部

の
径

は
ほ
ぼ

一
定

で
あ
る
。
節
帯

を
は
さ
ん

で
そ
れ
ぞ

れ
端

部
ま
で
の
長

さ
の
差

は
1c
m
弱

に
お
さ
ま
り
、ま

た
節
帯

の
作

り
な
ど
ど
の
点
か

ら
み

て
も
丁

寧
な
作

り
で
あ
る
。
鴇
き
部
端

は
一

方
は
か

な
り
磨
耗

し
て
お
り
丸

み
を
帯
び

滑
ら
か
な
面

を
持

つ
。
擦

りつ
ぶ
し
用

の
端

部
か

。
も
う
一

方
の

端
部

は
や
や
磨

耗
は
少

な
く、

ま
た
平

坦
で

が
さ
が
さ
し
た

面
で
あ

る
。
物

を
叩
い

て
潰
す

の
に
使

っ
た
か
。

99
2
3

9
00
03

Ⅱ
U

3
1．
32

SW
－
02

斧
柄

枝
分

れ
部

広
葉
樹

斧
台

下
縁

側
の

換
り
込

み
－は

明
瞭

で
あ

る
。
上
縁

側
は
、
欠

損
部

が
存

在
す

る
為

換
り
を
確

認
す

る
こ

と
は

出
来

な
い

が
、
端

部
か

ら
4
2
ミ
リ
の

箇
所
一に

僅
か

な
が

ら
段

が
観

察
で

き
、
お
そ

ら
く
こ
の

辺
り
ま
で

袋
状

鉄
斧

が
装

着
さ
れ

た
と
思

わ
れ

る
。
斧

台
は

、
端

部
に

向
け
て

徐
々
に

薄
く
な

る
よ
う
に
ヶ

ズ
リ
成

形
。
ヶ
ズ

リ
は
左

面
で

は
顕

著
に
行

わ
れ

る
が

、
右

面
は

自
然

形
状

を
残

す
。
幹

部
が
斧

台
、枝

部
が

柄
部

で
あ

る
。

9
9
24

90
0
57

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

横
槌

芯
持

ち
広

葉
樹

身
部
の

端
部

に
は
工

具
に
よ
る
切

断
痕

が
よ
く残

る
。
身
部

と
握

り
部
の
境

に
ヶ
ズ

リ
痕
が

残
る
。
身

部
の

径
は

ほ
ぼ

一
定

で
あ
る
が
起

り
部

の
径

は
先
端

に
向

か
う
に
つ
れ

小
さ
く
な
る
。
身

．起
り部

の
横

断
面
形

は
い
ず

れ
も

楕
円
形

で
あ
る
。
使
用

痕
は
身
部

の
中
央
全

周
に
見

ら
れ

る
が

、特
に
使
用

し
た
と
思

わ
れ

る
部

分
は
よ
く
窪
ん

で
お
り
あ
ば

た
状

の
小

さ
な
凹

み
が
見

ら
れ
る
。
大

き
さ
か

ら
、杭

な
ど
を
打

つ
掛
矢

と
は
考

え
に
く
い
。
お
そ
ら
く

農
作

業
の
道

具
や

木
槌

と
し
て
使

用
し
た
の

で
は
な
い
か

。

99
25

90
13

6
Ⅱ

U U

31
．3
2

S
W
－
0
2

木
錘

芯
持
ち

広
葉
樹

取
り上

げ
後

の
保

存
状
態

が
悪

く
、楕

円
形

に
変

形
し
て
い

る
。本

来
は
正

円
に
近

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。端

部
の

ケ
ズ

リ
は
よ
く残

っ
て
い
る
。
非
常

に
単

位
が
細

か
い

。
中
心

に
向
か

っ
て

や
や
凸

型
。

99
2
6

9
01
0
8

Ⅱ
3
1．
32

S
W
－
02

木
錘

芯
持
ち

広
葉

樹
断
面

が
や
や
楕

円
形
気

味
で
あ
る
の
は
埋
没

時
（取

り上
げ
後
の
乾

燥
か
も
）の

変
形

に
よ
る
も
と
み
ら
れ

る
。
中
央

に
溝

状
の
くび

れ
を
持

つ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
端
部

の
ヶ
ズ
リ
口
は
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る

99
2
7

9
01
09

Ⅱ
U

3
1・
3
2
S
W

－
02

木
錘

芯
持

ち
広
葉
樹

。
取

り
上
げ
後

、－
時
乾
燥

し
た
た
め

か
な
り変

形
し
扁
平

に
な
っ
て
い
る
。本

来
は
円

形
に
近

か
っ
た
で
あ
ろ
う
°
表
面

に
細

い
刃
傷

が
残

る
。
中
央

に
溝
状

の
く
び
れ
を
持

つ
。く

び
れ
部

及
び
端

部
の
ヶ
ズ
リ
は
シ
ャ
－
プ
で
、垂

直
方

向
に
刃

を
入

れ
折

り取
る
、段

差
が

残
る
ヶ
ズ

リ

10
1
2
8

90
02
4

Ⅱ
U

3
1．
3
2
S
W

－
0
2

腰
掛

横
木

取
り

針
葉
樹

。
左

右
（長

軸
）方

向
の
傾

斜
は
緩

や
か
で
中
央

窪
む

。上
下
（短

軸
）方

向
に
も
若

干
湾

曲
す
る
。
脚
部

は
外

に
開
い

た
ハ

字
形

で
比
較

的
厚

み
も
あ
りし

っ
か

りし
て
い
る

10
2
29

90
0
44

Ⅱ
U

3
1・
32

S
W

－
0
2

容
器
類

か
？

板
目
？
－

（広
葉

樹
）

　ヽ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

。

容
器
類

で
あ
ろ
う
か
？
残

存
幅
は
5
．9
セ
ン
チ
と
狭

い
。
弧

を
措

くよ
う
に
湾

曲
し
、も

し
桶

の
よ
う
に
筒

状
の

形
体

を
持

つ
と
し
た

な
ら
ば
径

は
焼

く
1
5セ

ン
チ

と
復

元
で
き
る
。
内
外

面
と
も
非

常
に
細

か
い
ヶ

ズ
リ
が

成
さ
れ
、
内

面
は
幅

広
の
工

具
で

、外
面

は
幅

柵
の
工

具
で
削

っ
て
い

る
。
ま
た
上

下
の
突

起
部

は
幅

細
の
工

具
で

円
周

方
向

に
面
取

り
し
な
が
ら
削
っ
て
い
る
。
内

面
は
ヶ
ズ
リ
に
よ
る
細
か

い
凹

凸
が
残

る
が
、外

面
の
仕

上
げ
は
非

常
に
丁
寧

で
滑

ら
か
な
表

面
を
持

つ
。

10
2
30

90
10

7
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

蓋
付

容
器

の
身

広
葉
樹

ノ広
葉

樹
の
芯

持
ち
材

を
丸
く
到

り
貫
い

て
作

っ
て
い

る
。全

体
的
に
腐

蝕
し
て

い
る
た
め
成

形
痕
は
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ

な
い
。
蓋

受
の

た
め
の
立

ち
上

が
り
部

分
は

高
さ
約

1c
m
幅
3
m
で
あ

る
°
（実

測
図
で
は
蓋

受
け
の
立

ち

上
が

り
部
分

が
垂
直

に
立

っ
て
い

な
い
。
こ
れ

は
底

面
に
幅

1，
5c
m
の

平
坦

面
が
残

存
し
て
お

りそ
れ

を
優

先

し
て
角

度
を
決
め

図
を
書
い

た
た
め

で
あ
る
。
蓋
の

存
在

を
考
え
る
と
、立

ち
上

が
り
を
垂

直
に
し
て
実

測
す

べ
き

で
あ
っ
た

か
も
し
れ
な
い

。
し
か

し
そ
う
す
る
と
、横

か
ら
見

た
形

で
、中

央
に
い

く
に
つ
れ

て
幅
広

に
な
る
と
い
う

少
し
妙

な
形

に
な
る
。
）

10
2
3
1

90
13
3

Ⅱ
U

3
1・
3
2　
S
W

－
02

1
容

器
（箱

状
）

針
葉
樹

を
使

用
し
丁

寧
に
見

た
目
が
美

し
く
作
ら
れ
て
い

る
。
中
を
到

り
貫

い
て
箱

形
に
作
っ
て
あ
り
、か

つ
そ

の

到
り
貫

き
方

は
口
縁

よ
り
底

面
の

方
が

広
が
る
よ
う
斜

め
に
到

り
貫
い

て
い
る
。
孔

が
2
箇

所
に
あ

り、
そ
れ
ぞ

れ

針
葉
樹　

上
面

か
ら
内
部

へ
と
貫

通
し
て
い
る
。
ヶ
ズ
リ
痕

は
残

っ
て
い
な
い
が

外
面

の
整

形
は
非
常

に
丁

寧
で
平
滑

に

仕
上

げ
ら
れ

る
。
内
面

の
到

り
貫
き
も
比
較

的
丁

寧
で
あ

る
が

コ
ー
ナ

ー
に
は
若

干
さ
さ
くれ

が
残

る
。一

方
の

側
面

が
歪

ん
で
い
る
の
は
お
そ

ら
く
取

り
上
げ

後
の

乾
燥

の
た
め
で
あ
る
。

ト
－

ト
一

句 価 苺 ・
li

l．

渦 柵



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

石
器

の
法
量

と
特
徴

木
器

の
特
徴

挿
図
番

号
器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取
り

樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

10
2
32

9
01
24

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W
－
0
2

槽
柾

目
針

葉
樹

槽
か

？
欠
損

の
為
全

体
の
大

き
さ
は
不

明
だ
が

、お
そ
ら
く
幅

は
10

－
11

cm
程

に
な
る
と
思
わ

れ
、や

や
細

長

い
タ
イ
プ
あ
る
い
は
小

形
の
槽

に
な
る
で
あ

ろ
う
。
欠
損

面
は
全

て
黒

く
炭
化

し
て
お
り
、
被
熟

に
よ
り失

わ
れ
た

も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
他

の
部
分

は
残

り
も
よ
く
、生

き
て
い
る
面

を
み
る
と
平

滑
で
あ
り
、
比
較

的
丁
寧

に
作

ら

れ
た
こ
と
が

判
る
。

10
2
33

9
00
97

Ⅱ　
－
U

3
1．
32

S
W
－
02

杓
子

形
木

製
品

柾
目

広
葉
樹

残
存

長
18
，2
cm

で
柄

と
、浅

く
到
り
貫

か
れ

た
長

方
形

の
身
に
分

か
れ

る
。腐

蝕
が
進

ん
で
お
り残

り
が
悪

い
が

、

柄
よ
り
身
が
一

段
高
く
作

ら
れ

て
い
た
こ
と
、
到
り
貫

き
の

深
さ
は
約

1c
m
程
度

、側
面

に
対

し
て
は
約

5m
程

度

で
あ
っ
た

こ
と
が
窺

え
る
。
杓

子
形
木

製
品
と
し
て
は

身
が

長
方

形
で

あ
り
且
つ

到
り
貫
き
が

明
瞭
で
あ

り
、柄

と
身
に
段

が
つ

く
も
の
は
あ
ま
り
見
か

け
な
い
よ
う
で
あ
る
が

、拾
六

町
ツ
イ
ジ
遺
跡

に
同

じ
よ
う
な
形
態

を
も
つ
杓

子

の
未

製
品

が
出
土

し
て

い
る
（奈

良
末

～
平

安
初
で
あ

る
が

。
）°
柄

は
や

や
腐
蝕

し
て
お
り
、本

来
は
も
う
少

し
厚

み
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
°柄

か
ら
一

段
盛

り
上

が
り
、
身
部
へ

の
到
り
貫

き
と
な
る
が

、現
状

の
縦

断
面
で

は
そ

の
段

は
平
ら
と
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く磨

耗
に
よ
り
平

ら
を
成

し
て
い

る
よ
う
で
、本

来
は
も
う
少

し
盛

り
上

が
っ
て

い
た
の

で
は
な
い
か

と
思
わ

れ
る
。

10
2
34

9
00
20

Ⅱ　
－
U

3
1．
32

S
W
－
02

槽
横

木
取

り
芯
を
中

心
に

扇
形

に
切

り
取
っ
た
横

木
取

り
。
短
辺

側
の
側

面
は
中
央

が
山
型

に
高

く
な
る
。
工

具
痕
は

両
長

側
辺

に
残

り
、長

軸
方

向
に
紳

か
な
ヶ
ズ

11
が
施

さ
れ
る
。

10
4
35

9
00
3
8

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W
－
02

槽

僅
か

に
最

大
幅
3
，5
セ
ン
チ

の
残

存
で
あ
る
が

、槽
と
思

わ
れ

る
°
内
外

面
と
も
長

軸
方

向
の

丁
寧

な
ヶ
ズ
リ
が

見
ら
れ
る
。
上

面
か
ら
見
る
と
、口

縁
は
緩

や
か
な
弧

を
措
く
よ
う
で
あ
る
。
底

面
は
中
央

付
近
で

や
や
高

く
な
る

作
り
か

。
（た

だ
の

変
形
か

も
）

10
4
36

9
01

10
Ⅱ

U
3
ⅰ．
32

S
W
－
0
2

盤
横

木
取

り
広
一葉

樹

全
体

的
に

残
り
は
よ
く
な
い

が
作

り
は
丁

寧
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ

る
。
木

目
と
直
交

方
向
の

言
縁

は
幅

広
く
、

木
目
と
平

行
方

向
の

口
縁

は
狭

い
°
こ
の

こ
と
は
広

葉
樹

の
横

木
取

り
で
あ

る
こ
と
と
合

わ
せ

て
、一

般
的

な
盤

の
特

徴
と
合

致
す
る
。
残

存
す

る
コ
ー

ナ
ー
の

一
箇

所
に
小

孔
が

あ
る
。
孔

の
用

途
は
？
比

較
的

丁

寧
に
あ
け

ら
れ
て

い
る
。
紐

ず
れ

の
よ
う
な

痕
跡

は
な
い

。
側

面
の

コ
ー
ナ
ー

の
稜

は
内

外
面
と
も
明
瞭

で

あ
る
が

、底
面

か
ら
側

面
へ

の
短

軸
方

向
の

立
ち
上

が
り
の

稜
は
あ

い
ま
い

で
あ

る
。
長

軸
方

向
の

立
ち

上
－が

り
は
、
欠
損

部
と
重

な
る
為

不
明
確

で
は

あ
る
が

、内
外

面
と
も
ほ
と
ん
ど
稜

も
な
く
緩

や
か

な
立

ち
上

が
り
の
よ
う
で

あ
る
。

10
6
37

9
00
82

Ⅱ
U

31
・3
2

S
W
－
0
2

雑
具

部
材
o
r織

機
？

針
葉
樹

二
片

は
同

一
個

体
だ

が
接

点
を
も
た
ず

、
全
体

の
長

さ
は
不

明
。
そ

れ
ぞ

れ
端

部
は
ヶ
ズ
リ
加
工

。
身
横

断

面
は
楕

円
形

。

10
6
38

9
00
7
1

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

雑
具

部
材

or
織

機
？

芯
持
ち

広
葉
樹

頭
部

．胴
部

と
も
に
断

面
楕

円
形

で
あ
る
。
一

部
に
は
表

皮
を
残

す
が

ケ
ズ

リ
成

形
も
多

く
行

わ
れ

る
。
（深

く

決
り
込
ま
れ

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
）ヶ

ズ
リ
は
縦

方
向

で
あ

る
。
頭

部
下

の
く
び
れ

部
に
は
紐

擦
れ

の
よ
う
な

痕
跡

が
残

る
。

10
6
39

9
01
4
2

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
1
02

不
明

板
目

針
葉
樹

10
7
40

9
01
04

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

有
孔

板
材

柾
目

針
葉
樹

9
01
02

と
同
様

の
形

態
を
し
て
い
る
。雑

具
の
部
材

か
。
一
部

に
ヶ
ズ

11
痕
残

る
。

10
7
41

90
00

1
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

有
孔

板
材

柾
目

針
葉
樹

若
干

の
欠
損

は
あ

る
が

ほ
ぼ

原
型

を
保

つ
と
思

わ
れ
る
。
I8
ミ
リ
角
の

孔
が
1
箇
所

。
（不

整
形

な
小

孔
は
、周

囲
の

損
傷
が

激
し
い

た
め

、本
来
存

在
し
て
い
た

孔
か
ど
う
－か

不
明
。
）

10
7
42

90
08
4

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

有
孔

板
材

柾
目

針
葉
樹

両
端

に
孔

が
二

箇
所
あ
り
。
孔

周
囲
は
劣

化
も
進

む
が
、
一
部

を
除
き
断
面

が
く字

型
と
な
る
よ
う
画
面

か
ら
ヶ
ズ

リ
が

な
さ
れ
る
。
一

方
の

端
部

は
肩

を
作
る
よ
う
に
緩
く
カ
ー
プ
す
る
。
厚

さ
は
約

1
－
0，
5c
m
。
長

辺
の

側
面

は
ほ

ぼ
平

坦
で

あ
る
が
ヶ
ズ
11
痕

は
残

ら
ず

磨
耗

し
て
角

も
と
れ
る
。

10
7
43

90
10

2
Ⅱ

U
31
．3
2

S
W
－
0
2

有
孔

板
材

柾
目

針
葉
樹

二
つ

の
並
ん
だ
2
つ
の
小
孔

か
ら
最

初
、曲

物
の

底
板

を
連

想
し
た
が
、そ

の
他

2箇
所
の
大

小
の
孔

の
存

在
、ま

た

左
側
縁

が
カ
ー
ブ
す
る
よ
う
に
ヶ
ズ
リ
成

形
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、曲

物
で
は
な
く別

の
雑
具

の
部
材

の
可
能

性
が

高
い
と
思

わ
れ
る
。ま

た
は
転
用

品
か
。
2
つ
並
ん
だ
小

孔
の

間
は
溝
状

に
一
段

低
く
掘

り下
げ
ら
れ
て
い

る
。
紐
な
ど

で
縛
っ
て
も
板

か
ら
紐

が
出
な
い
よ
う
に
か
。

10
7
4
4

90
14
3

Ⅱ
U

31
・3
2

S
W
－
0
2

建
築

部
材

柾
目

広
葉
樹

建
築
部

材
か

。4
×
9
cm

大
の

孔
が

2
箇

所
に
残

存
し
て
お
り
、そ

の
孔

内
面

は
ヶ
ズ
リ
の
後

少
し
磨

耗
し
て

い
る
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
る
。
欠

損
部

は
あ
る
が

全
体

に
残

り
よ
い
。

10
7
45

90
12
6

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

建
築
部
材

全
体

的
に
腐
蝕

し
て
お

り変
形
も
見

ら
れ
る
。側

面
は
比

較
的
直
に
落

ち
る
ヶ
ズ
リ
。
両
面

に
刃
傷
が

残
っ
て
い
る
。

建
築

部
材

か
ら
何

か
に
転
用

し
た
か

。あ
る
い
は
建

築
部
材

で
は
な
く本

来
別

の
用
途

で
あ
っ
た
か
°
数

箇
所

に
小

さ
な
穴
が
見

ら
れ

る
が
人

工
的

な
も
の
か
草
の
根

等
に
よ
る
穴

で
あ
る
か
判

断
が

つ
き
か
ね

た
。
一
端
で
3
つ
並

ん
で

い
る
の
が

気
に
な
る
が
、穴

の
深
さ
は
3
－
4
mm
で
、穴

の
方

向
も
斜
め

（そ
れ
ぞ

れ
方

向
は
ば
ら
ば
ら
に
穿
孔

さ
れ
る
。

10
9
46

－　
90

14
4

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

建
築
部
材

長
方

形
板

状
。
短
片

の
側
面

は
凹

凸
が
多

くや
や
雑
な
ヶ
ズ
リ
成
形

セ
あ
る
。
両

端
2
箇
所

に
約
4
×
2
cm

大
の
孔

が
あ
り
、一

方
に
は
楔
が
残

る
。楔

は
約
2
×
3，
5
cm

の
長

方
形

で
、厚

さ
は
一
端

は
1c
m
、も

う
一

端
は
0，
5
cm

と
窄

ま
っ

て
い
る
。
打

ち
込

み
や
す

くす
る
為
か

。楔
の
材

は
板
材

と
同
一

と
思
わ
れ

る
が
、節

や
枝

の
木
目
の
詰
ま
っ
た
堅
い

部
分

を
使

用
し
て

い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
（図

に
は
現

れ
て
い
な
い
部

分
で
3箇

所
の
枝

切
り落

と
し
が
あ
る
）。
両

端
を

対
応

さ
せ

て
、楔

の
残

存
す
る
方

も本
来

は
孔

で
あ
っ
た

と考
え
る
が
、
欠
損

部
扱

い
し
て
い
る
面
は
比

較
的

き
れ
い

で
あ
り生

き
て
い
る
面
の
可

能
性

も
あ
る
。
決

り部
で
あ
っ
た
か
。
も
う
一

方
の
孔

に
つ
い
て
は
、片

面
の
み
周

囲
を
丸

く挟
り
取
っ
て
い

る
。
表
面

の
刃
傷

は
新

し
い
傷

の
可
能

性
も
あ
る
。

10
9
47

90
0
35

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

建
築
部
材

板
目
？

（広
葉
樹

）
一
方

の
端

部
は
丸

く
、も

う
一

方
は
や

や
角

ぼ
っ
た
形

状
（被

熱
の

為
原

形
か
ど
う
か

は
不

明
）を

残
す

。丸
い
端

部
よ
り
に
は
短

軸
方

向
に
長
い

長
方

形
の
孔

が
あ
る
。
孔

の
貴

通
角

度
は
ほ
ぼ
直

角
で
あ
る
が
一

短
辺

の
み

角
度

が
つ
く
。

1
10

48
90

10
5

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W
－
0
2

弓
（弓

調
）か

？
一
部

の
み
の
残

存
の
為

明
確

に
は
い
え
な
い
が

、形
状

か
ら
弓

調
が
最

も
近
い
か

。
ヶ
ズ
リ
に
よ
りく

び
れ
を
作
り
、そ

の
下

に
は
浅
い
が
決

り
の
よ
う
な
部

分
も
あ
る
。
一
部

に
は
節
が
け

ず
り
落
と
さ
れ

て
い
る
。

1
10

49
90

12
0

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

不
明

（棒
材
）

芯
持
ち

広
葉
樹

棒
状

で
、両

端
を
ヶ
ズ
リ
に
よ
っ
て
尖
ら
せ

て
い
る
。形

状
か

ら
楔
の
よ
う
な
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、押

圧
痕
等

は
な

い
。
外
樹

皮
残

る
。

1
10

50
90

12
3

Ⅱ
U

31
・3
2

S
W

－
0
2

不
明

板
目

針
葉
樹

残
存

長
20

，7
cm

、
残
存

幅
約

4c
m
の

板
状

で
、
一
箇

所
に
角
形

の
孔

？
ら
し
き
も
の

を
作

る
。
片
面

に
の
－み

ヶ
ズ

リ
痕

が
顕

著
に
残

る
。
刃

傷
が

数
本
あ

り
。

11
0
5
1

90
12
2

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

不
明

長
さ
約

20
c
m
の

棒
状

。
両

端
は
ヶ
ズ

リ
に
よ
り浅

い
段

を
作
る
。
横

断
面

は
不

整
形

。
表

裏
面
は
や
や

平
坦

な

面
で
、両

側
面

は
丸

み
を
持

つ
。

11
0
52

90
0
79

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

一
0
2

不
明

広
葉
樹

周
囲
は
ヶ
ズ

リ
面
取

り
加

工
。
図
上

で
い
う
下
線

部
は
一
方

か
ら
の
面

取
りで

あ
る
が

、他
方

が
若

干
磨

耗
し
て

い
る
た
め
稜

を
な
し
刃

部
状
と
な
る
。
両

面
と
も
表

面
に
微

妙
な
凹

凸
あ
る
が
使

用
痕
か

ど
う
か
は
不

明
。

11
0
53

90
11
8

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

不
明

弧
を
措

くよ
う
に
カ
ー
ブ
す

る
ラ
イ
ン
は
生

き
て
い
る
が
、他

は
欠
損
か

否
か
判

断
が

つ
き
か

ね
る
°
欠
損

後
の
磨

耗
で

面
が

平
滑

な
の

か
。
全
体

に
残

り
は
よ
い
が
ヶ
ズ
リ
痕

な
ど
は
残
っ
て
い
な
い
。
生
き
の
側

面
と
他

の
側
面

で
は
明

ら
か
に
感

じ
が
違

う
の
で
、他

は
全
て
欠
損

と
考

え
て
よ
い
か
°

海
面

苺 鯉 渦 柵 1
－
1

ト
1

、
1



報
告

書

挿
図
番
号

登
録
番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
石
器

の
法
量

と
特
徴　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

木
器
の

特
徴

備
考

．出
土

地
点

器
種　
　

長
さ　

幅
鷺

cm
・g
3
L径
　

重
さ　
　

石
材　
　　
　　

備
考　
　　
　

種
類　

木
取

り　
樹
種　
　　
　　
　　
　

備
考

11
0
54

90
08

1
Ⅱ

U　
3
1．
32

S
W

－
02

不
明

（板
材

）
広
葉
樹

2
－
3m
m
と
薄

い
板

材
。カ

ー
ブ
を
描

く側
縁
は
鈍

い
稜

を
持

ち
、図

下
線

は
や
や
磨
耗

し
て
面

を
成

す
。

11
0
55

90
13
7

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
0
2

不
明

（竪
杵

再
加

工
品
？
）

芯
持

ち
広

葉
樹

木
錘

に
ち
ょう

ど
よ
い
大

き
さ
だ
が
糸

を
巻

く為
の
決

りが
な
い
た

め
違
う
か
。
形

状
や
材

、木
取

り
な
ど
か
ら
竪

杵
の

再
加
工

品
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
短
く
し
て
片

手
で
の

使
用

可
能
な
小

型
杵

に
作

り
変
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か

し
揖

き
部

の
磨
抑

坤
心

部
に
若
干

あ
る
の

み
。小

型
杵

の
可

能
性

も低
い
か

。全
体
的

に
残
り
が
よ
い
。
ヶ
ズ
リ
痕

も
比

較
的
明

瞭
に
残

る
。

11
0
56

90
13
8

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
0
2

不
明

柾
目

広
葉
樹

一
見

、下
駄
か

と
思

わ
れ

串
が

鼻
緒

の
孔
が

な
い

こ
と
や
、歯

の
作

り
、
歯
が

低
す
ぎ
る
こ
と
（腐

蝕
や
磨

耗
に
よ

り
低

く
な
っ
た

の
で
は

な
い

。
面

に
ヶ
ズ
リ
痕

が
明

瞭
に
残
る
。
）等

か
ら
そ
の

可
能
性

は
な
い

と
考

え
る
。
ヶ
ズ

リ
は

銃
利

な
刃

物
で
施

さ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。

1
11

57
90
0
63

Ⅱ
U

31
．3
2

S
W

－
0
2

用
途

不
明

片
面
に
残

存
す

る
4
条

の
溝

状
の

窪
み

は
、ヶ

ズ
リ
で
は

な
く
押

圧
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
図
上

で
の
右

側
が

よ

り
深

く窪
む

°
上
端

か
ら
下

に
4
c
m
の
両

側
面

に
ヶ
ズ
リ
に
よ
る
小

さ
な
段

が
作

ら
れ
る
。

11
1
58

90
12

1
Ⅱ

－　U
31
．3
2

S
W
－
0
2

不
明

（竪
杵
再

加

1工
品

？
）

芯
持
ち

広
葉
樹

竪
杵

の
再
加

工
品

で
あ
ろ
う
か

？
一

方
の

端
部
の

感
じ
が

似
て
い
る
（図

上
端

）。
も
う
一
方

の
端

部
は
ヶ
ズ

リ

で
尖

ら
せ

て
い

る
。
一
部

表
面

か
ら
約
2
－
7
mm
の

厚
さ
で
黒

く
炭

化
し
て

い
る
。

11
1
59

9
01
0
1

Ⅱ
U

3
1．
32

SW
－
02

加
工
板

材
柾

目
針
葉

樹

雑
具

の
部
材

で
あ

ろ
う－
か
。
表

裏
面

、側
面

と
も
全

て
平
滑

に
仕

上
げ
ら
れ

る
。
短

軸
と
平

行
に
ヶ
ズ

リ
に
よ
り

段
が

作
ら
れ

る
。
段

を
持

つ
方

の
端

部
は
生

き
て
い

る
可
能

性
あ
り
。
木

目
と
直

交
方

向
に

も
か
か

わ
ら
ず
折

損
に

し
て

は
ラ
イ
ン
が
き
れ
い

過
ぎ
る
か

。
一
部

炭
化

あ
り
°

11
1
6
0

90
02
2

Ⅱ
U

3
1．
3－2

S
W

一
02

堆
具
部

材
（案

の
脚

？
）

在
自

針
葉
樹

直
径

が
2
2
セ
ン
チ
を
超

す
木
か

ら
得

た
板

材
を
加

工
。全

面
丁

寧
な
仕

上
げ
が

成
さ
れ

、工
具

痕
は
残

ら

な
い

。
一

面
に
割

付
線

と
思

わ
れ

る
も
の

あ
り
。
ま
た
他

木
と
の

組
み
合

わ
せ

部
と
な

る
頭

部
の

下
に
は
半

円

状
に
若

干
の

凹
部
あ

り
。

11
1
6
1

90
05
0

Ⅱ
U

3
1．
32

S
W

－
0
2

用
途
不

明
－

広
葉
樹

形
状

か
ら
は
泥

除
け
が

最
も
考

え
ら
れ

る
か

。
柄

孔
は
な
い

の
で
未

製
品

と
い

う
こ
と
か

。
物

自
体

の
天

地
－

は
不

明
だ
が

実
測

図
上
で

の
上

半
の

方
が

厚
く
、下

方
に
い

く
に

つ
れ

淳
一く
な
る

。
ま
た

下
半

の
中

央
仲

近
が

や
や

窪
ん
で

い
る
。
上

半
の

側
面

は
ヶ

ズ
リ
に
よ
る
面

取
り
が

な
さ
れ

る
。
下

線
の

一
部

に
残

る
生

き

て
い
る
範

囲
で

は
刃

部
の
よ
う
に

斜
捌

こ
削

ら
れ

園
部

が
薄

くな
る
。
（実

測
面

と
は

反
対
側

の
面

か
ら
の

ヶ
ズ

リ
の

た
め

図
化

さ
れ
ず

。
）一

部
炭

化
。

1
13

62
90

12
5

Ⅱ
U

31
・3
2

S
W
－
0
2

鼠
返
し

広
葉
樹

柱
部

分
の

到
り
貫

き
は

お
よ
そ

15
cm

角
で
成

さ
れ

て
い
た

よ
－う
で

あ
る
が

、到
り
貫

き
部

の
側
面

の
磨

耗
が
、

外
縁
全

体
の

ヶ
ズ
11
の
残

り
方

に
比

べ
る
と
不

自
然

に
進

ん
で
い

る
よ
う
な
感

じ
。
ね

ず
み

返
し
と
し
て
の
使

用
後
何

か
に
転

用
さ
れ
、
そ
の
後

の
埋

没
で
あ
ろ
う
か
。
上

下
に
2
箇

所
あ
る
孔

は
転

用
の
際

に
作

ら
れ
た

も
の

か
。
全

体
的

に
や

や
反

る
。

1
16

2
90
0
19

Ⅱ
Ⅹ

32
S
W
－
0
3

木
錘

芯
持
ち

広
葉
樹

中
央
部

と
両

端
を
ヶ
ズ

リ
加
工

。樹
皮
残

存
。

1
16

3
9
00
6
1

Ⅱ
Ⅹ

32
S
W
－
0
3

横
鍬　

－
N
o
，9
00

6
0と

同
形

態
で

あ
る
が

隆
鹿

部
は

し
っ
か

り
と
し
た
稜

を
持

ち
角

ぼ
っ
た

仕
上

が
り
で
あ

る
。
泥

除

け
束

縛
用

の
紐

孔
周

囲
に

は
紐

ず
れ
の

痕
跡

が
あ
る
。

11
6
4

9
00
96

Ⅱ
X

3
2

SW
－
03

斧
柄

枝
分

れ
部

広
葉

樹

袋
状

鉄
斧

膝
柄

。
斧

台
全

体
、
先
端

に
向

け
て
徐

々
に

窄
ま
る
タ
イ
プ

で
あ
る

°
先

端
か
ら
4
，8
cm

の
箇

所
に
若

干
の
段

が
あ

り
、袋

状
鉄

斧
の
装

着
の

痕
跡

が
見

ら
れ

る
。
斧

台
上

面
に
は

ヶ
ズ
リ
に
よ
り
作

ら

れ
た
決

り
ら
し
き
も
の

が
あ
り
、
磨

耗
し
て
さ
さ
く
れ

だ
っ
て
い

る
。
基

部
左

面
に
は
細

く
て
浅

い
刃

傷
あ

り
。

基
部

の
ケ
ズ

リ
は

か
な

り
シ
ャ
～
プ
で

深
く
え
ぐ
ら
れ
る
。
鉄

斧
に

よ
る
ヶ
ズ

リ
と
推

測
さ
れ
る
。

11
8
5

90
15
0

Ⅱ
Ⅹ

32
S
W

－
0
3

3号
凹
地

西
南

鼠
返
し

広
葉
樹

完
形

。
柱

孔
は

直
径

14
．2

cm
程

の
正

円
に

近
い

形
°
反

り
は
均

等
で
は

な
い

が
、
土

庄
に

よ
る
変

形

も
多

少
あ

る
と
思

わ
れ
る

。
外

周
の
側

面
は
ほ

ぼ
直

角
に

落
ち
平

坦
面

を
持

つ
。
表

面
に

は
ヶ

ズ
リ

痕
ら
し
き
も
の

が
う
っ
す

ら
と
見

え
つ

。
ヶ
ズ

リ
の

単
位

は
大

き
か

っ
た
よ
う
だ

。
表

面
に
あ

ば
た
状

の

窪
み

が
多

数
あ

り
。
節

か
芯

等
の

影
響

か
°

2
14

57
90

15
4

Ⅲ
Z

30
S
K
－
0
24

不
明
漆

器

帽
子

？
土

ご
と
取

り
上

げ
図
化

し
て

い
る
た

め
厚

さ
及

び
内
面

の
ラ
イ
ン
は

推
定

で
あ

る
°
厚

さ
は

2
，2
－

2
，8
mm

か
（断

片
測

定
）。

胎
は

樹
皮

状
の
も
の
か

。
赤

漆
に
よ
る
嫁

取
り
が

さ
れ
る

。
赤

い
部

分
も
暗

い
も

の
か
ら
明

る
い

も
の

ま
で
何

回
か

重
ね

て
塗

っ
て
い

る
°
裏

面
も
端

部
か

ら
1，
5
cm

の
範

囲
で
赤

い
。
裏

面

は
凹
凸

し
て

い
る
。
端

部
は

黒
い
が

、
こ
す

れ
て
赤

が
取

れ
た
だ

け
か

°
端

部
に

は
非

常
に
シ
ャ
ー
プ

な

稜
を
持

つ
。

未
掲

載
90

15
3

Ⅲ
Z

30
S
K
－
0
24

縄
未

図
化
。

24
6
19

90
1
11

Ⅲ
Q

29
S
P
－
0
0
46

平
鍬

広
葉
樹

肉
厚

で
鈍

重
な
作

り
の
鍬
－で

あ
る
。
柄

壷
の

横
か
ら
柄

に
直

交
す
る
方

向
に
孔

が
開

け
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
楔

を
打

ち
柄

を
固
定

し
た
も
の

と
思

わ
れ
る
－。
刃

端
部

の
ヶ

ズ
リ
は

か
な

り
シ
ャ
ー

プ
な
切

れ
口
を
持

つ
。
全

体

的
に
丁

寧
に
作

ら
れ

て
は

い
る
が

、柄
壷

（柄
孔

）が
左

右
対

称
の

位
置

に
な
い
こ
と
は
気

に
な
る
。
鍬

と
し

て
振

り
上

げ
た
り
打

ち
込

ん
だ
り
す

る
時

に
使

い
に
く
い
の

で
は

な
い
だ

ろ
う
か

。
ま
た

こ
れ
だ

け
肉

厚
だ
と

重
さ
も
相

当
な
も
の

で
あ

ろ
う
°
刃

部
端

は
や
や

欠
損

し
て
い
る
が

磨
耗

の
感

じ
か
ら
し
て
、
使
用

時
の
刃

こ

ぼ
れ

か
。
柄

が
柄

孔
の

中
に
残

存
し
て
い

た
。
残

存
す

る
端

部
は

生
き
て
お

り
、後

面
の
柄

壷
か

ら
柄

が
と

び
出

さ
な

い
状

態
で
あ
っ
た

か
。

24
6
2
0

9
00
59

Ⅲ
Q

2
9

S
P
1
0
04

6
平
鍬

か
な
り
重

た
く
鈍
重

な
作

り
。
肉
厚

。
隆

起
部

は
正

方
形

に
近

く
、身

部
に
向

け
て

上
下

は
斜

め
に

、左
右

は

垂
直

～
や

や
内
窄

ま
り
に
け
ず

ら
れ
る
°
柄

孔
の

中
に
は
柄

が
残

存
し
て
い

る
。
柄

孔
と
柄

の
太

さ
は
き
っ
ち

り合
っ
て
お

り
遊

び
が

な
い
。
柄

の
太

さ
は
前

面
の
方

が
後
両

側
よ
り
1c

m
近

く
太

い
。
後

面
が
わ

の
柄

先
広
葉
樹　

は
生

き
て
い

る
。
前

面
の
柄

孔
か
ら
上

部
は
け

ず
り
に
よ
り
平

坦
に
成

形
さ
れ
る
。
下

半
部

は
内

湾
す
る
よ
う

に
広

く
け
ず

ら
れ

る
。
右

側
縁

は
欠
損

し
て

い
る
が

磨
耗

の
様

子
か
ら
見

て
使

用
当
時

か
ら
欠

損
し
て
い

た

か
。
後

面
下

半
部

は
ケ
ズ
リ
痕
が

顕
著

に
残

る
。
刃

と
な

る
よ
う
端

部
に
向

け
て
斜

め
に

け
ず
ら
れ

る
°
下

端
縁

は
欠
損

し
て
い

る
が
そ

の
割

れ
口
は

決
し
て

新
し
くな

い
°
使

用
中
の

欠
損

か
。
刃

部
に
し
て

は
か

な
り

厚
V
や

。
残

存
状

態
は
非

常
に
よ
い

。

・
一

一

L
－ （
ね

適
応 苺 ．・
法． 渦 鄭



報
告

書

挿
図
番

号
登

録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備
考

．出
土
地

点

石
器
の
法

量
と
特

徴
木
器

の
特
徴

器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

考
長

さ
幅

厚
さ

孔
径

重
さ

29
2
1

90
0
10

Ⅲ
X

31
S
W
－
0
4

北
半

諸
手
鍬
未

製
品

広
葉
樹

隆
起

部
は
長

軸
方

向
に
長

い
楕

円
形

で
、鍬

身
に
向

か
っ
て
ノ
ミで

削
ら
れ

斜
面

を
作

る
。
身
に
対

す
る
斜

面

の
角

度
は
約

4
0度

で
あ

る
。
柄

孔
は
穿

た
れ

て
い

な
い
。
隆

起
部
と
身
と
の
境

は
明

瞭
で
あ
る
が

、斜
面

部

の
境

に
近

い
部

分
は
き
れ

い
に

削
り
取

ら
れ
て

は
お
ら
ず
、木

材
が
剥

げ
た
（折

れ
た
）様

に
な
る
。
刃

縁
部
は

未
加
工

で
板

材
を
切

断
し
た
時

の
厚

さ
を
残
す

。
切

断
は
、刃

部
幅
2
セ
ン
チ
ほ
ど
の

ノ
ミ
を
後

面
側

に
向
か

っ

て
打

ち
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
成

さ
れ
る
。
刃

縁
切

断
の

ノ
ミ
の
打

ち
込

み
は
裏
面

ま
で
貫

通
せ

ず
若
干

残
し
て

折
り
取
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
ノ
ミ
は
1
回

で
裏

面
近
く
ま
で
到

達
し
て

は
お
ら
ず

、2
－
3
回

分
の
打

ち
込

み
が
成

さ

れ
て

い
る
°
刃

縁
か
ら
隆
起

部
に
向

か
う
に
つ

れ
若

干
幅
が

狭
く
な
る
。
長
側

辺
郡

は
稜

を
な
さ
ず
平

坦
で
あ

る
。
身
の

反
り
は
、長

軸
方

向
で

は
裏
面

側
に
反

り
、短

軸
方

向
で

は
手

前
側

に
反

る
。
加

工
痕

は
隆
起

部
、

刃
縁

に
よ
く
残

り
、他

は
ほ
と
ん
ど
残
ら
な
い
。

29
2
2

90
04

0
Ⅲ

Ⅹ
・Y

27
～
30

S
W

－
0
4

平
鍬
未

製
品

在
自

広
葉
樹

刃
部

と
頭

部
と
の

幅
が
ほ

ぼ
同

じ
で
、全

体
の

プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
は

長
方
形

を
な
す

鍬
と
思

わ
れ

る
。

隆
起

部
は
楕

円
形

の
頭
部

3
分

の
1を

削
り
落

と
し
た
形

状
で
あ

る
。
身
部

の
厚

さ
は

現
状

で
は
1
，5

セ
ン
チ

と
ま
だ
厚

い
。
ま
た
隆

起
部
の

高
さ
は
1
，2
セ

ン
チ
で
あ

る
。
隆
起

部
、
身
部

と
も
に
表

面
は
滑

ら
か
で

あ
り
、

未
製

品
な
が
ら
も
丁

寧
な
作

り
が
窺

え
る
。

29
3
3

90
0
67

Ⅲ
X
．Y

27
、
30

S
W

－
0
4

諸
手
鍬

未
製

品
広

葉
樹

上
下

に
小
さ
な
突

起
の
あ
る
方

形
の

隆
起

部
を
持

つ
°
推
定

全
長
6
0
－
65

cm
、推

定
幅
約

20
cm

。
隆

起
部

幅
10

，1
cm

、長
さ
9
，9
cm

、突
起

の
長

さ
約

2
cm

。
全

体
的
に
腐

蝕
が
進

み
非
常

に
残

り
悪

く
、ま

た
欠
損

部
も

多
い
た

め
断

面
図
に
表

し
た
全

体
的
な
反

り
具

合
は
か

な
り
の
推

量
が

入
る
。
諸
手

鍬
未

製
品
の

特
徴

と
も

い
え
る
上

下
端
（後

の
刃

部
に
な
る
部

分
）が

厚
く作

ら
れ
て
い

る
の
が

判
る
。

（圭さ
、　
　　
　　

ノ　
　
ー　
　ー
　　

ぶ　
　　
　　
　　
　　

舟

29
3
4

90
13
1

Ⅲ
1X
．Y

27
～
30

S
W

－
0
4

諸
手
鍬

出
土
時

の
劣
化

が
ひ
ど
く
、現

場
に
て
の

芙
測

。
外

形
の
フ
イ
／
は

留
め
て
い

る
範

囲
も
多

い
が
、腐

蝕
に
よ
り

非
常

に
薄

くな
る
。

29
3
5

90
0
28

Ⅲ
Ⅹ

29
S
W

－
0
4

鍬
（柄

仲
）

柄
、身

部
と

も
に
広

葉
樹

柄
は
全

体
を
削

っ
た
の
で

あ
ろ
う
が

、工
具

痕
は
残

ら
な
い
°
隆
起

部
の

上
面

、
側

面
は

平
滑

に
仕

上
げ
ら

れ
て
い

る
。
身
の

手
前

の
面

は
割

れ
の
為

凹
凸

が
あ

る
が
磨

耗
し
て
い

る
。
船
形

隆
起

は
向
こ
う
側

に
つ
い

て
お

り
、柄

孔
は
楕

円
形

。
隆

起
部

に
紐

を
結
ん

だ
跡

が
あ
る
こ
と
か

ら
、
身
が

割
れ

た
後

、別
の
使

い
方

を

し
た
可

能
性

が
あ
る
。
－出

土
時

に
は
柄

は
も
う
少

し
長

くあ
っ
た

が
、整

理
中

に
破
片

が
不

明
と
な
り
、
現
存

で
は
残

存
長

2
3
セ

ン
チ

で
あ
る
。

2
96

6
90
0
31

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

北
半

諸
手
鍬

全
体

的
に
腐

蝕
が

進
み

残
り
は
よ
く
な
い

。左
右

方
向

に
大

き
く
歪

み
が

あ
る
の
は
埋

没
中
の

変
形

と
思
わ

れ

る
O
両

刃
と
も
短

部
が
欠

け
て

い
る
た
め
全

長
は
不

明
で
あ
る
。
柄

孔
に
対

し
て
長

さ
が

対
象

で
あ

る
な
ら
ば

全
長

66
セ
ン
チ
以

上
で
あ
る
。
柄
孔

の
隆
起

は
角
型

で
あ

る
。
着

病
角

度
は

ほ
ぼ
9
0度

に
近

か
っ
た

と
思

わ

れ
る
。
一
方

の
端
部

は
被

熱
、炭

化
。

30
0
7

90
01
2

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

北
半

、～二
）

三
叉
鍬

広
葉
樹

頭
部

の
一
部

を
欠

損
す
る
が

、使
用

当
時

の
傷

か
。
割

れ
面

が
滑

ら
か

で
あ

る
。
着
柄

部
は
緩

や
か

に
隆

起
し
て
お

り
柄
孔

は
前

面
か

ら
後
面

に
か

け
て
や

や
広

が
る
。
前

面
の

柄
孔

周
囲
は

は
っ
き
り
と
し
た
稜

を

持
つ

が
後
面

は
磨

耗
に
よ
る
も
の

か
、や

や
な
だ
ら
か

な
角
で

あ
る
。
歯

部
含

め
外

縁
部

は
明

瞭
な
稜

が
ヶ

ズ
リ
に
よ
り
作

り
出

さ
れ

て
い

る
。
歯

部
は
先

端
部
を

除
き
断
面

長
方

形
で
あ
る
。
先

端
部

は
後

面
に

向
け

て
隆
一起

す
る
断

面
隅
丸

三
角

形
の
形

状
を
成

す
。

30
0
8

90
01

1
Ⅲ

X
3
1

S
W

一
04

北
半

三
叉
鍬

広
葉

樹

角
ぼ

っ
た
肉

厚
な
作

り
で
あ
る
。
柄

孔
は
な
だ

ら
か

に
隆
起

す
る
。
前

後
面

で
柄
孔

の
大

き
さ
に
差

は
な
い

が
、前

面
側

の
柄
孔

周
囲

に
は
磨

耗
し
た
様

子
も
な
く
シ
ャ
ー

プ
な
角

を
残

し
て

い
る
の

に
対

し
て

、後
面

倒

で
は
周

囲
の
角

も
と
れ
丸

く
擦

れ
て
い

る
こ
と
よ
り
、
鍬

と
し
て
使

用
の
際

は
明
ら
か

に
後

面
よ
り
柄

を
差

し
込

ん
だ
も
の

と
思

わ
れ
る
。
柄

孔
は
左

右
方

向
に
も
若

干
の

角
度

が
つ

く
。
（柄

装
着

の
際

に
柄

と
鍬

身
が

直
角

に
な

ら
な
い

と
い

う
こ
と
か

。
）歯

部
は
断

面
長

方
形

に
削
り
作

ら
れ
る

。
先
端

に
行

く
に
つ
れ

て
丸

み
を
帯

び
て
い

き
、
断
面

楕
円

形
に
な
る
。

30
0
9

9
00
99

Ⅲ
Ⅹ

2
9

SW
－
04

鍬
広
葉

樹

周
途

不
明

品
。
中
央

に
孔

が
あ
る
こ
と
か

ら
又

鍬
等

牽
考

え
た
が

、
孔
と
側

線
と
の

幅
が

2
，1
cm

し
か
な
い

こ

と
、そ

の
割

に
は
孔

が
大

き
い

こ
と
、
ま
た

側
線

か
ら
下

端
へ

向
か

う
カ
ー
プ

が
お

そ
ら
く
生

き
て
い

る
と
思

わ

れ
又

鍬
、エ

ブ
リ
等

い
ず

れ
の

形
態

に
も
復

元
が

で
き
そ

う
に
な
い

。
図

を
横

向
き
に
し
て
考

え
る
と
エ
ブ

リ
と

考
え
る
こ
と
も
可

能
だ
が

断
面

の
厚

さ
の

関
係

、木
取

り
な
ど
か

ら
適

当
で
は
な
い

か
と
思

わ
れ

る
。

30
2
10

9
00
4
8

Ⅲ
Y

2
7

S
W
－
04

平
鍬

柾
目

広
葉
料

全
長

5
0，
7
セ
ン
チ
と
鍬

に
し
て

は
長

く
、側

線
ほ

ぼ
中

央
に
扶

り
を
持

つ
の

が
特

徴
的

で
あ

る
。
平
鍬

で
柄

孔
と
決

り
を
持

つ
の

は
珍

し
い
か

。
（板

付
遺

跡
、拾

六
町
ツ
イ
ジ
遺

跡
で
出

土
。
）決

り
部

に
は
紐

ず
れ

の
よ

う
な
痕

跡
も
な
く
用

途
不

明
で

あ
る
。
前

面
は
腐

蝕
も
少

な
く
比

較
的

残
り
よ
い

。
し
か
し
ヶ
ズ
リ
痕

は
残

っ
て

い
な
い

。
側

線
は
刃

部
近
く
ま
で
は

平
坦
な
面

を
成

す
。
刃

端
部

か
ら
上

に
13

セ
ン
チ

の
辺

り
か

ら
側

線
は

丸
み
を
持

ち
始

め
側

面
と
し
て
は
成

さ
な
く
な

り
、刃

部
に
至

る
。

30
4
13

90
02

6
Ⅲ

X
．Y

27
－
30

S
W
－
0
4

斧
柄

枝
分
れ

部
広

葉
樹

握
り
部
刃

先
側

、
台
部

両
端

に
ヶ
ズ

リ
痕

が
残

る
。
斧

台
後

面
は
平

滑
に
仕

上
げ

ら
れ

る
。
握

り
部

に
は
方

形
の
孔

が
あ
る
。
穴

の
内
面

は
横

断
面

の
方
が

よ
り磨

耗
す

る
O
孔

の
断

面
は
鼓

形
で
あ

る
。
握

り
部

、斧

台
の
断

面
形

は
そ
れ

ぞ
れ

楕
円

形
、二

等
辺

三
角

形
を
な
す

。
装

着
溝

は
、少

な
く
と
も
根

元
の
部

分
は
袋

状
を
成

す
。
ま
た
溝

底
面

は
若

干
窪

む
。
決

り
部

に
は

、そ
れ

を
横

断
す

る
よ
う
な
溝

（あ
る
い
は

単
な

る
傷

？）

が
一
筋

見
ら
れ
る
。
結

縛
を
強

め
る
た

め
の
楔

を
打

ち
込

ん
だ

溝
か

？
斧

台
は
緩

や
か
に
外

湾
す

る
。
装

着
溝

の
形

状
か

ら
こ
の
膝

柄
は
柱

状
片

刃
石

斧
を
装

着
し
横

斧
と
し
て
使

用
し
た
と
考

え
ら
れ
る

。

30
4
14

90
0
41

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

斧
柄
－

枝
分

れ
部

広
葉
樹

加
工

痕
は
残

存
し
な
い
が

表
面

は
滑

ら
か

に
仕

上
げ
ら
れ
る
。
斧

台
後

面
は

平
坦

で
は

な
く
中
央

付
近

が
や
や

盛
り
上

が
る
。
斧

台
の
断

面
は

ほ
ぼ

二
等

辺
三
角

形
で

あ
る
。
斧

台
基

部
は

ほ
ぼ
平

坦
に

切
り

落
と
さ
れ

る
。
4
号

窪
地

出
土

の
斧

柄
と
よ
く
似

て
い
る

。
お
そ
ら
く
装

着
孔

を
持

ち
、柱

状
石

斧
を
差

し
込

ん
だ

と
思

わ
れ
る

。

30
4
15

90
0
30

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

斧
柄

枝
分

れ
部

広
葉
樹

振
り
部

の
後

画
一（
刃

先
と
反

対
の
面

）に
は
丁

寧
な
ヶ
ズ

リ
が

施
さ
れ

る
°
斧

台
後

面
は
平

坦
で

は
な
く
、
や

や
仕

上
げ

が
粗

い
。
握

り
部

、斧
台

部
の
断

面
形

は
そ

れ
ぞ

れ
楕

円
形

、凸
型

で
あ

る
。
振
り
部

と
斧

台
と

は
明

瞭
に
ヶ

ズ
リ
分

け
ら
れ

る
。
基

部
端
部

は
、打

撃
な
ど
の
力

が
加

わ
り
迫

り
出

し
た
か

？段
が

つ
く
。

海
后

苺 ．・
法主

渦 細 一
一
一

1
－

－

（
。



報
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登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
嘩

考
．出

土
地
点

石
器

の
法
量

と
特
徴

木
器
の
特

徴

挿
図

番
号

器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考

種
痘

木
取

り
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

30
4
16

90
0
94

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

斧
柄

広
葉
樹

扁
平

片
刃

石
斧

の
柄

。
先

端
を
6
－
9
mm

け
ず

り
込

ん
で
装

着
面

を
作

っ
て
い

る
。
装
着

面
は
長

さ
約

1c
m

程
を
残

し
て
折

損
し
て
い
る
為

明
確

に
は

い
え
な
い

が
、残

存
し
て
い
る
部

分
を
見

る
限

り
で
は
起

り
部

に

対
し
て
装

着
面

（斧
台
全

体
）は

垂
直

か
ら
か

な
り
歪

む
。
斧

台
後

面
自
体

は
平
滑

に
作
ら
れ

る
。
斧

台
後

面
（～

基
部

）の
長

さ
が
約

7
cm

と
長
い

。
振

り
部

は
整
っ
た
楕

円
形

を
な
す

が
比

較
的

細
い
°

30
6
17

90
13
9

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
0
4

槌
？

芯
持

ち
広

葉
樹

小
型
杵

に
最

も
近
い
形

状
を
し
て
い
る
が
摘

き
部

の
端

部
は
ほ
ぼ

平
滑

に
け
ず

ら
れ
、
ま
た
磨

耗
も
一

切
み
ら
れ

な

い
こ
と
か
ら
縦
に
持

っ
て
物
を
す
り
潰

す
用

途
に
使

っ
た
も
の
と
は
思

わ
れ
な
い

。ま
た
横
槌

と
し
て
便

う
に
も
握

っ
た
手

が
台

に
あ
た
り
不

便
で
あ
る
し
、側

面
の
磨

耗
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
そ
の
用

途
も
考

え
に
くい

。

建
築
材

の
楔

な
ど
で
あ
ろ
う
か

。
し
か

し
他

の
材

が
当

た
っ
て
い

た
よ
う
な
擦

れ
た
痕

跡
な
ど
も
な
い
。

30
6
18

90
0
17

Ⅲ
X

29
S
W
－
0
4

横
槌

芯
持
ち

広
葉
樹

－

長
さ
18

．9
セ
ン
チ

の
小

ぶ
り
の

横
槌

で
あ
る
。
柄

部
を
手

で
握

り
横

向
き
に
寝

せ
て
使

用
す

る
と
、
振

っ
た

手
が
支

え
て

し
ま
う
。
何

ら
か

の
作

業
台

が
必

要
で
あ

る
。小

型
の

竪
杵

の
よ
う
に
突

い
て
使

用
し
た

と
も
考

え
ら
れ

る
が

、端
部

に
生

き
て

い
る
面

を
ほ
と
ん
ど
残

さ
な
い

た
め

不
明

。
（杵

で
あ
れ

ば
使

用
に
よ
り
磨
耗

し

て
い

る
こ
と
が
条

件
で
あ

ろ
う
。
）実

測
面

は
ヶ
ズ

リ
の

痕
跡

を
よ
く残

す
が

反
対

面
は
腐

蝕
し
て
お

り
、横

槌

の
身

部
に
よ
く見

ら
れ

る
使

用
に
よ
る
凹

部
は
確

認
で

き
な
い

。

30
6
19

9
00
34

Ⅲ
Ⅹ

30
S
W
－
04

椀
or
杓
子

？
針

葉
樹

言
緑
部

欠
矢

の
た
め
径

不
明

。
内
外
面

と
も
非

常
に
丁

寧
に
け
ず
ら
れ
、丸

く滑
ら
か
に
仕

上
げ
ら
れ

て
い
る
。
工

具

痕
に
よ
る
凹
凸

も
な
し
。
椀
や
杓

子
等

が
考

え
ら
れ

る
か

°鹿
部
ま
で
丸

み
を
帯
び
て
い
る
為

、自
立

は
し
な
い
。
非
常

に
丁
寧

な
つ

くり
。
腐
蝕

は
な
し
。

30
6
20

9
00
47

Ⅲ
X
．Y

27
′～
30

SW
－
04

東
南

端
近

く
杓
子

形
木

製
品

板
目

（広
葉
樹

）

表
面

は
全

体
に
滑

ら
か
に
仕

上
げ
ら
れ

る
。刃

先
部

は
窪

ん
で
い

る
面
か

ら
ヶ

ズ
リ
が

入
れ
ら
れ
稜

を
成

す
。

側
辺

部
も
丁

寧
に
面

取
り
さ
れ
る
。
現

在
使

わ
れ

て
い
る
し
ゃ
も
じ
を
二

周
り
ほ
ど
大

き
く
し
た
よ
う
な
形

。
下

膨
れ

の
形
状

で
刃
先

は
緩

や
か

に
カ
ー
プ
を
描

く
。

30
6
2
1

9
00
54

Ⅲ
X

3
1

SW
－
04

北
半

雑
具
部

材
？

板
目

針
葉

樹
？

全
体

に
丁

寧
な
ヶ
ズ

リ
が

見
ら
れ

る
。
長

側
辺

の
突

起
が
な

い
方

は
ヶ

ズ
リ
が
な

い
。
（欠

損
に

よ
る
割

れ

口
か

？
）短

冊
状

の
両
短

側
辺

を
突

帯
状

に
削

り
だ
し
、
そ
れ

ぞ
れ

の
一

端
に
突

帯
と
は

直
角

に
方

形
の

突
起

を
つ

け
る
°

3
07

2
2

90
04
5

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W

－
04

盤

ヶ
ズ

リ
痕

は
ほ
と
ん

ど
残
ら
な
い

。
全
体

的
に

面
取

り
は
や
や

粗
く
、特

に
上

面
は
凹

凸
が

は
げ
し
い

。
平

面

形
は

、四
隅

が
や

や
丸

み
を
帯

び
る
方

形
で
あ
る
。
脚
一部

は
長

軸
方

向
に
長

く
、断

面
形

は
外

側
の
辺

が
内

側
に
傾

き
、
内
側

の
辺
は

ほ
ぼ
垂

直
で

あ
る
。
お
そ

ら
く
2
本

付
く
の

で
あ
ろ
う
。
台

部
は
内

側
に

い
く
に

つ
れ

て
緩
や

か
に
窪

む
。
欠
損

部
の
一

部
に
熱

を
受

け
て
い

る
。

3
09

2
3

90
08
3

Ⅲ
X
．Y

2
7′－

30
S
W

－
0
4

槽
（？
）未

製
品

広
葉
樹

内
面
は
到

り
貫
き
の
た
め

の
ヶ
ズ
リ
、外

面
は
樹

皮
を
剥

ぐ
た
め
の
ヶ
ズ
リ
が

な
さ
れ
る
。

3
10

24
90

10
6

Ⅲ
Ⅹ
・Y

2
7へ
ノ3
0
S
W

－
0
4

東
南
端

近
く

祭
祀
具

刀
形

か
？

柾
目

広
葉
樹

形
態

も
よ
く
整
っ
て
お

り
表
面

も
滑

ら
か
で

丁
寧
な
作

り
で

あ
る
。
残

りも
よ
い

。
し
か
し
ヶ
ズ
リ
痕
等

は
残

ら
ず

。

端
部

近
く
の
側

線
は
比

較
的
尖

っ
て
い

る
。
端
部

よ
り
遠
い

側
線

は
狭
い

が
平

坦
な
面

を
持

つ
。

3
10

25
90
0
51

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W

－
0
4

北
半

弓

枝
の
約
半

周
を
ケ
ズ
リ
成
形

。珂
（未

研
？）
は
全
周

を
け
ず

り
、粥

に
近
い
弓

幹
も
全

周
に
近

い
ヶ
ズ
リ
が
見
ら
れ
る
。

ヶ
ズ
リ
は
中
心

付
近

か
ら
両

端
に
向

か
っ
て
施

さ
れ
る
が
一

部
乱

れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ヶ
ズ
リ
は
5
筋
ほ
ど
成

さ
れ

る
。

全
長
は
約

1m
前
後

と
思
わ
れ
短

弓
に
属

す
る
。調

は
弓
幹

か
ら
一
段

け
ず

り込
み
先
端

に
向
か

っ
て
や
や
小

さ
く
な

る
。河

の
横

断
面

形
は
角

ぼ
っ
た
円
形

。
弓
幹

の
横
断

面
形

は
楕
円
形

。
弓
幹

は
若
干
外

側
に
反
る
が

、直
線

に
近

い
。
弓
幹

で
ヶ
ズ
リ
の
施
さ
れ
て
い
な
い
部
分

は
樹
皮

を
剥

い
だ
の
み
で
加

工
な
し
。

3
10

26
90
05

3
Ⅲ

Ⅹ
・Y

27
～
30

S
W
－
0
4

弓
芯
持
ち

広
葉
樹

弓
幹

は
、弓
耳
付

近
を
除

き
ほ
と
ん
ど
け
ず

ら
れ
て
お

ら
ず

、樹
皮

を
剥

い
だ

だ
け
で
あ
る
。
削

ら
れ
て
い

た
と
し
て
も

少
し
で
あ
る
。
全

体
的
に
外
側

に
少

し
反
る
。
珂
付

近
は
逆

に
内
側

に
若
干

反
る
。
横

断
面
形

は
弓
幹

は
ほ
ぼ

円
形

、調
は
前

後
に
長

い
楕

円
形

。
復
元

全
長

は
お
そ
ら
く
13
0
cm

前
後

。
調

と
弓
幹

と
の
境

は
、両

側
か
ら
削

り

だ
さ
れ
た
突

帯
状

の
も
の
で
区
切

ら
れ

る
。
弓
研

の
突
起

の
先

端
側
は
磨

耗
が
進

む
°

31
2
27

90
05

2
Ⅲ

X
．Y

27
－
30

S
W
－
0
4

弓
？

（芯
持

ち
）

広
葉
樹

数
箇

所
残

る
枝

の
切

り
落

と
し
部

分
の

観
察

よ
り
、
残

存
す

る
弓

調
側

が
樹

幹
側

に
な
る
と
考

え
ら
れ

る
。
敵

側
に
は

い
っ
さ
い

の
加

工
は
な

い
。
外

樹
皮

は
剥

ぎ
取

っ
て
い

る
が

、
一

面
に

内
樹

皮
残

る
。
ヶ

ズ
リ
を
施

し
平

ら
に

近
い
面

を
作

っ
て
い

る
方

が
自
分

側
と
思

わ
れ

、湾
曲

の
具

合
か

ら
も
直

弓
と
考

え

ら
れ
る

。
自
分

側
げ
ヘ
一

面
に

ヶ
ズ

リ
が
な

さ
れ

る
。
ヶ
ズ

リ
の
幅

、長
さ
は

一
定

し
て
い

な
い

。
ま
た

方

向
も
両

側
か

ら
と
一

定
し
て

い
な

い
。
残

存
長

は
65

，4
cm

で
あ

る
。
完

形
の

何
分

の
1
を
欠

損
し
て

い

る
か

を
判

断
す

る
の

は
難

し
い

が
、
湾

曲
の

具
合

．日
本

の
弓

は
全

長
の

下
か

ら
3
分

の
1辺

り
を
持

っ

て
矢

を
射

た
と
い

う
こ
と
等

か
ら
こ
の
弓

の
場

合
も
本

調
側

約
3
分

の
1
を
欠

損
し
て

い
る
の

で
は
な

い
か

と
推

測
す

る
°
木

材
の

方
向

は
残

存
す

る
弓

調
側

が
樹

幹
に
あ

た
る

。
こ
の

弓
は
樹

の
枝

部
を
利

用
し
た
も
の

で
あ

ろ
う
が

、太
さ
は

樹
幹

に
近

い
方

が
太

く
な

る
と
思

わ
れ

る
。
弓
と
し
て
使

用
す

る
場

合
、も

し
下

か
ら
3
分

の
1の

と
こ
ろ
に

矢
を
当

て
る
の

で
あ
れ

ば
上

側
が

よ
り
湾

曲
す

る
必

要
が

あ
る

。

と
す

る
と
、
樹

幹
側

よ
り
樹

幹
側

の
方

が
木

材
と
し
て

は
細

く
あ

り
、
ゆ
え

に
こ
の

弓
の
残

存
す
る

弓
調

は

末
河

に
あ

た
り
、
下

3分
の

Iを
欠

損
す

る
と
考

え
る
。
調

は
一

部
敵

側
に

内
樹

皮
を
残

し
な
が

ら
、各

面

よ
り
先

端
に

向
け
て

け
ず

っ
て

い
る

。
弓

幹
の

部
分

に
比
べ

る
と
ヶ

ズ
リ
痕

が
シ
ャ
ー

プ
で

さ
さ
く
れ

が

少
な
い

。
弓

幹
と
弓

河
で
工

具
が

異
な

る
か

。
弓

粥
に

は
弦

を
か

け
た

際
の
紐

ず
れ

の
よ
う
な
痕

跡
は

見
受

け
ら
れ

な
い

。

31
2
28

9
00
9
1

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W
－
04

弓
？

芯
持
ち

広
葉
樹

先
端

部
が
ヶ
ズ
リ
に
よ
り窄

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
材

質
、径

な
ど
か

ら
弓
と
考

え
て
も
よ
い

か
。
た
だ
し
枝

の
切

り落
と

し
方

は
節

の
盛

り上
が
り
を
残

す
な
ど
や
や
丁
寧

で
な
い
点
も
見

ら
れ
る
。

31
2
29

9
01
5
1

Ⅲ
X
．Y

27
．－
30

SW
－
04

か
ず
ら
巻

き　
弓

芯
持
ち

広
葉

樹
（年

輪
に
沿

っ　
－

て
並
ぶ

導
管
が

よ
く見

え
る
。
放
射

組
織

も
は
っ

き
り
し
て
い

る
。）

同
一

樹
種
の

二
片

を
か

ず
ら
で

巻
き
一
本

に
つ

な
げ
る
。
重

な
り
部
分

は
約

15
cm

か
。各

々
片

の
端

部
を
約

15
cm

に
わ
た
り
斜

め
に
け

ず
り
重

ね
合

わ
せ

て
い
る
。
接

着
面
は
平

坦
で
あ
る
。
か

ず
ら
は
最
初

10
cm

程
を

重
ね

て
接
合

箇
所

の
端

部
よ
り順

次
密

に
巻

き
つ

け
て
い

る
。
折

損
し
た
も
の
を
接

合
面
を
ヶ
ズ
リ
加

工
し
密

着
す

る
よ
う
に
し
て
修

復
し
た
も
の
、あ

る
い

は
長

さ
と
カ
ー
ブ

の
関
係

か
ら
任

意
の
枝

を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
た
等
が

考
え
ら
れ
る
か
。
し
か

し
本

例
を
弓

と
考

え
る
な
ら
ば
合

成
弓

は
平
安

後
期

以
降

し
か
見

受
け
ら
れ

な
い
か

。
是

川
遺

跡
出
土

の
い

わ
ゆ
る

「縄
文

の
合

わ
せ

弓
」
は
疑

問
視

さ
れ
る
傾

向
に
あ

る
こ
と
な
ど
か

ら
本

例
は

弓
と
は

考
え
が

た
い
か

。
（か

ず
ら
＝
蔓
草

の
総
称

°
つ

る
＝
蔓
草

の
茎

、巻
き
ひ

げ
の
部

分
°
本
例

に
巻

き
つ

い
て

い

る
繊

維
は
か
ず

ら
o
rつ

る
と
呼

べ
ば
よ
い
か

°あ
る
い

は
木

器
集

成
の
よ
う
に
繊

維
材

と
の

み
よ
ぶ

か
。
）

ト
－ 短 軸 苺 小
誌

．

渦 帥



報
告
書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

石
器

の
法
量

と
特
徴

木
器
の
特

徴

挿
図
番
号

器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取
り

樹
種

備
考

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

重
さ

31
3
30

9
00
89

Ⅲ
Ⅹ

3
1

S
W
－
04

北
半

雑
具
部

材
o
r織

機
？

在
自

広
葉

樹

断
面

が
長

方
形

に
近

い
扁

平
な
棒
状

。
前
後

面
は

ほ
ぼ
平

ら
に
な
る
よ
う
ヶ
ズ

リ
を
行

う
。
実

測
面

倒
は

比

較
的

方
向

は
一

定
だ
が

反
対

面
は
乱

れ
て

い
る
。
側

面
は
上

下
方

向
に
ス
ト
ロ
ー
ク
長

く
け
ず

る
。
全
体

に

残
り
は
よ
い

が
片

方
の

端
部

を
欠

失
す

る
。
棒
状

で
且

つ
扁

平
で
あ

る
こ
と
か
ら
織

機
が
も
っ
と
も
近

い
か

判

断
し
た

が
建

築
材

等
の
可

能
性

も
あ
る
か

。

31
3
31

9
00
92

－
Ⅲ

X
．Y

27
～
30

S
W
－
04

不
明

（棒
状

）
芯
持

ち
広
葉

樹

ほ
ぼ
直

線
を
な
す

径
2
．5
cm

程
の

木
材

を
、枝

を
数
箇

所
切

り
落

と
し
端

部
を
や
や

窄
め
る
よ
う
け
ず

っ
て
い

る
。枝

切
り
落
と
し
の
ヶ
ズ

リ
口

は
シ
ャ
ー
プ

。
端
部

の
ヶ
ズ
リ
は
約

半
周

の
み

。
残

り
半

周
は
未

調
整

だ
が
、

切
断

後
の

磨
耗

に
よ
り
丸

み
を
帯

び
る
。
弓

と
す

る
に
は
端

部
が
太

す
ぎ
て
適

当
で
は
な

い
と
思

わ
れ
る
。
一

部
表

面
が

炭
化

。

31
3
32

9
00
78

Ⅲ
X
．Y

27
－
30

S
W
－
04

建
築
部
材

（扉
か
？
）

広
葉
樹

梯
子

と
も考

え
ら
れ
る
が
、そ

れ
に
し
て
は
薄
く
突

出
度
も
低

い
。
鍬
の
未

製
品
と
も
考
え
ら
れ

る
か

。

31
3
33

9
00
37

Ⅲ
X
．Y

27
～
30

S
W
－
04

建
築

部
材

枝
分
れ
部

広
葉
樹

端
部

が
二

又
を
成
し
、
別
の

部
材

を
固
定

す
る
た
め

の
建

築
材

で
あ
る

。
又
部

以
下

は
欠

失
。
割

れ
口
付

近
は
被

熟
し
て

お
り
黒

く
炭

化
し
て

い
る
。
上

端
部

は
ヶ
ズ

リ
成

形
。
刃

物
工

具
を
勢

い
よ
く
打

ち
込

み
、
あ

る
程

度
深

く
め

り
込
ん

だ
と
こ
ろ
で

折
り
取

る
ヶ

ズ
リ
。
又

部
に

は
手

を
加

え
て
い
な
い

よ
う
で
あ
る
。

31
4
34

9
01
46

Ⅲ
X

2
9

S
W
－
04

建
築

部
材

割
り材

広
葉
樹

広
葉

樹
を
ミ
カ
ン
割

り
に
し
た
も
の
。
厚

さ
約

1c
m

の
樹

皮
が
そ

の
ま
ま
残

る
。
中

央
に
一

箇
所

換
り
が

作
ら

れ
る
°
決

り
部

は
欠
損

面
が

ほ
と
ん

ど
だ
が

一
部

に
ヶ
ズ
リ
痕

が
残

る
。
比

較
的

鋭
利

な
刃

物
で
削

ら
れ

た

よ
う
だ
°

31
7
35

9
00
93

Ⅲ
Ⅹ

31
S
W
－
04

北
半

建
築

部
材

？
柾

目
広

葉
樹

全
体

を
け

ず
り
、決

り
の
部

分
は
輩

の
よ
う
な
道

具
で

仕
上
げ

た
と
思

う
が

工
具

痕
は

残
っ
て
い

な
い

。
横

断

面
形
が

楔
形

を
し
て
お
り
、厚

さ
が

均
一

で
な
い

こ
と
が
特

徴
。
決

り
は

一
辺

に
段

を
持

つ
形

で
や
や

歪
で

あ
る
が

、割
れ

た
よ
う
な
痕

跡
も
な
い
の

で
本

来
の

形
を
留

め
て
い
る
と
考

え
ら
れ

る
。
決

り
内
側

面
は

平
滑

で
磨

耗
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

31
7
36

9
01
4
8

Ⅲ
X
．Y

27
～
30

S
W
－
0
4

建
築
部
材

広
葉
樹

腐
蝕

に
よ
り
原
外

形
ラ
イ
ン
は
残

っ
て

い
な
い

（図
の
外

形
線

は
す

べ
て

死
ん

で
い
る
）。

ま
た
厚

さ
も
残

存
す
る

最
大

厚
は
2
，5
cm

だ
が

薄
い

と
こ
ろ
で
は
4
mm

と
、腐

蝕
が
進

む
。
形

か
ら
し
て
建

築
材

と
思

わ
れ
る
点

か
ら
も
、

厚
さ
は
最

低
で
も
2
．5
cm

以
上

は
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
。

32
4
42

90
06

8
Ⅲ

Ⅹ
31

S
W
－
0
5

横
鍬

広
葉
樹

柄
孔

は
後
面

の
方
が

広
が

る
。
柄

孔
の
形

状
か
ら
、横

断
面

が
楕

円
形

の
柄

を
使

用
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
側

面
は
シ
ャ
～
プ
な
ヶ
ズ
リ
で

あ
る
。
下

端
面

は
シ
ャ
ー
プ
な
ヶ
ズ

リ
で
成

形
さ
れ

る
。
使

用
に

よ
る
凹

凸
や

欠
損

は
少

な
く
平
坦

面
を
残

す
。
厚

さ
が
約

1c
m
と
厚

く
、刃

と
は
言

い
が

た
い

か
。
土

慣
ら
し
用

？横
方

向
に
木

目

が
走

る
。
在

自
か
板

目
か
は
不

明
。

32
4
43

90
03

6
Ⅲ

X
31

S
W
－
0
5

小
型
臼

広
葉
樹

正
円
に

近
い

木
材

を
楕

円
に

け
ず
る
。
外

面
に
は
全

体
に
ヶ
ズ
リ
痕
が

残
る
。
ヶ
ズ
リ
は
鹿
部

か
ら
上

部
方

向

に
行

わ
れ

た
よ
う
で
あ
る
。
平

面
形

は
両

端
が

や
や
尖

り
気

味
の
楕

円
形

、
側
面

形
は
逆

台
形
で

あ
る
。
鹿
部

に
決

り
込

み
は
な
く
、
ヶ
ズ
リ
な
ど
の

整
形

痕
な
く
凹

凸
激

し
い
。
磨

耗
も
あ
ま
り
進
ん
で

い
な
い

O
内
面

は
上

端
付

近
以

下
は
磨

耗
し
て

い
る
。
内

面
お

よ
び
鹿

部
は
ひ

び
割

れ
が

進
み

一
部
貫

通
す

る
。

32
5
44

90
05

5
Ⅲ

Ⅹ
31

S
W
一
0
5

弓
？

芯
持
ち

広
葉
樹

弓
粥

は
ヶ
ズ

リ
に
よ
り杭

状
に
仕

上
げ
ら
れ
る
が

、ヶ
ズ
リ
は
全
周

に
は

巡
っ
て
お
ら
ず
樹

皮
を
剥
い

だ
跡

と
思

わ
れ

る
滑

ら
か
な
面

を
一
部

残
す
。
弓

幹
は
樹

皮
を
剥

い
だ
の
み
で

特
に
加
工

は
し
て
い

な
い
。
弓

幹
は

ほ
と

ん
ど
直

線
に

近
い

。
弓
調

は
杭

の
よ
う
に
先

端
が
尖

る
形

で
あ
る
。

ロ　
　　
　　
　　
　　
　　
　
ムb
／

33
8
40

90
11
4

Ⅲ
Z

29
S
W
－
0
6

不
明

広
葉
樹

不
明
言ロ

。
自
然
物

の
可

陀
性
も
あ
り。

33
8
4
1

90
0
21

Ⅲ
Z

29
S
W

－
0
6

不
明

（竪
杵
再

加
工

品
？
）

芯
抜

き
広

葉
樹

竪
杵

の
鴇

き
部

を
再
加

工
し
た
も
の

で
あ
ろ
う
か

。
用

途
は
不

明
。
一

方
の
端

部
は
ヶ
ズ
リ
に
よ
り
先

端
を
尖

ら

せ
、他

方
は
丸

く収
ま
る
。
掌

で
握

り
こ
む
に
は
適

度
な
大

き
さ
で

あ
り
、物

を
す
り
潰

す
の
に
で
も
使

用
し
た
か

。
丸

く
磨
耗

し
た
端

部
は
、他

の
竪
杵

で
見

る
そ
れ

と
よ
く似

た
状

態
で
あ
る
°

33
8
42

90
11
7

Ⅲ
Z

29
S
W

－
0
6

不
明

板
目

針
葉
樹

薄
い
板

状
で
、
厚

さ
は
1－

1，
8c
m
程

度
か

（片
面
が

欠
損

し
て
い
る
の

で
不

明
）。

片
方

の
表

面
に
ヶ
ズ

リ

痕
が

明
瞭

に
－残

る
。
図
下

端
の
端

部
は

生
き
て
お

り
、鋭

利
な
刃

物
に
よ
る
ヶ
ズ

リ
落

と
し
で

あ
る
。
ヶ
ズ

リ
口

が
シ
ャ
ー
プ
。

33
8
43

90
0
08

Ⅲ
Z

29
S
W

－
0
6

二
又
鍬

広
葉
樹

長
方

形
の
柄

孔
を
持

つ
。
基

部
か

ら
歯

部
に
か

け
て
の

張
り
は
弱

い
。
厚

さ
は
基

部
か

ら
歯

部
に
向

か
っ
て

少
し
ず

つ
薄

く
な
り
、
湾

曲
等

は
ほ

と
ん
ど
見

ら
れ
な

い
。
柄

孔
の

隅
は

直
角

に
な

ら
ず

削
り残

し
が

あ
る
。
前

面
は
傷

、
凹

凸
が

多
い
。
後

面
は

一
部

ヶ
ズ

リー
痕

を
残

す
が

全
体

的
に
平

滑
。
刃

部
は
、一

応
ヶ
ズ
リ
に
よ
り

作
ら
れ
る
が

1
1ミ

リ
と
厚

い
。

3
38

44
90

14
7

Ⅲ
Z

29
S
W

－
0
6

臼
芯
持

ち

導
管
確

認

で
き
ず
、針

葉
樹
か

？

口
径
4
6
cm

、復
元

底
径

36
cm

、復
元
高

3
7c

m
、深

さ
23

cm
前

後
。
残

存
率
約

5
分

の
3
．全

体
に
ひ
び

割

れ
が

は
げ

し
く
、
ま
た

土
庄

の
た
捌

こ
ゆ
が

む
。
工

具
痕

は
残

っ
て
い

な
い

。
上

下
の

つ
く
り
出

し
は

そ
れ

ぞ

れ
3
箇

所
残

存
（本

来
は
4
箇

所
あ
っ
た
だ

ろ
う
）。

取
っ
手
は

や
せ

細
っ
た
状

態
で
出

土
。
下

半
部

は
欠
損

．

歪
が

特
に
は
げ

し
い
た

め
、本

来
の

形
を
復

元
し
つ

つ
国
化

し
て
い

る
。
外

面
上
部

．下
部

は
面

取
り
さ
れ

る
が

面
取

り
の
幅

に
は

ば
ら
つ

き
が

あ
る
。
内

底
面

は
少

し
挟

っ
て
い

る
よ
う
だ
が

残
り
が
悪

い
為

詳
細

は
不

明
。
外

上
部

に
8
×
15

cm
の

つ
く
り
出
し
？
あ

り
°
（反

対
側

は
欠
損

の
為
不

明
。）
持

ち
運

ぶ
時

の
手

か
け
と

し
て
使

え
な
い

こ
と
も
な
い

が
、か

な
り
力

が
要
る
と
考

え
ら
れ

る
。
長

さ
が

な
が

い
た

め
手

を
か
け

た
と
き
指

が
伸

び
る
の

で
力

が
入
ら
な
い

。
突

出
の

角
度

は
40

度
程

。

3
39

4
5

90
11
2

Ⅲ
Z

29
S
W

－
06

建
築
部

材
幅

16
cm

程
の
板

状
°
欠
損

面
が

い
ず

れ
も
磨

耗
し
て
き
れ

い
な
面

を
成

し
て
い

る
。
ね
じ
れ
る
よ
う
に
変

形
し

て
お
り
横

断
面

形
が
い

び
つ

な
形

と
な
る
。
中

央
の

孔
は
よ
く
残

る
。

33
9
4
6

90
14
5

Ⅲ
Z

29
S
W

－
06

建
築
部

材
板
目

広
葉
樹

建
築

材
で
あ
ろ
う
か

°
長

さ
は
約

94
cm

で
上
下

の
端

部
削

り
落

と
し
て
い
る
。
変

形
を
し
て
い

る
が

表
裏

面
と

も
平

坦
面

が
多

く
残

る
。側

面
は

、一
方
は

丸
く
自
然

形
を
残
し
た

よ
う
な
感

じ
だ
が

、も
う
一

方
は
平

ら
に

成
形

さ
れ
て

い
る
。
表

裏
と
も
面

は
滑

ら
か

で
あ
る
。

未
掲
載

90
13
5

Ⅲ
q

3
5

S
P
一
0
59

6
北
拡

張
区

2区
桂

根
未

図
化

。

未
掲
載

90
13
4

Ⅲ
q

3
5

S
P
－
0
59

7
北
拡

張
区

2区
柱

根
未

図
化

。

海
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報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
嘩

名
備

考
．出

土
地
点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉

・骨
角

器
の

法
量

と
特
徴

自
然

遺
物

（炭
化
米
／種

子
／貝

類
／骨

類
）
の
法
量

と
特
徴

挿
図

番
号

種
類

法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左
右

残
存

状
況

占 薮
備

考
．計

測
値

長
さ

1
幅
／径

－
厚

さ
／孔

径
1

重
さ　

－　
比
重

一cc
帝

塘
書吾

皐
．窪

葦

24
3
4

03
06
2

Ⅲ
T

1
3
1

S
P
－
0
05

8
骨
針

？
（2
．6
0）

－　
0
．4
0
1　

0
．3
0
1　

0
．叫

鹿
角

被
熟

あ
り

角
シ
カ

角
破
片

1
被

熟
あ
り
。
加
工

品
。

報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備
考

．出
土

地
点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉
・骨

角
器
の

法
量

と
特
徴　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

自
然

遺
物

（炭
化
米
／種

子
／貝

類
／骨

類
）の

法
量

と
特
徴

挿
図

番
号

種
類

法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左
右

残
存

状
況

点 数
備

考
・計

測
値

曇
至

堕
壁

厚
さ
／孔

径
重
さ

比
重

崇
5

05
01
7

Ⅰ
Ⅴ

23
水

田
’（
1両

）
種

子

5
05

01
7

Ⅰ
Ⅴ

23
水

田
（1
両

）
種

子

5
05

01
8

Ⅰ
T

29
水

田
（1
両

）
種

子

5
05
0
18

Ⅰ
T

29
水

田
（1
面

）
種

子

5
05
0
19

Ⅰ
′

T
26

水
田

（1
面

）
種

子

5
05
0
19

Ⅰ
T

26
水

田
（1
両

）
種

子

5
05
0
20

I
T

29
水

田
（1
面

）
種

子

5
05
0
20

I
T

29
水

田
（1
面

）
種
子

5
05
0
10

Ⅰ
水

田
（1
面

）
員

5
05
0
10

Ⅰ
水

田
（1
面
）

員

5
05
0
21

Ⅰ
水

田
（2
面

）
種
子

5
05
0
21

Ⅰ
水

田
（2
面

）
種
子

5
05
0
23

Ⅰ
水

田
（2
面
）

種
子

5
05
0
23

Ⅰ
水

田
（2
面
）

種
子

39
03
00

5
Ⅱ

Q
30

S
C
－
0
1

南
壁

歯
サ
メ
類

歯
1
ア
オ
ザ

メ
タ
イ
プ
。

39
03
00

1
Ⅱ

Q
30

S
C
－
0
1

骨
シ
カ

中
節
骨

1
成
獣

。
大
型

。

39
03
00

2
Ⅱ

Q
30

S
C
－
0
1

骨
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離
歯

左
1
1．成

獣
°M

l－
。M

2長
さ
22

．9
，前

幅
16

．7
士
，後

幅
15
・6
士
。

菱
形

に
ゆ
が
む
。
．1

39
0
30
0
2

Ⅱ
Q

30
S
C
－
0
1

骨
陸
獣

不
明

1
39

03
00

3
Ⅱ

Q
30

S
C
－
0
1

骨
不
明

不
明

破
片

1

39
03
00
4

Ⅱ
Q

30
S
C
－
0
1

骨
イ
ノ
シ
シ

上
腕
骨

左
右

遠
位

1
成
獣

°
イ
ヌ
の
瞭

み
キ
ズ
多
い
。

73
05
00

1
Ⅱ

Ⅴ
32

S
W
－
0
2

種
子

　
73

0
50
0
1

Ⅱ
Ⅴ

32
S
W
－
0
2

種
子

73
0
50
0
2

Ⅱ
Ⅴ

32
S
W
－
0
2

種
子

73
0
50
0
2

Ⅱ
Ⅴ

32
S
W
－
0
2

種
子

12
1

0
30

12
Ⅱ

R
32

S
R
－
01

歯
．骨

イ
ノ
シ
シ

上
顎

右
（M

3）
1
成
獣

。磨
滅

多
い
。
計

測
不
可

。

12
1

0
30

12
Ⅱ

R
32

S
R
－
01

骨
陸
獣

不
明

破
片

2

12
6

0
30
20

Ⅲ
Q

2
7

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨

右
破

片
1

12
6

0
30
2
1

Ⅲ
Q

27
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

尺
骨

右
1
大
型

。

12
6

0
30
2
1

Ⅲ
Q

2
7

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

模
骨

右
近
位

1
大
型

。

12
6

0
30
23

Ⅲ
Q

2
8

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

2
両

骨
イ
ノ
シ
シ

第
一
頸

椎
1
・．成

獣
°上

面
前

後
長

封
．4
士
，高

さ
－

。
．

12
6

0
30
22

Ⅲ
Q

2
8

第
Ⅲ
面
遺

構
栓

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

尺
骨

左
1
若
獣

湾
曲

つ
よ
く
短
い

。ブ
タ
の
可

能
性

あ
り
。

12
6

0
30
24

Ⅲ
R

2
8

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
画

一
骨

イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨

左
1
若
獣

卜
骨
で
は
な
い
O　

関
節

な
し
。

12
6

0
30
24

Ⅲ
R

2
8

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

骨
陸
獣

不
明

破
片

1

12
6

0
30
25

Ⅲ
R

2
8

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

不
明

破
片

1

12
6

0
50
05

Ⅲ
R

2
8

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

種
子

12
6

0
50
05

Ⅲ
R

2
8

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

種
子

12
6

0
30
26

Ⅲ
R

2
9

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

骨
陸
獣

不
明

破
片

2

12
6

0
30
27

Ⅲ
S

2
9

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

歯
イ
ノ
シ
シ

白
歯

2
M

lま
た
は
M
2か

？

12
6

0
30
28

Ⅲ
S

2
9

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

骨
陸
獣

不
明

破
片

1

12
6

0
50
14

Ⅲ
T

3
2

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

炭
化
米

12
6

0
50
14

Ⅲ
T

3
2

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

炭
化
米

12
6

0
50
15

Ⅲ
T

32
第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

炭
化
米

12
6

0
50
15

Ⅲ
T

32
第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

炭
化
米

12
6

0
50
26

Ⅲ
－

W
3
1

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

種
子

12
6

0
50
26

Ⅲ
W

3
1

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

種
子

12
6

0
30
29

Ⅲ
Ⅹ

30
第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

骨
陸

獣
不

明
破
片

1

12
6

0
30
30

Ⅲ
Z

3
1

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
左
右

M
3

1
．－亜

成
獣

。左
M
3長

さ
3
1．9

，前
幅

17
．6
。
右
計

測
不

可
。
．・

12
6

0
30
46

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

歯
イ
ノ
シ
シ

下
顎

遊
離

歯
切
歯

破
片

1

12
6

0
30
47

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

骨
陸

獣
不

明
破
片

12

12
6

0
30
48

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

距
骨

右
1
成

獣
？

12
6

0
30
49

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

踵
骨　

′
1

12
6

0
30
50

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

歯
イ
ノ
シ
シ　
　　

♂
上
顎

遊
離

歯
犬
歯

1
成

獣
。

12
6

03
05
1

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
骨

不
明

不
明

破
片

1

12
6

03
05
2

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
骨

イ
ノ
シ
シ

上
腕

骨
1
若

獣
？

12
6

03
05
3

Ⅲ
な
し

第
一Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
骨

12
6

03
05
4

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
骨

12
6

03
05
5

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
不

明

12
6

03
05
6

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
不

明
イ
ノ
シ
シ

上
顎

右
（P
4
×
）

1
M

lの
歯
槽

は
大
き
い

。

12
6

03
05
7

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
不

明
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
左

P
2？

1

12
6

03
05
7

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
イ
ノ
シ
シ

後
臼
歯

1
1個

分
破

片
。

12
6

03
05
8

Ⅲ
な
し

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
不

明

12
6

03
04
4

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
1号

凹
地
周

辺
骨

ク
ジ
ラ

不
明

破
片

3
大

型
ク
ジ
ラ
の
4、
片

。

12
6

05
00
7

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
4区

種
子

12
6

05
00
7

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
4区

種
子

12
6

05
02
5

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
外

用
排

水
溝

種
子

12
6

05
02
5

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
外

用
排

水
溝

種
子

12
6

05
02
2

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
黒

色
粘

土
層

1両
種

子

12
6

05
02
2

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
種

子

12
6

03
03
1

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区
画
④

．⑤
、2

両
歯

イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
左

M
3

1
ー・若

獣
°
未
出

歯
。
M
3長

さ
15
．9
，前

幅
20
・4
。
．－

12
6

03
03
1

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区
画
④

．⑤
、2

両
歯

イ
ノ
シ
シ

白
歯

破
片

1

ト
－
1

臨 海 苺 両
誌
．

渦 鄭



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉
．骨

角
器
の

法
量

と
特
徴

自
然

遺
物

（炭
化
米
／種

子
／貝

類
／骨

類
）
の
法
量

と
特
徴

挿
図
番

号　
－

種
類

法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左
右

残
存

状
況

占 薮
備

考
．計

測
値

長
さ

幅
／径

厚
さ
／孔

径
重
さ

比
重

12
6

03
03
2

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区
画
④

．⑤
、2

両
骨

腰
椎

1
成

獣
°

12
6

03
0
33

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区
画
④

．⑤
、2

両
歯

イ
ノ
シ
シ

下
顎

遊
離

歯
右

M
3

1
．．若

獣
？M

3第
4岐

頭
ま
で
あ
り
。
長
さ
3
8．
3，
前

幅
15
．3
°
小

型
。
－1

12
6

03
0
33

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
区
画
④

．⑤
、2

両
骨

イ
ノ
シ
シ

模
骨

右
遠
位

1
若

獣
。

12
6

05
0
04

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

区
画
④

・⑤
、2

両
種

子

12
6

05
0
04

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
④

．⑤
、2

面
種

子

12
6

03
0
34

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
（り

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
右

M
3

1
成

獣
。
未

出
歯

°計
測
不

可
°

12
6

03
0
34

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑤

骨
陸

獣
大
腿

骨
遠
位

端
破

片
1
若

獣
骨

端
の

は
ず

れ
た
も
の
。

12
6

03
0
35

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
（9

、2
面

骨
イ
ノ
シ
シ

基
節

骨
1

12
6

03
0
40

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
嘩
検

出
面

区
画
⑤

．⑫
骨

イ
ノ
シ
シ

下
顎

破
片

1
被

熟
あ
り
。

12
6

03
0
36

Ⅲ
’

第
Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑥

、2
面

骨
イ
ヌ

下
顎

右
（P
4
M
1）

歯
冠

欠
損

l

12
6

03
0
36

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑥

、2
面

歯
イ
ノ
シ
シ

白
歯

破
片

1

12
6

03
0
37

Ⅲ
第

m
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑥

、2
面

骨
陸

獣
・

不
明

破
片

1

12
6

03
0
38

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
（砂

、2
面

骨
イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨

右
1
若

獣
。

12
6

03
0
39

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑧

不
明

1

12
6

03
0
41

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑫

歯
サ
メ
類

歯
1
ア
オ
ザ
メ
タ
イ
プ
。歯

冠
部

分
の
み

。

12
6

03
0
42

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
⑫

、2
面

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
右

M
3

1
一一若

獣
。
未

出
歯

。M
3
長
さ
32

．8
，前

幅
18

．9
士
。－
1

12
6

03
0
43

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

区
画
26

骨
イ
ノ
シ
シ

脛
骨

右
遠
位

1
成

獣
。

12
6

03
0
43

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

区
画
26

骨
ク
ジ
ラ

不
明

破
片

1
被

熱
あ
り
。
大
型

ク
ジ
ラ
の
小

片
。

12
6

05
0
24

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

耕
作
土

と
黒
粘

．流
路
の

西
側

種
子

12
6

05
0
24

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

耕
作
土

と
黒
粘

．流
路
の

西
側

種
子

12
6

05
0
27

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

砂
層
中

種
子

12
6

05
0
27

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

砂
層
中

種
子

12
6

03
04

5
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

北
拡
張

区
骨

シ
カ

、
中
節

骨
1
成

獣
O
イ
ヌ
？吸

み
痕
あ

り。

12
6

03
04

5
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

北
拡
張

区
1
区

骨
肋
骨

破
片

2
う
ち
1
つ
に
ネ
ズ
ミ
の
咳

み
痕
あ
り
。

12
6

05
0
11

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

北
拡
張

区
員

12
6

05
0
11

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

北
拡
張

区
員

12
6　

－
05
00

6
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

種
子

12
6

05
00

6
Ⅲ

第
Ⅲ
一面
遺

構
検

出
面

種
子

12
6

03
0
61

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

1
成

獣
？

16
3　

a
03
0
13

Ⅲ
R

30
S
P
－
00

6
2

骨
イ
ノ
シ
シ

上
顎

右
？

破
片

1
小

破
片

の
み
。

16
3　

a
03
0
13

Ⅲ
R

30
S
P
－
00

6
2

骨
陸

獣
不
明

破
片

1
小

破
片

の
み
6

16
3
b

03
0
16

Ⅲ
Q

30
S
P
－
02

6
3　
－

骨
イ
ノ
シ
シ

腰
椎

1
成

獣
。
大

型
。

16
3　

C
03
0
19

Ⅲ
Q

35
S
P
－
05

9
4

骨
シ
カ

角
1
加

工
品

。先
端

を
研

磨
。

16
5

03
0
59

Ⅲ
Q

30
S
K
－
0
0
1

骨
シ
カ

肩
甲
骨

1
成

獣
。
関
節

部
な
し
。

16
5

03
0
60

Ⅲ
Q

30
S
K
－
0
0
1

骨
イ
ノ
シ
シ

上
腕

骨
1
成

獣
。

16
5

03
0
60
　

－
Ⅲ

Q
30

S
K
－
0
0
1

骨
イ
ノ
シ
シ

頭
蓋

骨
切

歯
骨

1
成

獣
。

16
5

03
0
60

Ⅲ
Q

30
S
K
－
0
0
1

骨
イ
ノ
シ
シ

中
手

or
中
足
骨

1
亜

成
獣

。

16
5

03
06

0
Ⅲ

Q
30

S
K
－
0
0
1

骨
陸

獣
不
明

破
片

1

16
5

03
0
60

Ⅲ
Q

30
S
K
－
0
0
1

骨
イ
ノ
シ
シ　
　

♂
上
顎

・（
×
）犬

歯
部
分

1
歯

な
し
。

16
5

03
0
15

Ⅲ
P

30
S
K
－
0
0
1

骨
ネ
コ

上
腕

骨
1

左
遠
位

1
成

獣
。
保
存

状
況

か
ら
現

代
の

も
の
。

16
7

05
00

8
Ⅲ

Q
29

S
K
1
0
02

貝

16
7

05
00

8
Ⅲ

Q
29

S
K
－
0
02

員

16
7

05
00

9
Ⅲ

Q
29

S
K
－
0
02

員

16
7

05
00

9
Ⅲ

Q
29

S
K
－
0
02

員

17
0

03
0
14

Ⅲ
R

30
S
K
－
0
03

骨
－

イ
ノ
シ
シ

中
手
o
r中

足
骨

近
位

1

17
0

03
0
14

－
Ⅲ

R
30

S
K
－
0
03

骨
シ
カ

大
腿

骨
右

近
位

1
成

獣
。

17
3

03
00

6
Ⅲ

R
30

S
K
－
0
05

南
半
分

骨
イ
ノ
シ
シ

頚
椎

2
若

獣
。

17
3

03
00

6
Ⅲ

R
30

S
K
－
0
05

南
半
分

骨
イ
ノ
シ
シ

胸
椎

1
若

獣
。

17
3

03
00

7
Ⅲ

R
30

S
K
－
0
05

骨
イ
ノ
シ
シ

寛
骨

右
1
成

獣
。

17
3

03
00

7
Ⅲ

R
30

S
K
－
0
05

歯
イ
ノ
シ
シ

臼
歯

破
片

1

17
3

03
00

7
Ⅲ

R
30

S
K
－
0
05

角
シ
カ

角
破

片
1

17
3

03
00

8
Ⅲ

R
30

S
K
一
0
05

骨
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S
E
－
0
3

吉
武

土
師
器

12
．0
0

橙
褐

色
橙

褐
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
．

赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

杯
部
は
ハ
ヶ
メ
後
細
密

横
ミ
ガ
キ

杯
部

は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
放
射

状
ミ
ガ

キ
上
半

に
ミガ

キ

内
面
は
茶
褐

色
に
変

色
し
、草

が
へ

ば
り付

い
て
い
た
よ
う

に
も
見
え
る

25
10

0
18
80

Ⅱ
G

3
3

SE
－
0
3

吉
武

土
師

器
高
杯

（D
系
）

13
．6
0

20
．0
0

12
．6
0
明
黄
褐

色
1
m
m
以
下

の
雲
母

粒
を
少
し
含
み
、石

英
．

長
石
粒

を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

脚
裾

部
は
ミガ

キ　
脚

柱
部

は
縦
ヶ
ズ

リ　
杯
部

は
ハ
ヶ
メ
後
ミ
ガ
キ

－ヽ，一一ヽ
脚
柱

部
は
横

ナ
デ　

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
メ

後
端

部
に
横

ナ
デ　

杯
部
は
ハ
ヶ
メ
後

暗
文

風
ミ
ガ
キ

。

脚
裾
屈

曲
部

に
焼

成
後
穿

孔
（内

面
が
剥

が
れ
て
い
る
）
。

29
1

0
17
89

Ⅱ
G

33
．3
4

S
K
－
0
0
6

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
明
黄
褐

色
明

黄
褐

色

4m
m

以
下

の
石
葵

．長
石
を
少
し
含
み
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
。
胎
土

の
色
は

明
灰

色
良
好

胴
部

は
タ
タ
キ　

ロ
縁
部

～
頸
部

は
ナ

デ
胴
部

は
工
具

ナ
デ

？
口
縁

部
は
ナ
デ

復
元

口
径

：1
6c

m
前
後

。

29
2

0
17
88

Ⅱ
G

33
．3
4

S
K
－
0
0
6

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
甕

（山
陰
系

）
黄
白
色

黄
白
色

2m
m

以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
含
み
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁

部
～
肩

部
は
横
ナ
デ

／頚
部

下
の
指

ナ
デ
後
胴

部
ヶ
ズ
リ　

口

縁
部

は
横

ナ
デ

復
元

口
径

：1
6c
m

前
後

。

2
9
3
－

0
17
87

Ⅱ
G

33
．3
4

S
K
－
0
0
6

吉
武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
7．
8
0

（1
4．
60

）
明
橙
褐

色
明
橙

褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．赤

褐
色
粒

．雲

母
粒

を
少

し
含

む
良
好

脚
部

は
全
面

ハ
ヶ
メ
後
脚

柱
部

に
ナ
デ

？
脚

部
は
ナ
デ　

杯
鹿

部
は
ナ
デ

？
脚

裾
部

に
4ヶ

所
の
穿
孔

。

2
9
4

01
7
90

Ⅱ
G

33
．3
4

S
K
－
0
06

手
づ
く
ね
土
器

鉢
3．
60

3．
40

や
や
ピ
ン
ク
味
を
お

び
た
灰

白
色

～
灰

や
や
ピ
ン
ク
味

を
お

び
た
灰

白
色
～
灰

1m
m
ま
で
の
砂

粒
を
や
や
含

む
（長

石
が

目

立
つ
か

）
普

通
全

面
指
オ
サ
エ

全
面
指

オ
サ

エ

3
1
1

01
79

4
Ⅱ

S
K
－
0
15

吉
武

土
師
器

二
重

口
縁

壷
（A

系
）

9・
00

（1
6
．4
－0）

（1
9
．0
0）

明
橙

褐
色

明
黄

褐
色

5
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や

多
く
含

み
、雲

母
粒

・赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

口
縁
部

？頸
部

は
ハ

ヶ
メ
後
ナ
デ

ナ
デ
か
ハ

ヶ
メ

（磨
滅
し
て
不
明

瞭
）

3
1
2

01
79

5
Ⅱ

S
K
－
0
15

吉
武

土
師
器

二
重
口
縁

壷
（A

系
）

（1
8
．2
0）

明
橙

褐
色

明
黄
褐

色
6
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
や
や
多

く含

み
、雲

母
粧

．赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

一
次

口
縁
部

は
ハ

ヶ
メ
後
ナ
チ　

（一
次
口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ　

二
次
口
縁

部

ま
横
ナ
デ

3
1
3

0
17
96

Ⅱ
SK

－
0
15

吉
武

土
師

器
高

杯
（B

系
）

9
．2
0

4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
粒

を
や

や
多
く

含
み
、赤

褐
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

脚
部
は
ナ
デ　

穿
孔

は
焼

成
前

脚
裾

部
は
ナ
デ　

杯
部

は
ナ
デ

31
4

0
17
97

Ⅱ
S
K
－
0
15

吉
武

土
師

器
高
杯

（B
系

）
6
．5
0

i炎
橙

白
色　
　　

辛炎
橙

白
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く含

み
、赤

褐
色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

脚
部
は
所

ハ々
ヶ
メ
が
残
る

脚
部

は
ナ
デ
？

脚
部

内
面

に
工
具

痕
あ
り
。
脚
頂

部
は
お
そ
ら
く
接
合

面

脚
裾

部
に
穿
孔

。

31
5

0
17
98

Ⅱ
S
K
－
01

5
吉
武

土
師
器　
　

鉢
4．
7
0

（9
．0
0
）

7．
8
0

黄
白
色

黄
白
色　

宗
芸
霊

雷
雲

を
少
し
、赤

褐
色

良
好

月同
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
緑
部

は
ナ
デ

全
面

ナ
デ
（鹿

部
は
工
具

ナ
デ
？
）

内
面
鹿

部
に
工

具
痕

。

ト
－

恕 価 苺 小
誌

．

渦 飾



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番
号

器
種

器
高

口
．器
受
部
径

最
大
径

底
－脚
裾
－高
台径

色
調

胎
土

焼 成
－　

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色

調
外

面
調

整
内
面
調

整

31
6

0
18
00

Ⅱ
S
K
－
0
15

須
恵

器
－

有不
蓋

（3
．5
0
）

（1
2．
60

）
暗
灰
色

暗
灰
色

4
m
m

以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
含
む

良
好

体
部
は
回
転

ナ
デ　

天
井
部

は
回
転

へ
ラ
削

り
体
部

は
回
転

ナ
デ

31
7

0
17
99

Ⅱ
S
K
－
01

5
須
恵

器
杯
身

（4
．7
0
）

（1
3．
00

）
灰

色
灰

色
2
m
m

以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
含
む

良
好

体
部
は
回
転

ナ
デ　

鹿
部
は

回
転
へ

ラ

削
り

休
部

は
回
転

ナ
デ　

鹿
部
は
ナ
デ

33
1

0
18
05

Ⅱ
M

30
S
K
－
04

2
吉

武
土
師
器

甕
（B

系
）

明
橙
褐

色
明

黄
褐

色
5
m
m

以
下

（全
体

に
大
粒

）の
石

英
．長

石

を
少

し
含

み
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部

は
タ
タ
キ　

ロ
縁
部

は
横
ナ
デ

胴
部

は
規
則

的
な
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は

横
ナ
デ

復
元

口
径

：1
6c

m
前
後

。胴
部

内
面
に
接

合
痕

残
る
。

34
1

0
18
06

Ⅱ
M

29
S
K
－
0
4
4

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

6．
60

（1
7・
仲

）
白
褐
色

白
褐

色
2
m
m

以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
含
み
、
雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

肩
部

は
ナ
デ
？

口
縁

部
～
頸

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
～
頸

部
は
横

ナ
デ

34
2

0
18
07

Ⅱ
M

29
S
K
－
0
4
4

吉
武
土

師
器

外
反

口
縁
鉢

（C
系
）

4．
3
0

（1
7．
60

）
13
．9
0

明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
1m

m
以

下
の

石
英

．長
石

・雲
母

．赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

下
半

は
パ
ケ
メ　

ロ
縁
部

一
胴
部

上
半

は
横
ナ
デ
？

全
面
壙

ナ
デ
？

全
面

磨
滅

。

34
3

0
18
20

Ⅱ
J

29
S
K
－
0
8
2

N
o
．1

弥
生
土

器
甕

明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

2m
m
以

下
の

石
英

．長
石

．黒
色

粒
を
や
や

多
く
、雲

母
を
少
し
含

む
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

口
縁
部

は
横
ナ
デ

復
元

口
径

：3
0c

m
前
後

。

34
4

0
18
21

Ⅱ
J

29
S
K
－
0
8
2

吉
武
土

師
器

甕
黄

白
色

黄
白
色

4m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

摩
擦

に
よ
り不

明
胴

部
は
ヶ
ズ
リ
（頸

部
下
に
指

オ
サ

エ

痕
あ
り
）

口
縁
部

～
頸
部

は
ナ
デ
か

3
4
8

00
7
06

Ⅱ
J

29
S
K
－
0
90

古
式
土

師
器

甕
（D

系
）

17
．8
0

（1
8．
∝
））

黄
橙
色

淡
橙

色

4m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多
く
、雲

母
・赤

褐
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

（内
面

は
大
粒

の
砂
粒

が
目
立
つ

）
良
好

胴
部

は
パ
ケ
メ
仕

上
げ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ
後

中
位

に
ナ
デ　

頸
部

に
ナ
デ
残

る
タ
タ
キ
痕
無

し
。

3
7
1

01
8
15

Ⅱ
J

30
S
K
－
0
56

吉
武
土

師
器

甕
（B

系
）

12
．6
0

12
．8
0

15
．6
0

浅
黄
色

～
赤
白
色

黄
褐

色
～
灰

褐
色

1m
m
程

度
の
砂

粒
を
含
む

普
通

全
面

煤
で
不

明
瞭

だ
が
肩
部

に
ハ
ヶ
メ

痕
あ
り

胴
部

は
ヶ
ズ
リ
後

上
位

は
ナ
デ　

口
縁

部
は
ヘ
ラ
ナ
デ　

端
部
は

回
転
指

ナ
デ

肩
部
外

面
に
沈

線
が

1条
廻

る
。頚

部
外

面
は
煤

が
擦
れ

て
剥
げ
た
感

じ
に
剥

落
。

37
2

01
8
14

Ⅱ
J

30
S
K
－
0
56

吉
武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
11
．7
0

13
．8
0

10
・8
0
明

橙
色

明
橙

色
2m

m
ま
で

の
砂

粒
を
含

む
他

は
精

良
（石

英
．長

石
．金

雲
母
他

）
良
好

脚
部

は
縦
ナ
デ　

据
端
部

は
ミ
ガ
キ

杯
部

は
ミガ

キ

脚
裾
部

は
反
時

計
回
り
の
す
だ
れ
状

螺

旋
ハ
ヶ
メ　

杯
部

は
ナ
デ
、ミ

ガ
キ

脚
裾

に
穿

孔
3
ヶ
所

。脚
柱

部
一
頭
合

部
の
ナ
デ

は
ミガ

キ
の
よ
う
に
丁
寧

。

37
3

01
8
13

Ⅱ
J

30
S
K
－
0
56

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（B

系
）

8．
80

9．
90

13
．6
0
明
橙

色
～
浅
橙

色
明
橙

色
一
浅

橙
色

2m
m
ま
で

の
砂

粒
を
比

較
的

多
く含

む
良
好

脚
部

は
細
密

縦
ハ
ヶ
メ　

受
部

は
横
ナ

デ　
接

合
部

は
指
ナ
デ

脚
部
は

時
計

回
り
の
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ

ヶ
メ
後

時
計

回
りの

横
ナ
デ　

受
部

は
脚
部
の

両
面

の
調
整

は
は
っ
き
り
残

る
。

4
1
1

01
87

4
Ⅱ

G
31

S
K
－
1
08

3
3

弥
生
土

器
器

台
10
．8
0

7．
8
0
黄
褐

色
黄
褐

色
6m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、
雲
母

・

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

全
面
ハ

ヶ
メ
後
脚

端
部

に
横
ナ
デ

脚
部
は
ナ
デ
後

端
部

に
横
ナ
デ　

受
部

は
粘

土
を
掻
き
取

る
よ
う
な
調

整
上
下
逆

の
可

能
性

。

4
1
2

01
87

5
Ⅱ

G
31

S
K
－
1
08

①
吉

武
土

師
器

低
脚
付

椀
2．
50

8．
7
0
暗
褐

色
黄
褐

色
1m

m
以

下
の
雲

母
を
少
し
、砂

粒
を
わ
ず

か
に
含
む
。
精

良
良
好

脚
裾

部
は
横

ナ
デ　

脚
柱

部
は
縦

ナ
デ

脚
部
は
横

ナ
デ

脚
部
外

面
に
黒

褐
色

の
付
着

物
あ

り。

4
1
3

01
87

1
Ⅱ

G
31

S
K
－
1
08

⑩
吉

武
土

師
器

壷
（A

系
？）

（1
3
．0
0）

13
．9
0

自
褐

色
自
褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、
雲
母

を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

口
縁
部

～
胴
上

半
に
縦
パ

ケ
後
一

部

横
ハ
ヶ　

さ
ら
に
頚

部
に
ミ
ガ
キ
ま
た
は

口
縁

部
～
胴

部
上

半
に
パ

ケ
メ
後

口
縁

部
に
横
ナ
デ

4
1
4

01
87

3
Ⅱ

G
31

S
K
－
1
08

（②
吉

武
土

師
器

甕
（D

系
）

13
．7
0

（1
8
．0
0）

（2
3
・0
0）

黄
褐

色
～

淡
橙
褐

色

黄
褐

色
～
淡

橙
褐

色

3
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
．

黒
色
粧

．赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

は
ハ

ヶ
メ
後
一

部
ナ
デ　

口
縁

～

頸
部

は
横

ナ
デ

胴
部
は
頸

部
下

に
指

オ
サ
エ

後
ヶ
ズ
リ

口
縁

部
～
－頸
部

下
は
横

ナ
デ

頸
部
外

面
は
ち
ょ
うど

指
1本

分
の
横

ナ
デ
。

4
1
5

01
87

2
Ⅰ

G
31

S
K
－
1
08

③
吉

武
土

師
器

甕
（D

系
）

（9
・0
0）

明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

3
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

口
縁
部

～
頸
部

は
横

ナ
デ

言
縁

部
～
頚

部
は
横

ナ
デ

4
1
6

0
18
67

Ⅱ
G

31
S
K
－
10

8
⑤

吉
武

土
師
器

小
型
甕

（D
系
）

12
・4
0

12
．8
0

13
．8
0

明
赤

褐
色

～
黄
褐

色

明
赤

褐
色

～
黄
褐

色

2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
胴

部
は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部
～
頸

部
は
横

ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
（ナ

デ
に
近

い
）

口
縁

部
～
頸
部

は
横

ナ
デ

4
1
7

0
18
77

Ⅱ
G

31
S
K
－
10

8
吉
武

土
師
器

壷
（D

系
か

山
陰
系

）
16
．1
0

19
・5
0

黄
白
色

3
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
．

黒
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部
は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後

横
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

頸
部

は
ナ
デ　

口
縁

部
は
横

ナ
デ

内
面
は
や
や
焼
成
不

良
。
内
面

の
胴
部
一
頸
部

に
黒
斑

°

4
1
8

0
18
69

Ⅱ
G

31
SK

－
10

8
⑩

吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

18
・1
0

（2
2．
4
0）

黄
白
色
一
明
橙

色
黄

白
色

一
明
橙

色
4
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
・

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か
に
含

む
良

好
胴

部
は
下

位
が
ま
ば
ら
な
ミガ

キ
、上

位

～
中
位
が
細

密
横

ミガ
キ

鹿
部
は
す
だ
れ

状
螺

旋
ハ
ヶ
メ　

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
ミガ

キ
、上

半
に
ナ

デ
や
一

部
沈

線
状

の
調
整

胴
部
内

面
下

半
に
接
合

痕
。

4
1
9

0
18
68

Ⅱ
G

31
SK

－
10

8
⑱

吉
武

土
師
器

小
型
丸
底

壷
（C

系
）

9
．2
0

12
12
0

10
．3
0

明
赤

褐
色

～
黄
褐

色

明
赤
褐

色
～
黄
褐

色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．赤
褐
色

．雲
母

粒
を
少

し
含

む
良
好

全
面
縦

ハ
ヶ
メ
後
細

密
横

ミ
ガ
キ

（端

部
に
横
ナ
デ
残

る
）

胴
部
は
ナ
デ　

口
縁
部

は
細
密

横
ミ
ガ

キ

鹿
部
内
面

に
は
草

が
へ

ば
り付

い
て
い
た
よ
う
な
痕
跡

あ

り
。外

面
に
は
所

々
煤
が

付
着

。

41
10

0
18
76

Ⅱ
G

31
SK

－
10

8
3
5

吉
武

土
師
器

小
型
丸
底

鉢
（C

系
）

7
．1
0

13
．4
0

1
1．
40

黄
褐

色
黄
褐

色
1m

m
以
下

め
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず
か

に
含

む
。精

良
良
好

頚
部
～
胴

部
は
ハ
ヶ
メ
後

横
ミ
ガ
キ

ロ
縁

端
部
は
横
ナ
デ

鹿
部

は
ナ
デ　

口
縁
部

～
胴
部

は
横
ナ

デ

器
表
面

に
は
成

形
時
の
微
妙

な
凹

凸
が
残
っ
て
い
る
。
出

土
時
に
土
器

の
中

に
は
草

の
葉

や
茎
な
ど
が

詰
ま
っ
て
い

た
。

41
1

0
18
70

Ⅱ
G

3
1

SK
－
10

8
⑪

吉
武

土
師
器

小
型
丸
底

鉢
（C

系
）

（5
・5
0）

15
・0
0

1
1・
70

黄
橙

色
黄
橙
色

1m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
．

赤
褐

色
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

胴
部
下

半
は
ミ
ガ
キ
？

口
縁
部

は
ハ

ヶ
メ
後

ナ
デ
、横

ナ
デ

口
縁

部
？胴

部
は
ナ
デ　

口
縁

端
部

は

横
ナ

デ

48
1

0
19
28

Ⅱ
H

2
8

SP
－
11

11
弥
生

土
器

甕
－

10
．5
0

7・
60

黄
褐

色
黄
褐
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く
、雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

－良
好

横
条
痕　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

上
下
端

に
炭
化

物
付

着

48
2

0
19
55

Ⅱ
F

2
7

SP
－

10
7
7

弥
生

土
器

甕
6
．5
0

（2
2．
60

）
暗
褐

色
白
褐
色

径
3m

m
程

の
砂
粒

を
多

め
に
含
む

良
好

－口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
摩

滅
摩
滅

48
3

0
19
56

Ⅱ
H

3
4

SP
－
1
15

2
弥
生

土
器

甕
2
．7
0

白
褐
色

白
褐
色

径
2m

m
程

の
砂
粒

を
多

く含
む

－
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

48
4

0
17
48

Ⅱ
Ⅰ

2
8

SP
－
1
13

9
土

師
器

椀
6
．9
0

9
・4
0

1
1．
70

暗
黄

灰
色

暗
黄
灰

色
1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

全
面
ナ
デ
後

鹿
部

に
十
字

に
溝

を
作

り

、さ
ら
に
線
刻

を
施

す

全
面

ナ
デ　

体
部
に
工

具
ナ
デ

48
5

0
19
29

Ⅱ
H

3
3

SP
一
1
18

1
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
（2
5
・5
）

17
．3
0

2
1．
30

明
黄

褐
色

、一
部

黄
灰

色
黄

褐
色

～
暗
灰

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部
は
縦

ハ
ヶ
メ
後
一

部
横

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
～
肩

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ

リ
後
頸

部
下

に
指
オ
サ
エ

ロ
縁
部

は
横

ナ
デ

肩
部

外
面

に
櫛
描

直
線

文
。

48
6

0
19
30

Ⅱ
SP

－
1
24

1
土
製

品
？

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く、
雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

52
1

0
15
4
1

Ⅱ
G

3
3・
34

SP
－
1
00

8
吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
20

・5
0

15
．4
0

19
・9
0

黄
褐

色
黄

褐
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部
は
太

筋
タ
タ
キ
後

縦
ハ
ヶ
メ
そ
し
て

肩
部
に
全
周

し
な
い
横

方
向

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
～
頸

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ

リ　
口
縁

部
は
横

ナ
デ

D
系

の
影
響

あ
り
。
尖
り
気
味

の
丸
底

。外
面
全

体
に
煤

付
着

（特
に
胴
部

下
半

は
厚
い
）
。

54
1

0
19
08

Ⅱ
J

3
1

S
P
－
0
5
14

弥
生

土
器

甕
2
．0
0

（3
5・
80

）
赤
褐
色

赤
褐
色

径
～
3
m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

言
縁

部
は
横
ナ
デ

54
2

0
19
24

Ⅱ
Ⅰ

2
9

S
P
－
0
67

4
手
づ

くね
土

器
鉢

2
．8
0

3・
00

明
橙
褐

色
明
橙
褐

色
4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
．

－

赤
褐

色
粒

を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

全
面
指
オ
サ

エ
全
面

指
オ
サ
エ

54
3

0
19
09

Ⅱ
J

3
1

S
P
－
0
5
14

土
師

器
高
杯

2
．0
0

（1
6．
8
0）

白
褐
色

黒
色
、
白
褐
色

径
～
2
m
m
程

の
砂
粒

を
多

く含
む

－
良
好

脚
裾

部
は
ハ

ヶ
メ

脚
裾

部
は
ハ
ヶ
メ

脚
裾

部
外

面
か

ら
穿
孔

。

54
4

0
19
43

Ⅱ
G

3
1

S
P
－
0
9
14

吉
武

土
師

器
4、
型

丸
底

壷
？

5
・2
0

（1
3．
20

）
赤
褐
色

－黒
褐

色
赤

褐
色

．黒
褐
色

精
製

さ
れ

た
も
の
O褐

色
の
粒
子

を
含

む
良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
後

工
具

ナ
デ
や
ミガ

キ
、

下
半

に
ヶ
ズ
リ
あ
り

胴
部

は
ナ
デ

54
5

0
19
15

Ⅱ
Ⅰ

3
1

S
P
－
0
20

7
吉
武

土
師

器
高
杯

5
．9
0

（1
8．
00

）
黒
灰
色

黒
灰
色

2
m
m
以
下

の
石
英

－長
石

・赤
褐

色
粒

を

少
し
、雲

母
を
わ

ず
か
に
含

む
良
好

杯
下
半

は
横

ナ
デ　

上
半
は
ハ

ヶ
メ
後

横
ナ
デ

有不
部

は
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
メ

適
応

苺 田
法

ミ

渦 鄭 1－
－

－
1

短



報
告
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土
器

（土
製
晶

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器
下

段
：土

製
品

〉

挿
図
番

号
革
、

1邑
悶　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

同　
．
又
部
任
i
覇
ワ
冠

底
．脚
裾
－紬

径　
　　
　　
　

色
調

ム
焼　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

調
整

－
－

－
i
1
－

■
S

S
S

S
■

題
喜

様
式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

ロ
外

面
調
整

内
面
調

整
用

6
0
1　
　　
　

02
04

3
二
Ⅱ

G
28

S
L
－
01

流
れ

西
岸

黒
色

粘
質
土

2両
吉

武
土

師
器

甕
（C

系
）

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
・雲

母
．黒

色
粒

を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
胴
部

は
大

筋
タ
タ
キ
後

部
分

ハ
ヶ
メ

ロ
縁
部

は
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
後
指

オ
サ
エ　

ロ
縁

部

～
頸

部
は
ナ
デ

口
径

：1
6
cm

程
度
°

60
2

02
04
4

Ⅱ
F

29
S
L
－
0
1

流
れ

砂
層

5
－
1

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁

甕
（叫

陰
系
）

黄
褐

色
黄
褐

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
磨

滅
に
よ
り不

明
磨

滅
に
よ
り
不
明

口
径

：1
6
cm

程
度
°

60
4

02
04

2
Ⅱ

G
28

1
S
L
－
0
1

流
れ

西
岸

黒
色

粘
質

土
2
面

吉
武

土
師
器

鉢
6・
10

11
．6
0

黄
褐

色
黄
褐

色
1m

m
以
下

の
石

英
．長

石
・雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
全

面
ナ
デ
後

下
半

に
ミガ

キ
全

面
ナ
デ
後

ミガ
キ

60
5

0
20
4
1

Ⅱ
G

28
S
L
－
0
1

流
れ

砂
層

下
吉
武

土
師
器

鉢
3
．9
0

明
黄

褐
色

一
明
橙

褐
色

明
黄
褐

色
一
明
橙

褐
色

1m
m
以
下

の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
体

部
は
パ
ケ
メ

体
部

は
ナ
デ　

端
部

に
ハ

ヶ
メ

鹿
部
外

面
に
大
小

の
圧

痕
や
余

分
な
粘
土

付
着

。

60
3

0
20
45

Ⅱ
－

G
27

SL
－
0
1

流
れ

砂
層

下
吉
武

土
師

器
二
重

口
縁

壷
（2
7．
20

）
明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

一
次
口
縁

部
は
ハ

ヶ
メ
後
ミ
ガ
キ
や

ナ

デ　
二
次

口
縁
部

は
ハ
ヶ
メ

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ

一
次

．二
次

言
縁

の
接

合
面
は
接

着
を
強
め
る
た
め
に
ハ

ヶ
メ
を
施
し
て
い
る
。

60
6

02
04
9

Ⅱ
E

26
S
L
－
0
1

流
れ
②

－
1
砂

層
（①

弥
生

土
器

高
杯　

－
4
．0
0

黄
褐
色

黄
褐
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

脚
部

は
ハ
ヶ
メ

脚
部

は
ナ
デ

脚
部

と
脚
頚

部
に
穿

孔
。

60
7

02
04
8

Ⅱ
F

28
S
L
－
0
1

流
れ

砂
層

中
弥
生

土
器

？
5
．2
0

8．
2
0

1・
80

黄
褐
色

黄
褐
色

1m
m

以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

脚
部

は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ

脚
部

は
ナ
デ　

脚
頂
部

は
ナ
デ

脚
頂

部
に
径

7ミ
リ
の
穿

孔
。

60
8

1
02
0
47

Ⅰ
H

′　
27

S
L
一
0
1

流
れ

西
岸

黒
色
粘

質
土

2面
弥
生
土

器
器
台

3．
9
0

4
．4
0
黄
灰
色

黄
灰
色

1m
m
以

下
の
石
英

．長
石

・雲
母

を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

全
面

工
具

ナ
デ
、ナ

デ
端
部

は
工

具
ナ
デ

、ナ
デ　

奥
は
未
調

整
脚
頂

部
は
ナ
デ
？
（凹

凸
あ
り
）
。

6
0
9

02
0
40

Ⅱ
N－

R
24
－
22

S
L
1
0
1

東
端
部

流
れ

木
材

の
下

砂
層
（①

中
須

恵
器

杯
蓋

5．
5
0

（1
3．
20

）
灰

色
明
灰

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
・雲

母
を
わ
ず

か

に
含
む

休
部

は
回
転

ナ
デ　

天
井
部

は
回
転

へ
ラ
削
り

休
部

は
回
転
ナ
デ　

鹿
部

は
回

転
ナ
デ

後
タ
タ
キ
？

6
3
1

0
19
94

Ⅱ
G

28
S
J－

0
1

（図
面

取
り
上

げ
）

弥
生
土

器
甕

黒
灰
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部

に
ハ
ヶ
メ
後

口
縁
部

に
横
ナ
デ

胴
部

は
ナ
デ

（圧
痕

残
る
）

言
綾

部

は
ハ

ヶ
メ

復
元

口
径

：2
2c

m
程

度
。外

面
頸

部
に
沈

線
廻

る
。

6
3
2

01
9
85

Ⅱ
I

31
S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
）

2
0．
30

16
・0
0

19
．1
0

3m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

全
面

ハ
ヶ
メ

胴
部

は
ナ
デ　

口
縁

部
～
頸

部
下

は
ハ

ヶ
メ

外
面
全

体
に
煤

、内
面

に
も
っ
ゲ
付

着
°成

．整
形

時
の
凹

凸
が
目
立
つ

。

63
3

02
00

3
Ⅱ

G
29

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

甕
（A

系
）

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
．

黒
色
粒

を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

肩
部

に
刻
目
突

帯
貼

付
後

全
面

に
ハ
ヶ

メ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

頚
部
は
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ

口
径

：3
2
cm

程
度

。

63
4

02
00

4
Ⅱ

G
29

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

甕
（A

系
）

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

1血
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず

か
に
含

む
良

好
全

面
に
ハ

ヶ
メ
後
頚

部
に
ナ
デ

全
面
ハ
ヶ
メ

口
径

：1
8
cm

程
度
。

63
5

01
98
4
－

Ⅱ
Ⅰ

31
S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

甕
（A

系
）

17
．8
0

（1
5．
0
0）

1
8．
00

5
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部

は
粗

い
ハ
ヶ
メ
（鹿

部
付

近
は
細

か
い
ハ
ヶ
メ
）

口
縁

部
は
ナ
デ

胴
部
は
細
か

い
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
粗

い
ハ
ヶ
メ

鹿
部
は
尖

り気
味

の
丸

底
か
。
内
面

鹿
部

に
コ
ゲ
が
付

着

外
面
所

々
に
煤

。
器
形

が
歪

む
。

63
6

0
19
92

Ⅱ
’G

2
8

8
J－

01
0
1．
02

吉
武

土
師

器
甕

（A
系
）

13
．9
0

（1
4．
8
0）

（1
8．
2
0）

灰
褐

色
灰

褐
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部
は
粗

細
両

方
の
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部

は
横

ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ
後

ハ
ヶ
メ
に
近

い
工
具

ナ
デ　

口
縁
部

は
横
ナ
デ

C
．D

系
の

影
響

。

63
7

0
15
65

Ⅱ
H

2
8

S
J－

01
、（
図
面
取

り上
げ
）

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
17

．3
0

16
・3
0

17
．2
0

黄
褐
色

黄
褐
色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

大
筋
タ
タ
キ
後

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
、鹿

部
は

ナ
デ　

口
縁

部
は
ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

鹿
部

と
口
縁

部
は
ナ

デ
尖

り気
味
の
丸

底
。胴

部
内
面
に
接

合
痕
が

目
立

つ
。

63
8

0
19
90

Ⅱ
－G

2
8

S
J
－
0
′1

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
17

．8
0

（8
・5
0
）

（2
0・
40

）
明
黄
褐

色
淡

橙
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

1長
石

．赤
褐
色
粒

を

少
し
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む
、

良
好

胴
部
は
太

筋
タ
タ
キ
後

部
分

ハ
ヶ
メ

ロ
緑

部
は
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

頸
部
下

に
ハ
ヶ
メ
残

る　
口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
．ナ

デ

63
9

02
00
5

Ⅱ
－G

29
S
J
一
0
1

吉
武

土
師

器
甕

（B
系

）
14

・2
0

14
．8
0

17
．8
0

黄
白
色

黄
白
色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部
は
大
筋

タ
タ
キ
後

下
半

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
は
ナ
デ　

頸
部

に
ハ
ヶ
メ
痕

胴
部

は
ヶ
ズ

リ　
口
縁

部
～
頸

部
は
ナ

デ
（一

部
ハ
ヶ
メ
痕
残

る
）

外
面

全
体

に
煤
付

着
。

6
3
10

0
19
91

Ⅱ
G

28
－S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

甕
（B

系
）

12
・2
0

13
．4
0

（1
7．
00

）
白
褐
色

白
褐

色
2
m
m

以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
．

赤
褐

色
．黒

色
粒

を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

は
太
筋

タ
タ
キ
後
部

分
ハ

ヶ
メ

ロ
縁

部
～
頚

部
は
横

ナ
デ　

ー

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

頸
部

下
に
ハ

ヶ
メ
残

る　
口
緑
部

は
横
ナ
デ

C
・D
系

技
法

の
強

い
影
響

か
。

6
3
1
1

0
19
93

Ⅱ
G

28
S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
甕

（山
陰
系

？）
4．
80

（1
3．
00

）
明
黄
褐

色
明

黄
褐

色　
－

2m
m
以

下
の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁

部
～
頚

部
は
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
～
頸

部
は
横

ナ
デ

6
3
12

02
0
10

Ⅱ
G

29
S
J－

0
1

北
側

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
甕

？
明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

2m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
一　

一
良
好

田
縁

部
～
頸
部

は
ナ
デ

頸
部

下
は
ヶ
ズ
リ　

ロ
縁
部

～
頸
部

は

ナ
デ

頸
部
外

面
の
列
点

文
が
全

周
す

る
？

63
13

01
9
58

Ⅱ
H

27
S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

二
重

口
縁
甕

（山
陰
系

）
15
．3
0

16
．9
0

（2
1．
60
）

明
黄
灰
色

5m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多
く
含

み
、赤

褐
色
粒

、雲
母

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

～
肩
部

に
横

ナ
デ

胴
部

に
ヶ
ズ
リ　

ー口
縁

部
～
頸

部
に
横

ナ
デ

肩
部

に
櫛

措
波

状
文

が
廻

る
。
胴

部
外
面

中
位

に
煤
仲

着
。

64
14

01
97

0　
－

Ⅱ
H

27
S
J－

0
1

下　
－

吉
武
土

師
器

甕
（C

系
）

19
．0
0

（1
5
．6
0）

（1
8
．5
0）

黄
白
色

暗
黄

灰
色

3m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
含

み
、雲

母
を
わ

ず
か
に
含

む
良
好

胴
部

は
細

密
な
タ
タ
キ
後

部
分

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
～
肩

部
は
横

ナ
デ　

鹿
部

は
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
後
底

面
に
指
頭

圧
痕

頸
部
下

に
ナ
デ
残
る　

言
縁

部
は
横

ナ

デ

鹿
部
は
少

し
尖

り気
味

の
丸
底

。器
壁
が

極
め
て
薄

い
。

64
15

01
97

2
Ⅱ

H
27

S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

甕
（C

系
）

18
・3
0

15
．4
0

2
1．
50

明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
含

み
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部

は
細

密
な
タ
タ
キ
後

部
分

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

横
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
後

頸
部

下
に
強

い
ナ
デ

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

横
ナ
デ

頸
部
内

面
に
爪

痕
の
よ
う
な
も
の
が

一
周
す

る
。

64
16

0
19
74

Ⅱ
H

28
S
J－

0
1

南
壁

中
吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

11
．3
0

（1
7．
0
0）

（2
0・
80
）

黄
白
色

黄
灰

色
4
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多

く
含

み
、
雲
母

を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

胴
部
は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部
一
肩

部
は
横

ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
、上

位
に
指
オ
サ

エ
や
ナ

デ　
口
縁
部

は
横
ナ
デ

64
17

0
19
76

Ⅱ
H

28
S
J－

01
南
壁

中
吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

17
．6
0

17
．6
0

（2
2．
4
0）

黄
白
色

2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
含

み
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部
は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部
～
肩

部
は
横

ナ
デ

頸
部
下

の
指
オ
サ
エ

後
胴

部
ヶ
ズ
リ
そ

し
て
口
縁
～
頸

部
下

に
横

ナ
デ

胴
部
外

面
中
位

に
煤
付

着
。

64
18

0
20
06

Ⅱ
－

G
2
9

S
J－

01
下
位

吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

14
．6
0

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
1－m

m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

肩
部
は
ナ
デ　

言
縁
部

～
頸
部

は
横
ナ

デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

頸
部
は
ナ
デ　

口
縁

部
は
横

ナ
デ

肩
部
に
ハ
字

形
ハ
ヶ
メ
列
点

文
が
廻

る
。

64
19

0
19
7
1

Ⅱ
H

2
7

S
J
－
0
1

下
吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
17

．5
0

17
．0
0

（2
2．
00

）
黄

白
色

黄
灰
色

．明
灰

色
4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
含
み

、雲

母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部
は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
若
干

工
具

ナ

デ　
言
縁

部
？頸

部
は
横
ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

口
縁

部
－
頸

部
は
横

ナ
デ

肩
部
に
ハ
ヶ
メ
列

点
文

が
廻

る
。
胴
部

外
面

に
煤
付

着
。

64
20

02
00
7

Ⅱ
G

29
S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
甕

（D
系

）
13

．2
0

（8
．0
0
）

（2
0．
g0

）
明
灰

色
黄

灰
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ

リ　
口
縁

部
は
横

ナ
デ

肩
部

に
列
点

文
が
廻

る
。

64
2
1

0
19
75

Ⅱ
H H I H ．G

28
S
J
1
0
1

両
壁

中

④ 2
6 （図
面

取
り
上
げ

）

吉
武

土
師
器

甕
（D

系
）

20
．8
0

18
．6
0

24
7・
0
0

明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少

し
含
み

、雲

母
．赤

褐
色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部

は
縦
ハ

ヶ
メ
後
一

部
横

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
～
肩

部
は
横

ナ
デ

胴
部

は
ヶ
ズ

リ　
口
縁

部
？胴

部
上

位

に
横

ナ
デ

頸
部

下
に
縦

じ
わ

（し
ぼ
り
！？
）や

指
押

え
あ
り。

胴
部
内

面

に
コ
ゲ
あ

り。

6
4
22

02
02
8

Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ

28
S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

甕
（D

系
）

17
．8
0

（1
8．
00

）
（2
4
・0
0
）

明
黄
褐

色
暗

灰
色

2m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
－

良
好

良
好

良
好

良
好

胴
部

は
パ
ケ
メ　

ロ
縁
部

は
ナ
デ
、指

オ

サ
エ

胴
部

は
ヶ
ズ
リ　

頸
部

下
に
指

オ
サ
エ

ロ
縁

部
は
ナ
デ

胴
部
外

面
中
位

に
煤

付
着

。

6
5
23

0
18
91

28
S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

二
重

言
縁
壷

（B
系

）
29
・5
0

（3
0
．0
0
）

60
．0
0

白
褐

色
白
褐

色
2m

m
以

下
の

石
英

・長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

肩
部

は
パ
ケ
メ
、ナ

デ

所
々
ミ
ガ
キ　

ロ
縁

部
は
横

ミガ
キ
や
横

ナ
デ

胴
部

は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁
部

～
頸
部

は
横

ナ
デ

口
縁
部

外
面

に
橙
色

の
、内

面
に
黒
色

の
付

着
物

が
そ

れ
ぞ
れ

1ヶ
所

ず
つ
あ
る
。

6
5
24

02
0
30

28
S
J－

0
1

吉
武
土

師
等

二
重

口
縁
壷

（B
系

）
7．
90

（2
0
．仲

）
黄

褐
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の

石
英

．長
石
・雲

母
を
わ
ず

か

に
含
む

頸
部

一
口
縁
部

は
ナ
デ

（頸
部
に
ハ
ヶ

メ
痕

）
口
縁
部

～
頸
部

は
ハ
ヶ
メ
後
ナ
デ

田
縁
端

部
は
部

分
的
に
粘
土

を
継

ぎ
足

し
て
い
る
。
口
緑

部
内
面

に
煤
状

黒
色

付
着

物
。

65
25

01
7
09

28
S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（B
系

）
暗
褐

色
～
白
褐
色

暗
褐

色
～

白
褐

色
径

1
m
m
程
の
長

石
、小

片
の

雲
母
を
多

め

に
含

む

二
次

言
縁
部

は
縦
ミ
ガ
キ
後
へ

ラ
描
線

刻
文
様

と
円

形
凸
文

貼
仲

二
次

口
縁
部

は
工

具
ナ
デ
？

一
次

言
馬

鐸
の
横

で
出
土

（出
土
状

況
の
写

真
あ
り
）
。

縁
と
の
接
合

部
は
ナ
デ

付
け

1
－

1

8 海
面

苺 叫
誌

・

渦 柵



報
告
書

挿
図
番
号

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
・出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）の

法
量

と
特
徴

〈
法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

器
種

器
高

口
．器
受
部
径

最
大
径

底
・脚
裾
．舶

径
色

調
－

胎
土

焼 成

調
査

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色

調
外
面

調
整

内
面
調

整

65
2
6

0
20
33

Ⅱ
H

2
8

S
J－

01
（図

面
取

り上
げ
）

吉
武

土
師

器
二
重

言
縁

壷
（B

系
）

5
1．
40

（2
5．
40

）
49

．2
0

明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
5
m
m
以
下

の
石
英

・長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

口
縁

部
～
胴

部
は
ハ
ヶ
メ
後

鹿
部

付
近

に
ヶ
ズ
リ
に
近
い
ナ
デ　

口
縁

端
部

は
ナ
デ

胴
部

外
面

中
位
に
黒

班
2
つ　

胴
部

内
面

に
接
合
痕

あ
り

′

65
2
7

0
20
3
1

Ⅱ
H

2
8

S
J一

01
②

吉
武

土
師

器
二

重
言
縁

壷
（B

系
）

8．
20

（2
2．
40

）
黄
橙
色

黄
橙
色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

頚
部
は
ハ
ヶ
メ　

一
次
－

一
次

口
縁
部

は
ナ
デ

頸
部

は
ナ
ァ　

一
次
～
＿

次
口
縁

部

は
ま
ば
ら
な
横

ミガ
キ

言
縁

部
内

面
に
黒
珪

°

65
2
8

0
19
64

Ⅱ
H

2
7

S
J－

0
1

下
吉
武

土
師

器
二

重
口
縁

壷
（B

系
）

（2
3．
6
0）

黄
褐

色
黄

褐
色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
含
み

、雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

一
次
口
縁

部
は
ナ
デ　

＿
次

口
縁

部

は
ハ
ヶ
メ　

端
部

は
横
ナ
デ

＿
次

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ　

一
次

口
縁

と

の
接
合

部
は
ナ
デ
付

け

言
縁

端
部

外
面

の
一
部

に
黒
斑

あ
り
。

65
2
9

0
19
96

Ⅱ
G

2
8

S
J－

0
1

（図
面
取

り上
げ
）

吉
武

土
師

器
二

重
口
縁

壷
（B

系
）

（3
0．
㈹

）
黄

白
色

～
淡
橙

白

色

黄
白
色

～
淡
橙

白

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
含

む
良
好

一
次
口
縁

部
は
ナ
デ　

＿
次

口
縁

部

は
ハ
ヶ
メ

頸
部

は
ナ
デ　

口
縁
部

は
ハ
ヶ
メ

二
次

口
緑

部
が
接

合
面
で
割
れ

て
い
る
。

65
3
0

0
20
32

Ⅱ
G
．H

2
8

S
J－

0
1

（③
吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

22
．8
0

（1
7．
00

）
20

．0
0

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．赤
褐
色
粒

を

少
し
含

む
良
好

胴
部
は
大

筋
タ
タ
キ
後

樅
ナ
デ　

口
縁

部
は
ナ
デ

胴
部

は
粗
い
ヶ
ズ
リ
、鹿

部
は
ナ
デ　

口

縁
部

～
胴
上

位
は
ナ
デ
、指

オ
サ
エ

内
面

の
ケ
ズ
リ
は
棒

や
ヘ
ラ
状
工

具
の
先
端

、指
な
ど
で

削
っ
た
よ
う
な
痕
跡

で
、ケ

ズ
リ
の
単
位

が
不

明
瞭

。

67
31

02
02

9
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

1
5

吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

17
．8
0

（1
5．
00

）
（2
5．
㈱

）
明
黄

褐
色

一
明
黄

灰
色

黄
灰
色

～
灰
色

2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部
は
細

か
い
ハ
ヶ
メ
後

粗
い
ハ

ケ
メ

ロ
縁

部
は
ナ
デ
後
粗

い
ハ
ケ
メ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

頸
部

下
は
指

オ
サ
エ

、ナ
デ　

口
縁
部

は
ナ
デ

胴
部

内
面

の
ハ
ヶ
メ
を
頸

部
下

の
接
合

痕
が
切

る
。B

系

の
成

形
法

が
判
る
資
料

。

67
32

01
96

1
Ⅱ

H
27

S
J－

0
1

下
吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

14
．6
0

16
．9
0

淡
赤

褐
色

暗
黄
褐

色
4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

粒
を
少
し
含
み
、

雲
母

．赤
褐

色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部
は
縦

ハ
ヶ
メ
後
雑

な
部
分

ハ
ヶ
メ

ロ
縁

端
部

は
ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ

若
干
右

上
が
り
の
粘

土
紐

接
合

痕
が

内
面

（外
面

に
も
少

し
）に

は
っ
き
り残

っ
て
い
る
。
内
外
器

表
面

が
ク
レ
ー
タ
ー

状
に
は
じ
け
て
い
る
。

67
33

01
98

7
Ⅱ

Ⅰ
31

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

15
．3
0

（2
7．
0
0）

黄
褐

色
、所

々
橙

色

黄
褐

色
、所

橙々

色

5
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
や
や
多

く
、雲

母
．赤

褐
色

を
わ
ず

か
に
含

む
良

好
胴

部
は
ハ

ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
ナ
デ　

最

後
に
頸
部

の
突
帯

貼
付

の
ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
～
頸

部
下

は

ナ
デ

胴
部
内

面
に
接
合

痕
あ
り。

67
34

01
97

7
Ⅱ　

－
H

28
S
J－

0
1

南
壁

中
吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

15
．5
0

（3
4．
㈱

）
明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
含

み
、雲

母
．黒

色
に
光

る
鉱

物
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
胴

部
は
ハ

ヶ
メ
後
上

半
に
ミ
ガ
キ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ

．1－
　　
　　
　　－
・　
・．、
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

．し

胴
部
内

面
の

中
位

以
下
に
コ
ゲ
？付

着
。
上
位

に
接
合

痕

°

67
35

01
99

7
Ⅱ

G
28

S
J－

0
1

2
5

吉
武

土
師
器

壷
（B

系
）

9．
60

（1
2
．5
0）

明
黄

褐
色

～
淡
橙

褐
色

明
黄

褐
色

～
淡
橙

褐
色

2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部

は
タ
タ
キ
後

縦
ハ

ヶ
メ

胴
部
中
位

は
ナ
ァ
に
近
い
ヶ
ス
リ
、上

位

は
ナ
デ

復
元
頚

部
径

：1
0
．2
c
m
。肩

部
下
に
接
合

痕
あ
り
。

67
36

01
98

6
Ⅱ

I
31

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

壷
（B
系

）
2
6．
30

（2
9
．0
0）

明
黄
褐
色

～
橙
褐

色

明
黄

褐
色

～
橙
褐

色

2
m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少
し
、雲

母
．

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好

胴
部

は
ハ

ヶ
メ
後
ミ
ガ
キ
さ
ら
に
下
位

に

ヶ
ズ
リ
の

よ
う
な
ミ
ガ
キ　

ロ
縁

部
は
横

ナ
デ
、一

部
横
ミ
ガ
キ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ　

上
位

は
ナ
デ

後
ヶ
ズ

リ　
口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ
後

横
ナ
デ

所
々
に
煤

の
よ
う
な
黒

い
付

着
物
あ
り
°

67
37

02
00

9
Ⅱ

G
29

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

壷
（A

系
）

18
．6
0

（2
8
．2
0）

6．
00

黄
褐

色
黄
褐

色
6
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

一一一1，
．　
　　
　　
　　
　　
　　

奇
・

良
好

胴
部

中
位
は
ハ
ヶ
メ
、下

位
は
ナ
デ

．

胴
部
は
ハ
ヶ
メ　

鹿
部
は
ナ
デ

立　
サ　
　
ー1．

胴
部
外

面
中
位

に
煤

、内
面
鹿

部
に
炭
化
物

が
付

着
。

立　
≠　
　　

廿
やた

、′
　　

．
外
面　

半
に

67
38

01
56

0
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

（図
面
取

り
上
げ

）
吉

武
土

師
器

壷
（A

系
）

2
8．
20

16
．6
0

2
6．
00

6．
0
0
橙
褐

色
～
黄

褐
色

橙
褐

色
～
黄

褐
色

5m
m
以

下
の
石

失
．長

石
を
少
し
、云

母
を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

胴
部

は
ハ

ヶ
メ
後
下

半
に
ナ
ァ　

口
縁

部
は
縦

ハ
ヶ
メ
後
端

部
に
ナ
デ

胴
部
は
ハ
ヶ
メ
（鹿

部
に
ナ
ア
残

る
）

口
縁
部

は
ナ
デ

ノと

鹿
部
は
右

干
丸

み
を
宵

び
た
平

底
。
胴
部　
　

下　
～

煤
付
着

。

69
39

01
9
60

Ⅱ
H

27
S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

士 宴
21
．7
0

14
．2
0

19
．8
0

明
黄
褐

色
、所

々

明
赤
褐

色

明
黄

褐
色

、所
々

明
赤

褐
色

5m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
含

み
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

全
面
ハ

ヶ
メ
後

口
縁

部
横

ナ
デ

′く

胴
部
は

（ハ
ヶ
メ
後

）工
具

ナ
ァ　

口
縁

部
は
横
ナ
デ

魚
立

外
面
に
比

べ
内
面

は
多

く
の
砂
粒

が
動
い

て
い

る
。

69
40

0
19
99

Ⅱ
－

G
28

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

外
反

口
縁
鉢

（C
系

）
6．
90

11
．9
0

11
．0
0

明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

ハ
ヶ
メ
後

ま
ば
ら
な
横
ミ
カ
キ　

鹿
部
は

ヶ
ズ
リ

胴
部
は
ナ
ァ　

口
縁

部
は
パ
ケ
メ
や
ナ

デ
‾　
　　

立　
　　

す　
・
’

69
41

0
14
27

Ⅰ
G

28
S
J－

0
1

0
4

吉
武
土

師
器

外
反

口
縁
鉢

（C
系
）

6・
10

（1
2
．0
0）

10
．0
0

明
黄
褐

色
、灰

褐

色

明
黄
褐
色

、灰
褐

色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

言
綾
部

～
胴
部

上
半

は
縦
ハ
ケ
メ　

胴

部
下

半
は
ヶ
ズ
リ

立　
　　
　　
　　
　　
　

－　
す
、

胴
部

は
ナ
デ　

言
縁

部
は
横

ハ
ヶ
メ

外
面
の
ハ

ヶ
メ
調

整
部
分

に
煤
状

の
黒
色

付
着

物
が

廻

る
。

69
42

0
14
34

Ⅱ
H

28
S
J－

0
1

11
吉

武
土

師
器

小
型
丸

底
壷

（C
系
）

8．
3
0

10
．0
0

11
．0
0

黄
褐
色

黄
褐

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

胴
部
は
下
半

が
ヶ
ス
リ
に
近
い
ナ
ァ

、上

半
が
ハ

ケ
メ
後
横

ミガ
キ　

ロ
縁
部

は

ナ
デ ・　

立　
　

、　
ナ　
　　
　　
　　
　　
　

ノ㎡

全
面
ナ
デ

6
9
43

0
19
82

Ⅱ
Ⅰ

28
S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

小
型

丸
底

壷
（C

系
）

7．
3
0

9．
00

9．
90

明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む

一一こト
　　
　　－

良
好

ま
ず
胴

郡
上

半
に
ハ
ヶ
メ　

そ
の
後

胴

部
は
横

ミガ
キ　

ロ
縁
部

は
横
ナ
デ
、横

ミガ
キ

胴
部

は
下

半
に
工

具
ナ
デ

、上
半

に
ナ

デ　
口
縁

部
は
横

ミガ
キ

外
面

は
磨

滅
°
内
外
器

表
面

は
ク
レ
ー
タ
ー
状

に
は
じ
け
と

ん
で
い

る
。

6
9
44

02
0
11

Ⅱ
G

29
S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

外
反

言
縁
鉢

（C
系
）

5・
6
0

16
．0
0

明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず

か

に
含
む

．一一L・
一

良
好

全
面

ナ
デ
？

立

胴
部

は
ナ
ァ

、鹿
部

は
指
オ
サ
エ　

ロ

縁
部

は
ハ

ヶ
メ

久
住

Ⅲ
類

．重
藤
鉢

3式
。

6
9
45

02
0
12

Ⅱ
G

29
S
J
一
0
1

下
位

吉
武
土

師
器

小
型

丸
底

壷
（C

系
）

3．
8
0

8．
0
0

明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
1m

m
以

下
の

石
失

．長
石

．雲
母

を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

胴
部
は
雑
な
横
ミ
カ
キ　

頸
部
は
ナ
ア

（

ハ
ヶ
メ
痕

あ
り）

胴
部

は
ナ
ァ

、工
六

ナ
ァ　

口
緑

郡
は

ナ
デ 立　
　　
　

つ　）
　
「「
換

立

6
9
46

02
03
8

Ⅱ
H

28
S
J
－
0
1

③
吉

武
土
師

器
脚
付

小
型

丸
底
壷

（－C
系

）
8
．4
0

（1
0．
00

）
（1
0
．8
0
）

赤
橙
色

1m
m
以

下
の
石
英

．長
石

．雲
母

を
わ
ず

か

に
含
む

一1｝
一　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
手

良
好

ハ
ヶ
メ
後

ま
ば
ら
な
横
ミ
ガ
キ

立　
ま　

－．
1

　ヽ　
　　

縁
立

は
ナ

胴
部

は
ナ
ァ　

口
緑

部
は
横

ハ
ヶ
メ

脚
部

は
ナ
デ

久
住

0類
．重

藤
鉢

1式
。

69
47

02
01
3

Ⅱ
G

29
S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
高
台

付
鉢

6
．3
0

8．
0
0

8．
4
0

4
．0
0
黄
褐
色

黄
褐
色

3m
m

以
下

の
石
失

．長
石
を
や
や
多

く、
云

母
を
わ
ず
か

に
含

む
1

－－－1ゴ
ー　
　　
　　

帝
、　
　　
　　

ヽ

良
好

胴
部
も
ナ
ァ
後
ノ

ヶ
メ　

ロ　
都

デ
全
面

ナ
デ

69
48

02
01
7

Ⅱ
G

29
S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
低
脚

付
鉢

5
．3
0

9
・2
0
明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
1m

m
以
下

の
石
失

．長
石

．云
母

を
わ
ず

カ

に
含
む

良
好

脚
部

一
鉢
部

は
ナ
デ

脚
部

は
ナ
デ　

鉢
部
は
暗

文
風

ミガ
キ

立　
　　
　　
　　

、
、　
　
た　
　　
　　
　　
　

立

69
49

02
00

1
Ⅱ

G
28

S
J－

0
1

25
吉
武

土
師

器
低
脚

付
鉢

（B
系

）－
3
・7
0

9
．0
0
明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
1m

m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ

ず
か

に
含
む

良
好

脚
部

一
鉢
部

は
ナ
デ

脚
部

は
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
メ　

鉢
部

田　
、　
　　

く

69
50

0
19
59

Ⅱ
H

27
S
J－

01
下

吉
武

土
師

器
4、
型

壷
12

．1
0

10
．5
0

13
．8
0

明
赤
褐
色
．明
黄
褐
色
．

暗
褐
色
～
黒
色
の
ス
ス

明
黄
褐

色
5
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少
し
含
み

、雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

を
心　
　　

色

良
好

全
面
粗
い

ハ
ヶ
メ

胴
部

は
工
具

ナ
ァ　

言
縁

部
～
頚
部

は
ハ
ヶ
メ

外
面

全
体

の
5
分
の
2
を
煤

が
覆

う
。

69
5
1

0
19
98

Ⅱ
G

2
8

S
J－

01
吉
武

土
師

器
4
、型

壷
13

・0
0

1
1・
90

13
・2
0

明
橙
裾

色
功
橙
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石　

タ
し
、赤

褐

粒
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

全
面
ハ
ヶ
メ

胴
部

は
ナ
デ　

口
縁

部
は
ハ
ヶ
メ

胴
部

外
面

下
半

に
煤
付

着
。

69
5
2

0
07
55

Ⅱ
G

29
S
J－

0
1

吉
武

土
師

器
長
頸

壷
（C

系
）

9
．0
0

10
．4
0

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず
か

に
含
む

以
下

の
石
英　
　　

赤
褐
色
粒

．車

良
好

全
面
ナ
デ
？
（磨

滅
に
よ
る
）

全
面

ナ
デ

胴
部

外
面

下
位

に
黒
色

付
着

物
が
廻

る
。

69
5
3

0
20
34

Ⅱ
H

2
8

S
J－

0
1

2
6　
－

吉
武

土
師
器

長
頸
壷

（C
系

）
10
．3
0

（7
．0
0）

明
黄

褐
色

一
明
橙

色

明
黄
褐

色
一
明
橙

色

1
m
m

款
下

の
石
失

．長
石

．′
、　

址
云

母
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

長
頚
部

は
ナ
デ

長
頚

部
は
ナ
デ

外
面

色
調

。

69
5
4

0
20
0
8

Ⅱ
G

29
S
J－

0
1

下 3
0

吉
武

土
師
器

長
頸
壷

（C
系

）
11
・3
0

12
・2
0

10
．8
0

一明
黄

褐
色

一
明
橙

褐
色

明
黄
褐

色
一
明
橙

褐
色

1m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
・赤

褐
色

粒
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

良
好

良
好

良
好

良
好

胴
部
上

半
は
ナ
デ
？

長
頸
部

は
ハ
ヶ

メ
後
横

ナ
デ

胴
部

上
半

は
ナ
デ　

長
頸
部

は
暗
文

風
の
ミガ

キ
頚
部

外
面

に
沈
線

。
長
頚

部
内

面
に
黒
斑

°

69
55

01
97

8
Ⅱ

H
27

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

長
頸
壷

（C
系

）
6・
30

15
・1
0

（6
・3
0）

8．
40

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
3
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
・

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
長

頸
部

は
ナ
デ

長
頸
部
は
ナ
デ

長
頸
部
外

面
に
櫛

措
波

状
文

あ
り
。

69
56

02
00

0
Ⅱ

G
28

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

二
重

口
縁

長
頸

壷
（山

陰
系
）

淡
橙

褐
色

淡
橙

褐
色

1m
m
以
下

の
石

英
・長

石
を
少

し
、雲

母
．

赤
褐
色

粗
を
わ
ず
か

に
含

む
長

頸
部

は
横
ナ
デ

ノ、
　　
　　
　　
　ノ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

旦山

長
頚
部
は
横

ナ
デ

ー・
　
磨
．

口
径

：1
1
cm

程
度

。

受
部

内
面
底

は
ク
レ
ー
タ
ー
状
に
器

表
面
が
弾

け
飛
ぶ
。

69
57

00
69

1
Ⅱ

Ⅰ
33

S
J－

0
1

弥
生
土

器
器

台
茶
褐

色
～
橙

褐
色

茶
褐

色
～
橙

褐
色

1m
m
以
下

の
石

英
・長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

全
面
縦

ハ
ヶ
メ
後

受
部

・脚
部
の
堀

部

に
ナ
デ

柱
部
は
指
ナ
ァ　

又
部

と
脚

部
は
ハ
ヶ

メ 受
部
は
ハ
ヶ
メ
（後

ミ
ガ
キ
？）

立
ち
上

が
りは

ナ
デ

69
58

02
03

7
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

小
型
器

台
（C

系
）

10
．0
0

明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
．

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
受

部
は
横

ミガ
キ　

立
ち
上
が

りは
ナ
デ

海
面

苺 ．．
喜

渦 鄭 ト
一
一
Ⅰ

的 ＼
1



報
告

書

挿
図
番

号
登

録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地

点
土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

こ．
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

d
器

種
器

尚
言
・器

受
部
径

最
大
径

底
・脚
裾
－高
台
径

色
調

胎
土

焼 成
調

整
備
考

様
式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
外

面
色

調
内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
査

69
59

0
20

16
Ⅱ

G
29

S
J－

0
1

下
位

吉
武

土
師
器

椀
5
・4
0

10
．1
0

4．
30

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
5
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

・雲
母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

休
部
は
ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ　

鹿
部

は
ナ
デ

全
面

ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ

鹿
部

は
平
底

（粘
土
貼

仲
）
。

69
6
0

0
19
88

Ⅱ
Ⅰ

31
S
J－

01
吉
武

土
師
器

椀
5
．7
0

（1
4．
40

）
（5
．0
0）

黄
褐

色
、一

部
橙

色
黄

褐
色

、一
部
橙

色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

鹿
部
は
ヶ
ズ
リ
の
よ
う
な
ナ
デ　

休
部

は

ナ
デ

全
面

工
具

ナ
デ

内
面

に
黒
斑

あ
り
。

69
6
1

0
20
15

Ⅱ
G

29
SJ

－
0
1

吉
武

土
師

器
椀

6
．5
0

6
．0
0

黄
褐
色

黄
褐
色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

体
部

は
ハ
ケ
メ　

鹿
部

は
ナ
デ

ナ
デ　

端
部
は
ハ
ヶ
メ

平
底

に
近
い
丸

底
（薄

く
粘
土

を
貼

仲
）
。

69
62

0
19
66

Ⅱ
H

27
S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
碗

5．
90

9
．9
0

3
・9
0
黄
固
色

黄
褐
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
含
み

、雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

全
面

ナ
デ

全
面

（工
具

？
）ナ

デ
鹿
部

外
面

に
革
の
痕

跡
ら
し
き
も
の
あ
り
。鹿

部
外

面
に
黒

斑
、
内
面
に
工

且
痕

。

69
63

0
15
62

Ⅱ
H

28
S
J
1
0
1

（図
面

取
り上

げ
）

吉
武
土

師
器

椀
（6
．3
0
）

15
．0
0

黄
灰
色

黄
灰
色

1m
m
以

下
の

石
英

．長
石

．雲
母

を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

全
面

ハ
ヶ
メ
後

ナ
デ
、指

オ
サ
エ

体
部

下
半

は
ナ
デ

、上
半

は
パ
ケ
メ

内
面

は
大
半

が
黒
斑

。

6
9
64

02
01
4

Ⅱ
G

29
S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

椀
6．
10

11
・2
0

11
．4
0

4
．0
0
明
橙
褐

色
明
橙

褐
色

2m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

全
面

ナ
デ

全
面

ナ
デ

鹿
部

は
平
底

（薄
く粘

土
貼
仲

？
）。

6
9
65

01
9
73

Ⅱ
H

27
S
J－

q
l

東
（下

の
砂
層

）
手

づ
く
ね
土
器

椀
2．
30

5．
90

明
黄
褐

色
明
黄

褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少

し
含

み
、雲

母
．赤

褐
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

全
面

指
ナ
デ

全
面
平

滑
な
ナ
デ

端
部

に
切

り
込
み
を
作
っ
て
ナ
デ
仕
上

げ
す
る
。

69
66

01
9
65

Ⅱ
H

27
S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

椀
5．
40

11
．0
0

4．
3
0
黄

白
色

黄
白
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

椀
部

は
ナ
デ
、指

オ
サ
エ
後

端
部

は
横

ナ
デ　

鹿
部
は
指
ナ
デ

鹿
部
に
工

具
ナ
デ
後

全
面
横

ナ
デ

外
面
に
は
凹

凸
が

目
立

つ
。

69
67

01
96

7
Ⅱ

H
－

27
S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

椀
5．
60

9．
80

明
黄

褐
色

黄
灰

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
全

面
ナ
デ

全
面
ナ
デ

外
面
は
や
や

凹
凸

、内
面

は
平
滑

。端
部
は
不

整
形

な
面

取
り
。端

部
は
縦

し
わ
状

凹
み
多

い
。

69
68

01
42

8
Ⅱ

G
28

S
J－

0
1

0
5

吉
武

土
師
器

椀
（B

系
）

5．
30

（1
1
・2
0）

黄
褐

色
～
灰

褐
色

黄
褐

色
～
灰

褐
色

1m
m
以
下

の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
全

面
に
粗

い
パ
ケ
メ

全
面
に
工
具

ナ
デ　

端
部

は
ナ

デ
外

面
に
黒
斑

。

69
69

0
20
02

Ⅱ
G

28
S
J－

0
1

（図
面
取

り上
げ
）

吉
武

土
師
器

碗
（B

系
）

5
．8
0

12
．0
0

黄
褐

色
黄
褐
色

1m
m
以
下

の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
全

面
ナ
デ

（鹿
部

は
ヶ
ズ
リ
に
近

い
）

全
面
に
反
時

計
回
り
の
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
メ

両
面
に
黒
斑

。

70
7
0

0
19
83

Ⅱ
Ⅰ

2
8

S
J－

0
1

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系
）

8
．1
0

26
．1
0

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母

．赤
褐

色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

0不
都
全

体
に
ハ
ヶ
メ
後

横
ナ
デ
そ

し
て

暗
文
風

ミガ
キ

杯
部

全
体

に
ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ
そ
し
て

暗
文

風
ミ
ガ
キ

70
7
1

0
20
18

Ⅱ
G

29
S
J－

01
下
位

吉
武

土
師

器
高
杯

（B
系
）

15
．6
0

2
1．
00

15
．0
0
明
橙
褐

色
明
橙
褐

色
6
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
・

赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

脚
部
は
ハ
ヶ
メ　

杯
下

半
は
ナ
デ　

畔

上
半
は
ハ
ヶ
メ
後

端
部

に
ナ
デ

脚
部

は
ハ
ヶ
メ
後

奥
や
端

部
に
ナ
デ

杯
鹿

部
は
ナ
デ　

杯
上

半
は
ハ

ヶ
メ
後

端
部

に
ナ
デ

70
72

0
20
19

Ⅱ
G

29
S
J－

01
吉
武

土
師

器
高
杯

（B
系

）
12

・7
0

2
1．
00

明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

脚
裾

部
は
ハ

ヶ
メ　

杯
部
は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
所
々
ミ
ガ
キ

杯
部

は
ナ
デ
も
し
く
は
ミガ

キ　
端
部

に

ハ
ヶ
メ
残

る

脚
裾

部
外

面
か

ら
4ヶ

所
穿
孔

。
内
外
器

表
面

は
ク
レ
ー

タ
ー
状
に
弾

け
飛

ぶ
。

7
0
73

0
14
29

Ⅱ
H

28
S
J
－
0
1

（②
吉
武

土
師

器
高
杯

（B
系

）
9
．0
0

11
．5
0
明
黄
褐

色
一
明
橙

褐
色

明
黄
褐

色
一
明
橙

褐
色

2m
m

以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ

ず
か

に
含
む

良
好

脚
裾

部
は
縦

ハ
ヶ
メ
、端

部
は
ナ
デ

脚
柱

部
は
ナ
デ　

杯
部

は
ミガ

キ

脚
裾

部
は
ハ
ヶ
メ
、
端
部

は
ナ
デ　

杯

部
は
ナ
デ
？
（磨

滅
）

脚
裾

部
外

面
か
ら
焼
成

前
に
4
ヶ
所

穿
孔

。
杯

．脚
の
接

合
部

に
工
具

痕
。

7
0
74

02
0
36

Ⅱ
G

28
S
J
－
0
1

（図
面

取
り
上

げ
）

吉
武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
11
．2
0

（1
8．
00

）
赤

橙
色

赤
橙
色

2m
m
以

下
の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
．

赤
褐

色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

杯
部

は
ハ
ヶ
メ
？
（全

面
磨

滅
）

脚
裾

部
は
ナ
デ
？
（磨

滅
）

杯
鹿

部
は

ナ
デ　

杯
上

半
は
ハ

ヶ
メ
後
ミ
ガ
キ

脚
裾
部

外
面
か
ら
4ヶ

所
穿
孔

。

70
75

02
0
27

Ⅱ
G

29
S
J－

0
1

最
下
層

－
吉

武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
6．
5
0

13
．4
0
黄

褐
色

黄
褐

色
1m

m
以

下
の
石

英
・長

石
．雲

母
を
わ
ず

か

に
含

む
良
好

脚
裾

部
は
ハ
ヶ
メ
や

ナ
デ

脚
裾
部

は
ナ
デ

脚
裾
部

外
面

か
ら
焼

成
前

に
3
ヶ
所

穿
孔

。
脚
裾

．脚
柱

の
接
合

面
残

る
。

70
76

01
9
63

Ⅱ
H

27
S
J■

0
1

下
吉

武
土

師
器

高
杯

（B
系

）
9・
80

（1
5．
20

）
淡

橙
色

淡
橙

色
3m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．赤

紫
粒

を
や
や

多
く
含
み
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

脚
部

は
ハ
ヶ
メ

脚
部
は
シ
ポ
リ
痕

の
上
か

ら
ナ
デ

脚
裾
部

外
面

か
ら
焼

成
後

に
穿
孔

。
脚
柱
部

に
沈
線

が

3
分

の
2周

す
る
。脚

裾
端

に
黒
斑

。

70
77

01
96

2
Ⅱ

H
27

S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

高
杯

（C
系
）

7．
30

（2
1・
20
）

淡
橙

色
淡
橙

色
2m

m
以

下
の
石

英
・長

石
粒
を
わ
ず
か

に

含
む

良
好

杯
部

は
パ

ケ
メ

杯
部
上

半
に
ハ
ヶ
メ
後

杯
全

体
に
ナ
デ

70
78

02
02

2
Ⅱ

G
29

S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

高
杯

（C
系

）
11
．0
0

（1
3－
60

）
明

黄
褐
色

明
黄

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
・雲

母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず

か
に
含

む
良

好
脚

部
は
磨

滅
し
て
不
明　

土不
部
は
ハ
ヶ

メ
も
し
く
は
ミガ

キ

脚
部
は
磨

滅
し
て
不

明　
杯
部

は
ハ
ヶ

メ
後

放
射

状
ミ
ガ
キ

脚
裾
部

外
面

か
ら
4
ヶ
所
穿

孔
。
脚
柱

部
内

画
に
シ
ポ
リ

痕
？

70
7
9

02
02

5
Ⅱ

G
29

S
J－

0
1

下
位

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系

）
7．
50

14
・2
0

7．
50

黄
褐

色
黄
褐

色
1m

m
以
下

の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
脚

部
は
ハ
ヶ
メ　

杯
部
は
ナ
デ

脚
部
は
ハ
ヶ
メ
後

奥
や

端
部

に
ナ
デ

杯
鹿
部

は
充

填
後

放
射

状
ハ

ヶ
メ

杯
部
は
反
時

計
回
り
の
す
だ
れ
状

ら
せ

ん
ハ
ヶ
メ

杯
・脚

部
外

面
端

部
に
黒

斑
。

70
8
0

0
20
24

Ⅱ
G

2
9

S
J－

0
1

下
位

吉
武

土
師
器

高
杯

（B
系
）

7
．7
0

15
．0
0

10
．6
0
明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

脚
部
は
ナ
デ　

有不
部

は
ハ

ヶ
メ

脚
部
は
す
だ
れ
状

螺
旋

ハ
ヶ
メ
後

端
部

に
ナ
デ　

ゴ不
部
は
ハ

ヶ
メ

杯
部

外
面

に
黒
斑

。

70
8
1

0
20
35

Ⅱ
H

2
8

S
J－

01
2
6

吉
武

土
師

器
高
杯

黄
褐

色
黄

褐
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

杯
部
は
ハ
ヶ
メ
後

細
密

横
ミ
ガ
キ

杯
部

は
ハ
ヶ
メ
後

下
半

に
ミガ

キ
、上

半

に
ナ
デ

70
8
2

0
20
26

Ⅱ
G

2
9

S
J－

01
吉
武

土
師

器
高
Ⅰ不

明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
．

赤
褐

色
粒

を
わ

ず
か
に
含

む
良
好

j不
部
は
ナ
デ

杯
部

は
ナ
デ

杯
部

に
櫛
措

波
状

文
が
廻

る
。

70
8
3

02
02
0

Ⅱ
G

2
9

SJ
－
0
1

吉
武

土
師

器
高
杯

（D
系
）

12
．2
0

（2
2．
00

）
黄
橙
色

黄
橙
色

1
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

有不
．脚

と
も
ハ
ヶ
メ
後
横

ナ
デ
や
ミ
ガ
キ

脚
部

は
ナ
デ　

杯
鹿
部

は
ハ
ヶ
メ
後

ミ

ガ
キ
（そ

れ
以
外

は
磨
滅

し
て
不

明
）

7
0
84

02
02

1
Ⅱ

G
29

S
J
－
0
1

吉
武

土
師

器
高
杯

（D
系
）

12
．8
0

（2
2．
00

）
明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
1
m
m

以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母

を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

脚
部
は
ハ
ヶ
メ
後

細
密
横

ミ
ガ
キ　

杯

部
は
（ハ

ヶ
メ
後

）横
ミ
ガ
キ　

端
部

は

ナ
デ

脚
柱

部
は
ナ
デ　

杯
部

は
ハ
ヶ
メ

7
0
85

02
02
3

Ⅱ
G

29
S
J
－
0
1

吉
武
土

師
器

高
塀

（D
系

）
6
・8
0

12
．2
0

黄
橙
色

黄
橙
色

2
m
m

以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母

．赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

磨
滅

に
よ
り
不
明

磨
滅

に
よ
り不

明
脚
裾
屈

曲
部

に
2
ヶ
所

穿
孔

。
脚
頂

部
凸
面

付
加

法
の

痕
跡

残
る
。

7
1
86

02
0
39

Ⅱ
H

28
S
J
－
0
1

（②
吉

武
土

師
器

鉢
20
．4
0

（1
7
．2
0
）

明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
5m

m
以

下
の

石
英

．長
石
を
や
や
多

く、
雲

母
．黒

色
粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

下
半

は
ヶ
ズ
リ
？

口

縁
部

～
頚
部

は
横

ナ
デ

胴
部

下
半
は
ナ
デ

？
上
半

は
ハ
ヶ
メ

ロ
縁

部
は
ナ
デ
？

両
面

と
も
磨
滅

。

7
1
87

0
19
68

Ⅱ
H

27
S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

鉢
13
．7
0

24
．8
0

明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

4m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
含

み
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ
後
部

分
的
に
ナ
デ

胴
部

は
ハ

ヶ
メ
後
ま
ば
ら
な
ナ
デ

割
れ
部

分
は
ほ
ぼ

同
じ
高

さ
で
揃

い
、断

面
も
平
滑

。打
ち

欠
い
た
か

、あ
る
い
は
粘

土
紐

接
合

部
で
き
れ
い

に
割
れ

た
た
め
か
。

蓋
と
し
て
用

い
た
可

能
性
も
あ
る
。

胴
下

半
に
黒
斑

O

7
1
88

01
9
69

Ⅱ Ⅱ Ⅱ

H I I

27
S
J－

0
1

下
吉

武
土

師
器

鉢
あ
る
い

は
有
孔
鉢

（B
系
？
）

13
．4
0

（2
7
・0
0）

（1
4
・0
0）

5．
2
0

淡
橙
色

一
明
黄
褐

・

色

淡
橙

色
～

明
黄
褐

色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
含

み
、赤

褐
色
粧

．雲
母

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

体
部

は
ハ

ヶ
メ
後
上

半
に
ナ
デ　

端
部

は
横

ナ
デ

体
部
は
ハ
ヶ
メ　

端
部
は
横

ナ
デ

休
部
外

面
下

半
は
所

々
器
表

面
が
弾

け
飛
ん
で
い
る
。

7
1
89

01
9
89

31
S
J－

0
1

吉
武
土

師
器

有
孔
鉢

（B
系
）

－こ土
r

璽

9．
20

19
．4
0

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

3m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
・

赤
褐
色

を
わ

ず
か
に
含

む
良
好

良
好

ヶ
ズ
リ
後

ナ
デ　

端
部
は
横

ナ
デ

ハ
ヶ
メ
後
上

半
に
工
具

ナ
デ　

端
部

は

横
ナ
デ

鹿
部
に
シ
ャ
ー
プ
な
穿
孔

。

7
1
90

01
9
81

28
S
J－

0
1

弥
生
土

器
13
・0
0

明
黄

褐
色

明
黄

褐
色

．
1m

m
以

下
の
赤
褐

色
粒

を
少
し
、石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

全
面
へ

ラ
ミ
ガ
キ

デ　
頚
部

と
の
境

は
強

い
ナ
デ　

頚
部

ミ
ガ
キ

胴
部
外

面
に
黒

斑
。
板
付

Ⅰ
式

。

h
1 掘 海
面

苺 田
i田 滑 柵



報
告
書

挿
図
番

号
登
録

番
号

遺 構 面
グ

ノッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

土
器

（土
製
吊

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

器
種

器
高

ロ
ー器
受
部
径

最
大

径
馴
陳

高
台径

色
調

胎
土

、　
　　
　　
　

、止
　

4
、　

奇
、

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

内
面

調
整

鹿
部
は
ナ
デ　

胴
部

は
工
具

ナ
デ
後
ナ

デ　
頚
部

は
ハ
ヶ
メ

7
1
9
1

0
19
79

Ⅱ
I

28
S
J
－
0
1

弥
生
土

器
－上 里

10
・9
0

12
．4
0

5
．0
0
明
黄
褐

色
、一

部

暗
褐
色

明
黄
褐
色

、一
部

暗
褐

色

2m
m
以

下
の
赤

褐
色

粒
を
ッ
し
、義

母
．長

石
・石

英
を
わ
ず

か
に
含
む

■子
1　
　　
　　

番
・

良
好

全
面

へ
ラ
ミガ

キ
板

付
Ⅰ
式

。

7
1
92

0
19
80

Ⅱ
Ⅰ

28
S
J
－
0
1

弥
生
土

器
．こと
．

璽
9・
10

13
．8
0

5
・5
0
明
黄
褐

色
明

黄
褐
色

1m
m
以

下
の
石

失
．長

石
．芸

母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か
に
含

む 一七上
　　
　　
　

帝
、

良
好

全
面

へ
ラ
ミガ

キ
鹿

部
は
ナ
デ　

胴
部

は
工
具

ナ
デ

板
付

I
式

。

7
1
93

0
ⅰ9
95

Ⅱ
G

2
8

S
J
－
0
1

（図
面

取
り
上

げ
）

弥
生
土

器
士 軍

2．
9
0

2
・6
0
黄
褐
色

黄
褐
色

1m
m
以

下
の

石
失

・長
石
・義

母
を
わ
ず

か

に
含
む

良
好

ナ
デ

ナ
デ

7
1
94
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横

ナ
デ　

頚
部
は
ナ
デ　

沈

線
下
方

は
横

ミガ
キ　

鹿
部

は
ナ
デ

頚
部

は
ハ

ヶ
目　

胴
部

は
ナ
デ

12
5
3

0
18
94

Ⅲ
H

23
SN

－
0
1

下
棺

直
下

出
土

弥
生

土
器

－こヒ 笠
明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く含

1み
、雲

母
．黒

色
粒
を
わ
ず
か

に
含

む

一1鼻
．　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

句会

良
好

横
ナ

デ　
口
縁

端
部

に
刻
み
目

ナ
デ

12
5
4

0
18
95

Ⅲ
H

2
3

SN
，
0
1

南
側

出
土

弥
生

土
器

－こ1
ニま

き匿
ス
ス
け
た
よ
っ
な
暗

黄
褐

色

明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
共

．長
石

を
や
や
多

く、
云

母
・黒

色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

一一一k上
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　
帝

良
好

横
ナ
デ　

口
縁

端
部

に
刻
み
目

ナ
デ

12
5
5

0
18
93

血
H

2
3

S
N
－
0
1

南
側　

墓
坑
内

弥
生

土
器

甕
7
．0
0

（7
．0
0）

明
黄

褐
色

一
明
橙

褐
色

明
黄
固

色
一
明
橙

褐
色

5
m
m
以
下

の
石
失

．長
石

を
や
や
多

く
、云

母
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

炭
化
物

付
着

12
5
6

0
18
90

Ⅲ
H

23
S
N
－
0
1

直
下

出
土

弥
生

土
器

甕
12
・2
0

（5
3．
4
田）

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
粒
を
や
や
多

く

含
み
、雲

母
．黒

色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

ナ
デ

ハ
ヶ
目

13
0
1

00
45

5
Ⅲ

H
23

S
N
－
0
2

上
棺

（東
棺
）

弥
生
土

器
鉢

2
8．
50

44
・8
0

9
．8
0

明
黄

褐
色

～
淡
橙

褐
色

、一
部
暗

黄
褐
色

明
黄

褐
色

一
決
橙

褐
色

、一
部

暗
黄

褐
色

3
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
・

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
口
縁

か
ら
突
帯
ま
で
は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦

ハ
ヶ
口　

外
底

は
ナ
デ

立　
　

’

ナ
デ

13
0
2

00
45

4
Ⅲ

Ⅱ
23

S
N
－
0
2

下
棺

（西
棺
）

弥
生
土

器
一台 竺月E

3
7．
50

（4
8．
0
0）

10
・0
0

3
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

一月一一
・

良
好

胴
部
上

半
は
横

ミカ
キ　

鹿
部
付

近
は

縦
の
ミ
ガ
キ

ナ
デ　

上
半

に
指

押
さ
え

13
3
1

00
3
58

Ⅲ
H

23
S
N
－
0
3

西
棺

弥
生
土

器
士 璽

2
5・
70

40
．0
0

黄
褐

色
3
m
m
以

下
の
石

失
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

胴
部

は
横

ミカ
キ　

鹿
部
付

近
は
ハ
ヶ

目
の
後

に
縦

ミガ
キ

ナ
デ

適
応

苺 器 渦 柵 一
一
1

鴎



報
告
書　
　　
　　

遺
土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上
段

：土
器　

下
段
：土

製
品
〉

挿
図
番

号
且
録
番

号
構　

ク
1ッ

ト　
′　
　　

遺
構
名

面
田

色
調　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

焼　
　　
　　
　　
　　
　　

調
整

、
J

よ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

田　
　　
　　
　　
　　
　

住
外

面
色

調
成　
　　
　

外
面
調

整　
　　
　　
　　
　

内
面

調
整　
　　
　　
　　
　　
　　
　

日

13
3
2

00
3
59

Ⅲ
H

23
S
N
－
0
3

東
棺

弥
生
土

器
－ゴビ
．

室
3
1．
3 0

（4
5．
6
0）

9．
30

黄
褐

色
黒
灰

色
3
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多

く
含

み
、雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

や
や

不
良

横
ミガ

キ　
中
位
だ

け
左

斜
行

の
ミ
ガ
キ

ナ
デ　

内
底
縁

は
指
頭

圧
痕

13
8
1

00
83

1
Ⅲ

H
29

S
N
－
0
4

上
棺

弥
生
土

器
－七 宝

2
9・
30

38
．0
0

9．
20

暗
褐

色
～
黒

褐
色

黄
褐

色
～
暗
褐

色
3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く
、雲

母
．黒

色
粒

を
多
く
含
む

良
好

胴
部
は
全

面
ミ
ガ
キ　

横
と
斜

行
を
操

り
か

え
す

ナ
デ

13
8
2

0
08
3
2

Ⅲ
H

29
S
N
－
0
4

下
棺

弥
生

土
器

甕
45

・2
0

27
．6
0

48
．0
0

10
．4
0
黄
褐

色
～
暗

褐
色

黄
褐
色

一
暗
褐

色
3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
・

黒
色

粒
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部
は
ハ
ヶ
目
後
ミ
ガ
キ

頸
部

は
縦
ミ

ガ
キ

胴
部

は
ナ
デ

頸
部
は
横

手ガ
キ

14
0
1

0
18
92

Ⅲ
Ⅰ

3
3

SH
－
0
1

弥
生

土
器

甕
暗
褐

色
橙

褐
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く、
雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

横
ナ
デ

横
ナ
デ

14
6
1

0
17
82

Ⅲ
I

33
S
K
－
00

3
弥
生

土
器

器
台

13
．7
0

7
．5
0
明
橙
色

（浅
橙
色

）

～
灰

白
色

明
橙
色

（浅
橙

色
）

～
灰

白
色

1－
4
m
m
ま
で
の
砂

粒
を
比
較

的
多
く
含
む
。

石
英

多
い
。

普
通

指
押

さ
え

14
8
1

0
17
85

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
－
0
0
5

弥
生
土

器
甕

17
．4
0

（3
5．
00

）
明
黄
褐

色
黒

灰
色

3m
m
以

下
の

石
英

．長
英
を
少
し
含
み
、雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

体
部
は
縦
ハ

ヶ
目

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

下
半

は
ナ
デ

14
8
2

0
17
83

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
－
0
0
5

弥
生
土

器
Cl，
・

璽
29
．3
0

18
．8
0

浅
橙
色

一
灰
褐

色
1m

m
程

度
の
砂

粒
を
比

較
的
多

く含
む
。

長
石

・石
英
な
ど

普
通

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

胴
部

上
半
は
横
ミ

ガ
キ　

下
半

は
縦
の
ミ
ガ
キ

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

頸
部
径

：1
4
．2
cm

。

14
8
3

0
17
84

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
－
0
0
5

弥
生
土

器
－こ月一 重

29
．4
0

4
6．
40

8
．8
0
浅

橙
色

～
黄
褐

色
浅

黄
色

～
灰

白
色

1－
5m

m
ま
で
の
砂
粒

を
比
較

的
多
く
含
む
°

石
英
多

い
°金

雲
母
あ
り

普
通

胴
部

上
半

は
横

ミ
ガ
キ　

下
半

は
縦
の

ミガ
キ

ナ
デ

14
8
4

0
17
86

Ⅲ
I
－
33

．3
4

S
K
－
0
05

土
製
品

投
弾

4．
60

2．
50

黄
灰

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

毎
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

ナ
デ

15
1
1

00
0
23

Ⅲ
H

33
S
K
－
0
07

土
製
品

紡
錘
車

3．
80

3－
50

7．
00

6．
0
0
暗
褐

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

良
好

15
3
1

01
79

1
Ⅲ

G
．H

33
S
K
－
0
08

つ
く
ね
土
器

3・
80

3．
60

2．
30

浅
橙

色
－
灰

浅
慮
儀

一
灰

砂
粒
を
含

む
が
、お

お
む
ね
精

普
通

15
5
1

01
80

1
Ⅲ

J
34

S
K
－
0
25

弥
生
土

器
甕

17
．8
0

（3
7
．4
0）

浅
橙

色
～
灰

白
色

～
灰
褐

色
浅
黄

色
～
灰

褐
色

1m
m
ま
で
の
砂

粒
を
比
較

的
多

く含
む
。

石
英

．長
石
．金

雲
母
な
ど

普
通

口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ケ
目

上
半
は
横
ナ
デ　

下
半
は
ナ
デ

15
7
1

0
18
0
2

Ⅲ
J

32
．3
3

S
K
－
02

6
弥
生

土
器

－こと
．

璽
6
．1
0

（1
6．
0
0）

黄
橙

色
黄
橙

色
2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
．雲

母
を
少
し
含

む
良

好
ミ
ガ
キ　

ー
部
に
ハ
ヶ
日

口
縁

部
は
横

ミガ
キ　

体
部

は
ナ
デ

15
7
2

0
18
0
3

Ⅲ
J

3
2．
3
3

S
K
－
02

6
弥
生

土
器

鉢
8
・5
0

（1
9．
8
0）

明
赤

褐
色

明
赤
褐

色
4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

剥
離

横
ミ
ガ
キ

15
7
3

0
18
04

Ⅲ
J

3
21
3
3

S
K
－
02

6
弥
生

土
器

甕
9・
70

明
黄

褐
色

明
黄
褐

色
4
m
m
以
下

の
石
英

・長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

横
条
痕　

外
底

は
ナ
デ

ミガ
ヰ

16
1
1

0
18
10

Ⅲ
J

32
SK

－
04

9
弥
生

土
器

甕
16

．5
0

18
．3
0

6
．8
0

明
橙
色

～
浅
橙
色

2
－
5m

m
程

度
の
砂

粒
を
多
く
含
む

普
通

口
縁

突
帯

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
横

条
痕

横
ナ
デ　

擦
刷

痕

16
1
2

0
17
92

Ⅲ
J

32
SK

－
04

9
弥
生

土
器

－土 璽E
8
・8
0

13
．5
0

明
橙
色

～
黒
灰

褐
色

灰
褐
色

一
黒
灰
褐

色
3m

m
ま
で
の
砂
粒

を
多

く含
む

普
通

細
か

な
横

ミ
ガ
キ

ナ
デ　

粘
土
接
合

痕

16
1
3

0
18
08

Ⅲ
J

32
S
K
－
0
4
9

土
器
群

西
1段

下
げ

（北
半
分

）
弥
生

土
器

．コ月2
．

璽
7
．3
0

6
．3
0
明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
2m

m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

左
斜

行
の
ミ
ガ
キ　

外
底
は
ナ
デ

ナ
デ　

粘
土

接
合

痕

16
1
4

0
17
93

Ⅲ
J

32
S
K
－
0
4
9

弥
生
土

器
丹
塗

り壷
赤
色
顔

料
朱

色
浅

黄
色

や
や
精

良
土

。
1m

m
以
下

の
砂
粒

少
量

良
好

横
ミ
ガ
キ　

文
様

上
半

ナ
デ　

黒
斑

16
1
5

0
18
09

Ⅲ
J－

32
S
K
－
0
4
9

弥
生
土

器
鉢

黄
灰
色

黄
灰

色
1m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む
。
精

良
。

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ

16
6
1

00
7
09

－　
－

Ⅲ
J－

31
S
K
－
0
5
1

②
弥

生
土

器
甕

25
．0
0

（2
2
・面

）
（7
・3
0
）
明
黄
褐

色
一
明
橙

褐
色

明
黄
褐
色

一
明
橙

褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少
し
含

み
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ　

下
半

に
炭
化

物
付

着
復

元
器

高
：2
5c

m
前
後

。

16
6
2

0
19
26

Ⅲ
－

J
31

S
K
－
0
5
1

弥
生
土

器
甕

（鹿
部
穿

孔
）

25
．0
0

（2
2
．0
0）

7．
6
0
明

黄
褐

色
明
黄

褐
色　

－
3m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

上
半
は
煤

ナ
デ　

指
押

さ
え

孔
径
：1

．5
c
m
。

16
6
3

01
8
18

Ⅲ
J

31
S
K
－
0
5
1

②
弥

生
土

器
甕

2・
60

3．
10

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

4
m
m
以

下
の
石

英
・長

石
・黒

色
光

沢
鉱

物
を
少

し
含

み
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む
良

好
ハ

ヶ
目
の
後

に
ナ
デ

ナ
デ

17
1
1

01
8
19

Ⅲ
K

30
S
K
－
0
78

弥
生

土
器

虫 璽
明
黄

褐
色

暗
褐

色
2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
．

黒
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

ミ
ガ
キ　

文
様

ナ
デ

17
1
3

01
82

2
Ⅱ

K
29

S
K
－
0
86

土
器

2
区

弥
生

土
器

甕
8・
60

（2
4．
0
0）

黄
褐

色
黄
褐
色

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦

パ
ケ
日

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
日　

下
半

は
ナ
デ

17
1
4

01
8
16

Ⅲ
K

2
9

S
K
－
08

6
弥
生

土
器

甕
17
．5
0

7．
ナ0

明
橙

色
～
灰

褐
色

黒
褐
色

～
灰
褐

色
2
m
m
ま
で
の
砂

粒
を
比
較

的
多

く含
む
。

石
英
．長

石
な
ど

普
通

粗
い
縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ　

指
押
さ
え

17
1
5

0
18
2
3

Ⅲ
K

2
9

SK
－
08

7
2
区

弥
生

土
器

甕
－

由
喝

色
黄

褐
色

石
英
．長

石
を
少

し
、黒

色
光

沢
鉱

物
・雲

母
を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

下
半
は
横

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
目

17
1
6

0
18
24

Ⅲ
K

2
9

SK
－
08

7
2
区

弥
生

土
器

甕
7
．7
0

6
．8
0
明
黄
褐

色
黄

灰
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

ミ
ガ
キ
状

の
ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

17
3
1

0
18
17

Ⅲ
K

2
9

SK
－
08

8
弥
生

土
器

甕
10

．9
0

22
．3
0

灰
白
色

～
灰
褐

色
灰

橙
色

～
灰
褐

色
1－
m
m

未
満

の
砂
粒

は
比
較

的
多

い
（金

雲

母
多

い
）
1m

m
大
砂

粒
が
若
干

混
じ
る

普
通

口
綾

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁
部

は
横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

指
押

さ
え

17
3
2

0
18
25

Ⅲ
K

2
9

S
K
－
08

8
弥
生

土
器

甕
明
橙
褐

色
明

橙
褐

色
3m

m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

ハ
ヶ
目
後

横
ナ
デ

ナ
デ　

横
ナ
デ

17
3
3

0
18
26

Ⅲ
K

29
S
K
－
08

8
弥
生

土
器

甕
6．
7
0

6
．9
0
明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
4m

m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

や
や
多

く含
む

良
好

荒
い
ナ
デ

粗
い
ナ
デ　

外
底

は
ナ
デ

17
3
4

0
18
27

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
8
8

弥
生
土

器
高
杯

横
ナ
デ

17
3
5

0
18
28

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
8
8

弥
生
土

器
高
士不

10
．3
0

（2
6．
00

）
暗
褐
色

明
黄
褐
色

3m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少
し
含

み
、雲

母
・赤

褐
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

脚
裾

部
は
横

方
向

の
ミガ

キ　
脚
柱

部

は
縦
ミ
ガ
キ

脚
裾
部

は
ハ
ヶ
日

奥
は
ナ
デ

17
3
6

0
18
29

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
88

（②
土

製
品

紡
錘

車
4．
5
0

4．
40

1．
25

0
．8
0
暗

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、
雲
母

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

17
6
1

0
18
30

Ⅲ
Ⅰ

29
S
K
－
0
93

．
弥

生
土

器
甕

16
．4
0

2
1．
70

黄
褐

色
～
暗
褐

色
（一

部
明

赤
褐
色

）
黄
褐

色
～
暗
褐

色
（一

部
明
赤

褐
色

）
6m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や

や
多
く
含

み
、雲

母
粒
を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

条
痕

の
上
に
部
分

的
な
ナ
デ

突
帯
ナ

デ
付
け
後

に
刻
み
自

工
具
ナ
デ

17
6
2

01
8
34

Ⅲ
I

29
S
K
－
0
93

－
弥

生
土

器
甕

12
．4
0

24
．2
0

黄
灰

色
黄
灰

色
～
暗

黄
灰

色
4
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
粒
を
や
や
多

く　
良

好
含

み
、雲

母
粒

を
わ
ず
か

に
含
む

言
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

ナ
デ　

擦
刷
痕

ト
－

C。 Q 海
南

苺 ．
．

喜
田

渦 鮒
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告
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挿
図
番
号

登
録

番
号

遺 構 面
グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
・出

土
地
点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
く法

量
上

段
：土

器　
下

段
：土

製
品

〉

器
種

器
高

ロ
ー器
受
部
径

最
大
径

底．
脚
部
高
台径

色
調

胎
土

LL
．

焼 成

調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面

色
調

外
面

調
整

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

外
底
は
ナ
デ

内
面
調

整

17
6
3

0
18
3
1

Ⅲ
Ⅰ

2
9

S
K
－
09

3
弥
生

土
器

甕
23

．3
0

19
．2
0

8
．0
0

4m
m
以

下
の

石
英

．長
石
粒

を
少

し
含

み
、

雲
母

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

ハ
ヶ
目
の
後

に
ナ
デ

17
6
4

0
18
33

Ⅲ
I

2
9

SK
1
09

3
弥
生

土
器

甕
7
・7
0

（1
5．
40

）
橙
褐
色

～
黄
褐

色
橙

褐
色

～
黄
褐
色

4m
m
以

下
の

石
英

・長
石
粒

を
や
や
多

く
含
み

、雲
母
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

摩
滅　

横
条
痕

ナ
デ　

指
押

さ
え

17
6
5

0
18
35

Ⅲ
I

2
9

SK
－
09

3
弥
生

土
器

121文
一

璽
黄
白
色

黄
白
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、空

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

横
ミ
ガ
キ　

丹
塗
り

言
綾
部

は
横
ミ
ガ
キ　

下
半
は
ナ
デ

17
6
6

0
18
32

Ⅲ
Ⅰ

2
9

SK
－
09

3
弥
生

土
器

高
杯

28
．1
0

27
．9
0

20
・9
0
明
橙
褐

色
一
明
黄

褐
色

明
橙
褐

色
一
明

黄

褐
色

5
m
m
以
下

の
石
英

・長
石

、雲
母
粒

を
少
し

含
み
、赤

褐
色
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

奇
・　

カ、

良
好

杯
部
口
縁

部
は
横

ナ
デ　

杯
部
下

半

は
細

か
な
横

ミガ
キ　

脚
部

は
縦
の
ミ
ガ

キ

杯
部

は
横
ミ
ガ
キ　

脚
部

は
ナ
デ
の
後

に
ハ
ヶ
目

18
0
1

01
83

9
Ⅲ

Ⅰ
30

S
K
－
09

4
弥
生

土
器

甕
1
1．
㈱

（2
6．
00

）
明
黄

褐
色

、所
々

明
橙

褐
色

明
黄
褐

色
、所

々

明
橙
褐

色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．云
母
を
y
L
、

赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

横
条
痕

ナ
デ　

一
部
に
横

条
痕　

指
押
さ
え

18
0
2

01
83

7
Ⅲ

Ⅰ
30

S
K
一
09

4
弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
25

．0
0

24
．（X
）

8．
90

6
m
m
以
下

の
石
英

・長
石
粒

を
少

し
含

み
、

雲
母
粒

を
わ
ず
か

に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
ァ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

の
後

に
ナ
デ

左
上

が
り
の
強
い

ナ
デ

18
0
3

01
83

6
Ⅲ

Ⅰ
30

S
K
－
0
94

弥
生

土
器

甕
（鹿

部
穿
孔

）
24

．8
0

22
．（泊

8．
90

3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
粒

を
少

し
含

み
、

雲
母
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

体
部
は
左

斜
行
の

ハ
ヶ
目

上
半

は
ナ
デ　

下
半
は
粗

い
ハ
ヶ
目

18
0
4

01
83

8
Ⅲ

Ⅰ
30

S
K
－
0
94

弥
生

土
器

甕
暗
褐
色

2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良

好
口

縁
部

は
横

ナ
デ　

屈
曲
部

上
方

は
横

ナ
デ　

下
半
は
粗

い
ハ
ヶ
目
の

後
に

横
ナ
デ

　ヽノ（－
．

横
ナ
デ

？

18
3
1

01
84

0
Ⅲ

Ⅰ
30

S
K
－
0
96

弥
生
土

器
甕

（3
2
．0
0）

灰
白
色

灰
白
色

5
m
m
以
下

の
石

英
・長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

J．
　　
　　
　
A

良
好

口
縁
部

は
横

ナ
ァ　

体
部

は
左

斜
打

の
ハ
ヶ
目

口
縁
か

ら
突
帯

ま
で
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ

18
3
2

01
24

2
Ⅲ

Ⅰ
30

S
K
1
0
96

弥
生
土

器
甕

4
2．
10

3
4・
60

9．
00

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

3
m
m
以

下
の
石

英
・長

石
粒
を
少
し
己
み
、

雲
母
粒

を
わ
ず

か
に
含

む
良

好
ナ
デ

18
3
3

0
18
4
2

Ⅲ
Ⅰ

30
S
K
－
0
96

弥
生
土

器
甕

8・
50

8．
10

明
黄
褐
色

明
黄

褐
色

2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

括
れ

部
は
横

ミガ
キ
状

縦
の
ミガ

キ
状

18
3
4

0
18
41

Ⅲ
Ⅰ

30
S
K
－
0
96

弥
生
土

器
士 璽

黄
橙
色

黄
橙

色
3m

m
以
下

の
石
英

．長
石
．赤

常
松

を
少

し
、

雲
母

．赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ

横
ナ
デ

復
元

口
径

：4
0
cm

前
後
。

18
6
1

0
11
05

Ⅲ
K

28
S
K
－
0
9
7

弥
生
土

器
一台 里

（3
0
．0
0）

黄
褐
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
・長

石
・白

橙
色

粒
を

少
し
含
み
、雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む

心　
単

一

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

頚
部

は
ナ
デ
？

㎡
．

ま　
　

‾・
体
部

は
斜
ノー

ハ
ヶ

頸
部
は
横

ミガ
キ

18
9
1

0
18
49

Ⅲ
H

31
S
K
一
0
9
8

弥
生
土

器
甕

（2
2．
∝
一）

黄
褐
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
y
L
、云

母
．

赤
褐

色
粒

を
わ
ず
か

に
含
む

3m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む

良
好

口
緑

部
右
横

ナ
ァ　

。
／、
付

目

ナ
デ　

指
頭

圧
痕

18
9
2

0
18
43

Ⅲ
H

3
1

S
K
－
0
9
8

弥
生

土
器

甕
22
．7
0

（2
8．
00

）
黄
褐
色

黄
褐
色

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

18
9
3

0
18
53

Ⅲ
H

3
1

S
K
－
0
9
8

弥
生

土
器

甕
11

．8
0

（1
8．
00

）
黄
褐
色

～
橙
褐

色
黄

褐
色

～
橙

褐
色

3m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む

叢
」
訂
石
多
心

良
好

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
斜

行
ハ
ケ

目

㎡　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

一・
　
番

逆
時
計

回
りの

ナ
デ

ナ
デ　

指
頭

圧
痕

18
9
4

0
18
48

Ⅲ
H

3
1

SK
－
09

8
弥
生

土
器

甕
（2
8．
00

）
明
黄
褐

色
明

黄
褐

色
3m

m
以

下
の
石
失

．長
石
を
ッ

し
、赤

褐
色
．

雲
母

を
わ
ず
か
に
含
む

良
好

18
9
5

0
18
46

Ⅲ
H

3
1

SK
－
09

8
弥
生

土
器

甕
1
1．
10

（3
3．
00

）
黄
橙
色

一
明

黄
褐

色
黄

橙
色

一
明
黄
褐

色

3m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む　

－

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
ナ
ァ　

ヲヒ
帯

は
横

ナ
デ

ナ
デ

18
9
6

0
18
47

Ⅲ
II

3
1

SK
一
09

8
弥
生

土
器

甕
（4
6．
00

）
黄
褐

色
黄

褐
色

良
好

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

口
縁

部
は
横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
部
分

的
に
ハ
ヶ
目

．－・
／　
　　
　　
　　
　　
　

一L
と・J
d

18
9
7

0
18
52

Ⅲ
H

31
S
K
－
09

8
弥
生

土
器

甕
橙
褐

色
橙

褐
色

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

復
元

径
：3
0c
m

別
後

。

18
9
8

0
18
54

Ⅲ
II

31
S
K
－
09

8
弥
生

土
器

甕
9．
20

黄
褐

色
淡
赤
褐

色
3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

ナ
デ　

鹿
部

は
横

ナ
デ

ナ
デ

18
9
9

0
18
5
0

Ⅲ
H

31
S
K
－
09

8
弥
生

土
器

甕
（7
．2
0）

黄
褐

色
黄
褐
色

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

丁
寧

な
ナ
デ　

内
底

は
ナ
デ

18
9
10

01
84
4

Ⅲ
H

31
S
K
－
0
98

弥
生
土
器

．ニ土
ゴ1

璽
（1
8
・0
0）

黄
褐

色
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
．黒

色
光

沢
粒

を
少
し
含
み
、
雲
母

を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
ハ
ヶ

目
後
に
横

ナ
デ

ミ
ガ
キ　

3本
沈
線

18
9
1
1

01
84

5
Ⅲ

H
31

S
K
－
0
98

弥
生
土

器
．㎡
ご

璽
（2
0
．㈱

）
赤
褐

色
赤
褐

色
2
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

横
ナ
デ
後

に
縦

の
ミガ

キ
ー　

暗
文

風
横

ミガ
キ

18
9
12

01
8
51

Ⅲ
H

31
S
K
－
0
98

弥
生
土

器
器

台
6．
90

（8
・－0
0
）
黄
褐

色
赤
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．赤

褐
色

粒
を

少
し
、
雲
母

を
わ
ず
か

に
含

む

僧
一　
　　
　　
　

帖
を

良
好

指
押

さ
え

18
9
14

0
18
55

Ⅲ
H

31
S
K
－
0
98

？
炉
壁

？
4m

m
以

下
の
石

失
．長

石
．赤

褐
色

粒
少
し
、雲

母
を
わ
ず
か

に
合
も

3m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や

や
多
く
、雲

母
を
わ
ず
か
に
含

む

4m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少

し
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か
に
含

む

良
好

炉
壁

か
？

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
パ

ケ
自

沈
線
上

方
は
横
ナ
デ

19
1
1

0
18
57

Ⅲ
H

31
S
K
1
10

1
弥

生
土

器
甕

（2
2
・0
0
）

明
黄
褐

色
明
黄

褐
色

良
好

横
ナ
デ

湾
曲
部

は
横

ハ
ヶ
自　

体
部
は
ナ
デ

復
元

口
径
：4

0c
m
前

後
。

19
1
2

0
18
56

Ⅲ
H

3
1

S
K
一
10

1
弥

生
土

器
甕

黄
褐
色

黄
褐

色
良
好

4m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多
く
含

む 2m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む

2m
m
以
下

の
石
英

・長
石

．雲
母

・赤
褐
色

粧
を
を
わ

ず
か
に
含
む

。精
良

横
条

痕　
外
底

は
丁

寧
な
ミ
ガ
キ
状

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

休
部
は
縦
ハ

ヶ
目

19
3
1

0
18
60

Ⅲ
Ⅰ

33
S
K
一
10

2
南

弥
生
土

器
－甕

（7
・2
0
）
黄

褐
色

黄
褐

色
良
好

ナ
デ

湾
曲
部

は
横
ハ

ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

19
3
2

0
18
59

Ⅲ
I

33
S
K
－
10

2
南

弥
生

土
器

甕
（2
0．
00

）
黄
褐
色

立　
　　
　　

－

黄
褐
色

良
好

19
3
3

0
18
58

Ⅲ
I

33
S
K
，
10

2

SK
一
10

2

南
弥
生

土
器

鉢
（3
6．
00

）
暗
褐
色

、所
々
黄

褐
色

暗
褐
色

、所
々
黄

褐
色

良
好

全
面

横
ミ
ガ
キ

横
ミ
ガ
キ

19
3
4

0
18
62

Ⅲ
Ⅰ

33
北

弥
生

土
器

－土 蟹
（1
4．
00

）
明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

良
好

言
縁

部
は
横

ナ
デ　

胴
部
は
横

ミガ
キ

胴
部

上
半

は
横

ミ
ガ
キ　

下
半

は
ナ
≠

暗
褐

色
～
黒
色

暗
褐
色

～
黒
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

ミ
ガ
キ　

文
様

ナ
デ

19
3
5－

0
18
6
1

Ⅲ
I

33
SK

一
10

2

S
K
－
10

5

南
弥
生

土
器

士 璽

19
5
1

01
86

4
Ⅲ

G
．H

29
弥

生
土
器

甕
10
．5
0

8．
00

明
橙

色
～
黄

褐
色

R

明
黄
褐

色

日　
　　
　　

一一
日

4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
粗

を
少

し
含

む

4
m
m
以
下

の
石
英

・長
石
粒

を
少
し
含

み
、

赤
褐
色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む

良
好

部
分
的

に
横

条
痕　

外
底
は
ナ
デ

木
葉
痕

部
分
的

に
横

条
痕　

外
底

は
ナ
デ

木
葉
痕

ナ
デ

左
方

向
の
ナ
デ　

擦
刷

痕
19

5
2

01
86

3
Ⅲ

G
・H

29
S
K
－
1
05

弥
生
土

器
甕

13
・4
0

7．
70

明
橙

褐
色

～
明
黄

褐
色

好
橙
褐

色　
滑
黄

褐
色

良
好
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－

1

L
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・
一
一



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．出

土
地
点

土
器

（土
製

品
）
の
法
量

と
特
徴

〈法
量

上
段

：土
器　

下
段

：土
製

品
〉

挿
図
番
号

器
種

器
高

口
．器
受
部
径

最
大
径

底
．脚
裾
．高
台径

色
調

胎
土

焼 成
調
整

備
考

様
式

な
ど

器
種

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

外
面
色

調
内

面
色
調

外
面

調
整

内
面
調

整

19
5
3

0
18
65

Ⅲ
G
．H

29
SK

1
10

5
弥
生

土
器

－こヒ －≡
．

24
．0
0

12
．9
0

23
・5
0

7
．8
0
黄
褐
色

一
黄
灰

色
黄

褐
色

～
黄
灰
色

2m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母

粒
を
少

し
含
む

良
好

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

頸
部
は
幅
広

い
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は
横
ミ
ガ
キ

口
縁
か

ら
頸
部

は
横
ミ
ガ
キ　

胴
部
は

横
ナ
デ

19
5
4

0
18
66

Ⅲ
G
．H

29
S
K
－
10

5
弥
生

土
器

－ニヒ 璽E
（2
9・
00

）
明
黄
褐

色
に
橙

色
の
丹

明
黄
褐

色
に
橙
色

の
丹

5m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
（大

粒
の
砂

粒
が

目
立

つ
）

良
好

口
綾

部
は
横
ナ
デ　

頚
部

は
ミ
ガ
キ

丹
塗

り
頸
部

は
ナ
デ　

口
縁

部
は
丹

塗
り

19
8
1

0
ⅰ8
78

Ⅲ
G

29
．3
0

S
K
－
10

9
弥

生
土

器 5．

甕
20
．8
0

21
．4
0

7
．3
0
明
橙
色

～
暗
灰

色
黄
灰

色
～
暗
灰
色

5m
m
以

下
の

石
英

．長
石
粒

を
少

し
含

み
、

雲
母
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

条
痕

、鹿
部

くび
れ

部
は
横

ナ
デ

ー突
帯

ナ
デ
付
け
後

に
刻
み
日

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

上
半

は
横

条
痕　

下
半
は
縦

の
条
痕

部
分

的
に
横
条

痕
。
ナ
デ
。

2
02

1
0
14
77

Ⅲ
G

－3
0

S
K
－
11

1
弥

生
土

器
6・
80

26
．6
0

暗　
色

暗　
色

精
選

さ
れ
て
い
る

子
言
繰

言
は　

ナ
デ　
　

言
は
ナ
デ

ナ
デ　

炭
ヒ

、
2
02

2
0
14
75

Ⅲ
G

30
S
K
－
11

1－
弥

生
土

器
甕

（4
4
．0
0）

白
褐

色
暗
褐

色
径

1
－
5m

m
程

の
砂
粒

を
多

く含
む

良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ

目
ナ
デ
上

げ
2
02

3
0
18
96

Ⅲ
G

30
S
K
－
11

1
弥

生
土

器
高
1不

8．
20

白
褐

色
白
褐

色
径

～
3m

m
程

の
砂
粒

を
含
む

良
好

ロ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　ロ

縦
方

向
の
ナ
デ

ナ
デ

くび
れ
部

径
．4

5c
m

2
05

1
0
18
85

Ⅲ
Ⅱ

27
S
K
－
1
14

弥
生
土

器
蓋

10
．7
0

（3
0
．0
0）

6．
3
0

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
粒

を
少

し
含

む
良

好
ハ

ヶ
目

ナ
デ　

部
分

的
に
ハ
ヶ
目

。

20
5
2

01
8
98

Ⅲ
Ⅱ

27
S
K
－
1
14

弥
生
土

器
甕

10
・4
0

2
3．
60

灰
褐

色
灰
褐

色
径

～
3m

m
程

の
砂
粒

を
多
く含

む
良

好
口
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ
ヶ
日

湾
曲
部
は
横

ハ
ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

20
5
3

01
8
97

Ⅲ
H

27
S
K
－
1
14

弥
生
土

器
．虫
1

璽E
（6
．3
0）

（7
．3
0）

（9
．4
0）

白
褐

色
白
褐
色

径
－
3m

m
程

の
砂
粒

を
多
く
含
む

良
好

頚
部
は
縦

ハ
ヶ
日　

胴
部

は
ミガ

キ
状

指
押

さ
え

頚
部
径

・6
1
cm

20
5
4

01
8
86

Ⅲ
H

27
S
K
－
1
14

弥
生
土

器
15ヒ ヨ夏

8．
70

（1
1
．8
0）

黄
褐

色
黄
褐

色
3
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
や
や
多

く含
み

、雲
母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
口
縁

部
は
壙

ナ
デ　

頸
部
は
ハ

ヶ
目
の

後
に
縦
の
ミ
ガ
キ　

胴
部
は
横
ミ
ガ
キ

口
縁

か
ら
頸

部
は
雑

な
横

ミガ
キ　

胴
部
上

半
は
指

押
さ
え　

下
半

は
ナ
デ

。

20
7
1

01
88

7
Ⅲ

G
31

S
K
－
1
16

37
弥
生

土
器

－土 室
黄
褐

色
黄
褐
色

4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
や
や
多

く、
雲

母
．黒

色
粒

を
少

し
含

む
良
好

ナ
デ　

外
底

は
ナ

デ
ナ
デ　

ー
部
に
ハ

ヶ
目

2
11

1
0
17
8－0

Ⅲ
S
K
－
1
19

弥
生

土
器

甕
（3
2．
㈲

）
明
黄
褐

色
明
黄
褐

色
3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
・

黒
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
目

の
後

に
横

ナ
デ

横
ナ
デ

21
1
3

0
17
79

Ⅲ
K

30
S
K
－
12

0
弥
生

土
器

甕
黄
褐
色

黄
褐
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ

横
ナ
デ

21
14

0
17
78

Ⅲ
K

30
SK

－
12

0
弥
生

土
器

甕
黄
褐
色

黄
褐
色

3m
m

以
下

の
石
英

．長
石

．赤
褐

色
粒

を
少

し
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含

む
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

口
綾
部

は
横
ハ
ヶ

目　
下

半
は
斜

行
ハ

ヶ
自

21
5
1

0
17
8
1

Ⅲ
K

34
S
K
－
11

8
弥
生

土
器

甕
白
褐
色

白
褐

色
1m

m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母

を
少

し
含

む
良
好

口
綾

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
粗

い
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

21
6
1

0
17
50

Ⅲ
S
K
－
12

1
吉

武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（2
4
．0
0
）

黄
褐
色

黄
褐
色

4m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

一
次

口
縁

部
は
横
ナ
デ

一
次

口
縁
部

は
ハ

ヶ
メ
後

ナ
デ
？

内
面

に
暗
褐
色

や
黒
色

の
付

着
物

あ
り。

2
16

2
0
17
49

Ⅲ
S
K
－
12

1
吉

武
土

師
器

二
重

口
縁
壷

（2
6．
00

）
黄

褐
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
．

黒
色
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良
好

頸
部

に
ハ
ヶ
メ
後

口
縁
全

体
に
ナ
デ

二
次

田
縁

部
に
ハ

ヶ
メ
後

口
縁
全

体
に

横
ナ
デ

田
線
内

画
一
端

部
に
暗
褐

色
の
付
着

物
あ
り
。

2
16

3
0
17
51

Ⅲ
S
K
－
12

1
吉

武
土

師
器

甕
（A

系
）

（2
8．
00
）

黄
褐
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

胴
部

は
ハ
ヶ
メ　

ロ
縁
部

は
横
ナ
デ

胴
部
は
ヶ
ズ
リ
も
し
くは

ナ
デ　

口
縁

部

は
横

ナ
デ

2
16

4
0
17
52

Ⅲ
S
K
－
1
2
1
－

手
づ
く
ね
土
器

－こ土ご
．

笠
5．
30

5．
20

5
6．
00

黄
灰
色

黄
灰

色
3m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

ナ
デ

ナ
デ　

指
押

え

2
16

5
0
17
53

Ⅲ
S
K
一
1
2
1

土
製
品

紡
錘
車

3・
80

1・
95

0．
34

＿褐
色
～
暗

黄
褐

1m
m
以
下
の
石
英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む
。
（砂

粒
が
器
面
に
露
出
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、あ

ま
り丁

寧
に
な
で
ら
れ
て
い
な
い
と考

え
る
）
良

好

2
17

1
01
75

4
Ⅲ

H
32

S
K
－
1
22

弥
生
土

器
甕

黄
褐

色
黄
褐

色
4
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含
む

良
好

言
縁
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

ナ
デ

2
17

2
01
75

5
Ⅲ

II
32

S
K
－
1
22

弥
生
土

器　
－

頚
7．
50

黄
褐

色
一一

黄
褐

色
3
m
m
以
下

の
石

英
・長

石
を
や
や
多

く
、雲

母
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
地

は
ナ
デ

ナ
デ

2
19

1
01
75

6
Ⅲ

M
31
．3
2

S
K
－
1
23

南
半

弥
生

土
器

甕
（2
8．
0
0）

黄
褐

色
～
灰

褐
色

黄
褐
色

～
灰
褐

色
2
m
m
以
下

の
石

英
．長

石
を
少

し
、赤

褐
色

粒
を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

左
上
が
り
の
ナ
デ

22
1
1

01
75

7
Ⅲ

Ⅰ
28

S
K
－
1
24

西
半

弥
生

土
器

甕
橙
褐

色
橙

褐
色

4
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

休
部
は
縦

ハ
ヶ
目

ナ
デ

復
元

口
径

：3
4c

m
程
度

°

22
1
2

0
17
5
8

Ⅲ
I

2
9

S
K
－
12

4
東
半

弥
生

土
器

甕
6．
90

黄
褐

色
～
黄
灰

色
黄

褐
色

～
黄
灰

色
2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含
む

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

上
半

は
横
パ
ケ
日　

内
底
は
指

押
さ
え

22
1
3

0
17
59

Ⅲ
Ⅰ

2
9

SK
－
12

4
東
半

弥
生

土
器

士 璽
5．
20

黄
褐

色
～
黄
灰

色
黒

灰
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

摩
滅
で
調
整

痕
不

明　
外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

22
4
1

0
17
65

Ⅲ
Ⅰ

3
4

SK
－
12

5
弥
生

土
器

蓋
8
．3
0

6
．3
0
橙
褐
色

’
黄

褐
色

2
m
m
以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か

に
含

む
良
好

ハ
ヶ
目

工
具

ナ
デ　

ナ
デ

22
4
2

0
17
6
1

Ⅲ
I

34
SK

－
12

5
弥
生

土
器

甕
24

．0
0

2
1．
80

6
・9
0
軍

褐
色

黄
褐
色

3
m
m

以
下

の
石
英

．長
石
を
少
し
、赤

褐
色

粒
、雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

体
部
は
縦

ハ
ヶ
日

外
底

は
ナ
デ

口
縁
部

は
横
ハ
ヶ
自　

体
部

は
ナ
デ

22
4
3

0
17
60

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
－
12

5
弥
生

土
器

甕
19

．8
0

21
．8
0

22
．3
0
－

6
．5
0
明
黄
褐

色
～

明
黄

灰
色

明
黄
褐

色
一
明

黄
灰

色
3m

m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

直
下
は
縦
ハ

ヶ
自

体
部
は
ハ

ヶ
日
の
後

に
横

ミガ
キ

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
ナ
デ

2
24

4
0
17
62

Ⅲ
I

34
S
K
－
12

5
弥
生
土

器　
－

甕
29
・1
0

26
．2
0

26
・8
0

7
．0
0

4m
m
以

下
の

石
英

．長
石
を
含
み
、赤

褐
色
、雲

母
粒

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

口
縁

部
は
横

ナ
デ　

休
部

は
縦
ハ

ヶ
目

外
底
は
ナ
デ

上
半

は
横

ナ
デ　

下
半
に
炭

化
物

仲
着

2
24

5
0
17
64

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
－
12

5
弥

生
土

器
甕

黄
褐
色

黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ　

下
半

剥
維

2
24

6
0
17
67

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
－
12

5
弥

生
土

器
甕

10
．5
0
明
黄
褐

色
明
黄

褐
色

3m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、
雲
母

を
わ
ず
か
に
含

む
－

良
好

縦
ハ
ヶ
目　

外
底

は
ナ
デ

割
り
に
丁
寧
な
ナ
デ

2
24

7
0
17
66

Ⅲ
I

34
S
K
－
12

5
弥

生
土

器
甕

7
12
0
黄
褐

色
黄
灰

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、
雲
母

を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

縦
ハ
ヶ
日　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

内
底

に
炭
化

物
付

着

2
24

8
01
7
63

Ⅲ
Ⅰ

34
S
K
1

12
5

土
製
品

紡
錘
車

（4
．6
0）

1．
10

7．
0
0
黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず

か
に
含

む
良
好

2
25

1
01
7
68

Ⅲ
I

28
S
K
－
1
26

弥
生
土

器
甕

25
・7
0

10
・1
0

3
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
や
や
多

く
含

み
、雲

母
粒

を
わ
ず
か
に
含

む
良

好
ハ

ヶ
目

ナ
デ

22
8
1

01
8
88

Ⅲ
Ⅰ

35
S
P
－
00

02
弥

生
土

器
．ヨヒ 璽

10
・6
0

15
．0
0

4・
4
0
黄
褐

色
～
橙

褐
色

黄
褐

色
～
橙
褐

色
3
m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良

好
胴

部
上

半
は
横

ナ
デ　

下
半
は
縦

の
ミ

ガ
キ　

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ

22
8
2

01
90

1
Ⅲ

M
30

S
P
－
01

45
弥

生
土

器
甕

（鹿
部
穿

孔
）

7－
40

黄
褐

色
黄
褐

色
3
m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．赤
褐
色

粒
を

少
し
、雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

縦
ハ
ヶ
目

ナ
デ　

楷
押
さ
え

22
8
3

01
9
13

Ⅲ
N

30
S
P
－
01

90
弥

生
土
器

投
弾

3・
50

2
．3
0

明
赤

褐
色

1m
m
以
下

の
石
英

．長
石

．雲
母

．赤
褐

色
良
好

粒
を
わ
ず

か
に
含
む

h
1

恕 海
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登
録
番

号
遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

土
器

（土
製
品

）の
法

量
と
特

徴
〈法

量
上
段

：土
器　

下
段
：土

製
品

〉

挿
図
番

号
器

種
器

高
口
・器
受
部
径

最
大

径
底
・脚
構
高台

径
　

色
調

胎
土

焼 成

調
整

備
考

様
式
な
ど

器
種

長
さ

幅
厚
さ

孔
径

外
面

色
調

内
面
色

調
外

面
調

整
内
面

調
整

22
8
4

01
9
16

Ⅲ
L

30
S
P
－
04

0
2

土
製
品

投
弾

4．
20

2・
30

黄
褐

色
石

英
．長

石
．雲

母
．赤

褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

22
8
－．5
，6
・．

01
8
89

Ⅲ
K

35
S
P
－
00

7
3

弥
生
土

器
一つヒ 亜

（5
3
・0
0）

（1
7
・0
0）

（3
8
．0
0）

10
・2
0
明

黄
褐
色

明
黄

褐
色

6m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少

し
、雲

母
．

赤
褐
色

恥
部

を
わ
ず

か
に
含
む

良
好

口
縁
か

ら
頸
部

は
横

ミ
ガ
キ
ー　

胴
部
上

半
は
細
か

な
横

ミガ
キ　

鹿
部

は
ナ
デ

頸
部
は
ナ
デ　

胴
部

上
半

は
指
押

さ
え

下
半

は
ナ
デ

？2
8
7

01
9
14

Ⅲ
N

30
S
P
－
0
19

3
弥

生
土

器
一文
1

璽
11
．0
0

（3
0
．0
0）

暗
褐

色
暗
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
少

し
含

む
良
好

言
縁
部

は
壙
ナ
デ　

頚
部

は
縦
の
ミ
ガ

キ
頚

部
は
横

ミガ
キ

22
8
8

01
9
18

Ⅲ
J

32
S
P
－
04

6
1

弥
生
土

器
甕

12
．2
0

7．
8
0
黄
橙

褐
色

明
黄

褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
・長

石
．赤

褐
色

粒
を

良
好

外
底

は
ナ
デ

上
げ　

煤
付

着
ナ
デ　
　

下
半
に
炭

化
物
付

着

22
8
9

01
9
17

Ⅲ
J

33
S
P
－
04

3
1

S
N
02
の
柱

穴
か
？

弥
生
土

器
甕

黄
褐

色
黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁
突

帯
部

は
横

ナ
デ　

体
部

は
横

条
痕

横
ナ
デ　

左
へ
の
擦

刷
痕

22
8
10

01
9
19

Ⅲ
K
．

30
S
P
－
05

3
5

弥
生
土

器
－こと
．

軍
黒
色

に
み
が

か
れ

る
暗
褐

色
～
黒

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
．雲

母
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

ミガ
キ　

文
様

横
ナ
デ

22
8
1
1

01
9
20

Ⅲ
K

29
S
P
－
05

5
7

弥
生
土

器
－こヒ 璽

黄
白
一色

黄
白
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

ナ
デ　

文
様

ナ
デ

22
9
12

01
9
21

Ⅲ
J

35
S
P
－
05

7
1

弥
生
土

器
鉢

15
．4
0

（2
0
・6
0）

（7
．8
0
）
黄
褐

色
黄
褐

色
2m

m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

体
部

は
横

条
痕　

外
底
は
ナ
デ

横
ナ
デ　

部
分
的

に
条
痕

22
9
13

01
9
22

Ⅲ
J

35
S
P
－
05

7
1

弥
生
土

器
甕

暗
褐

色
淡
橙

褐
色

1m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
．

赤
褐
色

粒
を
わ
ず
か

に
含

む
良
好

横
ナ
デ

横
ナ
デ

22
9
14

01
9
10

’
Ⅱ

H
34

S
P
－
06

0
3

弥
生
土

器
土 壁

3．
90

（2
1．
00
）

白
赤

褐
色

、赤
褐

色
白
赤

褐
色

、赤
褐

色
径

～
3m

m
程

の
砂
粒

を
多
く含

む
良
好

横
ナ
デ

横
ナ
デ

22
9
15

01
9
23

Ⅲ
Ⅰ

28
S
P
－
06

3
5

弥
生
土

器
甕

13
．5
0

14
．0
0

6．
5
0
明

赤
褐
色

明
赤

褐
色

、一
部

黄
褐

色
、
暗
褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
・長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
縦
ハ

ヶ
言

外
底

は
ナ
デ

ナ
デ　

指
押

さ
え

22
9
16

01
9
25

Ⅲ
H

29
S
P
1
06

8
7

弥
生
土

器
紡

錘
車

5．
00

1．
10

8
．0
0
灰

白
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

22
9
17

01
9
31

Ⅲ
H

29
S
P
－
06

9
5

土
製
品

甕
4．
50

暗
褐

色
暗

白
褐
色

径
1
m
m
程
の
砂

粒
を
含
む

良
好

口
縁

突
帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
条

痕
ナ
デ

22
9
18

01
9
32

Ⅲ
H

29
S
P
－
06

9
5

弥
生
土

器
高
Ⅰ不

2．
90

（3
3
．8
0）

赤
褐
色

赤
褐

色
径

1
m
m
程
の
砂

粒
を
含
む

良
好

口
縁

部
は
横
ナ
デ

横
ミガ

キ

22
9
19

01
9
33

Ⅲ
Ⅰ

30
S
P
－
07

2
6

弥
生
土

器
高
坤
こ？

3．
90

白
褐

色
白
褐

色
径

1
m
m
程
の
砂

粒
を
含
む

良
好

ナ
デ　

裾
部
は
ハ
ヶ
目

裾
部

は
ハ
ヶ

日　
脚

柱
部

は
ナ
デ

22
9
20

01
9
34

Ⅲ
H

30
S
P
－
07

5
4

S
B
－
0
4－

B
土

師
器

甕
3．
10

（2
8
．4
0）

暗
褐
色

白
褐

色
径

2m
m
程

の
砂
粒

を
含
む

良
好

口
縁

突
帯
部

は
横
ナ
デ　

体
部

は
条

痕
ナ
デ

復
元

凸
帯
径

：2
9
．6
cm

。

22
9
2
1

01
11
8

Ⅲ
H

30
S
P
－
07

6
7

弥
生
土

器
．ゴビ
．

璽
16

・0
0
顔

料
に
よ
り
赤
褐

色
白
褐

色
径

2m
m
程

の
砂
粒

を
含
む

良
好

糸田
か

な
縦

ハ
ヶ
目

細
か
な
ハ
ヶ
目

22
9
22

01
9
35

Ⅲ
G

30
S
P
－
07

8
8

S
Iト

0
5－

B
弥

生
土

器
甕

4．
90

（9
・4
0
）
赤

褐
色

．黒
褐
色

赤
褐

色
～
暗
褐
色

径
1
m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む

良
好

ナ
デ　

工
具
の
キ
ズ

ナ
デ　

上
半

摩
滅

22
9
23

0
19
27

Ⅲ
I

31
S
P
－
08

1
4

弥
生
土

器
士 ヨ互

9．
50

明
橙
褐

色
明
橙

褐
色

2m
m
以

下
の
石

英
．長

石
を
少

し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

頸
部

は
横

ミ
ガ
キ　

胴
部

に
文
様

頸
部

は
上

半
は
横

ミガ
キ　

胴
部

は
ナ

デ

22
9
24

00
9
86

Ⅲ
G

30
S
P
一
07

8
4

弥
生
土

器
甕

15
．5
0

（2
3
．0
0
）

黄
褐
色

黄
褐

色
5m

m
以

下
の

石
英

．長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

口
縁

突
帯

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
条

痕
ナ
デ　

部
分

的
に
条

痕

22
9
25

0
19
40

Ⅲ
Ⅱ

33
S
P
－
08

6
1

弥
生
土

器
甕

4．
60

赤
褐
色

白
褐

色
径
2m

m
程

の
砂
粒

を
多
く
含
む

良
好

口
縁

部
は
横
ナ
デ　

体
部

は
横
ナ
デ

ー

－

横
ナ
デ　

下
半

は
指

押
さ
え

22
9
26

0
19
41

Ⅲ
Ⅰ

33
S
P
－
08

6
6

弥
生
土

器
甕

1．
60

暗
褐
色

暗
褐

色
径
2m

m
程

の
砂
粒

を
多
く
含
む

良
好

口
縁

部
は
横
ナ
デ

横
ナ
ァ

22
9
27

0
16
05

Ⅲ
Ⅰ

28
S
P
一
10

4
4

弥
生
土

器
．上 宝

1．
70

（9
．2
0
）
灰

褐
色

灰
褐

色
径
1
m
m
程
の
砂

粒
を
少
な
く
含
む

良
好

ナ
デ

ナ
デ

22
9
2
8

0
19
52

Ⅲ
H

28
S
P
1
10

6
2

SB
－
2
4

弥
生
土

器
甕

8．
2
0

黒
褐
色

白
褐

色
径
1
m
m
程
の
砂

粒
を
多

く含
む

ノ　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

．L

良
好

口
縁

突
帯

部
は
横
ナ
デ　

休
部

は
粗

い
ハ
ヶ
日

ナ
デ

22
9
29

0
19
53

Ⅲ
II

28
S
P
－
10

6
2

SB
ー
2
4

弥
生
土

田
3．
5
0

8
．2
0
火

径
1
m
m

葺
の
砂

粒
を　

含
む

ナ
ァ

ナ
ァ

22
9
30

0
11
07

Ⅲ
G

30
S
P
－
07

8
1

弥
生
土

器
器
台

15
．7
0

10
．1
0

橙
褐
色

～
黄
褐

色
橙
褐

色
～
黄
褐
色

3m
m
以

下
の

石
英

・長
石
を
少
し
、雲

母
を

わ
ず
か
に
含

む
良
好

縦
ハ

ヶ
目

ナ
デ

耳
亘

鱒
犠

韓
－．一
　　
　
声　
瀧

報
告
書

挿
図
番

号　
登
録

番
号

1東ⅱ
さ
．12ミ

遺 構 面

・前
　．
‘

グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

石
器

の
法
量

と
特
徴

木
器
の
特

徴

器
種

法
量

（c
m
・g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

19
7

04
02
2

Ⅱ
Ⅰ

34
S
E
－
0
1

石
皿

19
・0
0

10
．0
0

4．
20

12
50

．0
0

蔽
打

痕
の

ひ
と
つ
ひ

と
つ

は
、
小

さ
く
浅
い

。
A
・B

両
面

と
も
に
敲

打
痕

が
あ
る
が

、主
に
A
面

を
使

っ

た
よ
う
だ

。

19
8

04
04
9

Ⅱ
Ⅰ

35
S
E
－
0
1

最
下

打
製
石

鍍
1・
9
3

4・
65

1．
70

黒
曜

石
自
然

面
．主

剥
離
面

な
し
。

22
4

04
07
7

Ⅱ
H

28
S
E
1
0
2

管
玉

1・
12

0・
2
6

1．
05

縦
に
割
れ

て
い
る
。
孔

の
大
き
さ
不
明

。

31
8

04
00
4

Ⅱ
S
K
一
0
1
5

大
型
蛤

刃
石

斧
15

・0
0

8・
3
0

4．
90

11
00

・0
0

31
9

04
00
5

Ⅱ
S
K
－
01

5
大

型
蛤

刃
石

斧
8
．1
0

7．
0
0

5．
00

42
2
．0
0

31
10

04
00
6

Ⅱ
S
K
一
01

5
砥

石
13
．0
0

4．
5
0

44
5．
00

砂
岩

（粒
子
は
細

か
い
。
雲

母
粒

を
少

し
含

む
O緻

密
）

4
両

全
て
を
砥

石
と
し
て
使

用
し
て
い

ろ
。
摩

滅
（湊

状
の

で
こ
ぼ

こ
が

あ
る
た

め
、
く
ぼ
ん
だ

所
は
自
然

画
を
残

す
）

3ⅰ
11

04
00
7

Ⅱ
S
K
一
01

5
凹
石

10
．7
0

8．
2
0

6・
9
0

72
0．
00

34
6

04
01
5

Ⅱ
J

29
S
K
1
08

2
N
o
．2

打
製

石
鉄

2
・9
0

2
・0
0

4．
5
0

1・
80

黒
曜

石
全

面
に
丁
寧

な
剥

離
。
自
然
画

は
残
っ
て
い
な
い

°

34
7

04
01
6

Ⅱ
J

29
SK

－
08

2
N
。
．2

管
玉

2
．9
7

4．
50

碧
玉

端
部

に
は
多

少
凹

凸
が
あ

る
。
孔

は
一

直
線

に
は

貴
通
せ

ず
、
中
央

付
近

で
微

妙
に
折

れ
曲

が
る
。

両
側

か
ら
孔

を
あ
け
、
中

央
付

近
で

貫
通

し
た
可

能
性

が
高

い
。

Ⅱ
2

SL
－
0
1

漉
れ

西
山

里
色

粘
質

土
2
面

打
製

石
鉄

2
40

1
6
4

0
4
1

1．
00

里
曜
石

風
化

面
．付

着
物
な
し
。

61
10

61
11

0
40
6
1

0
40
62

Ⅱ

H G

7 2
8

SL
－
0
1

折
已　
　　

斥
ハい

流
れ

西
岸

砂
層
（①

の
下

不
明
石
器

2
．2
8

0
・7
8

0
．3
6

0．
80

黒
曜
石

風
化

面
な
し
。石

鉄
と
同
様

に
、そ

れ
ぞ

れ
の
縁

片
か

ら

剥
離

さ
れ
る
°

主　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

㎡
－

甘
U　
　　
　　
　　
　
U
言

？
日
・　
　　

～　
　

～ヽ　
　　

。　
　　

一　
い
。

61
12

6
1
13

0
40
57

0
40
59

Ⅱ Ⅱ

F G

28 27
SL

一
0
1

lL
　　

敢

流
れ

西
斜

面
下

端
最

下
層

田口

磨
製

石
鍍

未
製

品
？

5・
10

2
．4
0

0
．3
0

4．
60

（0
．1m

m
ほ
ど
の
白
色
粒

で
お
お
わ
れ

、基
質
は
明
灰
色

）
未
製

品
？

価 苺 1．
吾

滑 鄭 ト
－

1

短



報
告

書
遺

グ
リ
ッ
ド

石
器

の
法

量
と
特

徴　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　

木
器

の
特

徴

軋
番
裾

困
。　
　　
　　
　　
　　
　　
　

1
量

c
m

．g
備

考　
　　
　　
　　
　　

種
類　
　　

木
取

り　
　

樹
種　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　

備
考

．
長

さ
幅

厚
さ　
　

孔
径　
　　

重
さ

6
1
1
4

0
4
0
5
6

Ⅱ
E

2
6

S
L
－

0
1

砂
層

②
磨

製
石

剣
？

5
．2

0
3
．3
0

0
．9

1
1
8
．4
0

（
横

断
面

で
見

る
と
、
層

状

に
筋

が
走

る
）

全
体

的
に

欠
け

て
い

る
部

分
が

多
い

。
刃

縁
は

や
や

に

ぷ
い

°
．

6
1
1
5

0
4
0
5
5

Ⅱ
E

2
6

S
L
－

0
1

砂
層

②
小

型
柱

状
片

刃
石

斧
3
．9
0

1
．2
5

2
．0
0

1
3
．6

0
泥

岩
？
（赦

密
な
基

質
の

み

か
ら
成

る
。
青

灰
色

）
未

製
品

の
よ
う
だ

°

6
1
1
6

0
4
0
6
3

Ⅱ
G

3
3

S
L
－

0
1

枝
間

偏
平

片
刃

石
斧

3
．7
3

2
．8
8

0
．7
9

1
7
．
1
0
凝

灰
質

頁
岩

？
（
青

灰
色

地
に

白
、
暗

灰
色

の
縞

）

石
材

特
有

の
白

、
暗

灰
色

の
縞

が
、
バ

ー
コ

ー
ド
状

を
な

す
。

6
1
1
7

0
4
0
6
0

Ⅱ
G

2
7

S
L
－
0
1

流
れ

西
斜

面
下

端
最

下
層

不
明

石
器

3
．7
0

3
．2
0

0
．7
0

1
2
．3
0

泥
岩

？
（黒

光
り
す

る
鉱

物

粒
を
少

し
含

む
。
基

質
は

灰

色
）

く
ぼ

ん
で

い
る
所

は
研

磨
が

達
し
て

い
な

い
。

6
1
1
8

0
4
0
4
5

Ⅱ
N
～
R

2
4
－
2
2

S
L

－
0
1

東
西

土
層

最
下

層
の

砂
層

上
剥

片

盤

9
．8
0

3
．8
0

1
．1
5

3
0
．6
0

（
目
立

っ
た

鉱
物

粒
は

な
く

、
堅

く
緻

密
な

基
質

か
ら
成

る
）

調
整

剥
離

ら
し

き
も
の

は
な
い

。

7
1
9
5

0
4
0
7
6

Ⅱ
N
～
R

2
4
・－
2
2

S
J
－

0
1

下
呂
玉

l　
　　
　　
　

ノL
ト

7
．1
5

3
．0
5

1
．5
．－

1
．7

1
・0
9

7
2

1
0
1
4
4
4

Ⅱ
H

2
8

S　
－
0
1

2
1

、
型　

刃
石

斧
15

．2
0

7
・2
0

5
．0

0
9
0
0
．0
0

青
灰

を
少

し
行

っ
た　

階
の　

0
品

。

7
2
2

0
4
0
5
1

Ⅱ
G

2
8

S
J
－
0
1

（図
面

取
り
上

げ
）

太
型

蛤
刃

石
斧

6
．9
0

7
．9

0
3
．8

0
4
1
3
・0
0

玄
武

岩
か

（
表

面
は

明
灰

色
に

風
化

）

7
2
3

0
4
0
5
2

Ⅱ
H

2
8

S
J
－
0
1

2
5

磨
石

？
10

．3
0

9
．3

0
5
．4
0

7
5
2
．0
0

（黒
光

り
す

る
鉱

物
粒

を
多

く
含

む
）

摩
滅

部
分

以
外

は
あ

ば
た

状
。

7
2
4

0
4
0
5
4

Ⅱ
Ⅰ

2
8

S
J
－
0
1

砥
一石

7
．6
0

6
・0
0

5
．6
0

2
6
7
．0
0

砂
岩

（灰
白

色
）

5
面

を
使

用
。

7
2
5

0
4
0
5
3

Ⅱ
H

2
8

S
J
－
0
1

2
8

砥
石

1
2
．
8
0

7
・3
0

7
．
10

6
8
2
．0
0

砂
岩

青
灰

色

7
2
6

0
4
0
5
0

Ⅱ
H

2
8

S
J
－
0
1

2
5

砥
石

2
4
．7

0
1
2
・9
0

7
．8
0

2
5
0
0
．0
0
砂

岩
（
青

灰
色

）

砂
岩

の
た

め
、
磨

耗
面

の
手

ざ
わ

り
は

ザ
ラ
ザ

ラ
だ

が
、

そ
の

す
り
減

り
方

か
ら
、
か

な
り
使

い
こ

ん
だ

こ
と

が
う
か

が
わ

れ
る

。

7
8
5

0
4
0
3
6

Ⅲ
Ⅰ

2
9

／第
Ⅲ

画
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
1
両

打
製

石
鍍

1
．7

5
1
．4
7

3
．0
0

0
．5

0
黒

曜
石

7
8
6

0
4
0
7
4

一一Ⅲ
H

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

3
両

黒
色

粘
土

層
打

製
石

鉄
1
．9
5

1
．7
3

0
．3
3

0
．7

0
黒

曜
石

（黒
色

）
風

化
面

、
主

剥
離

面
な
し

7
8
7

0
4
0
3
9

Ⅲ
Ⅰ

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
調

査
2
面

N
o
．2

打
製

石
鉄

2
．0
2

1
．6
9

3
．4
5

0
．8

0
黒

曜
石

風
化

面
．主

剥
離

面
は

残
っ
て

い
な

い
。

7
8
8

0
4
0
5
8

Ⅲ
H

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

流
れ

黒
色

粘
質

土
2
面

打
製

石
鉄

2
・0
5

1
・5
5

0
．3
4

1
．0

0
黒

曜
石

（
白

く
に

ご
っ
た

灰

色
、
姫

島
産

か
？
）

風
化

面
な
し

。
表

．
裏

面
そ

れ
ぞ

れ
に
大

き
め

の
剥

離

が
1
か

所
づ

つ
あ

る
。

7
8

9
0
4
0
7
2

Ⅲ
H

2
8

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
質

土
1
層

打
製

石
鉄

l

2
．1
7

1
・2
0

0
．3
5

0
．7
0

黒
曜

石
（
黒

色
。
石

材
中

に

黒
色

細
粒

が
多

く
あ

る
。
少

し
ザ

ラ
ザ

ラ
し

た
手

触
り
）

風
化

面
・主

剥
離

面
な

し
。

7
8

1
0

0
4
0
4
7

Ⅲ
H

3
1

第
Ⅲ

面
遺

構
珍

出
面

黒
色

粘
土

層
3
面

打
製

石
鉄

2
・1
6

1
．2
0

4
．2
5

0
．9
0

黒
曜

石
風

化
面

な
し

。

7
8

1
1

0
4
0
4
0

Ⅲ
H

32
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
調

査
出

土
面

2
面

打
製

石
鉄

2
．3
9

1
．5
6

1
・4
0

黒
曜

石
風

化
面

．自
然

面
は

残
っ

て
い

な
い

°
多

少
縁

片
が

欠

け
て

い
る

。

7
8

1
2

0
4
0
7
3

Ⅲ
Ⅰ

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

遺
構

検
出

面
黒

色
粘

土
層

打
製

石
鉄

に．

3
．6
4

2
．1
1

0
．
3
5

2
．3
0

安
山

岩
も
し

く
は

玄
武

岩
？

（灰
黒

色
）

風
化

面
な

し
。
表

．裏
面

と
も
、
中

央
に

主
剥

離
を
残

す
。

7
8

1
3

0
4
0
7
0

Ⅲ
Ⅰ

3
0

第
m

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
調

査
2
両

N
o
．1

不
明

石
器

2
．6
1

2
．
1
5

0
．7

6
4
．4
0

黒
曜

石
（
黒

色
）

風
化

面
あ

り
。
主

剥
離

面
ら
し
き
も
の

あ
り
。

7
8

14
0
4
0
6
9

Ⅲ
Ⅰ

3
0

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
調

査
2
面

N
o
．1

石
錐

3
・5
8

2
・
8
4

0
．
1
2

5
．9
0

黒
曜

石
（
黒

色
）

風
化

面
あ

り
。

7
8
1
5

0
4
0
3
3

Ⅲ
Ⅰ

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
1
両

①
磨

製
石

鍍

I

3
．8
4

1
．7

1
1
．8
0

1
・5
0

安
山

岩
も
し

く
は

玄
武

岩
か

（緻
密

な
基

質
か

ら
成

り
、
目

立
っ

た
鉱

物
粒

な
し
）

縁
辺

は
所

々
欠

け
て

い
る
。

7
8
1
6

0
4
0
3
4

Ⅲ
I

2
9

第
Ⅲ

面
遺　
　

出
面

黒
色

占
土

層
1
面

1
製

石
鉄

4
．5
1

2
．
13

7
．
15

6
．0
0

凝
灰

質
頁

岩
？

石
材

の
管

理
の

た
め

段
を

な
す

。

7
8
1
7

0
4
0
3
7

Ⅲ
Ⅰ

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
1
両

磨
製

石
鉄

未
製

品
？ ノ6
）．

5
．8

6
3
．2

1
4
．7
0

1
3
・9
0

頁
岩

？
縁

辺
は

比
較

的
鋭

利
。
明

瞭
な

調
整

痕
は

見
ら
れ

な
い

。

7
8
1
8

0
4
0
3
5

Ⅲ
Ⅰ

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

洩

黒
色

粘
土

層
1
両

小
型

柱
状

片
刃

石
斧

4
．9

0
1
．3
3

1
・0
6

1
5
・0
0
凝

灰
質

頁
岩

？
石

材
特

有
の

白
い

層
状

の
筋

が
走

る
。

7
8
1
9

0
4
0
7
1

Ⅲ
H

2
8

第
Ⅲ

面
退

構
検

出
面

黒
色

粘
質

土
1
層

小
型

柱
状

片
刃

石
斧

5
．9

5
8
．7
0

1
．0
9

1
1
．7
0
凝

灰
質

頁
岩

（灰
色

）

7
8

2
0

0
4
0
6
8

Ⅲ
I

3
0

第
Ⅱ

面
遺

構
検

出
面

－

、虚
・

黒
色

粘
土

層
調

査
2
面

N
o
．
1

楔
状

石
器

4
．
1
0

2
．3
7

1
・7
3

2
1
．3

0

凝
灰

質
頁

岩
（
？
）
（
緑

灰

色
。
石

材
特

有
の

縞
模

様

あ
り
）

7
8

2
1

0
4
0
3
8

Ⅲ
Ⅰ

2
9

第
Ⅲ

面
退

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
1
面

砥
石

？
3
．1

8
1
．9
7

1
・6
8

1
7
・9

0
砂

岩

7
8

2
2

0
4
0
4
8

Ⅲ
Ⅰ

3
3

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

調
査

出
土

面
2
面

石
鎌

末
製

品
？

1
2
．2
0

3
．6
5

8
．5
0

5
9
．0

0
頁

岩
？

風
化

面
な
し

。

7
8

2
3

0
4
0
4
3

Ⅲ
M

2
8
．
2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

南
側

排
水

ト
レ

ン
チ

石
包

丁
9
・5
5

3
・5
0

6
・1
0

0
．5
0

3
5
・3
0

輝
線

凝
灰

岩
？

敵
打

痕
な
ど

は
な

い
。
シ
ャ
ー

プ
な

穿
孔

。
元

々
あ

っ
た

組
孔

と
刃

部
と
の

間
が

狭
ま

っ
て

き
た

た
め

、新
た

に
穿

孔
し
よ
う
と
し

た
よ
う
で

あ
る
。

7
8
2
4

0
4
0
4
4

Ⅲ
第

m
面

遺
構

検
出

面
遺

構
検

出
面

石
包

丁
1
4
．5
0

6
．1
0

5
．1
0

0
．5
3

6
2
．3
0

全
体

的
に

少
し
磨

耗
し

て
い

る
。
全

面
研

磨
し

そ
い

る

が
、
微

妙
に

凹
ん

で
い

る
た

め
、
研

磨
が

達
し
て

い
な

い
所

が
多

い
。
全

体
が

薄
く
剥

げ
か

け
て

い
る

。
摩

滅

の
た

め
か

、
そ

れ
ほ

ど
シ
ャ

ー
プ

で
は

な
い

。
刃

こ
ぼ

れ

が
多

い
。

7
8
2
5

0
4
0
4
2

Ⅲ
第

m
面

遺
構

検
出

面
1
両

検
出

面
勾

玉
2
．5
5

1．
2
0

5
．8
0

0
．4
0

2
．5
0

滑
石

シ
ャ

ー
プ

な
穿

孔
O
組

ズ
レ

の
跡

な
し

。

8
0
2
8

0
4
0
7
5

Ⅲ
G

2
9

第
Ⅲ

面
遺

構
検

出
面

黒
色

粘
土

層
1
両

（①
石

核
9
．6
0

7
・6

0
4
．7

0
3
2
8
．0
0

黒
曜

石
（
黒

色
）

雀
居

遺
跡

－（
1
3
次

）
の

中
で

最
も
大

き
な
黒

曜
石

°
石

核
の

両
端

か
ら
剥

離
。

8
0
2
9

0
4
0
4
6

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
廃

土
大

型
蛤

刃
石

斧
1
6
．4
0

6
．5
0

4
．2

0
8
1
2
．0
0

il
（
目
立

っ
た
鉱

物
粒

は
な

く
，堅

く
緻

密
な

基
質

か
ら
成

る
）
．－

未
製

品
の

可
能

性
が

あ
る

。
刃

は
研

ぎ
出

さ
れ

て

い
な

い
よ
う

だ
。
刃

部
と
基

部
の

境
は

不
明

瞭
。
表

面
が

暗
灰

色
（
岩

石
の

製
成

過
程

で
出

来
た

も
の

の
よ

う
だ

）

8
3
1

0
4
0
4
1

Ⅲ
H

S
L
－

0
2

4
区

北
東

土
器

遺
構

検
出

面
砂

層
N
o
．1

打
製

石
鉄

1．
8
1

1
．6

1
3
．4
0

0
．8
0

彗
語

盈
鮎

裏
芸

、
窯

窯
蓋

三
雲

喜
蓋

藍

こ
ん

で
い

る
．

入
し

た
よ

う
だ

）

ト
－ 恕 海
痘 苗 小

誌
．

滑 鄭



報
告

書

登
録

番
号

遺 構 面

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
．
出

土
地

点

石
器

の
法

量
と
埴

徴
・

木
器

の
特

徴

挿
図

番
号

器
種

法
量

（
c
m

．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

8
3
2

0
4
0
6
6

Ⅲ
Ⅱ

S
L
－

0
2

4
区

北
東

遺
構

検
出

面
砂

層
打

製
石

鍍
2
．3
8

1
．4

5
0
．5

1
1
．7
0

黒
曜

石
（
黒

色
）

風
化

な
し

。
剥

離
が

全
面

に
は

及
ば

ず
、
主

剥
離

面
を

大
き
く
残

す
。

8
3
3

0
4
0
6
5

Ⅲ
H

S
L
－

0
2

4
区

北
東

遺
構

検
出

面
砂

層
打

製
石

鉄
2
．8
2

2
．2

7
0
・6

0
2
．1
0

黒
曜

石
（
黒

色
）

風
化

面
・
主

剥
離

面
な
し

。
白

色
混

入
物

が
少

し
あ

る
。

三
辺

が
少

し
内

湾
。

8
3
4

0
4
0
6
7

Ⅲ
E

3
1

S
L
，

0
2

砂
層

下
足

跡
面

よ
り

下
－

②
打

製
石

鉄
2
．6
0

1
8
1

0
．5

0
2
．ⅰ
0

黒
曜

石
（
黒

色
）

風
化

面
な

し
。
主

剥
離

面
を
残

す
。

8
3
5

0
4
0
6
4

Ⅲ
H

S
L
－

0
2

遺
構

検
出

面
砂

層
N

o
・5

偏
平

片
刃

石
斧

4
．9
0

2
．9

0
0
．8

0
2
2
．6
0

泥
岩

？
（
明

灰
色

）

9
5
6

0
1
1
2
1

Ⅲ
Ⅰ

2
9

S
B

－
0
6

S
P
－

1
2
3
0

礎
石

と
し
て

使
用

し
た

石
材

2
6
．（
X
）

2
1
．9

0
5
．
10

3
0
（X

）．
0
0

砂
岩

か
？

周
縁

部
は

欠
損

か
生

き
か

不
明

。

1
1
6
3

0
4
0
1
7

Ⅲ
Ⅰ

3
0

S
B

－
2
5

S
K
－

0
9
5

打
製

石
鍍

2
．3
2

2
．2

5
4
．6

0
1
．8
0

黒
曜

石
自
然

画
は
残

っ
て

い
な

い
°
全

面
に

丁
寧

な
剥

離
。
縁

辺
部

は
所

々
白

っ
ぽ

く
変

色
。

1
4
8
5

0
4
0
0
1

Ⅲ
Ⅰ

3
3
．3
4

S
K

－
0
0
5

剥
片

8
．2
0

6
．2

0
9
．9
0

3
8
．9
0

堅
く
緻

密
で

、
目
立

っ
た

鉱

物
粒

な
し

同
様

な
石

材
で

作
ら
れ

た
石

鉄
な

ど
が

あ
る
こ

と
か

ら
、

石
器

の
材

料
と
し
て

用
意

さ
れ

た
と
考

え
る

。
4
、
さ
な

剥

離
痕

が
並

ぶ
が

、
人

為
的

な
も
の

か
は
不

明
°

1
4
8
6

0
4
0
0
2

Ⅲ
Ⅰ

3
3
．3
4

S
K

－
0
0
5

砥
石

8
．4
0

2
．6

5
1
・6
0

5
3
．8
0

凝
灰

質
頁

岩
？

一
部

擦
痕

が
あ

る
が

、
ほ

と
ん

ど
使

用
さ
れ

な
か

っ
た

よ

う
で

あ
る
。
た

た
く
と
金

属
音

が
す

る
。
石

材
特

有
の

き

れ
い

な
縞

模
様

°

1
4
9
7

0
4
0
0
3

Ⅲ
Ⅰ

3
3
．3
4

S
K

－
0
0
5

凹
石

？
17

．1
0

9
．9

0
7
．8
0

2
2
0
0
．0
0

安
山

岩
も
し

く
は

玄
武

岩
か

く
ぼ
み

は
、
何

か
を
敲

い
て
い
る
う
ち
に
自
然

と
出
来

た
も
の

で
は
な

く
、
人
為

的
に
つ

く
り
だ

し
て
い
る
。
く
ぼ

み
の

中
心

点
は
、
両

隣
り
の

そ
れ

と
は
少

し
ず

れ
る
が

、
相
対

す
る
そ
れ

と
は

ほ
ぼ
一

致
す

る
°

11
5
9

1
0
4
0
0
8

Ⅲ
K

2
9
．3
0

S
K

－
0
3
3

北
半

大
型

蛤
刃

石
斧

13
．2
0

7
．3

0
7
3
6
・0
0

お
そ

ら
く
玄

武
岩

丁
寧

に
磨

か
れ

て
い

る
°

1
6
1
6

0
4
0
1
0

Ⅲ
J

3
2

S
K

1
0
4
9

土
器

群
西

一
段

下
げ

（
北

半
分

）
紡

錘
車

5
．5
0

0
．8
0

15
．7
0

シ
ャ

ー
プ
な

穿
孔

。

1
6
4

1
0
4
0
0
9

Ⅲ
S
K

－
0
3
5

偏
平

片
刃

石
斧

5
．7
0

3
．3

0
5
6
．2
0

凝
灰

質
頁

岩
？

石
材

特
有

の
白

い
筋

が
走

る
。

1
6
8

1
0
4
0
1
1

Ⅲ
J

3
0

S
K

－
0
5
2

石
鎌

？
17

．0
0

6
．0
0

8
．0
0

1
16

．2
0

安
山

岩
？

A
面

は
平

坦
、
B

面
は

や
や

凹
凸

が
目

立
つ

。
A

、
B

面
と
も
少

し
は

摩
滅

し
て

い
る
が

、
成

形
時

の
器

面

を
よ

く
残

す
。

1
6
8
2

0
4
0
1
2

Ⅲ
K

3
1

S
K

－
0
5
7

大
型

蛤
刃

石
斧

1
0
10
0

5
・5

0
2
．6
0

2
2
0
．0
0

敲
打

部
は

少
し
摩

滅
（
お

そ
ら
く
着

柄
の

た
め

）
。

石
材

特
有

の
灰

色
の

細
線

が
多

く
走

る
。
割

れ
た

こ
の

部
分

も
磨

か
れ

て
い

る
の

で
、
割

れ
た

後
も
、

磨
き
直

し
て

再
利

用
し

た
と
考

え
ら

れ
る

。
刃

部
を

水
平

に
し

て
実

測
す

る
と

、
基

部
の

断
面

は
こ

の
よ

う
に

傾
く
。

1
6
8
3

0
4
0
1
4

Ⅲ
K

2
9

S
K

－
0
8
1

石
鎌

？
7
．2
0

3
．8
0

1
．0
5

3
0
．3
0

黒
色

の
柱

状
鉱

物
粒

（
3
m

m
以

下
）
を

7
粒

ほ
ど
含

む
。

1
7
1
2

0
4
0
1
3

Ⅲ
K

3
0

S
K

－
0
7
8

紡
錘

車
（
5
．5
0
）

0
．7
0

0
．5
0

15
．6
0

シ
ャ

ー
プ
な

穿
孔

°
中

央
に

向
か

っ
て

厚
さ

が
増

す
。

1
8
3
5

0
4
0
1
8

Ⅲ
Ⅰ

3
0

S
K

－
0
9
6

太
型

蛤
刃

石
斧

5
．5
0

6
．5
0

1
2
9
．2
0

玄
武

岩
か

？
風

化
面

は
明

灰
色

。

1
8
9

1
3

0
4
0
1
9

Ⅲ
H

3
0

S
K

－
0
9
8

柱
状

片
刃

石
斧

6
．4
田

3
．4

0
3
．9
0

1
4
5
．2
0

凝
灰

質
頁

岩
か

？
等

粒
状

．

斑
状

組
織

は
な

く
、
緻

密
な

基
質

か
ら
成

る
。

石
材

特
有

の
層

状
の

線
が

走
る

。
刃

端
は
少

し
丸

味

を
帯

び
る
。

1
9
1
3

0
4
0
2
0

Ⅲ
Ⅱ

3
1

S
K

－
1
0
1

太
型

蛤
刃

石
斧

4
．0
0

4
．4

0
3
．3
0

7
2
．8
0

玄
武

岩
か

？

2
1
1
2

0
4
0
2
3

Ⅲ
S
K

－
1
1
9

蛤
刃

石
斧

9
．0
0

6
．2

8
2
．4

8
2
14

．0
0

恕
面

に
は
鉄

分
や

白
色

の
付

着
物

が
あ

る
。
刃

部
は

完
全

に
つ

ぶ
れ

て
い

る
。

2
1
1
5

0
4
0
3
2

Ⅲ
K

3
0

S
K

－
1
2
0

．
周

辺
一

段
下

げ
打

製
石

鉄
3
．3
0

1
．9
4

5
．5
0

2
．0
0

黒
曜

石
自
然

面
、
主

剥
離

両
軍

残
っ
て

い
な

い
。

2
1
1
6

0
4
0
3
1

Ⅲ
K

3
0

S
K

－
1
2
0

周
辺

一
段

下
げ

小
型

柱
状

片
刃

石
斧

8
．8
1

1
．
1
1

1
．4

3
2
8
．5
0

凝
灰

質
頁

岩
？

石
材

特
有

の
白

も
、
筋

が
層

状
に

走
る

。

2
1
5
2

0
4
0
3
0

Ⅲ
J

3
3

S
K

－
1
1
7

打
製

石
鉄

2
．8
3

2
．
1
8

3
．9
0

1
．6
0

黒
曜

石
（
腰

岳
山

か
）

自
然

面
．主

剥
離

面
は

残
っ

て
い

な
い

。

2
2
1
4

0
4
0
2
1

Ⅲ
Ⅰ

2
8

S
K

－
1
2
4

西
半

太
型

蛤
刃

石
斧

－
17

．9
0

6
．5

0
8
8
0
．0
0
1

黒
灰

色
の

基
質

に
、
3
m

m
前

後
の

白
い

叙
舶

多ゞ
く
あ

る
。

2
3
1
3
1

0
4
0
2
5

Ⅲ
Ⅰ

3
1

S
P
－

0
2
0
5

磨
製

石
鉄

4
・0
7

0
．2

3
1
．7

3
2
．2
0

2
3
1
3
2

0
0
8
5
3

Ⅲ
Ⅰ

2
9

S
P
－

0
6
5
8

不
明

石
器

5
．8
1

1
．
8
8

19
．8
0

（緻
密

）
全

面
が

ツ
ル

ツ
ル

に
摩

滅
。
灰

色
に
層

状
の

薄
く
白

い

線
。

2
3
1
3
3

0
4
0
2
6

Ⅲ
J

3
1

S
P
－

0
5
0
0

磨
製

石
鉄

4
．5
6

2
．2

7
0
．5

3
5
．6
0

玄
武

岩
？
（
赦

密
な
石

基
で

、

目
立

っ
た

鉱
物

粧
な
し

）

研
磨

が
完

全
で

は
な

い
た

め
、
両

面
と
も
虫

食
い

状
に

剥
離

面
を

残
す

。

2
3
1
3
4

0
0
8
8
1

Ⅲ
H

2
9

S
P
－

0
6
8
6

打
製

石
鉄

4
・4
1

1
・
1
4

5
．
1
0

2
．5
0

安
山

岩
o
r
玄

武
岩

か
？
堅

く
緻

密
で

、
目
立

っ
た

鉱
物

粒
は

な
い

。

全
面

に
調

整
剥

離
。

2
3
1
3
5

（4
0
2
4

Ⅲ
K

3
1

S
P
－

0
0
6
0

磨
製

石
赦

2
．4
5

1
．
1
1

。
．4

0
1
．1
0

刃
縁

は
面

を
成

す
。
折

れ
た

面
が

摩
擦

。

2
3
1
3
6

0
0
5
0
2

Ⅲ
J

3
2

S
P
－

0
4
6
2

不
明

石
器

6
・8
3

1
．6

4
1
．
1
9

1
5
．6
0

磋
化

木

2
3
1
3
7

0
1
1
2
5

Ⅲ
J

3
0
．3

1
S
P
－

0
5
8
1

S
B
－

0
4
－
A

剥
片

7
．6
7

2
．0

4
8
．3

5
1
6
．6
0

緑
色

凝
灰

岩
？

風
化

面
は

残
っ
て

い
な

い
。
断

面
は

、
石

材
特

有
の

層

状
の

縞
模

様
°

2
3
2
3
8

0
4
0
2
9

Ⅲ
Ⅱ

3
4

S
P

－
0
6
0
8

凹
石

？
1
3
．0
0

1
2
．2

0
8
．2

0
1
9
3
0
・0
0

（
白
色

、
半

透
明

、黒
色

の

鉱
物

粒
か

ら
成

る
）

凹
み

は
浅

く
、
そ

の
輪

郭
も
不

明
瞭

。

2
3
2
3
9

0
4
0
2
8

Ⅲ
H

3
4

S
P

－
0
6
1
3

不
明

石
器

3
・8
3

3
．9
0

3
．0

0
7
．1
0

（緻
密

な
石

基
か

ら
成

り
、
目

立
っ

た
鉱

物
粒

な
し
）

2
3
2
4
0

0
4
0
2
7

Ⅲ
H

3
4

S
P

－
0
6
1
3

石
包

丁
8
．0
3

5
・2
5

6
．7

0
0
．4
4
×
0
・4
8

3
5
．1
－0

（緻
密

な
基

質
か

ら
成

り
、
目

立
っ

た
鉱

物
粧

な
し
）

穿
孔

時
に

つ
い

た
と
思

わ
れ

る
沈

線
状

の
工

具
痕

。

蛍
苦

圭
烹

圭
．ゴ

…　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　一
一，－

．
達，

　
一．
　　
　杭

．背

報
告

書

挿
図

番
号

，　
　　

1．
－5　
こ摺

登
録

番
号

遺 構 面

薮
・・
。
。

グ
リ
ッ
ド

遺
構

名
備

考
・出

土
地

点

石
器

の
法

量
と
特

徴
木

器
の

特
徴

器
種

法
量

（c
m

．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

考

長
さ

幅
厚

さ
孔

径
重

さ

1
2

3
9
0
0
0
1

Ⅰ
水

田
1
面

円
形

曲
物

針
葉

樹

底
板

（
蓋

板
）及

び
側

版
の

一
部

が
残

存
。
側

板
の

径
は

1
9
．2
c
m

で
側

板
と
の

結
合

は
4
箇

所
で

、結
合

孔
の

位
置

は
ば

ば
均

等
。
底

板
が

側
板

よ
り
は

み
出

す
タ
イ
プ

で
、
ま
た

底
板

の
内

面
に

は
針

書
き
線

が
残

る
。
底

板
の

穿
孔

は

ほ
ぼ

正
円

に
成

さ
れ

る
が

、
側

板
側

は
樺

皮
が

通
る
分

の
孔

を
こ
じ

開
け

た
感

じ
で

形
は

悪
い

。
底

板
外

面
に

は
若

干
の

刃
傷

あ
り
。

漸 苺 器 渦 鄭 ト
■
▲

短



報
告
書

挿
図
番

号
登
録

番
号

遺 構 面
遺

構
名

備
考

・出
土

地
点

石
器
の
法

量
と
特

徴
木
器

の
特

徴

器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考
．

種
類

木
取

り
樹
種

備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

重
さ

12
4

90
00

2
Ⅰ

水
田

1両
隅
丸

長
方

形
曲
物

在
自

針
葉
樹

90
0
0
1
の

円
形

曲
物

と
共

伴
し
て

出
土

。
結

合
孔

は
1箇

所
残
存

。
側

板
の

当
た
っ
て
い

た
痕

跡
は
残

ら
ず

。
外

面
に
は

刃
傷

あ
り
。
外

面
の

結
合

孔
の

下
に
圧

痕
あ

り
。
緩

や
か

に
窪

ん
で
い

る
。
新

し
い

傷

か
も
。

12
5

90
00

3
Ⅰ

水
田

2両
挽
物

針
葉

樹

挽
物

の
皿

で
あ

る
。
高

さ
は
1
，4
cm

、底
面

の
厚

さ
は
8
mm

。
立

ち
上

が
り
部

分
を
内
外

と
も
回

転
ケ
ズ

リ
成

形
。
回

転
ヶ
ズ
リ
は
非

常
に
細

か
い
が

、
連
続

は
し
て
い

な
い
よ
う
で
あ

る
°
外

面
の

一
部

に
別

工
具

で
大

き
な
単

位
で

け
ず

っ
て
い
る
箇

所
が

あ
る
。
木

目
の

様
子
か

ら
、こ

の
部

分
は
節

に
か

か
る
よ
う
だ

。
外

面
底

部
に
は
、
長

さ
1c
m

強
，幅

0
，5
－

1m
m
の

輯
櫨

に
固

定
し
た
際

の
爪
跡

が
3
箇
所

あ
る
。
比

較
的

深
く
め
り

込
ん
で
い

る
。
ま
た
爪

跡
と
は

別
に

「十
」
字

形
の
圧

痕
が

あ
る
。
幅
約

2
mm

，深
さ
1m

弱
で
、か

な
り
シ
ャ

ー
プ
な
稜

を
持

つ
型

を
押

し
当
て

た
よ
う
な
感

じ
か

。
圧

痕
の
断

面
は
垂

直
に
落

ち
る

。
聴
櫨

固
定

の
爪

跡
の
中

1
箇

所
と
重

な
る
が

、そ
の
前

後
関

係
は
不

明
。
他

2
箇

所
の
爪

跡
は

形
よ
く
残

る
が

、十
字

型
と

重
な
っ
た

爪
跡

は
周

囲
が
や

や
さ
さ
く
れ

る
。
輯

軽
固

定
の

爪
跡

も
十

字
型

も
共

に
皿

の
中
心

よ
り
や

や
ず

れ
て
い

る
か

。

12
6

90
00
4

Ⅰ
水

田
2両

下
駄

在
自

広
葉
樹

全
体

的
に
腐

蝕
が

進
ん
で
い

る
が

、緒
孔

が
2
箇

所
か
ろ
う
じ
て
確

認
出

来
る
た

め
、
残
存

す
る
歯

は
後

歯
と
判

明
。
歯

は
台

と
同
じ
幅

で
作

ら
れ

る
。
腐

蝕
し
て
い
る
の

で
判

断
し
が

た
い

が
、
歯

の
縦

断
面

は
台

に
向

か
っ
て

開
く
台

形
で
あ

る
と
思

わ
れ
る
。
逆

に
歯

の
横

断
面

は
台

か
ら
下
面

に
向

か
っ
て
若

干
外

開
き
に
な
る
。

12
7

90
0
05

Ⅰ
水

田
2
両

用
途
不

明　
雑

具
類

？
？

縦
方

向
に
緩

や
か

に
湾

曲
し
た
装

飾
加

工
板

O
透
か

し
の
よ
う
な
装

飾
部

か
ら
上

部
に
い

く
に
つ

れ
徐

々
に

厚
み
を
減

じ
、
上
端

は
か
な
り
薄

い
。
下

半
は
縦

方
向

中
央

に
稜

を
持

ち
、そ

こ
か
ら
側

線
に

向
け
て
斜

め

に
け
ず

り
落

と
す

。
側

線
の

稜
は
非

常
に
シ
ャ
ー
プ

で
あ
る
（刃

部
？
）。

中
央

に
稜

を
持

た
な

い
方

の
面

は
横

方
向

に
や

や
丸

み
を
持

つ
。

26
11

90
0
38
　

．
Ⅱ

G
33

S
E
－
0
3

（②
杭

芯
持
ち

広
葉
樹

直
径

4
．0
～
4
，5
c
m
程

の
木

を
樹

皮
を
残

し
た

ま
ま
杭

状
に
加

工
。
両

端
は
平

坦
面

を
作

り
出

し
て

い
る
。

特
に

下
端
一部

も
平

坦
に

し
て
い

る
と
い

う
こ
と
は

打
ち
込

む
た
め

の
杭

で
は

な
か

っ
た
か

。
残

り
は
非

常

に
よ
い

O

26
12

90
03

9
Ⅱ

G
33

S
E
－
03

④
杭

端
部

の
ヶ
ズ
11
は
か
な
り
深
く
食
い
込

ん
で
い
る
。ヶ

ズ
リ
の
最

後
を
折

り取
っ
た
と
す

る
に
は
面
が

き
れ
い
な
の
で
、逆

方
向
か
ら
も
浅

く刃
を
入
れ
た
と
思

わ
れ
る
。

26
13

90
04

0
Ⅱ

G
33

S
E
－
03

⑤
杭

端
部

の
ヶ
ズ
リ
は
約
半

面
に
の
み

ほ
ど
施

さ
れ
る
。
や
や
欠
損

も
あ
る
が

、そ
れ
程
尖

り
は
し
て
い
な
い
。
ご
く一

部
に

樹
皮

残
存

。

26
14

90
04

1
Ⅱ

G
33

S
E
－
03

（む
杭

端
部

の
ヶ
ズ
リ
は
シ
ャ
ー
プ
。樹

皮
が

約
半

面
に
残

る
。

26
15

90
03
7

Ⅱ
G

33
S
E
－
03

（①
加
工

材
芯

持
ち

広
葉

樹

端
部
に

近
い

箇
所

に
深

く
て
大

き
い

決
り
を
持

っ
た
加

工
材

で
あ
る

。決
り部

は
丸

く仕
上

げ
ら
れ

る
。
ケ
ズ

リ
は

幅
広

の
工

具
で

比
較

的
細

か
く施

さ
れ

る
。
刃
傷

が
や
や

丸
み
を
持

つ
。
緩

や
か

に
湾

曲
し
た

刃
を
持

っ
た

工
具

で
あ
っ
た
か

。
端

部
は
杭

状
に
加

工
。
そ
れ

程
尖

り
は

し
て

い
な
い

。
ヶ
ズ
リ
口

は
シ
ャ
ー

プ
で
き
れ

い
。
樹

皮
が

一
面

に
残
り
、
一

部
炭

化
し
て
い

る
。

26
16

9
00
42

Ⅱ
G

3
3

SE
－
0
3

（③
用
途
不

明
柄

と
思

わ
れ
る
部

分
を
持
つ

、全
形

．用
途
不

明
品
で
あ
る
。面

は
平
滑

に
仕
上

げ
ら
れ
、側

面
の
一
部

の
ヶ
ズ

11
は

非
常

に
細

か
く
比
較

的
丁

寧
な
作

りが
窺
え
る
。

4
1
12

1
90

01
1

Ⅱ
G

3
1

S
K
－
10

8
用
途
不

明
針
葉

樹
ほ
ぼ
均

等
の
3
箇

所
に
く
ぼ
み
あ

り
。
ヶ
ズ
リ
に
よ
り
作

ら
れ

た
く
ぼ

み
で
あ
る
が

、そ
の
後

押
圧

さ
れ
て
い

た
痕

跡
が

残
る
。

4
5
1

90
0
06

Ⅱ
I

28
S
P
－
1
03

4
SD

－
06

内
曲
柄
平
鍬

広
葉
樹

長
さ
5
8
，0
cm

以
上

、幅
10

，5
cm

の
長

細
い
鍬

を
故

意
に

半
分

に
折

っ
て

い
る
。
ま
た

上
部

の
柄

に
つ

な

が
る
部

分
の

欠
矢

も
故

意
に

よ
る
も
の
で

あ
る
。
全
体

的
に
残

り
よ
く
し
っ
か

り
し
て
お

り
、ヶ

ズ
リ
痕

も
刃

先
近

く
ま
で

残
っ
て

い
る

。
刃

先
を
特

に
意

識
し
て

薄
く
け
ず

っ
て
い

る
の

は
金

属
製

鍬
先

の
装

着
の

た

め
か

。
装

着
痕

が
残

る
わ
け

で
は

な
い

が
、
鍬

先
を
付

け
た
と
し
た
ら
ヶ
ズ

11
の
感

じ
か

ら
下

端
よ
り
5
c
m

の
範

囲
で
あ

る
と
思

わ
れ

る
。
故

意
の
折

損
部
分

は
、
真
っ
す

ぐ
な
刃

先
を
持

つ
工

具
（痕

跡
か

ら
し
て

金
属

製
か

？
）を

ほ
ぼ
垂

直
に
振

り
下

ろ
し
表

裏
面

そ
れ

ぞ
れ

か
ら
傷

を
付

け
、そ

れ
か
ら
折

り
割

っ
た

よ

う
に
見

受
け

ら
れ

る
。

45
2

90
0
07

Ⅱ
I

28
S
P
－
10

34
S
D
－
0
6
内

曲
柄

平
鍬

広
葉
樹

90
0
06

と
同
様

、
故

意
に
傷
を
入

れ
半

分
に
折

損
し
て

い
る
。
表

裏
面

と
も
に
ヶ
ズ

リ
痕

が
顕

著
に
残

る
°
側

面
も
上

部
か

ら
下

部
に
向

け
て

幅
狭

く
平
滑

に
ヶ

ズ
リ
で
仕

上
げ
て
い

る
。
刃

部
に
欠

損
部
が

あ
る
た

め
金

属
製

鍬
先
の

装
着

に
つ

い
て

は
何

と
も
い

い
が

た
い
が

、原
形

が
残

っ
て
い

る
範

囲
ま
で

は
断

面
コ
字

形
に

な
る
し
っ
か
り
と
し
た
側

面
を
も
つ

た
め

、少
な
く
と
も
こ
の
範

囲
ま
で

は
鍬

先
は
装

着
さ
れ

て
な
い

と
見

え
る
。

と
す

る
と
、鍬

先
装
着

の
範

囲
が

狭
く
な
り
す

ぎ
る
た
め

装
着

は
な

か
っ
た

か
。
ヶ
ズ

リ
痕

の
残

り方
や

側
線

の
稜

線
の

シ
ャ
ー
プ
さ
な
ど
か
ら
、
ほ
と
ん

ど
未

使
用

に
近

い
鍬

と
思

わ
れ

る
。

45
3

90
00

8
Ⅱ

Ⅰ
28

S
P
－
10

34
S
D
－
0
6
内

横
鍬

広
葉
樹

全
体

的
に
非

常
に
残

り
が
よ
い
。
ヶ

ズ
リ
痕

な
ど
も
よ
く
残

っ
て
お
り
、刃

部
が
や

や
欠

け
気
味

な
の

を
除

け

ば
（埋

没
～
取

り
上

げ
ま
－で

の
間

に
損

じ
た
も
の
と
思
わ

れ
る
）、

磨
耗

も
見

ら
れ

ず
ま
る
で
未

使
用

の
鍬

の
よ

う
で
あ

る
。
柄

孔
の
－残

り
も
よ
く
磨
耗

も
見

ら
れ

ず
、未

使
用
で

な
い
に

し
て

も
決

し
て
酷

使
さ
れ

た
木

器
で

は

な
い
だ

ろ
う
°
出
土

状
況

か
ら
し
て
未

使
用
で

埋
納

さ
れ

た
と
考

え
ら
れ

な
い
こ
と
も
な
い
が

、そ
れ

に
し
て
は

柄
孔

よ
り
上

部
が
欠

失
し
て
い

る
こ
と
は
お

か
し
い

。
下

部
左

側
に
小

さ
い
傷

が
あ
る
。
小

孔
が
欠

損
し
た

様
だ
が

生
き
か

ど
う
か

不
明
。
木

の
根

に
よ
る
か

。
本

来
存

在
し
た
も
の

と
す

る
と
、
鍬

と
の
つ

な
が

り
は
？
孔

の
用

途
は
？

未
記
載

9
00
09

Ⅱ
Ⅰ

28
SP

－
10

34
S
D
－
0
6内

繊
維

材
未
図
化

。
90
00

6－
90
0
08
の

間
か
ら
出
土
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

目
か

。

未
記
載

9
00

10
Ⅱ

Ⅰ
2
8

SP
－
10
3
4

S
D
一
0
6内

繊
維

材
未
図
化

。
90
00

6－
90
0
08
の

間
か
ら
出
土
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
役

目
か

。

61
19

9
00

12
Ⅱ

24
－
22

SL
－
0
1

砂
層

木
錘

芯
持
ち

広
葉
樹

や
や
4
、ぶ

り
の

木
錘

。
中
央

に
て

欠
損

。全
体

的
に
腐

蝕
し
て
い

る
。
両

端
の

ヶ
ズ

リ
は
シ
ャ
ー
プ

で
あ
る
が

け
ず

り
っ
ぱ
な
し
で

凹
凸

残
り
決

し
て

丁
寧

な
作

り
で
は
な
い

。
お
そ

ら
く
樹

皮
は
胴

部
全

周
に
残

っ
て

い
た

も
の
と
思

わ
れ

る
。

9
00
35

Ⅱ
F

3
1

SL
－
0
2

杭
広
葉

樹
2
点

あ
り。

共
に
杭

で
、端

部
を
ヶ
ズ
リ
で
尖
ら
せ

る
。
①

は
端
部

と枝
の
切

り
落
と
し
部
分

以
外

一
面
に
樹

皮
残

存
。

2点
の
樹
種

は
同
一

か
。

83
12

9
00
36

Ⅱ
F

3
1

SL
－
0
2　

－
杭

広
葉

樹　
端

部
の

ヶ
ズ

リ
は
一
面

の
み
。他

は
樹

皮
が
残

る
。

1－
－

－
1

～
⊃

恥 部 苺 器 渦 柵



報
告

書

登
録
番

号
遺

一
棟 面

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

石
器
の
法

量
と
特

徴
木
器

の
特
徴

挿
図
番

号
器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備
考

長
さ

幅
厚

さ
孔
径

重
さ

89
6

90
0
16

Ⅲ
Ⅰ．
J

31
．3
2

S
B
－
0
3

S
P
－
08

0
4

礎
板

柾
目

針
葉
樹

短
軸

方
向
の
側

面
に
ヶ
ズ
11
痕
残

る
。
一

辺
は
垂

直
に
落

と
し
、も

う
一

辺
は
斜

め
に
け
ず
る
。ヶ

ズ
リ
は
シ
ャ
ー
プ
。

一
部

炭
化

あ
り（
長
軸

側
面

の
み
）。

89
7

90
0
13

Ⅲ
I－
J

31
－．3
2

S
B
－
0
3

S
P
－
08

3
9

礎
板

か
な
り腐

蝕
し
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
る
。破

損
し
た
面
か

原
形
な
の
か

見
分

け
も
つ
か
な
い

。本
来
は
板
状

で
あ
っ

た
こ
と
は
間
違
い

な
い

O

89
8

90
0
15

Ⅲ
Ⅰ．
J

31
・3
2

S
B
－
0
3

S
P
－
08

1
9

礎
板

台
形

状
に
ヶ
ズ
リ
成

形
さ
れ

た
と
思
わ
れ

る
が

、木
目
と
直
交

方
向

の
ヶ
ズ
リ
面
以

外
は
表

面
の
劣

化
が

ひ
ど
く
成
形

痕
は
全

く残
ら
ず

。残
存
す

る
ヶ
ズ
リ
口
は
か

な
りシ

ャ
ー
プ
。

90
0
14

Ⅲ
Ⅰ・
J

31
・3
2

S
B
－
03

S
P
－
08

4
1

礎
板　

5
点

図
化

3
点

、未
図

化
2
点
。
図
化

し
た
3
点

は
ピ
ッ
ト
内

に
折

り
重

な
る
よ
う
に
出

土
し
た

。
そ
れ

ぞ
れ

に
加

工

が
見

ら
れ

る
が

接
合

な
ど
は
し
な
い

。樹
種

は
同

一
か
。
な
ん

ら
か

の
目
的

で
こ
の

よ
う
に
加

工
し
た

部
材

を

礎
板

代
わ

り
に
柱

穴
に
投

げ
込

ん
だ
か

°

90
0
17

Ⅲ
Ⅰ．
J

31
．3
2

S
B
－
03

S
P
－
08

9
2

礎
板　

6
点

図
化
3
点

、未
図

化
3
点
。
図
化

し
た

も
の
の

内
2点

は
9
00

14
の
も
の

と
よ
く
似

る
°
ケ
ズ
リ
口
は

か
な

り
シ
ャ

ー
プ
で

、鋭
利

な
刃

物
を
使

用
し
た
と
思

わ
れ

る
。
1点

は
低

い
か
ま
ぼ

こ
型

の
横

断
面

を
な
し
、ヶ

ズ
リ
痕
を

よ
く
残

す
。
図

化
の
（①

と
（②

は
同

一
樹

種
と
思

わ
れ
る
。

93
1

90
03
4

Ⅲ
L

31
S
P
－
0
0
42

礎
坂

針
葉
樹

礎
板

で
あ
ろ
う
か

。
直
径

10
cm

強
の
樹

木
を
芯
は
残

し
た
ま
ま
縦

割
りし

て
い
る
。
長

軸
方

向
の
側

面
の
み
樹

皮
を

剥
い
だ

だ
け
で
加
工

は
な
い

。他
面
は
顕

著
に
ヶ
ズ
リ
痕

が
残
る
。
ヶ
ズ

リ
は
あ
ら
ゆ
る
方

向
か

ら
施
さ
れ
る
。ヶ

ズ
リ

口
は
か
な
り
シ
ャ
ー
プ
で
あ
る
。

93
2

90
02
7

Ⅲ
Ⅰ

34
S
P
－
12

34
桂
根

広
葉
樹

腐
蝕

に
よ
り原

形
は
判

り
え
な
い
。

93
3

90
0
18

Ⅲ
J

30
S
P
－
0
5
8
1

桂
根

広
葉

樹

下
端

部
に
は
ヶ

ズ
リ
が

残
る
。
上

に
い

く
に
つ

れ
若

干
だ
が
細

く
な
る
。
年

輪
は
見

え
な
い
が

芯
持

ち
材

で
は

な
さ
そ

う
。
一

度
乾

燥
に
よ
っ
て
ひ

び
割

れ
た

よ
う
だ

が
、
そ
の
ひ

び
の
入

り
方

が
横

に
平

行
で
あ
る
。
芯

持
ち

材
な

ら
放

射
状

に
割

れ
る
で
あ
ろ
う
か

ら
。

9
3
’’4
，5
．’

90
0
19

Ⅲ
I

30
S
P
－
0
7
26

桂
根

？（
木
片

）
広
葉

樹

SB
－4
－B

の
桂

根
と
し
で

は
、腐

蝕
が

は
げ

し
くて

取
り
上

げ
が

不
可

能
だ

っ
た
径

7
cm

程
度

の
木

片
が
あ

っ
た

よ
う
だ
O
図
化

し
た
2
点

は
径

も
2c

m
前

後
と
細

く
、先

端
を
杭

状
に
尖

ら
せ

て
い
る
。
礎

板
に
も
柱

根
に

も
な
り
得

な
い

か
。2

点
の
樹

種
は
異

な
る
。

93
6

9
00
20

Ⅲ
H

3
1．
3
2

S
P
一
12

35
桂
根

？（
木
片

）
広
葉

樹
前
面

に
細

か
い

ヶ
ズ
リ
が
施
さ
れ

て
お
り
、柱

と
い

うよ
り杭

の
形
状

で
あ
る
。
（杭

に
し
て
も
ヶ
ズ
リ
が

丁
寧

で
あ
る
。
）

95
4

9
00
2
1

Ⅲ
H

2
9

S
B
－
06

S
P
－
12

32
礎
板

桂
根

と
組

み
合

わ
せ

た
横

木
で
あ

る
。
中

央
を
ヶ
ズ

リ
に

よ
り
や

や
窪

ま
せ

そ
こ
に
桂

根
を
組

ん
だ
も
の
と

思
わ
れ

る
°
他

の
部

分
と
比

べ
て
、
押

圧
さ
れ

た
痕

跡
や
色

や
風

化
の
度

合
い
の

違
い
な
ど

が
あ

る
。
枝

が
存

在
し
て

い
た
箇

所
が

あ
る
が

、
ヶ
ズ

リ
で

処
理

す
る
の

で
は
な
く
、
た

だ
折

り
取

っ
た

だ
け

で
あ

る
。
ま

た
部

分
的

に
芯

材
も
む

き
出

し
に
な

っ
て

い
る
（腐

蝕
の
為

で
は
な
さ
そ

う
）。

端
部

の
ケ
ズ

リ
は
シ
ャ
ー
プ

で
あ

る
。

　
95

5
9
00
22

Ⅲ
H

2
9

SB
－
06

S
P
一
0
7
1
1

礎
板

広
葉

樹

全
体

的
に
腐
蝕

し
変
形
も
見

ら
れ
る
。
出
土

時
に
は
柱

木
と
の
組

み
合
わ
せ

が
確

認
で
き
た
が

、柱
木

の
腐
蝕

が
は

げ
し
い
為

取
り上

げ
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
残
存

は
2分

の
1－

3分
の
2
程
度

か
。
柱
木

組
み
合

わ
せ
の
ケ
ズ
リ
部

分

は
確

認
や
き
、緩

や
か

に
窪
ん
で
い
る
。

1（
泊
．－3
，4
．．

9
00
23

Ⅲ
G
・H

3
1

SB
－
07

S
P
－
12

33
礎
板　

2点
芯

持
ち

広
葉

樹

横
木

と
楔

と
思

わ
れ

る
も
の
の

2点
で
あ

る
。
横

木
の
ヶ
ズ
リ
は
両

端
部

の
み

で
あ
る
。
凹

凸
の
残
る
ヶ
ズ

リ
で

あ
る
。枝

の
切

り落
と
し
た
跡

あ
り
。
樹

皮
は
一

部
に

の
み
残

存
す
る
が
お

そ
ら
くは

全
面

に
あ
っ
た
も
の

と
思

わ

れ
る
。
小

片
の

方
は
両
面

か
ら
徐

々
に
細

く
な
る
よ
う
ヶ
ズ
リ
加

工
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
形

状
か
ら
楔

の
よ
う
な
も
の

と
推

測
し
た

。横
木

と
柱

木
の

隙
間
に
入

れ
た
の
で

あ
ろ
う
か

。
た
だ
し
圧
痕

な
ど
は
残

っ
て
い

な
い
。

10
0
．－5
，6
．．

9
00
26

Ⅲ
－
G
．H

3
1

SB
一
07

S
P
－
10

29
礎
板

，桂
根

広
葉

樹
横

木
と
柱
木

の
組
み
合

わ
せ
。
横

木
は
両

端
を
二
方

向
か

ら
け
ず
り
込
む
。
ヶ
ズ
リ
痕

に
は
鉄

斧
で
加

工
し
た
と
考

え
ら
れ

る
筋

が
走

る
。
中
央

部
を
楕
円

形
に
浅

くけ
ず

り込
む
。

10
2
7

9
00
25

Ⅲ
G
．H

3
ⅰ

SB
－
07

S
P
－
0
8
23

礎
板

芯
持
ち

広
葉

樹

横
木

。
柱

木
と
組
み

合
わ
せ

る
為

の
決

り
は
深

く広
い
平

坦
面
を
持

つ
。決

り
部

の
幅

は
1
，8
－
3
，4
cm

と
狭

い
。

出
土

時
は
3
，4
c
m
の

方
が
上

向
き
に
な
っ
て
い

た
。
残

存
す

る
ヶ
ズ
リ
口
は

シ
ャ
ー
プ
で

あ
る
。
加
工

は
し
て

あ

る
が

形
は
そ
れ

程
整

っ
て
な
く
、丁

寧
な
作

り
と
は
い

え
な
い
か

。
一
部

に
刃

傷
の
よ
う
な
も
の

が
残

る
が
新

し

い
傷

の
可

能
性
も
あ
る
°

10
2
．．8
，9
．．

9
00
24

Ⅲ
G
．H

3
1

SB
－
07

S
P
－
0
8
30

礎
板

広
葉

樹

横
木

と
柱

木
の

一
部

が
残

存
°
横

木
は

両
端

部
を
ヶ
ズ
リ
加

工
（一

方
は

凹
凸
残

り
整

形
が
雑

、他
方

は
シ
ャ
ー

プ
な
ヶ

ズ
リ
口
を
残

し
比

較
的

丁
寧

な
整

形
、形

も
整

う
。
）。

一
側

面
に

の
み

樹
皮

を
残

し
、

他
三
面

を
ヶ
ズ
リ
加

工
、横

断
面

台
形

状
を
な
す

。
柱

木
が

当
た
っ
て

い
た

痕
跡

が
色

調
の
違

い
に

よ

っ
て

判
る
。
残

存
す

る
柱

木
に

作
ら
れ

た
浅

い
段

が
、
ち
ょ
う
ど
よ
い

具
合

に
組

み
合

う
。
柱

木
の
外

面
に

は
ヶ
ズ

リ
痕

が
顕

著
に

残
る
。
内

面
に

は
浅

い
段

が
あ
る
が

、
そ
の

段
は
横

方
向

に
通

る
も
の

で
は

な
く
、

一
部

の
み

に
作

ら
れ

る
。
内

面
に

は
刃

物
が

当
た
っ
た

跡
は
残

る
が

ヶ
ズ
リ
の
痕

跡
は
不

明
瞭

で
あ

る
。

腐
蝕

に
よ
る
と
思

わ
れ
る

が
、
外

面
と
内

面
で
腐

蝕
の

度
合

い
に
差

が
あ
り
す

ぎ
る
よ
う
だ

。
内
面

の
成

形
自
体

、そ
れ

程
丁

寧
で
は

な
か

っ
た
よ
う
だ
。
内
面

の
段

よ
り
上

部
は
、
原

形
と
考

え
る
に
は

厚
さ
が

薄

す
ぎ
る
か

。
欠

損
し
て
い

る
と
考

え
る
べ

き
で

あ
ろ

う
。
（面

と
し
て

は
滑

ら
か

で
あ

る
が
破

損
後

の
風

化

に
よ
る
か

°
）

10
8
7

9
00
32

Ⅲ
G

3
2．
3
3

SB
－
13

S
K
－
1
15

礎
坂

柾
目

針
葉

樹
板

状
の
礎

板
か
。
原
形

は
不
明

。
中
央
は
節

に
よ
る
隆
起
で
あ
る
。
（節

の
中
心

は
抜

け
て
い
る
。）

10
8
8

9
00
30

Ⅲ
G

3
2．
3
3

SB
－
13

S
P
－
0
9
92

礎
板

広
葉

樹
板

状
。断

面
に
現

れ
る
凹
凸
は
腐

蝕
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
欠
損
部

多
く
原
形

不
明
。

10
8
9

9
00
3
1

Ⅲ
G

3
2．
3
3

SB
－
13

S
P
－
0
9
99

礎
板

広
葉

樹
腐

蝕
．変

形
が
す

す
む
。
原
形

不
明

。
板
状

°

9
00
29

Ⅲ
G

3
2．
3
3

SB
－
13

S
P
－
0
9
80

礎
板　

2点
広
葉

樹
2
片
は

同
一
樹

種
の
様

で
あ
る
が
接

合
は
し
な
い
。
出
土

時
は
重
な
っ
て
い
た
。現

存
す
る
外

形
は
一

部
を
除
き
す

べ
て
欠
損

に
よ
る
も
の
。
腐
蝕

に
よ
る
変

形
が
見

ら
れ
る
。

10
9
1・2
，3
．．

9
00
33

Ⅲ
H

3
4

SB
－
14

S
P
一
6
0
0

礎
板　

2点

礎
板

あ
る
い

は
横

木
か

。
腐
蝕

し
て
全

体
的
に
丸

み
を
持
っ
て
い

る
た
め

原
形

か
否

か
の
判

断
が
付

き
に

くい
。
お

そ
ら
く上

下
の
端

部
は

原
形

を
保

つ
か

。
2
片

は
約

5
cm

ほ
ど
離

れ
て
出

土
し
た
°
接

点
は
な
く
別

個
体

と
考

え
て
よ
い

か
。
2
点
と
も
一

面
の

中
央

部
分

の
み
他

と
色

調
が
異

な
る
。
色

が
明

る
く本

来
の

色
に

近
い

か
。
物
と
の
接

触
に
よ
っ
て
風

化
し
な

か
っ
た
よ
う
だ

。柱
木
と
の
密

着
に
よ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
が

木
質

ど
う
L
で
こ
こ
ま
で
な

る
だ

ろ
う
か

と
疑

問
が
残

る
。
柱

木
と
は
関

係
な
く
埋

没
状

況
に
よ
る
も
の

か
。
肉
眼

で

見
る
限

り
2
点

の
樹

種
は

同
一

と
思
わ

れ
る

。

価 苺 ・．
王室

渦 柵 ト
－

1
C心 －



報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

遺
構
名

備
考

．出
土
地

点

石
器
の
法

量
と
特

徴
木
器

の
特
徴

挿
図
番

号
器
種

法
量

（c
m
．g
）

石
材

備
考

種
類

木
取

り
樹

種
備

者
長

さ
幅

厚
さ

孔
径

重
さ

1
16

4
90
02

8
Ⅲ

J
30
．3
1

S
B
－
25

S
K
－
0
50

礎
板

広
葉
樹

出
土
状

況
か

ら
桂

根
あ
る
い

は
礎

板
と
考

え
ら
れ
る
が

、加
工

と
思

し
き
も
の
が

あ
る
°
腐

蝕
の
為

生
き
て
い

る
面

の
判

断
が
難

し
い

。
数
箇

所
の

孔
が
見

ら
れ
る
が

人
為

的
な

も
の
か

ど
う
か

不
明

で
あ
る
。
草

の
根
等

に
よ
る
浸

蝕
か

と
も
思
わ

れ
る
。
木

目
は
長

軸
方

向
に
通

っ
て
お

り
、そ

れ
と
平

行
に
貫

通
す

る
孔
（縦

断
面

に
現

れ
る
）は

自
然

に
よ
る
も
の
の

可
能

性
が

あ
る
か

。
木

目
と
直

交
方

向
の
孔

（中
央

を
横

行
。
横

断
面

に

現
れ
る
。
）は

面
の

様
子
か

ら
見

て
ヶ
ズ

リ
に
よ
っ
て
作

ら
れ

た
孔

の
よ
う
に
も
思

わ
れ

る
。

報
告

書

登
録
番

号
遺 構 面

遺
構

名
備

考
・出

土
地
点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉

．骨
角
器

の
法
量

と
特
徴

白
然
遺

物
（炭

化
米

／種
子
／貝

類
／骨

類
）の

法
量
と
特

徴

挿
図
番
号

種
類

法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左

右
残
存

状
況

占 薮
備
考

．計
測
値

長
さ

幅
／径

厚
さ
〝
L径

重
さ

比
重

34
5

0
60
03

Ⅱ
SK

－
08

2
板

状
鉄

器
5．
30

2．
20

0・
30

9
．8
0

鉄
青

い
物
質

は
リ
ン
（セ

ン
タ
ー
分

析
）
。

未
掲
載

0
60
04

Ⅱ
SK

－
08

2
不

明
品

3
1．
50

粘
土

塊
に
何

か
熔

着
し
た
感
あ
り
。

73
1

0
60
0
1

Ⅱ
N～

R
24
～
22

S
J1

01
馬

鐸
3．
70

3．
50

1．
85

13
．5
5

青
銅
製

舌
の

残
存

。

83
9

0
60
02

Ⅲ
F
・G

3
1．
32

SL
－
0
2

砂
層

下
や
り
が
ん
な

1．
92

1．
83

0．
34

3
．2
7

青
銅
製

青
銅

製
。

14
0
2

05
01
6

Ⅲ
Ⅰ

32
S
H
－
0
1

ガ
ラ
ス
小

玉
0
．3
75

0
．4
35

0
・1
44

0
．0
8

2．
44

青
紺

別
が
ラス

透
明
度
は
高

い
。
孔
の
軸

方
向
に
平
行

し
た
気

泡
列

や
蝕
像

が
観

察
さ
れ
る
。

14
0
3

05
01
7

Ⅲ
Ⅰ

32
S
H
－
0
1

ガ
ラ
ス
4
、玉

0
・4
05

0
．4
70

0
．1
46

0．
12

2．
39

青
紺

別
が
ラス

全
体

に
細
か

い
ク
ラ
ッ
ク
が
入
る
。
側
面

に
微

細
な
気

泡
の
列

が
多

数
観

察
で
き
る
。

14
0
4

05
0
18

Ⅲ
Ⅰ

32
S
H
－
0
1

ガ
ラ
ス
4
、玉

0．
4
75

0
．5
45

0．
14
2

0・
13

2．
30

青
紺

刑
が
ラス

1／
3程

度
欠

失

不
明

瞭
な
が

。風
化
が

著
し
く亀

裂
が
多

数
入

る
。

ら
側

面
に
気

泡
列

有
り°

報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
遺

構
名

備
考

．出
土
地

点

金
属

器
．ガ

ラ
ス
玉
・骨

角
器
の
法

量
と
特

徴
自
然

遺
物

（炭
化
米
／種

子
／貝

類
／骨

類
）
の
法
量

と
特
徴

挿
図
番

号
種

類
法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左
右

残
存
状

況
占 薮

備
考

．計
測
値

長
さ

幅
／径

厚
さ
斤
L径

重
さ

比
重

15
03
07

9
Ⅱ

M
31

S
K
－
0
22

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
左

M
3
－

1
亜

成
獣

。M
3
長
さ
32
．，前

幅
19
．0
。

16
03
0
82

Ⅱ
Ⅰ

35
S
E
－
0
1

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
左

－ M
3

l
成

獣
直

後
。
M
3長

さ
32

．5
，前

幅
17

．3
0

16
05
00

9
Ⅱ

Ⅰ
35

S
E
－
0－
1

種
子

38
05
00

6　
－

Ⅱ－
G

31
S
K
－
1
08

種
子

54
03
09

4
Ⅱ

G
31

S
P
－
09

14
骨

不
明

不
明

破
片

1
55

05
0
11

Ⅱ
G

29
S
J－

0
1

種
子

55
03
06

3
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

骨
イ
ノ
シ
シ　

♂
下
顎

左
（C

～
M
3）
部
分

1
若

獣
。
保
存

悪
く計

測
不
可

。

55
03
06

4
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

骨
陸
獣

不
明

破
片

少
々

イ
ノ
シ
シ
下
顎

破
片

か
？

55
－

03
06

5
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

不
明

55
03
06

6
Ⅱ

H
28

S
J－

0
1

骨
不

明
不

明
破

片
11

78
03
02

5
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

埴
検

出
面

1両
検
出

面
嘩

サ
メ
類

歯
1
被

熱
あ
り
。
ア
オ
ザ
メ
タ
イ
プ
。

78
03
02

6
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

1両
検
出

面
骨

イ
ノ
シ
シ

上
腕

骨
右

破
片

1
78

03
02
4

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

2
区

骨
イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨

左
遠

位
部

遠
位

端
欠

損
1

78
0
30
62

Ⅲ
J

34
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

2
区
住
居

壁
下

骨
陸
獣

不
明

破
片

少
々

78
0
30
0
1

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

2
区
西
側

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

左
（M

12
3）
関
節

部
な
し

1

成
獣

。
切
痕

あ
り
。M

2
長
さ
2
3．
8，
前

幅
15
．9
，後

幅
16
．3
。

M
2
中
央

骨
体

高
厚

26
．3
，同

体
高

44
・0
士
。
下
顎

枝
切

断
。M

2
．M

3間
外

側
に
直

交
方

向
の

カ
ッ
ト

マ
ー
ク
。

7
8

0
30
20

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

2
区
南
側

土
壌

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

右
（M

12
30

－…
1
若

獣
M

l長
さ
17
．5
，前

幅
12

．2
，後

幅
12
－6
，M

2長
さ
2
2
．6
，前

幅
14

．2
，後

幅

14
．8
，M

3－
。

7
8

0
31
0
1

Ⅲ
J

．
3
4

第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

Ⅱ
区

西
壁

骨

7
8

0
31
02

Ⅲ
J

34
第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

Ⅱ
区

西
壁

骨
陸
獣

不
明

破
片

1
7
8

0
31
03

Ⅲ
J

34
第
Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

Ⅱ
区

西
堂

骨

7
8

03
10
4

Ⅲ
J

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

Ⅱ
区

西
堂

骨

7
8

03
10
5

Ⅲ
J

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

Ⅱ
区

西
壁

骨

7
8

03
10
6

Ⅲ
J
－

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出
面

Ⅱ
区

西
軍

骨
ヒ
ト

寛
骨

－左
1．日

，腸
骨
，坐

骨
’1

1
成
人

。男
性
か

？

7
8

03
10
7

Ⅲ
J

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
Ⅱ
区

西
壁

骨
骨

7
8

03
10
8

Ⅲ
J

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
□
区
西

壁
骨

不
明

不
明

破
片

6
7
8

03
10
9

Ⅲ
J

34
第

Ⅲ
面

一連
謡

検
出

面
Ⅱ
区

西
壁

骨
不

明
腹

椎
1
大

型
。

7
8

03
0
37

Ⅲ
Ⅰ

33
第

Ⅲ
画

題
構

検
出

面
3区

骨
⑮

骨
イ
ノ
シ
シ　

♀
下

顎
右

（×
×
×
P4

～
M

3）
下

顎
枝

欠
く

1
成

獣
。
M
2歯

根
部

露
出

。歯
槽
膿

漏
？
M

l長
さ
15
．5
士
，
M
2長

さ
20
．3

，
M
3

長
さ
35

．9
士
，前

幅
16

．9
。

7
8

03
0
37

Ⅲ
Ⅰ

33
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
3区

骨
⑮

骨
イ
ノ
シ
シ　

♀
下

果
右

（M
12

30
1

成
獣

直
後

。
下

顎
枝

に
孔

な
し
。
小

型
。M

l長
さ
16

．1
，前

幅
10

．5
，後

幅

11
．0
，M

2
長

さ
1
8
．5
士
，前

幅
13

一3
，後

幅
1
3
．7
，M

3
長

さ
33

．0
士
，前

幅

15
．2
。

78
03
0
99

Ⅲ
H

29
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
3号

甕
東

骨

78
05
0
12

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
4
区
北

東
検

出
面

砂
層

種
子

78
03

10
0

Ⅲ
K

30
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

S
X
－
0
2
周
辺

歯
サ
メ
類

歯
1
ア
オ
ザ
メ
タ
イ
プ
。

78
03
0
32

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

拡
張
区

流
れ
斜

面
最

下
層

土
壌

骨
シ
カ

中
手

骨
左

－
近
位

～
中

間
遠

位
端

破
損

1
成

獣
。
切

痕
あ
り
。

基
幹
部

前
面

に
直
交

す
る
短
い
カ
ッ
トマ

ー
ク
。イ

ヌ
の
噛

み

跡
ま
た
は
自
然
の
磨

滅
か
？

78
03
0
41

皿
－L

34
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

黒
色
粘

土
層

掘
り
下
げ

時
．杭

周
辺

骨
イ
ヌ

上
腕

骨
左

近
位

1
成

獣
。
小

型
。

78
03
04

2
Ⅲ

L
34

第
Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

黒
色
粘

土
層
掘

り
下
げ

時
．杭

周
辺

骨
イ
ヌ

頚
椎

全
体

1
成

獣
。
や
や
4
、型

。

78
03
0
46

Ⅲ
L

34
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

黒
色
粘

土
層
掘

り
下
げ

時
・杭

周
辺

骨
不

明
不
明

破
片

10

78
03
0
58

Ⅲ
L

34
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

黒
色
粘

土
層
摺

り
下
げ

時
．杭

周
理

骨
イ
ノ
ーシ
シ

棲
骨

左
位

関
節

面
欠
損

1
若

獣
？

78
03
0
59

Ⅲ
L

34
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

黒
色
粘

土
層
掘

り
下
げ

時
．杭

周
辺

骨
陛
獣

不
明

破
片

1

78
03
0
21

Ⅲ
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

調
査
区

北
側

土
層
壁

よ
り

歯
サ
メ
類

歯
1
ア
オ
ザ
メ
タ
イ
プ

。

78
03
0
07

Ⅲ
H

32
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

調
奪
出
土

面
歯

イ
ヌ

上
顎

遊
離

歯
I3

1
成

獣
°

ト
一 誌 海 苺 田
i田 滑 柵



報
告
書

登
録

番
号

遺 構
1

面
グ
リ
ッ
ド

遺
構
名

備
考

．出
土

地
点

金
属

器
・ガ

ラ
ス
玉
．骨

角
器
の

法
量

と
特
徴

自
然

澤
物

－（炭
化

米
／種

子
／貝

類
／骨

類
）の

法
量
と
特

徴

挿
図

番
号

種
類

法
量

（c
m
．g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左

右
残

存
状

況
占 薮

備
考
．計

測
値

長
さ

幅
／径

厚
さ
／孔

径
重
さ

比
重

7
8

05
0
13

Ⅲ
G

32
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
土

器
の
校

閲
種

子

7
8

03
0
98

Ⅲ
J

30
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
排

水
ト
レ
ン
チ

歯
サ
メ
類

歯
1
ア
オ
ザ

メ
タ
イ
プ
。

7
g

03
0
02

Ⅲ
H

34
第

Ⅲ
面

遺
構

検
出

面
北

隅
黒

色
粘

土
層

遺
構
検

出
時

骨
イ
ノ
シ
シ

尺
骨

近
位
端

な
し

1
若
獣

。
切
痕

あ
り
。

7
8

03
0
03

Ⅲ
H

34
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

北
隅
黒

色
粘

土
層

遺
構
検

出
時

骨
不

明
不
明

破
片

1

78
03
0
04

Ⅲ
H

34
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

北
隅
黒

色
粘

土
層

遺
構
検

出
時

骨
不

明
不

明
破

片
1

78
03
0
97

Ⅲ
F

28
第

Ⅲ
面

遺
構
検

出
面

拡
張
区

流
れ

骨
小
型

鳥
類

四
肢

骨
中
間

1
被
熱

あ
り
。

78
05
0
03

Ⅲ
Ⅰ

31
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

不
明

78
03
0
08

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

脛
骨

中
間

1
成
獣

。
遺
存

悪
い

。
中
間
部
細

片
化

。
下
端

部
大

き
い
。

78
03
0
09

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
不

明
不

明
破

片
1

78
03
0
12

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
画

骨
イ
ノ
シ
シ

脛
骨

中
間

1
成
獣

。
遺
存

悪
い

。
中
間
部
細

片
化

。

78
03
05

4
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ　

♀
下
顎

右
（P

3
－
M

3）
下

顎
枝

欠
く

1

成
獣

。
切

痕
あ
り
°
全

体
に
4
、型

化
。
外

側
に
カ
ッ
ト
マ

ー
ク
あ
り
。
M

l，
M
2

と
M

3
の
磨

耗
面

に
段

差
あ
り
。
M
1　

2
は
磨

耗
が

外
へ

傾
く
。
M

l長
さ

16
．8
，前

幅
11

・7
，後

幅
12

．3
，
M

2長
さ
1
9・
9，
前

幅
14

一2
，M

3長
さ
3
1．
0，

前
幅

16
．1
。

78
03
05

5
Ⅲ

第
Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

左
P
3－

M
3下

顎
枝

欠
く

1
成
獣

。
切
痕

あ
り。

瞭
筋
寓
部

に
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
。

78
’　

05
0
14

Ⅲ
第

Ⅲ
画
題

構
検

出
面

種
子

78
03
1
12

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺

構
検

出
面

2区
南
側

よ
り　

土
壌

骨
？

同
定

中
。

78
03
ⅰ
13
－

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

2区
肩

甲
骨

骨
？

同
定

中
。

78
03
1
14

Ⅲ
第

Ⅲ
面
遺
構

検
坦
面

骨
？

同
定

中
。

78
0
31

15
Ⅲ

L
34

第
Ⅲ
面
遺
構

検
出
面

杭
周

辺
骨
？

同
定

中
。

94
0
30
9
5

Ⅲ
H

29
S
B
－
06

S
P
－
0
9
24

骨
不
明

不
明

破
片

1

11
3

0
30
96

Ⅲ
Ⅰ

28
SB

－
15

S
P
－
10

25
骨

イ
ヌ

模
骨

左
破
片

中
間
部

1

12
1

Ⅲ
H

2
3

SN
－
0
1

骨
ヒ
ト　

♀
近

－匪
撹

乱
に
よ
り
下

肢
骨

の
欠

損
熟
年

。

13
9

Ⅲ
Ⅰ

3
2

SN
－
0
1

骨
ヒ
ト　

♂
一
応

全
身
各
部

回
収

若
い
成

年
期

。

14
4
a

0
30
78

Ⅲ
L

3
4

SK
－
0
16

骨
イ
ノ
シ
シ

末
節
骨

左
1

14
4
b

0
50

15
Ⅲ

J
3
2

SK
－
02

8
炭
化

米
分
析

。
済
。

14
4
C

0
50
07

Ⅲ
S
K
－
12

1
種

子

14
4
d

0
30
77

Ⅲ
F

3
5

S
K
－
12

7
南
半
＜
M

31
の
も
の
と
は
別

遺
構
＞

角
シ
カ

角
破
片

2
被

熱
あ
り。

14
4
e

0
30
83

Ⅲ
N

3
1

S
P
一
0
15

6
骨

イ
ノ
シ
シ

距
骨

左
1
成
獣

。

14
4
f

0
50
08

Ⅲ
S
P
－
0
20

8
種

子

14
4
g

0
30
84

Ⅲ
K

3
3

S
P
－
0
4
19

骨
イ
ノ
シ
シ

頭
蓋
骨

頭
頂

骨
1
若
獣

。

14
4
h

0
30
85

Ⅲ
K

3
3

S
P
－
0
42

1
骨

陸
獣

不
明

4

14
4
i

05
01
0

Ⅲ
J

3
3

S
P
1
0
42

3
種

子

14
4
j

0
30
86

Ⅲ
J

3
3

S
P
－
0
42

4
骨

陸
獣

不
明

1

14
4
k

0
30
87

Ⅲ
J

3
3

S
P
－
0
42

6
骨

不
明

不
明

破
片

1

14
4
1

03
08
8

Ⅲ
K

32
S
P
－
0
45

2
骨

サ
メ
類

椎
骨

破
片

1
被

熱
あ

り。
孔
あ

り。
加
工

品
か

ど
う
か

は
不

明
。

14
4
m

03
09
0

Ⅲ
I

29
S
P
－
0
63

7
骨

タ
ヌ
キ

頭
蓋
骨

左
右

後
頭
骨

、右
前

頭
骨

1

14
4
n

03
09

1
Ⅲ

H
30

S
P
－
0
74

1
骨

不
明

不
明

破
片

1

14
4
0

03
09
2

Ⅲ
H

30
S
P
－
0
74

5
骨

不
明

不
明

破
片

1

14
4
p

03
09
3

Ⅲ
Ⅰ

34
S
P
－
1
23

1
骨

イ
ノ
シ
シ

肩
甲
骨

右
破
片

1

14
4
p

03
09
3

Ⅲ
Ⅰ

34
S
P
－
1
23

1
骨

陸
獣

不
明

破
片

1

14
5

03
05
0

Ⅲ
Ⅰ

33
S
K
－
0
0
3

骨
陸

獣
不

明
破
片

3

14
5

03
05
1

Ⅲ
Ⅰ

33
S
K
1
0
0
3

骨
哺

乳
類　

不
明

下
顎

左
P
3
か

ら
後

部　
下

顎
枝
欠

く
M

l．
M
2
部

の
下

顎
骨

が
歯

頸
腺

よ
り
下

が
っ
て
い
る
。
M
3萌

出
完
了

。
暁
筋

寓
部
に
カ
ッ
トマ

ー
ク
。

14
5

03
05
2

Ⅲ
Ⅰ

33
S
K
－
0
03

骨
晴

乳
類　

不
明

長
幹

骨
下

顎
筋

下
に
長

い
カ
ッ
ト
マ
ー
ク
。

14
5

03
0
53

Ⅲ
Ⅰ

33
S
K
－
0
03

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

左
（P
4
－
M
3）

1

成
獣

直
後

。
M

l長
さ
一

，前
幅

12
．－4

，後
幅

12
．4

，M
2
長

さ
2
2
．2

，前
幅

1
5・
0
，後

幅
15

．8
，M

3長
さ
－

，前
幅

16
．0
m

。
お
そ
ら
く
M
3
第
4
岐

頭
は
小

型
化

。M
2
中
央

体
厚

25
・2
，体

高
（外

側
）4

2
．8
±
mm

。下
顎

枝
に
孔

な
し
，

枝
外

上
部

に
カ
ッ
ト
マ
ー

ク
，顎

体
内
側

に
も
長
い

カ
ッ
ト
マ
ー

ク
。

14
5

03
0
56

Ⅲ
Ⅰ

33
S
K
－
0
03

骨
不

明
不
明

破
片

1
切

痕
あ
り
。
下
顎

筋
下

に
長
い
カ
ッ
トマ

ー
ク
。

15
2

03
0
18

Ⅲ
G

33
S
K
－
0
08

骨
イ
ノ
シ
シ
？

頭
蓋

骨
1

15
2

03
0
27

Ⅲ
G

33
S
K
－
0
08

骨
イ
ノ
シ
シ

指
骨

破
片

1
成

獣
。

15
2

03
0
28

Ⅲ
G

33
S
K
一
0
08

骨
不

明
不
明

破
片

3

15
2

03
0
29

Ⅲ
G

33
S
K
－
0
08

骨
噛

乳
類　

イ
ノ
シ
シ

榛
骨

右
遠
位
部　

外
側

未
骨
化

。

15
2

03
0
30

Ⅲ
G

33
S
K
－
0
08

歯
キ
ツ
ネ

頭
蓋

骨
後

頭
骨

1
成

獣
。
大
型

。

15
2

03
0
30

Ⅲ
G

33
S
K
－
0
08

歯
シ
カ

上
顎

遊
離

歯
左

M
l

1
成

獣
。
磨
滅

あ
り
。
M

l長
さ
16
．0
。

15
2

03
0
31

Ⅲ
G

33
S
K
－
0
08

骨
哺
乳

類　
ナ
カ　

イ
ノ
シ
シ

中
手

骨
左

ほ
ぼ
全

体　
遠

位
端

破
損

骨
化

済
み
。基

幹
部

前
面
に
直
交

す
る
短
い
カ
ッ
トマ

ー
ク
。

16
2

03
0
47

Ⅲ
J

32
S
K
－
0
49

骨
中
4
、型

獣
不
明

破
片

1

16
2

03
0
43

Ⅲ
J

32
S
K
－
0
49

骨
海
獣

助
骨

破
片

1
残
存

長
約

13
cm

。

16
8

03
0
11

Ⅲ
K

30
S
K
－
0
8
1

4
区

歯
イ
ノ
シ
シ

下
顎

遊
離

歯
M
3

1
成
獣

。
M
3長

さ
33
．4
，前

幅
15
．9
。小

型
°

16
8

03
0
16

Ⅲ
K

30
S
K
－
0
8
1

4
区

歯
イ
ノ
シ
シ

上
顎

遊
離

歯
M
3

1
成
獣

°

17
0
a

05
0
04

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
78

顔
料

付
土

器
？

17
0
b

03
0
38

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

③
骨

イ
ノ
シ
シ

下
顎

左
（M

12
3
）

1
亜
成

獣
。M

l長
さ
16
．3
，前

幅
11
．1
，後

幅
12
．1
。M

2
長
さ
19
．5
，前

幅
13
．8
，後

幅

14
．4
，M

3長
さ
－

，前
幅

16
．5
士
。

17
0
b

03
0
38

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

③
骨

陸
獣

肋
骨

破
片

1

17
0
b

03
0
38

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

③
骨

陸
獣

不
明

破
片

5

17
0
b

03
0
39

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

③
骨

イ
ノ
シ
シ

下
顎
破

片
左

関
節
突

起
1
成
獣

。
切
痕

あ
り
。
0
30
44

と接
合

。

17
0
b

03
0
34

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

④
骨

イ
ノ
シ
シ

下
顎

右
（M

3）
1
若
獣

。
未
出

歯
。
乾
燥

の
た
め
細

片
。
変
形

、萎
縮
し
て
い
る
。

価 苺 器 渦 帥 ト
一

一

恕



報
告
書

登
録

番
号

遺 構 面
遺

構
名

備
考

・出
土
地

点

金
属
器

．ガ
ラ
ス
玉
．骨

角
器
の
法

量
と
特

徴
自
然
遺

物
（炭

化
米
／種

子
／員

類
／骨

類
）の

法
量
と
特

徴

挿
図
番

号
種

類
法
量

（c
m
・g
）

色
調

材
質

備
考

種
類

種
名

部
位

名
左

右
残

存
状

況
占 薮

備
考

．計
測

値
長
さ

幅
／径

厚
さ
β
L径

重
さ

比
重

17
0
b

03
0
33

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

（③
骨

不
明

不
明

1
乾
燥

の
た
め
細

片
。

17
0
も

03
0
35

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

⑤
骨

イ
ノ
ーシ
シ

下
顎

左
（M

3）
1
成
獣

直
後

。
M
3長

さ
33
．4
士
，前

幅
16
．5
。

17
0
b

03
11
0

Ⅲ
K

28
S
K
－
0
87

2
区
骨
⑤

骨
？

同
定

中
。

17
0
b

03
0
57

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

（②
歯

イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊

離
歯

右
M

12
1
幼
獣

30
57

と
同

一
個
体

。

17
0
b

03
0
57

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

⑥
歯

イ
ノ
シ
シ

上
顎
遊

離
歯

左
dm

4
1
劫
獣

30
5
7と

同
一
個
体

。

17
0
b

03
0
36

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨

（②
骨

イ
ノ
シ
シ

脛
骨

右
中
間
～
遠
位

1
成
獣

。
細
片

。

17
0
b

03
0
11

Ⅲ
K

28
S
K
－
0
87

2
区
骨
⑦

骨
？

同
定

中
。

17
0
b

03
0
13

Ⅲ
K

29
S
K
－
0
87

2
区
骨
⑩

骨
イ
ノ
シ
シ

頭
蓋
骨

破
片

1
細
片

。

17
0
b

03
07

1
Ⅲ

K
29

S
K
－
0
87

2
区
骨
⑩

角
シ
カ

角
1
腐
食

著
し
い
。

17
0
b

　
03
07

2
Ⅲ

K
29

S
K
－
0
87

2
区
骨
⑭

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

右
（P
23

）部
分

1

17
0
b

03
07

2
Ⅲ
－

K
29

S
K
－
08

7
2
区
骨
⑯

歯
イ
ノ
シ
シ

下
顎
遊

離
歯

左
P
3

1

17
0
b

03
00

6
Ⅲ

K
29

S
K
－
0
87

2
区
骨
（②

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎

右
（M

12
3）

1
成
獣

。
M
3長

さ
36
．3
，前

幅
15
．8
。

17
0
b

03
07

3
Ⅲ

K
29

S
K
－
08

7
2
区
骨
⑬

不
明

17
0
b

03
00

5
Ⅲ

K
29

S
K
－
08

7
2
区
骨
（①

骨
イ
ノ
シ
シ

下
顎
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SasaiSitesⅨ：Suppiement

Fukuokacity，WhichislocatedinthenorthernregionofKyushu，PlayedanimportantroleinJapanesehistoryasan

entrancetoacceptcuiture，menandthingsfromtheAsiancontinent・

FukuokaAirportasagatewayofModerntimesneedanewfaciiityduetorapidincreasedairtraffics；therefore，the

rescuerexcavationsoftheSasaisiteswascarriedoutbeforedevei0Pment．

TheSasaisitesaresituatedata10WterraCeOntheeastbankofMikasaRiver，andtheareaincludingtheSasaisites

isknowntotheoidestoneforthericecultivationinJapan．NearthesitesincludingtheItazukesite，importantsites

OftheYayoiperiodhavebeenfound．Asaresuit，theexcavationoftheSasaisiteswasexpectedtocametolightthe

Sett1ementandricecultivationofthebeginningoftheYayoiperiod・

The excavationsof1991through19981astedthe thirteencampaigns，andduringthecampaigns archaeo10gical

remainsandartifactsbeIongingtotheeariyYayoiperiod（4thcenturyB．C．）throughthelateHeianperiod（iithcen－

turyA・D・）wereunearthed・TheSasaisitesheipedtobringustheimportantarchaeoi0gicalfindsandresuits．

Thisisthesuppiementofthereportofthe13thcampaign．Asforhumanbones，animalbones，insectsinthesoii，Car－

bonizedricegrains，graSSeSfoundduringthelOththroughi3thcampaignand14Cdating，SCientificanalysesandtheir

Studieswerecarriedoutbyresearchers・Theseresuitsappearinthisreport．

Inaddition，duringtheexcavationsnewspaperswereweekiyissuedastheSasaiSitesWeeklyNewsanditsvo1．65

appearinthisreport．AstothecircuIarditches，WereCOrdthedetaiihowweassumethempigsty．

Lastly，Wehavenothadenoughexplanationonthefinds；therefore，theunearthedobjectsareIistedasanobserva－

tiontabieattheend・

TheobservationtableandtheSasaiSitesWeekiyNews（vo1S・1－101）appearintheCD－R・

（英訳：林田憲三）
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